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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法

第三百四十七条

・聖せい譜ふ以前の事項については、そこで生じた責任を遡そ行こう不能とする。
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●






　水み戸との空の下、二ふた代よは、福ふく島しま・正まさ則のりとの決着を迎えていた。

　決着の理由は一つ。

　蜻蛉とんぼスペアが、発動しなかった事だ。

　……やはり駄だ目めで御ご座ざるか！

　以前からそうだ。蜻蛉切ぎりと同様の思し考こうを持っている筈はずのスペアは、何な故ぜかこちらに力を貸さない。どうしてかは解わからない。ただ、無言でい続けるからだ。

　解らぬ、という一言。二代にとっての結論は、全てそこに集しゆう約やくされた。

　発はつ動どうの手応えはなく、あるのはただ、鉄てつ塊かいを握っているという冷たさと重さのみ。

　何故、蜻蛉スペアがこちらに準じないのか、二代には理解出来ない。

　解らないから、結論は一つだ。

　駄目なのだ、と。

　そして、逆に、敵の方が動いていた。福島が持つ槍やりの穂ほ先さきが、真まっ二ぷたつに開いたのだ。平たい、と感じるだけの大きさと長さを持った面がこちらの眼がん前ぜんに広がり、

　……危険に御座る！

　思ったと同時に、二代は判断を下した。足下を捻ひねり、強ごう引いんに翔しよう翼よくを発動したのだ。

「……行け！」

　方向は無理のあるもの。それを行けというならば、

　……反動で吹っ飛ぶで御座る!!

　その通りになった。本来あるべき加速軌き道どうに乗らず、弾はじかれた二代は、しかし跳ちよう弾だんのように、己おのれの加速術じゆつ式しきに宙を蹴けり飛ばされ、

「──!!」

　数十メートル外れた位置にある民みん家かの屋根を砕くだき、木箱コンテナ倉庫へと激げき突とつした。
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「二代!!」

　正まさ純ずみは、吹っ飛ばされた二代の行く先を視線で追った。

　それは、近くの民家の屋根の陰になる場所であったが、目が向くより先に、

　……わ。

　破は砕さいの音と、木箱の構こう造ぞう材ざいと思われるものが、砕けた波のように空へと吹き飛んだ。

　だが、木材が折れ、軋きしんで倒とう壊かいする音に乗って、一息にこちらに来たものがある。

　福島・正則だ。彼女は今、こちらに届く路ろ地じの左右を作る屋根を、その加速術じゆつでこちら向きに落ちてくる。

　顔は俯うつむき、しかし、歯を強く嚙かんでいるのが解わかる。まるで、あれは、

　……不ふ本ほん意い、か？

　二ふた代よが自じ爆ばくとしか見えない結果を得たと、自分にはそうにしか見えなかった。だが、それとは別で、相あい対たいしていた福ふく島しまには思うところがあったのだろう。

　そして、福島がこちらとの距離を一気に詰めてきた。槍やりの穂ほ先さきを直線的な加速軌き道どうの先に置き、彼女は一ひと息いきに距離十五メートルほどの位置にまで来る。

　速い、と正まさ純ずみが思った瞬しゆん間かんだ。

　福島の武器。一いちノの谷たにという槍の、開いた穂先の内面部から、光が生まれた。

　……砲ほう撃げき出来るのか!?

　危険を感じた心に対し、反応したのは浅あさ間まだ。

「あの光、弱めですけど、本物の竜りゆう砲ほうです！　人じん造ぞうの、砲撃用ようのものじゃありません！」

　彼女は、急ぎ防ぼう御ぎよ系の術じゆつ式しきを符ふで準備しながら、眉まゆを立てて疑問する。

「──どうして、人の武器から竜の砲撃が!?」

　問いに答える者はいない。ただ、光の一いち撃げきが、福島の槍からこちらに向け、放たれた。

　直ちよく撃げきだ、と思った時だ。

　遠く、街道の向こうからも、光の放ほう射しやが生じていた。

　街道を滑り行く分ぶん割かつの輸ゆ送そう艦かん上、ミトツダイラに対し、清きよ正まさが閃せん光こうの刃やいばを叩たたき込んだのだ。
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　十じつ本ぽん槍やりのナンバー２、加か藤とう・清正が放った側そく転てんからの一撃。右う舷げん側がわの甲かん板ぱんで穿うがたれた光こう刃じんの軌き道どうは、正確に銀の髪かみがいた位置を薙なぎ払っていた。

「……当たりましたか!?」

　清正は、金きん髪ぱつを大きく波打たせながら側転から着ちやく地ちした。だが、艦かん尾び側に振り向いた視し界かいは、カレトヴルッフの成果を見届けるより先に、

　……!?

　頭上に、影が来た。それも、抵抗無なく落ちてくる気配として、だ。だから清正は、

　……回かい避ひ！

　左手側、外そと舷げん側へと身を跳ばす。

　直後に、先ほどまで自分がいた位置に、それが落ちてきた。

　カレトヴッフの右槍。側転を放つ際の足場として、手放した物だった。

　何な故ぜこれが、と思う視線の先で、甲板が刺さり、槍が強く振動した。

　単なる石や瓦が礫れきだったら気にしなかっただろう。だが、己おのれの手放した武器が落ち、突き立ったという事に、彼女は気を取られた。

　わずか一いつ拍ぱくの間と言える呆ぼう然ぜん。

　だが、そのタイミングで、艦かん尾び側がわから突っ込んでくるものがあった。

　銀の風だ。

　輸ゆ送そう艦かんの長い甲かん板ぱんを使用して、銀の狼おおかみが最大の助走をもって連続瞬しゆん発ぱつしてくるのだ。

　……さっきの砲ほう撃げきを、無む傷きずで抜けたのですか!?

　解わかる。

　銀の狼は、回かい避ひの先として、一つの場所を選んだのだ。滑かつ走そうする艦の裂け目を、だ。

　瞬発の全力をぶち込んで落ち、しかし、すぐに彼女は上がって来なかった。裂け目から上がれば、こちらの迎げい撃げきを受けるからだ。

　だから銀ぎん狼ろうは判断したに違いない。高速で滑走する艦の後に回り込み、

「甲板を最速の助走路ろにしたのです……！」

　無む茶ちや苦く茶ちやな決断だ。放っておけばこちらは艦ごと後ろに流れたろうに。

　だが、それは狼の選択ではない。狼は、縄なわ張ばりを護まもり、敵を完全に排はい除じよするのだから。

　だから来た。一直線に、フェイント無しで銀の色が突っ走ってくる。

　速い。足音が後から響ひびいてくるような突とつ撃げきだ。一歩ごとに姿が残ざん像ぞうとなり、

「る、ぁ……!!」

　叫びに着ちやく地ちと身構えを深くしながら、こちらも動いた。

　突き刺さったカレトヴルッフの右は、その力を放出していない。だから、力任まかせに引き抜いたそれをカウンターとなるように銀狼に向け、

「果てろカレトヴルッフ!!」

　真っ正面から、刃やいばの先を水平として砲ほう撃げきした。
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　水み戸との街に住む人々の内、戦せん闘とうの推すい移いを見守るために外に出ていた者は、それを見た。

　滑走していく輸送艦の上、発はつ射しやされたカレトヴルッフの光こう撃げきに対し、自分達の領りよう主しゆが手にしていた王賜剣エクスカリバーを、

「投げ、た？」

　見えなかった。誰の目にも、捉とらえ切れたのは、領主が投とう射しやモーションを取ったところだけだ。

　何が起きたのか、見えもしなかった。だが、領主の走りは収まらず、彼女の眼前で、

「……!?」

　光が爆発した。

　領主の正面。発射された光の一直線を、二つの波飛沫しぶきに割って飛んでいくものがある。

　王賜剣一型ＥＸ．コールブランドだ。擦さつ過か音おんと裂れつ音おんを従え、英国イギリス王の剣が破壊の光を切り開く。その行き先は、

「当たれ！」

　光こう砲ほうの槍を構える敵。彼女の武器そのものに、王賜剣が突っ込んだ。





●






　清きよ正まさの判断は一いつ瞬しゆんだった。

　王賜剣エクスカリバーの打だ撃げき力りよくを受ける意味はない。こちらは砲ほう撃げき中なのだ。だから、

「下！」

　砲ほう射しやのカレトヴルッフを抑え込むようにして、清正は腰を落とした。奥おく膝ひざをつくニーリングポジションを保てば、頭上を王賜剣が通過していくだけではなく、

　……こちらは砲撃で下段を穿うがてます！

　狙ねらいは、光こう撃げきのワインダーつきで膝ひざ狙いだ。

　人じん狼ろうの攻撃で恐ろしいのは、武器の使用だけではない。爪つめや手て指ゆびによる貫ぬき手てや、打撃の方が、見切りにくく、飛び込まれると厄やつ介かいだ。だから足下を狙うことで、

「……来ますね！」

　敵が跳ちよう躍やくした。

　低く、こちらの砲撃光こうの上を滑ってくるような高速だ。

　跳躍状態。下に光線の一いち撃げきがあるならば、蹴けりを放つのは容易ではない。そして膝をついたこちらに対し、上から貫手というのも至し難なんだろう。

　ならば自分は、カウンターで左の槍やりをぶち込めばいい。そのためにも、左のカレトヴルッフを前に構え、跳躍してきた銀ぎん狼ろうに穂ほ先さきを叩たたき込もうとする。しかし、

「──!?」

　清正は、構える左のカレトヴルッフの刃やいばに、光が反射したのを見た。

　即そく座ざに清正が下した一いつ瞬しゆんの判断が、彼女を守った。清正は、踵かかとを上げた状態を保ちながら、上じよう半はん身しんを前に伏せたのだ。そうして金の髪かみを前方に振りたくったと同時。

「……背後ですか！」

　頭上を、背後から前に王賜剣一型ＥＸ．コールブランドが吹っ飛んでいった。

　何な故ぜだ、と問うまでもない。銀ぎん鎖さだ。こちらが気配を感かん知ちする外から、大回りで伸びたものが、投げられた王賜剣一型をキャッチして主あるじへと投じ返してきたのだ。

　前方では、銀狼が身を大きく仰のけ反ぞらせていた。既すでに彼女の手には王賜剣一型があり、

「……るぁ!!」

　全身を仰け反りから戻すバネを利用し、空中からの大だい上じよう段だんが降ってくる。

　躊躇ためらいのない一撃だ。受ければ折れる。触れれば裂ける。そういう一発だ。

　こちらは身を最大限まで低くしている。上半身が伏せているため、左右や背後への回かい避ひは出来ない。武器を低くに構えているために、迎げい撃げきも不可能だ。

　だから、清正は決めた。上げていた踵に押されるように、

「応……！」

　身を低く、前に出たのだ。
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　動きは、まず二つ生じた。

　一つは、清きよ正まさがミトツダイラの一いち撃げきをくぐるように前方へと跳ちよう躍やくした事。

　もう一つは、ミトツダイラが、

「……と」

　不ふ意いに、振り下ろしていた王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを手放し、前まえ上方にぶん投げたのだ。

　風切り音を立てて吹っ飛んでいく王の剣を銀ぎん狼ろうは見もせず、そして新しい動きを生んだ。彼女は、ぎりぎりという機会を逃さず、

「御ご免めんあそばせ」

　下を跳躍する清正を、甲かん板ぱんに縫ぬいつけるように右足で蹴けり込んだのだ。

　打だ撃げき音おんが響ひびき、清正が甲板に叩たたきつけられた。

　その褒ほう美びというように、銀の髪かみが真上へと、天上側へと大跳躍する。

　対し、甲板に俯うつぶせで叩きつけられる形となった清正は、しかし耐えた。二本のカレトヴルッフを握る腕を立て、上に行った銀狼へと振り向こうとして、

「……そういう事ですか!!」

　叫び終わるよりも早く、清正は空にぶち上げられた。誰かの攻撃を受けた訳ではない。

　甲板だ。

　輸ゆ送そう艦かんの残ざん骸がいが、道に作られた溝みぞの終しゆう端たんに届き、勢いよく乗り上げたのだ。

　跳ね上がった艦かん首しゆと、船そのものに、艦首側へと押されていた清正は打ち上げられる。
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　水み戸との街の中央に、豪ごうの音をもって輸送艦が屹きつ立りつした。震動をもって、高さ五十メートルの輸送艦が両りよう断だん状態で跳ね立っていく。

　風を大きく鳴らし、瓦が礫れきと残骸をまき散らし、滝たき昇のぼる鯉こいのように起きあがった輸送艦は確かに一いつ瞬しゆん、南北に分かたれたまま宙に浮いた。

　同時。艦が空中にある間、二つの影が輸送艦の鼻はな先さきに降り立った。

　右の槍やりの石いし突づきから光を放ち、南の残骸の艦首先端に強ごう引いんな着ちやく地ちを行う清正と。

　宙で両腕を広げ、身体からだに高速のスピンを入れながら、北の残骸の艦首先端に降り立つミトツダイラと。

　両者は、浮いた艦が艦かん尾びから地面に激げき突とつする瞬しゆん間かんに、

「──！」

　ミトツダイラが、先に攻撃をぶち込んだ。

　銀ぎん鎖さを全開まで伸ばした先、そこに摑つかんだ王賜剣エクスカリバーを、ハンマー投げの要よう領りようで、

「食らいませ!!」

　全身の膂りよ力りよくと、瞬しゆん発ぱつする全身の振り、そして引き戻す鎖くさりによって慣かん性せい力が上がり、水平に宙を飛んでくる王賜剣が水すい蒸じよう気きの爆発を得た。

　直後に、その一いち撃げきが清きよ正まさに激げき突とつした。

　激げき音おんを聞くまでもなく、ミトツダイラは首を西に振り振り向いた。視線の先に求めるのは、

「我が王……!!」
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　ミトツダイラは、王の方を見た。そちらでは、福ふく島しま・正まさ則のりの攻撃が放たれていた筈はずだ。

　二ふた代よが戦せん闘とう続ぞつ行こう不能となった状況に、どうすべきか。

　問いかけの視線を、着ちやく地ち直前の艦かん上じようからミトツダイラは飛ばした。だが、

　……光!?

　空に、光こう片へんが散っていた。福島が放った竜りゆう砲ほうを弾はじいた者がいたのだ。それは、

「我が王!!」

　全ぜん裸らが、福島の攻撃を受け止めたのだ。







[image: 第三十二章『上からの参観者』]











●






　福ふく島しまの竜りゆう砲ほうを受けると、そう思った瞬しゆん間かん。正まさ純ずみは、見た事がない防ぼう御ぎよを見た。

　……え？

　後ろから、馬鹿の全ぜん裸らが股こ間かんに大罪武装ロイズモイ・オプロの盾たてを下げてやってきたのだ。

　直ちよく撃げきした。

　焦しよう音おんが響ひびき、光が飛び散り、馬鹿が胸を張って福島に視線を向けた。

「ははは！　馬鹿だなオメエ、そんなものが俺の強ごう欲よくなコカーンに通用すると──」

「あ、トーリ君！　あれが本物の竜砲だと、最後の一息で伸びます！」

　横に避ひ難なんしていたこちらの眼がん前ぜんで、馬鹿が後半の伸びを食らって吹っ飛んで、五回転くらいした先にいるホライゾンの直ちよく蹴げりを食らって地面にぶつかって停とまった。

「大だい丈じよう夫ぶですかトーリ様！　ホライゾン、形式的に心配してみましたが」

「いや、最後の一いち撃げきが一番カウンターでキツかったんじゃねえの!?　そうじゃね!?」

　だろうなあ、と思うこちらの眼前に、黒の髪かみが踊った。浅あさ間まだ。通りの横に避難するこちらを庇かばうようにした彼女は、しかし葵あおい達たちの方を見て、

「喜き美み！」

　叫んだ直後、堅けん音おんが響いた。

　宙から砲ほう撃げきの後、そのまま葵達に突っ込んだ福島が、弾はじかれて宙に舞った音だ。

　全裸とホライゾンという、二人の武蔵むさし副ふく王おうを護まもったのは、

「フフ、そんな程度で高嶺たかねの華はなに手が届くとでも思ったの？」

　葵の姉が、通りの中央に平然と立っている。
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　喜美は、相手を見ていた。通りの南西側の家屋。その屋根に着ちやく地ちしているのは福島だ。

　彼女は、己おのれの槍やりを構え直し、こちらに対して問いかける。

「貴き殿でん、今の技は……」

　ええ、と、喜美は笑みで己の身体からだを軽く抱いた。胸を持ち上げ、顎あごを乗せるようにして、

「フ、……巨きよ乳にゆう防御よ」





●






　福島は、喜美を見た。胸を見た。そして彼女の顔を見て、

「う、噓うそは無しで御ご座ざりますぞ！」

「ククク、動どう揺ようしてるわね！　でも、アンタ！　疑問に思うなら何で私が無む傷きずなのか説明してみなさい！　巨乳という言葉を使って二十文字以内句く読とう点てん含まずハイスタート!!」

「巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよでいい気がしてきたで御ご座ざります」

　と、転がっていた全ぜん裸ら盾たてがやってきた。

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　男の場合はどうなんの!?　二に刀とう流りゆうとか居い合あいとか付くの!?」

「トーリ様、それ、まずは焼き入れてペンチで摑つかみながらハンマーで殴なぐる必要ありませんか」

「お、オメエは全裸の俺に対して恐ろしい事を言う女だな！」

　どう反応したもので御座りましょうか、と思いつつ、一応、福ふく島しまは自分の胸を見た。

　結けつ構こうある筈はずなのに、と思ったところに、向こうから声が来た。

「もうちょっと必要ね、アンタの場合。でもその場合、浅あさ間ま神じん社じやにプレミア氏うじ子こ登録（月額奉ほう納のう）をすると確実よ」

　横の巫み女こに視線を向けると、立てた手を左右に小さく振っている。

　……真しん偽ぎは如何いかがで御座りましょうか。

　と福島が思った時だ。東側。広い通りの向こうで、轟ごう音おんが響ひびいた。

　立ち上がり、着ちやく地ちした輸ゆ送そう艦かん。その上で、水み戸と領りよう主しゆと清きよ正まさの戦せん闘とうに一いち撃げきが生じたのだ。

　水戸領主と清正の、決着に至る一撃が、だ。





●






　ミトツダイラは、王の無事を確認してから、距離八メートルの先にいる相手を見た。

　今、艦かんは艦かん尾びから着地し、金属の軋きしみをあげている。それまで堪たえていた部品や構こう造ぞう材ざいの破は片へんが、一気に艦から外にこぼれ落ちる上。ミトツダイラが清正に放った着ちやく弾だんの衝しよう撃げきは、大気を崩し、二度目の水すい蒸じよう気き爆発を生じさせていた。銀ぎん鎖さから通じる手応えは、

　……充分！　破は砕さいしましたわ!!

　眼がん前ぜん、清正が盾たてのように構えた左カレトヴルッフの柄つかが砕くだけている。そして彼女の纏まとう装そう甲こう類も、こちらから見て、そのほとんどが右から左に砕け散っていた。だが、

「……動きますの!?」

　清正が、無事な右腕で、右カレトヴルッフの穂ほ先さきをこちらに向けていた。

　半はん顔がんを血に染そめ、左腕も、折れたカレトヴルッフを持っているだけで、動きはしない。だが、散り舞う装甲類の破片を確認したミトツダイラは一つの事実に気付く。

　こちらが砕いた清正の装甲類が、裏うら面めん部分から流体光こうの欠片かけらを散らしているのだ。

「……自動離脱具足リアクテイブアーマー!?」

・俺　　：『自動離脱愚ぐ息そくだと!?　何だその力の抜ける男の紋もん章しようは！』

　我が王うるさいですの。

　だが、王賜剣エクスカリバーの着弾時に、敵が装甲解除アーマーパージを選択したのは確かだ。腕うで一本。カレトヴルッフ一本。そしてなお消せぬ一撃を全身で受けながら、その衝しよう撃げきを全ぜん装甲パージで逃し、更さらには、

　……最後に我慢ですのね！

　気力だ。敵の目に力はあり、全身の構えはこれから放つ右カレトヴルッフの一いち撃げきを狙ねらったものとなっている。勝利のための取しゆ捨しや選択を行い、不要なものを削そぎ取って得た一撃の姿勢だ。

　見事、とミトツダイラは心の何ど処こかで思った。武ぶ士し道どうか、騎き士し道どうかは解わからないが、この敵は確かに、戦せん闘とうし、勝利するためにここに来たのだと。

　狙いはこちらの胸むね一直線。使用するのは右カレトヴルッフの水平撃うちだ。

　対する自分は、

「く」

　王賜剣エクスカリバーは銀ぎん鎖さの先端で遠くを回っている。こちらの身も回っている。銀鎖は引き戻し切れず、重心は悪い。だから、つまり、打つ手は無い。だが、

「……！」

　ミトツダイラは諦あきらめない。自分は力無なき王の一番の騎士なのだという、無む二にの矜きよう持じが心にある。その関係をもって、自分は王と繫つながってきた。それを今後に捨てる気はない。ならば、とミトツダイラは決めた。この位置での回かい避ひと攻撃を望む、と。方法は幾いくつかあるが、

　……カレトヴルッフを見切って、飛び込む事ですわね。

　清きよ正まさが、こちらを見ている。血に塗まみれた半はん顔がん。血の匂においがする。あの血流の香り、それを辿たどり、穿うがてばいいのだ。目を閉じていても容易たやすい事ですの、と、そう思い、

「──る」

　思わず漏もれた笑みの息に、清正が表情を変えた。

　あら、と清正の顔を見て、ミトツダイラは心に言葉を作った。私は、王に自分を示す機会として、楽しくもあるのに、貴女あなたは何な故ぜ、そのような険しい顔をしているんですの、と。

　そう思った瞬しゆん間かん。しかし機会は正まさしく来た。視し界かいの中央に捉とらえたカレトヴルッフの刃やいばが、光を強く放ったのだ。

　行くしかない、とミトツダイラが思った時だ。

　目の前に、金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうが上から降ってきた。

「あら、大だい丈じよう夫ぶですか、ミトツダイラ様、少々御お怪け我がをされてるようですが」

　メアリだ。
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　ミトツダイラは、こちらの正面で、驚きの頰ほおに手を当てるメアリを見た。彼女は後ろの清正に気付いておらず、ただただこちらの腕などを見て、

「まあ、血が出てます。治ち療りようが必要ですね」

　そしてメアリは動いた。自分の王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを邪じや魔まだと感じたのか、

「ちょっと大人おとなしくしてて下さいね」

　と、己おのれの後ろ、半分に断たれた艦かん首しゆの先に、それを突き刺した。そして彼女がこちらに身を向けた直後。放たれたカレトヴルッフの一いち撃げきが艦かん首しゆに刺さった王賜剣一型ＥＸ．コールブランドに当たって左右に爆発した。

　一いつ瞬しゆんの事だ。己おのれの背後から、しかし一瞬で左右に光を抜けられたメアリが、

「あら？」

　何かと思って左右を見るが、当然何なにも無い。彼女は、一応、脇の下や、膝ひざを軽く内側に曲げて見るが、やはり当然、足の下にも何も無い。だからだろうか、メアリは笑みで、

「気のせいですね。すいませんミトツダイラ様、すぐ治ち療りようしますね」

「メアリ！　後ろ！　後ろですのー！」

　え？　とメアリが後ろを見た。そこにいるのは、加か藤とう・清きよ正まさだ。しかしメアリは、

「まあ……！　大だい丈じよう夫ぶですか、そんな大おお怪け我がをされて！　一体誰だれが！」





●






　ミトツダイラは、口を横に開いて動きを止めた清正を見て、俯うつむいた。

　一応、後ろからメアリの肩を叩たたいて、問うだけは問うておく。

「何な故ぜ、ここへ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが、清正の方を気にしながらも頷うなずいた。

「あの、有あり明あけの方、出来上がったばかりの表ひよう層そう部ぶでは、商店街が復ふつ興こうセールをしてますよね。ですから、点てん蔵ぞう様とちょっと贅ぜい沢たくしましょうと、服を選んでいたら、王賜剣一型が慌あわてて飛び出すもので、これはまたミトツダイラ様が楽しい時間を過ごされているのかと。

　それで、気になったので有明のサイドテラスから見ようと思ったら、ステルスですよね？

　だから点蔵様に『見に行っていいでしょうか』って聞いたら『いいで御ご座ざるよ』って仰おつしやいますので、ええ、手を引いて精せい霊れい術じゆつで飛び降りて、ゆっくりとさっきのように」

　ゆっくりと気が狂うかと思った。流石さすが！　とか、やっぱり！　とか、そんな単語が頭の中に思いつくのはどうしたものだろうか。メアリは基本的にかなり正常だが、

　……よく考えたらあの英国イギリス女じよ王おうの姉ですものね……。

　姉妹、どちらが苦労したのだろうかと、そんな事を考えもする。

　ついでに言うと、第一特とく務むは一いつ緒しよの筈はずだが、

「────」

　ふと見た王達の方。そこに忍にん者じや装しよう束ぞく仕し様ようにした夏服姿すがたがある。

・銀　狼：『第一特務、貴方あなた、一緒に飛び降りるとは、無む茶ちやな性格になりましたわね……』

・十ＺＯ：『いや、今回は足あし場ばがないので自分としてはメアリ殿どの頼だよりで……」

・傷有り：『点蔵様がギュっとして下さるんですが、そうして頂くと精霊達が喜びの感情を得て活かつ性せい化かするので、落下の制せい御ぎよしやすいんですよね』

・あさま：『あっつ！　久しぶりに初夏の熱気以上のブラスター来ましたよ！』

・賢姉様：『ええ、そうね、これから極ごつ寒かんの地に行くのに、この二人がいれば暖房いらずで……、って、あらあら貧ひん乳にゆう政治家、アンタが冷やしてバランスを取るつもりね！』

・副会長：『いいから避ひ難なんだよ避難！　クロスユナイト、陸りく港みなとに急ぐぞ！　そちらは上越露西亜スヴイエート・ルーシ行き！　こちらは陸港で三さん国ごくが来るのを確認する！』

　正まさ純ずみの言葉の内容は、戦せん闘とうが既すでに終しゆう結けつを迎えた事を意味している。

　見れば、王達と向き合っていた福ふく島しまも、こちらの方、清きよ正まさを見て、軽く手を挙げていた。

　撤てつ退たいの合図だろう。福島は、一いつ瞬しゆんだけ向き合った正純達に一礼し、南の方へと、

　……消えた？

　否、高速の移動だろう。対し、王達はこのまま上越露西亜行きの外がい交こう艦かんがある陸港に先行すると言う事らしい。ならば向こうは第一特とく務むに任せ、こちらは、

「……ええと、あの、メアリ？」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、よく解わからないんですが、ミトツダイラ様、現状はどうなっているんでしょう」

　気まずいですわ……、と、そう思いながら、ミトツダイラは答えた。

「え、ええ、あの、メアリ、──現状、戦闘中でしたの」

「まあ！　戦闘？　どちら様と？」

　向こうの方と、言ったこちらの正面で、メアリが後ろの清正に振り向く。そして彼女は、

「まあ！　敵の方だったのですね？」

　ミトツダイラは、今ほど敵に同情した事はなかったと、そんな感想を抱く。
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　メアリは、どうしたものでしょうかと、躊躇ためらいを得ていた。

　目の前に敵がいる。王賜剣エクスカリバーがあるので戦闘は可能だ。だが、これは正式な相あい対たいなのだろうか。どうなのだろうか。ひょっとして、ミトツダイラが勝利しかけていたのを、邪じや魔まをしてしまったのではないだろうか。

　……ええ、点てん蔵ぞう様が以前、ルドルフ二世様との戦闘の時に〝ミトツダイラ殿どのは戦闘で絶ぜつ頂ちようキメてくると、何な故ぜか必ず高いところに昇る習性が御ご座ざってな〟と仰おつしやっていましたから。

　ルドルフ二世との戦闘でもルルルル歌いながら鉄てつ塔とうを駆かけ下りて来るという荒あら技わざを見せたし、倫敦ロンドンでも高く立てた銀ぎん鎖さの上で歌っていた気がする。今も艦の上で、となると、確かにこれは習性だ。こちらはミトツダイラの勝利を邪じや魔ました可能性が高い。

　どうしましょう、とメアリは思った。

　……ああ、勉強不ぶ足そくです、私……。

　困った、としか言えないのが実情だ。ただ、向こうの負ふ傷しようでは戦闘続ぞつ行こうは難しいだろう、とも思う。ならば、と、メアリは相手に問うてみた。

「ええと、あの、──お名前は？」





●






　ミトツダイラは、何が始まるのかと思いつつ、しかし清きよ正まさに視線を移した。すると、

「今はこれ以上を望めず……ですね」

　清正が、血の半はん顔がんを一いつ瞬しゆん俯うつむかせ、それを頷うなずきとした。

　彼女は、一度息を吸い、表情を改める。眉まゆを浅く立て、顔の血を拭ぬぐい、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国、A.H.R.S.所しよ属ぞく、二年、加か藤とう・清正、──羽は柴しば様の麾き下かにあります」

「有り難う御ご座ざいます。極きよく東とう、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん所属、メアリ・スチュアートと申します。第一特とく務むの補ほ佐さをさせて頂いております」

　では、とメアリが首を傾かしげた。

「今日は、戦せん闘とうとの事ですが、どのような御ご理由で？」

「……け、警けい告こくのために出場を」

「あの、宜よろしければ、警告を終えたら帰られた方がいいのではないかと」

　……正せい論ろん過ぎますわ……！

　この人凄すごい、と、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森の中でもそんな事を思った気がする。清正がどんな顔をしているか想像はつくが、あまりにも可哀かわい想そう過ぎて正せい視し出来ない。

　しかし、メアリは頰ほおに片手を当て、

「騎き士し道どうや武ぶ士し道どう、他、いろいろあると思うのですが、今、私どもは少々の建て直しをしている最中です」

「だ、だから警告もですが、そこを攻めるのも、今の戦国の世では常じよう道どうゆえ……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが頷いた。しかし彼女は、

「──万ばん全ぜんではない相手が、歴史再さい現げんを叶かなえることが可能と？」
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　メアリには、諭さとすつもりはない。ただ心の中にある事を、彼女は相手へと送る。

「羽柴様は歴史再現に則のつとって行動をされていると存じます。極東の統一を行い、他国にまで手を伸ばす方ですから、そこには乱らん暴ぼうな流れを持つ事は出来ないでしょう。

　もしそのような事を行えば、極東にて再現される歴史は、正せい史しへの置き換えが利くものかもしれませんが、逸いつ史しにおいては、正しかったと言えるものではないでしょうから」

「……羽柴様がそのような形であっても、最善となる悪あく手しゆを優先するならば？」

　清正の問いに、ふと、メアリは疑問を一つ得た。問うてみる内容は、

「貴女あなたは羽柴様なのですか？」

　言葉を失った清正を見て、メアリは安あん堵どを得る。それは、羽柴と清正が別人だという事に対してではない。

　……依い存ぞんをしているわけではないのですね。

　ならば、とメアリは考えた。この方は、自分達が落ちかけた歴史再さい現げんの悪あく手しゆに、落ち込まなくて済む人達だろう、と。そんな事を思いながら、メアリは言葉を作った。

「たとえ主しゆ君くんが最さい善ぜんとして悪手を望んだとして……、しかし、その仲間であり、麾き下かである者達が、自分の行動の悪手を主君に押しつけるのはまた別のことですね」

　言っていて、メアリは、ふと、ある事実に気付いた。

「ミトツダイラ様。──この勝負は、貴女あなたの勝ちだったのですね。邪じや魔まして仕し舞まいました。申し訳わけ御ご座ざいません」

　え？　という声が前にいる清きよ正まさから聞こえた。だが、後ろからは、疑問の色も何も無い。ミトツダイラは解わかっているのだ。

　……ミトツダイラ様や点てん蔵ぞう様の王は、不可能や、辛つらいことや、負ふ担たんを全て自分に押しつけて楽になれと、そういう事を最善の悪手として望む方です。

　しかし、とメアリは思った。

「ミトツダイラ様達は、悪手を、なるべく王に与えないよう、努めているのですね」
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　ミトツダイラは、どことなく、心にくすぐったさを感じて髪かみを搔かき上げた。

　今のメアリの台詞せりふが、王や、喜き美み達に届いてなければいい。

　一応、通つう神しん設定を見るに、王達は皆、通神絶ぜつ縁えん状態だ。第一特とく務むの指示で、敵の別べつ働どう隊たいがいる可能性を考こう慮りよし、ローカル状態にしているのだろう。

　だったらまあ、いいですわね、とそんな事を内心で独りごちて、ミトツダイラは言う。

「王に仕える騎き士しとして、王を汚けがさず護まもり、その望みを叶かなえる力となる事が騎士道どうですの。そして、そうやって得られた信頼を確かめるために、王が与えてくれる不ふ相そう応おうな報ほう償しゆうこそが、王と騎士の愛であり、騎士道の行く末として、──ええ。私だけが得られるものですの」

　気き恥はずかしさを感じている内は、騎士として未み熟じゆくなのだろうか。ただ、得られるものを拒否はしないし、求めるに躊躇ためらう気は無い。無む論ろん、そこまで、自分と王の信頼を掛ける困難が生じるかどうかは、これからの自分達に掛かっている。

「故ゆえに今の覚かく悟ごとしては、──王の正おう道どうのため、騎士として、身も心も捧げる所しよ存ぞんですの」

　ええ、と胸を張った瞬しゆん間かんだ。

・現役娘：『よく言いましたわ！　流石さすがはママンとパパンの娘！　後は私達のように相互待ち戦せん術じゆつで、しかる後に接せつ近きん戦せんですのよ！　──あ、でも実じつ戦せんの際は同意の上ですのよ？』

　……最悪なのに聞かれましたわ──!!

　通神文メールや、変な手続き書類を映して出まくる表示枠サインフレームを連れん射しやで消しながら、ミトツダイラはふと思う。自分における、王と騎士の関係と、同様のものを皆は持っているのだろう、と。

　ホライゾンとのそれは、解わかりやすいものだが、他にも、

　……私も含め、既すでに定まった椅い子すに座ってるのがいますわね。

　その事に気付いてない者も多い気がする。そこからの選択も含め、これからどうなって行くだろうかと、そんな事を思っていると、

「良かったです。ミトツダイラ様が元気になって」

　メアリの声に安心の色を聞き、ミトツダイラは彼女の背に笑みを返した。

「Ｊｕｄジヤツジ．、……確かに、三み方かたヶ原はら以降、少し本ほん調子では無かったですものね」

　Ｊｕｄ．、とメアリも返してくれた。彼女は眼がん前ぜんに刺した王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを抜き、

「そうですね。ミトツダイラ様も、──おちんこでてましたから」
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・銀　狼：『今日は私かなりイジられメーター振り切ってますわよ──！』

・いんび：『ミトツダイラ君！　何かの間違いだよこれは！』

・粘着王：『そうとも！　ミトツダイラ、貴き公こうはそんな体質ではないしな！』

・銀　狼：『淫いん靡びな精せい霊れいとスライムに心配される私って……』

・83　　：『おちんこでた時もカレーを食べたら治りますネー』

・●　画：『刺し激げき物ぶつで大きくなるんじゃないの？』

・金マル：『ガっちゃん！　締め切り近いけど心にスミケシ置こうよ！　濃いめの！』
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　メアリは、清きよ正まさの方から視線を外さず、突き立てた王賜剣エクスカリバーに手を添えて言った。

「仕方ない事です。あのような事があった後では、皆様、大なり小なりおちんこでても仕方ないといえましょう」

　正面。清正が、呆ぼう然ぜんといった顔でこちらを見ている。

「……大なり小なり？」

「Ｊｕｄ．、人それぞれですからね。ダメージの受け方は」

「ダメージで、そうなるものなのですか。──逆では？」

「そんなことはありません」

　メアリはきっぱりと断言した。当然の事です、と思いながら、

「叩たたかれれば叩かれるほど強くなり、大きく成長します。それが人間というものです」

「それが人間……」

　清正は、額ひたいに手を当て、何か考えていた。ややあってから、はっとして、

「あ、ああ、鍛きたえるという事ですね？　雑誌の広告にあるような」

　ちょっとよく解りませんが、大体は通じたようですね、とメアリは笑みを得た。だから、王賜剣エクスカリバーを右手に提げ、

「ともあれ、今回の戦せん闘とうで、ミトツダイラ様はおちんこでたのが治られたようです。

　有り難う御ご座ざいます」

　清きよ正まさが、こちらの背後、ミトツダイラの方を、無む感情な目で、口を横に開いて見つめた。
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・現役娘：『ネイト、貴女あなた一体……』

・銀　狼：『む、娘を信じない親は最低ですのよ!?　のよ!?』

・現役娘：『まあいいですわ、貴女が婿むこというのも充分にありだと思いますし、でもちょっとお父とうさんに相談しないといけませんわね』

・銀　狼：『話を聞きませんのというか勝かつ手てに通つう神しん切らないで──!!』
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　ミトツダイラが、親と親しそうに表示枠サインフレームの遣やり取とりをしているのが感情の精せい霊れいで伝わってくる。少しヒートアップしているようだが、あの二人だから大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ともあれ、とメアリは敵への礼れい儀ぎとして、王賜剣エクスカリバーを抜き、立てた刃やいばを相手に向けた。

　清正が、それに気付き、わずかに目を伏せた。が、それも一ひと呼吸の間だ。彼女は、

「お別れですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、次は正せい道どうなる戦せん場じようで」

　と、言っている間に、別れが来た。

　二つに分かたれ、街道の四よ辻つじに立っていた輸ゆ送そう艦かんが、双そう方ほう倒たおれていくのだ。裂け、離れ、軋きしみと風音を立てながら、こちらは北へ、向こうは南へと、だ。

　ただ、メアリは、遠ざかっていく彼女に問うた。

「清正様は、英国イギリスの血を引かれる方ですね？」

　問いかけに対し、彼女が眉まゆを上げた。そして、大きく息を吸い、

「何なに故ゆえ、それを……？」

「私についてくれる英国由ゆ来らいの精せい霊れい達が、貴女を恐れていませんから。だから──」

　と、メアリは一つのものを投じ、風の精霊に運ばせた。清正が無事な手で受け取ったのは、

「英国の精霊術と、極きよく東とうの忍にん術じゆつを合わせて作った治ち療りよう術じゆつ具ぐです。貴女が英国の血を引くならば、その腕には合うことでしょう」

「……Ｔｅｓテスタメント．」

　輸送艦の傾きが、大きくなった。加速する。風が、背後からではなく、下から来る。

　後ろのミトツダイラが銀ぎん鎖さを利用して、退たい避ひする足あし場ばを作っている音が聞こえる。

　そして向こうでは、清正がこちらに頭を下げた。

「いずれ、また、お互いの道が交こう叉さする時に。──貴女あなた達の道を止める事が、私達の道でありますがゆえ」

　言った清きよ正まさが、跳ちよう躍やくし、消えた。

　鮮やかですね、と思いながら、退たい避ひに入るメアリは、二つの音を聞いていた。

　一つは、街の人々が作る喝かつ采さい。もう一つは、

　……船の音？
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　メアリは、銀ぎん鎖さの作ったテーブル上の足あし場ばに飛び、近くの建物の屋根に立った。

　ミトツダイラと見る西側、上越露西亜スヴイエート・ルーシ行きの外がい交こう艦かんが浮上を始めている。

　艦の側そく部ぶから乗船用ネットが下がっているのは、それを使って乗り込めと言う事か。ただ、ネットの下側には、

　……点てん蔵ぞう様。

・十ＺＯ：『メアリ殿どの、荷物などは運び込んだし、かっさらって行くで御ご座ざるよ？』

・傷有り：『まあ、英国イギリスの時みたいですね』

・あさま：『え!?　ど、どんな感じだったんですか!?　再さい現げん見られますか!?』

　甲かん板ぱん縁べりから大おお勢ぜいが彼を覗のぞき込むのが微笑ほほえましい。だが、

・傷有り：『点蔵様、でも、あの、急ぎとは？』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、こちらの先せん導どう役やくとなる三さん国ごくの艦が急いで向かって来て御座る。今の戦せん闘とうを見て、長々と羽は柴しば勢を刺し激げきするのは避けたいと考えたので御座ろうな。急ぎ、こちらも出て、向こうに行った方がよかろうと』

　成なる程ほど、とメアリは表示枠サインフレームを閉じて、彼を待つ事にした。

　横に立つミトツダイラに、スカートのポケットから差し出すのは、紙包みに入った、

「どうぞ、上の商店街で売り出されていた肉巻き御お握にぎりです」

「流石さすがですわ……」

　笑みで応じ、見上げた空には、こちらに近づいてくる上越露西亜行きの外交艦がある。そしてその向こう、西と北、北西の三方向から来る三国の艦かん群ぐんが確かに見えている。

　メアリはそれら全てを見渡し、こう呟つぶやいた。

「武蔵むさしを中心に、奥おう州しゆうや上越露西亜といった全てが動き出したようですね……」
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　福ふく島しまは、水み戸との町から南へと離れつつあった。

　町の南にある森林地帯の入口、そこを清正との集合場所にしている。町と森の間、広がる畑の間を流れる畦あぜ道みちの上で、福島は足を止めた。眉まゆを歪ゆがめ、

「全く……」

　ここでの成果を福ふく島しまは思う。撤てつ退たいのタイミングは間違いではないと思うが、

「──二年生ながら、対たい武蔵むさし部隊の一員として、口く惜やしいと、思う事がまた未み熟じゆく」

　ただ、自分の方では、武蔵副ふく長ちように痛いた手でを与えたのは事実だ。

　倒したと、言えるのかどうか。自分の中にある引っかかりは、戦せん闘とう中に得ていた腑ふ抜ぬけの手応えによるものだろう。出来れば全力で当たりたかったと、戦闘行こう為い自体に対する〝礼〟として、福島は思う。そして、

「キヨ殿どの」

「Ｔｅｓテスタメント．……」

　と、横に勢いよく着ちやく地ちしたのは清きよ正まさだ。彼女は、水み戸との空から離れていく外がい交こう艦かんに背を向け、動く右手で顔を覆おおう。そして、手にした治ち療りよう用ようの符ふで目を隠かくすと、

「ふぇ……」

　不ふ意いに涙をこぼし、清正が泣いた。肩を震わせ、頰ほおについた血を落とすように、

「哀かなしいですよ、私……」

　泣き、声を落とす彼女に、福島もゆっくりと頷うなずいた。

「拙せつ者しやもで御ご座ざりますよ、──キヨ殿」







[image: 第三十三章『個室の説教魔』]
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「おい」

　狭い部屋に声が響ひびいた。

　昼過ぎの陽光が、狭い窓から差し込んでくる部屋だ。木造の中に響く声は、

「おい、出て来いよ馬鹿。起きてんだろうが」

　壁に固定された机の横、同じように壁付けされたベッドの横に、成なり政まさが立っていた。彼が眉まゆをひそめて見るベッドの上には、毛布で丸まったものがある。それは動かず、

「…………」

　無言を通す人ひと型がたの毛布塊かいに、成政は歯を剝むき、しかし入口の方を見た。と、そこには、赤いM. H. R. R.神聖ローマ帝国の制服を着込んだ利とし家いえがいる。彼はベッドの上に苦く笑しようを向け、

「ミッチー、別に昨日のことは気にすることないんじゃない？」

「気にするよ──」

「……この野や郎ろう、トシには返答すんのか」

「だって佐々さつさは説せつ教きよう臭いんだもん」

「はあ？　誰が説教臭えんだ馬鹿。そんな事言って現実見みねえから戦せん場じようで腰こし抜ぬかすんだろうが。今後はそういうミスねえように注意しとけ馬鹿」

「説教！　説教タイムの始まりよ!!」

　うるせえ、と成政がベッドに蹴けりを入れた。

「とっとと起きろ」

「鍵かぎを壊こわして勝かつ手てに入ってきた賊ぞくの言う事聞きたくないよー」

「勝手じゃねえよ馬鹿。入るぞ馬鹿野郎、って言って断ったじゃねえか」

「こっちの返答聞きかずに入ったじゃないの！　心の準備とか、そういうのを佐々は解わかってないから、いつもいつも突とつ撃げき役ばかり貰もらって怪け我がしてんのよ」

「楽でいいじゃねえか。突っ込んで殴なぐって引っかき回して後ろが合流したら下がって一息ついて治ち療りようタイム。右とか左行くとか合図で動くとか、そんな面めん倒どうなのはトシがやっとけ」

　うんうん、とドアの所に立つ利家が頷うなずいた。彼は笑み顔で、

「解わかるよナっちゃん。ナっちゃんが文ぶん系けいだってのはね、理論的じゃない事よく言うから凄すごく解る。こっち二、三人で向こう五桁けただと、普通は勝てないから。そういう時は楽しそうに笑っちゃ駄だ目めだナっちゃん。少しは大変そうに見せないと賞しよう与よが貰もらえなくなるからね」

「あのな。テメエが、幽ゆう霊れい千体消けされたくらいで〝な、何ぃ！　まさか僕の鋼こう鉄てつ幽霊師団だんが！〟とか矛む盾じゆん表現やるのは、相手を強敵に見せて賞与獲かく得とくのためかよ」

「うん、狼狽うろたえバリエーション考えるの結けつ構こう大変。ポーズつけないと気付いてくれない時があるし。最近はジャンプも混ぜるようにしてるから傾けい注ちゆう安定なんだけど、通神帯ネツトでは〝利家さんの狼狽うろたえアーツが出たぞ！〟〝竜たつ巻まき系けいで御ご座ざるな！〟とか実じつ況きようされてて心が痛む」

「……つーか、たまに俺が気ーきかせて援えん護ごに突っ込むのってメーワクか？」

『くんなー！　くんなー！』

「オメエの策かまさか!?　そうなんだな!?」

「策じゃなくて夫婦愛あいだよナっちゃん。傭よう兵へい団だん、かなり金使うんだから」

　ねー、と頰ほおを寄せ合う夫婦から視線を外し、成なり政まさはまたベッドに蹴けりを入れる。

「不ふ破わ、とにかく起きろ」

「機き嫌げんとってくんなきゃヤダ」

　この野郎は……、と眉まゆを歪ゆがめつつ、成政はまたベッドに蹴りを入れる。

「起きろ不破。テメエがやらなきゃいけねえ仕事が三つある」

「一つにしてよー。大体、ノヴゴロドとの交こう渉しようは済んだんでしょ？」

　ああ、と利とし家いえが頷うなずいた。

「あれからすぐに不ふ可か侵しん境きよう界かい決めて、こちらに関かん与よしないと来たよ。了りよう承かいして、三重くらいに契約つけといた。〝不可侵、不ふ干かん渉しよう、不協力〟。──僕達の上うえ杉すぎ侵しん攻こう期間中に、上杉側と協きよう働どうでもしようものなら、聖せい連れんの名において、ノヴゴロドには七なな尾お城じようとなって貰もらう」

　七尾城。それは、昨日も話題にあがった事だ。

「七尾城は、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、織お田だと同どう盟めいを組んでいた能の登との畠はたけ山やま家の城しろだ。

　上杉・謙けん信しんの攻撃を受けた際、内部でタカ派の勢力が主しゆ君くんを殺害し、抵抗を続ける事になるが、難なん攻こう不ふ落らくの七尾城は、しかし更さらなる内部の裏切りと、疫えき病びようなどの発生によって上杉側に陥かん落らくしてしまう。──ほぼ、壊かい滅めつ状態でね」

　つまり、

「ノヴゴロドは、イヴァン四世によって行われた大だい粛しゆく清せいに続き、今度は上杉家による大粛清を受ける事になる。それも、内部の裏切りなどの再現も含めてね。

　……そうなったら、文字通り、落ちるしかないんじゃないかな、あの浮ふ上じよう都市も」
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　でも、と毛布が言った。

「……七尾城って、あれでしょ？　手て取どり側がわの戦いに繫つながるよね？」

　毛布が、壁とは逆に寝ね返がえりする。が、中身は出てこない。ただ、中身は、毛布越しに表示枠インシヤ・コトブを出した。それは年ねん表ぴようつきの、

「聖譜記述では、先に七尾城の戦いがあって、しかし七尾城奪だつ還かんに動いていた、柴しば田た・勝かつ家いえの軍ぐん勢ぜいは、七尾城が落ちた事に気付かず、手前の手取川を渡と河か。既すでに謙信は先の城まで落としており、勝家勢ぜいは撤てつ退たいに入るけど──」

　毛布は言った。

「私達はいいようにやられて逃げ帰るわけ」

「現実と聖せい譜ふ記き述じゆつを一いつ緒しよにしてんじゃねえよ。解かい釈しやくだって何だってあんだろうが。大体、七なな尾お城じようってのと手て取どり川がわは別の戦せん場じように出来るんだしよ」

　そうだね、と利とし家いえが言った。

「しかし、ノヴゴロドがちゃんと七尾城になるかどうか、〝聖せい連れん〟としては確認しておかないといけないよね」

「羽は柴しばが行けばいいんじゃねえか」

「残念だけど、手取川の戦いには羽柴も参さん戦せんする予定だったんだけど、途と中ちゆうで柴しば田た勢ぜいとソリが合わなくて勝かつ手てに離り脱だつするんだ」

　そして、

「僕達がもし乗り込んだ時、上うえ杉すぎ勢ぜいが柴田先せん輩ぱいや僕達に〝相あい対たい〟を求めたら、そこには手取川が発生する」

「じゃあ、どうすんだよ」

「解わかってるだろ？」

　ケと成なり政まさが喉のどを鳴らした。

「──上杉勢を俺達でぶちのめせばいいってことか。手取川ってのの勝敗がどうであっても、聖連はこっち側なんだから」

「だから僕も含めてこっちに来たわけだよナっちゃん」

「コイツも含みか」

　吐き捨てるように成政が言って、ベッドを蹴けった。

　きゃん、とベッドごと毛布は跳ねる。そして成政は、

「──ただ、手取川の後、こっちが反はん撃げきに侵しん攻こうしていったら、御お館やかた様さまの暗あん殺さつが起きるんだろ？　万まんが一いちの場合は、そこまで行くって考えてんのか？」

「そうした方がいい理由もあるんだ」

「どういう事だ？」

「手取川を経た後、僕達は上杉側に一気に侵攻する事になる。だけど──」

　利家は言う。

「僕達がその戦いを上杉側の魚うお津づ城じようを相手にしている最中、御館様は本ほん能のう寺じで明あけ智ち先輩に討うたれる。そして僕達は、上杉側での戦いの長期化もあり、すぐに駆かけつける事が出来ない」

「だったら──」

「手取川も起こすな、って話になると思うよね？　でも、羽柴が聖連を押さえていても、だからこそ僕達が歴史再さい現げんを進ませなければならない面もあるんだ。何しろ僕達は〝聖連側〟なんだから。だから、万が一の時、僕達は、すぐに急行出来る準備をしておかなければならない。少なくとも、手取川を終えて、すぐ上杉侵攻に移行出来るくらいにはなっておかないとね」

　そのためにも、と利とし家いえは言った。顎あごに手を当て、もっともらしそうに頷うなずき、

「僕としては、ノヴゴロドに一発やっちゃって欲しいね。手て取どり川がわで上うえ杉すぎ勢ぜいを一気にぶちのめしておけば、後の上杉側への侵しん攻こうも楽になるし、魚うお津づ城じようの戦いも制せい御ぎよしやすい」

「テメエはいい性格してんな、毎まい度ど思うけどよ。俺には出来ねえ話だ」。

「佐々さつさは実働だからねえ……。でも前まえ田だ、ノヴゴロドの使い方は他にもあるんでしょ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と利家が頷うなずいた。彼は表示枠レルネンフイグーアを出し、北陸から近きん畿きの概がい要よう図ずを出すと、

「ノヴゴロドの位置は、北方沿えん岸がんに近い。武蔵むさしが上越露西亜スヴイエート・ルーシ経けい由ゆで欧おう州しゆうに戻ろうとした時、必ず当たる場所だ。もしも武蔵が北回りで欧州に戻ろうとした場合、ノヴゴロドに迎げい撃げきを依頼するか、僕たちがノヴゴロドを攻こう略りやくして迎撃を行うか、になるね」

「いい判断だけど、どっちにしろ仕事増ふえるなあ……」

『たいへんー』

　そうだね、と利家が苦く笑しようした。その上で彼は、

「んー……、じゃあ、さっきの、ミッチー宛あての三つの仕事、僕が一つ貰もらおうかな。──〝御お市いち様さまが昨夜の詫わびで揚げ物パーティ開いてるのに出席〟は。……うん、対たい松まつ平だいらを今から考えて縁えん起ぎ担かつぎにキス天てん揚あげまくるっていうから結けつ構こう楽しみ」

「この男おとこ共どもは卑ひ怯きようすぎるのよー！」

　もう、と、不ふ破わが毛布から顔を出す。が、不破は、すぐに眼鏡めがねを掛けてない顔を毛布で半なかば覆おおい、

「寝起きなんだから見ないでよ」

「おい、トシ、この自惚うぬぼれが強い馬鹿をどうにかしろ。俺は嫌いやだ」

「ははは、ナっちゃん、僕も嫌だから引き分けだね」

　しょうがねえ、と佐々はベッドに座り込む。うわあ、と不破が寝たまま避けるのを無む視しして腕を組み、彼は吐と息いき付きでこう言った。

「いいか不破」

「な、何？」

「羽は柴しばから、こっちにソッコで送られてくるものがある。──テメエ、そっち方面も詳しかった筈はずだから、ちと検けん分ぶんしろ」

「え……？　私が詳しいって……」

「俺に言う権けん限げんはねえ。柴しば田た先せん輩ぱいのとこ行け。ああ、でも、あの馬鹿、今、御市様の手伝いでエプロン着けて調ちよう理り場ばにいて絶ぜつ頂ちよう気持ち悪いから大だい分ぶ後あとな。その間に──」

　と、成なり政まさは不破の頭を二、三軽く叩たたく。

「少し計算しろ。欧州出で張ばってたトシよりテメエの方が的確な計算があんだよ」

「何？」

「武蔵むさしの連れん中ちゆうが、伊だ達てと最上もがみ、上越露西亜の三さん国ごくに大使派は遣けんとか、面めん倒どう起こし始めたのは知ってるな？」

　不ふ破わの無言を肯定の代わりとして、利とし家いえが告げた。

「ミッチーには、この後の武蔵むさしの戦力推すい移いを幾いくつかのパターンで計算して欲しくてね。向こうに向かった滝たき沢ざわ先せん輩ぱいや、丹に羽わさんからも依頼が来てる。上越露西亜スヴイエート・ルーシと、それと抗こう争そうする最上もがみ、静せい観かんする伊だ達てと、……上越露西亜を通して一いち番ばん情報が入るのがここだしね」

「んー……」

　不破が身を起こすと、頭に乗せていた成なり政まさの手がついてくる。それは、一回不破の頭を軽く叩たたいて離れ、

「やんのか？」

「Shaja」

　不破は、寝ね間ま着き代わりとして着ている大きめのP.A.Odaジャージの襟えりを正して言った。乱れた髪かみの毛を手て櫛ぐしで荒っぽくつけながら、

「機き嫌げんとって貰もらったし」

「おお、やっぱ仕事があると燃えるか」

「…………」

　不破は、半はん目めになって成政の頭を軽く叩いた。おい、という彼を無視して、ベッドから降りる。成政は、その後ろ姿を見て、

「テメエ、下した穿はいてねえのはやはり……」

「見ないでよっ、昨夜のアレで乾かしてるからじゃないし、もっと服ふく持ってるものっ、ほら」

　と部屋の隅すみにあるクローゼットを開け、各国の制服コレクションを不破は見せる。そして、極きよく東とうのものに手を掛けながら、不破は言う。

「柴しば田た先輩の案あん件けんが気になるから、武蔵むさしの戦力推移を先にやるね。単たん体たい、協力、同どう盟めい、それらの複合とか、でいいのね？」

「Shaja、──でもミッチー、他国の制服そんな好き？」

「んー、バリエーション欲しいのかな。細いから、うちのだと意い外がいと胸下の部分に空あき出るし。個人的には六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや清しん武たけ田だのがフィットして好きかなあ。

　──今日は艦かん内ないだけだろうし、どうしようかなー……。どれがいい？」

「くだらねえ事迷ってねえで早く仕事しろよ」

　ShajaShaja、と不破は言い、服を取り出す。姿すがた見みに対し、自分と制服を重ねながら、

「じゃあ、武蔵の方から始めようか。まずは伊達との関係の計算、かな」

　だったら、

「勿もち論ろん、武蔵にとっても、そう楽にはならない話ばかりだろうけど、そこらへんも加か味みして考えた方がいいのかな？」
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　赤い部屋だった。

　赤の絨じゆう毯たんと、赤の起き毛もうが張られた壁に、やはり赤の天井がある。

　照明は天井と壁に埋め込まれたもので、広い部屋を照らしている。壁に接続されたベッドは白く、机は深い木の色をしており、中央に立つ女は、

「──こんなものかしら」

　黒い長ちよう髪はつ、白い肌はだ、緑のインナースーツに、赤に塗と装そうされた金属の四し肢しを持つ女性。

　伊だ達て・成なる実みだ。

　彼女は、目の前に色を広げている。床の上、赤の上に並べられているのは、壁に備え付けられたクローゼットから引き出された正せい装そうの群だ。

「一応、大たい使し受け入れの外がい交こうの役があるとはいえ、どうしたものかしらね……」

　吐と息いきと腕組みで見る先、毛け足あしの長い絨毯に並んでいる衣い装しようは、正装とはいえ、

「……うちの国は寒いってのに、何を誇るつもりか胸とか開けちゃって」

　自分で見み繕つくろったものだからどうしようもない。

　補ほ佐さが選んだ物や、貰もらい物もあったのだが、それはどうも自分に合わない気がして、居きよ室しつの方に仕舞ってある。

　……元々、外交役やくじゃ無いものね。

　それなのに、何な故ぜ、こんな時にこんなものが必要になるのか。

・景綱君：『──成実君、ストレス溜たまるか機き嫌げんいいと、服や化粧品ひんとか買うんだもん！　悪い癖くせつまり英語で言うとバッドクセエだからその分のお金を日々貧しい大だい貧ひん民みんすなわち僕にくれてみたらどう!?　どうですか!?　百二十円くらいでいいから！　よしもう一声！　あと、着ない服買ってどーすんだとか思ってたけど、丁ちよう度どいいから全部着ていったら!?〝寒いから着き膨ぶくれしたの！　やっだあニクジュバーン！〟とか言って！　言って！』

・不退転：『つまらないからテンション落として』

・景綱君：『うん……、何ていうのかな……、あの、怒らない……？』

・不退転：『毎回思おもうけど、その変わり身の凄すごさは何？』

・景綱君：『うん……、多分、脳の活かつ性せい化？　だと思う』

・不退転：『で、何の用？』

　問うと、片かた倉くらは、ややあってから、

・景綱君：『朱しゆ色いろが、いいんじゃない？』

　何が、と口を横に歪ゆがめて言うが、表示枠サインフレームには入力しない。この男は、大体の部分で足を引っ張るくせに、肝かん心じんな部分では絶対に外さないのだ。だが、

・不退転：『駄だ目め、自分で選ぶわ』

・景綱君：『気になる？』

　まさか、と表示枠サインフレームに入力しておいた。

・不退転：『まず着ること無いから、自分で選んでおきたいだけよ』

・景綱君：『それって』

　片かた倉くらの言葉が、少しの間をおいてから来る。

・景綱君：『──大事だ、って事だよ』

・不退転：『あまり身み勝がつ手てな解かい釈しやくしてると留る守すさんに言いつけるわよ』

・景綱君：『や、やめろよ成なる実み君！　君はいつだってそうだ！　他人を頼ってばかりで自分で僕を叩たたこうとしない！　最さい近きん留守さんが僕を[image: ]しかる時ぞんざいになっているのに心が痛まないのか!?　ああ留守さん可哀かわい想そう！　僕がアヒんアヒん言って[image: ]られるの見たいか!?　見たいか!?　見たいでしょう？　仕方ないなあ、これから録画の用意して留守さんのところに行って来るからね？　僕が本ほん気き出したのを見て後こう悔かいするなよ!?　グバーイ』

・不退転：『ちょっと思ったけど、貴方あなたって武蔵むさし向きかもしれない。あと留守さんには水みず牢ろうにしといてって言っとくわ』

・景綱君：『謀む反ほんを促うながした上で処しよ罰ばつだね!?　そりゃあ都つ合ごうがいいや！』

　いいから、と成実は窓から南の方を窺うかがった。

　空に影がある。武蔵からこちらに向かう平型の外がい交こう艦かんと、随ずい伴はんの輸ゆ送そう艦だ。あと数分もすれば合流して、こちら側の艦で曳えい航こうしていく事になる。

・不退転：『……向こうの状況は？』

・景綱君：『ああ！　斥せつ候こうによれば、監かん視しが出てるよ！　それも〝僕達〟にとって厄やつ介かいなのがね！　──政まさ宗むね君に反応があったら、こちらで何とかするから君は君らしく振る舞ってくれるといいよ！』

・不退転：『Ｔｅｓテスタメント．、だったらもう、朱しゆ色いろにしようかしら』

　片倉の薦すすめ通りだ。何な故ぜなら、

・不退転：『着き飾かざったところで仕方ないもの』

　大体、見せる相手もいない。

　……そうね。

　四し肢しを義ぎ体たい化かし、戦いに望む副長だ。ついてこられる者など、いた事が無い。好意を持たれても、この身体からだや性格の問題もあるし、まず、相手の真意を疑ってしまうだろう。

「副長の立場もだけど、……昔の失敗とか、いろいろあるものね」

　一ひと仕事終おわったら、酒でも飲みたいところだ。純じゆん米まい酒しゆ。カップでクイっと行きたい。

　だが、そんな事を考えて逃とう避ひしても、結局自じ分ぶんはいつものままで、変わらない。そう思いながら、実況通神チヤツトの表示枠を見れば、

・景綱君：『君は、……ホントに女の子だなあ』

　何がよ、と言って、成なる実みは窓の外を見た。

　自分の事などどうでもいい。副長とは、教きよう導どう院いんの武の代表であり、それ以外ではないのだから。だから気にするべきは、伊だ達ての行く道であり、

「……これから奥おう州しゆうと上越露西亜スヴイエート・ルーシ、そして関かん東とうまでもを絡め取っている、厄やつ介かいな歴史の捌さばき合いが始まるのね」

　成実は、窓の外を眺ながめながら、こう言った。

「──まずは、武蔵むさしを犠ぎ牲せいにして」







[image: 第三十四章『三方の行者』]
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　空に、三つの艦かん群ぐんがあるのを、地上から見る影があった。

　正まさ純ずみだ。水み戸と領地の森の中にある広い陸りく港みなとの中、管かん制せい小屋の屋上テラスから、彼女は浅あさ間まや喜き美みと三枚の望遠仕し様ようにした表示枠サインフレームで空を見ていた。表示枠に映るのは、武蔵むさしからの外がい交こう艦かんが三さん方ぽうから来る艦群に合流していく光景だ。

　伊だ達て側と最上もがみ側では、合流がなったらしい。艦群の周囲に、外交艦も取り巻く形で一度防ぼう御ぎよ障しよう壁へきが張られ、外交艦の受け入れ設定が為なされた事を示して見せている。

　だが、上越露西亜スヴイエート・ルーシ方面は出発がやや遅れたため、向こうの艦群を待たせている状態だ。

「……こちらは、合流を見届けるまではここにいる、というところか」

　空、直上といえる高さには、有あり明あけに戻っていく装そう甲こうつきの送そう迎げい用よう輸ゆ送そう艦が見えている。

　自分達は、まだ有明に戻らない。

　他、水戸から武蔵に出る船もあるにはあったが、合流を見届けるまではステルスの有明に入るのは避けたいからだ。だから今は、負ふ傷しようした二ふた代よだけを先行で送らせてある。

　二代は、気を失った状態で、表おもて通どおりにある店先に座り込んでいたのを発見された。

　立ち上がり、自力で陸港まで帰ろうとして、しかし一息をつこうとしたのだろう。菓か子し店てんの店先、槍やりを抱えるように縁えん台だいに座ったまま気き絶ぜつしていたのが二代らしい。結局、地元を通じ、ミトツダイラ経けい由ゆで二代のいる位置がこちらには伝わったのだった。

　……大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　有明にいる直なお政まさからは収しゆう容よう準備が出来たと報告があったが、心配である事に変わりはない。

　……まさか、羽は柴しばの麾き下かが乗り込んでくるとは、な。

　羽柴は、水戸領地に踏み込めば、それが否定のためであっても、自分より先の年代の歴史再さい現げんに干かん渉しようする事になる。だから、後の年代まで生きる事になる麾下武ぶ将しようが来た。

「羽柴が意図していなくても、独自で動く者が彼女を助ける訳だ……」

　少々の焦あせりを感じるこちらの横に、浅間がやってきた。彼女は笑みでこちらの顔を見て、

「大丈夫ですよ正まさ純ずみ、武蔵に戻れば安全ですから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、解わかってる。──焦ってしまっているのが表に出てるようでは駄だ目めだな」

『ま──』

　うんうん、と正純はツキノワに頰ほおを寄せる。そして、こちらのフォローはツキノワ任せにしたのか、浅間が笑みをそのままに表示枠を開く。

「今、通つう神しんがありましたけど、義よし康やすとアデーレが最上と、鈴すずさんとウルキアガ君が伊達の艦群と合流したようです。あとはトーリ君達ですね。合流が少々遅れてますけど、さっきの戦せん闘とうもありましたから、色いろ直なおしの時間と思った方がいいでしょうか」

「三さん国ごく交こう渉しようが開始早そう々そう、面めん倒どうな事になったもんだ」

　ですねえ、と相あい槌づちを打つ浅あさ間まは、あ、と声を上げた。こちらの眼がん前ぜんにある表示枠サインフレームの内、北の伊だ達て家の艦かん群ぐんを示すものを軽く叩たたく。

　倍ばい率りつが上がった。更さらに、飛んできたハナミが画面を幾いく度どか叩くと、ぼやけていた映像に処理が入り、遠とお間まから伊達家側の艦群中央、そこにある武ぶ神しん空くう母ぼ〝川かわ井い城じよう〟を見ることが出来た。

　外がい交こう艦かん受け入れのために防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきを解いた川井城の甲かん板ばん上。そこに見えるのは、米こめ粒つぶ程度の大きさだが、ウルキアガと鈴すずだろう。他、自動人形を始めとした外交補ほ助じよ員いんが続いている。

　彼らを迎えるように、艦かん橋きよう側から出てくるのは、

「伊だ達て・成なる実みか？」

「え？　意い外がい、ですか？」

「……ああ、川井城の持ち主は鬼おに庭にわ・綱つな元もとだからな。しかし伊達・成実の格かつ好こう、あれは──」

　こちらから見て、小さいながらも翻ひるがえる衣い装しようは、ドレスだろうか。
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　成実は、久し振りの感情を心に得ていた。

　……後こう悔かい一いつ択たくね。こんな格好で風のあるところに出るなんて……。

　装そう甲こうの無い、軽い素材なのも後悔の原因だ。地上や屋内であるならばそれでも良かったろうが、飛行甲板となると、大気緩かん衝しようがあっても風は布を宙に波打たせる。

　いつも浴びている風と同じのくせに、この戸と惑まどいはどういう事だ。髪かみならば靡なびかせるだけなのに、今つけているドレスのスカートは、こちらの右側、西から来る風に対し、

「……あ」

　手で押さえつけておかないと、すぐにめくれ上がって、脚あしやその付け根や、尻しりを露あらわにする。普ふ段だんなら〝不ふ転てん百足むかで〟に搭乗しやすいように晒さらしている部分だ。が、スカートによって隠かくしてある部分が、我われ知しらず無防備になるのは、自分の油ゆ断だんのようであり、

　……く。

　とりあえず、八割方がたは押さえられる、という構えを見つけた。右手を下前に、右みぎ腿もも前にスカートを押しつける形だ。左のスカートは諦あきらめた。そして前を見れば、

「……武蔵むさし第二特とく務む、キヨナリ・ウルキアガ、貴方あなたが外交官かん？」

「いや、こっちの向むか井い、武蔵艦かん長ちよう代理が本ほん式しきの外交官だ。拙せつ僧そうは付き人でしかない」

　しかし、と彼は、こちらがスカートを押さえる手を見た。

「……さっきから貴き様さま、何をしておるのだ」

「べ、別に何もしてないわ。何言ってるのかしら？」

　ふむ、と半はん竜りゆうが頷うなずいた。と、その横にいる外交官、向井が、風に前まえ髪がみとスカートを押さえながら、彼を見上げる。

「風、強い、……よ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵むさし上の大気防ぼう護ごの干かん渉しようは、居きよ住じゆう区く画かく用ようが基礎であるからな。このような戦せん闘とう用を基礎としたものよりも強い。だが──」

　半はん竜りゆうが、スカートを押さえるこちらの右手を見た。

「向むか井い、伊だ達て家けを見習え。──この程度の風、別に何とも無いそうだ」

　張り倒した方がよさそうね、と成なる実みは本気で思った。

　だが、こちらの後ろに控えている総そう長ちよう連れん合ごうの者達がひそひそと、

「おい、やっぱりもっと緩かん衝しようの出力強くすべきだったんだよ。鈴すずさん大変じゃないかよ……！」

「で、でも、今の状況だから、鈴さんの、こう、くねっとしたのが見えるというのは」

「すまぬすまぬと思いつつ否定はせぬとは、人間の業ごうであるなあ……」

　随ずい分ぶんとこの子、有名のようで、と、そんな事を思っている間に、半竜がこちらに近づいてきた。そして、幾いくつかの手続きを示す表示枠サインフレームを出した後で、

「では、外がい交こう開始の握あく手しゆと行こう」

　差し出してきた右腕と、半竜の右前ぜん翼よくから立ち上がった三本指ゆびを見て、成実は相手の意図を読む。が、ここは外交だ。笑顔を保ち、右手で握手を返した。義ぎ手しゆに、思い切り力を入れてやったが、半竜の力はそれを確かに受け止めた。そして、右から風が来た。

　押さえを失っていたスカートが勢いよく翻ひるがえった瞬しゆん間かん。半竜が手を離してこう言った。

「すまん。──拙せつ僧そうではなく、向井と握手した方が正解であるな。つい、先さき走ばしった事を」
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　……この──!!

　笑顔を固めて内心で抗こう議ぎしつつ、外がい交こう官かんの方と成なる実みは握あく手しゆを交わす。外交官のスカートは、彼女の左手側から来る風に対し、左手で押さえられたままだ。

　戦せん場じようの位置取どりを間違っていたようね、と、今いま更さらながらに思うこちらの右前、半はん竜りゆうが艦かん橋きようの方を眺ながめながら言った。

「まあ、副長として不ふ慣なれな衣い装しようであることは察する。似に合あっておるし、外交の際の選択として失敗ではないだろう。場が悪かっただけでな」

「……え？」

　景かげ綱つなの選択は今回も間違っていなかったという事だろうと、成実はそう思う。だが、

「次は自分で選べ」

「────」

　見抜かれた、と成実は思った。何な故ぜ、とも思い、それが僅わずかに心を乱し、

「あの」

　外交官が、握りっぱなしの手を掲げた。離して欲しいらしい。だから成実は慌あわてて手を離し、頭を下げる。御ご免めんなさい、と言って彼女の手を取り直すと、外交官が小さく頷うなずいた。

「あ、あの、ウルキアガ君、……わ、悪い人じゃ、な、ないから」

「……え？」

「姉あね好ず、き？　だけど」

　そうね、と、成実は半はん目めで半はん竜りゆうを見た。そして思うのは、

　……何故、この半竜、伊達家に来たのかしら。まさか……。

　うちの政まさ宗むねは、女性だ。そして聖せい譜ふ記き述じゆつでは、政宗には弟がいる。つまり政宗は、姉だ。

　まさか、と成実は改めて思った。だから、そのまま、相手に問うてみた。

「武蔵むさし第二特とく務む。──貴方あなたが伊達家に来た理由を聞かせて欲しいの。いい？」

「解わからぬか？」

　と半竜が吐と息いきまじりにこう言った。

「拙せつ僧そうの目的とは、ああ、──外交としての、姉キャラの攻こう略りやくである」

　と、当然ごとのように半竜が言った時だ。西の方の空で、最上もがみ艦かん隊たいが周囲に展開していた防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきを解いた。こちらと同じように、外交艦の受け入れを完了したのだ。
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　伊達家との外交開始がウルキアガ達によって始まっている頃。

　最上家けの担当となっている外交艦の中では、しかし、

「義よし康やすさん！　外交、出ないで大だい丈じよう夫ぶなんですかい!?」

「ああ、この時じ分ぶんでは挨あい拶さつだけ。しかも最上も略りやく式しき要求となれば従じゆう士し殿どのの担当だ」

　と、極きよく東とう夏服姿すがたにレンチを担かついだ義よし康やすは、整備員の問いかけにそう答えた。

　今、自分がいるのは外がい交こう艦かん内部の居きよ室しつではない。〝義ぎ〟がある格かく納のう庫こだ。

　本体の固定や、固定台だいとなる伽藍ハンガーの各部がちゃんと機能しているか、など、武蔵むさし内ないであるならば機き関かん部長達が行ってくれる事だが、ここに人員は少ない。結局、最上もがみの外交艦から挨あい拶さつを求めてこないので、いつものように整備タイムだ。しかし、

「義康さん、最上ってのは、どんな土地なんですかい？」

　ああ、と義康は、整備員達たちの注目を受けてレンチを杖つえにする。そして、ここからは見えぬ最上艦かん隊たいの方、北の方に顔を向け、

「最上家けは、基本的に総そう長ちよう兼生徒会長である最上・義よし光あきのワンマン運営だ。副会長、副長は存在しておらず、秘ひ書しよ役としての書しよ記き兼会計として鮭しやけ延のべという走狗マウスがいる。

　小しよう規模な教きよう導どう院いんにも思えるが、そうではない。奥州の西にし半分を治めているのだ。極ごつ寒かんの地だが、大だい規模な開かい墾こんと水すい産さん物ぶつ、森林資し源げんによって生産力が高いのが特とく徴ちようだ」

　……更さらには、当とう主しゆの義光のセンスと、カリスマのようなものだろうな。

「義光はその経けい歴れきにおいて、土地の士し族ぞくを抹まつ殺さつしたり、謀ぼう略りやくをもって騙だまし討うちや仲間割われを誘いもして、勢力を拡大した総長だ。奥州独どく特とくの、梟きよう雄ゆうめいた気き風ふうを持っている。だが、そのしたたかさと強権的な指向は──」

「領りよう民みんの繁はん栄えいについては確かで、だからこそ、極寒の地で、人はついていく、って訳で？」

「そういう事だ」

　義康は応じた。

「その存在が、苛か烈れつであればあるほど、〝生き抜いていく力〟を感じる、という事だろう。

　……権けん力りよくと武ぶ力りよく、知ち力りよくと経験、それらをフルに使用する己おのれを見せる事で人を引き寄せる。本当の意味での先せん導どう者だな」

　そう思い、それらの能も今の自分には無いのだと、義康は吐と息いきする。

「でもまあ」

　皆の視線の先で、腰に手を当て、不ふ慣なれそうな礼れい服ふくを着た〝義〟を、義康は見上げる。

「……お前が動くと言う事は、私にも〝義〟の一いつ徳とくはあるという事か」

　……今はそこまで、としておいた方がいいのだろうな。

　うむ、と思った。そして皆が小さく笑って頷うなずいた。

　その時だ。義康は、ふと、音を聞いた。

　音は、遠くから小さく響ひびいてくるもの。ともすれば、風の唸うなりとして捉とらえ間違いをしてしまいそうな音だ。だが、

　……魔女テクノヘクセンか。

　音は二つ。武蔵の方だ。武蔵の魔女達が、空に昇る時に発生した大だい音おんだった。

「……三さん国ごくの接近のこの時間、空の見張りを行うのは、やはり武蔵の魔女達だな」
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　青の空は、低い位置には存在しない。低てい高度の空は大気の集まりでしかなく、分ぶ厚あつい透明の壁が厚みと抵抗を押しつけてくるだけの空域だ。

　低てい域いきにただ在るのは、粘ねばるような大気の重さ。しかしそれを突き破って加か速そく上昇する二本の線がある。大気を切り裂く事で水すい蒸じよう気きの尾を引くのは、白と黒の二色。

　有あり明あけから跳ね上がるように飛んで来た二人の魔女テクノヘクセンだ。

　僅わずかに先行する白の装そう備びの黒くろ髪かみと黒くろ羽ばねが、後こう続ぞくする黒くろ装そう備びの金きん髪ぱつ金きん羽ばねに声を挙げた。顔を振り向かせ、しかし手持ちのペンで口元に描いたトンボ枠わく型がたの魔術陣マギノフイグーアを通し、

「マルゴット！　──〝武蔵むさし野の〟からの通つう神しんはまだ!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．。Ｊｕｄ．、とマルゴットが笑み顔で差し出すのは一枚の魔術陣マギノフイグーアだ。

　スピードメーター型の魔術陣の向こうには、広い部屋と、侍じ女じよ式しきの自動人形がいる。

　髪かみを肩で切りそろえているのは〝武蔵野〟だった。彼女はこちらに一礼し、

『ナルゼ様、基き礎そ情報でしたならばそちらに御ご送そう付ふ致しました。周囲状況の立りつ体たい図ずを鈴すず様が作って下さってましたので、それを補正の上でどうぞ。──以上』

　魔術陣が開き、情報が送られてくる事を示す。その内容、鈴の作る周囲地ち形けい図ずの出来に、ナルゼは内心の驚きを得つつ、今度背はい景けいアシ頼もうかしら、などと考える。

「そっち、有明内の武蔵むさしからだと、今まで通りの外部情報が入ってないわよね？　拾え次し第だい送るから、そっちで精査してくれる？」

　Ｊｕｄ．、と武蔵野艦かん長ちようの〝武蔵野〟が幾いく枚まいもの表示枠を広げて一礼した。

・武蔵野：『有り難う御ご座ざいます。現在、有明がステルス状態にあるため、特とく定てい接続以い外がいの外部情報流りゆう通つうが困難でありますもので。──以上』

「いいのよ、お互い様だし。──今、こっちは本ほん来らい武蔵がいる高度まで来てるわ。ここからの視し覚かく情報をそっちに送るから分ぶん析せきお願い」

　と、ナルゼは、腰のハードポイントから展開関かん節せつで開くレールウイングを地上側に向け、白嬢ヴアイスフローレンを垂すい直ちよく状態にして停止する。

　停とまった。
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「さて」

　ナルゼは、そこで大きく伸びを一つ。垂直の白嬢から、身を地面と水平にして、

「外がい交こうで何人かの総そう長ちよう連れん合ごう員いんや武ぶ装そう持ちが出たけど、戦せん闘とう能力落おちてないから他国はナメんなよっていう威い嚇かくでしょ？　私達がわざわざ上に出て周囲探たん査さする意味なんて、ね」

　ナルゼは、背を大地に預けるように身をのけぞった。すると追いついてきたマルゴットも、

「いいんじゃないかな。魔女テクノヘクセン戦力なんて、英国イギリスと東とう欧おうの一部しか正式には持ってないもんね。特に、こっち方面の教きよう導どう院いんにとっては、未知イコール脅きよう威いって事なんだと思うよん」

　と、彼女もこちらと同様の姿し勢せいをとる。但ただし、お互いが並ぶ位置は真ま横よこではなく、正せい対たいだ。

　白と黒、二人は、お互いの頭をお互いの肩に乗せる位置まで近づき、

「じゃあ、周囲の情報、一気に取るから。〝武蔵むさし野の〟の方は精せい査さ御お願ねがい」

　ナルゼが言いながら動かす手は、自分の傍かたわらに幾いく枚まいもの魔術陣マギノフイグーアを描いて並べた。それらは、やがて二機の機殻箒シヤーレベーゼンの周囲を回るリングとなり、

「受じゆ像ぞう式しきにして、水すい平へい三百六十度を基礎とする光学視し覚かくを確立、と。……とりあえず定てい倍ばい、十倍、三十倍くらいで撮とっておくわ。術じゆつ式しき名めいとしては〝周しゆう知ち燃もえ〟とでもして格かく納のうね」

　言うなり、光の線が魔術陣のリングの上に突っ走った。線が描くのはリングから見る全周の風景だ。元は鈴すずの手による周囲情報だが、ナルゼの術式陣に合うよう、画が風ふうを変えている。

　……鈴でも、ステルスの有あり明あけ内からだと、周囲二十キロ以上からが怪しくなるのね……。

　それでも充分過すぎる能力だが、現状では三さん国ごくの外がい交こう艦かんを捕ほ捉そく出来るかどうかという位置だ。

　無む論ろん、それだからこそ、

「私達が探査に出てきた訳だけどね」

　水平のリングを作っていた数十枚の魔術陣は、周囲の風景を描き切ると、自動的にこちらの手元に集まってきた。重なる束をナルゼは整えてから、

「マルゴット」

「あ、はいはい、コレ」

　マルゴットが出した魔術陣には、武蔵むさし通神帯ネツトの共同ストレージを示す封ふう筒とうアイコンがある。そしてナルゼは、整えた魔術陣の束をマルゴットの示す封筒アイコンに差し込んだ。

　後は簡単。マルゴットが封筒アイコンを手で叩たたいて閉じると、

「行き先は武蔵野艦かん橋きよう、と。行っとくといいかな──」

　発送ボタンをマルゴットが押すなり、新しい魔術陣が開いた。映るのは艦橋内ないにいる〝武蔵野〟だ。彼女は顔よこ横がおに封筒のアイコンを手で摑つかんで掲げており、

『有り難う御ご座ざいます。──以上』

「通つう神しん回かい線せんも速くて何よりだわ。──と」

　気付けば、新しい魔術陣が開いている。何かと思えば、その送り元は、

「……〝山椿ヴイルトカメリー〟？」





●






　ナルゼは、眉まゆをひそめて先せん輩ぱい格の顔を術式陣じんのコマに描く。そして、

「一体何〝山椿〟？〝提督アルミランテ〟はどうしたの？　また魔女の一いち撃げき？　で、現げん場ば副長の非ひ学生未み婚こんオバサンが何の用？　〝見下し魔山エーデルブロツケン〟のテスター権なら土ど下げ座ざで頼まれたって返さないわよ。最近は普通の土ど下げ座ざ見ても心が動かないし。──冷めてしまったの、土下座に」

『あたしの対たい高々度砲ほう撃げき術じゆつ〝一いち条じよう咲さつ花か〟を体感したいのなら素直にそう言いなよ。──つーか小こ娘むすめ、あたしが言葉交かわしてやってる意味、解わかってるだろうね？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、解ってるわ。──同どう人じん誌しに出して欲しいんでしょ？　順じゆん番ばん待ちだけどいい？」

　直後。眼がん下かから右二メートルを抜けて天上へと砲ほう弾だんが飛んでいった。

　ナルゼは、空に消えた砲弾を半はん目めで見送り、

「当てるんじゃなかったの？　ヘタクソ。まあ、当てられても防ぼう護ご術じゆつ式しきあるけど」

『ステルス内から盲もう管かん砲ほう撃げきしてんだよこっちは。──ああ？　何〝提督アルミランテ〟、早く話を進めろ？　通常運うん航こうだよコレが。あと寝てろ!!』

「ほうら怒られた。……でもまあ大体のところは解わかるわ〝山椿ヴイルトカメリ〟。アンタ、東側の出身だもんね。M. H. R. R.神聖ローマ帝国対たい露西亜ロシア派は遣けん魔女テクノヘクセン旅りよ団だん、その元もと副団長様がどんな見立て？　アンタが主しゆ敵てきとしてたノヴゴロドは、P. A. Odaと和わ議ぎして上越露西亜スヴイエート・ルーシ裏切ったって話が来てるけど、そっち関係から上越露西亜の情報来たの？」

『──Ｊｕｄ．、三者面めん談だんに、親が来る可能性がある』

　はあ？　と眉まゆをひそめたこちらの肩を、マルゴットが叩たたいた。

　のけぞりを強くして見れば、マルゴットが魔術陣マギノフイグーアを掲げている。スピードメーター型の魔術陣の中にあるのは封ふう筒とうのアイコンだ。それにナイトが触れ、続く動きで展開されるのは、

「〝武蔵むさし野の〟が精せい査さした全周の透とう過か表ひよう示じ……」

　こちらが送ったものが、自動人形の高こう速そく判断で精査されて返ってきたのだ。

　ナルゼは、その再さい展開を見た。

　……何があるっての？

　答えるように、先ほどとは逆の流れで、幾いくつもの鳥とり居い型がた表示枠サインフレームがこちらの水平をぐるりと囲んだ。

　半はん透とう明めいなモニタ部分が示すのは、やはり、先ほどこちらが送った情報の精査結果だ。自動人形の手による文字やアイコンの書き込みが、重ねた視し界かい内の情報を教えてくれている。しかし、

「赤の光で示されているのが、他国の艦かんだね……」

　マルゴットの声に感情がこもっていない意味は解わかる。

　三さん国ごくの外がい交こう艦が、西に上越露西亜、北西に最上もがみ、北に伊だ達てとして、強く赤く光っている。

「だけど南……、江え戸どの方向からも……」

　赤の光点が、今は小さく、しかし確かに来ている。それも十数という単位ではなく、数百という物量で、だ。その正体は、

「羽は柴しば側がわの艦が、来てるって事!?」

　更さらには、

「ガっちゃん！　──砲ほう撃げき来る!!」

　ナルゼは見た。砲ほう撃げきの光だ。しかし、それは南から来る羽は柴しば側がわの艦かん群ぐんからでは無かった。

　北と、北北西と、北西。接近する三さん国ごくの外がい交こう艦かんに随ずい伴はんしていた護ご衛えい艦が、光を放ったのだ。

　超ちよう長距離攻こう撃げき用の流体砲ほう。その光は宙を伸びるように走り、

「〝有あり明あけ〟！　防ぼう御ぎよ態勢に入りなさい!!」

　ナルゼの叫びと共に、何もないように見える空に、光こう爆ばくが連続した。

〝有明〟が被ひ弾だんしたのだ。

　それも、外交を控えた上越露西亜スヴイエート・ルーシ、最上もがみ、伊だ達ての砲撃によってだ。

　どうしてそのような事になるのか、ナルゼに意味は解わからない。だが、確かな事は充分に解っている。だから彼女は魔術陣マギノフイグーアを開き、有明と武蔵むさしに向かって叫んだ。

「敵てき襲しゆう！　──敵は上越露西亜、最上、伊達、そして羽柴!!」

　眉まゆを立て、ナルゼは南の空に鋭い視し線せんを向けた。

「三国の監かん視しに羽柴が出てきて、私達への攻撃を促うながしているわ……！」







[image: 第三十五章『南方の使い』]
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「ど、どういう事なんです!?」

　表示枠サインフレームから送られてきた内容と、頭上の空で炸さく裂れつした音と光に、浅あさ間まが疑問の声を作る。

「三さん国ごくには大たい使し送っていい感じになる筈はずがビーって砲ほう撃げきでドカン入って更さらには江え戸ど方面からも何か一いつ杯ぱい来てヤバいなんてよく意味解わかりませんよ!?」

「あー、言ってる意味大だい体たい解る私、もう駄だ目めかもなー……」

　陸りく港みなとのテラスの上、正まさ純ずみは、俯うつむいてしまいそうになる自分を何とか堪こらえ、空を見上げた。

　上空には光が大きく散っている。流体砲ほうに有あり明あけが被ひ弾だんした証しよう拠こだ。

　そして、ややあってから、打だ撃げきの音が遠えん雷らいのように響ひびいてきた。

　重なる響きは、腹に響くような音だ。テラス下、管かん制せい小屋の柱や壁が軋きしみを緩く上げる。

　そして水み戸との町で、半はん鐘しようが鳴り始めた。警けい報ほうとして、町の各地に表示枠サインフレームが開き、避ひ難なん場所やその方角を指示し始める。更には大型の表示枠が町の空に五つほど映り、

『どうもです。関かん東とうIZUMO責任者の三み科しな・翔しよう一いちです。このたびはお騒がせを──』

　水戸の町から、人々の声が応じた。

「水戸の空に男映うつすなあ──！」

「高こう解かい像ぞう度ど神肖モニタ映像で男がアップになんな……！」

「妻さい帯たい者は去れ……！」

　浅間が、森の向こう、丘の下に見える水戸の町に顔を向けた。うんうん、と頷うなずいて、

「水戸は極きよく東とう基本の暫ざん定てい支配地ですけど、かなりこっち寄りですね」

「さっきのミトツダイラの輸ゆ送そう艦かんサーファーにも応じてたし、パニックに強くて何よりだな」

　言っている間に、表示枠が切り替わる。映るのは一人の自動人形だ。薄うす茶ちや色いろの髪かみを長く流した、伏せ目気ぎ味みの細ほそ面おもて。彼女は、

『皆様、こんにちは、有明艦かん長ちようの〝有明〟と申します。──以上』

　水戸の町から、おおお、と歓声があがると同時に、

『八発、着ちやく弾だん致します。──以上』

　言った通りの爆発が空に光として上がり、人々が、おおお!?　と声を変える。だが、〝有明〟は、画面内で背景の有明内部とともに微び動どうだにせず、

『全長九キロ、全幅四キロ、全高二キロの本ほん艦かんが、護ご衛えい艦、それもクラーケン級程てい度どの超ちよう長距離砲撃で被害を得る筈が──、何です三科様？　ああ、伊だ達て家が武ぶ神しん団だんを出すのですか。ええ、捕ほ捉そく確認しました。どうやらそのようですね。流石さすがにそれは有明も危険だと判断出来ます。

　つまり被害を受ける可能性が出てきました。

　皆様、最初に決まっていた通り、避難を御お願ねがい致します。──以上』

　おおお、と応じる声と共に、水戸の町から人々が退たい避ひしていく。行き先は南西、海側だ。

「流石さすがは関かん東とうIZUMO……」

　浅あさ間まが、こちらに振り向かずにしみじみ言うのは何な故ぜだろうか。ともあれ、現状を理解するために、正まさ純ずみは、目の前で起きている事実を言葉にした。

「上越露西亜スヴイエート・ルーシ、最上もがみ、伊だ達てが、既すでに羽は柴しばの監かん視し下かにあり、武蔵むさしの敵に回った訳だ」
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「機き関かん部ぶ待たい機き状態に移行だ!!　野や郎ろう共ども、お互いケツ叩たたいて持ち場をシメろ！」

　機関部部長の声が駆く動どうする加か圧あつ器きよりも大きく響ひびき、皆がＪｕｄジヤツジ．と応じた。

　真さな田だ十じゆう勇ゆう士し、要いらずの四番として潜せん入にゆうしていた伊い佐さも、変へん装そうの顔でそれに頷うなずく。

　そして走り出す者や、ついてこいと指示を出す者達の中、彼女も走り出していた。ついてこいと言う者が作る集団の最さい後こう尾びを行き、地下行きと思われる別の集団と会うと、

「あ、私、こっちに行くよ」

　と、そちらに渡って地下に向かう。

　そうやって狙ねらう行き先は、機関部の下、

　……重じゆう力りよく加速関係の区く画かくに行きたいね。

　重力加速は武蔵が持つ高速機き動どう力りよくの要かなめだ。そこに仕込みを行い、有ゆう事じの際に破は壊かいする事が可能ならば、巨きよ大だい艦かんは鈍どん重じゆうな鉄の塊かたまりでしかなくなる。

　だが、仕込みもだが、気になる事が伊佐にはあった。何しろ、今、武蔵が出しゆつ航こう待機状態をとる事が出来るという事は、

　……武蔵の出航は可能な状態になってると、機関部では判断しているわけだねえ！

　武蔵は何い時つでもまた飛び立てる。

　無む論ろん、今の武蔵は完全な状態ではない。居きよ住じゆう区くは仕込み終えておらず、装そう甲こう板ばんも未み貼ちよう部分が多い。しかし、この状況は、ある事実を追加してくれる。

「──武蔵の戦せん闘とう系の拡かく充じゆうが、出航後の調整で済むと判断出来るところまで、出来てるって事だよねえ……」

　どういう武装が追加されているんだろう、と、伊佐は思う。

　一応、昨夜からこちら、各かく艦かんの表面部分はカバーされているものも含みで見ている。戦闘能力の向上としては、装甲板の拡充や、砲ほう台だいの追加と言ったところが主だ。

　だが、それでは、羽柴が持ち込んだ安あ土づち城じようと勝負は出来ない。武蔵の砲ほう台だい追加が、基本的に表ひよう層そう部ぶ外がい縁えんにおける単たん砲ほう追加と、左右、中央一番艦かんに二に連れん主しゆ砲ほうを置いているのに対し、安土城は三連主砲をメインとして、倍ばい以上の砲ほう門もんを持っているからだ。

　気になるものがあるとすれば、武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きようの下、重力加速器の連れん続ぞく加圧器が前後に長く添えられている事と、武蔵野のバウに衝しよう角かくらしきものが設置されている事だ。

　前者は、重力加速時に加速力が無くてヘビーウエイトとなる艦橋に対し、加速器を与えて全体の速度を上げるというものだろう。そして後者は、

　……三み河かわで栄光丸レーニヨ・ユニートをぶった切ったけど、ああいうのを想そう定ていしてるのかなあ。

　ガレー船のように、衝しよう角かくを突き刺して相手を捉とらえ、白はく兵へい戦せんや近きん距離砲ほう撃げき戦せんというのを考えているのかも知れない。しかし、

　……P.A.Odaの艦かん船せんは、基本、ガレー形式だから、こっちでも安土あづちが上だよね。

　それに、と伊い佐さは思った。期間が無さ過ぎる、と。
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　伊佐はこう考える。安土城じようや、羽は柴しばの艦かん隊たいと渡り合うには、重じゆう装そう甲こうと大型の主しゆ砲ほうが必要だ、と。それらを搭とう載さいにするには艦の外がい装そうを変えるだけでは済まない。内部の補強が必要になるし、それに応じて設計の変へん更こう箇か所しよも多た発はつする。

　だが、武蔵は有あり明あけに来てから、一ヶ月弱じやくしか過ごしていない。

　そんな期間で、根こん幹かん部ぶにも至る改かい造ぞうが行えるとは思えない。無む論ろん、それは自分の想像力が足りないという事もあろうが、

　……実際、有明内部で動いている資材もだけど、外装も、大だい補ほ強きようを示してないね。

　戦力の要かなめとして、どのような改かい修しゆうを行ったというのだろうか。

「ねえ、武蔵はまだ戦えないのかな、こういう時さあ」

　と、伊佐は、地下に向かう集団の後ろにくっついて、前の作業員に話しかけた。

　すると、学生を卒業したばかり、というような若者はこちらを年とし下したと見たらしい。周囲の大人おとな達も走りながらこちらに振り向くが、

「ああ、どうなんだろ、俺、上の方は知らないから」

「持ち場、ってヤツがあるからな。上で砲ほう塔とうつけてんのは外がい装そう系けいの連れん中ちゆう、俺達は出しゆつ力りよく系けいだ。お前、見ない顔だが、姉あね御ごのとこのか？」

「ううん、下から来て、雑ざつ用よう。──向こうの隊よか、こっち行った方が役立つだろう、って」

　あ、と声を挙げて、初しよ心しん者しやの振りとして、次の台詞せりふを付け加える。

「配はい線せんとかは出来るよ。上の方で、さっきちゃんとやったし」

　はは、と男達が笑う。警けい報ほう音おんを流す表示枠サインフレームを通り過ぎ、

「だったら狭いところとか、入って貰もらうかな。重じゆう力りよく加速区く画かくも、ちと手て狭ぜまになったし」

　どういう事？　と問いかけそうになるのを堪こらえた。それは内部がどういうものかをある程度予よ測そく出来ているからこそ問えるものであって、今、言うべきは、

「狭いとこだったら得意だよ。でも、そんな狭いの？　何か詰まってるとか？」

「可か動どうするんだよ。あ、いや、可動幅はばが広がったというべきかな」

　と、先ほどの若者が、右手で空中に四角い空白を摘つまんでみせる。

「重力加速区画は、こういう加速器が並んでいて、加速時じは全部が加か圧あつ方向に向くのな？　で、今まではこれが前ぜん進しん用ようや左右ターン用に可か動どうするようになっていたんだけど、その制限を外した、ってわけだ」

　それはどういうことかと考え、伊い佐さは首を傾かしげながら問うてみた。

「方向転てん換かんしやすくなったって事？」

「ドリフト制せい御ぎよもしやすいって事じゃねえのかな。そこらのは、操そう作さ系けい……、艦かん橋きようの自動人形や俺の後こう輩はい達たちが考える事さ」

　年上ぶりやがって、と、大人おとな達たちが苦く笑しようした。若者も同じ笑いを作る。それを見た伊佐は、

　……あー、いかんいかん……。

　伊佐は思った。ここも結けつ構こう悪くないよなあ、と。そして彼女は、

「あはは」

　この会話の流れは、笑っていいのだ。

　だから自然に任せていると、大人達が、こちらを見て声を掛けてきた。

「フリーなら、こっちで仕事憶おぼえたら、後ろの方に行ってやってくれ」

「──ここはもう終わってるわけ？」

「大体はな。高たか尾おや青梅おうめの方が、内うち舷げん側がわでちと手て間ま取どってる」

「──高尾や青梅の内舷側でも、重じゆう力りよく加か速そく器きの展開を？」

　これは知らなかったな、と伊佐は思う。

　武蔵むさしが重力加速に用いるのは基本、外そと舷げん側だからだ。内舷は、各かく艦かんの緩かん衝しようを避けて補ほ助じよ用だった筈はずだが、若者の方が言うには、

「Ｊｕｄジヤツジ．、機き動どう性せい確かく保ほってやつだと思う。今までは重力加速時に外舷側の加速器を中心に使用してたんだが、今後は内側も全展開するって事じゃないかな。武蔵むさし野のと奥おく多た摩まが緩衝制御しないといけないから大変そうだが、速度は上がるだろ。後は──」

　彼は、ゆっくりと言葉を作った。

「そうなれば、俺達の生せい存ぞん率りつも上がる、って事だ」

「生存率……？」

　その言葉の意味は、捉とらえようによって変わる。だからだろうか、若者が無理に笑った。

「まあ、運が無い場合、だな。武蔵は防ぼう御ぎよに硬い訳だから」

　おい、と大人達が声を挟んできた。彼らはこちらに、笑みの残ざん滓しと会え釈しやくを送り、

「そのへんにしとけ。俺達の仕事は、その、運を上げる事でもあるからよ。そのためにも、仕事の時間だ」

　と彼らが、前を指さした瞬しゆん間かんだ。上の方から、鈍く長く響ひびく音が聞こえた。

「三発目だ。──さっきより間かん隔かくが短いな」

　それは、

「こっちを包ほう囲いした三さん国ごくが、近付き、本格的に砲ほう撃げきをしてくるって事だぜ」
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　有あり明あけ内に停てい留りゆうしている武蔵むさし野のの艦かん橋きよう部ぶは、外部からの映像を閉じ、白の壁に包まれた空間となっていた。最近は武蔵むさし改かい修しゆうにおける情報処しよ理りの管かん制せい室しつとなっていたここは、しかし、

『出しゆつ航こう待たい機き！　艦内経けい路ろ接せつ続ぞく状態を確認の上で、通つう神しん全経路を開放、浅あさ間ま神じん社じやの加か護ご下かにおいて防ぼう護ごの上で全ぜん艦かん連れん動どうをとりなさい。──以上』

　音声通神で〝武蔵〟の声が響ひびくと同時。四し方ほうの壁や床に表示枠サインフレームの光が灯ともり、

『Ｊｕｄジヤツジ．、──以上』

　文字が走り、映像が幾いくつも流れ始めた。

　白い壁の一部は、ゆっくりと内側にスライドし、内部にある鳥とり居い型がた制御情報プログラム基き板ばんを露あらわにする。と、通路側から、出航用ようの制御情報基板をカートに積んだ自動人形がやって来た。

「入れ替えです。──以上！」

〝武蔵野〟の合図と号ごう令れいによって、艦橋内ないにいた自動人形が壁から引き出されてきた制御情報基板を重じゆう力りよく制御で宙に浮かせる。その動きに応じ、カート側の自動人形が、開いた穴に基板をカートごと差し込んだ。奥まで入れて、押し込み、艦橋従じゆう事じの自動人形と顔を見合わせ、

「接続！　──以上」

「確認。──以上」

　カートが、一度強く傾けてから引き抜かれる。そして何も乗っていない台だい部ぶに、従来の基板を重力制御で載のせて貰もらうと、カートの自動人形はそれを押してまた出ていく。

　その間にも、基板を静かに納めた壁が閉じ、艦橋内にまた表示枠が増え、

「機き関かん部ぶ承しよう認にん！　待機状態移い行こうします！　──以上」

　艦橋中ちゆう央おう部に、武蔵の模も造ぞうが表ひよう示じされた。鈴すずが作った物を、そのまま拡大した形だ。白い光で出来たその下部を、ゆっくりと青い色が上に覆おおっていく。

「船せん殻かく式しき特とく零ゼロ六ロク番ばん〝荒スサ鎮シズ波ナミ三さん型がた〟、三番艦かんに出力微び低てい下かありますが順調範はん囲いで移行。五分二十七秒後に発はつ揮き可能です。──以上」

　と、壁かべ際ぎわで通神などを扱っていた一人が、皆に振り返る。

「ナイト様、ナルゼ様の情報の確認として、地上側、鹿か島しま神じん宮ぐうからの通神経けい由ゆが来ました。メインに繫つなげます！　──以上！」

　通神担当の自動人形の言葉と共に、天井の前面側に鳥居型の表示枠が生まれた。

　表示枠に映るのは、南の平野の空を来る艦かん群ぐんだ。悠ゆう然ぜんと飛ひ翔しようするそれらの正体は、

「羽は柴しば側がわ勢力の艦群です。羽柴麾き下かが七十二、北ほう条じようが十六、P.A.Odaが二十四と確定。戦せん闘とう艦が突出していますので、実じつ況きようによる拡大入れます。──以上」

　先頭の艦。クラーケン級のそれは、装そう飾しよくの施ほどこされた戦せん艦かんとも言える外がい交こう艦だった。

　上部は白の、柱を四方に立てた箱はこ形がた構造。下部は同色の、P.A.Oda由ゆ来らいとなるガレー型だ。

「あれは──」

　自動人形達たちが、雲の装そう飾しよくが金きん縁ぶちで入った艦かんの姿を見て、それぞれの記き憶おくを照しよう合ごうした。

　艦の情報を出そうとした皆の中、右う舷げん側がわにいる一人が右手を挙げた。

「照合情報によれば、あれは羽は柴しば麾き下かの戦せん闘とう外がい交こう艦かん〝聚じゆ楽らく第だい〟です。所有者は、歴史再さい現げんに拠よれば羽柴・秀ひで吉よしの甥おい、羽柴・秀ひで次つぐだと判断出来ます。──以上」







[image: 第三十六章『会う場所の上下』]
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「羽は柴しば・秀ひで次つぐが関かん東とうへ乗り込む、と、……そう来たか」

　地上側、水み戸との一般用陸りく港みなとで秀次の来らい訪ほう情報を聞いた正まさ純ずみは、思し案あんのために腕を組んだ。

　横、表示枠サインフレームで武蔵むさし内の通つう神しん管理を行っていた浅あさ間まが、

「どういう事なんです？　羽柴の眷けん属ぞくって……。あと、今の正純、どことなくネシンバラ君みたいな反応でした」

・俺　　：『あ、俺もそう思った。凄すごくそんな感じ』

・副会長：『五月蠅うるさいよお前は！　ちゃんと服着てるか!?』

・十ＺＯ：『どういう心配で御ご座ざるか。あと、話振ふったのは浅間殿どののような気が』

・副会長：『あー……、ついいつもの調子で。すまんな馬鹿』

・俺　　：『オ、オメエは謝る気があんのか！』

　やかましい。今、大事なのは女じよ装そうの処しよ遇ぐうではなくて敵の事だ。

　羽柴・秀次。姓かばねの通りに、羽柴の親しん族ぞくだ。聖せい譜ふ記き述じゆつでは甥おいにあたるが、

「羽柴の甥、秀次は、元々は羽柴の後こう継けい者として期待されていた人物だ。どちらかと言うと政治寄より、更さらには上かみ方がた寄りの人なんだが、聖譜によれば奥おう州しゆうにも関係がある」

「……昨夜に聞きましたね、確か、羽柴の怒りに触れて……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。

「そう、秀次は自じ害がいする。側そく室しつとして連れん座ざするのは、シベリア北西一帯を管かん轄かつする最上もがみ家けの娘、駒こま姫ひめだ。そしてここに聚じゆ楽らく第だいつきで羽柴・秀次が来ていると言う事は──」

　推すい測そくだが、と前置きして、正純は前まえ髪がみを一度搔かき上げた。

「既すでに駒姫は、最上から羽柴側に渡っている。……ここまで秀次艦かん隊たいが来られるのは、駒姫が最上に挨あい拶さつをしておきたいとか、そのような理由だろうな」

「それって、つまり……、駒姫は最上用の人ひと質じちですよね？」

　少々迷ったが、正純は告げた。

「そういう事だ。まだ姿を見せていないから確かく定てい出来ないが、……最上は、既に愛まな娘むすめを人質に取られていた訳だ」
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　正純は一息をつく。

　……参った事になったな。

　思う事は幾いくつもあるが、その根本にある事は一つだ。

　……最上家が娘を羽柴勢ぜいに差し出したのも、全ては私達の敗戦の余よ波はか。

　三週間前に得た敗戦。

　それゆえ、最上もがみ家けは、松まつ平だいらが関かん東とうをP.A.Odaから関東を守れないと判断したのだ。

「最上家は、羽は柴しば側がわについた。……つまりは私達の敵という事だろうな」

　だとしたら、と、これまで黙だまっていた葵あおい姉あねが問うてきた。

「羽柴側の戦せん術じゆつは、どういうものだと思うの？　やっぱりいやらしいのかしら？　何しろさっきは手て下したで今度は親しん戚せき。そんなに私達が気になるのかしらね、あの猿さる子こ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、警けい告こくしておきたいのは確かだろう。そして、羽柴側の戦術は簡単だ。──駒こま姫ひめの実じつ家かへの挨あい拶さつとして、三さん国ごくが私達の外がい交こう官かん派は遣けんに対してどう動くかを監かん視ししようと言うのだな」

「じゃあ、こっちはどうするんですか？」

　と、疑問の顔をした浅間に、葵姉が笑みで首を横に振る。

「私達が黙だまってやられてる筈はず、無いじゃない」
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「そうね、黙ってる筈も意味も無いわ」

　と、空にて周囲の動きを描き、武蔵むさし側がわへと送っているナルゼは呟つぶややいた。

　顔を傾けて見る眼がん下かには、森があり、陸りく港みなとの広場がある。武蔵住じゆう人にんがいる八つの陸港だ。今、そこに停てい泊はくしている輸ゆ送そう艦かん上じようはもちろん、その周囲にも人々が出てきており、

「──衆しゆう目もくの状態ってやつね。ここで何もせずやられてばかりだとどうなると思う？　私達は敗戦した上で、もはや抵抗の意思すら持てないのだと、そう思われるわ」

「ガっちゃん、ちょっと口く調ちようがキツいよん」

　言われ、ナルゼは苦く笑しようした。

「駄だ目めだわ私、馬鹿は好きだけど、卑ひ怯きようなのは嫌いだものね。だから……」

　だから、

・●　画：『頼むわ正まさ純ずみ、なるべく穏おん便びんに済ませる方法を模も索さくして、──ソッコで迎げい撃げきとか』
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　……何な故ぜ、うちの連れん中ちゆうはナチュラルに血の気が多いんだ……。

　内心で頭を抱えても事件は解決しないと、正純はそう思った。

　だから正純は頭を搔かき、んー、と前置きした上で、

「……三国が敵に回るとなると、伊だ達てとの協きよう働どうが不可能という事になるな」

　告げた内容に、浅間が息を詰めた。ただ、彼女はこちらをちらりと見て、

「え、ええと、私、こういう話、聞いていいんでしょうか？」

「ククク、馬鹿ね浅間！　これから撃うつ相手に対し、詳しく知らずに撃つつもり？」

「あー、いえ、その、私、別に撃つ担当というわけじゃ──」

「まあ、別に聞かれても構わないよ。通つう神しん担当なんだし」

　しかし、よく考えるとマルチ過ぎて何の担当か解わからない気もするのが恐ろしい。

　ただ、正まさ純ずみは息を吸う。平へい静せいな口く調ちようを作る準備をすると、

「外がい交こう官かんとして出ている皆に告げる」

　正純は、ここが堪こらえどころだと、そう思いながら言葉を紡つむぐ。

「各国、各かく教きよう導どう院いんが有あり明あけに攻撃を行っていても、続行していても、それを止めるな。防ぼう御ぎよはこちらで行う。──君達が為なすべきは奥おう州しゆう、関かん東とう、上越露西亜スヴイエート・ルーシにおける各国間、各教導院間かんの、歴史再さい現げんとしては不要な抗こう争そうの阻そ止しだ。その阻そ止し範はん囲いに武蔵むさしは入っていない」

　だから君達は、

「各国、各教導院の、武蔵と有明に対する砲ほう撃げきには構わず、外交官として振る舞ってくれ」
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　風の中、未だドレスの裾すそとの格かく闘とうをしながら、伊だ達て・成なる実みは、重なる砲撃の音と光を感じていた。今や伊達家の砲撃だけではなく、遠く、最上と上越露西亜の砲撃音おんが届いてくるが、音と光の強さは他の二国の力の入れようが充分である事を教えてくれる。

　成実の感想としては、結けつ構こう手を抜かないのね、だ。

　実際、有明ほどの巨大建けん造ぞう物ぶつにダメージを与える事が可能な艦かんとなると、主力級きゆうとなる。そして、武蔵の出方などが解わからない以上、距離はとらざるを得ないため、

　……砲撃は、届かせるためにも出力が強くなるのよね。

　今、こちらの艦内では情報処しよ理り担当が、他国の砲撃間かん隔かくなどを計測しているだろう。他国の所有する主力級の砲がどれだけの連れん射しや性と耐たい久きゆう性を持っているかを測るためだ。だが、

「武蔵と有明は防ぼう御ぎよ専せん念ねん？　それで奥州や上越露西亜に対して、反省の意を示してるつもりという事？」

　問いかけを投げかけた先には、南の方を見ている半はん竜りゆうがいる。彼は額ひたいの上に大きな前腕をかざして遠くを見ながら、

「反省……？　それはどういう意味だ、伊達・成実」

「どういう、とは？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と半竜は、向こうを見たまま、頷うなずいた。

「貴き様さまは、反省していると感じられる相手を、打つのか」

「それは──」

　成実は、思わず言葉に詰まった。

　すると半竜が、うむ、と、ずっと向こうを見たまま、追加で首を下に振った。

「旧派カトリツクは打つのだな、これが」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　いい話じゃなかったの!?」

「何を言っている。──右の頰ほおを打たれたら左の頰を出しなさいと、旧派では教えている。そうして反省の意を見せる事と、受け入れの姿勢を見せる事で、相手の事を知るのだ」

「相手の事を知る……？　そんな方法で出来るというの？」

　そうだ、と、半はん竜りゆうがこちらを見ずに頷うなずいた。

「叩たたかれるという事は、相手が受けた痛みを己おのれのものとして知るという事だ。

　そしてもし叩かれないならば、相手の度ど量りようと悟さとるがよいと、旧派カトリツクではそう教えているのだ。

　そんな賢い拙せつ僧そうから見るならば、今の状況は──」

　全身の排はい気き口こうから吐と息いきをし、肩を落として、半竜が言った。

「──奥おう州しゆうと上越露西亜スヴイエート・ルーシが、どれだけの不安を得たかの裏返しであろうな」

「…………」

　確かにそうね、としか言えない自分が恨うらめしい。現状、P.A.Odaという強大な存在を相手にせざるを得なくなっており、場当たりの、対たい処しよ的な判断が基本となっているのが自分達だ。

　打だ撃げきされている側の武蔵むさしの方が、こちらを冷静に正しく見ている気もする。

　そして成なる実みは気付いた。半竜は、ステルス防ぼう護ご内ないにいる有あり明あけと武蔵を窺うかがっているのではない。

　……羽は柴しば・秀ひで次つぐの艦かんを見ているの？

　彼の行為の意味を解わかろうとするのは、危険だ。今、敵と味方は明確なのだから。だから成実は沈ちん黙もくせざるを得なくなる。

　そんな風ふうに押し黙だまったこちらの視線の先で、半竜が、三み度たび頷いた。

「──まあ、それとは別でな」

「は？」

「Ｊｕｄジヤツジ．。──いいか？　旧派では〝程度を知れ〟とも言っている。何しろ叩かれ過ぎて一定のライン越えると、それが気持ちよくなるらしくてな。つまり何が言いたいかというと、武蔵が気持ちよくなり始めたら困るだろう貴き様さまら。だからそこそこにしとくといいぞ。正まさ純ずみもそれを望んでいるしな。──Amen」

「途と中ちゆうから何言ってるのか解らなくなってしまったけど、私達は攻撃を止めないわよ？」

　それに、と成実は息を入れて、西の空を見た。

「うちも、大きな動きを見せておく必要があるけど、最も強く動かないといけないのは、P.A.Odaとの交こう戦せんも行っている上越露西亜じゃないかしら。羽柴側にナメられるような事したら、一気に侵しん攻こうされるかもしれないもの」
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　空に、北から、北西から、そして西からの砲ほう撃げきの光が行く。

　その中で、西から東へと伸びていく軌き跡せきの源みなもとに、幾いくつかの影があった。

　上越露西亜から来た艦群と、合流した武蔵の外がい交こう艦かんだ。

　上越露西亜側の外交艦は、その上の中庭部に、夏を積んでいた。

　屋や台たいの群があり、広場があり、櫓やぐらがある。どれも、外がい交こう艦かん中ちゆう央おうの中庭に作られたものだが、

「要するに外がい交こう祝いで縁えん日にちと祭ですのね、これ。──神じん社じやもあって結けつ構こうよく出来てますわ」

　乗り込む時、ドレスコードとして浴衣ゆかたを指定されたため、その通りの格かつ好こうに銀ぎん鎖さのケースを担かついで来たミトツダイラは、皆の先せん頭とうで辺りを見回す。

　ここは上越露西亜スヴイエート・ルーシの外交艦〝福ふく島しま城じよう〟の中庭だ。本来は上部甲かん板ぱんが天井として塞ふさいでいる場所のようだが、今は完全に縁日の場となっている。

　祭の中、縁日の屋台の間では、魔ま神じん族ぞくを中心とした乗員だけではなく、その家族などの姿もある。彼らは皆、見知った顔として屋台越ごしに会話したり、神社の広い泉いずみで水遊びに興きようじたり、踊りのための櫓の設せつ営えいを行っていた。

彼らを見るミトツダイラは、幾いくつもの調ちよう味み料りようが混ざった匂においに鼻を動かしながら、

　……一応、周囲に異常はありませんわね。

「大だい丈じよう夫ぶですわ我が王、ここで向こうの代表と顔合わせとなるのに、問題は無いかと」

　振り向いた先、肌はだ色いろの全ぜん裸ら迷めい彩さい浴衣を着た全裸が、おお、と頷うなずきを見せる。彼は祭を見渡し、更さらに、横にいるホライゾンとこちら、第一特とく務むとメアリを見て首を傾かしげる。

「やっぱ浴衣の下は着てねえの？」

　そうですねえ、と、しゃがんだホライゾンがこちらの浴衣の裾すそを腹はら下したまでめくった。

「最近の流りゆう行こうとしては、制せい汗かん素そ材ざいのタイツのみを穿はいて〝下着はつけてない〟としているようですね。あ、御ご協力どうも有り難う御ご座ざいます」

「これは一種の情報漏ろう洩えい！　情報漏洩ですのよー!?」

「まあまあ、私も点てん蔵ぞう様がシキタリと仰おつしやる通り、同じようにしてますから」

　メアリが自分の浴衣の裾をめくって見せる。彼女は頰ほおを赤くして、

「点蔵様と、有あり明あけで選んできて正解でした。最近は下はこれだけ、という人も多いそうで」

「第一特務、貴方あなたには、いろいろな意味で言いたい事が発生しましたのよ……？」

　と、言っている間に、また周囲の艦から有明への砲ほう撃げきが生じた。

　祭の中にいる人々は、砲撃と、その光が東側の壁向こうで散ると、おお、とそちらに視線を向ける。そして、

「たぁまやあ──」

　……何だか間違って歴史再さい現げんが行われてる気がしますの──！

　これは有明への砲撃だ。そう考えてみると、上越露西亜の船ではあるが、有明花はな火び大会という事でいいのだろうか。だが、メアリが東の方の壁を見て、

「正まさ純ずみ様が堪こらえろと言ったのですから、私達は堪えるのが仕事ですね」

　彼女が眉まゆ尻じりを下げた笑みで言う台詞せりふに、ミトツダイラは頷くしかない。

「……仕方ないにしろ、それが方針だと、今け朝さに決めたばかりですものね」

　と言い、さてどうしようかと思った時だ。不意に、神社の方から声がした。

「初しよ見けんであるな。面めん通どおしを行いたい」

　女だ。肌はだの白い、魔ま神じん族ぞくの女性だった。神じん社じやの泉いずみ、子供達が水遊びをしている場から来たのだろう、上越露西亜スヴイエート・ルーシのハードポイントパーツに白の水着を接続した彼女は、上着一枚に長ちよう剣けんを引っかけ、灰色の長ちよう髪はつを流して歩いてくる。

　濡ぬれた身にサンダルという彼女の足運びは、しかし余よ計けいな物音を立てない。だからミトツダイラは皆の前に出た。銀ぎん鎖さのケース。その下側の蓋ふたを何い時つでも開けられるように腕を下げ、軽く膝ひざを下げて礼の代わりとし、

「──どちら様ですの？」

　ああ、と細ほそ身みの彼女は、胸を抱くように己おのれの両腕を組み、こちらの問いに答えた。

「上越露西亜第三特とく務む、南東部担たん当とう、本ほん庄じよう・繁しげ長ながと言う。で、突然で済まないが──」

　繁長が組んだ先の右手て指ゆびを鳴らした直後。不ふ意いの風が起きた。

　自分達の居る艦かんの右を、輸ゆ送そう艦が一隻せき、高こう加か速そく状態で有あり明あけ方面に飛んでいったのだ。

　え!?　と声をあげるミトツダイラの眼がん前ぜんで、繁長が、うんうん、と頷うなずきながら言う。

「P.A.Odaがマクデブルクに行った航こう空くう艦かん攻撃。──上越露西亜にも不可能なものではない。有明、武蔵共にどう対たい処しよするか見せて貰もらいたいものであるな」

[image: ]
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　……やってくれるわね……！

　ナルゼは、上越露西亜スヴイエート・ルーシの意図を悟さとった。

　現在、P.A.Odaとの戦せん闘とうを行っている上越露西亜は、西面を任せていたノヴゴロドの裏切りにも近い講こう和わによって、西側での侵しん攻こうを許している。ここでもし、東部側である関かん東とうにまで羽は柴しばの影えい響きようを得るならば、上越露西亜はP.A.Odaという大国に東西を制されてしまう。

　だから、羽柴に対しては、武蔵むさしへの攻撃を行い、恭きよう順じゆんするような姿勢を見せつつも、

　……迂う闊かつに攻め込んでくるならどうするか、その力を見せておくわけね。

　そうする事で、上越露西亜は西側から侵攻してくるP.A.Oda、柴田の戦せん士し団だんにも釘くぎを刺せるし、裏切った空中都市であるノヴゴロドにも警けい告こくが出来る。

・●　画：『ならば武蔵は、上越露西亜にとって三重、四重の〝見せ物の場〟ね。──正まさ純ずみ、出しゆつ撃げき許可を出しなさい。敵の砲ほう撃げきを有あり明あけが防ぼう御ぎよしているように、外がい交こうとしては〝向こうの行動を阻そ止ししない〟しかし有明では〝向こうの攻撃は止めていい〟というのは有りなんでしょ？』

・副会長：『出来るな？』

・●　画：『アンタ、眼鏡めがねよりも指し揮き官かん向きなんじゃない？』

　そうよね？　とナルゼは空中に向き合うように寝ているマルゴットに、頰ほおを傾けた。と、向こうから、小鳥のように唇くちびるを[image: ]ついばまれる。その行為や柔らかい感かん触しよく、音よりも、戸と惑まどいが強く、

「……あ」

「へへ、気ー抜いたら駄だ目めだよガっちゃん」

　言われ、ナルゼは苦く笑しようした。この相あい方かたは、昔からこちらを驚かせる事ばかり選択する。だから、ナルゼは苦笑を緩めはするものの、自分の本ほん分ぶんを怠おこたらない。

　今、西の空には、陽光を受けた反射が一つある。上越露西亜の輸ゆ送そう艦かん。距離にして十五キロと、ナルゼはそう見み切きって白嬢ヴアイスフローレンの航路制御術式ナビゲートプログラムに数すう値ち類るいを設定。そしてナルゼは、マルゴットと同じタイミングで白嬢の船せん殻かくを傾け回し、真ま下したに向けた。

　自由落下を利用し、輸送艦と高度を合わせに、

「行くわよ」

　二人の魔女テクノヘクセンは、滑り落ちるように西の空へと飛んだ。
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「……あれが〝双嬢ツヴアイフローレン〟」

　と、大地の上から、空を行く白と黒の軌き跡せきを見る影が二つある。

　どちらもM. H. R. R.神聖ローマ帝国の女子制せい服ふくを、上着無なしで着た女だった。

　福ふく島しま・正まさ則のりと、加か藤とう・清きよ正まさの二人だ。

　二人がいるのは、水み戸と南部の森にある小さな岩山の上だった。

　福ふく島しまが、清きよ正まさの左腕に治ち療りよう用の符ふを張りながら、

「キヨ殿どの、あまり無理を自分に強いる戦せん闘とうは良くないもので御ご座ざりますぞ」

「福島様……、あまり、余よ所そ見みしながら治療するのはやめて欲しいのですが」

「拙せつ者しや、関かん東とうの空を見るのは初めてで御座りまして」

　と、空から大きな音が響ひびいた。白と黒の魔女テクノヘクセン二人が、強きよう烈れつな加か速そくを入れたのだ。青の空に水すい蒸じよう気きの輪を作り、黒が先に行き、白を引く。二人の作る軌き跡せきを見ながら、清正は吐と息いきした。

「義よし光あきと長なが安やすが、あれを見たらどう反応すると思います？」

「Ｔｅｓテスタメント．、いつも飛ぶ口こう実じつを探しているような二人ですが、あれを見れば、その口実が一つにまとまるもので御座りましょう。即すなわち、──己おのれの相手に勝つために、と」

「止めねばなりませんね、彼ら、武蔵むさしの覇は道どうを」

　Ｔｅｓ．、と福島は一つ頷うなずき、こう言った。

「この空も、この大地も森も、水も、空気も、熱や風の涼しさも……」

　一息を入れ、

「末まつ世せを止める事が出来るかどうかは、対たい武蔵要よう員いんの、私達次し第だいで御座りましょう」

　直後。追加というように、空に再度の音が響ひびいた。魔女達が、更さらなる加速を自分達に叩たたき込んだのだ。







[image: 第三十七章『大空の翼使い達』]











●






　青の空、緑の大地の上を、黒と白の線が行く。

　乗るものは〝見下し魔山エーデルブロツケン〟から与えられた専用船せん殻かく、〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟と〝白嬢ヴアイスフローレン〟。今は加速力りよくに優れる〝黒嬢〟が、〝白嬢〟を引く形だ。

　白の魔女テクノヘクセンが、大気緩かん衝しよう術じゆつ式しきでも消せぬ風を浴びながら、右手で描いたトンボ枠わく型がたの術式陣じんに言葉を放つ。それは、声としては風に消える物だが、フキダシに確かに書かれ、

・●　画：『マルゴット！　見えてきたわ！　現状、距離八キロ！』

・金マル：『Ｊｕｄジヤツジ．！　あと五キロ近づいたら前後交こう代たいね！』

・●　画：『Ｊｕｄ．！　一気にターン掛けるから、旋せん回かい設定を切り替えておいて！』

　こちらの狙ねらいは一つ。上越露西亜スヴイエート・ルーシ側が有あり明あけめがけて飛ばした一いつ艦かんを止める事だ。それも、

　……非ひ完全破壊措そ置ち！

　自分達での撃げき沈ちんは、可能である事を見せつけながら、しかし行わないという事だ。

　狙いは、後こう部ぶ加速器きを破は損そんさせる事で進路を逸そらし、不発とさせる事。何な故ぜならば、……たったそれだけで、脅きよう威いでは無くなるというのを見せつけてやらないと駄だ目めだわ……！　マクデブルクで輸ゆ送そう艦かんの衝しよう突とつが行われたのは、夜間の事であり、通つう神しんも途と絶ぜつ状態だった。

・●　画：『だけど、今ここでは私達が居るって、見せつけてやるわ！」

　ナルゼは速度を上げる。

　急がねばならない。正面を行くマルゴットが、こちらに躊躇ためらい無く加速していくからだ。黒嬢と、金色の翼が作る風の穴の中を、ナルゼは必死に追いすがる。

　眼がん前ぜん。黒魔術シユヴアルツテクノによる加速術式の光がある。その向こうには一直線に後ろに伸びたマルゴットの主しゆ翼よくと、風に翻ひるがえる黒嬢のスカートと、

・金マル：『……ガっちゃん、さっきから無理にその位置とってない？』

・●　画：『タイツで御お尻しりがクッキリ見えてるんだから本能に従うだけよ！』

・金マル：『ガっちゃん、相変わらず流石さすがだけど、──距離来きたよ！　あとは──』

　Ｊｕｄ．、とナルゼは両りよう腿もも裏うらに当たるアクセルを後ろへと押し込んだ。身体からだを前ぜん傾けいとして、マルゴットを追い越すように、しかし風に当たって吹っ飛ばないように、

・●　画：『行くわよマルゴット！』

・金マル：『いや、それだけじゃなくて、あーぶなーいよー、って言おうと思ったの。ほら』

　と、前に出掛けたこちらの頭上を、白い色が抜けていった。

　……氷ひよう系けいの砲ほう撃げき!?

　発はつ射しや元もとは上越露西亜の艦かん群ぐんかと思えば、違った。

・●　画：『突っ込んでくる輸送艦から……!?　無む人じんじゃないの!?』

・金マル：『生せい存ぞん反応は無いよ！　だからこれは……』

　解わかっている。敵も、こちらの迎げい撃げきを読んでいたという事だ。そして、

・金マル：『ガっちゃん！　向こうの攻撃、──来るよ！　多た段だん式しき!!』
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　魔女テクノヘクセンとの距離三キロにおいて、来る輸ゆ送そう艦かんの各部から、白い槍やりのようなものが三十二の数で発はつ射しやされた。

　氷こおりの槍だ。それは本体を構成する賢水オレイ・ネーロに溶かされた術じゆつ式しきに応じ、


『露西亜聖譜協奏派オルソドクシア：攻撃術式：多た弾だん頭とう分割・追つい尾び：──確認』



　空中で八本に分かれたそれぞれが、後部に加速術式を展開。直後にあるものは弧こを描き、あるものは直線的に空を跳ねて飛んだ。

　初夏の空に、莫ばく大だい量りようの氷ひよう柱ちゆうがその鋭えい角かくを見せつけ、光の飛沫しぶきを上げて宙をサーフする。

　行き先は、向かい来る二人の魔女だ。だが、無人の輸送艦は、艦かん首しゆ側の視覚素そ子しに赤い光を一度得ると、


『追加：──確認』



　更さらなる氷ひよう結けつ多弾頭を無む造ぞう作さにバラ巻いた。それも二段、三段と、だ。

　温度差で、空に、白の霧きりが生じた。風に巻かれて激げき突とつ四し散さんする氷柱もあるが、無む人じんの輸送艦は構わない。白の輸送艦は、白の槍を空にまき散らして誇こ示じしながら、白と黒の魔女へと一直線に飛ひ翔しようした。
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　ナルゼは、マルゴットを強ごう引いんに追い越して前に出ながら、それを見た。

　……白の、太ふと雨あめとでもいうべきかしらね

　弾だん幕まくと言うよりも、壁と言うよりも、敵てき弾だんの空間が眼がん前ぜんに霧をまとって現れた。

　線せん画がとして描いたならば、空白部が少なくて、白を描いたつもりが真っ黒の描き込みになってしまうような。そんな敵弾空間だ。

「やってくれるわ。多段式の追尾弾ぶちまけるだけなら、戦せん艦かんじゃなくて輸送艦で充分なんだし。短時間の迎げい撃げきを凌しのぐためなら充分に有用でしょうね」

　ナルゼは、文句を言ってやろうと思った。悪あく態たいを穿うがち、敵の対たい処しよを罵ののしってやるべきだと思った。だが、

「はン……！」

　風の中、己おのれの声が聞こえた。眉まゆを歪ゆがみ立てながら、しかし相手を見み据すえ、口くち端はも、笑っていいものか、怒っていいものか、解らぬままに、ただ口から吠ほえられたのは、

「魔女ナメてんの上越露西亜スヴイエート・ルーシ……!!」

　ナルゼは、両腰のレールウイングを左右後うしろに展開。膝ひざ裏うらをアクセルにひっかけ、尻しりを上に突き掲げると、

「見てて」

　膝ひざで白嬢ヴアイスフローレンを挟むと、アクセルを強ごう引いんに後ろに押し込んだ。

　風に暴れる機き体たいを押さえつけ、ナルゼは空を前へと押し割って行く。

　ただ、前進の意思をもって、

「行くわよ……！」
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　冷たいわね、とナルゼは思った。

　空気が、予感のように冷えている。周囲に音はなく、ただただ、自分が大気を水のように押し割っていく柔らかさと、こちらに向かってくる白はく氷ひようの総そう列れつがあり、

「ふ……、ふ」

　まるで、この眼がん前ぜんの光景は、全てが白くて、

　……何も描いていない原げん稿こうそのものじゃないの。

　さあ、さあ何ど処こから始めましょう。何処から切り込むように、最初の下書きを、ラフ線を、鉛えん筆ぴつの沿え場所を決めましょうか。

　右上。でもそこからキャラで始めるのはいつも通り過ぎるわ。コマは割るけどね。

　今回、右上からは風景として入るべき。右の密みつ度どは濃いままに、風景の密度を中央に向けて浅くして、視線を左に誘ゆう導どうすべきね。

　そして左に行くと、ヒロインの顔があるの。そのまま下に、ページ上下ぶち抜きでヒロインがこちらに歩いてくるの。ちょっと暗めの、避けられがちの女の子よ。

　だけど、ヒロインはこちらを見ていないの。彼女が見るのはページの右下。そして中段のコマは、友人の女の子がヒロインの後ろから走ってくるシーン。

　明るくて、でも、どことなく、何ど処こかへと行ってしまっても不ふ思し議ぎじゃない友人が、ヒロインに声を掛けに走ってきてくれる。陽光が彼女の上からこちらを照らしている、というのも、季節感かんがあっていいわね。

　下段のコマでは友人の顔が大おお写うつしで、花を添えて描いておきましょう。白の花。椿つばきだと極きよく東とうね。そしてその花をヒロインの方に繫つなげて描きながら、少し不安の表現として、ヒロイン側ではちょっと花を散らしておく。

　次のページの予定を立てるとしたら、ヒロインが友人に振り返って、背景はスッキリと青空、というところかしら。

　いや、やっぱり花ドバの方がいいかしら。

　じゃあ、まあ、そこは流れ任せで、

・●　画：『戦せん闘とう範はん囲いに入るわよ……！』
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　白の魔女テクノヘクセンは、輸ゆ送そう艦かんに距離二キロまで迫った瞬しゆん間かん。右上方向に上昇した。

　常じよう時じ四本の誘ゆう導どう硬こう貨か弾だんを連れん射しやしながら、浅い上昇の弧こを描いていく彼女と、後こう続ぞくの黒くろ魔女。それに対し、輸送艦の追つい尾び弾だん群ぐんが魚ぎよ群ぐんのように右上へと密度を上げる。しかし、

「──こっちよ!!」

　右上方に上昇する白嬢ヴアイスフローレンの上、白しろ魔女は、機体を押さえ込むために右上へ突き上げていた尻しりを、強ごう引いんに左へと振った。反動で、白の船せん殻かくが左上を向き、

「……っ！」

　跳ねるように、白の魔女が、輸送艦に対して左上の位置に飛んだ。

　敵てき弾だんは追いついて来られない。密度は右上集しゆう中ちゆうのままで、追うための弧を急ぎ作り出す。

　しかしナルゼは、既すでに輸送艦の下に回り込む軌き道どうをとっていた。抉えぐるような一直線の下降ラインは、そのまま船殻の後ろについたペン先が描く誘ゆう導どうラインになるものの、

「わあ」

　高速性重視の黒魔女が、誘導ラインに乗りながらも、ついて来られない。宙で踊るように、駆かけ跳ねるような動きとなって、黒の魔女が右上からの斜め軌道で白魔女を追う。しかし、

「マルゴット！　強ごう引いんに動かないで!!　まっすぐ来て!!」

　敵弾に再び追われ始めた白魔女が、身体からだを振った。方向転てん換かんではない。背を下に、船殻の腹を天に向ける事で、

「見えてるわよ……！」

　船殻を天への盾たてとするように構えた白魔女は、追ってくる敵弾の群に対し、手にしたペンで宙をなぞり当てた。空中を走ったペン先は立体的なラインを描き、全てが飛ひ来らいする氷ひよう柱ちゆうに至り、

「──Hellrich!!」

　放たれた硬貨弾が、高速回かい避ひを行いながら身の翻ひるがえしを行う〝白嬢〟から放たれる。

　線の本数は、そのまま氷の破は砕さい回数に繫つながった。

　空に白の花が咲き、散った光の間を振り切るように白の魔女が浅く上昇した時だ。

　輸送艦が、四角い先端部ぶから、幾いく条じようもの光こう砲ほうを吐いた。

「流体砲ほう!!」

　直線的ではあるが、正面のみを穿うがつのではない。追尾式だ。それは遅れて追ってくる黒魔女を食うように、光の飛沫しぶきを上げてワインダーを掛け、しかし、

「……見え見えなのよ!!」

　白魔女が、追ってくる黒魔女の背後、陽光のように迫る流体砲の光こう条じように向け、追尾の硬貨弾を速そく射しやした。

　白魔女が狙ねらったのは、しかし流体砲の光そのものではない。黒魔女を追ってくる追尾式の多た弾だん氷ひよう柱ちゆうだ。多た量りようの氷柱は、攻こう撃げき手段でもある一方で、

「流体砲ほうの追つい尾び誘ゆう導どう因いん子し……！　軌き道どうを見ればモロバレよ！」

　白しろ魔女テクノヘクセンの言う通り、流体砲は黒くろ魔女よりも、彼女を追う氷の弾だん頭とうを追い掛け、斜め軌き道どうを描きながら突っ走ってくる。

　食わせるわけにはいかないとばかりに、白魔女は己おのれを追う弾だん丸がんに対しては回かい避ひの一いつ択たく。黒魔女を追う敵てき弾だんに対しては、

「マルゴット！　信じて!!」

　自分に至る誘導ラインを、一直線に描いた。だからというように、黒魔女も、

「──Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　真まっ直すぐに、恐れる事なく白魔女を追った。

　しかし、輸送艦が放つ陽光のような流体砲の光こう柱ちゆうが、黒魔女を追い続けた。

　構わなかった。

　対する白魔女は射しや撃げきした。速そく射しやが重なり、連れん射しやとなって、黒魔女を追ってきた氷柱を連続で砕くだき裂いた。

　空に白の花が弾はじけ、破壊の音が咲き散らされた。

　花は幾いく重えにも割れ、それを刈り取るように流体砲の光が宙を走り薙ないで来る。だが、

「Hellrich……!!」

　描き切ったと、そういう意思をもって放った弾丸が、結論を生んだ。

　黒魔女の背後に氷の追っ手が消えたのだ。ただ荒れた風と霧きりの吹き荒れが生じると同時。輸送艦の流体砲が、その放つ光に追尾のワインダーを掛けさせるのをやめた。そして、

「ガっちゃん！」

　仰あお向むけになって迎げい撃げきしていた白魔女の胸に飛び込むように、黒の魔女が追いついた。

　振り向くまでもなく、白魔女は周囲に幾いくつもの線を描き、笑みとなって、

「駄だ目めよマルゴット、真っ直ぐ来てくれないと」

　彼女の周囲。水すい平へい以上に見える青空の全周にて、残りの氷柱が連射をもって砕くだかれた。

　白の破は砕さいの花が打ち鳴らされ、空間を染める。

　だが、咲き散っていく花はな群むれの中で黒魔女が笑みを作り、

「だって、ガっちゃんのお尻しり見てたら、凄すごい気をとられちゃって」

「──私の気分解わかった？」

　Ｊｕｄ．！　という返答が生じるなり、赤せき面めんし合った魔女二人は加速した。頭上へと、今まさに擦すれ違おうとする輸送艦へと上昇を掛けたのだ。

　魔女は速度を弛ゆるめない。加速力りよくのある白魔女が先に引いた上で、

「行くよ！」

　黒魔女が、白魔女を飛び越えるように前に出た。
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　ナイトが考える輸ゆ送そう艦かんの迎げい撃げき方法とは、簡単なものだ。

　輸送艦は、上部から貨物を入れるために、上側の装そう甲こうが皆かい無むに等しい。だからすれ違う瞬しゆん間かん。強ごう引いんに上に回り込み、後部甲かん板ぱんから下にある機き関かん部ぶを撃うち抜く。

　……上に装甲があったら知らないかなー。

　前向きに行こう。毎日のように輸送艦の行き来と挙きよ動どうを武蔵むさしで見ているナイトの勘かんでは、この輸送艦は上部に重量物ぶつを入れていない。だから己おのれを信じ、自信とするならば、結論は、

「行けるよ……！」

　舞い上がる。後ろにナルゼがついてきているのを、風の動きとして翼に感じながら、ナイトは黒嬢シユヴアルツフローレンの機き動どう用に展開している加速術じゆつ式しき五つに光を与え、しかし、

　……え!?

　ナイトは疑問の声をあげた。

　周囲の風が、不ふ意いに、濁だく流りゆうのように膨ぼう大だい量りようで上から下に流れ出したのだ。

　どういう事かと思うまでもなく、ナイトは目の前で生じた事を視し界かいに入れる。

　輸送艦が、回っているのだ。

　有あり明あけに飛ひ翔しようしていた敵てき輸送艦が、まるでこちらの攻撃を逃れるように、大きくロールを打ち始めていた。正面から見て、時計回まわりの軸じく回転。右う舷げん下したから上に回ろうとしたこちらに対しては、右舷甲かん板ぱんが向こうに転がっていき、背を見せぬように見える動きだ。

　更さらには、各部に展開した流体砲ほうが、もはや狙ねらいを定めもせずに宙を薙なぎ払い始めた。

　空気の焦こげ音と風の滝たき鳴なりを正面から浴び、空を突っ走る巨大な光こう剣けんの威い力りよくを見ながら、しかしナイトは、

「──行こう、ガっちゃん」

　ただただ、回る空気の動きを昇るように、加速した。
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「まあ……」

　地上側、森の中にある岩山から、清きよ正まさはその光景を見ていた。

　時計回りに軸転ロールする輸送艦に合わせ、真ま上うえへと先に舞い上がったのは、黒の魔女テクノヘクセンだった。まるで、軸転する船の動きを上から見下ろしに行くように、直線的に黒の光が上に行く。

　だが、清正の位置から見ていても、黒くろ魔女が行く軌き道どうには無理がある。

　……真上に飛び出してしまいます……！

　高こう速そく域いき重視で組まれた黒の飛ひ翔しよう器き。その速度が高たか過すぎるのだ。

　だが、そんな黒を補ほ佐さするように色が来た。白だ。黒魔女の下をくぐるように白が来た。

　加速性重じゆう視しの飛ひ翔しよう器きに乗る白の魔女テクノヘクセンは、回る輸ゆ送そう艦かんの装そう甲こうを這はい、削そぐ軌き道どうを見せた。林りん檎ごの皮を剝むくように、しかし薙なぎ払う光こう条じようをくぐり、彼女はあるものを描いていく。

　黒の魔女を輸送艦から離さぬための誘ゆう導どうラインだ。それは手描きで、頭上の黒くろ魔女に届かないものだったが、

「あれは──」

　白しろ魔女がペンを握っていない方の手で、魔術陣マギノフイグーアを開いた。その上に手を当て、操そう作さをした瞬しゆん間かん、彼女が描いていた線に等とう間かん隔かくのグリッドが生じ、一部が鞭むちのように跳ね上がった。

　描いた線を、制御情報プログラムで変へん形けい加工したのだ。

　波打った誘導ラインが、軌き道どうを外れ掛けた黒くろ魔女の船せん殻かくを中央に捉とらえ切る。

　そこからが、曲芸サーカスだった。誘導ラインに捉えられているため、速度を一いつ切さい落とす事無く、黒魔女が輸送艦の周囲を高速で公こう転てんしたのだ。

　船せん殻かくの後部を前に滑らせ、尻しり餅もちをつくような動きで、黒魔女の船殻が逆ぎやく転てんの宙ちゆう返がえりを行う。

　船殻はそのようにして回るが、黒の魔女はその時、別の動きを取っている。船殻に寄り添うように身を離し、しかし己おのれは回る事なく、

「砲ほう撃げき準備に御ご座ざりますか……！」

　横の福ふく島しまが言う通りの動きが生じていた。

　勢いある風の中、回転する黒の船殻の後こう部ぶ加速器きが、上を回り向いた。そこに黒魔女は五千円分は有ろうかという長なが尺じやくの百円棒ぼう金がねを五本叩たたき込む。

　横に座ってこちらの治ち療りようをしていた福島が、気付けばその手を止めている。

　彼女と見る視線の先、回る船の向こう側に見えなくなっていく白と黒の魔女が、加速した。白の魔女が一気に輸送艦の周囲を削ぎに行ったのだ。それに引っ張られる黒魔女は、回っていく黒の船殻を上から脇に挟み、棒金を入れた後部加速器を砲ほう口こうとして構えると、

　……Hellrich。

　トリガー代わりとして、アクセルを片手で摑つかんでクラッチした。

　魔女達が回り行く船の向こうに見えなくなった。

　直後。

　頭上を通り過ぎようとしていた輸送艦が変形した。

　後部の外がい殻かくが、内側から水でも溜ためられたように膨ふくれ上がったのだ。硬こう化か木材の装甲板ばんは裂けながら内ない圧あつの形を作り、しかし抜け道を得られる事無く、圧力を前部と上側へと吹き上げた。

　轟ごう音おんは後からついてくる。

　そして続くのは、こちらからは見えない上じよう部ぶ甲板側から、向こうの空に、

「まあ……！」

　白の水すい蒸じよう気き爆ばく発はつを伴う、内部機き関かんの破は裂れつがぶちまけられた。

　恐らくは後部甲板下したにある機関部が爆発し、その衝しよう撃げき波はが空を飾ったのだろう。宙を穿うがち、割り裂くような音が響ひびき、輸ゆ送そう艦かんの軌き道どうが大きく落ちて、後部側がわから下に揺れた。

　輸送艦が、落ちていくのだ。

　だが、福ふく島しまが、不ふ意いに、

「そのままでは不ぶ作さ法ほうで御ご座ざりますぞ！　──落ちれば被害が出るに御座ります！」

　どうするのか、という問いかけを叫びながら、福島が我われ知しらずと、こちらの腕を握った。恐らくは興こう奮ふんしたのだろうが、こちらは骨折もしていようかという腕を、

「────」

「ぬ、どうしたで御座りますかキヨ殿どの！　貴き殿でんも思わず興奮に御座りますか!?」

「いや、ちょ、ちょっと、あの、う、腕、腕っ」

　福島は、ややあってから気付いたようだ。彼女は、慌あわててこちらの腕を放し、逆さか落おとしで岩山の下まで行くと土ど下げ座ざした。

「も、申もうし訳わけ御座りませぬ！　巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよ出来そうな大事なお身体からだを……！」

　……この人、こういうのが無ければいいんですけど……。あと何か変なコト今……。

　一応は十じつ本ぽん槍やりの内、自分達若わか手てのリーダー格なのだから、もう少し落ち着いて欲しい。

　だからまあ、気にしないで下さいと、そう言おうとした瞬しゆん間かんだ。

　……空。

　高空を、何かが抜けていく寒さむ気けのようなものがあった。

　軽く、鉄の薄うす板いたを叩たたくような音が一つ。しかし遠くの空上から、それは届いてきた。

　見上げるのは落下の輸送艦。そこから武蔵むさし側へと戻っていく黒と白の魔女テクノヘクセンが居る。だが、音が聞こえたのは二人に由ゆ来らいするものではない。

　落ちていく輸送艦の前後を、強力な力が貫いたのだ。それは、

「実じつ弾だん砲ほう撃げき……!?」
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　空に爆ばく圧あつの空くう震しんと、炎ほのおの赤、そして流体の飛ひ散さんによる光の波は状じようが生じた。

　輸送艦の爆ばく砕さいだ。

　魔女達の攻撃で撃げき沈ちん状態になったものを、そのまま落下させず、破は砕さいする。その内容は、

「物理弾だん丸がんに、破砕系けいの術じゆつ式しきを仕込んだ、というところであろうか。有効射しや程てい距離は十キロ前後。輸送艦の竜りゆう骨こつ程度は砕くだける、と見える。地上側に被害を出さぬよう、大部分は術式で破壊、超ちよう重量物ぶつの落下よりは遙かにマシ、という考えであろうな」

　空に浮かぶ縁えん日にちの中、望遠表ひよう示じを為なされた聖せい協きよう表示枠サンクト・アクノーを確認しながら、繁しげ長ながが言う。

　彼女は見ていた。東の空に、巨大な陰いん影えいが出現しつつあるのを。あれは、

「有あり明あけが、その姿を現すか。──祭の空に見るのもまた格かく別べつであるな」

　空に、波なみ飛沫しぶきのように光が走っていく。そして南から北へと見えていくのは白の平面。

　有あり明あけだ。

　武蔵むさしを収める専用ドックとして、平たく分ぶ厚あつい雲にも見えるその鉄てつ塊かいの上には、ただ一つだけ赤の色がある。武蔵の第六特とく務むが所有する武ぶ神しんだ。

　……ナンタラ朱雀すざくと言ったか。

　背には三征西班牙トレス・エスパニアの航こう空くう武神の翼を着けているが、現在、その身は有明の上部装そう甲こうに伏せている。そうやってこちらに携たずさえ、向けているのは、

「英国イギリス式の艦かん砲ぽうを武神の狙そ撃げき砲に改かい造ぞうしたか。英国式は狙ねらいが正確過すぎていかんな」
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　点てん蔵ぞうは、直なお政まさからの通つう神しんを見ていた。

・煙草女：『アサマチほどじゃないけど、狙撃術じゆつ式しき任せでも何とかなるもんさねえ。反動処しよ理りや排はい熱ねつを背中の翼で全部行うから、焼き付きが面めん倒どうだけどさ』

　それに、と直政の言葉は続いた。

・煙草女：『他、あたし以外にも使えるのが何人かいる。見えるさね？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点蔵は頷うなずいた。メアリと共に見る表示枠サインフレームには、地じ摺ずり朱雀の他、何機かの重じゆう武神や、中ちゆう武神、軽けい武神の小しよう隊たいが、それぞれの方向に合計八本の狙撃砲ほうを向けている。

　これが三さん国ごくへの牽けん制せいとなりうるのは、ナイトやナルゼがいることもあるが、

　……これだけ敵の位置が明確なれば、で御ご座ざるな。

　狙撃姿勢は即そく座ざの動作ではとれない。

　有明がステルス防ぼう護ごを解かい除じよしたのは、武神の狙撃班はんを見せつけるためだけではなく、ステルス状態では武神側からの敵てき捕ほ捉そくが難しいと有明側で判断したからだろう。

　今の有明の状態は、敵に砲ほう撃げき元を見せたようなものだ。狙撃砲はあれど、己おのれの身を切らせて相手を切る事を選択したに過ぎない。

　今、表示枠内ないの別べつ枠わくでは、有明の関かん東とうIZUMO代表、三み科しな・翔しよう一いちが、

・481：『どうです！　どうです義と父うさん！　地摺朱雀の狙撃砲、格かつ好こいいでしょう!?　まだ実筒メインバレル状態で、全銃身展開フルバレルは行ってないのにこの格好良さ！　何て可愛かわいらしい！』

・メカ夫：『はァ？　馬鹿じゃねえのか。朱雀で射しや撃げきっつったら、広げたトゲトゲ翼の先端から追つい尾び式しきの光こう線せん砲撃がドバア出るようにするのが先だろうが。そういう翼作つくらねえで長モノ作って威い張ばってんなよド素しろ人うとが』

・481：『この人は！　この人はいつも解わかったような事ばかり言う大人おとなだ!!』

　充実した義ぎ理り親子関係で御座るな、と思う眼がん前ぜん。繁しげ長なががこちらを見た。

「武神による可か動どう砲ほう。確かに、各かく艦かんが個別に移い動どう出来、高速での運行も可能とする武蔵では、すぐに動く事が可能な可動砲台だいが必要であろうな。実際の運用では各所に狙撃台なども設けて膝ひざ立だち程度で砲撃出来るようにするのであろう？」

　彼女の疑問に、ふと、皆がこちらを見た。対応役やくを任せるという事らしい。

　……まあ、表情の見えぬ自分が対応するのが、ここでは無ぶ難なんで御ご座ざろうなあ。

　全ぜん裸らは全裸が仕事だし、ホライゾンはホライゾン理論を展開するし、ミトツダイラは水み戸とでの戦せん闘とう後なのでテンションが上がっているだろうし、メアリに任せるのもまた情なさけない。

　だから点てん蔵ぞうは、Ｊｕｄジヤツジ．、と短く答えた。繁しげ長ながの質問に対し、実際の運用を答える意味はない。だから話をズラすためにも、

「どうで御座るか、実体弾だん。いいで御座るな。男の浪漫ろまんに御座る」

　ほう、と繁長が口の右端はしを立てて頷うなずいた。腕組むと結けつ構こう胸が大きく見えるで御座るが、そんな技を使ってもメアリ殿どのには全くかなわんで御座るなー、と、そんな事を思うこちらの眼がん前ぜん、繁長は顎あごで西の方角を示し、

「K.P.A.Italiaが陥かん落らくした時のように、放っておいた敵てき艦かんに竜りゆう脈みやく炉ろがあると危険だと、そのような対応であるのか？　今の撃げき沈ちんは」

「上越露西亜スヴイエート・ルーシは竜脈炉を危険とお思いで御座るか？」

　微び妙みような綱つな渡わたりを感じながらも、点蔵は問うた。すると、繁長は頷きもせず、ただ小さな笑みを作って、

「遙か昔、上越露西亜の土地でも、地ち脈みやく炉ろが暴ぼう走そうし、大だい規模な崩ほう壊かいが起きた。その土地は重じゆう奏そう領りよう域いきとして現げん存ぞんしているが、未だに怪かい異いの起きる〝人を吞む土地〟であり、月夜の晩には流体の霧きりが満ちる。そこでは航こう空くう艦かんの影や戦争の音、人の泣き声が響ひびくのだよ」

「それは……」

　点蔵は、噂うわさというレベルで聞いた事がある。歴史再さい現げんの解かい釈しやくとして〝無かった事〟にされる出来事があるが、それもまた、そういうものなのだ、と。

　しかし、今、眼前にいる繁長はＴｅｓテスタメント．、と頷いた。

「言い伝えで、歪ゆがみも誤ご認にんもあるであろうがな。重奏統とう合ごう争そう乱らんが生じる前、旧きゆうモスクワにて歴史再現に準じた内ない乱らんが生じたと言われている。その結果として旧モスクワは消しよう滅めつしたのだそうだ。だから、──重奏統合争乱以い後ごは、春日山宮殿カスガガーラ・クレムリンをモスクワとしているのが現状だ」
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　点蔵は、繁長の言葉を聞いた。

「私の母は出で戻もどり組──、重奏領域から現げん世せに来た者の一人でな。……私は、上越露西亜における地脈炉の暴走がどれだけの意味を持っているのか、ここ、最さい前ぜん線せんの守備役やくとしても、理解しているつもりだ」

「ならば」

　と、点蔵は告げた。ここは自分達の売り込みどころと思い、右の人差し指を上げ、

「我々がいれば、とりあえず輸ゆ送そう艦突とつ撃げきなどに対たい処しよ出来るということで御座るな？」

「はあ？　勘かん違ちがいするな。あの程度の迎げい撃げきならば、上越露西亜スヴイエート・ルーシでも可能である。魔ま神じん族ぞくの内、飛ひ翔しよう可能な中ちゆう位い以上が数名と、貫かん通つう系けい術じゆつ式しきを使える誰かがいればいい」

・●　画：『忍にん者じやの下へ手たな売り込みのせいで私達の頑がん張ばりが台だい無なしだわ……。ううっ……』

・十ＺＯ：『泣き真ま似ねしてまでツッコミで御ご座ざるかあ!!』

・○べ屋：『とりあえず、損そん失しつ分は補ほ塡てんして戻ってこないと駄だ目めだかんね？』

　仕し方かた無ないで御座る、と点てん蔵ぞうは右の手を挙げ直した。

「では、こういう考えはどうで御座るか」

「何がであるか？」

　繁しげ長ながの疑問に、点蔵は努めて明るい声で言う。

「自分達も上越露西亜も、少なくとも輸ゆ送そう艦かん突とつ撃げきは防げる上に、お互い、竜りゆう脈みやく炉ろの危険性も理解して御座る。そして、関かん東とう北部においては、上越露西亜が西で、自分達が東に御座る。

　ならば、自分達と上越露西亜がいれば、奥おう州しゆう側への羽は柴しばの影えい響きようや威いの力を緩かん和わ出来るで御座ろう。そうでは御座らぬかな？」

　如何いかがで御座ろうか、と点蔵が相手を見れば、

　……あれ？

　繁長が、鋭く細くした目を、こちらに向けていた。

「──奥州への守りは、貴き様さま達に任せる訳にはいかん」

　繁長が、表情を消した顔で、そう応じた。彼女はそのまま、

「その役目には適てき任にんがいる。その者が戻るまで、私は西を護まもる約束もある。だから武蔵むさし、この輸送艦迎撃は、貴様らの力を見る事にはなっても、それ以上の点数とはならん」

　言い切られた。ふん、と鼻を横にも向けられた。

　拒きよ絶ぜつされたのだ。

・あさま：『やはり……。点蔵君の外がい交こうスキルは英国イギリスで使い切ったんでしょうか』

・あずま：『あ、ちょっと？？？の御お菓子貰もらってくるから先進めといてね』

・礼賛者：『ようこそ！　ようこそ点蔵君！　こちらの側へ!!』

・十ＺＯ：『やると思ったら本当にそういう反応来たで御座るな！　別にいいで御座るよ！　自分、メアリ殿どのルートに進んで御座るから今回のこれは正しい選択肢し!!』

・副会長：『どうでもいいから外交失しつ敗ぱいすんなー！』

・ウキー：『ククク、着実に姉ルートに進んでおる拙せつ僧そうとは雲うん泥でいの差よのう……』

　相変わらず過ぎる。だが、繁長が、吐と息いきをつけてこちらに視線を向け直した。

「だが、どうする武蔵？　こちらの砲ほう撃げきは続くぞ？　三さん国ごくは今、有あり明あけに近づきつつある。砲撃の威い力りよくも増していくことになる上、それに……」

・煙草女：『ウルキアガ！　そちらの動きを見な！　伊だ達てからの砲撃が固定化かされた！』

　……固定化!?

　砲ほう撃げきの軌き道どうを単純化かした。それは、有あり明あけが防ぼう御ぎよをしやすくなる反面、伊だ達て側がわも別の動きを取れるようになるという事だ。そして、ウルキアガから返ってきた通つう神しん内容は、

・ウキー：『有明に対し、武ぶ神しんが出るようであるな。航こう空くう戦せん可能なヤツが』

　そうとも、と繁しげ長ながが笑った。

「伊達家けの誇る対たい艦かん戦せん武神による、竜りゆう騎き士し団だんだ」

　それだけではない。緊きん急きゆう指定付きで展開した表示枠サインフレームがある。武蔵側からの報告だ。

・武蔵野：『南方、〝聚じゆ楽らく第だい〟に動きがあります！　上部艦かん首しゆ側がわ甲かん板ぱんに人ひと影かげ！』

　それは、

・武蔵野：『──羽は柴しば・秀ひで次つぐ様と思われる姿が、出場されました!!　──以上』





●






「羽柴の甥おいって、……そんな超ちよう重要人物が最さい前ぜん線せんに出てきたって事？」

　有明上空に戻っていたナルゼは、武蔵むさし艦かん橋きようから送られてくる情報を魔術陣マギノフイグーアで見た。

　トンボ枠わくの中に描かれているのは、南から来る聚楽第だ。だが、それはコマが進行するごとに拡かく大だい描写されていき、艦首部に立つ一人の少年を見せていく。

　青の空を背景にした少年は、黒の髪かみも長く、力無なく立っている。瘦やせた身だ。ただ、特とく徴ちようとして、緩やかな眉まゆの上、左の頭から竜りゆう角づのが生はえていた。

　それを見たマルゴットが、目をやや細め、

「……あれが羽柴・秀次？　竜りゆう人じん？　コスプレじゃないよね、コレ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、生なま角づのだと思うわ。でも、それだけじゃ無いわよ。ほら、見えてる？　あれ」

　と、ナルゼは、魔術陣の中に映る少年を指で示した。

　聚楽第の舳へ先さきに立つ彼は、しかしその姿の向こうに、聚楽第の艦かん橋きようを透すかしている。

　透けているという、その意味に、ナルゼは内心で舌した打うちした。

「霊れい体たいよ。……現げん世せに未み練れんを残して、それを果たすために行動する者達ね。──厄やつ介かいだわ」

「Ｊｕｄ．、──でもまあ、厄介だなんて、魔女テクノヘクセンのナイちゃん達が言う事じゃないかもしれないけどね」

　そうね、と苦く笑しようしていると、魔術陣の映像の中で、動きがあった。竜角の少年の横に、一人の少女が並んだのだ。長い耳の彼女は、

　……長ちよう寿じゆ族ぞく？

　違う。耳には毛がある。人間型に近い半はん狐この少女だ。そして彼女も、

「霊体、ね……」

　しかし、それだけではなかった。二人の背後から、更さらに人ひと影かげが追加されたのだ。

　長身の女。P.A.Odaの制服に身を包んだ、結い髪がみの女性だった。

『武蔵勢ぜい、……どうやらこちらを見ているようだ。ならば、秀次様さまと、駒こま姫ひめ様の挨あい拶さつをここでしておこう』

　彼女は、肩に、犬に似た走狗マウスを乗せていた。制服の上に刺し繡しゆうされているのは数字の〝２〟。それを見たナルゼは、眉まゆを上げ、

「まさか……、P.A.Oda六ろく天てん魔ま軍ぐんの二番!?」

　問いかけに、走狗連づれの女が笑みで応じた。

『私がP.A.Oda第三特とく務む。六天魔軍、五ご大だい頂ちようの二番、──丹に羽わ・長なが秀ひでだ』
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　ナルゼは、丹羽の名乗りを聞いて、眉まゆを立てた。

「確かに、丹羽・長秀は安あ土づち城じようの築ちく城じよう役やくだったものね……。だから乗り込んで来たって訳ね」

「あー、……ナイちゃん実はずっと丹たん波ばだと思ってたかな」

「誰もが一度は通る道よマルゴット」

　言う正面。しかし術じゆつ式しき陣じんの中で、丹羽が袖そでを外した両の腕を広げた。その腕に支えられるようにしているのは、前に立っている二人の霊れい体たいだ。

　丹羽は、狐きつね耳みみの少女の方が困ったような顔で振り向くのを笑みで返し、

『こちらの女性が、──最上もがみ・駒こま姫ひめ様』

　そして、と、伏せ目のまま、不ふ動どうを保つ竜りゆう角づのの少年に視線を向け、丹羽が言った。
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『こちらが、羽は柴しばの甥おい、──羽柴・秀ひで次つぐ様さまだ』

　いいか、と丹に羽わが言葉を続ける。彼女は身を起こすようにして、こちらを、北の方角を見て、目を細めた。

『このたびは、秀次様に側そく室しつとして急ぎ輿こし入いれした駒こま姫ひめ様が、最上もがみに満足な挨あい拶さつをする意味もあって聚じゆ楽らく第だいでここまで来たものだ。駒姫様、秀次様、ともに自じ害がいの聖せい譜ふ記き述じゆつを目の前に置いた者同士。……各国、各かく教きよう導どう院いん、それぞれ粗そ相そうの無いようにな』

　砲ほう撃げきは続いている。その音を向こうに丹羽が言った。

『さあ、祝いの祭を続けてくれ』







[image: 第三十八章『天城の狐』]











●






　丹に羽わの登場以い降こう、伊だ達て家けの艦かん群ぐんは、武蔵むさし側がわへと速度を上げていた。

　鈴すずは、風よりも足あし裏うらから来る傾きのような力で、それを感じていた。

　速度を上げる理由は何となく解わかる。

　……武ぶ神しん？　遠いと、大変だもの、ね。

　先さき程ほど、有あり明あけに武神で攻撃を掛けるという事を、伊達・成なる実みという人が言った。

　たいへん！

　有明は直なお政まささんと機き関かん部ぶのお友達が、大たい砲ほう持って楽しそうにしているけど、実際に武神で攻撃されたら大変だと思う。壊こわれたら直さないといけないし、それはとてもお金や時間の掛かる事。でも、反はん撃げきして伊達家の人達を傷つけると、それはそれで、

　……せ、政治的？　問題あるって、正まさ純ずみ、言ってた……。だから──。

・ベル　：『直政さん、……有明、う、上う手まく、護まもって』

・煙草女：『あ？　大だい丈じよう夫ぶさね！　全員腕うでは確かで射しや撃げきは上手いさ！　来たら来たで鴨かも撃うちにしてやるし、うちの連れん中ちゆうもここんとこでストレス溜たまってるから、上陸されてもムキになって迎げい撃げきするさね。おい皆、艦かん長ちよう代理から〝有明を死し守しゆする〟ように御指令が来たよ！』

・男　衆：『Ｊｕｄジヤツジ．！　死ぬ気で頑がん張ばりまあす!!』

　……えっ。

　何か間違っただろうか。よく解らないが、スイッチが入った、と鈴はそんな感想を得た。だから、鈴は慌あわててスイッチを戻そうとして、

・ベル　：『そ、そういう意味じゃ、な、無いの』

・煙草女：『え？　ああ、解ってる解ってるさ。──おい皆、艦長代理が苦く言げんさね！〝死ぬ気じゃなくて生き延びろって〟な！』

・男　衆：『Ｊｕｄ．！　有明が滅ほろびても俺達は生き生き頑張りまあす!!』

　……ええっ。

　半分正せい解かい？　と、鈴はそんな感想を得た。全部正解は努ど力りよく目標に過ぎないのだろうか。とりあえず、鈴は、ええと、と迷いながら、

・ベル　：『お、お互い、傷つけたら、だ、駄だ目めだから……、ね？』

・煙草女：『……おい、皆、艦長代理のこの気き遣づかいをみるといいさ。ほら、このレス』

　直接伝つたわるなら大丈夫かもしれない、と鈴は期待した。すると、

・軽武三：『……なあ、鈴さんの言う通り、俺達は、傷つけ合っていたのかもしれない』

・中武七：『ああ、いつもメイン出力不ふ備びの責任押しつけ合いとか、エロ草ぞう紙しの借りパクやシフトの入れ違いでいがみ合ったり、……傷つけ合って来たな』

・軽武五：『人は、解り合えるのかもしれないな……。じゃあ、ここは一致団だん結けつして伊達を迎撃して、機き関かん部ぶ再さい生せいと行こうぜ……！』

・煙草女：『いやあ、鈴すず凄すごいさ。ここんとこで疲労ピークだったし、皆の連れん帯たいが不安だったんだけど、こうもまとまるとはねえ』

　何だかいろいろなものに御ご免めんなさいと言いたくなった。だが、内心で鈍い汗をかいている間に、隣りん接せつする大きな船の後部甲かん板ぱんへと大きな姿が上がってきた。

　……竜りゆう？

　人ひと型がたの竜、と鈴はそれを捉とらえた。義よし康やすの〝義ぎ〟が人型の犬だから、多分、これも同じように強いのだろう。悪い事にならなければいい、と、鈴はそう願うにとどめた。何か言うと被害が広がる気がするから。だが、

「武蔵むさし外がい交こう官かん、──それなりの覚かく悟ごを用意して欲しいわ」

　伊だ達て・成なる実みが、スカートを押さえながらこちらに向いた。

「総そう勢ぜい十二体、どのように有明を護まもるか、見せて欲しいものね」
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　成実は、内心で吐と息いきを下に落としていた。そして、

　……何を疲れているのかしら、私。

　ここは前ぜん線せんだ。狙ねらうべき目標があり、その用意も準備も出来ているなら、目的を果たすだけだ。それが総そう長ちよう連れん合ごうという組織の決まり事であり、

　……私達は、純粋な極きよく東とう勢ぜいではないのだし。

　自分達、奥おう州しゆうを暫ざん定てい支配するシビルの人間は、元々ほとんどが極東人じんだったと聞く。重じゆう奏そう神しん州しゆうが出来た時、自分達の祖そ先せんの多くは、重奏神州の北方、シビルに渡ったのだと。

　そこは極ごつ寒かんの土地。日につ照しようも少なければ雪を見ぬ日が無いくらいの土地だ。今も、奥州を覆おおう無数の広い重奏領りよう域いきでは雪が分ぶ厚あつく積もっており、自分達の生活圏けんもその中にある。

　自分達の祖先が、何な故ぜ、重奏神州に移り住んだのか、諸しよ説せついろいろと言われている。だが、統一して言われるのは〝本ほん土どの人間、神しん道とうや聖せい譜ふの勢力と仲なか違たがいをしたのだ〟という事だ。

　そうやって渡った先、極寒の地で生き延びるための手段が、たとえば仙せん台だい城じように引き継がれる地下構こう造ぞう化か技術であり、極寒条件でも生せい息そく出来る野や生せいの機き竜りゆうをベースとした武神達。更さらには、

「竜りゆう神じんの加か護ご……」

　成実は呟つぶやいた。視線は真まっ直すぐに、武蔵の外交官を見ている。

「警けい告こくはしたのよ？　それなのに近づこうとすれば、そして監かん視しもあるならば、こちらは拒否をするだけなの。……どう？」

「どう、って？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と成実は頷うなずいた。

「今から帰り、奥州には二度と来ないとするならば、歴史再さい現げんというものを諦あきらめて水み戸とのあたりで大人おとなしくしているならば、攻撃も何も止めて、羽は柴しばへの講こう和わ仲ちゆう介かいをしてもいいわ」

「駄だ目め」

　即そく答とうが来た。子供と話しているような感もあるが、違う。それはこちらが態度としてナメてしまっているだけだ。何な故ぜならば、彼女は、

「する事が、あるの」

「それは？」

「──約束」

　それで充分だと言うように、外がい交こう官かんは口を噤つぐんで締しめた。

　芯しんの入った言葉かどうかは、解わかる。反はん射しや的な抵抗ではなく、信じている口く調ちようだ。怯おびえさせても、叩たたいても、懐かい柔じゆうしようとしても変わらない言い方。まるで、何をされても自分が〝居る〟のと同じように、ずっと口から出てくる音のように聞こえた。

　怖こわい物もの言いいだ。彼女にとっては、こちらの申し出が〝駄目〟なのではない。彼女達には為なす約束があって、それがこちらの申し出と嚙かみ合わないから〝駄目〟なのだろう。

　これは厄やつ介かいだ。

　他者との繫つながりの結けつ果かとして、しかし靡なびくのではなく、選択として自分を決めた人間は、揺らぐ事が無い。だが、そういった意思とは別に、現実は動くのだ。だから、

「──武ぶ神しんが出るわよ」

　カタパルトレーンが、その基き部ぶとなる甲かん板ぱん後部に光を得た。発はつ射しや用の術じゆつ式しき機き構こうが展開したのだ。重なる荷か重じゆう術式の表示枠サインフレームが減っていき、ゼロに砕くだけ、

「────」

　出た。
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　最初の一機は、旗はた持もちだ。青い機き体たい。鏑かぶら笛ぶえの付いた旗は、高こう音おんの響ひびきを伴って先に行く。

　竜りゆう笛ぶえと人は呼ぶと、成なる実みはそんな事を思う。

　笛の音ねは、宙に放り出された後、大気を受け止めるように四枚翼よくを広げると、一気に羽ばたいて上昇した。他の二国に対し、武神団だんが出場する事を知らせるためだ。

　成実は、上昇機きが前面に過か剰じようなまでの装そう甲こうをつけている事を確認。

　……鬼おに庭にわさんも、無む茶ちやしない方針で有り難いわ。

　思い、顎あごに手を当てて空を見上げている半はん竜りゆうに、成実は視線を向けた。

「止めないのね。これから合計十二機、有あり明あけに行くのよ？」

「有明が攻撃されていても、止めるのは拙せつ僧そう達たちの仕事ではない。十二機という機き数すうもそちらの問題だ。拙僧達は目的をもってここに来ており、姉を出せ、それ以外は眼がん中ちゆうに無い」

「今、……途と中ちゆうに何か漏もれなかったかしら」

「幻げん聴ちようだろう。あ、神もサブリミナルがお好きなのだ、ね、神の遣つかいである拙せつ僧そうと話していると、を、段々そのような気分になってくるかとは、だ、思うのだが、せ」

「気が狂いそうになるから早い内に聞いておくわ。──仲間が砲ほう撃げきされ、武ぶ神しんに攻撃を受けるというのに、どうして、神の御み遣つかいの心の中は未だに上から目線なの？」

「どうしてそう、神に対して突っかかる？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と成なる実みは答えた。

「──現実に不自由ばかりを感じるからよ」

「自由を夢と捉とらえている限り、眠りでもしないとそれは手に入らぬと思うがな」

「聖せい職しよく者しやは言葉遊あそびが好きなようね」

「当たり前だ」

　半はん竜りゆうは、吐と息いき付きでこう言った。

「神を語り、自由と博はく愛あいを述べ、共同や慈じ悲ひと平和を勧めるのが聖職者だ。──言葉で済んで良かったな。こんなの行動に出せば大だい戦争が生じるぞ？　つまり、現在、我われ々われ聖職者が言葉だけで手て加か減げんしてやっているからこの世は平和なのだ。何しろ下へ手たな事すりゃ海は割るわ生き返るわでハンパ無いからな。その事への理解が足りぬ女め。早く姉を出さんか。んン？」

「ま、待ちなさい！　何か変な事言ってる！」

　二機目めが飛んで行った。それを見た成実は、指さし、

「話をずらさないで答えなさい！　有あり明あけが砲撃を受け、武神の攻撃を受けるのが現実。そして私達はもはや松まつ平だいらが作る未来を望まず、羽は柴しばが敷く道みち筋すじを窺うかがうのが現実なのよ！

　そんな現実に対して、貴方あなた自身はどう思うの!?」

「どうも思わぬ。現実の批ひ評ひよう家となるのは旧派カトリツクの教えでは無いからな。いいか？　批評家たるな。──聖せい譜ふもて、そして現実の攻こう略りやく家かとならん。それが旧派、および各かく教きよう譜ふの教えだ」

　半竜が平へい然ぜんと告げた。

「拙僧達たちは、役目をもってここに来た。それ以外の役目は、それぞれの者達が担当する。

　それが拙僧達の、現実攻略に対する〝武器〟であり使用法だ」

「だったら──」

　何をもどかしく思っているのか、自分でも解わからぬままに、成実は叫んだ。手を下に振り、

「だったら、その現実で、この現状の何が変えられるって言うの!?」

　と、成実の声が空に響ひびいた時だ。

　一つの異い変へんが起きた。

　不ふ意いに、滑かつ走そう路ろをカタパルトレーンで行く武神一機が、身体からだをくの字にして吹っ飛んだのだ。





●






　空に、頭上の高い宙へと、自分達の武神が吹っ飛んだのを成実は見ていた。

　被ひ弾だんだ、と成なる実みは思った。副ふく砲ほうクラスの小型弾だんだ。非ひ加か護ご式ゆえ、この流体砲ほう撃だんの雨の中では気付かれなかったものだろう。

　だが、どこからのものかが、一いつ瞬しゆん、唐とう突とつすぎて判はん断だん出来なかった。

　……武蔵むさし!?

　否、遠すぎる。それに、こちらの武ぶ神しんは、横にくの字になったのだ。ならば西側。そこにいるのは、緩やかに接近を仕掛けてきていた。

「──最上もがみ家！」
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　どういう事だ、と正まさ純ずみは目を見開いた。

　実のところ、最上には、これから〝歴史再さい現げんの遵じゆん守しゆ〟を要よう請せいするところだった。つまり、

　……聖せい譜ふ記き述じゆつの通り、伊だ達てと上越露西亜スヴイエート・ルーシに攻撃してくれと、そう頼むところだったのに。

　最上は現在非戦状態となっている。だが、歴史再現として、それはおかしいと、そのように訴える事で、現状に一いつ石せきを投じるつもりだったのだ。それが、

「何な故ぜ……？」

「フフ、馬鹿ね政治家。──現実に対して〝何故〟なんて、自分が夢の中で生活しているって言ってるようなものよ。現実は何だって起きるの。アンタ以外の部分の方が大きいんだもの」

　確かに、と、そう思わざるを得ない。だから、まさか、という思いを正純はすぐに心の中で消した。事実は生じている。これが現実なのだ。

　羽は柴しばの監かん視しの下、三さん国ごくは有あり明あけへの砲ほう撃げきを行う流れだった筈はずだ。しかし今、最上が逸いつ脱だつした。ならば、それを指し揮きしたのは、最上の総そう長ちよう兼けん生徒会長である、

「最上・義よし光あきか！」

　告げるなり、ナルゼからの通つう神しんが飛んで来た。作図付きで示されるのは、

・●　画：『最上が、上越露西亜側がわにも砲撃を開始！　──応おう撃げきも始まるわよ！』
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　最上家の旗き艦かん、三さん胴どう式しきの〝山やま形がた城じよう〟は、前部双そう胴どうの両りよう翼よくを展開していた。

　開く構こう造ぞう体たいから、定期的な金きん属ぞく音おんと共に表おもてに押し出されてくるのは、鳥とり居い型がたの防ぼう護ご術じゆつ式しき発生機き構こうだ。一つが二十メートル四し方ほうはある上下逆ぎやく転てん式しきの鳥居型金属板ばんは、両翼艦かんの前ぜん後ご長ちよう五百メートルを七枚で覆おおい、青白い光を帯びた。

　艦かん上じようを、黄色く染めた露西亜ロシア式しき制服の姿が走り行く。彼らが注し連め縄な型わの伝でん導どうケーブルを各所に接続し、それぞれが手を挙げると、

「接続──！」

　言葉と同時に、〝山形城〟が鳥居を逆さにした流体防護壁へきで囲まれた。

　直後。その防ぼう護ご壁へきに光こう爆ばくが激げき突とつした。

　防護壁は三重化かして震動に耐え、空に光の欠片かけらが飛ひ散さんする。

　流体砲ほうの一いち撃げきだ。来た方向は、しかし伊だ達て側がわの東ではない。砲ほう撃げきを寄よ越こしてきたのは西。上越露西亜スヴイエート・ルーシの本ほん庄じよう・繁しげ長ながの艦かんだった。

　二発、三発目が来る。着ちやく弾だんする。音が鳴り、雲が散り、空の水平と垂直に爆ばく砕さいの光こう片へんが弾はじけ飛ぶ。だが、その頃には随ずい伴はん艦かんのほとんどが山やま形がた城じようの下に入り、敵に面した側そく面めん防ぼう御ぎよに切り替えて防護壁を出力する。

　そこに、伊達側からも応おう撃げきが来た。

　一発目が当たり、二発目と三発目が逸それ、一発目を正せい照しよう準じゆんとしたのか、ほぼ同じ軌き道どうで連れん射しやが走った。

　連れん発ぱつする。

　山形城が、左右からの流体砲撃で光の飛沫しぶきを浴びた。

　まるで桜さくらの花が一気に散るように、風まく空の中央で、光の花が幾いく重えにも散る。音は鼓つづみのように連続で打たれ、船は巨きよ艦かんだが震動した。防護障しよう壁へきは何枚も砕くだかれて再さい装塡され、しかし、

「くはは……！」

　山形城の艦かん橋きよう上部に、光を浴びる色が踊った。

　女だ。

　肩抜きに袂たもとを着けた白のシャツに、狐きつね色いろのサイドスカートが艦の震動に合わせるようにして、身を回し、色を回す。

　爪つま先さきと踵かかとを軸じくにしたターンとウエストの捻ひねりで、やはり茶色い髪かみと、白しろ毛げで覆おおわれた耳が風に靡なびく。荒れた風ふう圧あつは耳に付けた鈴すずを鳴らし、

「け──」

　高い声で一つ鳴くと、彼女は両の袂から一メートル強はある扇せん子すを抜いた。そして両手に広げられる扇子の骨に、貼はり物は無い。あるのは扇おうぎ状じようになった鳥居型の表示枠サインフレームで、そこには山形城の砲ほう門もん制せい御ぎよ術じゆつ式しきが連れん動どうしており、


『接続：──確認』



　彼女が踊り、両の扇子を振るうに従い、山形城が音と火を放った。

　左右、上越露西亜と伊達への応撃だ。その射しや撃げきは彼女の踊りに合わせて、

「くは……！」

　音を重ね、

「ははは！　浅ましきかな歴史の住人！　正せい道どうを行く定めの巡じゆん礼れい者！　その道を行かざるを得ぬために足あし枷かせを可愛かわいがりて磨みがき、縛しばりの鎖くさりの端はしを伝うだけになった見分け者達よ！」

　女は両腕を振り、左右の翼の先、前から後ろへと一いつ斉せいに砲撃を指示した。

「正しき道を、誰かに乞こうだけの穴に落ちた浅ましきは、笑うに値するぞえ……！」

　連れん射しやが、波のように空を突っ走り、その直後から速度を上げた。
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　本ほん庄じよう・繁しげ長ながの艦かん隊たいも、伊だ達ての艦隊も、お互いの有効な射しや程てい距離に入っていた。

　繁長の外がい交こう艦かんの上、祭の動きが止まった中庭にて、ミトツダイラはいきなりの砲ほう撃げき戦せんに、しかしまず武蔵むさし勢ぜいの防ぼう護ご役やくとしての対応を選んだ。銀ぎん鎖さを両の手首から地面に這はわせ、自分の背後にいる皆を軽く囲んだのだ。

　それを何かあった際の対応と構えた上で、改めてミトツダイラは首を傾かしげた。

「さて、どういう事ですの？　これは」

　この程度は有ゆう事じではないと、そのように内心で言葉を作り、ミトツダイラは繁長を見た。

　すると繁長は、指し揮き関係の方に幾いくつかの連れん絡らくと、対たい処しよの示し合わせパターンを選択して送った後、手元に一つの表示枠サンクト・アクノーを出した。そこに映るのは、

　……人じん狐こ。

　自分と同様の、変へん調ちよう型がたの種しゆ族ぞく。彼女の場合は、狐きつねに獣変へん調ちよう出来る種族だ。人狐は人じん狼ろうほど変身条件が厳しくない事と、どちらかというと狐きつね型がたの方が本ほん性しようという事もあってか、踊っているテンションで狐の耳や尻尾しつぽが髪かみの間や衣服の尻しりから漏もれている。

　尻尾の数は九本。大おお狐ぎつねだ。そうなると、あれは、

「どういう事であるのか!?」

　表示枠の人狐に対し、繁長が、こちらに一いち度ど視線を送りながらも叫ぶ。

「最上もがみ・義よし光あき！　──貴き様さまは奥おう州しゆうの安定を望まぬのであるか!!」
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　最上・義光は、本庄・繁長の言葉に、空へと笑いを捨てる事で応じた。

「浅ましい」

　扇おうぎを広げ、先を狙ねらい、両の腕から指先を払って砲撃に繫つなげ、衝しよう撃げきを空くう震しんとして受け、身を回しては左右の管理を入れ替えていく。風に額ひたいの汗は散り、

「浅ましきかな奥州、──意味は解わからぬかえ？」

『……羽は柴しばの事であるか!?』

　表示枠から吠ほえた繁長の問いに、義光は身を折った。背を膨ふくらませ、

「はは！」

　義光は笑った。人の笑いを作った後、のけぞり、空そらを食うように口を大きく三日月みかづきに裂き、け、と快の音を連続して立て、砲撃の扇を全身で振り打つ。

「け、は……！」

　もはや、敵の砲ほう弾だんに、己おのれの砲弾をぶつけるような応おう撃げきを行いながら、義光は叫ぶ。

「その程度か本ほん庄じよう・繁しげ長なが!!　その程度で、奥おう州しゆうの終わりを飾る者を名乗る気かえ!?」

『貴き様さま……！』

　繁長の表示枠に対し、空そらを食おうとしていた義よし光あきは、視線で答えた。弓となった目を、瞳ひとみを、捻ひねるように繁長に向けたのだ。

　見み透すかすと言うよりも、飲むような視線を、義光は繁長に落とし、

「浅ましいぞえ、本庄・繁長。──約束を果たせぬを羽は柴しばのせいとし、もはや待つ事もせぬのかえ、貴様。だとすれば……」

　目を更さらに細め、義光は唇くちびるを小さな笑みにした。

「──だとすれば、我が落ちる浅せん薄ぱくの冥めい道どうに貴様も踏み込んだ事になるぞえ……？」

　と、その時だ。不ふ意いに、彼女の頭上に影が差した。

　武ぶ神しんだ。
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　ほおう、と、義光は身を回した。

　頭上に来るのは一機。遠くに二機目めが、フォロー役のようにいる。

　武蔵むさし側に襲しゆう撃げきを掛けようとした伊だ達ての武神団だんが、当面の脅きよう威いはこちらと判断したのだろう。

　……これが、鬼おに庭にわの指示ならば、こちらを知っているが故ゆえ、当たりには来まい。

　だが、先に来る一機は、確実にこちらを撃うつ軌き道どうだった。右みぎ脇わきにした長ちよう銃じゆうを真まっ直すぐに向け、艦かん尾び側がわから艦かん首しゆ方面へと抜けるラインを取っている。

　警けい告こくではない。鬼庭の指示外がいの行動だ。恐らくは、新人の武神乗のりが、

「ここで伊達と最上もがみの因いん縁ねんを切っておこうと逸はやったか。はは！　急せく者は判断を過つ、それもまた、一時の正義として良いものぞえ……！」

　だから義光は、ほうれ、と、左右の扇おうぎを空高くに投げた。そして彼女は飛ひ来らいする武神に身を向け、左右から来る砲ほう撃げきの着ちやく弾だん光こうを浴びながら、

「身み内うちは大事にせえよ、若者」

　左のサイドスカートの内側から、彼女は一本の刀を抜いた。古びた、飾りもろくに無いような、長さも八十センチほどの一振りだ。

　だが、緩く反った背に、彼女は手の平を当てて垂直に構え、

「振り向け。──鬼おに切きり」

　言った瞬しゆん間かん、構えられた一いつ刀とう、〝鬼切〟の刃やいばから、あるものが放たれた。

　記き憶おくだ。
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　距離千二百メートル。高速で飛ひ翔しようする武神ならば三秒強きようという距離にて、先せん頭とうを行く攻撃手しゆは勝しよう機きを知ち覚かくした。

　義よし光あきを撃うつ。

　鬼おに庭にわには禁じられていて、しかし、機会として考えるならば、為なすべき行為だ。

　何しろ、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、最上もがみ・義光は伊だ達て・政まさ宗むねの叔お父じにあたる身でありながら、最上の東への進出を狙ねらい、幾いく度どと無く伊達・政宗や、領りよう地ち内の担当者を苦しめる。

　討うてるならば、討つべきだ。鬼庭は、義光に対しては〝不ふ意いを打てぬのならば避けろ〟と言っていたが、最悪、鬼庭の言げんが正しかったとしても、

『自分一人で済む……!!』

　距離が五百を切った瞬しゆん間かん。左右から飛来する砲ほう撃げきを浴びるような錯さつ覚かくを得ながら、彼は山やま形がた城じようへと単たん騎きで飛び込んだ。長ちよう銃じゆうを構え、無む理りはせず、狙いを術じゆつ式しきによる自動追つい尾びで義光に合わせて、

『……え？』

　武ぶ神しんと合ごう一いつしている身が、ふと、あるものを感じた。

　まるで、それは、

　……誰だ？

　自分の中を誰かが通り過ぎるような感覚が、ずるりと前から後ろに抜けていった。

　そして、目の前の視し界かいに、あるものが見えた。
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　……これは……。

　映像だ。だがそれは武ぶ神しんの視覚素そ子しから伝わるものでも、情報として仲間達たちから伝えられるものでもない。

　己おのれの記き憶おくだった。

　高速で過去から現在へと走る映像は、幾いくつかの人の顔を映す時に緩やかになる。

　待て、と彼は思った。これは何だ、と。何な故ぜならば、映像の速度が落ちるのは必ず決まって、家族や、友人や、仲間達の顔が映る時であり、まるで舐なめ回すように、その顔を視し界かいは確認するのだ。これは、

『誰を捜している……!?』

　思った瞬しゆん間かん。声が聞こえた。

「──これを頂こうかえ」

　直後。攻こう撃げき手しゆは悲鳴を聞いた。

　……え？

　苦く悶もんとも、驚きとも言える悲鳴。それはしかし、一つではなかった。

　仲間達。今、戦せん場じように出ている内、後ろから付いてきた者を含む新人の同期が、通つう神しん内ないに、

『──!?』

　悲鳴と同時に、各所の空で、花が咲いた。

　宙を飛ひ翔しようし、武蔵むさし側や、こちらに向かっていた仲間達が、切せつ断だんされ、大気に激げき突とつしたのだ。白い水すい蒸じよう気きの散る数は八で、後ろをフォローに来ていた者も、同どう様ようの爆ばく散さんをしている。

　破は損そんは恐らく致ち命めいではないが、大気にぶつかり爆はぜた映像は、そのダメージをこちらに正しく伝えてくる。

　ただでは済まない。だが、その一方で、

　……俺が無事なのは、どういう事だ!?

　思った瞬しゆん間かん。視界が危険を告げた。正面、既すでに百メートルの位置に迫っていた義よし光あきが、刀をサイドスカートに収め、両手を振り上げたのだ。

　その手に落ちるのは、砲ほう撃げき管かん制せいの扇おうぎだ。

　彼女はこちらにそれを向け、

「どおん」
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　伊だ達て・成なる実みは、それを見ていた。

　義光が扇を向けた先、飛翔して行った武神が、身を丸めたのを、だ。まるで、泣く赤あか子ごのように、しかし、戦場では有り得ぬ動きとしてそれは行われ、

「やられたわね……」

　だが、山やま形がた城じようへの砲ほう撃げきと応おう撃げきはあれど、

　……今の武ぶ神しんへの砲撃は無し、か。

　鬼おに切きりを受けた武神は、身を丸めた状態で失しつ速そくした。砲撃と着ちやく弾だんの谷間を抜けて山形城の上を通過し、落下軌き道どうに入った。転がるように、だがゆっくりと、確実に大地へと、だ。

　搭とう乗じよう者しやは、気を失っているに違いない。恐らくは、起きた事の全てを把は握あく出来ぬまま、しかし、死の宣せん告こくを見せつけられた恐怖ゆえに、だ。

　彼と同じく、訳の解わかっていない半はん竜りゆうが、首を傾かしげた。

「今、何が起きたのだ？」

「鬼切よ。──最上もがみが言うには、平安の時代に作られた古こ式しき神しん格かく武ぶ装そう、一時期は義よし経つね公こう達の手を経て、南なん北ぼく朝ちようの将しよう、源みなもと・義よし貞さだの自じ害がいから、最上もがみに受け継がれたとか。

　幾いくつもの名に改められながら最上の手に渡った時、鬼切は、〝鬼切〟だったわ」

　その力は、

「鬼、──つまり〝穏おん〟。切る対象ではなく、その者を隠かくれ支える者達を、その者の記き憶おくから導き出して切る」

　だから、あの武神の搭乗者は無む傷きずだ。切られたのは、

　……彼を支える仲間達でしょうね……。

　武蔵むさしに向かっていった彼の同どう期きたる武神達だけではない。恐らく今、格かく納のう庫こ内ないにいる整備士し達や、同級生達も、不ふ可か避ひの一いつ刀とうを浴びた筈はずだ。

　鬼おに庭にわが、団員達に最上の〝鬼切〟について詳しよう細さいを教えなかったのは、致いたし方かたない。〝鬼切〟の能力を知ってしまえば、人は、自分の大事な存在を意識せざるを得ないからだ。そして、そうなったならば、〝鬼切〟の〝穏おん切きり〟は最大限に発はつ揮きされる。

　自分達が、最上・義よし光あきを攻め切れず、また、膠こう着ちやく状態を続ける理由の一つでもある。

　今、視し界かいの中、幾いくつかの爆ばく散さんによって生まれた水すい蒸じよう気きの花と、石のように宙を捨てられていく武神が見えている。フォロー役も失われたため、あの武神の、落下からの激げき突とつは宙を数キロ舞った後のものとなるだろう。

　この一いつ瞬しゆんで、伊だ達て家は武神の搭乗者と、その未来を多く失った。更さらには、

「鬼庭さん、そちら、大だい丈じよう夫ぶ？」

『──八人が撃げき沈ちんされた。あと、整備、管かん制せい、合計十二人、だ』

　表示枠サインフレームから聞こえる鬼庭の声は、淡たん々たんとしてる。こりゃ怒ってるわね、と成なる実みは思うが、

「微び妙みように落ち込んでる？」

『うん、わし、無傷だもん……』

「畏い怖ふされる鬼おに教官だったって事を喜びなさいよ」

『Ｔｅｓテスタメント．、──すまぬ成実、お前が推すい薦せんした者もいたのにな』

「恨うらみを確認して積んだところで、冷静さを見失う原因にしかならないわよ」

『奥おう州しゆう者のおおらかさは、恨うらむ時は恨むがゆえの裏うら返がえしだぞ』

　だが、と鬼おに庭にわは言った。

『止めるなよ？〝鬼おに切きり〟は刃やいばに過去を見る。だが、今回の戦せん場じようでは、山やま形がた城じようの下部に回るなどすれば、一いつ矢しは報むくいられるからな』

「鬼の鬼庭が鬼切避よけに敵てき艦かんの下に隠かくれるって、どれだけ洒落しやれるつもり？」

『これでもうちは子こ沢だく山さんでなあ』

　だが、と彼は言った。

『──何な故ぜ、最上もがみがここで動いた？』

「解わかってるでしょう？　──お互いが脅きよう迫はくと挑ちよう発はつの線せん引びきを間違えたのよ。それだけ、最上がうちよりも厳きびしいという事ね。後は──」

　成なる実みは、砲ほう撃げきの響ひびきに対して両の耳に手を当てている武蔵むさし外がい交こう官かんと、半はん竜りゆうを見る。

「武蔵勢ぜいと共に行く。最上は、そう決断したんだわ」
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　何だか難しい状況が始まってますねー、と、アデーレは思った。

「まあ、御ご当とう人にん達の感情的な事は別として、歴史再さい現げんとして無用な争いが生じたら止めるのが、自分達に与えられた仕事ですよね」

　言いつつ、アデーレは、山形城の中央艦甲かん板ぱん上じようで、菓か子しを食べていた。

〝城じよう主しゆ御ご用意席せき〟という札が立つ畳たたみと日ひ傘がさの下、座ざ布ぶ団とんに、正せい座ざと膳ぜんで頂くのは、

「わ、流石さすが米こめ所どころですね。ほら、お餅もちが柔らかさ変えて仕込んでありますよ。このお汁しる粉こ」

　箸はしでつまんで上げてみる二つは、伸びが違う。給きゆう仕じの最上学生の女子が、こちらに目を細めて言うには、

「寒かん冷れい地なので、凶きよう作さくを避けるために幾いくつかの品種を育ててるんです。だから、出来る物も差があるのですが、義よし光あき様はどれも全て可愛かわいいと仰おつしやるので、うちでは隔へだてなく調ちよう理りに出すのですよ」

　成なる程ほど、とアデーレは素直に感かん心いんする。どことなくハッサンさんのカレー好きに通じるものがある気がすると、そう思いつつ前を見れば、

「……どうしたんですか、里さと見み生徒会長。箸はしが進んでませんが」

「いや、従じゆう士し殿どの……」

　と、彼女が辺りを見回す周囲、砲ほう撃げきの揺れと被ひ弾だんの震動があり、散る光は頭上まで届くが、

「このくらいだと、機き動どう殻かくの中で砲撃食くらってるより遙かにマシですよ。大体、他人に護まもって貰もらっていると言うだけで価か値ちが違いますからね」

　いつも皆は、自分の後ろでこういう安心感を得ているんだろうなー、と、そんな事をアデーレは武蔵とは違う場所にて納なつ得とくする。が、里見生徒会長は、

「そういうものか。私としては、防ぼう御ぎよ被ひ弾だんとはいえ、これだけ食らっていて、自分から何も出来ないのが苛いら立だたしい」

　言っている意味が、自分で解わかっているのだろうか。それは、

　……里さと見み生徒会長も、何だかんだで攻めキャラですよねー……。

　武蔵むさしの中に居た時よりも、物事への態度が明確になっている気もする。ただ、

「しかしまあ、どういう事なんでしょう」

　と、アデーレは、薄うす甘あまい小豆あずきの汁しる粉こを口にしながら、艦かん橋きよう上で踊る義よし光あきを見た。

　先ほど、彼女が不ふ意いに通つう神しんを送ってきたのだ。笑みと共に言われたのは、

「──最上もがみは、自分達の約束のため、己おのれの為なすべき歴史再さい現げんを優先としよう、と」
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「では、最上もこちらも、同じ事を考えていたという事なんですか？　でも、何でいきなり態度を変えたんでしょうか、最上は……」

　浅あさ間まの問い掛けに、正まさ純ずみは頷うなずき、しかし、

「……？」

　テラスの上、空の爆ばく撃げき音おんを聞きつつ、肩のアリクイと一いつ緒しよに腕を組んで首を傾かしげた。

　……どうなのだろうな。

　うーむ、と唸うなっていると、テラスのテーブルセットで紅こう茶ちやを飲んでいた葵あおい姉あねが振り向いた。

「フフ、自分でも解ってない部分があるようね、貧ひん乳にゆう政治家。いいわね、そういう不安定な状態って。謎なぞがある女と、謎を感じてる女、悪くないわ。隠かくし事は人生の華はなだし、花か壇だんは人に見せたらガーデニングでしかないものね。ベッドにすら持ち込みたくなる花を、誰でも一いち輪りんは持っておくべきだし、隠し事の匂においには気付きたいものだと思わない？」

「喜き美み、イザナギは冥めい府ふでイザナミの秘密に気付いて振り向いてしまったんですよ？」

「愚ぐ弟ていは逃げたホライゾンを追って、飛び込みすらしたわ」

「あの頃は愚弟じゃなくてトーリ君です」

「トーリ、よ。帰ってきた今でも、そう呼ぶけど。──でも浅間、当時は助かったわ」

　はいはい、という口く調ちようで言った浅間に、葵姉が苦く笑しようする。彼女はそのまま、こちらに視線を向け直し、

「相そう互ご関係が出来そう、って事かしらね」

「どういう意味だ？」

「挿さしつ挿されつ、ってやつよ。英語で言うとインインプットプットってやつね……！」

「喜美、インプットじゃなくてインサ──」

　と、そこまで言って、浅間は言葉を途と中ちゆうでやめた。慌あわてて左右に手を振り、

「無し！　今の無し！　持ちつ持たれつですよね!?　ね!?」

「ハナミがメーター処理に困ってるからどうにかしてやれ」

　だが、

「政治と交こう渉しよう担当が言うのも何だが、どういう事なんだ一体。

　──先ほども言った通り、最上もがみに同どう様ようの事を持ちかける案もあった。

　最上が行っている対たい上越露西亜スヴイエート・ルーシの歴史再さい現げんと、対伊だ達ての歴史再現を、今ここでは止めているのは何な故ぜだと、そういうつもりでな。何しろ最上・義よし光あきは謀ぼう略りやくの人だ。その物もの言いいならば、従わぬまでも無む視しはすまいと、そう思っていたんだが」

　しかし、

「自らそれに踏み込むというのは、予想外だった」

「最上としては、何か溜ため込んでいたものが、何らかの理由によって今ここで吹っ切れたと、そういう事なんでしょうか」

　そういう事だと思う。だが、

　……何だ？

　何が一体、謀略の人である最上・義光を、ここまで急せかしたのか。幾いくつか聞こえてきた通つう神しんからは、

「〝約束〟、って、……聞こえたの、憶おぼえてるかしら？　正まさ純ずみ」

「ああ、よくは解わからないが、それが鍵かぎなんだろうな」

　上じよう出で来き、と葵あおい姉あねが笑みを作る。その上で彼女は、こちらに問いかけてきた。

「この状況の終わらせ方、解ってるわね？　面めん倒どうな事起こした男には、やんわりとお帰り頂くのが〝出来る女〟よ？　次に会った時は良い思い出になるように」

「解ってるさ。だが、その前にやるべき事がある」

　正純は、表示枠サインフレームをツキノワに出させて、指示を告げた。

「外がい交こう官かん、最上と上越露西亜の間では、羽は柴しばの干かん渉しよう以前から衝しよう突とつが生じていた。だから両国の争いについては基本的に関わるな。もしくは、両国が平和裡りに収めたいと考えているならば、その手伝いをしろ。

　一方、伊達側がわは羽柴の干渉以前、目立った抵抗を最上側に行っていなかった。先ほどの武ぶ神しんによる直接攻こう撃げきなどは行き過ぎの部ぶ類るいだろう」

　だから、

「──伊達側に行った外交官は、最上に対する伊達の攻撃を止めろ」
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「……Ｊｕｄジヤツジ．、正純様の言げんによれば、歴史再現として見た場合、現在の砲ほう撃げき戦せんは〝有り〟とのことですね。ですが──」

　砲撃の応おう酬しゆうの西側、人工の祭の会場で、自動人形の姫が言う。

「私達は、そろそろ上越露西亜スヴイエート・ルーシに向かった方がいい頃ころ合あいではないでしょうか」

　彼女の言葉を受ける魔ま神じん族ぞくの女は、眉まゆを立てた顔と、鋭い視線を姫に向ける。

「武蔵むさしの姫、ホライゾンよ。──上越露西亜に対し、下がれと言うのであるか？」

「いえ、──行けと言っているのです、繁しげ長なが様。上越露西亜に行け、と」

　告げた姫に、横の全ぜん裸ら浴衣ゆかたが、あー、と顔を向ける。

「試しに言ってみ？　ホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　ホライゾンは、魔神族の女に視線を合わせた。そしておもむろに南東の空を指さすと、

「──ＧＯ！」

「お、オメエはどうしてそこで捻ひねる!?　何か最近ズルいぞ!!」

「まあ、ワンちゃん相手みたいで可愛かわいいですね」

「い、犬ではありませんのよ？　あと、ホライゾン、今テキトーに差したから武蔵を思い切り指ゆび差さしてましたわよ!?」

　だが、魔神族の女は、半はん目めになって問うた。

「何な故ぜだ？」

　ホライゾンは頷うなずいた。そして彼女は、横の馬鹿の胸を軽く後ろ手に叩たたき、

「さあ、答えなさい」

「──ま、またオメエはそういう無む茶ちや振ぶりをするか!?　やんのか!?　やる気だな!?」

「あの、我が王、一応は武蔵の副ふく王おうなのですから……」

　仕方ねえなあ、と馬鹿が言う。

「おいシゲ子、オメエ、さっきから〝約束〟とか話に出てきてたけどよ。俺、それはよく解わかってねえんだけど。──その〝約束〟って、オメエ、今の状況で守れんのか？」

「────」

　繁長が動きを止めた。だからと言うように、馬鹿は空を見渡した。

「邪じや魔ましてんのは何だ？　あっちの狐きつねの姐ねえちゃんじゃねえよな。あの姐ちゃんも、それを出来なくてストレス溜ためてた側だ。だとしたら、──伊だ達てか？」

「違う!!」

　繁長の叫びが、祭の場を、空気を震わせた。だがホライゾンはただ無む表情に、こう言った。

「では決まりですね」

　彼女は、南東の方を指で示し、

「あれが、貴女あなた達の約束を差し止める原因と言う事なのですね」

　皆が、彼女の示す方を見た。そこにあるもの、その名は、

「武蔵……？」

　皆がそれぞれの疑問の顔を見合わせる中、俯うつむいたミトツダイラが、無む言ごんでホライゾンの腰を摑つかんでゆっくり回した。方向を南に合わせる。そして彼女は、ホライゾンが示している方角にあるものを見て、

「──ま、まあ！　ホライゾン！　やはり示すのは羽は柴しば・秀ひで次つぐの艦かんですのね!?」

「最近、ミトツダイラ殿どのも大たい概がいな人になられたで御ご座ざるな……」

　いいから！　と歯を剝むく銀ぎん狼ろうの横、双そうの剣つるぎを持つ傷有りの王おう女じよが前に出る。

「どうなさいますか」

　メアリが微笑で作った言葉は、繁しげ長ながに対する問いかけではない。選択の確認だ。

　数すう瞬しゆんの間があり、その間に、ミトツダイラもゆっくりと前に出た。

　二人は、後ろの者達を守るでもなく、ただ立ち、自分の肺に息を入れる。と、

『左さ舷げん第一防ぼう護ご障しよう壁へき被ひ弾だん……！　深しん部ぶ障壁にまで達しています！』

　艦かん内ない放送と共に、至し近きんの被弾が再び発生。そして、この中庭の東空、数十メートルの位置で、周囲の影を無くすほどの光が生まれた。

　衝しよう撃げきが風として巻く。屋や台たいや昇りが大きく揺らぎ、しかし、その中で忍にん者じやが前に出た。

「繁長殿どの。既すでに砲ほう撃げきと、輸ゆ送そう艦かんの突とつ撃げきは行い、羽柴への牽けん制せいは出来たものに御ご座ざるかと。

　しかし、これ以上、最上もがみの攻撃に触れていると、信のぶ長なが公こうの暗あん殺さつ後に生じる上越露西亜スヴイエート・ルーシと最上の抗こう争そうの歴史再さい現げんとなり、羽柴に都つ合ごうの悪い事になるで御座ろう。今、羽柴との関係を荒あら立だてたくないならば、その判断が現げん場ば指し揮き官かんとして下しにくいならば、ここは最上と距離を空あけ、現状の非ひ戦せん状態を保つのが得とく策さくかと」

「……武蔵が、上越露西亜に政治の講こう釈しやくをするというのであるか？」

「否、──この程度のこと、上越露西亜ならば既すでに思し案あんしている事で御座るかと」

「……何であるか、この御お節せつ介かいな来らい訪ほう者しやは……」

「だって」

　と、メアリが笑みで言った。

「精せい霊れいは、約束という言葉に重きを置くんです」

「騎き士しも、約束という言葉を重じゆう要よう視ししますのよ」

　彼女達の言葉を聞いた繁長が、一度、浅く眉まゆを立てた。だが、彼女は、

「厄やつ介かいな言葉を聞かれた」

　眉を下げると視線を外し、繁長は背を向けた。そして彼女は無む造ぞう作さな動きで、しかし、止められない動きで、祭の方へと身を向ける。そして右の手を挙げ、

「──総そう員いん、総そう艦かん、本ほん艦かん隊の主しゆ任にん務むは外がい交こう官かんの受け入れと持て成しだ。これから任にん務むの遂すい行こうに入るため、総員、歓かん待たいを堅けん持じしろ。上越露西亜の艦かん隊たいは、些さ末まつな障しよう害がいを攻撃などとは認めぬ。鉄も割れる寒かん気きを越えるならば、この程度の風は東とう風ふうとして手を翳かざすだけと理解しろ」

『──Ｔｅｓテスタメント．!!』

　さあ、と繁長は、肩かた越ごしに武蔵勢ぜいに振り向き、声を飛ばした。

「上越露西亜スヴイエート・ルーシの夏は短い。そんな、最大の贅ぜい沢たくを持て成すための外がい交こう艦かんだ。くつろげ。それを終えたならば、本ほん土どに向かう。我らの平時、極ごつ寒かんの上越露西亜に。そして──」

　そして彼女は、表示枠サンクト・アクノーを出して言った。画面内ないに伊だ達ての艦かん隊たいを映し、

「伊達側がわでの武蔵むさしの対応、見み届とどけさせて貰もらおう。貴き様さまらがどれだけの覚かく悟ごを持っているのか。

　最上もがみと伊達、どちらも奥おう州しゆうの大だい勢力だ。不確かな力では敵かなわぬぞ」
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　従じゆう士しは、砲ほう撃げきを続ける山やま形がた城じようの屋上に招待されていた。

　正せい座ざだ。座ざ布ぶ団とんに座る正面では、大きな影が踊っている。

　狐きつねの様よう相そうを身に持つ女性だ。

　従士に比べ、背が高い姿は、やはり大きな動きで扇おうぎを振るい、舞う。そのたびごとに砲撃の音が鳴り、光が鳴って音が散る。左右の空は逆ぎやく鳥とり居い型がたの光が生まれては爆はぜ、音が抜けては遮しや断だんされる有あり様さまだ。

　だが、狐は悠ゆう然ぜんと舞い、その背後で従士は、

「ホントに御お米こめ所どころなんですねー」

　大おお判ばん煎せん餅べいを両手で摑つかんで齧かじっていく。その口元から、左右の砲撃の音とは別べつ種しゆの、やや粘ねばりのある破は砕さい音おんが連続で響ひびき、ふと、狐が問うた。

「おかわりは欲しいかえ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　よしよし、と、狐は、踊りながら一いつ瞬しゆん扇を空に放り投げる。それが舞い、自動で砲ほう戦せんを制せい御ぎよする間に、彼女は袂たもとから紙かみ袋ぶくろを出し、

「何がいいかえ？」

「さっきのウエハースみたいなのが！　あれいいですね！」

「じゃあそれは最後にしとこうかのう。代わりにこれはどうだえ？」

「おおお小豆あずきの匂においのする煎餅！　──あ、蜂はち蜜みつ入ってますね!?」

　よしよし、と狐は従士の頭を撫なで、落ちてきた扇を手にとり、左と右、右と左に腕を交こう叉ささせて鉄てつ弾だんを送り込む。しかし、

「本ほん庄じようが下がったかえ。あの子も随ずい分ぶんと大人おとなになったものだのう」

「お知り合いですか？」

「──私の叔お父じの母の息子むすこの祖そ母ぼの姉の娘の孫の子供が友人でねえ」

「ああ、娘さんの御ご友人で」

「噓うそだえ？」

　え？　と従士が首を傾かしげると、

「お前は騙だまされやすいようだねえ」

　と、狐は海の苔りを巻いた煎餅を従士に与えて、頭を撫でた後で扇を振る。

　舞い踊る。鋼はがねの音と火花を大空に抜き差し、遊ぶように狐は踊る。大きな動きが空を渡るように回されて、風を袂がはらみ、

「我の父も母も、昔に人に狩られておるわ。親しん族ぞくなど知らぬ。故ゆえに〝鬼おに切きり〟を扱える身ぞ？」

「そうなんですかー」

「噓うそだえ？」

「そうなんですかー」

　と従じゆう士しが煎せん餅べいを齧かじると、狐きつねが笑みで頭を撫なでた。

「今のは噓うそ」

　ココ、という音で狐が喉のどを鳴らす。そして従士に背を向け、

「犬」

「誰が犬だ、〝羽う州しゆうの狐〟と呼ばれる分ぶん際ざいが」

　声が返るのは、狐達たちの足下の方。山やま形がた城じようの前部甲かん板ばんの上だ。そこに立つのは、礼れい服ふくを着た犬型の武ぶ神しんと、

「犬ではないかえ、その髪かみ型がた、毎まい度ど見るがそう思うぞえ？」

「あれ？　二人とも、お知り合いなんですか？」

「奥おう州しゆうと関かん東とうの調ちよう和わ会議は、各かく教きよう導どう院いんの学園祭さいに招待された時、別べつ個こで行われていたりするからな。時とき折おり、言葉も交わすし嫌いや味みも飛ばす」

　だから、と犬が言う。武神に対する手て指し示じという最小限の動きで、しかし、確かに武神の自律駆く動どうで半はん身みの構えをとらせると、

「そろそろやめておけ」

「……その武神で止めぬのかえ？」

「最上もがみの上越露西亜スヴイエート・ルーシと伊だ達てへの攻撃は、歴史再さい現げんだ。奥州の歴史に必要な事だから、実じつ害がいを強く出すのでなければ政治的に問題は無い」

「貸しを作ったつもりかえ？」

「そのつもりだ」

　犬の言葉に、従士が、身動きせずにただ煎餅を齧って問う。

「貸し？」

　問いかけに、ココ、と狐が笑みを作った。

「伊達も上越露西亜も、歴史再現として、最上との小こ競ぜり合いを幾いくつも持っておるのよ。だが、羽は柴しばが睨にらんでいる以上、迂う闊かつにはそれを行い、自分達の歴史を進められぬ。だから──」

「最上がそれを行う事について、松まつ平だいら家けは歴史再現として認にん可かする……。つまり、後の奥州の国こつ境きよう確定などをする松平が最上の行いにお墨すみ付つきを与えたという、そんな感じの貸しを作ったわけですね？」

「お前は賢かしこいねえ」

　と、狐が従士の頭を撫でた。三さん色しよくの落らく雁がんを従士に渡し、

「しばらく」

　狐は扇おうぎをまた大きく回し、

「しばらく、ゆるりとこのままで」

「何な故ぜだ？」

「貴き様さまらと同じだえ？　──〝羽う州しゆうの狐きつね〟、獲え物ものは呪のろい落としてでも離さぬのよ」

　だから、というように、狐が踊った。

「さて」

　狐は、砲ほう音おんの響ひびく空に問うた。

「竜りゆうは、どうするかえ？」
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「じゃ、こっちは止めねばならんな」

　半はん竜りゆうの男の声に、ドレスの女が反応した。

　彼女は、もはや風も無む視しして、義ぎ体たいの四し肢しを浅く広げて男の前に立つ。すると、男の方が首を傾かしげ、

「仕事の邪じや魔まだ。どいて貰もらおう」

「こちらも仕事よ。馬鹿は止めろと」

　砲ほう撃げき音おんが重なり、着ちやく弾だんによる防ぼう護ご障しよう壁へきの破は砕さい音おんも連なるが、しかしお互いの声は届いた。

「馬鹿はどちらだ」

　男の台詞せりふに、女は、ややあってから苦く笑しようした。

「……そうね。今の伊だ達ても、相当に馬鹿な状況に陥おちいっているわ。だけど──」

「言っておくが、武蔵むさしには凄すごい馬鹿がいるから、馬鹿自じ慢まんをするならうちの勝ちだ」

「……あの全ぜん裸らの事？」

「ブ──。残念であったな。全裸で女じよ装そうだ」

「ひどい話ね……」

「間違ったのだからそこをどけ」

「３ミスルールというものを知らないようね」

　女の背後で、轍わだちの駆く動どう音が低く巻き上がった。鋼こう線せんを引き絞しぼるような音は、カタパルトレーンの準備音おんだ。

　武ぶ神しんが出ようとしている。ならば、

「止める」

「どうやって？」

「前に立ちはだかる。──貴様も今、している事だ。それと同じだ」

「……相手は武神よ？　それも、カタパルトレーンで発はつ射しやされるシーケンス上の」

「貴様は、自分で言った事を忘れたのか？　馬鹿を止めると、そう言ったではないか」

　そうね、と、女は一歩を引いた。

「止める事で、貴方あなたを馬鹿だと証明する事になるのね」

「躊躇ためらい者めが。──証明せねば、他者を知る事も出来ぬのか」

「そういう土地よ、ここは。抵抗と裏切り、そして因いん縁ねんと歴史の」

「飾りばかりの土地ではないか」

　女は、深く息を吸った。上がっていた眉まゆを、浅くにとどめ、一歩下がって仰のけ反ぞり、口くちの端はを小さく上げた顔で、見下ろすような視線を作り、

「貴方あなたに何が解わかるというの」

「貴き様さまとて、拙せつ僧そうのマストジャンルについて不ふ理解ではないか」

　女は答えなかった。ただ、身を一度張はるように振り、もう一歩を追加で下がり、

「〝不ふ転てん百足むかで〟……！」
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　成なる実みは、昨夜の状況の再さい来らいを悟さとった。

　あの時は、半はん竜りゆうが妙みような事を言って、つい〝不転百足〟の召しよう還かんに不ふ備びを生んでしまった。

　だが、今は違う。戦せん場じようの中で緊きん張ちようを得ており、

　……フザけた事を言ったわ！

　奥おう州しゆうを、飾りばかりの土地と言った。

　何が飾りか。

　抵抗のために極きよく東とう中央の人間達たちと戦争した事も、極ごつ寒かんの土地を生き延びた事も、そして今、戦せん国ごくの時代をどうにかして切り抜けようとしている事も、全て、

　……必死で為なしている事なのよ！

　背後、大気を押しのける音と圧と共に、ベッドのような感かん触しよくが全ぜん展開した。

〝不転百足〟だ。後ろからこの身を抱きしめるように、腰から胸にかけ、装そう甲こうが順じゆん次じ閉じていき、

「……え？」

　眼がん前ぜんに、白の色が来ていた。

　半竜だ。

　……速い!?

　おかしい、と成実は思った。昨夜の見立てでは、一歩ほど余分に距離を開ければ、こちらの奏そう着ちやくの方が半竜の全ぜん力りよく加速よりも先に終わるはずだったのだ。だからこそ、今は、二歩の距離を開けた。

　充分に、こちらの奏着が先に終わり、迎げい撃げきが出来る予定。そのつもりだった。

　違った。半竜が速い。自分の身を包む装甲は、未だに胸むね下したから上を露あらわにしているというのに、こちらの視線をくぐるように、彼は突っ込んできた。

　半竜の速度の理由は、明白だ。

　……半はん身み！

　恐らくは、こちらと話している間に、流体を体内に溜ためて、加か圧あつし続けていたのだろう。そうやって莫ばく大だいな初しよ速そくを全ぜん背はい部ぶ排はい気き口こうから行った後、身体からだを半身にし、空気抵てい抗こうを無くす。

　まるで、大気を貫くナイフのようだ。

　半身の姿勢と空気抵抗の減少により、半はん竜りゆうの速度とリーチは確かに伸びた。対する成なる実みは、

「回かい避ひ……！」

　下がるのは左ひだり後方。心しん臓ぞうを守るために身を外に捻ひねる。一歩分でも下がれば、激げき突とつより先に不ふ転てん百足むかでの奏そう着ちやくが終了するのが解わかる。それがために、成実は強く一歩を下がるよりも、軽く、高速の一ひと踏ふみを入れ、不転百足の組み上がっていない装そう甲こうを打ち鳴らしながら後こう退たいする。

　急せいた。

　直後に白の色が届く。半竜が、こちらが斜めに下がったのを追うように、半身として前に突き出した腕を大きく振り、

「右で打ったら左でも打て！　──聖せい職しよく者しやダブルラリアット!!」

　叫びと激突音おんは同時に発生した。





●






　ウルキアガは、手応えを感じていた。

　当たった。

　右と左で一回削けずって、続く右が確実に入った。

　打だ撃げき音おんと装甲の軋きしみが右腕から全身に届き、音が周囲を震わせている。

　ぶつかり合った大気が行き場を失い、自分と成実の間で弾はじけて散っている。それらのものを、全て震動や奏かなでとして聴ききながら、ウルキアガはこう思った。

　……砕くだいた!!

　右みぎ前側、成実の顔が見えている。

　機き動どう殻かく〝不転百足〟の奏着は間に合わなかったのだ。

　今先ほどの一いち撃げきの結果は、叩たたきつけた右腕の先にある。

　そしてウルキアガは、右腕を見た。巨大な、前ぜん翼よくともなる右腕は、しかし、

「む？」

　砕いたと思ったら、違った。

　こちらの腕は、相手の機動殻が作る自じ動どう奏着の流れに、嚙かみ込んでいるだけだった。幾いくつもの装甲板が、まるで顎あごのようにこちらの腕を挟み、食らいついており、

　……では、ダメージが、各部に分ぶん散さんされたか。

　不転百足の脇の方で、展開装甲が幾いく度どか組み直しを行っている。受けたダメージの逃がしどころとなっているのだろう。

　そしてウルキアガは、右腕の内側、三本指ゆびの手の間にある感かん触しよくに気付いた。

　右の手が、先ほどからしっかりと食い込み、ホールドしている物。それは、柔らかいようでいて、芯しんと張りがあり、どことなく熱を持って湿っていた。これは、

「────」

　成なる実みを見れば、赤せき面めんの口を波に歪ゆがめて横に広げ、見開いた目で己おのれの胸を見ている。

　今の状況は、つまり、

「おい、ブラくらいせんか。戦時中に不ふ用意だぞ」

「あ、あの、ウルキアガ、く、ん、……そ、その人、多分、スカ、ート押さえて、だ、だから、ドレスだから、その」

　鈴すずが言った。自分の胸を押さえながら、

「つけられ、ない？　そ、そういうデザイン、じゃない？」

　成なる程ほど。確かに、よく見れば然しかり。

　……そういう事であったか。ならば──。

「Ｊｕｄジヤツジ．、不ふ可か抗こう力りよくだな。──神は右の手に奇き跡せきを与え申す。姉じゃないから要いらんが」

　言った直後。ウルキアガは身み構がまえ無しの全力直ちよく蹴げりをぶち込まれて宙を舞った。続くのは、胸を押さえる成実の、

「……破は廉れん恥ち!!」
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　成なる実みは、動いていた。

　ものを考えてはいけない。今、何かを考えてはいけない。

　対象を鎮ちん圧あつする事だけを重点として、その通りに動かねばならない。だが、

　……うぁ。

　心の中で、揺らぎとも震えともとれるものが暴れてる。それに、気付いてはならないと、そう思う事で押し込めている。気付いたならば、何かがおかしくなってしまいそうで。

　だけど、

　……ば。

　漏もれる。

　……馬鹿。

　視し界かいが揺れているのは何だ。視覚素そ子し情報は目に直接投とう影えいじゃなかったのか。ならばこれは速度のせいか。ええ。その筈はず。涙なんかじゃない筈。口元が震えているのも、頰ほおが熱で張ったような状態になっているのも、鼓こ動どうが胸を押し上げているのも、全部、全部が、──考えるな。でも、これは──駄だ目めだから考えるな。──とか──とか、あるわけがない。伊だ達て家の副長に──や、──の──えがあってはならない。だからこれは──ではなく高速機き動どうの、

「う……」

　あ、と声を挙げる事で意思の速度を止め、成実は半はん竜りゆうに攻撃を掛けた。





●






　ウルキアガは、ここが勝しよう負ぶ所どころと悟さとった。

　ここで、自分がどのような結果を生むかが、今後の流れを決めると、心に念じた。

　すると正面から、不ふ転てん百足むかでが来た。黒こく緑りよくと朱しゆの、竜りゆうに似た、物理的な翼を持たない機き動どう殻かく。

　前に進み、下がらぬがゆえの百足と、そういう意思を汲くんだ武ぶ装そうだ。

　しかし今、百足には翼があった。やはり黒い緑色をした光の、四枚翼よくだ。不転百足は、その主翼を後ろに叩たたき込み、黒緑の光こう片へんを爆発させ、

　……来るか！

　思いを叶かなえるように不転百足が来た。

　見えている。瞳ひとみが熱を持つのが解わかる。半竜の視覚が、高速域いき対応のために視覚神しん経けいを全ぜん開かいにしたのだ。外から見れば、瞳は金色に見えている筈だ。

　……拙せつ僧そう格好かつこいいな！

　しかし、ウルキアガは、一いつ瞬しゆん不転百足を見失った。

　姿が消えたわけでもない。横に逃げられたわけでもない。不転百足が、地面を這はったのだ。

　前ぜん傾けいだ。竜りゆうに似た顔面部ぶの顎あごが、甲かん板ばんの上を二センチと離れていない。そして、高い山を描いた背は、その天てつ辺ぺんの腰を確かに斜め後方、床の方に向けていた。

　百足むかでが、水平軸じくを駆かけ上ってこちらに突っ込んでくる。背の加速光こうが延びる軌き道どうですら、水平だ。上に向かっていない。それは、不転百足がバランス感のみで疾しつ走そうしていると言う事であり、その動きの全てが、前に向かっているという事だ。

　対するウルキアガは、体内にある竜りゆう息そくを一度捨すてることで応じた。

　爪つめの両足あし先さき。その二点のみで床と接する事に決め、脚きやく部ぶと腰部の加速排はい気き口こうを筋きん肉にくで振り回す。そして、

「──っ！」

　左前へと、己おのれを全力で飛ばした。
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　半はん竜りゆうの後ろで、大気が白の光に爆発した。

　加速のために用いた竜息だ。本来は竜が攻撃のために口から射しや撃げきするものだが、航こう空くう系けいの半竜は、全身の排気口からそれを発はつ射しやして飛ひ翔しようや加速を行える。

　甲かん板ばん上に、温度差さによる霧きりが発生し、壁のように水平の視し界かいを奪った。

　その壁を蹴けるように、半竜が左前に跳んでいる。

　半竜の動きとしてはショートジャンプに近い滑かつ走そうだが、初しよ速そくが強い。加速に用いた竜息の光が、まだ射しや出しゆつ場所に残っているような勢いだ。

　半竜の全身、表面の一次装そう甲こうである甲こう殻かくが、加速時じの衝しよう撃げきで震えている。

　しかし、半竜は爪つま先さき設置の滑走で身を回し、右に擦すれ違った不転百足の方へと向き直った。

　すると、眼がん前ぜんに不転百足がいた。

「──何い時つの間に!?」

　直後に、百足が両の腕を振った。

　空中から、朱しゆの光の飛沫しぶきとともに抜き打たれるのは左右の虚こ空くう。しかし、両の手は、宙の低い位置で、確かに朱しゆ色いろの剣をずるりと引き抜いた。

　剣は、三さん節せつで出来ていた。長さ六メートル。先端の一本は鉤かぎ状じように曲がった両の顎あごだ。

　両の腕を交こう叉さするように、しかし、両りよう撃げきの動きは、人の出来ないものだった。

　前ぜん傾けいとなった不転百足の両肩が、背部側がわに起きあがっている。

　搭とう乗じよう者しやが、両の義ぎ腕わんである事を利用した、人の限界を超える関かん節せつ駆く動どうだ。

　双そうの三節が半竜を左右から襲おそう。

　だが、半竜も動いていた。身体からだを旋せん回かいさせていた動きは、単なる方向転てん換かんではない。排気口を開け、体内に大気を取り込むためのものだ。全身を大きく回して取り入れた空気は圧あつ縮しゆくされ、喉こう底ていにある竜息の発生器き官かんから送られる圧の光とブレンドされる。

　それを各部から吐き出せば、

「こぉ……！」

　強ごう引いんな速度で、半はん竜りゆうが左後ろへと跳んだ。

　百足むかでの顎あごを回かい避ひする。
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　ウルキアガは、不ふ転てん百足の攻撃を確かに見た。

　両の剣を抱くように振れば、剣は交こう叉さする。三さん節せつ剣けんであるため、刃やいば全体は曲線を構こう築ちくし、腕は容易たやすく戻せない。そこがデッドタイムとなる筈はずだ。

　だが、ウルキアガは、そのタイミングを外した。

　相手となっているのは、伊だ達て家けの副ふく長ちようだ。自分は第二特とく務むであり、戦せん闘とうの実力比ひ較かくで言えば、向こうの方が頭おかしいのが普通だからだ。

　ウルキアガは最近思おもっている。戦闘馬ば鹿かで、頭あたま変へんな方がこの世界では強いのだと。その点、自分は、家の手伝いとして拷ごう問もん台ベッドも作るし、エロゲも嗜たしなむ。最近の自分の流行は有あり明あけ隅すみのケバブ店巡めぐり、RPGで好きな呪じゆ文もんは毒どく物ぶつ系けいである。

　至って普通の半竜である自分と、おかしい部分のある副長という人間は違う。

　だから、見るがいい。

　不転百足が、両腕を捨てたではないか。

「そう来たか!!」

　こちらに当たらず、交叉した剣を捨てるように、不転百足が両腕を剣ごと外して投げたのだ。

　直後に、不転百足の両肩に新しい腕が義ぎ腕わん込みで空間射しや出しゆつされ、


《接続：──確認》



　一いつ瞬しゆんだけ、前ぜん傾けいの姿勢をバウンドさせ、接続された。

　合がつ致ちする頃には、新しい腕が次の両剣を抜こうとしている。

　来る。

　だが、明らかにおかしい。こちらは全力で身を左後ろに跳ばしたというのに、不転百足は疾しつ走そうでついてくる。

　よく見れば、脚あしも、人ではあり得ない方向に曲がっていた。

　方向を変える事と、前に進む事と、その両方を叶かなえるために、股こ関かん節せつ部分から斜めにずれた両の脚が、その爪つま先さきで確かに甲かん板ばんを蹴けってくるのだ。

　百足は振り向かない。身を曲げ、常に前に進んで追う生き物だ。

　不転百足は、その通りであるに過ぎない。

　ならば、とウルキアガは決めた。両の腕を広げ、

「いいぞ」

　こここそが、

「本当に、勝しよう負ぶ所どころだ……！」

　言いつつ、不ふ転てん百足むかでに真っ正面から突っ込んだ。
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　半はん竜りゆうは容よう赦しやをしなかった。

　百足を止める定じよう石せきとして、地を行く頭を刈かり取るように前腕を振るった。

　だが、百足はそれを回かい避ひする。身み一ひとつ分のスライドを、脚あしではなく、身体からだで行う。胴どう体たい部ぶと頭を、前ぜん傾けいで走る両腕と脚から外し、地面すれすれで空中を仰あお向むけに転がるのだ。

　そして百足は四し肢しを抜く。外す。躊躇ためらわずに捨てもする。

　そのようにして出来上がるのは、翼を納め、四肢のない百足の姿だ。彼女は女性のラインを持った胸と腹を仰のけ反ぞらせ、腰を弓に突き上げて宙を寝ね転ころがり、回かい避ひする。

　人間の動作ではない。だが、その肩と腰に、宙から射しや出しゆつされた腕と脚が再さい接続され、


《──接続：確認》



　速度を落とす事なく、百足が半竜へ突とつ撃げきするためにダッシュを掛ける。対して、半竜が甲かん板ばんを滑かつ走そうして百足の横に回ろうとすれば、


《──確認》

《──確認》

《──確認》

《──確認》



　もはや接続表ひよう示じを省略した無む発はつ光こう表示枠サインフレームの表ひよう記きで、不転百足の胴体が宙を連続で転び己おのれの向きを半竜に合わせた。そして四肢が百足を追い、その全身が半竜を大きく回り込んでいった。

『行くわよ……！』

　百足は半竜の背後から攻撃した。両の顎あご剣けんを宙から引き抜く。

　距離が遠い。

　だから顎剣が、五節せつになっていた。

　鎌かまのように、双そうの節せつ牙がが半竜を襲おそう。喰らうと言うよりも、挟み、捉とらえ砕くだこうとする。

　次の瞬しゆん間かん。百足の動きを読んだ半竜が、高速で前に跳ちよう躍やくした。

「甘いわ！」

　回避だ。

　距離が離れた。

　そして、半竜が身を回す時には、彼の姿をまた百足が転がり追う。

　そんな風ふうに、二人は速度を緩める事なく、

「おお……！」


《──確認》



　両者の速度と攻撃が交こう叉さする。

　回かい避ひと攻撃はどちらも同時に行われるものであり、ただただ速度がその密度を上げていく。

　そして甲かん板ぱんに擦さつ過かの火花が生まれ、両者の機き動どうの跡が、ゆっくりと残り始めた。

　だが、速度ある動きの中で、両者は更さらに攻撃を当てるための動きを生んで行った。

　半はん竜りゆうは、回避運うん動どうの中で両腕の振りを用い、爪つま先さきの蹴けりを用い、体重を乗せた体当たりを仕込んでいく。

　対する百足は、しかし違った。彼女が選択したのは、

「っ！」

　加か速そく目的で腰を、今までよりも上に、前に上げることだった。

　それは前ぜん傾けいというよりも、身体からだを真まっ二ぷたつに折るような姿勢。

　全身は、脚きやく部ぶの力を、上半身ではなく、腰に送ろうと躍やく動どうし、

「……っ！」

　百足むかでの速度が、一気に上がった。
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　先ほどよりもタイミング早く、百足が半竜に嚙かみついていく。

　顎あご剣けんは三さん節せつになっていた。

　しかし、不ふ意いに大気の爆発が起きた。

　半竜だ。

　彼は、腰、脚あし、足と、そして両腕と、全ぜん排はい気き口こうを全開にしていた。

「勝負しよう」

　半竜が告げる。

「お互いの全力加速をぶつけ──」

　百足が届いてしまったので、半竜は解説をやめて前方へと己おのれを吹っ飛ばした。

　行く。





●






　タイミングとしては、不ふ転てん百足が前に出て、最初の両剣が投じられる瞬しゆん間かん。

　そこが、ウルキアガの狙ねらった機会だった。

　前に出続けている不転百足だが、幾いくつかのタイミングで速度が落ち、再さい加速を行っている時がある。連続で転がった後や、こちらが大きく距離をとった時だ。

　その時、不転百足は剣を捨て、自分を追うために加速する。そして速度を上げながら抜ばつ刀とうを行うのだが、抜き打つ動きは加速を落とさぬように、

　……遅い！

　ならば、そこが隙すきだ。

　もし、不ふ転てん百足むかでが新しん規きの腕を呼び出してガードしたとしても、こちらの激げき突とつ力りよくの方が上だ。確実に吹っ飛ばし、ダメージを入れられる。

　これは、作戦とは言えないものだと、ウルキアガはそう思う。

　だが、副長クラスには、その方が正解だ。

　どんな人間でも、石に躓つまずき、壁を避けるように、戦せん闘とうにおける単純な力の激突は否ひ定てい出来ない。副長クラスであろうと、正面から力を当てれば、ぶつかるしかない。

　だからウルキアガは、ただ前に打だ撃げきを叩たたき込みに行く。

　当てようと思わない。距離は近づいており、正面であり、お互いは加速しているのだ。

　絶対当あたる。ならば結果は確実に出るのだ。

「おお……！」

　高速の視し界かいの中で、ウルキアガは不転百足の動きを捉とらえた。

　距離が一度空あいたため、百足は、抜ばつ刀とうの腕を捨て、新規の両腕を召しよう還かんしている。

　光の飛沫しぶきと表示枠サインフレームが重なり、双そうの腕が接続された。

　そこにウルキアガは飛び込んだ。全力で、激突の時間が来た事を示しに行った。





●






　不転百足は、争おうとしなかった。

　疾とく動きと流れの中、突き込まれる半はん竜りゆうの前腕に対し、両腕すら使わなかった。

　ただ、不転百足は、右腕を前に伸ばし、人ひと差さし指ゆびを伸ばし、

「────」

　敵に触れた。それだけだった。

　その小さな動きで、しかし、あるものが停止した。

　半竜の突とつ撃げきが、速度を失って停とまったのだ。





●






　ウルキアガは、それを確かに見て、体感した。

　自分の速度が、一いつ瞬しゆんで失われ、不転百足に食われていく光景を、だ。

　仕掛けは簡単だ。

　指だ。

　不転百足の指が、伸ばされて、こちらの前腕に触れた直後。それは生じた。

　不転百足の指が、衝しよう撃げきで砕くだけ散ったのだ。

　無む論ろん、全てはそこで終わらなかった。不ふ転てん百足むかでの指が砕けた瞬しゆん間かん。新しい指が即そく座ざに召しよう還かんされ、飛び散り、しかし、更さらに新しい指が召還されていた。そしてまた指は砕けては召喚され、

「停とまらぬだと……!?」

　重なる表示枠サインフレームと鉄の指は、一いつ瞬しゆんというものを数千に分ぶん解かいする回数を生む。

　連続召喚の中、流体の光がただただ散っていった。

　衝しよう撃げきを受けた指が、受けていない指と取り替えられ、衝撃を高速に吸収していく。

　何百、何千という、高速連れん続ぞく召喚の指が、こちらの衝撃を吸収し、

「止められるだと……！」

　……これが伊だ達て副長の防ぼう御ぎよ術じゆつか！

　そして、指が召喚を止め、確定した時。ウルキアガは速度を失った。

　一瞬の中の事だ。外から見ていたならば、接せつ触しよくの瞬間に何な故ぜかこちらが失しつ速そくしたようにしか見えない筈はずだ。

　対する不転百足は、至し近きんに近づいている。向こうの速度は失われていないのだ。

　激げき突とつコースだ。

　しかし眼がん前ぜんで、不転百足が横に転ぶ。二回転。こちらの身体からだを完全に避けるスライドだった。

　何故避ける、という疑問の答えはすぐに来た。擦すれ違う軌き道どうをとった不転百足が、新しく召喚した腕を、後ろへと伸ばしていたのだ。

　背後へと突き出された手が摑つかむのは顎あご剣けん。しかし、それは、

　……三十二節せつ!?

　擦れ違う動きを利用して、鋸のこぎりのようにこちらを削けずり切ろうと言うのだ。

　こちらに速度は無い。後こう退たいも前進も、今からでは遅い。そのための竜りゆう息そくは使っているのだ。

　だからウルキアガは、

「──！」

　飛ひ翔しようした。

　使うのは足や腰の加速器き官かんではない。

　単純な膂りよ力りよくだ。半はん竜りゆうが飛行する際、初速となる脚きやく力りよくを用い、ただ力任まかせに、

「拙せつ・僧そう・跳ちよう・躍やく……！」

　一瞬で地上高こう三十メートルの空に昇った。





●






　成なる実みは、ただただ、相手を追った。

　ようやく、自分の思し考こうが余よ計けいな事を考えなくなっている。やはり戦せん闘とうはいい。無理にでも集中を強ね請だってきて、浸ひたらせてくれる。

　今、半竜が上に行った。こちらは、その下をくぐった状態だ。このままだと、半竜に背を見せる事になる。だが、

「追えないと思ってるの……!?」

　成なる実みは、身を動かした。空に昇った半はん竜りゆうを追うように、身を起こし、

「不ふ転てん百足むかで、──展開〝百ひやく道どう千せん万ばん〟!!」





●






　不転百足の胴どうが、まず、腕を捨てた。

　身は仰のけ反ぞり、大きく曲がり、弧こを描いて天の獲え物ものを顎あごで見る。

　そして、走る両足の接続が解かい除じよされたなり、あるものが召しよう還かんされた。

　不転百足の新しん規き両脚あしだ。

　空に対して仰け反った身に相応ふさわしく、呼び出された脚は水平に近い角度を持っていた。

　一本ではなかった。空に向け、舞った半竜を追い越すように、


《展開〝百道千万〟：──確認》



　数百、千を超えようかという脚が、空に列れつ為なして道を作った。

　そこを、不転百足の胴が、突っ走った。

　疾しつ走そうだ。

　先に呼び出した脚に腰を接続し、その脚で己おのれを空に踏み込ませ、解除する。そうする事で身は勢いで前に投げ出され、次に召還された脚に強ごう引いんな接続をされる。そしてまた同じように、次の脚きやく部ぶも接続するなり胴どう体たい部を前に打ち出して解除する。これを繰くり返せば、

「──！」

　脚部が作るループ状のレールを、不転百足の胴体が走り抜けた。

　百足の脚きやく道どうは、半竜の頭上をぐるりと回り越えるループだ。

　その上を仰け反る百足は、脚道の弧を走りながら、ずっと半竜を捉とらえている。

　無む論ろん、捉えるだけでは、終わらない。


《──確認》



　脚が新しく幾いくつもの分ぶん岐き点てんを取り繕つくろう。半竜が何ど処こに逃げても空を這はい、追い続けていくために、球体を作って彼を囲んでいく脚部の接続と解除の音は、もはや無む数すうの足音の連続だ。

　そして腕が来た。

　一本ではなかった。一息で八を超える腕が召還され、脚道の弧が連なり作る直径百メートルの球体柵さくを切り込むように、顎あご剣けんをぶち込んでいく。

　剣は五、六、七節せつ、距離によっては十や二十を超えるものがあり、

「──っ！」

　不転百足が、半竜の頭上を回り越え、跳んだ。

　身を捻ひねり、空中に射しや出しゆつした新しん規きの脚で方向変化とフェイントを掛け、振り上げる両腕に、

「〝万ばん千せん道どう百ひやく〟」


《──確認》



　逆ぎやく読よみ名めい称しようで宙に放たれた百本の左右腕から、合計二百の百ひやく節せつ剣けんが抜かれた。

　一いつ瞬しゆんだ。

　空気が幾いく重えにも切られ、脚きやく部ぶ群ぐんの作る球体を絞しぼるように、弧こを描いて剣が走る。そして、剣が脚部の籠かごに触れようとした瞬しゆん間かんだ。全ての脚部パーツが格かく納のう空間に転てん移いし、顎あご剣けんだけの球きゆう状じよう結けつ界かいが現出した。

　後は、もはや二に百ひやく節せつ百節せつの赤あか顎あごが、全ぜん周囲から獲え物ものに巻き付き、嚙かみに行くだけだ。だが、その動きの中、半はん竜りゆうはただ動かない。

　彼は、ただ、両腕を振り抜き、顎剣結界を絞しぼろうとする不ふ転てん百足むかでに視線を向け、

「──拙せつ僧そうの勝ちだ。不転の女」

　言葉を食いちぎるように、朱しゆの二百撃げきが振り下ろされた。
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　風が消え、霧きりが消えた。

　そして、空にあったものが全て力を失い、落ちていった。

　幾いく重えの百足の脚あしも、腕も、顎も、どれもが朽くちたかのように力を失い、崩れていく。

　が、それらの全ては、途と中ちゆうで光に飲まれて消えていった。

　そうやってただ残るのは、三つの影だ。

　黒こく緑りよくの翼を広げて宙に立つ不転百足と、その前にいる半竜と、

「……こっちで止めなかったら屑くずになってるわよ、鬼おに庭にわさん」

　鬼おに角づのを両りよう肩部の飾りにした武ぶ神しんが、二人の間に立っている。

　赤の色と黒の色。二色で出来た、やはり竜に似た機き体たいは、不転百足に向かって両腕を構えていた。その装そう甲こうには確かに不転百足の顎がつけた斬ざん撃げきの跡がある。

　だが、高空の風の中、鬼庭の武神は、吐息代わりの肩を落とした。

『──白はく熱ねつするな。成なる実み。戦せん闘とうは終わりだ』
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　……戦闘終了？

　問いかけを心に思い、気付いてみれば、砲ほう撃げきの音も無くなっている。

　ただあるのは、風の音だけだ。

『何な故ぜ？』

　と問う成実は、ふと、鬼庭が艦かんの方を見たのに気付く。彼の余よ所そ見みという何気ない、しかし戦せん場じようではあり得ない動作。それを彼女がふと追ってみれば、

　……あれは……。

　武蔵むさしの外がい交こう官かんが、艦かん橋きようの基き部ぶに立っている。

　いつの間に、と思い、成なる実みは気付いた。最初に半はん竜りゆうが加速した時、竜りゆう息そくの爆発を派は手でに作った事を、だ。あの行為によって、甲かん板ばんの周囲が霧きりに覆おおわれた。そうなると、

『成実。本物の外交官は、あちらだ』

　自分は、囮おとり相手にムキになっていたという事か。だが、

『武蔵の外交官は、政治的な交こう渉しようを行わないと言う前ぜん提ていで来たんでしょう？』

『理由は二つある。一つは、あれだ』

　と、鬼おに庭にわが背後の空、南を示す。武蔵とこちらの間となる空。そこにあるのは、大きな影だ。

　極きよく東とうの輸ゆ送そう艦かん。武蔵や有あり明あけが持つ一いつ隻せきだろう。

　しかし、輸送艦には、本来の業ぎよう務むとは違う部分があった。艦かん尾びにある埋め込み式の艦かん橋きようからは、後部へと白い吹き流しが流れていることと、〝自動巡じゆん航こう〟と表ひよう記きされた表示枠サインフレームが、大きく前部に展開している事だ。

　こちらに向け、自動管かん制せいで動いてきているらしい。そうする理由は、疑問するまでもなく明確だった。

　平ひら船ぶね型がたの艦の上には、幾いくつかの、やはり大きな影が座り込んでいるのだ。

　伊だ達ての武神達だった。

　鬼おに切きりで撃げき墜ついされた者達が、何とか体勢を整わせつつも、しかし再さい飛ひ翔しよう出来なかったのだろう。そこに、武蔵が救たすけの船を供きよう出しゆつしたと言う事だ。輸送艦の側そく部ぶは、よく見れば〝武蔵暫ざん定てい議会〟の文字がある。

『生徒会や、総そう長ちよう連れん合ごうとしなかったのは、少々、気き遣づかい過ぎであろうな』

　確かに、と頷うなずく成実は、鬼切を受けた武神の姿も艦かん上じようにあるのを確認した。そして、輸送艦の向こうの空に、去っていく朱しゆの武神の姿も、だ。

　三征西班牙トレス・エスパニアの猛鷲エル・アゾウルが持つ十じゆう字じ型がた飛翔器き。それを展開して去っていくあの武神が、鬼切を受けた武神を空中で回かい収しゆうしたのだろうか。

『点数稼かせぎに、随ずい分ぶんと無茶をするわね』

『[image: ]しかる相手が増えて、こちらとしても面めん倒どうだ』

　鬼庭の言葉に苦く笑しようが漏もれ、成実は一息をついた。

　……不完全燃ねん焼しようね。

　戦せん闘とうが、終わったのだと、そう思う。だから成実は、視線を上げた。鬼庭の向こうにいる半竜に視線を向け、ふと考えた。

　いつものように、何かを言うべきか。それとも、別の、何かを言うべきか。今の自分にはどちらも解わからないのだが、

「そうね」

　短い間だが、本気の挙きよ動どうを見せたこちらについてきた相手を、吝やぶさかに思う意味はない。それよりも、今いま更さらながらに感かん嘆たんがある。よく、こちらと相あい対たい出来たものだ、と。

　不ふ転てん百足むかでとの地上戦に、ついて来る事が出来る者は、少なくとも伊だ達て領りよう内ないにいない。反応速度では唯ゆい一いつ片かた倉くらがついて来られるが、動作は無理だ。半はん竜りゆうという希き少しよう種しゆ族ぞくについては、竜をモチーフとする伊達家でも未知の存在だが、

　……戦せん闘とう能力は、確かなようね。

　今後も、油ゆ断だんも見み下くだしも無しだと考え、成なる実みは内心で息を吐く。半竜に対し、何か言おうと、改めて口を開きかけた。その時だ。

　……え？

　半竜が、艦かん橋きようの方を見ているのを、成実は気付いた。
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　成実は、振り返った。

　半竜の見る先には、武蔵むさしの外がい交こう官かんがいる。だが、鬼おに庭にわは、こうも言っていたはずだ。

　……戦闘を止めた理由は二つある……。

　一つは、伊達の武ぶ神しん達を武蔵側が回かい収しゆうした事。ならば、もう一つは、

『……政まさ宗むね!!』

　成実は視し界かいの中央に、その人ひと影かげを捉とらえた。

　黒の長ちよう髪はつを風に流す瘦やせ気味の少女。彼女は、武蔵の外交官と笑みで言葉を交わしていたが、ふとこちらに気付き、

「────」

　おうい、という口の開け方で、手を挙げた。

　ふむ、と答えたのは半竜だ。

「見事……！　今の拙せつ僧そうの戦闘と頭ず脳のう的てき勝利を見せ、ちゃんとアピールしたか向むか井い！」

　この半竜そっち系だった！　と成実は顎あごを縦に開いて思うが、それよりもまず、優ゆう先せんとする事があった。

『鬼庭さん！　何でここに政宗を連れてきたの!?　　だって、小──」

　言いかけた名を、成実は強ごう引いんに飲んだ。だが、次の瞬しゆん間かんには吐き出すように、

『羽は柴しば・秀ひで次つぐがいるのよ!?』

　疑問の叫びを断ち切るように、音が響ひびいた。

　西の空から大きく鳴ったのは、砲ほう撃げき音おんだ。

　……山やま形がた城じようによる実じつ弾だん砲!?

　最上もがみの総そう長ちよう、最上・義よし光あきが、狙そ撃げきにも似た一発を、虚こ空くうから南へと叩たたき込んでいたのだ。

　流体砲ほうが威い力りよくも燃ねん費ぴも安定しているこの時代、実じつ弾だんを用いる意味の一つに、速度がある。弾だん丸がん自体に加速術じゆつ式しきを搭とう載さいして行く事で、ほぼ不ふ可か視しの、音よりも先に届く一いち撃げきを相手にたたき込めるからだ。

　今も、そうだろう。飛ひ翔しようする音は、砲ほう弾だんの後をついていくものだが、その行き先は解わかる。

　水み戸と領地の南なん境きようの空、そこに、羽は柴しばや北ほう条じようの艦かん群ぐんと控える、

『羽柴・秀ひで次つぐ……!!』

　南天の空にて、打だ撃げきが威い力りよくを発はつ揮きした。

　無む防ぼう備びに戦せん況きようを見ていた羽柴・秀次の戦せん闘とう外がい交こう艦かん聚じゆ楽らく第だいに、最上もがみからの一いち撃げきが着ちやく弾だんしたのだ。







[image: 第四十章『青場の竜』]
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　義よし康やすは、放たれた一いち撃げきと、その行方ゆくえを〝義ぎ〟の上から振り向き追った。

　それは弾だん頭とうに与えられる運動力りよくに破壊を任せた、高こう速そく砲ほうの一発だった。音からして、極きよく東とう十じつ寸すん口こう径けい、砲ほう身しん長は三十口径長ちようを超えているだろう。発はつ射しや時じに砲ほう口こうから衝しよう撃げき波はを生まぬよう、

　……左右の砲ほう撃げきが消えた後も山やま形がた城じようが防ぼう護ご障しよう壁へきを掛けていたのは、これのためか!?

　否、最上もがみの主あるじは、今までずっと砲撃制せい御ぎよを行っていたのだ。ならば、今の一撃は思いつきでも何でも無く、

「全て、この一発のためか！　最上・義よし光あき！」

　視線を戻した先、山形城の屋上には、狐きつねがいる。

　九きゆう尾びの踊りは最後の動きを作っていた。両の扇おうぎの内、右のものを上から正面に振り、まずは広げる。そして手首を返し、扇の表おもてを空に向けた後で立てて、遂ついには閉じた。

　直後に、南の空、控えるようにいた聚じゆ楽らく第だいから、白の爆発が生じた。

　着ちやく弾だんの威い力りよくによって生じた衝撃波が、大だい規模な大気を押しのけ、霧きりの散さん開かいを生んだのだ。
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　関かん東とう南の空、控える艦かん群ぐんは、それぞれの動きを取り始めていた。

　羽は柴しば・秀ひで次つぐの艦かん隊たい、聚楽第を中心とした艦群の内、関東諸しよ家かのドラゴン級艦隊が、ゆっくりと北東側に移動する。

　有あり明あけに対し、盾たてにならぬ盾として、己おのれを翳かざす動きだ。

　だが、北ほう条じようのバラック艦隊は違った。北からの砲撃を無む視しし、南西側へと艦隊を動かしていく。それは聚楽第の前部甲かん板ぱんから広く生じた水すい蒸じよう気きの爆ばく散さんより遠ざかるもので。

「小こ太た郎ろう、艦かん長ちようから総そう指し揮き艦かんに通つう神しんを。──我が艦隊は物理弾だん高速砲対たい応おうの防ぼう御ぎよ術じゆつ式しき装そう備びを整えていないために、これ以上の警けい護ごは無理だと。そう言っておくのがいいでしょう。

　私の名前を用いて構いません。その方が、上も納なつ得とくするでしょうから」

　北条側の旗き艦かん・小お田だ原わら城じよう。平な稜りよう角かく型がた戦せん闘とう艦の中央艦、艦かん橋きよう上のテラスで声を作るのは、目を伏せた牛うし角づのの女性だ。肌はだの色の濃い鬼おに型がただが、自動人形の身は、しかしゆっくりと頭上へと顔を向けた。

　振り仰ぐ空の上に、雲の揺らぎがある。

　と、彼女の背後で、少女の声がした。

『白しら鷺さぎですね、氏うじ直なお様』

「改めて言わずとも、昨夜から無む補ほ給きゆうでずっと監かん視ししていますよ。あれだけの艦を自由に動かせるP.A.Odaの国こく力りよく、及び羽柴への信頼というのは、どれだけのものでしょうか」

　と言う氏直の声には、しかし、引くものがない。顔を向ける先、甲かん板ぱんの上にいる忍にん者じや装しよう束ぞくの少女型走狗マウスに向かい、

「いずれ私達が、戦って勝つのですよ、あの白しら鷺さぎの……、滝たき川がわ・一いち益ますに」

『大だい丈じよう夫ぶでしょうか……』

「小こ太た郎ろうが頑がん張ばれば、どうにかなりますよ？」

『私、何も、出来ません……。氏うじ直なお様が拾ってくれただけで……』

　いえ、と、氏直は、小太郎の言葉を否定した。

「三み方かたヶ原はらの戦いの後、北方国こつ境きようと西側からの映像を拾ってきてくれたではないですか」

『あれは、結局、私以い外がいの誰だれかが出来た事で──』

「為なしたのは貴女あなたで、頼んだのは私です。信しん頼らいと応おう答とうは私と貴女の間に等とう数すうで遣やり取りされ、私はその結果を正しく貴女から得ました。そこに問題が？」

『氏直様は、ときに走狗の私より、理り屈くつくさいです……』

「最新型の走狗である貴女は、私などよりも遙かに理屈の塊かたまりですよ」

　そうですかねえ、と、小太郎が苦く笑しようで吐と息いきする。

『ただ』

　と彼女は言った。表示枠サインフレームを幾いくつか表ひよう示じし、艦かん長ちようの意見を航こう路ろ上に図ず示しとしてまとめながら、

『羽は柴しばの艦かん隊たいが動かないのは、何な故ぜでしょう？　今、あれだけの爆ばく散さんが生じたのに、艦かん群ぐんも動かず、警けい報ほうも鳴りません。艦かん長ちよう達の応答にも〝現状維い持じ〟だけで……』

「Ｔｅｓテスタメント．、〝現状維持〟は無ぶ難なんな判断でもありますので、問題はないでしょう。向こうとしても、この程度は予期していたという事でしょうし」

『防ぼう護ご障しよう壁へき無しで高こう速そく砲ほうの直ちよく撃げきを受ける事が、ですか？』

「結果として、彼らは無む反応を通していますよ。しかし──」

　と、氏直は、両の伏せた瞼まぶたを押さえた。

「先ほどから、あの爆散の向こうに、妙みような予感が見えます」

『……流体の動き、ですか？』

　Ｔｅｓ．、と氏直は頷うなずいた。が、彼女はゆっくりと首を傾かしげる。

「……この流れ、以前に見た記き憶おくがあるのです。完全に同じというわけではなく、似たような……、出力というか──」

　と、そこまで言った氏直は、はっと、顔を有あり明あけに向けた。

「武ぶ神しん……！」
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　有明天てん面めん部ぶ。白の広大の上に爪つめを削けずるような滑かつ走そうで着ちやく地ちした地じ摺ずり朱雀すざくは、まだ滑走がやまぬ内から、不意の姿勢を崩した。

「……地摺朱雀!?」

　膝ひざを着き、横よこ滑すべりを始めた地じ摺ずり朱雀すざくの肩上、直なお政まさが感覚したものがある。それは、

　……朱雀の背を押すような、この推すい力りよく……！

　直政が後ろを見ると、そこに水面が見えた。表示枠サインフレームに囲まれて存在する、架か空くうの湖。それは、四し聖せいの朱雀が司つかさどる〝澤たく〟の力であり、

「呼ばれているのさね……!?」

　朱雀のOSが、起き動どう準備の表示枠を幾いくつも立てる一方で、セイフティロックをそれに掛けて消していく。そのようにして、現れては消える無む数すうの制御情報術式プログラムが知らせるのは、

「里さと見み・義よし頼よりの〝忠ちゆう〟が、出しゆつ撃げきしようとした時と同じ……」

　三み方かたヶ原はらの戦いの最後。彼は、飛び立ちながらこう言った。自分達の武ぶ神しんの設計、OSの基礎は、明めい残ざん党とうが戦争で放ほう棄きした、恐らくは四聖、朱雀のものだと。

　ならば、今、同じ反応を導くのは何か。

「──四聖がいるのさね!?」

　滑かつ走そう中の朱雀が膝をつくだけではなく、身を前に倒しそうになる。脚あしを包む防ぼう護ご用ようのタイツが破れ、膝の重じゆう力りよく制御式しきレール関かん節せつが床と接せつ触しよく。火花と歪ゆがみの音が零こぼれ、しかし朱雀は、OS制御の自力で強ごう引いんにバランスを保った。だが、その中で、

　……お？

　直政は気付く。地摺朱雀の腕が、ふと、こちらを振り落とさぬように動いたのを、だ。

　無む論ろん、そんな事を命令した憶おぼえはない。単にバランスを失したが故ゆえの動きを、こちらが錯さつ覚かくしたのか。または、朱雀側のOSにある動きなのか。

　直政には解わからない。

　ただ、今、消えて行く数の方が多くなった表示枠の群の中、こいつも少しは変わってきているのかもしれない、と、直政はそんな事を思い、

「それよか問題は、あっちか……」

　有あり明あけの天てん面めん装そう甲こうに弧こを描いて停とまった朱雀から、直政は南西の空を見た。

　そこに、霧きりの破は裂れつが晴れていき、露あらわになっていく羽は柴しば・秀ひで次つぐの艦かん隊たいがある。

　先ほど見えた羽柴・秀次は、竜りゆうの片かた角づのを持つ霊れい体たいの少年だった。だが、

「やはり、高こう速そく砲ほう弾だんを受け止めたのはそいつか……」

　晴れていく霧の向こう。秀次の背後。そこに巨大な影があった。青の竜に似た、巨大な武神だ。周囲に表示枠を幾つも展開し、姿にノイズをまとわりつかせたその正体は、

「四聖の、青せい竜りゆうさね……!?」
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　……え？

　と、風の中で、思いを作った者がいる。

　アデーレだ。

　ここ、山やま形がた城じようからは、羽は柴しば・秀ひで次つぐの艦かん隊たいは遠く、完全な形として視し認にん出来ない。だから艦かん首しゆ部上に展開した大型表示枠サインフレームにて、望ぼう遠えんされた光景を見ているのだが、

「……？」

　アデーレは眼鏡めがねを一度外はずし、レンズと目の距離を確かめる。

　だが、アデーレは、眼鏡に異常が無いと判断し、表示枠が示す画が像ぞうに目を細めた。そして、

「あれ……？」

　おかしな事がある。

　透すけているのだ。

　手て前まえ側にいる片かた竜りゆう角づのの少年は霊れい体たいだから、陽光の下では微び妙みように透ける。それは種しゆ族ぞく的なものだと、そう解わかっている。だが、

「後ろの武ぶ神しんまで……」

　青せい竜りゆうの武神。こちらが放った高こう速そく砲ほう弾だんを受けるように、右の腕を前に突き出した武神が、しかし、ノイズを得たように、時とき折おり掠かすれる。

・金マル：『〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟みたいに空間から引き出す際、何かミスが生じてるって事かなあ』

・煙草女：『光学系ステルスを掛けていたのが甘あま解ときになってる可能性は？　──大ひろ！』

・3 4 7：『あ！　御ご免めん先せん輩ぱいちょっと実際見みないと解わからないし、実際見ても解らないかなあ。ただ、光学系じゃ無いと思う。光学系だったら、実体弾だんや、それに搭とう載さいされる術じゆつ式しきを受けた程度の余よ波はに対してはソッコで復帰する筈はずだから』

・●　画：『だとしたら召しよう還かん設定不ふ備び？　でも砲弾止とめたのよね？　どういう事？』

　解らない。それが結論だ。

　……だけど、どういう事なんでしょうか。

　と、前に身を乗り出していたアデーレは、ふと聞いた。こちらの横で舞まいを終え、残ざん心しんを保っていた義よし光あきが、静かにこう言ったのだ。

「哀あわれよの……、政まさ宗むね」

　え？　と振り仰いだアデーレは、どことなく肩を落としている義光に気付いた。

　すると彼女も、こちらに気付き、

「何か要いるかえ？」

　と、問うてきたと同時。正面の大型表示枠から、青竜の武神が消えた。

　疑問に思う暇ひまも与えず、巨大な武神が、その姿を消したのだ。

　そしてこちらが反応するより先に、

・礼賛者：『何ぃ──!?　武神がいきなり消えましたぞぉ──!?』

・労働者：『見れば解るから言わなくていい』

・あさま：『で、でも何ですか今の!?　あ！　喜き美み！　この程度の怪かい奇き現象で耳塞ふさいで隠かくれようとしないで下さい！　ちょちょっと、脚あしの間、駄だ目め……っ』

・賢姉様：『フフ、何なに言ってるの浅あさ間ま！　子供向きっぽい竜りゆうの武ぶ神しんがイリュージョンなんて、これはきっと竜を騙かたった事に対する竜りゆう神じんの祟たたりか何かよ!?　信じないなら神の怒りでも食らうといいわ！　厠くりや神かみ系けい雷でん撃げき術じゆつ最大奥おう義ぎ、便所サンダル（複数用よう）とかね！』

　……ああ、クラスチェンジが楽しい〝ファイナル下げ克こく上じようⅢ〟のオリジ神しん術じゆつでしたっけ。

　と思うアデーレの視し界かいの中、落らく雷らいが発生した。

「──え？　サンダル？」

　光をアデーレは見た。雷らい光こうだ。晴れた午後の空に、雷かみなりの一いち撃げきが発生したのだ。

　だがそれは、落ちたのではない。拡かく散さんするように、空のある一点で放ほう射しやされている。

　場所は東側。伊だ達て家けの艦かん群ぐんの中央部からだった。
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　光は、空に走り、しかしその基き部ぶでは、果てずに生まれつづけていた。

　伊達家の武神空くう母ぼ・川かわ井い城じよう。武蔵むさしの外がい交こう艦かんを連れん結けつした艦かん上じようが、その現げん場ばだ。

　稲いな妻ずまは裂れつ音おんを上げ、四し方ほうと八はつ方ぽうに雷らい撃げきの蔦つたを走らせる。

　甲かん板ぱんは鞭むちにも似にた雷光に打たれて焼かれ、風と衝しよう撃げきが艦かん橋きようをも襲おそった。

　光が止まない。

　全てを白く染めるような、発光というよりも発色に近い光量の中、幾いくつかの影がある。

　その中の一つ、最も大きいものは、身み構がまえた半はん竜りゆう、ウルキアガの影だ。

　ウルキアガは、光の中で、あるものを見ていた。白の中央。そこにいるのは政まさ宗むねだが、彼女の背後に、

　……武神!?

　竜に似たシルエットが、稲妻の逆ぎやつ光こうに見えた。それも、喉のどのあたりを搔かき毟むしるような、何かを引きちぎるのにも似た動きをもって、だ。

　どういう事だと、ウルキアガは疑問する。

　始まりは、成なる実みとの戦せん闘とうが終了し、甲板に降りていく最中に生じた。

　不ふ意いに政宗が口元を押さえ、身をかがめるなり、

「あ……！」

　泣くような声を迸ほとばしらせたのだ。何かの攻撃を受けたのかと、そう思った次の時には、眉まゆを歪ゆがめ、身体からだを極きよく度どに仰のけ反ぞらせた彼女の背後に、圧が来た。

　風の形をしているが、正体は圧力だと、ウルキアガは見切っていた。流体の飛ひ散さんとも見える霧きりも、そこに見えていたのだ。

　だからウルキアガは思った。政宗の背後に、何か巨大なものが召しよう喚かんされる、と。

　何が来るのだという疑問に対する答えは、雷光となった。正確には、流体光こうの爆発だ。

　そして来た。政まさ宗むねの背後に、彼女の動きを真ま似ねるような、見方によっては、彼女を操あやつっている動作の武ぶ神しんが出現した。

　青せい竜りゆうの武神だ。それも、先ほどまで、秀ひで次つぐの背後にいたもので、

　……透すけていない!?

　実体だ。そして、確固とした重量で甲かん板ぱんを揺るがす武神の足下で、竜の模も造ぞうと同じ動作をしていた政宗の影が動いた。

　彼女は、己おのれの首に掛けていた手を、強く、確かに、内側へと食い込ませるようにして、

「……！」

　直後に、激げき突とつ音が聞こえた。

　鬼おに庭にわだ。背後の空にいた鬼の武神が、膝ひざから、竜の武神に激突したのだ。
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　武神同どう士しが、片方は立った姿勢で、片方は空からの加速をもって衝しよう突とつした。

　金属の音がして、装そう甲こう板ばんが幾いく重えにもぶつかり合って雨のような打だ音おんを作る。

　しかし、意味が無かった。

　竜の武神は、喉のどを押さえていた両腕の、その右みぎ肘ひじで鬼庭の膝を受け、

『──！』

　咆ほう哮こうの一いち撃げきと、右腕を伸ばし振る動作で、鬼おに型がたの巨きよ体たいを甲板に叩たたきつけたのだ。

　響ひびくのは、超ちよう重量の鉄をぶつける音よりも、磨みがかれた装甲が甲板を滑る異音だった。だが、鬼庭は足を滑かつ走そうさせるように回して姿勢を直し、

『まだまだ……！』

　叫び、吠ほえた行為は、しかし既すでに遅かった。

　光の中心から、竜の武神が飛び出していた。振った右腕を一度縮ちぢめ、鎌かま首くびのようにした竜はその全身を跳ちよう躍やく。立ち上がる鬼庭に対し、カウンターの右拳けん撃げきをぶち込もうとする。

　姿勢も何も、乱れた打撃だった。

　だが腕には雷らい光こうがまとわりつき、手首から先は、白く発光し、

『……！』

　拳こぶしが大気を抜いた。宙に水すい蒸じよう気きの輪が広がり、散り、しかし、

「政宗!!」

　成なる実みの機き動どう殻かくが飛んだ。消えていく光が作る長ちよう大だいな陰いん影えいの中、成実の不ふ転てん百足むかでが空中から長大な顎あご刀とうを引き抜く。数は八本。狙ねらいは竜型の武神の右腕だ。

　一本を、確実に落とす勢いで、朱あけの顎あごがバイティングを行う。

　当たる。

　が、砕くだかれた。一本、二本、三本目は欠片かけらと散り、四本目は折れ散った。五、六本目は接せつ合ごう部が割れて跳ね、七本目は二つに割れた。そして八本目が震動から破は砕さいする。

　その時既すでに、六十四本が追加され、大たい弧こを描く。

　もはや斬ざん撃げきでも、剣けん技ぎでもない。数十メートルの顎あごの累るい積せきが為なす切り潰つぶしだ。しかし、対する青の竜りゆうは、今こそ背の翼を展開した。六枚翼よく全すべてに光を破は裂れつさせ、

『────』

　竜の咆ほう哮こうが前進力りよくとなり、方向を変えた。

　鬼おに庭にわの武ぶ神しん、左さ月げつではなく、成なる実みへと向かったのだ。

　対する成実は、青の速度に正面から立つ事を選択した。彼女は空中に身を留め、左右三十二ずつの顎が宙を突っ走るのを制せい御ぎよする。

　だが青せい竜りゆうが速かった。成実が放つ顎の谷底を、青竜が一直線に跳ちよう躍やくして来る。

　朱しゆの刃やいばは間に合わない。青竜の突き出す爪つめが直ちよく撃げきしにいくだけだ。だが、成実は、

『全く……！』

　急ぎ、背後の宙に手を翳かざしながら、こう言った。

『私を恨うらんでいるなら、そう言って欲しいわ。──政まさ宗むね』

　不ふ転てん百足むかでが、両手て先さきに射しや出しゆつされた柄つかを握り、カウンターでぶち込もうとした瞬しゆん間かんだ。

　不ふ意いに、声が響ひびいた。それは、武蔵むさし外がい交こう官かんの、

「駄だ目め……!!」
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　鬼庭は、何が起きたのか、理解出来ていなかった。

『……む』

　今、自分は、前を見ている。

　伊だ達て家けが所有する武神空くう母ぼの甲かん板ぱん上。自分が元々いた場所だ。

　しかし、先ほどまでと光景が変わっていた。

　青竜の武神が消え、その周囲にあった流体の光なども、全て消しよう滅めつしていたのだ。

　長い間があった訳ではない。武神の記き憶おく記録によれば、時間にして、自分が起きあがろうとして、周囲が一いつ瞬しゆんで今の静せい寂じやくに変わってから、三秒しか経たっていない。

　死ぬには充分な時間だが、長いとはいえない時間でもある。

　ただ、自分達は生きている。正面には自分が滑り削けずった跡を持った甲板があり、その向こうには、艦かん橋きよう部ぶが立っている。空には青い色があり、白の光はどこにも無い。

　青の竜を形とした武神は、やはり何ど処こを見てもいない。消えていた。

　風だけが、動きとして存在していた。

　吹き下ろす高空の風を求めるように、宙に視線を向ければ、成実の姿も無くなっていた。

『成実。……死んだのか？』

『生きてるわよ。後ろ。──振り向かないで』

『無理を言うな。武ぶ神しんの広こう範はん囲い視覚だぞ』

『その左さ月げつの死し角かくにいるのよ、今』

　左さ様ようか、と鬼おに庭にわは、武神のみではつく事の出来ない一息を、疑ぎ似じ感覚処理で入れる。

　……しかし……。

　思うのは、一つの事だ。

　……あれはやはり、政まさ宗むねが引き金になっているのだろうな。

　視線を向けるのは正面だ。艦かん橋きよう下か、そこには政宗が倒れていた。そして、武蔵むさし外がい交こう官かんが、線の細い政宗の背を支えるように座り込み、その手を両の掌てのひらで握っていた。

　前まえ髪がみ枠わくの少女は、ただただ、政宗を淡く抱いて、あの、と、気付けるように緩く揺らす。

　そして、彼女は、気を失っている政宗に、こう呼びかけていた。

『だ、……大だい丈じよう夫ぶだから、ね？　……ね？』
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　青竜が出現した時、鈴すずは、何が何だか解わかっていなかった。

　いきなり音がして、いきなり風が吹いて、いきなり揺れて、いろいろと危なくて、更さらには、

　……伊だ達ての、偉い、人。

　政宗と言ったか。その人が、苦しんでいるように感じた。身を仰のけ反ぞらせ、折って、身を絞しぼるように抱いて、叫んだ。

　怖こわくないかと思えば、噓うそになる。だが、鈴はこうも思った。

　……痛そう。

　自分が、ではない。政宗の中にあるものが、だ。

　自分には知ち覚かく出来ない。ひょっとしたら、目が見えていれば簡単に解るものなのかもしれない。だが、自分にはただただ、彼女が、自分の中にある何かを痛がっているように感じた。

　痛みには力がある。

　だから抗あらがったり、諦あきらめもするし、抗える時も、抗い切れない時もある。そしてまた、諦められる時も、諦められない時も、やはりあるのだ。

　彼女の中にあるものは、どのような形で、大きさで、熱をもって、痛いのだろうか。解らない。が、鈴は、自分に出来る事を知っていた。

　不安である人に対しては、周囲が見えてない人に対しては、

　……トーリ君とホライゾンがしてくれたみたいに……。

「あの」

　違う。今、周囲に聞こえる音では、この声が通じない。だから、

「あ、……あの！」

　大きな声で、少なくとも、学校の授業で歌を唄うたうのと同じくらいには出した。それは、彼女の叫びと痛みを、どうにかしたいという叫びとして、

「駄だ目め……！」

　呼びかけた。すると、向こうは、微かすかの時間において、こちらに顔を向けた。

　良かった、と鈴すずは思った。こちらに気付いたのだから。

　だが、相手は、そのまま力を失い、倒れていった。ゆえに自分は慌あわてて支えたのだが、

「大だい、丈じよう夫ぶ……、だから、ね？」

　問いかけ、彼女を抱えて座り込みながら手を握った時、鈴は周囲の変化に気付いた。

　周りが静かになり、空が熱を戻していたのだ。
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　ウルキアガは、青の色と、正常な風を感じた。背の翼を広げ、両りよう脚あしの排はい気き口こうを用いて立つ空において思う事は、一つだ。

　……向むか井いが政まさ宗むねを落ち着かせたら、青せい竜りゆうが消えた？

　よくは解わからないが、駄目、という向井の制せい止しに、青竜が消えたのだ。そして、

『ちょっと、……放してくれるかしら？』

　右腕に抱えているものが、声を作った。竜に似た機き動どう殻かく、不ふ転てん百足むかでだ。右脚あしと右腕うでを解かい除じよした状態の不転百足は、身を捻ひねらせ、

『何するの、いきなり……』

「解らないか？　貴き様さまの命を救ったのだ」

『別に、そんな事頼んでないわ』

　ならば、とウルキアガは言った。

「死ぬ気だったのだな」

『────』

　まあいい、とウルキアガは告げる。視線の先では、一つの影が倒れていた。それは、艦かん橋きよう間ま際ぎわに鈴と立っていた筈はずの、

『政まさ宗むね……！』

「やかましい。死を前ぜん提ていとしたり、救おうとしたり、挙きよ動どう不ふ審しんだ」

『じゃあ、貴方あなたは何なの？　私と戦って、そして今、救って……』

「拙せつ僧そうの行動は一いつ貫かんしている。……姉キャラの攻こう略りやくとして、な」

　片かた脚あしだけの不転百足、その左の膝ひざが入った。この、と声まで着けてきて、

『最低ね……！　私と戦ったり、救った事を、政宗に見せつける事で？』

「フ、──ポイント稼かせぎと思わば思え。着々と進行しているのは確かなのだからな」

　不転百足が抵抗するが、ウエストを抱え直したためにこちらにはダメージがほとんど無い。そしてウルキアガは、甲かん板ぱん上に倒れている政まさ宗むねに視線を向けた。

　だが、思うのは、政宗の事ではない。

　……あの武ぶ神しんは、何だ？

　竜りゆうに似た武神。あれは確かに、あるものと、同じだった。ここから、半はん竜りゆうならではの視覚で捉とらえたもの。ずっと遠く、離れた位置にあったもの。それは、

「羽は柴しば・秀ひで次つぐの背後に見えたものと、同じものだったな……？」
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　アデーレは、義よし光あきが両の扇おうぎを下げるのを視し界かいの端はしに見ていた。

　目は、正面の空にある大型表示枠サインフレームを捉とらえていた。

　青の、掠かすれていた武神が消えた、羽柴・秀次の艦かん上じよう。

　そこに、動きがあったのだ。

　まず、丹に羽わが力無なく立っていた秀次を支えるようにして共に艦かん内ないに去り、続くように、秀次の隣となりにいた少女が、しかし前に出ていた。

　霊れい体たいだった。午後の光を背に浴び、身を少々透すかしているのは、一人の少女だ。

　人ではない。耳の位置に、白い三角の毛で覆おおわれてあるのは、

「……人じん狐こ」

　アデーレは、正まさ純ずみが言っていた事を思い出す。最上もがみは、二週間前まえに、人ひと質じちとして、自分の娘を羽柴へと差し出したのだと。

　駒こま姫ひめという娘。彼女は、

　……何な故ぜ、霊体に？

　ただ、彼女の視線は、確かにこちらを。最上・義光を見ていた。そして、

『────』

　駒姫が、深く頭を下げる。すると、

「あ」

　表示枠に見える映像が、下から白の色に満ちた。

　霧きりだ。艦を動かす際に、艦かん表面を覆おおう仮か想そう海の出力を入れ直して生まれる水の飛び散り。聚じゆ楽らく第だいを浮上させるそれが、今、表示枠を白く染めていく。

・●　画：『羽柴・秀次の艦かん隊たいが、去っていくわね。随ずい分ぶんと余よ裕ゆうな動きじゃない』

　白の波は濤とうと霧を散らし、艦かん群ぐんがゆっくりと方向を変えていく。艦として比ひ較かく的てき無む防ぼう備びな艦かん尾びを晒さらすなど、こちらからの攻撃を受けぬと判断した上での行為だ。

　だからというように、義光が、一度上げた扇おうぎを片手で閉じ直した。

　大型表示枠が消えた。ただ向こうに見えるのは、森と山の大地と、有あり明あけと、海だけだ。

　しかし、もはや誰も何も動かず、ただ、

「馬鹿者め……」

　義よし光あきが、広げた扇おうぎで顔を隠かくし、呟つぶやいた。

「親子の手切れの一いち撃げきに礼をするなど、……親おや離ばなれの出来ぬ娘ぞえ」

「え？」

　思わずあげた声に、義光が動きを止めた。彼女はそのまま、

「え？　とは何ぞえ？」

「いえ、薄うす々うす思ってましたが、……本当に、保ほ護ご者しやの方で？」

　問うと、ややあってから、義光が肩を震わせた。彼女は、そのまま数すう呼吸をこなし、一息を深くつくと、扇を外した。そして狐きつねは、笑い顔で目め尻じりを拭ぬぐい、

「全く、……笑い涙が出てしまったぞえ」

　こちらは、何も言う事が出来ない。ただ、義光はこちらに湿った目尻の笑みを向け、

「何が欲しいかえ？　菓か子しも料理も、水も酒も、何でもあるぞえ？」

　たとえば、と、彼女は前に言葉を置き、こう言った。

「今後の奥おう州しゆう、否、極きよく東とうどころか、世界を動かすための会議というのも、良かろうか？」







[image: 第四十一章『上からの抑圧者』]
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　影の場所があった。

　水平の全ぜん周しゆうを覆おおう窓に空は見えているが、その硝子ガラスは光を暗く遮さえぎっている。窓の向こうに見えるのは、遠くへと伸びる甲かん板ぱん。手て前まえに見えるのは、この部屋を装そう飾しよくする柱と壁だった。

　P.A.Odaの外がい交こう艦かん、聚じゆ楽らく第だいの後部にある大型展てん望ぼう台だいだ。

　直径五十メートルほどの空間は影に浸ひたり、しかしその中央には、影を見出さぬ光があった。

　青白い流体光こうだ。

　周囲を照らすことはせず、ただそれは、円えん形けい空間の中央に宿っている。

　青の光が留まり、漏もれる源みなもとは、二つの寝台だった。長なが椅い子すにも似た、竪たて琴ごとにも似た形は月と風を装飾としたもので、片方は空き、片方には、傍かたわらに霊れい体たいの少女を置いて、その中に、

「秀ひで次つぐ様……」

　寝台に、目を伏せて、片かた竜りゆう角づのの少年、秀次が眠っている。霊体であることを示すように足先が掠かすれた幻まぼろしの身は、寝台の足下側がわから漏れる青の流体光に浸ひたった状態だ。

　寝台から発される流体光は、彼を包みながら、鼓こ動どうのような明めい脈みやくを続けていた。

　そんな彼を見ているのは、やはり霊体の少女、駒こま姫ひめだった。

　彼女は、彼を覗のぞき込むようにして、

「……私、母かあ様に嫌きらわれる事が出来たんでしょうか。母様、三さん国ごくの中、羽は柴しば側への従じゆう属ぞくとは別に、最上もがみとして伊だ達てや上越露西亜スヴイエート・ルーシに砲ほう撃げきを始め……」

　首を傾かしげた。それは、目を開けぬ彼に問うようにして、笑みを作って、

「最後の一いつ砲ぽう、どういう意味だと思われますか……？」

　問いかけは、しかし、緩く崩れていく。力無なく、眉まゆ尻じりを下げて、

「答えは、無いですよね。元々、無む理り矢や理りですもんね。残念、薄いですもんね」

　と、強ごう引いんに笑って、俯うつむき掛けていた身を起こす。そして、ふと、秀次の眠る寝台に彼女が手を着いた時だ。

　光が駒姫を支えた。寝台の縁ふちに着いた手を伝うように、全身に回り、そして、

「あ」

　駒姫の姿が揺れる。耳が横に、狐きつねの様よう相そうを強く帯び、霊体用素そ材ざいのインナースーツの尻しり部分を押しのけて尻尾しつぽが二本出る。緩ゆるやかに手て指ゆびの形や、口の釣つり上がりも起きかけ、

「────」

　駒姫は身み震ぶるいを入れて寝台から離れた。が、左の手が震えて、ついてこない。慌あわてた動きで、肩を振り、右の手で左腕を摑つかんで引き剝はがす。そうする事でようやく、

「……戻った」

　耳の部分が残っているが、手て鏡かがみで見る限り、口くち頰ほおの釣り上がりは消えた。母様のような顔だったら似に合あうのに、と呟つぶやきつつ、スーツの尻しり周まわりなど直しに入る。と、

「大だい丈じよう夫ぶですか？　さっき、パリっと来たけど、あまり触れない方がいいですよ？」

　展てん望ぼう台だいに上がってくる階段から、人ひと影かげが来た。

　結い髪がみに巻き布を当てた女。P.A.Odaの制服をシンプルに着込んでいるのは、

「丹に羽わ様……」





●






　駒こま姫ひめは、自分の口く調ちように、わずかな険けんがある事を自覚する。だから、頭を下げ、

「すいません。御お世せ話わになっている身ですが、自分の中の整理がついてなくて」

「Shaja、いいですいいです、自分の中の整理がついてる人間なんて、まずいないから気にしなくていいです。どうせ整理がついていたって、変な事起きたら乱れるものですし。

　それより、前のように、また、下の艦かん橋きように行って気晴らしに操そう艦かん訓練などしてみますか？　あと二回ほどやれば実技は仮かり免めん状じようほどの良い腕だと、艦かん長ちようは褒ほめてましたよ？」

「有り難う御ご座ざいます。一応、最上もがみでは補ほ給きゆう系けいですけど、一いち艦かん群ぐん預けられていた身ですし、……というか、丹羽様の、その態度の変化が羨うらやましいです」

　先ほど、武蔵むさし勢ぜいや奥おう州しゆう勢相手に啖たん呵かを切った時とは大きく違う。表情も笑みで、しかもちゃんと揺れがある。取り繕つくろったものではない。

　戦せん闘とう時じと平へい常じよう時を切り替えているという事だ。

　……伊だ達ての片かた倉くらさんも、切り替えが激しい人だったなあ……。

　あれはどちらかというとあれで頭がおかしい気もするけど、戦闘時はあれはあれであれなのだからあれであれなのかもしれない。指示語ごでしか言えない系の人なのはどうかしてるけど。

　ただ、丹羽が、ふ、と息をついた。彼女は、秀ひで次つぐの寝台と眠る姿を見て、

「何とも申もうし訳わけ無い話ですね。……霊れいとなって存在をしている秀次様が、実際は意識も定かではなく、こちらの言うなりの、人形のようになってしまっているとは」

「都つ合ごうが良い、って言わないのは何な故ぜですか？」

　踏み込み過ぎてるし、険があると、そう思いながら、駒姫は問うた。すると丹羽は、

「P.A.Odaはいい場所ですよ。……意識さえあってくれれば、こちらの味方になって貰もらえると、そのくらいの自じ負ふはあります。一応、私だって、五ご大だい頂ちようのナンバー２ですしね」

「……生なま意い気き言ってすいません」

　いいですいいです、と丹羽は笑った。

「こちらの指し示じ通りに動いてくれると言っても、歩いたり、止まったりと言ったくらいです。私としては、やっぱり、意識を持って貰っていた方が有り難いですよ。言げん動どうの説得力りよくが違いますものね。ただ……」

「ただ？」

「女の子は辛つらいですね、こういう時」

　丹に羽わは腕を組んで、肩を落とした。こちらの全体を見るようにして、

「本当だったら、駒こま姫ひめ様くらいの子なら、すぐに次の相手を探しに、そのための気分転てん換かんで今までのものを捨てたりとか、あったかと思うんですけど」

　ああ、と思い至る事があるので、駒姫は苦く笑しようを自覚した。

「……母かあ様は、私がそろそろ最上もがみを出ようという時、昔からの私の私物で持っていけないものを選せん別べつさせたんですよね。私、凄すごく、辛つらかったんですけど」

「心残りを無くし、家に縛しばられず自由になれと、そういう事でしょうね。やがて襲しゆう名めいからも外れる訳ですし。それも一つの在り方として、……最上の長おさは、優しく厳きびしい」

　丹羽が言う。笑みをもって、こちらに頷うなずき、

「狐きつねは家族を大事にする一方で、親子がいずれ離れる獣けものでもあります。……子供が家族を作る時、老いた親が足あし手でまといにならぬようにするためですね」

「どちらかというと、私の方が足手まといで……」

　と、そこまで言って、駒姫は気付いた。慌あわてて一歩退しりぞき、頭を下げ、

「すいません！　今、こちら側なのに！」

「敵てき味み方かたとしてキャラが〝入ってない〟時ですからいいですよ。〝入ってる〟時は、そのようにして貰もらえれば」

　丹羽は肩をすくめ、秀ひで次つぐの寝台に視線を向けた。彼女は、一息を追加で吐き、

「羽は柴しばが、今回の件では落ち込んでいるようで」

「羽柴様が？」

「Shaja、……羽柴というキャラとして、計算高だかい……、とはちょっと違いますね、取しゆ捨しや選択が出来過ぎると言うべきでしょうか。実はあれでいて、犠ぎ牲せいは最小限で済ませたいと、そんな事を考えてもいるんですよ。ただ、犠牲を最小限にする際、幾いくつも方法はありますが、一つ、羽柴がついつい取ってしまうやり方があるんです」

「それは──」

　Shaja、と丹羽が、こちらに視線を向けた。

「──なるべく多くの犠牲を、分ぶん散さんせず、それを担たん当とう出来る人に全て預けようとしてしまう」

　言った丹羽が、眉まゆを浅く下げ、髪かみを搔かき上げた。

「羽柴は、自分にそれを課す事が凄すごく多くて、今後も考え、なるべく彼女を裏うら方かたにしないよう、皆が示し合わせるほどなんです。だが、ときたま、自分と他人が同じ……、否、〝自分と他人は違うけど、このくらいなら大だい丈じよう夫ぶだろうか〟と、やってしまう事もあるんです」

「あの」

　駒姫は言った。前に半歩を出て、

「私は、大丈夫ですから」

　駒こま姫ひめは、一いつ瞬しゆん、寝台で眠っている秀ひで次つぐを見る。しかし、丹に羽わが首を横に振った。

「大だい丈じよう夫ぶじゃあ、ないです。……だって」

　と、丹羽が視線を上にした。駒姫も追って見る場所。秀次の背後側がわであり、頭上とも言える位置に、一つの影がある。

　青い、波は紋もんのようなものが、垂直に、鏡かがみにも似た形で浮いているのだ。そして、そこからは、音もなく、実じつ体たいもなく、ただ、

「機械の腕が……」

　武ぶ神しんの腕だ。今は実体を持たない、青い、竜りゆうのものにも似た腕が、時とき折おり、その波紋から表おもてに出てきている。

　無む論ろん、実体はないので、単なる光の現象に見える。ただ、その動きも大きさも、緩くはあるが、無くなることはなく、

「……厄やつ介かいですね、これは」

　丹羽が、武神の腕がゆっくりと作る流体光こうの揺らぎを避けた。首を傾け、波打つ光のラインをかわし、

「日に日に、形を確かにしていて、面めん倒どうです。秀次様に対する寝台の流体供きよう給きゆうを、どんどん吸ってしまっていて、聚じゆ楽らく第だいの燃ねん料りよう管理者が悲鳴をあげてますよ」

「すいません……」

「ふふ、夫の不ふ備びを妻が謝るのはいい傾向」

「あ、いえ、そういうつもりは、というか、あの……」

　駒姫はそこまで言って、言葉を止めた。丹羽が、目を弓に細めながらも、眉まゆに力を入れていなかったからだ。

「駒姫様」

　彼女は言う。

「貴女あなたはこの世に残念を持っていた。秀次様も持っていた。だからお互い、ここまで形のある霊れい体たいになっています。

　しかし、貴女と秀次様の残念は、どうしてか、嚙かみ合っておらず……」

　丹羽は言葉を止めた。動かぬ片かた竜りゆう角づのの少年を見て、ただ頷うなずき、

「貴女は、大丈夫じゃないですよ。……羽は柴しばも、そう思ってます」

「羽柴様も？」

　Shaja、と丹羽はまた、首を縦たてに振った。

「だからあの子、こっちに戻って来ないんです。貴女に何を言っていいか解わからなくて。

　──もっと自分に負ふ担たんを掛けるべきだったって、そう思って落ち込んでるんです。

　そういう考えはやめないと、あの子の今後に差し支えると言うのに」
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　空を、四つの影が離れていく。

　羽は柴しば、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、最上もがみ、伊だ達て。それら四国の主力艦かん群ぐんが、それぞれの主しゆ教きよう導どう院いんである主しゆ城じようや、居い場所へと戻っていく動きだ。

　伊達は北に、最上は北北西に、上越露西亜は西に、

「そしてP.A.Odaは、南の江え戸どに、か」

　四つの方角を見渡した正まさ純ずみは、その後で、直ま上うえとも言える空を見る。

　長方形の影。武蔵むさしに戻るための、装そう甲こうをつけた外がい交こう艦かんが下りてきていた。

「……こっちも、武蔵で態勢を整えないとな。火か急きゆう、と言っていい状況だ」

「フフ、今までだって充分に焦あせりまくっていたじゃない。これ以上焦ってどうするの？」

　焦っていた訳じゃない、と言い難いのがどうしようもない。だが、羽柴側から監かん視し役やくとして秀ひで次つぐが来ており、最上が服ふく従じゆうではない姿勢を見せたならば、

「奥おう州しゆうから関かん東とう、上越露西亜における、羽柴が作ったバランスが、崩れるかもしれんな」

「？　それはどういう理り屈くつですか？　正純」

「後で話すよ。出来ればその事も含みで、三さん国ごくに向かった外がい交こう官かん達ともコンセンサスを取り直した方がいい」

　考える事は多い。というよりも、多くなった、と正純は思う。

　そしてまた、気になる事も多くなったと、重ねた思いを彼女は作る。

　……二ふた代よの負ふ傷しようは、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　先に有あり明あけに戻らせたが、結果としては羽柴側に対して副長が敗北したようなものだ。有明からは確かく認にん出来ていないだろうが、水み戸との町では衆しゆう人じんの目もある。

　それに、先夜には、二代が武蔵むさし艦かん上じようで襲しゆう撃げきを受けたという、虚きよ偽ぎの情報もあった。あれを皆は憶おぼえている筈はずで、そこに今回の情報がそのまま流れ込めば、危険でしかない。

　一応、有明に控えている大おお久く保ぼや広こう報ほう委員には「蜻蛉トンボスペアの不備もあったが、第五特とく務むや協力者もあり、羽柴の十じつ本ぽん槍やりを撤てつ退たいさせた」という向きで報道するよう、伝えてある。もし、副長の敗北を追つい究きゆうする者があっても、二代の負傷を治ち療りようさせ、無ぶ事じな姿を外に出させる事で、事じ態たいは収しゆう拾しゆうしていくだろう。

　ここから先は、三国との交こう渉しようという大型イベントで、小さな事件は搔かき消えていく。ならば、

「三国との交こう渉しようをどうまとめるか、だな」

「何い時つになると思います？　正純としては」

　浅あさ間まの問いに、正純は空を眺ながめた。既すでに三国の艦群は空の各かく方向に点となっている。

　彼らが本ほん拠きよに戻っても、今日の事を前ぜん提ていに態勢を取り直す必要があるだろう。だから、

「状況が大きく動いている。今日、どうにかなるという事は無い筈だ。

　恐らく、と言いたいところだが、──まあ、三さん国ごくも他の国に先行されるのを好まないだろう。ほぼ確実に、明日の夜だ」

「成なる程ほど、……じゃあ、明日の夜、リアルタイムで広こう報ほうする可能性も含めて、経けい路ろの確かく保ほなどしておきますね？　──と、あれ？」

　浅あさ間まが、手元に開いた表示枠サインフレームを見て、首を傾かしげた。

「……父とうさんから通神文メールで、〝今日はそっちに泊とまりなさい〟って」

「ククク来たわね浅間父ちち！　まさか私の所に婚こん前ぜん嫁よめ入いりさせる気!?　それとも愚ぐ弟ていの側そく室しつスロットに入れる試験かしら!?　その場合の能のう力りよく値ち上昇は〝霊＋５　射＋99　ヨ＋66〟ってところだから、鈴すずも突っ込んでヨゴレ値を下げないとダメね!!　レッツテイスティング！」

「勝かつ手てに何を決めてんですかっ！」

　顔を真まっ赤かにして眉まゆを立てた浅間が、葵あおい姉あねと有あり明あけを指さして言う。

「父さんは単にこっちに泊まれって言っただけですっ！　大体、巫み女こはヨとか無い職業なんですからね！　……って、何ですハナミ？　その新しん規きメーターは？」

　ハナミが、浅間から目を逸そらし、メーター表ひよう示じが為なされた幾いくつかの表示枠を消していく。

　気付いた浅間が、ややあってから、作業中のハナミを後ろからつつくが、ハナミは振り向かない。消すべき枚数があり過ぎるからだ。

「……仕事熱ねつ心しんな走狗マウスだな」

「昨今、特にそうなった気がします……」

　と、言っている間に、風が来た。外がい交こう艦かんだ。これでようやく次の展開に移れると、正まさ純ずみは内心で安あん堵どの息をつく。少なくとも、自分達は動く手掛かりを得た筈はずだ、と。だが、

「おーい」

　外交艦の側そく舷げんから、身を乗り出している者がいる。直なお政まさだ。

　迎えか？　と振り仰いだこちらの視し界かいの中、向こうの甲かん板ぱん上から羽はね箒ぼうきに乗った夏服姿すがたのナルゼが飛び出してくる。風を拭ぬぐうようにこちらへと空を回り込んできた彼女に、正純は首を傾かしげ、

「……どうしたんだ？　迎えの護ご衛えいにしては人数多おおいし軽装だな」

「厄やつ介かいなことになったわ。委員長連が動いたの」

　とナルゼはをすくめた。両の掌てのひらを上に、雨が降ってきたとでもいうように、

「反はん乱らん？　いや、向こうにとってはこういう事よね。──平和のための蜂ほう起き運動」
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「……は？」

　疑問した自分や浅間、眉をひそめた笑みを作る葵姉に対し、ナルゼは外交艦を指さした。側舷にいるのは直政だが、彼女から数メートル離れた位置にいるのは、

　……長ちよう銃じゆうを携たずさえた学生……。

「あれは、……風ふう紀き委員の後こう輩はい達です」

　浅あさ間まが、ゆっくりと、事実を確かめるように告げた。

　そして正まさ純ずみは、事態を理解する。

「……生徒会の下にいる委員長連れんが、生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうに対して蜂ほう起きしたという事か」

　理由は解わかる。充分過ぎるほどに解っている。

　敗はい戦せんだ。

　三週間前の敗戦以い後ご、自分達は市民の厭えん戦せん感情をなるべく起こさないようにし、武蔵むさしの改かい修しゆう作業を優ゆう先せんとして進めてきた。ゆえに人々は不安を持ちながらも、次の動きへと向かいつつあったと、正純はそう捉とらえている。

　だが、内情を理解している内部の者は、違ったのだ。恐らくは、

　……これ以上の戦せん争そう行為は危険でしかないと、そう判断したのか！

　理解し、正純は一いつ足そく飛びの感想を漏もらした。

「そんな事を、今、している場合か……！」

「している場合なんでしょ？　前ぜん線せんに立ってなかった後輩連れん中ちゆうや、委員会にとってはね」

　ナルゼが、無む表情に呟つぶやいた。

「連中、有あり明あけと武蔵の各部確かく保ほと、了りよう承しようを取り付けてるわ。──武蔵が出しゆつ航こう可能となったこの段階でこそ、現げん生徒会、総長連合に〝別の未来があるかどうか〟確認と提案をしたいって」

　それは、

「極きよく東とうにおいて、武蔵が今後、戦っていく必要が本当にあるのかどうか。戦わないで、安全に末まつ世せ解決に向かう事が出来るのではないか。そのために──」

「──臨りん時じ生徒総そう会かいか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、経験者は違うわね。よく解ってるじゃない」

　ナルゼが、表情を変えた。口くち端はに笑みを作り、彼女は言う。

「〝別の未来があるかどうか〟。つまり、羽は柴しばとの衝しよう突とつをやめ、暫ざん定てい支配からの脱だつ却きやくを願わず、しかし、──平和に、この水み戸とで、武蔵を封じて生きていこう、ってことよね。

　それを私達に臨時生徒総会で問う必要がある、って連中は言ってるわ。そういった可能性を話し合って導いた結論こそ、今の武蔵が持つべきではないか、ってね」





●






　そういう事か、と正純は内心で呟つぶやいた。

「機き関かん部や他ほか住民は？」

「こちら側についてるのが主だけど、臨時生徒総会で出た結論に従うって」

「冷静だな。こっちへの信頼だといいんだが」

　と正純が髪かみを搔かき上げた時だ。背後の葵あおい姉あねが、テラスの手て摺すりにもたれかかり、空を見上げて笑った。

「フフ、面白いわね。人じん事じ刷さつ新しんを行うクーデターではなく、武蔵むさしの方針を刷新する政せい変へんと言うべきかしら。王である事を望まず、国のあり方だけを変えたいのよね、多分。

　基本方針は、平和主義。戦わずに行く事を掲げる事で、アンタ達を〝戦せん乱らんを望む派〟、自分達は〝平へい穏おんを望む派〟と出来るし、自分達に逆らう者達は〝平穏を望まない者〟として扱い、萎い縮しゆくさせる事も出来る。

　上う手まい方法だわ。ゲスだけどね。でもナルゼ、……その、いい度ど胸きようの決断したのは誰？」

　ナルゼに答えさせるまでもない。解わかっている。それは、

「代表委員長、大おお久く保ぼと、風ふう紀き委員長の加か納のうだな」

「……よく解わかったわね」

「ああ、聖せい譜ふ記き述じゆつにあるからな。歴史再さい現げんとして考えたならば、この流れは確かにあり得る」

　正まさ純ずみは、吐と息いきをついて、表示枠サインフレームを出した。

　表ひよう示じするのは、昨年の生徒会選挙のものだ。自分がこの学校に来て、一年に足りぬ時期。そこで行われた選挙で、自分は副会長になったのだが、

「他の副会長立りつ候こう補ほ者しやを見ろ」

　皆に向けるのは、一つの名前だ。初期立候補者にあるのは、

「大久保・忠ただ隣ちか。──彼女は中ちゆう盤ばん戦せんで自ら下り、代表委員長へとシフトした。二重襲しゆう名めいと、ここで名をある程てい度ど知らしめた事から、大久保は次じ期き副会長候補とも言われているが……」

　どうしたものか。

「聖譜記述では、本ほん多だ・正純は、大久保達と政せい争そうを繰り返し、大久保一いつ派ぱを退しりぞけるものの、その関係者であった加納御ご前ぜんの謀ぼう略りやくによって失しつ脚きやく。政せい界かいに戻る事はなかったとされる」

　皆が、浅く息を止める。が、葵あおい姉あねが小さく笑い、

「アンタ、襲名してないじゃない」

「それが慰なぐさめになるとは、予感した事も無かったよ」

　言っていると、苦く笑しようしか生まれない。ただ、その事から、大久保について解る事がある。

　……大久保は、彼女なりに本気で動いているのだろうな。

　聖譜記述によれば、本多と大久保の政争は、結果として大久保が失脚するのだ。しかし、次期副会長候補とも言われた二重襲名者が、非ひ襲名者の自分に後れ、失脚すれば、どうなるか。

　今まで築き上げてきた、全てを失う事になる。

　ならばこれは、気の迷いでも、遊びでもない。

「大久保として、武蔵と、極きよく東とうの可能性を提てい示じに来たと、そう思うべきか」

　あのさあ、と言ったのは、直なお政まさだ。彼女は甲かん板ぱん縁べりから身を乗り出し、遠とお巻まきに自分達を警けい戒かいしている風紀委員を視線で牽けん制せい。そして、

・煙草女：「昨夜のネシンバラが襲おそわれたのや、二ふた代よのアレ、……その大久保とか言う連れん中ちゆうの仕し業わざなのかね？」

　どうなのだろう、と正まさ純ずみは思った。

　彼女達の蜂ほう起きと、襲しゆう撃げきはどうも嚙かみ合わない気がする、と。何しろ、

　……そんな事したら、蜂起の正当性が薄れるだろうしな。

　だが、こちらが何か言うよりも、先に言葉を放った者がいる。浅あさ間まだ。彼女は、

・あさま：『どうでしょう？　昨夜、ちょっと思い当たる違い和わ感かんが大おお久く保ぼさんにはありましたけど、襲撃をしたかどうかと言うと、何となく嚙み合わない気がします。……勿もち論ろん、それは私の気のせいなのかもしれないんですけど』

　そうかい、と直なお政まさが頷うなずいた。

「言葉に詳しいアサマチが言うなら、保ほ留りゆうしとこうか。ただ、気を付けとくがいいさね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とナルゼも首を下に振る。

「襲撃があったのは事実。気を付けるのは総そう長ちよう連れん合ごうの仕事ね。アンタ達は気き楽らくにしてるといいわ。私達がここにいる訳だしね」

　でも、

「──正純、どうする気？　生徒会選せん挙きよの〝身を引いた〟を、政せい界かいからの失しつ脚きやくの前倒し解かい釈しやくとされれば、今こん度どマジ失脚するのはアンタよ？　夏なつ前まえだってのにこんな面めん倒どうな事して。一時間でも惜おしい時期だってのに……」

　ケ、と唾つばでも吐きそうなナルゼに、凄すごいなあ、と、そんな感想しか出ない。

　ただ、不ふ意いに動く者がいた。葵あおい姉あねだ。彼女は髪かみを大きく払い、

「ま、とりあえず外がい交こう艦かんの一番いいのを出してきたのはベストな判断ね。私達はVIP待たい遇ぐうで〝保ほ護ご〟って事かしら？」

　だったら、

「確かに今夜はお泊とまり会ねえ。……明日の夜に三さん国ごく会かい議ぎがあるとしたら、有あり明あけ内部の可愛かわいい子達も、その前にアンタ達の権けん限げん奪うばって傀かい儡らいにする会議を持つと思うわ」

　だろうな、と正純は吐と息いきした。生徒会や総長連合が手に負えなくなった時、生徒側はどうするのか。その方ほう策さくは、

「臨りん時じ生徒総そう会かい。まだ一学期なのに二度もやるなんて、ろくでもないぞ、うちの教きよう導どう院いん」
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『〝有明〟から艦かん内ないの皆様にお知らせです。艦内駐ちゆう艦かん状態の武蔵むさしが、出しゆつ航こう待たい機き状態から整せい備び待機状態に移行します。各所の皆様、状態移行の後に、それぞれの作業位置に戻られるように御お願ねがい致します。また──』

　一いつ拍ぱくの間が空き、

『現在、武蔵内、アリアダスト教導院では、臨時生徒総会の準備として、現げん生徒会、総長連合の権けん限げんの一時停てい止しを支えるため、各かく委員会が動いております。作業員、一般人、一般学生の方々には迷めい惑わくが及ばないよう尽じん力りよくするとの事ですが、皆様、お互いにお気を付けの上、臨りん時じ生徒総そう会かいを迎えられますよう、御お願ねがい致します。──以上』

　午後の光を有あり明あけ内に送る表示枠サインフレームで、〝有明〟が静かに告げる。

　その言葉を聞きつつ、伊い佐さは機き関かん部ぶを見渡せる橋の上で、遅めの昼食を摂とっていた。

　……臨時生徒総会かあ。

　一般人のフリで有明に忍しのび込んでいる伊佐にとっては、参加よりも傍ぼう観かんするイベントだ。どちらかというと、その間にいろいろと本来の忍にん者じや業務も出来そうなので、

「有りっちゃ、有りかなあ」

　臨時生徒総会の内容は、追い追いに発表になるものだが、どちらかというと委員会連れん合ごうが中心となり、生徒会と総そう長ちよう連合の役やく職しよく者しや達たちを諫いさめる目的らしい。武蔵むさしのトップを刷さつ新しんするよりも、全体方ほう針しんを決めるための総会というイメージだ。

　……どちらにしろ、方針を変えられたら、現生徒会は傀かい儡らいだけどねー。

　主催側がわは、大おお久く保ぼという襲しゆう名めい者だ。先ほど、艦かん内ないの神啓レデイオを用いて挨あい拶さつがあった。

　上う手まいなあ、と伊佐が思うのは、彼女は最初に挨拶をした上で、

『臨時生徒総会では、別べつ件けんとして一般の方や学生からの不満、問題点なども承うけたまわろうと思っております。各所の代表委員、広こう報ほう委員に、内容を申しつけ頂ければ、会議の席とは別で是ぜ非ひを諮はかり、なるべく解決に向かわせて頂こうと考えております』

　つまり、一般市民や学生の不満も、ここで聞いておこうというのだ。それも恐らく、

　……下の、水み戸と領地の陸りく港みなとに一時生活してる人達も含み、だよねー。

　一般市民が今の武蔵むさしに対して抱いている不満を聞くことで、大久保一いつ派ぱは彼らの〝味み方かた〟になる。

　対する不満源げんは〝敵〟だから、現げん生徒会や総長連合は立場が悪くなる。

　忍にん者じやが行う、敵てき領地での陽よう動どうに近いやり方だ。

　そして今、既すでにこの情報戦せん略りやくの一いつ端たんが始まっていた。こちら、機き関かん部ぶの方にもある、掲けい示じ板ばん用の鳥とり居い型がた筐きよう体たいの前に、遊び人仕し様ようとして、兎うさぎを模もした制服を着た広報委員が来ている。皆はその前に並び、まずは代表役の先頭が、自分達の抱えている問題として、

「……何で機関部に来る広報委員は若い女の子じゃなくて蒙もう古こ相撲ずもうコンバット部〝もーこん〟の男なんだよ。ナメてんのかテメエ、そんな格かつ好こうで。俺達への挑ちよう戦せんか？」

「俺だってこんな格好したかねえよ！　でも委員長、眼鏡めがねっ子なんだよ！」

「ちっ、じゃあ仕方ねえな……。今度コレクション貸せよ……？　あんだろ？」

　応、と言う彼の前、機関部員の皆は並び直し、日ひ頃ごろの懸け念ねんを述べていく。

「女じよ装そうはいいけど、そのまま脱がれると〝いいかも〟とか思いそうになって僕は困ります」

「私、どっちかっていうと副会長はズボンが良かったんですけど、もう駄だ目めなんですか？」

「書しよ記きが、書店とかでいきなりババッてヒーロー立ち止まりしてエロ同どう人じん草ぞう紙しを手に取るのはいいんですが、『これ、メジャーになる前のだからレアなんだよね！　君もかい!?　いい選せん球きゆう邪じや眼がんだね！』とか笑顔で声かけてくるのやめて下さい。ボーク過ぎます」

「待てー！　待てお前ら！　それは本当に社会への不満かあ──!!」

　大たい概がい濃いめの味付けだなあ、と伊い佐さは思いつつ、昼食を続ける事にする。

　手にしている笹ささ包づつみの中身は、重量から言って、朝と同じ握り飯めしかと思えば、

　……焼きオニギリかあ……！

　数は三つ。何も挟んでいない物と、根こん菜さいの金きん平ぴらが挟んである物、鶏とり肉にくの煮に物ものが挟んである物という、そんなセットだ。付け合わせの野菜は、甘みの出る根菜や茎くき物ものをシンプルに塩で茹ゆでただけのもの。

　朝と違い、一ひと仕事を為なした後に、濃い味付けの主食と、味と歯は応ごたえの解わかる野菜は、

　……効くなあ。

　配給の茶も、昼には温かい麦むぎ茶ちやで、食事の風ふう味みを無理に消しに来ない。

　泣ける。

　笹包みには調理企業組合名として〝滅めつ多たボリ屋〟とあるが、後でチェックしておこう。武蔵むさしでの仕事があるとはいえ、その間の生活をするな、という事は無い。適てき度どに、相そう応おうのものとして旅行感覚で楽しみたい。

　どうせ、場合によってはすぐに出ていく事になるのだから。だから、

「……穴あな山やま」

「ん？　何ですか？　あ、こっち今、仕事中ですが、サボってるのでいいですよ」

　そりゃ駄だ目めだろー、と思いつつ、伊佐は、忍しのびの術じゆつで言葉を飛ばす。

「私さあ、ビミョーに、武蔵の総そう長ちよう連れん合ごうや生徒会の味み方かたかもしんないなー」
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　穴山の応答には、数秒が掛かった。だが、確かな声として届いたのは、

「ほほう、それは何な故ぜです？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と野菜を齧かじり、口の中に漏もれる味を感じながら伊佐は言う。

「私さ」

　飲んで、

「一応、昨夜からあちこち見て、今日も機き関かん部ぶとか見ててさあ。ぶっちゃけ、武蔵って、私みたいな機き械かい好きには、ホント、たまらんのよねえー」

　伊佐は言う。ああ鶏肉うまあ、とか思いながら、

「──で、うちの教きよう導どう院いんの設備や装そう備びとか見てるとさ、皆頑がん張ばってるから比ひ較かくしちゃいけないんだけど、やっぱ、いいなあ、って思うわけだよねえ」

　だから、

「ぶっ壊こわせるなら、壊してみたいんだわー」

「……私には微び妙みように理解がしがたい感覚ですね」

「いやいや、簡かん単たん簡単、だって自分達のものじゃなくて、凄すごく出来が良くて、それでいて敵なんだよ？　だったら、壊こわせるなら、壊していいんだし、壊したいなら、壊すべきだよねえ？　勿もつ体たいないかも知れないし、いいものだけど、でも、壊すんだったら──」

　うん、と伊い佐さは頷うなずいた。

「私がやっていいなら、やりたいなあ。こんなん、一生に一度チャンスがあるか無いかだし」

「恋……、ですか」

「ああ、一生に一度しかないと勘かん違ちがいして〝僕はもう一生恋こいをしない〟とかいう勘違いだよねそれ。漫画草ぞう紙しだと５ページくらい後で無む防ぼう備びに接近する女の子のアップに心揺ゆらぐような、大人おとなになったら拒きよ否ひ落ちネタ好きになるタイプ。焼やき討うちネタで一時流は行やったよねえ。〝心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまたらめえええええ〟って即そくオチで。脳のう内ない麻ま薬やく出して熱さに耐えたから、最後は白しろ目め笑顔でビクンビクン仰のけ反ぞってダブル弾だん指ししながら焼しよう失しつする寺の中で解げ脱だつ」

「すいませんが伊佐君、結けつ構こういろいろ読んでません？　三み好よしさんの影えい響きよう？」

「いや、昨夜、そこらに凄い積まれててさあ。〝貿ぼう易えき用〟ってあったけど、そりゃ各国が武蔵の風ふう紀きは悪いとか児じ童どうポルノとか言うわけだわあ。ハマるもんねえ」

　でさあ、と伊佐が言う。

「さっき、また仕掛けてきたわけだよー。重じゆう力りよく加速器き、三つくらいに。──武蔵が重力航こう行こうしたら、ここの左さ舷げん後部がドカン行く感じでさ。でもねえ」

「でも？」

「この反はん乱らん？　みたいのが通ったら、それ、見られないんだよね」

　やだなあ、と伊佐は思う。

「穴あな山やまー、私、武蔵がドカン行くの見たいよお」

「だから、武蔵の生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうの味み方かたに？」

「Ｔｅｓテスタメント．、だって、武蔵がヒヨったら絶対にドカン行くの見られないもん。

　ドカンってやった方が、私達の名前、売れるよー？　そーじゃない？」

「うーん、……一般には売れると思うのですが、私の方の情報収しゆう集しゆうの方は、玄くろ人うとウケというか、私達の雇やとい主ぬしになるような人達にはウケるわけでして」

「そっかー。穴山がそこらへん言うなら、そーいうもんかなー……」

　と、下の階かい層そうを見ると、三み科しな・大ひろがいる。彼女は着てる白はく衣いのポケットから朝の握り飯めしを出して口に入れながら、

「おーい、いろいろあるけど、さっきの状態移い行こうで見えた不ふ備びを直しに行くよー!?　手が空いてて下の作業やった事があるの、ついてきて！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が首を下に振った。しかし数人は、意見箱ばこを構えた遊び人仕し様ようの男を指さし、

「今、総そう長ちよう宛あての文句を言ったらそっち行きますんで！」

　伊い佐さは苦く笑しようする。

「あはは、大だい人気だねあの総長の兄にいちゃん。穴あな山やま、失敗するかもよ？」

「その総長は、今、上越露西亜スヴイエート・ルーシですよ」

　そっかー、と伊佐は立ち上がる。笹ささ包づつみなどを折ってポケットに仕し舞まい、下に下りる階段へと足を向ける。

　と、その時だ。

　不ふ意いに機き関かん部ぶの天てん井じよう間ま際ぎわに、広く大きな表示枠サインフレームが出現した。

　映像特とつ化か型のものだった。そこに映っているのは、綺き麗れいに整えられた畳たたみ敷じきの、しかし調ちよう度どの少ない部屋だった。

　畳の上には、座ざ布ぶ団とんで斜めに向き合う、

「……大おお久く保ぼって人と、加か納のうって自動人形だよね」

　皆が、おお、とそちらを向くのに合わせるように、自動人形が振り返った。

　下、テロップの黄き色いろ墨すみ字じで〝生徒会室より緊きん急きゆう謁えつ見けん、今、武蔵むさしの可能性〟と書かれ、

『皆様、こんにちは。本ほん音ね貫かん通つう型がたトーク番組〝徹てつ甲こうの部屋〟、当とう放送の司会を務めさせて頂きます加納と申します』

　彼女は、対たい面めんの相手、大久保を手で示し、こう言った。

『これより、臨りん時じ生徒総そう会かいの予定と目的、内容、そして皆様方がたの健すこやかな生活に対する影えい響きようなどを、今回の呼び掛け人である大久保様から、お聞きしたいと思います』

　では、という声とともに、大久保が振り返った。

　眼鏡めがねの顔が一礼して、視線をこちらに向けてきた。その、黒い瞳ひとみを見た伊佐は、

　……うわ。

　眼鏡の奥の瞳に、見み据すえてくる力がある。ただ単にこちらを向いたのではない。〝見る〟という行為がどういうものかを知っている見方だ。

　厄やつ介かいな人っぽいなあ、と、忍しのびの勘かんで捉とらえた伊佐は、表示枠から降る声を聞いた。

『Ｊｕｄジヤツジ．、皆様、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん、代表委員会委員長、二年、大久保・忠ただ隣ちかです。

　今日は、皆様に御お願ねがいしたい事が御ご座ざいまして、このような動きと、機会をとらせて頂きました。まずは、明日の午後、一時から行います臨時生徒総会ですが──』

　大久保の声を、見据える目と共に、伊佐は聞いた。

『羽は柴しば、P.A.Oda、聖せい連れんという強大な力に逆らって末まつ世せ解決を望む現生徒会、現げん総長連れん合ごうに対し、別の方法、──争いを避け、平和の状況をもって、末世解決を行う事を、私達は提案したいと考えております』

　つまり、

『今後における、武蔵むさしの戦せん闘とう行為の放ほう棄きと、世界の平和、──その両立の可能性を、私は、皆様に提示したいのです』







[image: 第四十二章『枠内の抗議人』]
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　有あり明あけの下、水み戸との空に浮かんだ外がい交こう艦かんは、その甲かん板ぱん上部にある庭園の上に広げた表示枠サインフレームから、大おお久く保ぼの放送を流していた。

　庭園の中、夏用にプールとなっている池の縁ふちには、セパレートの下と、上にシャツを着ただけの正まさ純ずみがいる。読書中だった彼女は池いけ縁ふちの石に尻しりをつき、臑すねから下を水につけながら、

「有明の方、実じつ質しつ上は封ふう鎖さも何も無い状態か。作業員や市民からの反感はなるべく生まないようにして、戦争に対する好こう悪おで決めよう、という腹づもりだろうな」

　……参ったものだ。

　実質、阻そ害がいされているとしたら、生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの自分達だけだ。有明の方では、ノリキや御お広ひろ敷しき、ハッサンやイトケン、ペルソナ君も普通に働いているらしい。立たち花ばな夫妻も同様で、有明内は平常通りだ。シロジロやハイディも、商人仕事限げん定ていという条件で中にいる。

　向こうとこちらの通つう神しん自体も制限を受けていない。

　この件は、生徒会と総長連合の役やく職しよく者しや対たい委員会連合という、そんな図ず式しきで行きたいらしい。

　ただ、こちらから広こう報ほう関係に言げんを乗せる事は禁止されている。明日の臨りん時じ生徒総そう会かいまで、こちらの言げん動どうは〝抗こう議ぎ対象なのだから禁止〟という事だ。抗議される側は、裁さい判ばんのある時まで拘こう置ち、という事だろうか。

「厄やつ介かいな真ま面じ目めっ子がいたものねえ。ほうらほらほら」

　と、池の上に映る大おお型がた表示枠に水を掛けるのはクリーム色の水着姿すがたの葵あおい姉あねだ。彼女が水を跳ね掛けるごとに宙の表示枠が乱れ、池の中の石に座って通神管理を行っていた浅あさ間まが、

「あ！　喜き美み、やめて下さいよ！　結けつ構こう無理に引っ張っている部分もあるんですから！」

「だったら私の気を引きなさいよ。ほら」

　脚あしを引っ張られ、白と赤の巫み女こ服仕し様よう水着の浅間が水みず飛沫しぶきを上げた。

　……こいつら元気だなあ。

　と正純は思うが、彼女達は一般人だからこれでいいのかとも思う。

　……艦かん砲ぽう級きゆう射しや撃げきが出来る巫女に、羽は柴しばの十じつ本ぽん槍やりの攻撃を弾はじける一般人か……。

　一般人とは何だろうか、と、正純が哲てつ学がく的に考え出した時、頭に影が載せられた。振り向けば黒の水着を着た直なお政まさだ。彼女は、こちらの頭に載せた麦むぎ藁わら帽ぼう子しを一度捻ひねるようにして、

「ま、明日は期待しとくさ」

　と、義ぎ腕わんに掲げた盆ぼんと料理と一いつ緒しよに、プールに入っていく。続くのはそれぞれの魔女テクノヘクセン服の色に合わせた水着のナイトとナルゼだ。

　彼女達は、軽く羽ばたいて距離のある跳ちよう躍やくをしてから、

「上から見て、一番深いところがここー」

　と、翼をなるべく立てて一気に飛び込む。水飛沫が派は手でにあがり、浅間達を、きゃあ、と退しりぞかせる。そして直なお政まさが、

「こら！　二人とも、酒に水が入ったらどうするんさね！」

「あの、マサ、……うちの泉いずみじゃないんだから御お酒さけは」

「フフフ、アンタんとこ、最近サービス充実してきたわねえ」

　と皆がやっている頭上では、大おお久く保ぼが言葉を重ねている。言っているのは、現状、武蔵むさしの業務に変へん更こうは無いという事だ。

『今後、世がどう動こうとも、武蔵に住む人々にとって、武蔵という国の発言力は必要です。そのためにも補ほ修しゆうは行い、武ぶ装そうもあった方がいいと私は考えています』

　確かにそうだと、正まさ純ずみは思う。そしてふと思った。大久保の方針の基礎は、

「……私達のしている事を踏とう襲しゆうの上で、方向性を変えるつもりか」

　武蔵の改かい修しゆうや、大罪武装ロイズモイ・オプロの獲かく得とく、そして末まつ世せの解決についても、

『現在、行われている事は踏襲します。そのための予算は既すでに動いており、今から再さい編成などを行っても、ヴェストファーレン会議までに武蔵の国としての体てい裁さいは戻りません。

　武蔵は小さな国ではない。だから、行っている事はそのままに、政治的な方向付けを変えていき、ヴェストファーレンを平和裡りに乗り越えようと言うのです』

『ほう、では御お嬢じよう……、大久保様、その具体的な方針は？　概がい要ようとして』

　そうですね、と大久保が、顎あごに手を当てる。

「上う手まいわねえ」

　喜き美みが、ウズィにバタ脚あしを教えながら空の表示枠サインフレームを見た。

「自分の見せ方解わかってて、結けつ構こう厄やつ介かいよ、この子。貧ひん乳にゆう政治家、アンタと同じタイプ」

「私は自分の見せ方なんか知らないぞ」

　言って組んだ膝ひざに頰ほお杖ずえついて一息を入れる。葵あおい姉あねがこっちを指さして、それよそれ！　と言っているが意味不ふ明めいだ。

　そして、頭上の表示枠で、大久保が加か納のうに向かってこう言った。

『──今、方針を、と問われましたが、それについて、一つ、逆に疑問していいですか？』

　変わった論ろん術じゆつだ、と正純は思った。方針を問われておきながら、問い返すとは。

　だが、論術としての効果と、意味は解る。大久保は、〝そんな事、誰でも理解している筈はずではないのか〟と、そういう事を言うぞ、という含みを持たせているのだ。

　こういう前フリと、言い方をする事で、普通の意見であっても貴き重ちように聞こえるし、たとえ間違った意見だとしても、迂う闊かつに信じてしまいやすくなる。その意見が、さも当然のように言われるので、疑ぎ念ねんを抱きにくくなるからだ。

　……ならば、その前フリで何を言う？

　そして、画面内ないの大久保が告げた。

『──何な故ぜ、武蔵は、物事の解決のために、わざわざ戦わなければいけないのです？』
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　大おお久く保ぼは、ゆっくりと息を吸った。

　広こう報ほう委員の構える撮さつ影えい用よう小型社しや務むに向け、まだ笑みは作らない。

　……ここは、マジ押しや。

　自分を初めて見る者も多い。下へ手たな余よ裕ゆうは適当さを感じさせる。自分は挑ちよう戦せん者でもあるのだから、しっかりと向こうを見み据すえ、言うべきなのだ。

『政治的な在り方を考えたら、今の武蔵むさしの国こく力りよくで、充分、今後は平和を維い持じしたまま、末まつ世せを迎えていく事が可能です。私はそう判断しています。だから──』

　どうでしょう。

『三み河かわの時とは状況が違う。武蔵は改かい修しゆうをする一方で、敗はい戦せんを得た。ここで、今までの方針を見直してみては如何いかがと、私はそう思うのです。何な故ぜなら、ここで方針を変えなければ、今度は奥おう州しゆうや上越露西亜スヴイエート・ルーシを巻き込み、逃れられない戦いに赴おもむく事になります。

　──今が、どの国とも密みつ接せつな関係を持っていないこの空白の期間こそが、こういった事を話し合うに適した時期だと思います』

　だから、と大久保は改めて言った。

『明日、副会長を始めとする現げん生徒会、総そう長ちよう連れん合ごう役やく職しよく者しや達との、臨りん時じ生徒総そう会かいを設け、議ぎ論ろん、提案する機会を頂ければと、そう思っているのですが……』

　と、大久保は息を吸い、一度浅く頭を下げた。

　次に言うべきは、これを見ている皆への「御お願ねがい」だ。

　だが、すぐには言わない。今までこちらが言ってきた事と、真剣な態度というものが、見ている人々の間にはまだ生きている。ここで、同じ態度で「御願いします」などと言ったところで、今までとテンションは同じだ。インパクトが無い。

　論ろん述じゆつにはメリハリをつけねばならない。何故なら、

　……今まで言ってきた事など、基本的には無む意味。

　大事なのは、人々を、臨時生徒総会の場でこちらの味方につけておく事だ。今までのものは、前フリや、ちゃんとこちらの論を聞いてくれる有り難い人々向けのものでしかない。

　今、ここから先で得るのは、最後の瞬しゆん間かんだけは見ておこうという、大部分の人々だ。

　真剣に、こちらの意見を聞くまでもなかった人々。こちらの言っている意味も解わからず、ただ、ふんふん、と頷うなずいていた人々。

　そんな人達に、自分を憶おぼえさせるには、どうするか。

　大久保は、顔を上げて、真まっ直すぐに前を見た。だが、

「────」

　……ここで、息を吐く。

　前を、こちらを映している受じゆ像ぞう器きに対し、大おお久く保ぼは、何も言っていない状態で、しかし、大きな仕事を終えたと、そういう安あん堵どを見せる。

　力を抜いたのだ。

　ふう、と声をつけてまで、大久保はそれを行った。

　誰から見ても解わかるように、今までの真剣な態度と力を捨てた。

　その上で、見ている皆に対し、大久保は、一つ頷うなずき、初めて笑みを作った。

　目を細め、お疲れ様やわ、と、いつもの言葉遣づかいで、本気で思う。こんな自分の話を聞いてくれて、ホンマ、お疲れ様やわ、と。

　そう、そんな風ふうに心から思えたならば、こう言えばいい。

『自分の事、──宜よろしう、御お願ねがいしますわ』

　大久保は、笑みの目を伏せ、改めて頭を下げた。





●






「うっわ、ズル……」

　奥おく多た摩ま表ひよう層そう部ぶの居きよ住じゆう区く画かく。表おもて通どおりにある○べ屋店てん舗ぽでは、ハイディが口を横に広げて仰のけ反ぞっていた。

　顔よこ横がお、正まさ純ずみからの表示枠サインフレームが開いており、

[image: ]

・副会長：『オーゲザヴァラー、商人として、お前としてはどう思う？』

　そうだなあ、とハイディは、店先を見る。そこでは、営業スマイル全開のシロジロが、武蔵むさしに残って生活している婦人衆しゆうに野菜を一つ一つ売っている。彼はどういう手て捌さばきか、揉もみ手しながら大だい根こんやネギを売って手渡していき、

「ははは、皆様、当店の品は環かん境きように優しい自然栽さい培ばい！　御ご覧らん下さい！　このネギなど、先端が緑で素晴らしい！　煮ると甘くてまたこれが美う味まい！　五本セットで買うと五本分の値ね段だんで御ご奉ほう仕しです！」

・あずま：『当たり前の事言ってる気がするんだけど、余よがおかしくなったの？』

・○べ屋：『商売の話わ術じゆつとして勢いだけで馬鹿になれるシロ君って素す敵てき……！　あ、あと一いち応おう言っておくけど、お金のために自分捨すててるんじゃないかんね？　お金が全てなんだから、お金が私達の新しい側面を引き出してくれてるのよ！』

・副会長：『ああ、うん……。続けてくれ……』

　でね？　と、ハイディは表示枠サインフレーム処理を頭に乗せたエリマキに任せ、店の奥にある納なつ豆とう藁わらの束を木箱コンテナごと運び出す。

・○べ屋：『眼鏡めがね委員長、恐らく、私達と正まさ純ずみの間みたいなキャラじゃないかなあ』

・副会長：『えっ……』

・あさま：『あの、正純？〝間〟だから、正純が横になるほど落ち込む事は無いんじゃないかと思うんですが。ほら、ツキノワも困ってますよ？』

　正純も段々リアクションよくなってきたなあ、と、ハイディも笑顔全ぜん開かいで店先に並び、

「はい！　水み戸との納豆入荷しましたあ！　うちのミトツダイラが下で羽は柴しばの悪い連れん中ちゆうをワンワン撃げき退たいしてまで守り切った新しん鮮せん納豆ですよお！　ミトツダイラのクンクン保証付き！」

・銀　狼：『虚きよ偽ぎ！　虚偽がかなりありますわよ！』

・俺　　：『だよなあ！　ネイトはワンワンクンクン鳴かねえよ！　肉の匂においにクンかクンかするのと、テンション上がってくると高いトコ昇ってガルルル唄うたうだけだぜ！』

・銀　狼：『……あの、我が王？　種しゆ族ぞく特とく性せいというのも御ご座ざいますのよ？　いつも肉の匂いでクンかクンかするような……』

・ホラ子：『ほほう、ではミトツダイラ様、ヤキソバの横で焼いていたラムのケバブですが、如何いかがでしょうか？』

・銀　狼：『え!?　……そ、それはつまり野菜！　野菜ですのね!?』

　露西亜ロシア組は餌え付づけタイムに入ったようだ。こちらはこちらで、エリマキがまとめてくれた表示枠を出来た順から手に取って見る。それは、

「武蔵の警けい護ご隊たい……、つまり総そう長ちよう連れん合ごうの警けい備び団だんは、二ふた代よが動けない事もあって、とりあえず今回の件については〝武蔵内部の問題〟として扱う事にしたみたい。一般人や一般学生に危き害がいが及んだり、逆に一般側から役やく職しよく者しやに危害が来るなら止めるけど、そうではない場合、……つまり役やく職しよく者しやや委員会の人間の衝しよう突とつは、相あい対たい戦せん扱いにするんじゃないかな。

　他、役職者じゃない有名人が気になるけど……、東あずま君の方は今、どんな感じ？」

・あずま：『え？　別に何とも無いよ？　大だい体たい今日はミリアムが、ええと、ほら、あの、月イチのとかで動けなくて、看かん病びようしてるし』

・●　画：『アンタ本当に芸げい風ふう変わったわね……。芸風深くしたかったら相談するのよ？』

・あずま：『ええと、じゃあナルゼ君、──月イチのこれ、軽くする術じゆつとか、ある？』

　ハイディは他人ひと事ごとながらに戦せん慄りつした。こっちに回してよ！　金になるよ！　と祈りパワーを捧げるが、

・金マル：『……ガっちゃん、鼻はな血ぢ、鼻血出てる』

・●　画：『ふ、ふふ、何よ今回もまた、冬眠前まえのヒグマの眼前で肉にく提さげてダンスするような真ま似ねを……。い、いい？　東』

・あずま：『Ｊｕｄジヤツジ．、何？』

・●　画：『止める方法はミリアムだったら知ってると思うし、アンタは〝余よと二人でなら止める方法があるんだって〟って、それをミリアムに聞けるもんなら聞いてみなさい』

・あずま：『あ、うん。聞けば解わかるんだね？　じゃあ聞いてみる』

　ハイディは更さらに深く戦慄した。これひょっとして、東君、簡単に営えい利り誘ゆう拐かいとか出来ちゃうタイプの子なんじゃないのかな、とか思いつつ、

・○べ屋：『え、えーと、そっち行く選択した役職者以い外がいは放置って扱いなのかな』

・あさま：『いえ、私なんかは通つう神しん関係など取り扱っているので、そういう場合は隔かく離り対象みたいですね。仕方ないといえば仕方ない事ですけど……』

・煙草女：『最近思おもうんだけど、アサマチ、あたしよか現場に出てないさね……？』

・粘着王：『違い和わ感かんないから問題は無かろう。あまり遠ざける物もの言いいはよくないな』

・いんび：『そうだね！　浅あさ間ま君は僕達を撃うち出す役もこなすエースシューターなんだ！　気き負おわずに前ぜん線せんに出るといいよ！』

・あさま：『えぇっとお……』

・●　画：『嘆なげく巫み女こは放っておいて、まあ面めん倒どうな状況になったのは確かね。……各かく委員会の構成員は別として、委員長クラスだと、結けつ構こう権けん限げんが上よ。書しよ記きや会計、私達特とく務むに意見を言う事が出来るものね』

・賢姉様：『フフ、でも委員長クラスなら、そこのアリクイ飼い主と直接相あい対たいが出来る訳じゃないんでしょ？　委員長は特務や会計、書記に上じよう意いする訳だし』

・○べ屋：『だから臨りん時じ生徒総そう会かいなのね。特務や会計や書記を無む視しして、総そう長ちようにだってものが言えるようになるわけだから』

　面めん倒どうだわー、とハイディは吐息した。

「ただまあ、武蔵むさし全体の流れが滞とどこおってないのは有り難いかな。……私達も役職者だけど、商売そのままでやっていけるしね」

・●　画：『それよね、仕掛けは……。ここのところで忙しかったのは確かだけど、委員会連れん合ごうがこんなイベント仕組んでるなんて、知らなかったわ。でも、今いま思えば〝いつも通り〟過ぎたと、そう言えるんだけど』

・副会長：『大おお久く保ぼのまとめ方が上う手まかった、という事だろう。恐らく、今回のこれは、各かく委員長にとって、さほど大きな事として捉とらえられていない』

　そうなの？　と、ハイディは思わなかった。有あり明あけ内部では、確かに意見箱ばこを持った体育会系けい連れん中ちゆうが要よう所しよに居るが、

・○べ屋：『……何だか、行事が始まったって感じかな。いつもなら私達にも事じ前ぜん報告があるけど、今回は知らされてないだけ、って感じ』

・賢姉様：『フフ、それって、要するに私達一いつ般ぱん人じんの感覚よ？　上手いもんだわ。大きく騒がない事を前ぜん提ていとするには、準備だって大人おとなしめだった筈はずよ。控えめに、匂におわせるような言葉を重ねて、こういう事が始まる、という情報を委員長レベルには流る布ふしながらも、外には漏もれないように制せい御ぎよしていたって事ね』

・貧従士：『情報の制御って、そんな事が出来るんですか……？』

・副会長：『可能だ』

　だよね、と、広告などを打ち、商売の話わ術じゆつを用いるハイディは思う。

・○べ屋：『──これ、きっと、結けつ構こう前から仕込まれていた事だと思う』
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　そうだろうな、と正まさ純ずみは大久保の真しん意いを思う。

　一体、いつから仕込みをしていたのだろうか、と。見けん当とうがつくのは、

「恐らくだが、アルマダのあたりから、仕込みはあったのだろう。戦せん闘とう中はもちろんの事、武蔵むさしが補ほ修しゆうを行う際や、私達が武蔵を離れて行動していた時など、各委員会が横の繫つながりをもって支えてくれたからな」

「でも、どのような仕込みさね？」

　水の溜たまった水着を直す直なお政まさの声に、正純は帽ぼう子しを直して頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、……物事に時間を掛けられないのが現状だ、街の代表として、学生の保ほ護ご者しやにターゲットを絞しぼり、福ふく祉しや通つう神しん、経済や生活の意見を聞く。無む論ろん、現状では不安の意見が多いだろう。自分の子供が関わっている事でもあるから、尚なお更さらだ。

　だが、その聞き取りを、代表委員だけではなく、各委員の担当仕事として割り振らせれば、各委員長は武蔵に対する不安を集めて、代表委員長に送る事になる」

　つまり、

「三み方かたヶ原はらの戦いの後、水み戸との陸りく港みなと八つに市民を分ぶん配ぱいした事で、市民の不安は連れん帯たいせず、個々の軽いもので済んでいる。現状もそうだろう。──しかし、それをとりまとめた各委員長は、自分達の中に集めた市民の不安を、個々として捉とらえず、蓄ちく積せきした」

「フフ、不ふ慣なれな町まち医い者しやが、やってきた病人の小さな病気を全部伝う染つされて、大たい病びようを抱え込んでしまったようなものね。風か邪ぜは万まん病びようの元だけど、万病は何の元──、何よマン病って！　今気付いたけど御おマン頭じゆうと同じくらい発はつ禁きんっぽいわよ!?　浅あさ間ま、ねえ、浅間!?」

　無む視しする事にしたが、よく考えるとこの姉は町中でもこうなんだろうか。聞くまでもないか。

「えーと、今の武蔵むさしにとって、市民の不安というものがどれだけ危険か、各かく委員長達たちは解わかっている筈はずだ。だから彼らはそれを、自分で判断せず、本来の受取手てである代表委員長に託たくした。

　後は、大おお久く保ぼが各委員長達にこう言えばいい。〝市民感情を考こう慮りよして、一応、生徒会側がわに確認と提案をしてみよう〟と。〝今が、そういった可能性を提てい示じする最後の機会だ〟と、な」

「噓うそは吐ついていない。ただ、……情報の捉とらえ方を変えただけ、さね？」

　そういう事だ、と正まさ純ずみは直なお政まさに頷うなずく。

「主しゆ導どう権けんは、こちらにあるように扱われている。各委員長達も、武蔵の住人達も大きく反応しないのはそのためだ。これは私達を刷さつ新しんするクーデターではなく、政策変へん更こうの提案でしかない。それも、何が起きるか解わからない戦せん乱らんから、安定した平へい穏おんな生活への変化の提案だ。

　武蔵の生活は大きく変わらない。私達と大久保側と、どちらが正しくても、変わらない。

　ただ……」

　ただ、

「大久保側だと、戦争を今後、行わなくてもいいかもしれない」

「不利じゃないですか、正純。──戦争大だい好すきなのに」

「ま、待て浅間！　もの凄すごく語ご弊へいのある物もの言いいしたぞ今！」

　えっ、と浅間が言葉を止めた。ややあってから、葵あおい姉あねがその肩を叩たたき、水の側にいる皆が額ひたいを集めてひそひそと話し出す。

　何かあんのかよー、と思うこちらの視線の先、最終的に浅間が皆の輪から出て手を挙げた。彼女は、やや眉まゆに力を入れた表情で、

「いいですか正純。非常に言いにくいんですが……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何だ？」

　浅間の声が聞こえた。

「正純が出た他国との会議って、大体結けつ論ろんが〝戦争するぜ！〟な気がするんですが」
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　浅間に言われ、正純は考えた。

　……そうだったっけ？

　そうだったろうか。どうだったろうか。額に手を当て、正純は今までの記き憶おくを蘇よみがえらせる。

　……三み河かわの時と、ええと、英国イギリスの時と……。

　指で回数を数えもして、

『ま──？』

　……ああ、うんうん大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと考え事してるだけだからなー。アイデンティティの揺らぎってやつだー。うんうん。

　だが、先ほどから、軽けい装そうで水に臑すねまで脚あし突っ込んでいるのに、この脂あぶら汗あせは何だろうか。落ち着け本ほん多だ・正まさ純ずみ、基本的にお前は非ひ戦せん主義の筈はずだ。数えている限り、何だか不安な過去と未来が見えてきた気もするが、前向きに生きていこう。そう、戦争も前向きに。駄だ目めか。

　しかし、正純は、一つの答えに行き当たり、

「待て！　いいか？　待て、お前ら！」

「──何を？」

　皆の真ま顔がお疑問に正純は挫くじけなかった。いいか、と皆に対して指を立て、

「マクデブルクの花園アヴアロンで話し合った時、会議の参加国のどれとも戦争をするという結論には至らなかったぞ！」

「アンタあの時〝自分達が羽は柴しば潰つぶすぜ４よ６ろ４し９く！〟みたいな宣せん言げんしてなかったっけ」

　ナルゼに言われて、正純は横に倒れてぐったりした。

　……あ──れ──え──？

　何か現実がおかしいというか、事実と認にん識しきがズレてる気がする。遠く、水の中央側から、

「ほ、ほら、ナルゼ！　直球ぶち込むから正純再さい起き不能になっちゃったじゃないですか！」

「ホントにリアクション良くなったわよね……。あと、その倒れてる姿勢は使えそうだから素そ描びようするまで動かないでよ」

「んー、ひょっとしてセージュン、ルルルル変な歌を唄うたってたりする？」

「してないよお前らはもー」

　身を起こすが、現実には一切変へん更こう点てんがない。当たり前と言えば当たり前だが。しかし、抵抗は試みておきたいので、正純は言うだけ言ってみる。

「あのさ、私、真ま面じ目めに会議とか交こう渉しようしてるよな？」

「ああ、そうさね。難しい話をいつもしてるさ。──最後は戦争になるけど」

「……私、一応極きよく東とうの事を考えて言動してるよな？」

「うん、極東の事を、よく考えてると思うかな。──最後は戦争になるけど」

「……多分、私、他国と協調しようとしてるよな？」

「ええ、多分、他国と仲良くしようとしてるわ。──最後は戦争になるけど」

「ま、待て！　何な故ぜにそう最後を戦争に持っていく！　私は断だん固こ抗こう議ぎしたい！」

　ええ、と頷うなずいたのは浅あさ間まだ。

「自分で話題を振っておいて何ですが、正純だってそう毎まい度ど毎度戦争に持ち込んでる訳じゃ無いと思います！　ちょっと今の流れは無いんじゃないでしょうか」

　と、ナルゼが、トンボ枠わく型がた魔術陣マギノフイグーアに書いた表を浅あさ間まに見せた。え？　と窺うかがう浅間に対し、

「一応、ここが数字的にこうで、結果が、コレで……」

　浅間はそれを、ふんふん、と見て一つ頷うなずき、こちらに顔を向けた。

「解わかりました。統とう計けい的に見て、正まさ純ずみは真ま面じ目めに極きよく東とうの事こと考えて他国と仲良くしようとしてると思います。──最後は戦争になりますけど」

「お前ら敵かあ──!!」

「フフフ、でもアンタ、改めて考えると戦せん慄りつのウォーモンガーよ？　隙すきあらば戦争に持ち込んでる風ふう味みじゃないの？」

「ま、待て！　大体は向こうからの持ち込みだぞ！　私からそのようにした事は──」

「……誘さそい攻めね」

　知らない単語だが、意味は何となく解わかる気がしたので、正純はそれ以上考えるのをやめた。

　でもまあ、と浅間が一息をついた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ正純。明日の臨りん時じ生徒総そう会かいは内ゲバですから、結論として戦争になる事はないと思いますよ」

　……わあ、レベル低い扱いだ私……。

　でもまあ、前向きに考えよう。戦争を結論にしなければ、それだけで快かい挙きよになる。

　……あれ、何か急きゆう激げきに落ち込んできた気がする……。

「つーかこっち来るといいさ。食い物とかあるよ？」

「そーだよセージュン、どうせ今夜あたりから、明日に向けての作戦練ねったりとか、いろいろするんだよね？　だったら今は、気を楽にしといた方がナイちゃんいいかと思うな」

　いやいや、と正純は手を左右に振った。胸を、シャツの上から軽く叩たたいて、

「私、ほら、水泳とか一切した事ないから。うん」

「へえ……」

　と皆が顔を見合わせ、笑みを作った。

　おい、と思うまでもなく、数秒後ごには水の中に叩たたき込まれる。
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　雪の上、丘の上、立つ二つの影がある。

　夕刻の空に並ぶのは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国制服姿すがたの鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくと、黒のダウンジャケットを肩に羽は織おったP.A.Oda制服姿の男だった。

　柴しば田た・勝かつ家いえと、佐々さつさ・成なり政まさだ。

　二人は、背後の丘下、麓ふもとの台だい地ちに先行艦かん隊たいとしての数すう艦かんと、野や営えい設備を急ぐ人々を置き、それぞれが表示枠インシヤ・コトブを開いていた。

　両者共ともに幾いくつかの雑ざつ事じや、業ぎよう務むの表示枠インシヤ・コトブがあるが、両者共にろくに内容を見ずに承しよう認にんを押して消していく。時とき折おり、勝かつ家いえの方が、

「おい小こ物もの、もうちょっと真ま面じ目めに仕事しろ。データ作った連れん中ちゆうが可哀かわい想そうだろうが」

「……柴しば田た先せん輩ぱい、今、俺おれの横にいる馬鹿が承認押すどころか枠わくそのまま直じか消けししてるんスけど、ひょっとするとそいつ、通神文メールの遣やり取とり方法解わかってねえ可能性が大っていうか。

　ええ、その馬鹿に先輩の方から何か言ってやってくんないスかね」

　勝家は、成なり政まさの横を見た。自分の居ない側を覗のぞき見て、うん、と頷うなずき、

「ん～、ナルナルくゥん？　何も居ないのに、変なものが見えるようになっちゃったあ？　んー、大だい丈じよう夫ぶかなあ？　頭おかしくなったなら殴なぐってやろっか？　んン？」

「こ、この野や郎ろう……」

・三立申：『また二人ともそういうノリが好きだねえ』

「あ、滝たき川がわ先輩。どうもス。何スか一体」

・三立申：『さっき送った通神文、読んだ？』

　Shajaと応じたのは勝家だ。彼は表示枠に映る女忍にん者じやに歯を見せ、

「武蔵むさしが面白え事になってるってじゃねえか一かず益ます。連中、三さん国ごく会議かと思えば、今度は臨りん時じ生徒総そう会かいだあ？　あのデカ船のガキどもは次から次へとイベントばっかだな！　屋や台たいとか出るだろうし、俺も御お市いち様と参加してえぜ！」

「ああ、すりゃいいんじゃないスかね。行ければ」

　成政の横よこ顔がおに雪ゆき球だまが激げき突とつした。

「テメ……！」

　全力で瞬しゆん発ぱつ握った氷こおり球だまをしばらくぶつけ合い、やがて一息を入れる。その中で勝家が、白い息を大きく吐き、

「まあ、何だ。とりあえず、武蔵も一ひと皮かわ剝むけると、そう考えていいんじゃねえか？」

「そういうもんスか？」

「成政」

　勝家が名を呼んだ事に、成政はサングラスを上げて視線を向ける。

「何スか」

「っわ──！〝何スか〟って、何今の!?　グラサン、こう、こんな感じでビシっとやって、──〝何スか〟って！〝何スか〟、何このスカしてる子供!!」

「うるせえよこの野郎！　御市先輩の作ったフルーツ天てん麩ぷ羅らとか平気でガツガツ食ってデレてたクセしやがって！　何が〝イチゴも美う味まいねえ〟だ！　大だい根こんオロシつけて言う事か！」

「はあ!?　大根だって御市様が摺すればフルーツだぜ！　知らねえのか子供！」

「滝川先輩、コレどうにかしてくんないスか？　本気で迷めい惑わくなんスけど」

・三立申：『ニウちゃんもこっちだからね。ナル君は諦あきらめてトッシーやミッチーと遊んでた方が楽なんじゃないの？』

「いや、アイツら、今、マティアスと羽は柴しばが送って来たもんに夢む中ちゆうっつーか。ビミョーにアイツらオタクなんでついていけねえ時あるんスよ、俺」

・三立申：『ナル君、趣しゆ味み持ったら？』

「昔はあったんスけどねえ」

　柴しば田たが、「え？　何ソレ」と目を見開いて両手の指で指さしてくるが、成なり政まさは無む視しした。

「もー話さねえ。つうか柴田先せん輩ぱい、武蔵むさしを今後警けい戒かいみたいな、その理由はあんのかよ？」

「Shaja、単純な話だ馬鹿。P.A.Odaに来てから、お前がやってねえ事って何だ？」

「……馬鹿じゃねえ上うわ役やくの下で迷めい惑わくねえ生活する事スかね」

・三立申：『つーか、ぶっちゃけ、ナル君は周り恵まれてると思うんだけど。──仲間割われ、P.A.Odaに来てからしてないよね？』

「馬鹿な先輩相あい手てに石ぶつけたりはしてんスけどねえ」

　石の入った氷こおり球だまを顔面にぶつけられた。しばらくヒートアップして、

「仲間割れとか、しない方がいいっしょ？　面めん倒どくせえし」

・三立申：『でも、織お田だ家けは、御お館やかた様の襲しゆう名めい問題でそれをやったわけ』

　表示枠インシヤ・コトブの中、白しら鷺さぎ城じようの艦かん橋きようにいる滝たき川がわが、椅い子すに座った脚あしを軽く組む。

・三立申：『先代が、ムラサイ勢せい力りよくと織田家の融ゆう合ごうを画かく策さくし、それを押し進めた一方で、引いん責せきとして辞じ任にんしたわけだけど……』

　Shaja、と勝かつ家いえが頷うなずいた。

「……御館様の襲名騒そう動どうで、二派に分かれてな。面白い事に、御館様の反対派に回ってた俺なんかが、今は主力になっちまってるわけだがよ」

「──年とし寄よりの説せつ教きようじゃねえスか。そういうの、やめてくんないスかね」

　吐息付つきで、成政が肩をすくめる。勝家に背を向け、

「先輩達たちが〝やっちまった〟事を、後から追ってる俺達に期待すんのはやめて欲しいっつーか。俺達がそんな事しなくても済むようにすんのが先輩達の役目スよね？」

・三立申：『ナル君、真ま面じ目めだなあ』

「茶化すのは……！」

　と、そこまで声をあげて、成政は言葉を止めた。息を入れ、振り向いて頭を下げ、

「すまんス」

　勝家が、下げられた成政の頭に手しゆ刀とうを叩たたき込んだ。明らかに鈍い音がして、

「いって！　何すんだ馬鹿野や郎ろう！　テメエの腕力仕し様ように出来てねえんだぞ！」

「だったらその弱い頭で考えとけ小こ物もの。もしお前が、聖せい譜ふ記き述じゆつの通りにやっていこうってなったら、……佐々さつさ・成政の最さい期ごは、羽柴への謀む反ほんで終わるんだぜ？」

「……それより先、御館様がいなくなった後、俺はアンタの下について、羽柴と、その下に付いたトシと一戦交まじえるんスよ？　そのとき、羽は柴しばは敵スよ？」

　だからだ、と勝かつ家いえは言った。

「結果として、俺達の時のようになれたらいいと、超ちよう偉えらい先せん輩ぱいはそう言ってんだよ」

「は？　誰が偉いって？　ああ？」

「超をつけろよ小こ物もの。雪に大の字スタンプしてやろうか？　おお？」

　ヘ、と勝家は小さく笑う。そして彼は、

「まあ、当とう分ぶん先の話だ。今は今として、ようやく来た状況を楽しまねえとな」

「Shaja、元よりそのつもりスよ。完全燃ねん焼しよう、そのつもりスよね？」

　と、男二人は、丘から向こうを。北の方角を見る。

　広がる雪の森を遙かに越えた位置、数十キロの果てにあるもの。それは、

「上越露西亜スヴイエート・ルーシ生活圏けんの南西端たんってとこスか。実じつ質しつ、あの畑の向こうにある都市まで四十キロもねえ。いい案内人がいたもんスね」

　ああ、と勝家が頷うなずいた。

「ノヴゴロドのマルファか。──相変わらずの上から目線だったが、いい先せん導どうだったな」
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　勝家が、ふン、と鼻で小さく笑って言った。

「羽柴が手を回して、マルファに新し発ば田た・重しげ家いえの襲しゆう名めいの手配をしたんだろ？　俺達への〝協力〟として、上越露西亜領りよう内ないへの先せん導どうと、──協力証しよう明めいのための戦せん闘とうを行うって寸すん法ぽうだ。それもこれから、だ。いい案あん配ばいじゃねえか。何しろ、いい食い物も来たしな」

　勝家が顎あごで示した先、東の空に、影がある。遠く、小さく、しかし群として確かに見えているのは、

・三立申：『時間的に見て、武蔵むさしからの外がい交こう艦かんと、本ほん庄じよう・繁しげ長ながの護ご衛えい艦かん隊たいだね。砲ほう撃げきパターンとか、砲ほう弾だんの使用量とか、全部記き録おくしてるあるけど、送っとく？』

　いや、と勝家が答えた。

「今からだと間に合わねえし、アイツのやろうとしてる事には意味がねえだろ」

・三立申：『アイツ？　ああ、──マルファって人ね』

　Shaja、と応じたのは、成なり政まさだ。彼もまた、本庄・繁長の艦かん群ぐんを見つつ、

「時間的に、そろそろ突っかけるって言ってやしたが……」

　言っている間に、東の空に風が動いた。

　本庄・繁長の護衛艦隊正しよう面めんに、不ふ意いの影が現れたのだ。

　それは黒の重じゆう層そう船せん。八百メートルを超える戦せん艦かんだ。靴くつ底ぞこを重ねたような構造の船は、

・三立申：『おお!?　この反応はステルスのハルク船!?　レアだね！』

「山育ちの俺にゃあウエハースみてえな重層構こう造ぞうだくらいしか解わからねえな。ただまあ、向こうのやる気を見せて貰もらおうや。中ちゆう途と半はん端ぱな〝協力〟だったら許さねえけどな。ただ……」

　勝かつ家いえは、うーん、と首を大きく傾かしげた。

「あのマルファっての、ちと、感情や力や因いん縁ねんがあり過ぎんじゃねえかな、アレは。だが──、そのくらいが丁ちよう度どいいんのかもしれねえ。この寒い地域には、よ」

　言っている間に、黒くろ塗ぬりのハルク船が、随ずい伴はん輸ゆ送そう艦かんを連れ、本ほん庄じよう艦かん隊たいへと飛び込んでいく。

　激げき突とつコースだった。
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　本庄・繁しげ長ながの、外がい交こう艦かんを中心とした護ご衛えい艦隊は、敵の出現に気付いていた。

『団長！　十一・十時！　距離十一キロに敵てき影えい出現！　流体紋もんは上越露西亜スヴイエート・ルーシの旧きゆうクラーケン級、武ぶ装そうハルク船！　──所しよ属ぞく照しよう合ごう結果はノヴゴロドであります！』

　報告と共に、祭の中庭の上に左右から防ぼう壁へきが展開した。術じゆつ式しきによるものではなく、物理的な隔かく壁へきだ。外がい気きを防ぐ上部甲かん板ぱんとして接せつ合ごう部ぶを密みつ着ちやくさせていく動きに、トーリが首を傾かしげた。

「おいシゲ子こ、──全部覆おおうのか？　随ずい分ぶん大おお事ごとだな」

「Ｔｅｓテスタメント．、つまり武蔵むさし外交官かんは観かん戦せんを御ご所しよ望もうか。──上に出るリフトはある。案内しよう」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　何ですの、その展開!?」

　気にするな、とヤキソバを口に詰め込んだ繁長が右手を左右に振る。そして彼女は、

「……現在、上越露西亜が抱える問題を理解するにはその方が早いであろう」

「え？」

　ミトツダイラが疑問の視線を作る先、繁長は表示枠サンクト・アクノーを開き、指示を飛ばした。

「無む言ごんで擦すれ違うな同どう志し！　まだ逢おう魔まの時間ではない、道行く者には挨あい拶さつを送るのだ。そして足を止めさせる事で、雪の大地は余よ所そ者の影を咎とがめるのだと教えてやれ！」

『白はく兵へい戦せんですか!?　団長！』

「Ｔｅｓ．！　──いいか同志諸しよ君くん！　砲ほう台だい任まかせの抗こう争そうは飽きただろう。膂りよ力りよくだ。膂力を見せる時間である！　砲ほう撃げきで花を飾るのは昼の間。夕刻からは鶴つる嘴はしの三日月みかづきが空を飾るのを許可しよう！

　総そう艦かん、天てん面めん防ぼう護ご術式を解かい除じよしろ。上越露西亜名めい物ぶつ、〝挨拶プリヴエート〟を行う！」

　言葉が生まれる間に、正面の空にて風が裂けた。

　見えるのは黒のハルク船。ノヴゴロドのものだ。だが、その状態が、通常とは違った。

　上下を逆ぎやく転てんし、平たい上部甲板を下にしているのだ。更さらには、

『敵てき総そう艦かん、防護障しよう壁へき前面展てん開かいのみ！〝挨拶〟に来ます！』

　重じゆう層そう構造のハルク船。その上部の長い甲板上じように、合ごう成せい死体の集団が立っている。天地を逆に、しかし彼らは艦尾側にて身構え、今にも動き出そうとしていた。

　そして、彼らの先せん頭とうにいる者が、宙に展開した表示枠で望ぼう遠えんされる。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの制服を黒くろ塗ぬりにして、飾りを付けて着込んだ女性だ。彼女は、己おのれの横に骨で出来た八本脚あしの馬を並べ、そして自分の首に虎とら皮がわのマフラーを巻き、風に流した。マフラーの端はしに、文字がある。〝景かげ虎とら〟という漢かん字じ二文字が、だ。

　その言葉が記しるす意味を読み、ミトツダイラが声をあげた。

「──長なが尾お・景虎!?　元上越露西亜副ふく長ちようにして、ノヴゴロド市長のマルファですの!?」

　だが、という色をもった疑問の声を、ミトツダイラは続けて作った。彼女は眉まゆをひそめ、

「ノヴゴロドが上越露西亜を裏切り、P.A.Odaについたと、そう考えていいんですのね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、秘ひ匿とく情報だったがここで発はつ露ろだな。──正確に言えば、上越露西亜の元もと副長、ノヴゴロドの女おんな市長にして、上越露西亜の後こう継けい者の一人であった者。現げん総そう長ちよう兼けん生徒会長、上うえ杉すぎ・景かげ勝かつの親友とも言える存在だった者。そして今は敵となり、逆らう者。あれが──」

　表示枠サンクト・アクノーの中で、女が表情を変えた。ただ眉まゆを詰め、正面を、こちらを見み据すえたのだ。

　彼女の視線に対し、繁しげ長ながが言う。

「──マルファ・〝裏切り自由ヴエージマ〟・ボレツスカヤだ」

　断ずる口く調ちようと同時に、空と敵を見せていた天井が閉じた。

　同時に、艦かん内ない放送が声をあげる。

『接せつ敵てき、〝挨拶プリヴエート〟まで、あと二分三十七秒です！』







[image: 第四十三章『路上の擦れ違い者』]
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　空がある。夕刻に近い、橙だいだい色いろの空だ。

　風もあり、冷たさもあり、しかし、無いものが一つだけ有る。それを点てん蔵ぞうはこう思った。

　……全ぜん天てんの眺ちよう望ぼうが欠けて御ご座ざるな!!

　今、自分達が居るのは本ほん庄じよう艦かんの甲かん板ぱん上じよう、その最さい後こう部ぶだ。上越露西亜スヴイエート・ルーシの艦は極きよく東とう式しきの平ひら船ぶね型がたを基礎としつつ、除じよ雪せつや暴風避よけのために甲板は平たく、前に下がる浅い傾斜となっている。だから上部を一いち望ぼうすれば、

　……艦の大きさに応じた広場のようなもので御座るな。

　周囲にいるのは、本庄・繁しげ長ながと、彼女の麾き下かにいる魔ま神じん族ぞくを中心とした戦せん闘とう部ぶ隊たいだ。

　彼らに混じって広場に立てば、頭上には全ぜん域いきの空が見える筈はずだが、

『正面マルファ艦！　下に補ほ助じよ輸ゆ送そう艦がいます！　──マルファ艦が接せつ敵てき進路！　距離三十秒に接近!!』

　近い、と点蔵は思った。天地を逆にした黒のハルクが、ほぼ真っ正面に見える。全ぜん周しゆうをあきらかにしていた空は、既すでに正面においては巨大なハルクの正面造ぞう形けいに潰つぶされ、黒く穴を潰されている。こうして見ている間にも、黒の艦は先端を伸ばすようにこちらへと接近中だ。

　繁長が声をあげる。

「──来るぞ！　構えろ!!」

　来る。

　背後にいるメアリが、こちらの上着の裾すそを摑つかみ、

「当たるのでは……？」

　否、と点蔵は首を横に振った。当たらない。この軌き道どうと角度では当たらない。

　そして、メアリと自分の見切りが違う理由に、点蔵は気付いた。

「メアリ殿どの、武蔵むさしに戻ったら、夕刻の散歩ルートに側そく舷げんの輸送区く画かくなどを混ぜようかと」

　え？　と疑問したメアリだが、すぐに意い図とを読んだらしい、

「船の接近を見慣れれば、勘かん違ちがいの怯おびえは無くなりますか？」

「自分はメアリ殿と散歩のルートを話しているだけに御座るよ？」

「じゃあ、ナイト様に教わった輸送区画独どく特とくの賄まかない屋や台たいなども伺うかがって行けますね」

　笑みで言われ、いい未来に御座るな、と点蔵は思う。

・金マル：『えっと、教えた店があそこだから、待ちかまえてれば見れるんだあ』

・十ＺＯ：『不ふ吉きつ！　不吉な事言う魔女テクノヘクセンが居るで御座るよ!!』

　一応、こちらと水み戸と側の通つう神しん環かん境きようは整っているのだった。ならば後は、現げん場ばにおいて、

　……自分達が、どうするか、で御座るな。

　マルファがP.A.Odaに協力するのは、上越露西亜の内ない乱らん扱いであり、外がい交こう役やくの自分達としては介かい入にゆうが出来ないものだ。だが、ノヴゴロドが粛しゆく清せいの後に反はん乱らんしたという事実が聖せい譜ふ記き述じゆつには無い事も、暫ざん定てい議会の調査で解わかっている。ならば、

　……この争いは、上越露西亜スヴイエート・ルーシの内ない乱らんというより、聖譜記述外がいの戦せん闘とうとして解かい釈しやくする事で、自分達も介入が可能。

　だから正まさ純ずみは判断を下した。〝現げん場ばに任せる〟と。

　成果を上げられるなら上げろと、そういう事だ。

　そして、敵が来た。黒くろ塗ぬりのハルク艦かんが、天地を逆に突っ込んでくるのだ。
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　点てん蔵ぞうは戦せん場じようの構こう築ちくを見た。動きがあるのは正面と頭上。こちらの艦の上じよう面めん部ぶと、天地逆さかさになった向こうの艦かん群ぐんの上面部。両者の間が押しつけ合うように狭まり、接近したのだ。

　天地の甲かん板ぱんが、急速に近づいてくる。そして生じるのは、

「甲板同どう士しの、超ちよう近せつ接きんの擦すれ違い……!?」

　その通りの事が、生じようとしていく。

　正面。艦同士の相あい対たい速度で風吹きすさぶ中、向こうの甲板に天地逆ぎやくに立った合ごう成せい死体の戦せん士し団だんが見える。だが、更さらに両りよう甲板が近づくように艦が挙きよ動どうし、

「構え──!!」

　繁しげ長ながの声と同時に、擦れ違う両甲板の隙すき間まが五メートルを切った。

　風が圧あつ縮しゆくされ、上下の間が三メートル程ほどとなり、霧きりを生んで、更さらに外へと飛ばした。音が撓たわみ、皆が圧で軋きしみ、しかし繁長の声が宙を貫いた。

「突とつ撃げきだ同どう志し……！」

「Ｔｅｓテスタメント．……!!」

　そして、自分達の正面に立つ皆が、一いつ斉せいに前に出た。

　擦れ違う甲板上じよう。ぶつかり合う一いつ瞬しゆんを更に加速するように、両の天面上にいる者達が、武器を振りかざして疾しつ走そうしたのだ。

「交わせ！　上越露西亜の〝挨拶プリヴエート〟を!!」
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　何もかもが突っ走った。

　両陣じん営えい、上下を逆さに先頭を行くのは突撃合あい図ずの喇叭らつぱ隊たいだ。脇わき持もち喇叭を柄えにした突撃槍やりの持ち主達は、肺はい活かつ量りようを疾走と音に鳴らして脚きやく力りよくを速度に変えていく。

　艦同どう士しの速度もある上で、魔ま神じんと合成死体の脚力がつくとなれば、加速は衝しよう突とつと直ちよつ結けつだ。喇叭の音が一ひと際きわ高くなり、

「ぁ──!!」

　先頭の音楽が天地逆ぎやくに激げき突とつした。

　直後に生じたのは、破壊の音の重じゆう層そうだ。押し潰つぶすように圧あつ縮しゆくされた響ひびきの中で、魔ま神じん族ぞくや死体の甲こう殻かくや黒い血が宙に舞い、金きん管かん楽がつ器きの音が涼すずしく散って、

「埋めろ──!!」

　激突音おんが消えるより早く、楽器の破は片へんが風に飛ぶより速く、後こう続ぞくの圧力がぶつかった。波は状じよう攻撃だ。突とつ撃げき喇叭らつぱの槍やりによって両者の前ぜん線せんは乱れている。だからそこに行くのは、

「玄げん翁のう隊たい!!　道を空あけろ」

　杵きね型がたのハンマーを両腕どころか四よつ腕や六むつ腕に抱えた者達が、双そう方ほう、高速で激突していった。疾しつ走そうは一いつ瞬しゆん。打だ撃げきの数はそれよりも遙かに多く。ただ彼らは、先に激突した仲間達の隙すき間まを狙ねらうように破壊の重じゆう撃げきをぶち込んだ。

「食らえ……!!」

　艦の速度も重ねて、双方は天地逆に激突した。

　打つと言うよりも、貫くような音がして、色々なものの飛沫しぶきが舞った。

　だが、道は空いた。崩れるという動きで、確かに突とつ破ぱ口こうが生まれていた。

　艦の擦すれ違い速度があるため、戦せん場じようは膠こう着ちやくしない。双方は今、前から後ろに進行していく甲かん板ぱんの前部で強きよう制せい的てきな激突を行こう使ししていた。

　既すでに双方の後こう続ぞくは走っている。速度も乗っていた。そして突破の穴の向こうにいるのが敵だと解わかっているならば、お互いはそれぞれ空けた道から行き、

「おお……！」

　打撃する。

　その攻撃も防ぼう御ぎよも、一いつ瞬しゆんで擦れ違い、吹っ飛ばされるだけだ。だが、皆は、一瞬の擦れ違いの中で吠ほえた。

「こんにちはズドラートヴイチエ!!」

　全員が、お互いの敵を挨あい拶さつして吹き飛ばし、前に出た。

〝挨拶プリヴエート〟を行いながら、だ。

「こんにちは」

「こんにちは！」

「こんにちは同どう志し……！」

　既に戦場はどこもかしこも挨拶を攻撃と被ひ撃げきで送る場となっていた。挨拶の意志が有る者が駆かけ残り、隙と緩かん慢まんを見せた者が、

「さようならダスヴイダーニア」

「さようなら！」

「さようなら同志……！」

　散る仲間に敵に、色は違えど装そう甲こうと甲殻と血の破片と飛沫は、風に弾はじけて速度を追っていく。そして全てを外へと飛ばすのは二に艦かんの間に起きる圧あつ風ぷうだ。こすり合わせるような上下の流れは、お互いにとって、脚あしを進ませるものであり、顔を後ろへと押すものとなる。

　皆は風を破る前ぜん傾けいとなり、自分達の艦の緩かん衝しよう術じゆつ式しきに浸ひたるために腰を落とし、打だ撃げきに少しでも耐えられるようにして、しかし、

「挨あい拶さつを重ねろ……！　それが礼れい儀ぎである!!」

　繁しげ長ながが叫んだ。

　風をぶち抜き、打撃音よりも、既すでに走り鳴らされる足音が雷かみなりのように響ひびき渡る。

　加速する。

　玄げん翁のう隊たいがぶつかった事で、両りよう陣じんの隊たい列れつは乱れている。だからそれぞれの後こう続ぞくは、遅れた敵の前ぜん線せんに自分達を刺すような軌き道どうで突っ込んだ。

　行くのは、

「鶴ツル嘴ハシ隊!!」

「Ｔｅｓテスタメント．──!!」

　鉄の三日月みかづきが、上下の擦すれ違いの中で無む数すうに舞い踊った。

　遠えん慮りよ呵か責しやく無なく、魔ま神じん族ぞくの集団はそれをダッシュのまま、突き抜けるように相手にぶち込んだ。金属音おんというよりも、破は砕さい音が響き、打ち抜かれた者も、弾はじいた者も、吹っ飛んだ者も、叩たたきつけられた者もおり、しかし確かに、

「──おお!!」

　全てが前にぶち込まれる。

　音が鳴った。音楽だった。彼らを追うように喇叭らつぱが鳴った。まだ自分の意い地じを鳴らす事の出来る突とつ撃げき喇叭隊たいの残ざん存ぞんが、行く三日月に並んで、身を仰のけ反ぞらせて肺はい腑ふに息を入れ、

「────」

　響く足音は雷らい鳴めいに似て。その中を欠片かけらの音楽がただ流れて全ての体てい裁さいを保とうとする。双そう方ほうの音楽は絡み合ってようやく一つの繫つなぎを作り、両陣の速度が確かに大きく膨ふくらんだ。

　両者が、加速しながらも、狭い天地の中で力を溜ためていく。

　爆発する。その直前に皆が叫んだ。

「来い、──本ほん番ばん!!」

　彼らの声が届く先、双そう力りきの後こう陣じんとして疾しつ走そうしてきた者達が居る。

　お互いの主力。それぞれの長おさと、その側そつ近きんの部ぶ隊たいで作られた、

「突撃隊……!!」
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　もはや擦れ違いは中ちゆう盤ばんを過ぎ、艦かん尾びを求めるだけの状態となっていた。

　双方の艦尾側がわから突っ走った数は約三十人。繁長側は彼女を先頭とした疾走だが、マルファ側は彼女が乗った八本足の骨こつ馬ばを槍やり持もちの突とつ撃げき隊たいで守り行く構えだ。

　繁しげ長ながは、戦せん場じようの奥から走ってくるマルファを見た。だが、彼女はすぐにマルファから視線を外す。新しく見み据すえるのは敵の向こうにあるもの。それは、

「空が見えたぞ同どう志し諸しよ君くん!!」

　朱しゆに染まりつつある空が、流れていき、そして流れてくる天地の甲かん板ぱんの果てにあった。

　挨あい拶さつが終わるのだ。

　ややあってから、共に行く皆が、確かに同じ方向を見た。口を開き出るのは、

「──Ｔｅｓテスタメント．[image: ]」

　いい答えだ、と繁長は思い、激げき突とつの瞬しゆん間かんを研とぎ澄すます。そのために深く息を吸った。

　瞬間だ。

　正面から来るマルファの前ぜん衛えいが、不ふ意いに左右に展開した。

「……!?」

　敵が、目前にていきなり動いていた。手にしていた突撃槍やりを投げ捨て、散さん開かい疾しつ走そうに全てを切り替えたのだ。

　……何事だ!?

　マルファの骨馬を無む防ぼう備びにしてまで行う、高速域いきでの左右展てん開かいは、

「……術じゆつ式しき射しや撃げき隊たいか!!」
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　繁長は、内心でマルファの策を読み、舌した打うちした。

　……この、中距きよ離りから近距離に至る直前。敢あえて、攻撃を遠えん距離型がたの術式射撃に切り替えてぶち込むというのであるか！

　突撃という近きん接せつ攻撃を前ぜん提ていとしたこちらが、対応不ふ可能な遠距離攻撃。それを、引きつけてから叩たたき込む事で、確実に当てる気なのだ。

　狙ねらった行為だ、と繁長は思った。

　魔ま神じん族ぞくとはいえ、高速の疾走中ちゆうに術式の発はつ動どうは難しい。速度が落ちたり、術の発動をしくじれば前ぜん線せんは崩ほう壊かいだ。更さらには、その作戦を気付かれてもいけない。

　ならばこれは、事じ前ぜん準備を経てきた行為であり、

「急の接近と、いきなりの〝挨拶プリヴエート〟を挑いどんできたのは、こちらに気き構がまえや多種の対応策さくを考える時間を与えないためか、マルファ！」

　マルファは答えない。ただ、彼女は、走る骨馬の上で首を外に振った。

　虎とら皮がわのマフラーが風に踊る。

　それが合あい図ずだった。扇おうぎ状じように散さん開かいした敵の術式攻撃隊が、走りながら術式用表示枠サンクト・アクノーを展開。即そく座ざの承しよう認にんを経て、こちらへと威い力りよくが炸さく裂れつした。

　発はつ射しやされたのは、一ひと抱かかえもある炎ほのお砲ほう撃げきが八発。その群が、彼ひ我がの距離を容易たやすく埋める。

　……ならば──。

　繁しげ長ながは、動いていた。跳ちよう躍やくしたのだ。それも大きく前へと先行する一ひと踏ふみだ。背後の側そつ近きん達たちが、慌あわてて速度を上げ、

「団長!?」

　構うな、という意味で繁長は無む視しをする。

　敵は既すでに攻撃を放っているのだ。だからこちらも、

　……間に合え!!

　集合する炎えん弾だんが皆に激げき突とつするよりも速く、繁長は右手を前に広げて突き込んだ。同じ動きで出るのは、

　……神しん格かく術じゆつ式しき!!

　光の盾たてだ。長方形の、極きよく東とう型がたタワーシールド。それは、本ほん庄じよう・繁長の聖せい譜ふ記き述じゆつにおいて、彼が敵の大たい砲ほうを盾たてで防いだという、そんな武ぶ勇ゆう絵え物語に基づく、

「──〝本庄盾たて〟!!」
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《複数展開：確認》



　繁長は、己おのれの術式防ぼう盾じゆんが一気に分ぶん化かしたのを確認した。構成する光の色は薄くなるが、左右にシャッフルするように走った数は十六枚。それら全ては正確に敵の弾だん丸がんを受け、

「凌しのげ！」

　期待は応えられた。炎の砲ほう弾だんは炸さく裂れつはしたものの、盾の表面上じようで放ほう射しや状に砕くだけ散った。だからと言うように繁長は前に身を送り、真まっ直すぐ先に突き込んだ己の手に追いつく。

　だが、そこで繁長は停とまらなかった。彼女は、肘ひじを再び曲げて、

「食らえ……！」

　右腕を再び突き込む動きで、〝本庄盾〟が、勢いよく前に弾はじかれた。

　シールドアタックだ。前に出て二発目を用意していたマルファ側の術じゆつ者しや達が、カウンターとなる防ぼう壁へきに激突して吹っ飛ぶ。

〝本庄盾〟も、十六枚全すべてが光に散って、狭い天地が夕の空とは別の色を帯びた。

　そこに、繁長は跳び込んだ。正面からは骨こつ馬ばに乗ったマルファが来る。

　無む防ぼう備びに骨馬の上に膝ひざ立だちとなる彼女に対し、繁長は、腰の一いつ刀とうを抜いて突っ込んだ。

　距離はまだある。だが、加速し、前に行き、

「──マルファ！」

　マルファは答えなかった。ただ彼女は、静かな表情でこう言った。

「お前は私を怒らせているぞ、繁長」

　言葉が突き刺さった、と繁しげ長ながは思った。

　どうしてかは解わからない。だが、不ふ意いにマルファが動いた。

　立ち上がり、背に手を回し、己おのれの陰から引き出したもの。それは、

「──大罪武装ロイズモイ・オプロ!?」

　弓にも似た。巨大な白と黒の武ぶ装そうが、敵の手にある。

　そしてマルファが動きを止めない。弓を振り仰ぎ、悠ゆう然ぜんと構えたのだ。

　矢は無い、しかし、

　……これが本命か！

　繁長は、己おのれの加速よりも強い打だ撃げき力りよくで、背後の宙に吹き飛ばされていた。

　一いち撃げきを受けたのだ。
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　吹き飛んだのは、繁長だけではなかった。

　マルファの敵、繁長側がわにいた上越露西亜スヴイエート・ルーシ戦せん士し団だんの全てが、いきなりの打撃に仰のけ反ぞり、

「……!!」

　穿うがたれる位置は心しん臓ぞうの真ま上うえ。あるものは胸部を陥かん没ぼつさせ、あるものは胸きよう骨こつを砕くだかれ、しかし皆、平等に後ろへと跳ね飛ばされていた。

[image: ]

　本ほん庄じよう・繁しげ長ながは、大きく吹き飛んでいた。体重が軽い事もあり、彼女は天地の甲かん板ぱんを上下に三度バウンドして、百メートル超の背後へと叩たたきつけられていた。

　まるで、強ごう弓きゆうの一いち撃げきを受けたように、だ。

　しかし、そのように打ちのめされた魔ま神じん達たちへと、一直線に向かう姿があった。

　マルファだ。

　彼女は、天地逆ぎやくの擦すれ違いの中、一度は遠くに突き飛ばした繁長を追うように骨こつ馬ばを駆かけらせていく。

「政まさ宗むね達たちとの約束を果たさせる事なく、すまんな」

　走る騎き士し。マルファは背に弓を担かつぐと、腰から一いつ刀とうを引き抜いた。

　馬ば上じよう用ようの、長大な刀だ。飾りのない白しら木き鞘ざやの、無む銘めいの一ひと振ふり。それを彼女は、起き上がろうとする繁長に向かって、天地逆のまま上段に構え、

「──全力を使ってやるから、一刀で散ってくれ」

　振った刃やいばは、空を切る事も無く、ただ、つるりと、繁長へと向かった。
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　繁長は、身を起こし掛けていた。

　だが、腕をつき、上半身を起こしたところで、身体からだがそれ以上付ついてこない。

　先ほど食らった一撃が重く残っているのだ。あれは恐らく、

　……大罪武装ロイズモイ・オプロの打だ撃げきか！

　憤ふん怒ぬの大罪武装〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟。

　その効果については、総そう長ちようの景かげ勝かつから以前聞きいた事がある。

　……怒りを向けた対象を見るだけで、度ど合あいに応じた矢の一撃を叩き込む……！

　弓を引き撃うつ必要は無い、という事だ。そして今の矢し撃げきが、こちらの身を貫いていないという事は、

「私に対する貴き様さまの怒りは、そんなものか！」

　繁長は、甲板を殴なぐるようにして身を起こした。下か半はん身しんに力が入らないために、膝ひざから下が滑るが、構わない。向かい来るマルファに視線を向け、

「舐なめるなよ……！」

　繁長は床を殴なぐりつけ、膝を強ごう引いんに引き寄せた。

　立つ。脚あしを起こし、身体のそれぞれを垂直とし、

「立て、同どう志し諸しよ君くん！　裏切りの元もと副長に対し、下げる頭を着けている者は上越露西亜スヴイエート・ルーシにはいない！　厳げん寒かんの大地には、立つ事が出来ねば死ぬしかないのだと思い出せ！」

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　皆が、全身を呼吸に震わせ、こちらに続こうとする。

　……間に合うか!?

　自問に対し、否、と続ける心がある。だが、それこそが冷静な判断だと思いながら、繁しげ長ながは迫る刃やいばに対し、周囲の皆が動くのを見た。

　体は起こせずとも、皆が、必死に、すがりつくようにしてマルファを阻そ止ししようとする。

　それでいい、と繁長は判断した。ここで何があろうとも、不ふ屈くつの精神を持つ者達が存そん続ぞく出来るならばそれでいい、と。だから、

「マルファ！」

　繁長は、己おのれの胸の中央に、左の手を立てた。右の手には、吹っ飛ばされても離さなかった刀を提さげて、

「──ここを狙ねらえ。それとも、他を見ている余よ裕ゆうがある程、私は未み熟じゆくであるのか!?」

　否、という言葉が心に生まれないのは、己を律しているという事か、単に事実なのか、解わからない。しかし繁長は、右の手て指ゆびに引っかけるようにして、刀を振りかぶる。

　狙うは一発。マルファの攻撃に対するカウンターだ。

　外せば死ぬ。そんな思いに応じるように、マルファが持つ一直線の刃がこちらを向いた。

　来るか、と繁長が思った瞬しゆん間かんだ。

　……!?

　マルファの左に、赤の色が見えた。

　炎ほのおだ。

　先ほどこちらが〝本ほん庄じよう盾たて〟をぶち込んだ術じゆつ者しやが、まず一人、復帰したのだ。そして放たれる炎えん弾だんの軌き道どうは、こちらへの直ちよく撃げきコースだ。

　回かい避ひ出来ない。〝本庄盾〟も間に合わない。

　長ちようの援えん護ごを行うのは当然の事。だからこの流れは、間違いではない。

　そして繁長は悟さとった。敵もまた、不ふ屈くつなのだと。

「見事……！」

　賞しよう賛さんとともに、どうする、と繁長は思った。〝本庄盾〟を連れん続ぞく使用するには、自分の中の内ない燃ねん拝はい気きの蓄ちく積せきが弱い。しかし、

　……やるしかない……！

　決断した瞬間だった。不ふ意いに、影が来た。

　狭い天地の左右から、巨大な四角い影が四つ、飛び込んできたのだ。その正体は、

「貨物用木箱コンテナ!?」

　四角の立体には、一つずつ、ある色のついた線がある。

　銀の色。銀の鎖くさりだ。ならばそれを用いるのは、

「──武蔵むさしの第五特とく務むか!?」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは叫んだ。

　銀ぎん鎖さを振り、その先端の木箱コンテナを敵に叩たたき込んでいきながら、名乗りを上げる。

「武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん、総そう長ちよう連れん合ごう第五特とく務む、ネイト・ミトツダイラ。──聖せい譜ふ記き述じゆつにそぐわぬ戦せん闘とうを払い、諫いさめようとする上越露西亜スヴイエート・ルーシを援えん護ご致しますわ！」

　腕を振り、力を跳ね上げ、銀ぎん狼ろうが吠ほえた。

「──食らいなさい！」







[image: 第四十四章『路上の分かれ者達』]
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　挨あい拶さつの天地の間、打だ撃げき力りよくが全てを薙なぎ払うように突っ走った。

　後こう陣じんのいた位置から、ミトツダイラが木箱コンテナ四つで左右から狙ねらったのは、

「そこの術じゆつ者しや達たち……！」

　真ま横よこから行った。

　魔ま神じん族ぞくとはいえ、術の展てん開かい準備中では耐えられない。打撃音おんと言うよりも破は砕さい音おんが響ひびき、ハンマーのように飛ばした貨か物もつ用よう木箱に敵がひしゃげて変形した。

　左右に散開していた魔神族の術者達は、それぞれを結ぶ直線上じように左右からの貨物用木箱を叩たたき込まれ、

「……！」

　文字通り、一いつ掃そうされる。それも中央側に叩きつけられ、集められて、だ。

　木箱の方も、一つが形を変えて天地の間に挟まり、その場で空くう転てんを数すう度ど行ってから砕くだけ散る。だが、残った三つは前に投じられ、マルファを追おうとしていた彼女の仲間に激げき突とつする。

　吹っ飛ばした。

　銀ぎん鎖さのタイトアームがフリーになるのを、ミトツダイラは見逃さずに引き戻す。

　しかし、彼女はそこで終わりにしなかった。

　眼がん前ぜん、下から甲かん板ばんに上がってくるためのリフトがある。リフトのゲートは開いており、勢いよくそこから上がってくるのは、

「五つ目ですの」

　貨物用木箱だ。

　リフトが上がり切るより速く、ミトツダイラはそれを蹴けり上げた。

　宙に、つんのめるように浮いた木箱が、天てん面めんをマルファ艦かんの甲板に擦こすりつけると同時。

「隙すき有ありですのよ！」

　銀狼が、その瞬しゆん発ぱつ力で貨物用木箱を直ちよく蹴げりした。

　狙いは、マルファだ。

　超ちよう重量の木箱が、風をぶち抜いて真まっ直すぐに飛んだ。
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　マルファは、正面から来る威い圧あつの塊かたまりを確認した。

　ほう、と、内心で得るのは感かん嘆たんの息だ。これは明らかに、〝挨拶プリヴエート〟としては異い質しつだ、と。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシのやり方としてみれば、あり得ない事、やってはいけない事かと思うが、これを行うのは武蔵むさしの第五特とく務むだ。武蔵の挨拶として見れば、あり得るものなのだろう。

　眼前、貨物用木箱が飛来するのに気付いた繁しげ長ながが、頭上をやり過ごす為ために身を伏せた。

　己おのれが繁しげ長ながに届くのと、木箱コンテナが繁長の上を通過するのは同時と、マルファは両の動きを読む。

　ならば、とも思い、致いたし方かたない、とも思いつつ、マルファは右腕の一いつ刀とうを振った。手首を回し、繁長に向けていた一いち撃げきを、正面に突き込む動きに変えた。

「景かげ勝かつに宜よろしく言っておいてくれ」

　マルファは、正面から来る貨物用木箱の真っ正面、その前後扉とびらを一息にぶち抜いた。刃やいばに仕込まれた力の術じゆつ式しきが、乾いた破は砕さい音おんと共に、扉とびらを撓たわませ弾はじけさせる。

　穴が空あいた。

　そこに骨こつ馬ばで飛び込めば、繁長の上を木箱越ごしに越えていく事となる。

　だからマルファはそうした。

　飛び越える。かつての仲間の頭上を越え、向こうへと。

　そしてマルファは、木箱を抜ける瞬しゆん間かん。周囲の音と風との隔かく絶ぜつを感じた。

　だがそれもすぐに消え、マルファは、短いトンネルの向こうへ、天地の間に空だけが見える位置に行こうとして、

「……!?」

　木箱の左右から、切せつ断だん力りよくが来た。木箱の左右壁かべを砕くだき、前からこちらへと横よこ打うちで一直線に走る双そうの攻撃。それは、

「王賜剣一型ＥＸ．コールブランド……!?」
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　何い時つの間に、と思う意味はマルファには無い。この貨物用木箱の後ろ側に、持ち主二人が貼はり付いて隠かくれていたのだろう。こちらが貨物用木箱を抜けていく、と悟さとった瞬間。左右に下りて、一いち撃げきを叩たたき込んできただけの事だ。

　マルファは動いた。骨馬の上にサーフ姿勢で立ち、

「少々我が慢まんしろ！」

　前にした左足で、骨馬の首を下に強く押し突いたのだ。

　骨馬が首を前に倒し、つんのめるような姿勢をとると同時に、マルファは膝ひざを縮めるように軽く跳ちよう躍やくした。

　身を低くした骨馬と、曲げた脚あしの先の間。そこを両りよう剣けんの走りが抜けていった。

　越える。一いつ瞬しゆん、左右の視し界かい端はしに、木箱を切断した忍にん者じやと英国イギリス王おう女じよの姿が見えた。

　だがそれも、通りすぎの流れの一いつ拍ぱくでしかない。

　姿勢を起こす骨馬の背にサーフ姿勢で着ちやく地ちしたマルファは、前を見る。天地逆ぎやくの視線の先には武蔵むさしの第五特とく務むが見えている。彼女を倒せば、全てをクリアだ。

　今、相手を見み据すえて言うべきは、

「先ほどの挨あい拶さつ、返させて頂くとも」

　向こうが送ってきた挨あい拶さつは、確実に返すのが上越露西亜スヴイエート・ルーシ流だ。

　だから、骨こつ馬ばの背を半身でサーフライド操そう作さし、マルファは行った。しかし、

「……何!?」

　正面に、ヤキソバを食っている全ぜん裸らエプロンが出現した。

　突然だった。そして、全裸エプロンの方も、現状が何だか解わかっていないらしい。こちらに気付くと、天地逆ぎやくの構こう図ずで、明らかに「え!?」という声と顔をした。

　どういう理り屈くつかは解わからないが、障しよう害がい物ぶつである事に変わりはない。だからマルファは、骨馬をサーフしてスキッド。一いつ瞬しゆんだけ宙に身を浮かせ、骨馬の軌き道どうを変える事で、全裸エプロンのいる位置から逃れた。

　全裸エプロンがついてきた。

　……速い!?

　瞬しゆん間かん移動かと思える速度で、全裸が、ヤキソバを口から垂らしてついてきた。表情からするに、やはり現状が解っていないらしく、「おお!?」という顔をしていた。

　マルファは無む視しした。逆ぎやく手て側に骨馬を跳ばし、一気に脇を抜けようとする。

　すると、前に再び全裸が出現した。

　……この全裸エプロン、何という速度……!?

　マルファは気付いた。全裸の身体からだを、銀の鎖くさりが甘く結んでいるのだ、と。

　全裸は高こう速そく移動しているのではない。第五特とく務むの鎖によって、こちらの障害物となる位置に、

「パスされているのか……！」

　思し索さくは正解だった。こちらが高速で骨馬を左右に振ると、全裸が左右の銀ぎん鎖さ四本に勢いよくパスされて邪じや魔まをする。それは高速のジャグリングだ。

　その姿はもはや、銀鎖四本の間で残ざん像ぞうが生じるまでになっていた。

　人間ピンポイント邪魔存在というべきものに、マルファは骨馬を操あやつり、刺し突とつを打ち続けながらも戦せん慄りつした。

　……上越露西亜ではこんな戦せん術じゆつ、有り得ぬ……！

　眉まゆを歪ゆがめて思う向こうの方から、声が聞こえる。

「おおおおぃ、コラ！　ネイト──！　俺、手伝うって言ったけど、何この絶ぜつ叫きよう系けいは──」

「あ、いえ、こっちはこっちでやってますので、銀鎖に任せてるんですけど──！」

　つまりはアーティファクトの暴ぼう走そうか！

　段々と障害物の扱いがぞんざいになってきているのか、パスを受ける際、全裸が〝く〟の字どころか〝U〟の字になっているようだが、結論だけ言うと邪魔である事に変わりはない。何しろ、こちらが第五特務に接近する勢いは保たれているが、軌き道どうがずれ掛けているのだから。

　ならば、とマルファは思った。もはや障害物に当たる事前ぜん提ていで、右の刺突を貫かん通つうの一いち撃げきに変えて、

「諸もろ共ともに消えて貰もらう……！」

　右の一いつ刀とうを、障しよう害がい物ぶつと、その向こうにいる武蔵むさし第五特とく務むに重ねるように構えた。

　そして、ただただ、骨こつ馬ばと共に、一直線にぶち込んでいく。その時だった。

「盾たてだと!?」

　眼がん前ぜんに、横から、大型の盾が飛び込んできた。

　本ほん庄じよう盾か、とマルファは思った。が、

　……違う！

　大罪武装ロイズモイ・オプロだった。

　大罪武装〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟だ。それを前に構えた武蔵むさしの姫が、全ぜん裸らの脇を抜け、背から下を銀ぎん鎖さによって支えられながら突とつ撃げきしてきたのだ。
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　マルファの眼がん前ぜん。突き出されるのは、盾型がたの大罪武装〝拒絶の強欲〟だ。

　こちらの貫かん通つう撃げきは、白と黒の大おお盾に直ちよく撃げきした。しかし、

　……しまった！

　衝しよう撃げきは、確かに向こうに届いた筈はずだ。だが、マルファは〝拒絶の強欲〟の力を知っている。上越露西亜スヴイエート・ルーシは英国イギリスと繫つながりがあり、先にあった武蔵と英国の衝しよう突とつについて、ノヴゴロドでも情報を得ていたからだ。

〝拒絶の強欲〟の大罪武装効こう果かは、

　……受けた痛みを、内ない燃ねん拝はい気きとして蓄ちく積せきする……！

　思い、歯は嚙がみした心に、武蔵の姫から言葉が投げかけられた。

「成なる程ほど。──貴女あなたの今の攻撃は、感情に基づくものなのですね」

　ならば、

「ホライゾン向けで有ればもっと良かったものですが、まあいいでしょう。──充分な補ほ充じゆうとなりました」

　言って彼女が右手を後ろに回した。そして引き抜かれ、垂直に、縦たてに構えられるのは、

「〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟──充じゆう塡てん開放三十パーセントでお送り致します」

　言葉と同時に、天地の間を莫ばく大だいな量の搔かき毟むしりが突っ走った。それも、武蔵の姫にとっては天井側がわ、こちらにとっては足下側へと、

「どうぞ、こんな感じで一つ」

　直撃した。
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　打だ撃げきは、天地を引き剝はがすものだった。

　ホライゾンから直ま上うえ方向へ向けて発はつ射しやされた〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の一いち撃げきは、マルファ達が足あし場ばとするハルク船の甲かん板ばんを大きく抉えぐった。ハルクの中央付近にぶつけられた搔かき毟むしりの力は、すれ違う甲板の流れにはついていかない。結果として、ハルク船の甲板は、ホライゾンのいる位置から鑿のみを突き立てられたようになり、

「総そう員いん、左右に散さい開かいしろ!!」

　マルファの声と共に、彼女のハルク船が中央から後部へと一気に彫ほられた。

　分ぶ厚あつい甲板は、表面のウッドデッキはおろか、その下にある複合装そう甲こうや緩かん衝しよう材ざいもごっそりと爪つめで削けずられ、

「加速だ……！」

　マルファの指示は、即そく座ざに叶かなえられた。

　だが、最速の指示と応おう答とうであっても、莫ばく大だいな破壊の前には間に合わなかった。

　数十メートルを刮こそぎ落とした時点で、貫かん通つうする。

　抜いた。

　天を向いていたハルク船の底が一度だけ爪の軌き跡せきに長く膨ふくらみ、次の瞬しゆん間かんにはそこから後ろへと断だん裂れつの力が弾はじけ、毟り取られていった。

　そして、抉り取る爪の向こうに、天の底が見えた。黒の暴風にも似た搔き毟りの果てに、朱しゆ色いろに染まるでもなく、しかし青とも言えない、色いろ褪あせた空が開く。

　ハルクの腹には咎とがめるように黒の爪が突き刺さり、しかし、黒の船はそのまま勢い任せに身を千ち切ぎって逃れていく。

　削さく音おんと抉けつ音おんと、金属の砕くだけと構こう造ぞう材ざいの砕けと、そして人々の、驚きを基礎とした叫びと、

「────」

　歌だ。

　悲ひ嘆たんを射しや撃げきする武蔵むさしの姫が、力から天へと降らせる破壊の爪つめ痕あとの果てで、歌を口ずさんでいる。それを見る皆の内、天にいる側は足場を逃れて空へと身を逃し、地にいる側は、

「あれが……」

〝挨拶プリヴエート〟によって、身を砕かれ、伏せていた魔ま神じん族ぞくの一人が呟つぶやいた。

「あれが、全ぜん竜りゆうの姫か……」
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　マルファは、銀の鎖くさりが作った椅い子すに座り、竪たて琴ごとのように白と黒の剣けん砲ほうを構えている姫を見た。

　こちらの攻こう撃げき手段を食われ、そして艦かんをも砕かれた。そんな状況だが、マルファは思う。自分も、これから艦を捨てて撤てつ退たいせねばならない身だが、

　……これこそが、いずれ、上越露西亜スヴイエート・ルーシと共に戦せん国ごくの後のちを作っていく者達の力か……！

　感かん慨がいや、羨せん望ぼうという、二に文字で済ませられるような、しかし確かにそこでは収まらない感情が腹の底に生まれてくる。しかし、

「──それだけではないな」

　姫の後ろ、いつでも彼女を守る障しよう害がい物ぶつに出来るようにと、鎖くさりが全ぜん裸らを左右に高速パスし続けている。

　あの全裸が、武蔵むさしの全てをして〝それだけでは無い〟とするものだと、マルファは思う。

　自分も、三み河かわで起きた動乱と、その帰き結けつについて、神啓レデイオで聞いていたのだ。IZUMOでの戦せん闘とうも、三み方かたヶ原はらの流れも、何もかもを聞いて、

　……そうとも。

　武蔵の姫は、莫ばく大だいな力を持ち、しかし、彼らを率いてきたわけではない。行くべき道を決め、そのために尽じん力りよくした者達は数多くいるだろう。

　だが、行く意い思しを最初に持ち、今も持ち続けているのは、あの、〝く〟の字になってパスされてる武蔵総そう長ちようだ。

　第五特とく務むとの〝挨拶プリヴエート〟交換に拘かかわらず、総長を相手に〝挨拶〟をしておくべきだったか。無む論ろん、そのような事をせずとも、

「……また会おうダフトストレーネ。また会おう諸しよ君くん！　また会おう武蔵の力！　そして再び相まみえよう、次は〝挨拶〟ではなく、再会の場として！」

　風が動いた。こちらの艦かんが、天地逆ぎやくの状態で、艦かん首しゆを大地側がわに向け始めたのだ。下から打だ撃げきされ、艦かん尾び側が抉えぐられて軽くなったからだろう。

　空には、涙のように、流体燃ねん料りようの光が舞って風に砕くだけている。

　すれ違う。

〝挨拶〟は終わりだ。

　通り過ぎ、傾き、前方へと一回転していく甲かん板ばん上、骨こつ馬ばから下りて、マルファは敵を見た。

　振り返る武蔵の第五特とく務むや、第一特務の忍にん者じや、英国イギリス王おう女じよ。出力と歌を止めた武蔵の姫と、鎖くさりに両手をつるされてＹ字になった総長。そして、

　……繁しげ長なが。

　自分が持つ〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟は、彼女の心しん臓ぞうを撃うったらしい。胸むね中央付ふ近きんを押さえた彼女は、こちらに直線的な視線を向け、

「マルファ……！」

　言ってくれ、とマルファは思う。砕かれ、散っていく艦の上。各部の脱出ハッチが開かれ、乗組員達たちが空へと飛び降りていく最中ではあるが、

「私達の約束を、邪じや魔まするのであるか!?」

　繁長の問いかけに、マルファは、すぐには答えない。

　骨馬の尻しりを叩たたき、〝行け〟と指示を送ってから、マルファは繁長を見た。

「言ったものだな繁長、〝邪魔をする〟、……か。ならば繁長、こちらも言おう！」

　考え、マルファは告げた。

「──やはりやめとこう」

「貴き様さま……！」

「いいじゃあないか、繁しげ長なが。これからは、その気になれば何い時つでも話せるのだ」

　マルファは、ハルクの艦かん長ちようが皆に手て合あい図ずをして宙に逃げるのと、こちらの下へと後こう続ぞく艦かんが回ってきているのを確認の上で、口を開く。

「私は、お前達に、こう教えた筈はずだ。肝かん心じん以外の思いは秘めろと。そして、肝心の思いであっても、肝心の機でなければ言うなと。何な故ぜなら、口から漏もれた力の意思は、雪の底に沈んで消えてしまうのだと。──北方の言い伝えにあるだろう？　七百の種たねとて、春に咲くのは三十もない。学まなび舎やとて沈み、抵抗の力とはなり得ないのだ、と」

「そんな、意味も不明な言い伝えの警けい句くが、今の私達の当てになるというのか!?」

　ならば、とマルファは言った。もはや垂直に近くなった甲かん板ばんの上から、

「お前は雪の上に出るのだな？　繁長。竜りゆうに気き遣づかいをしたところで、約束は果たされん」

　そして、

「──景かげ勝かつに宜よろしく言ってくれ。終わらせたいならば、お前が動けよ、と」

　そこが限界だった。

　マルファは目を伏せ、垂直の甲板から下へと身を飛ばした。

　天の側から繁長が声を作るが、もはや、言葉としての認にん識しきは出来ない。

　汗が流れ、風に散る。死体の身で、日の光を浴びつつ動いた反動が来ているのだ。身体からだがこわばり、乱れた髪かみを押さえる気にもならない。

　……全く。

　すれ違い、遠ざかる繁長の艦を見上げもせず、マルファは思った。

　……我が冬の終わりよ。早く来い。
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　成なり政まさは、全ての流れを、雪の丘の上から一人見ていた。

　空にて、高速のすれ違いを用いた一戦。〝挨拶プリヴエート〟と呼ばれる強きよう襲しゆう戦せんの応おう酬しゆうは、上越露西亜スヴイエート・ルーシの得意とするものだ。

　……あれ、結けつ構こう面白えんだよなあ……。

　上越露西亜側への前ぜん線せんに出ている成政も、幾いく度どか経験がある。

　上越露西亜の船は、甲かん板ばんに雪や氷が張る事が多いため、甲板部ぶには重力制せい御ぎよが掛けられている。それを用いて、天地逆ぎやくにした艦をすれ違い合わせて勝負するのは、

「中ちゆう世せい欧おう州しゆうで流行した、騎き士しの決闘祭トーナメントの真ま似ねだって話だが……」

　豪ごう雪せつと極ごつ寒かんの地であるため、砲ほう塔とうを持った砲ほう台だいを艦かん上じように設せつ置ち出来ない。そして、長時間の行動も無理となれば、必然的に戦せん闘とうは一いち撃げき離り脱だつと一撃必ひつ殺さつを合わせたものとなる。

　だから〝挨拶プリヴエート〟だ。

〝挨拶〟で、お互いの力量を知り、そこで済めば良し、そうでなければ戦争だ。

　だが、今の〝挨拶〟は測りにくい。被害という意味では、艦かんを一いつ隻せき失ったマルファの敗北だろう。しかし、

　……士し気きの差か？

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの中心部へ遠ざかっていく本ほん庄じよう・繁しげ長ながの艦かん上じようでは、既すでに負ふ傷しよう者の治ち療りようや確かく保ほが行われており、無事な者達は、マルファ側の随ずい伴はん艦を見み据すえている。

　対するマルファ側の艦上、落下した戦せん士し団だんを収しゆう容ようした随伴艦の上では、誰も彼もが、整せい列れつ状態で繁長の艦を浅く見上げていた。

「勝者と敗者が、まるで逆のようだな……」

「佐々さつさ、何なに難しい事言ってるの？　あと、柴しば田た先せん輩ぱいは？」

　背後、丘の雪を大きく踏んでやってくる足音は、不ふ破わのものだ。そして彼女の声が、

「動くねえ、奥おう州しゆうも、上越露西亜も。──そして私達や武蔵むさしも、ね」







[image: 第四十五章『絶景の傍観者』]
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　成なり政まさは、不ふ破わがこちらに近づいてくるのを見た。

　彼女は、数キロの先、霜しもに満ちた森の中へと落ちていくハルク船を見ながら、

「あれ？　……柴しば田た先せん輩ぱいと一いつ緒しよじゃないの？　向こうから、チラ見出来たんだけど」

「ああ、デカブツ落ちたら森の動物が逃げてくるだろ、って、狩りに」

「役やく職しよく者しやから優ゆう先せん的に振る舞われるよねー……。ああ、御お市いち様がいるから調ちよう理りバリエーションが塩しお漬づけ肉だけじゃなくなるから、うん、それでいいのかな？」

「つーか、何しに来たんだお前。転びそうな歩き方で」

　転ばないよ、と、不破がこちらの横に並ぶ。そして不破は、しゃがみ込んで一息をつく。少し間をおいてから、

「一応、突とつ貫かんだけど接せつ続ぞくは出来たわよ。まつが結けつ構こう頑がん張ばってくれたから、前まえ田だには礼を言っておいてね？」

「お前だってやるこたやったんだろ。トシとまつに譲ゆずるなよ。余よ裕ゆうねえくせしやがって」

「あー、佐々さつさはホント、人の浅せん慮りよ刺さすのが上う手まいわよね……」

　と、不破が、しゃがみ込んだ腰を、雪の上に下ろす。

　傍かたわらで行われた動きに、成政は眉まゆをひそめ、

「おい」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、今日は昨日と違って防水のタイツだから」

「ケツが冷えるのは変わらねえじゃねえか」

「女の子のタイツは断だん熱ねつ処理くらいあるのよ？　P.A.Odaだと砂さ漠ばくでの活動もあるんだし」

　そうかよ、と成政は、上越露西亜スヴイエート・ルーシの方を見た。と、足下で、こちらに身を近づける雪の音が鳴って、

「佐々は、武蔵むさしの人達が気になるの？」

「P.A.Odaで気にしてねえヤツがいるのかよ？」

「私」

　と言って、不破は片かた膝ひざを抱えた。

「ねえ、この上越露西亜への侵しん攻こうが終わったら、どうなるのかな」

「知らねえよ、んなこたトシか羽は柴しばにでも聞け」

「知ってるくせに……」

　不破は膝を抱えて北の方角に眼鏡めがねの視線を向けた。

「……聖せい譜ふ記き述じゆつだと、私達が上越露西亜に侵攻している最中、御お館やかた様さまが明あけ智ちさんに謀む反ほんされちゃうんだよね。でも、柴田勢ぜいは、御館様の仇あだ討うちに戻る事が出来ず、羽柴に先にやられちゃうの。だけど──」

　知ってた？

「聖せい譜ふ記き述じゆつの一説だと、その前に私、死んじゃうんだって。病死」

「今年の体力測そく定ていでは役やく職しよく者しや内の最低数すう値ち叩たたき出しまくったくせに、健康診しん断だんは視し力りよく以外〝超ちよう優ゆう〟だったろ、お前。病死は無理があるぜ」

「フツー心配するトコでしょ、そこ。あ、でも、そこらの数値とか気に掛けてくれてたの？」

「いや、明あけ智ちのオッサンがお前の血圧すげえ羨うらやましがってたのを皮かわ切きりに、判定低ひくい連れん中ちゆうがお前のデータ見て嫉しつ妬としまくってたからな。その時見た」

「……そんなの見て楽しい？」

「滝川先せん輩ぱいやタンバ先輩が、お前のウエスト数値見みて落ち込んだり腹の肉つまんでたりしたけど、見る人によったら楽しいんじゃねえか？」

「二人が春はる先さきにやたら触ってきたり食事の内容聞きいてきたりしたのはそのせいかー。でも、私そのあたり、あまり気にした事ないのよね……」

「だからタチ悪いんだ。お前インドア派の抱えるような悪いトコ何もねえじゃねえか。竹たけ中なかが羽は柴しばに相談してたぞ、臓ぞう器き複ふく製せいさせて貰もらって医い療りようの充実に貢こう献けんして貰えませんかね、とか」

「うーん、よく解わからないけどいい身体からだに産んでくれたお父とうさんとお母かあさんに感謝よねー」

　でもさ、と不破は続けた。

「一応、歴史上じようの設定では、病びよう弱じやくだと思うの、私」

「まあ、設定上はな」

「だから、もし、〝死んだ〟ら、引退扱あつかいにして貰おうかと思ってるの」

「あ？　ついてこねえのか？　別の襲しゆう名めいするとか、一般学生とかでもよ」

「ついてきて欲しい？」

「お前がいると全体が助かるだろ。俺なんかも財さい布ふの管理しなくて済むしよ」

　即そく答とうされて、不ふ破わは、うーん、と考えた。更さらに二段式で、うーん……、と考え込み、

「佐々さつさはどっちかっていうと、もっと使った方がいいと思うのよ」

「あんまファッションとか気にしねえしなあ。家にもいねえし」

「そうじゃなくて、他の人に対して。下の人達とか、領地の住人とか」

「やってるつもりなんだがなあ……」

　頭を搔かく彼に、不破が苦く笑しようした。

「佐々がそういうの〝したい〟のは大だい体たい解ってるから、私や前まえ田だで手配してるけどね。でも、〝陰で見守る領りよう主しゆ〟より、少し表おもてに出て、それを支えるくらいお金使った方がいいよ」

「面めん倒どうだから、お前やっとけ」

「ん……」

「俺なんかよか、お前の方がそういうの得意だろうからな。任せる」

　吐息付きでそう言った成政は、一息を入れる。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシ側、そちらの方に去って行った本ほん庄じよう・繁しげ長ながの艦かん群ぐんを見て、

「まあ、どっちにしろ、すぐに戦争の時間だ。いろいろと今回は派は手でになるかと思うし、少しは気合い入れねえとな。不ふ破わも用意しとけよ？」

「Shaja──。でも、さ、今の戦せん闘とう、ちょっと囮おとりっぽかったみたい？」

「囮？」

　うん、と不破が頷うなずき、表示枠インシヤ・コトブを一枚出した。そして彼女は、西の方を見る。遠く、しかし西側の空には、浮かぶ黒い影がある。

　ノヴゴロドだ。
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　不破の視線を追った成なり政まさが見るのは、ここまで自分達を先せん導どうして来た浮ふ上じよう都市だった。

　だが不破が、不ふ意いに顔を動かした。ノヴゴロドの方に向けた視線を、頭上に振ったのだ。

　釣つられて空を見上げれば、船が来ていた。マルファの随ずい伴はん艦かんだ。ハルク船は森に落ちていき、振り向かれもしないが、彼女達を拾い上げた随伴艦は、またゆっくりとこちらに姿を見せつけながら、ノヴゴロド方面へと艦かん首しゆを向けていく。

　響ひびく風音を上から聞きながら、不破が言った。

「──女おんな市長の戦せん闘とうを監かん視ししてる間に、ノヴゴロドに外がい交こう艦かんが一いつ隻せき入ったって。それも、M.H. R. R.神聖ローマ帝国 改派プロテスタント側の航こう路ろを通って行った船がね。……佐さ久く間ま先せん輩ぱいが追つい跡せきしたけど、巴ともえ御ご前ぜんに警けい告こくされて距離を空けざるを得なくなったって言ってた」

「……何ど処この外交艦だ？　こんな時期にノヴゴロドに来るのは」

「阿蘭陀オランダ」

　不破は、静かに言った。

「──何だか、裏で変な動きを感じるよね。マルファが言ってた〝客きやく人じん〟がそれだとしたら、彼女、こうなる状況を予測していた、って事だから」

「武蔵むさしが三さん国ごくに介かい入にゆうするのも、読んでいたって事か？」

　訳が解わからねえな、と、成政は素直な感想を呟つぶやいた。

「武蔵も、噂うわさによると臨りん時じ生徒総そう会かいとか、副長が襲しゆう撃げきされたとかで、実じつ質しつ上は内ない乱らん状態だってのにな、どいつもこいつも、面めん倒どうな介入ばっかしてきやがる」
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「……副長の姿が確かく認にん出来へんのか？」

　問いかけが、高い位置で生まれた。有あり明あけの中、表示枠サインフレームが作る疑ぎ似じの空と夕焼けを浴びる場所は、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの正面、昇しよう降こう口ぐちに至る陸りつ橋きようの上だ。

　そこに立つ大おお久く保ぼは、赤のストールを夏服の上に羽は織おった姿で、傍かたわらの表示枠に問いかけていた。が、応おう答とうは文字の羅ら列れつだ。

　声を作らない応答者からの言葉に、右手側がわ、同じように表示枠サインフレームを見る加か納のうが補ほ足そくを行う。

「御お嬢じよう様、副長が水み戸とから有あり明あけに戻ったところまでは確かく認にん出来ております。そこから先、彼女が浅あさ間ま神社の施せ療りよう院いんにて治ち療りようを行い、以後、行方ゆくえ知れずとなっております。再さい確認を行うと、副長が水戸から有明に戻ったところまでは確認出来ております。そこから先──」

「加納君、ループせんでええわ」

　これは失しつ敬けい、と加納が一礼する。大おお久く保ぼも会え釈しやくを返し、腕を組み、

「厄やつ介かいやな。書しよ記きの時は失敗したけんど、副長はちゃんとやったらんと」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私どものメンツに関わるものと判はん断だん出来ます。捜そう索さく続行を指示しておきましょう」

　そやな、と大久保は頷うなずいた。

　前を見る。

　橋上のここから目の前に広がるのは、ドック内の陸りく港みなとに収まった武蔵むさしの全ぜん容ようだ。人々や武ぶ神しんが至る所で動いており、空くう白はく部分となっていた横よこ町ちようや縦たて町まちも、急速に埋まりつつある。

「今だけ、やな……」

　なあ、と大久保は誰にともなく言った。

「私のしてる事、間違うとるやろか？」

「それを自じ問もん出来ている内は間違いではないと、そう判断出来ます。無む論ろん、口でそう言ってるだけや、心の中では自分が正しいと信じている者もいますが」

　そやな、と大久保は苦く笑しようで一度目を伏せた。

「せやけど、言うだけ言ってみたいやな。……私の懸け念ねんを、な」

　あれは、

「……武蔵が、英国イギリスに行こうとしてた時の事や」
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　あの時、自分がいた場所は、先日までここからも見えていた。

「機き関かん部ぶ、……村むら山やまの左さ舷げん、重じゆう力りよく加速外がい翼よく部ぶ」

　重力航こう行こうによる加速が行われる際、自分達たち代表委員は走り回っていた。各かく横町の安全を図るために大たい気き固定の術じゆつ式しき符ふを各かく家屋や建築物に貼はり、各所の流体経けい路ろをバルブ操そう作さなど行って整えていたのだ。これは生活委員を始めとした者達が主力となる仕事でもあったが、学生達の寮りようとなっている横町や、ＯＢ、保ほ護ご者の家は自分達の担当だ。

　術式によって大気保護した横町には入れない。だから移動は、外がい壁へき側になっていく。外そと舷げんの輸ゆ送そう区く画かくとなっている横町と縦町を通って、隣となりの横町並びへと向かうのだが、

「知っとるか？」

　声が、僅わずかに浮かれてしまうのは仕方ないと、そう思いつつ、大久保は加納に言う。

「重力航こう行こうをする際、外がい殻かく展開した中、鳥とり居い型がたブロックの加速器きが仰ぎよう山さん並んでおってな、それが光ると同時に、艦かん周囲の水が全て吹き飛んで……」

　大おお久く保ぼは、両の手を軽く広げた。

「一気に全て、霧きりに包まれるんや。絶ぜつ景けいやで？」

「御お嬢じよう様は、武蔵むさしがお好きなのですね」

　即そく座ざに送られた加か納のうの言葉に、大久保は一いつ瞬しゆん、動きと表情を止めた。

　……そやなあ。

　隠かくしても仕方ないし、隠すほど量的なものを持っているかと言われると解わからない。だが、ちょっとした意い地じとして、こう言った。

「武蔵やない。……極きよく東とうの歴史が動いていく、そんなワンシーンが、どれもこれも、面めん倒どうくさくも好きなだけや。そこに立ち会えた時、特に〝今、私だけがターニングポイントに気付いている〟と悟さとった時、堪たまらんがな」

　あの時は、そう思った。この絶景を、不ふ謹きん慎しんにも息を飲んで見ているのは自分だけに違いないと。確かにそう思ったのだ。しかし、

「あの砲ほう撃げきさえ、無ければなあ……」

　罰ばつというものなのだろうか。否、三征西班牙トレス・エスパニアとの抗こう争そうは正式なものであり、武蔵が中ちゆう破はに至った砲撃は正当な抗争行為として認められている。だが、確かに武蔵は砕くだかれ、

「負ふ傷しよう者しやは、多く出たんやで」

　自分の、二重襲しゆう名めいという立場など、何の役にも立たなかった。

　……全く、意味無なしでなあ。

　役やく職しよく者しや達たちも、迎げい撃げきに使用した輸ゆ送そう艦かんが武蔵より離り脱だつし、一定期間を離ればなれとなって生活したのだ。

　だからだろうか。その時、自分は、恐らく初めてこう思ったのだ。

　……襲名者であろうと、何であろうと、抗あらがえないものがある、と。

　あらゆる抵抗を無む駄だとする、無む力りよくの強きよう制せいを行う力。それは、

「暴ぼう力りよくでも、権けん力りよくでも、世せ論ろんでも何でも無いわな。……ただ単純に、そう言った全てを含み、後々に語られていく、歴史の動きと言うてもええわ」

　あらゆる何もかもを飲み込み、動かしてしまうもの。

　状況や、時代の流れ、場の準備や人の動きといった、一言では言えないようなものだ。

　それらが複雑に絡み、本来ならば抵抗出来る暴力や権力、世論などに対し、ただ受け入れるしか無くなる時がある。

　ならば、と大久保は思う。恐ろしいのは暴力や権力、世論では無い、と。

　恐ろしいのは、それらへの抵抗機き会かいを奪うもの。一言では括くくる事の出来ない、

　……〝運命〟と、そう言うべきなんやろか。

　そして、大おお久く保ぼはこうも思い、言葉を作る。

「逆さからえぬ〝運命〟の積み重ねこそが、歴史の動きというもんなんやろか」

「御お嬢じよう様」

「何や？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と加か納のうは首を一度下したに振り、静かに告げる。

「……歴史とは人が作るものと、私はそのように定てい義ぎしております。人を手伝う事こそが自動人形の至し上じよう。それが、〝人の意志によるものよりも、抗あらがえぬ運命などがあったがゆえ〟、などとされては、自動人形の存在意い義ぎに関わります」

「加か納のう君」

　大久保は振り向き、左手を下から上に振った。

　いつの間にかその手に握られていた鞘さや刀がたなによって、風が起きた。結果として加納のスカートがめくれ、彼女は慌あわてて左手一本で翻ひるがえりを抑え込む。だが、加納は眉まゆをひそめたものの、

「……御嬢様？」

　どういうことか、という口く調ちようの物もの言いいに、大久保は緩く動いた。

　吐息したのだ。

「どや？　今のは、……君、抵抗したのか？」

「いえ」

　加納の言葉は間違わない。彼女は首を横に振りながら姿勢を正し、

「抵抗出来ず、ただ、起きた被害を最さい小しよう限げんにしようとしただけです」

「私も同じや。砲ほう撃げきを受けた場所で、ただただそうせざるを得んかった」

　大久保は、今まで、加納に対して幾いく度ども言ってきた事を言う。

「人は自分で〝起こす〟ことは出来る。しかし、──何かが自分に対して〝起きる〟ことを知り、それが動く前に止める事はまず不可能や。それが個人の意志によるものではなく、多た重じゆうの要因となれば、不可能の度ど合あいは増す」

　なあ、

「世界の動きというのは、だからこそ絶ぜつ景けいなんやろか」

　言った大久保は、視し界かいの下から色が広がるのを見た。瞬しゆん間かん的な踏み込みをしてきた加納が、手て捌さばきでこちらのスカートをめくったのだ。

　は？　と言葉を失ったこちらに対し、加納が、一つ頷うなずいてこう言う。

「絶景かと判はん断だん出来ます。御嬢様」

「……加納君」

　加納が急ぎ跳んで引いたのを、大久保は半はん歩ぽのステップで追って風を振る。サイドスカートを押さえた加納が着ちやく地ちし、

「出来ますね、御お嬢じおう様……！」

　答えずにめくって、勝ち越しのダメオシを掛けようとしたが、カウンターでめくられて一点差になった。

　馬鹿らしいが、それを解わかった上で浸ひたるくらいは出来る。だから、加か納のうと二人、橋上のスペースを全開に使って、大おお久く保ぼは立ち位置の取り合いを行う。

　身を回し、踏み込み、膝ひざ外そとで相手の膝内うち側がわを押して崩し、

「────」

　腰を落として下がられるのを、背に回ろうとして、逆に追われる立場になるのもいい。いける、と思って風を作ると容易たやすくかわされ、しかし、

　……全く。

　この侍じ女じよ人形は、こちらの息いき抜ぬきとなる事をよく発明する。

　自分は政治系だが、だからこそ、体を使う事が気分転てん換かんだ。結果として体たい術じゆつも憶おぼえたし、剣けん技ぎも憶えた。それらの能力は二重襲しゆう名めいをする際に役に立った。

　だが、そう言った結果とは別に、身体からだを動かすのは楽しくて、ただただ加納を捕まえようと思い、速度を上げた瞬しゆん間かんだった。

「こーいう事かあ！」

　加納共とも々ども、大久保はいきなりスカートをサイド、バック共にめくられた。
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　突然の事だった。だが、

　……え？

　と大久保が疑問したのには理由がある。何な故ぜなら、自分と加納は、向かい合っていたからだ。その状態で両者のスカートをめくるとなると、一いつ瞬しゆんでこちらと加納の後ろに回り込む必要がある。それも、気付かれぬ速度で、だ。

　そんなことが出来るのは、

「オリオトライ先生……!?」





●






　加納は、ジャージ姿の長ちよう剣けん使いに対して、警けい戒かいを得た。

　オリオトライは教員連れん盟めいから派は遣けんされてきている教員で、生徒の間においては公こう平へい性せいを保つ義務がある。それは、抗こう争そうにおいては特に、だ。しかし、

　……この方は、生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうが集しゆう結けつしている三年梅うめ組ぐみの教員です。

　一年次じで基礎を教え、二年次で実際と応用を始める。それが大体の教員の方針だが、こと、戦せん闘とう系けいの実じつ技ぎや知識において、三年梅組は、既すでに三年次の履り修しゆう内容よりも先を行っていると、加か納のうはそう判断している。

　……政治系、論ろん述じゆつ系も、本ほん多だ・正まさ純ずみなどの生徒に引っ張られる形で全体が伸びていると、そんな判断が出来ますし。

　つまり、今自分達の敵とも言える相手を鍛きたえる教員が、目の前にいる。

　だから加納は、オリオトライと大おお久く保ぼの間に立った。手を腰の前で軽く合わせるのが基本姿し勢せいだが、今は左右に淡く垂らしておく。

　その上で、視線を外さぬ軽い礼を行い、加納は問うた。

「御お嬢じよう様に何か御ご用ようでしょうか、オリオトライ先生」

「そうねえ」

　オリオトライが、顎あごに手を当ててこちらを見る。そして、

「臨りん時じ生徒総そう会かい。私の方で了りよう承しようの印いんを捺おしておいたわ。酒さか井い学長も許可していたし、とりあえず承しよう認にんという事で。前回は酒井学長が〝任せる〟だったけど、今回は完全に正式なものとして行けるわよ」

「いいのですか？」

「教員としては全ぜん然ぜん構わないけど、担たん任にんとしては面めん倒どうねー」

「面倒、とは？」

　オリオトライが、目と眉まゆを弓にして手招きする。

　加納は、大久保に振り向き、アイコンタクトした上でオリオトライに向き直る。

「……何か？」

　問うなり、オリオトライが顔を近づけ、下を指さした。

　？　と思うこちらの眼がん前ぜん、彼女は表情を変え、半はん目めになると、

「何かさ、下、……授業がここんとこ進んでないのに、外がい交こう艦かんのプールで遊んでるのとかいるんだけど、どうしようか、あれ。こっちから砲ほう弾だんぶち込んだりするの出来る？　遊んでないで自習しろとか、もの凄すごい言いたいんだけど」

「……状況から言うと、怒ど髪はつ天てんを突く、というところでしょうか」

「その二段階くらい前かな。先生だって今年はまだ海に行ってないのにねえ……」

「……それは非常に残念な事だと保身のために首しゆ肯こうしますが、私の判断では、現在は放課後なので、生徒の自発的行動に任せるしか……」

　無理だわー、と吐息したオリオトライに、背後から声が飛んだ。大久保だ。

「先生は、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうやな。先せん輩ぱい達たちを、信用しとるんですか？」

「え？　授業態度と学業では信用してないけど、実際については信用してるわよ？　生徒の不ふ出で来きは教員の不出来だしね。私が教えた結果として、信用はしてるわね。

　そっちはどうなの？　担任の鳥とり居い先生は放ほう任にんで笑ってるだけだけど」

　と言って、オリオトライが小さく笑みを作った。そして加納は思い出す。いつも言葉少ない大おお久く保ぼの父が、こちらが臨りん時じ生徒総そう会かいを起こすという決断を聞いた時に、こう言ったのを。

　……〝未来を、作りなさい〟と……。

　どういう意味だろうか。観かん念ねん的で不ふ明めい瞭りようだ。何しろ、未来を自分達で作れるのならば、大久保が懸け念ねんしている抵てい抗こう不可能な運命と矛む盾じゆんするからだ。

　だからだろうか。ふと、我われ知しらずと加納は問うていた。

「オリオトライ先生は、人間が、未来を作れるとお考えですか？　それとも、人間の抵抗は、逆らえぬ運命の前に、砕くだかれ──、書しよ記きが好きそうな言い方になりました。加か納のう、反省です。つまりは──」

「ねえ、加納？　大久保？」

　オリオトライが背せ筋すじを改めて伸ばし、小さな笑みを見せる。

「先生も、そこらへん、よく解わかってないところがあるわ。人間なんて小さなものだもんね。でも、貴女あなた達には一つだけ、私程てい度どからも言える事があるわ」

「……それは？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とオリオトライが頷うなずいた。

「──貴女達は、世界を動かそうとする舞台に、立った事はあるの？」

　背後で、大久保が身を堅くする気配を生んだ。

　それだけでオリオトライには充分だったらしい。

　彼女は腰に手を当て、よし、と言い、

「想像だけで身み勝がつ手てな自分の世界作って、それを信じようとするわけじゃないようね」

　だったら、とオリオトライがこう言った。

「多分、うちの子達にとって厄やつ介かいだわ、貴女あなた達」
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　鈴すずは、未み知ちの場所にいた。

　……不ふ思し議ぎな感じ。

　自分がいるのは、仙せん台だい城じようの来らい賓ひん用よう居きよ住じゆう区くという場所らしい。

　窓の代わりに、イコンと呼ばれる額がく縁ぶちが幾いくつも掛かった、密みつ閉ぺいの部屋だ。

　地ち下か居住区ならば武蔵むさしにもある。自分の家も地下だから、こういう密閉状況には馴なれている。だが、焼いた魚や醬しよう油ゆや酒を利用した煮に物ものの匂においなど、そういったものが武蔵にはあるが、ここにはない。布ふ団とんなども石けんの匂いがしっかりしていて、堅く感じる。

　山をくりぬいて作った空間だから、というのは関係ないだろう。学生達の居住区では、恐らく、武蔵と同どう様ようの生活が営まれている筈はずだ。

　今の、どことなく余よ所そ余所しい全ては、自分が客人だからだろう。

　……だったら、いいかな。

　ちゃんとした扱いとして〝生活〟から切り離されているだけだ。ならば、自分の方も、この扱いの中でいろいろと理解しておきたいと、鈴はそう思い、

「ん」

　鈴はあたりを知ち覚かくする。部屋の構造や、ベッドの位置は解わかっている。当然、ドアの位置も理解している。隣となりの部屋はウルキアガ君の部屋で、奥おう州しゆう舞台の方ほう言げん使う姉キャラゲームで心の態勢を整えるとか言っていたから、よく解らないけど触れない方が無ぶ難なんだろう。後は、

　……廊下の左端が、御お風ふ呂ろやトイレ、自じ販はん機きに、……御お庭にわ？

　主しゆ庭にわと、案内してくれた人が言っていた。そこまでは自由に出入りが可能なのだと。だから、

「ん」

　行ってみよう。

　ドアを開ける。空気が冷たくなるかと思えば逆に少し暑くなる。音が響ひびくようになり、通路が四角いと教えてくれる。横に立つ警けい備びの学生がこちらを向くのに対し、頭を下げ、

「庭、行ける？」

「Ｔｅｓテスタメント．、どうぞどうぞ。向こう、別の区画に行こうとするとチェック入りますから御ご注意下さい。出来れば主庭の中だけで」

　警備の学生は女性だ。言う事を憶おぼえて頷うなずき、行ってきますと告げて行く。

　隣の部屋の方からは、ドアを通して、

「何!?　テンゾー！　貴き様さま、今週の〝家族フアミ婚こん通つう神しん〟を買っておらぬだと!?　それが家族婚大好きな神しん道とうゲーマーの通る道か!?　このままでは選択肢しの判断が付かず拙せつ僧そうが姉キャラを一発クリア不可能になって、──はあ？　上越露西亜スヴイエート・ルーシは配はい本ほんが遅いだと!?　二日遅れだ!?　ではトーリも無理なのか!?　く、御お広ひろ敷しきに頭は下げられぬ！　……ええい、ままよ!!」

　ウルキアガ君は態勢が整いつつあるのかなあ、と思いながら鈴すずはドア前を通り過ぎる。警けい備びの学生がドアの方を気にしていて、こちらに気付くと慌あわてて頭を下げてくる。

「──主しゆ庭にわですか？　どうぞ」

　ん、と頷うなずいて歩いて行く。隣となりの部屋の警備の人が、こちらの行き先を主庭と見切ったのは、それが、来客にとって凄すごい場所だという自じ負ふがあるからだろうか。いや、でも、

　……トイレですか？　とか自じ販はん機きですか？　とか、聞かないよね、普通。

　ホライゾンとトーリ君、あと、喜き美みちゃんは聞きそうな気がする。ちなみに本気順じゆん。

　でも、ここは地下だけど、主庭ってどういうものだろう。

「……って、え？」

　不ふ意いに、凄すごい、という予感が、心に起きた。まだそこは遠いが、漏もれてくるものが届いてきたのだ。分ぶ厚あついものが、押し込められていられずにはみ出てくるような、そんな気配は、

　……濃い？

　そこに、仕切となるドアは無かった。ただ、熱気のような四角があり、それが入口だ。向こうはどうなっているのか。解わからないがゆえに、知ろうと思って鈴は前に進んだ。

　入るというよりも、厚みの表面となる熱気の皮を、

「ん……」

　くぐって、抜けていった。
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　一いつ瞬しゆん、鈴は呼吸を失った。

　主庭の入口、地面に下りる木のスロープを踏んで土の地面にまで下りた時、

　……濃い……！

　知ち覚かくに訴えてくるものが、異常な濃さを持っている。熱。音。匂におい。湿度。空気の動き。それらが、足下どころか、空中から肩に乗っかって来るように、分ぶ厚あつく、

「わ」

　一歩引いて、木のスロープに足を戻してから、一息を入れる。

　吸った息に来るものも、しかし、また濃い。

　……入にゆう浴よく剤ざいの入った御お風ふ呂ろみたい。

　武蔵むさしは、御風呂で言うと、まだ湧わかしていない、入れたての水。

　地ち表ひようは、御風呂で言うと、湧かした湯。

　ここは、御風呂で言うと、入浴剤のお湯。

　地表よりも濃い気配を、ここが持っているのは、

「天井、近くて……、密みつ閉ぺい……？」

　多分、そうだろう。武蔵も地下に吹き抜け公園があるが、それは上下階の空調代がわりという部分が強く、数すう階かいを抜いた作りになっているし、風通しもいい。だから主張は強くない。

　……だけど、ここ、凄すごい。

　空調は最さい低てい限げん。花は花か壇だんではなく、地面に密みつ集しゆう管理されて咲いており、やはり同じように密集栽さい培ばいの農園もある。時とき折おりに木々があるが、天井に当たった枝えだ葉はは余り広がらぬように切り落とされており、天井から来る熱を遮しや断だんしていない。

　土の地面は、適てき度どに湿っており、暖かい空気が膝ひざ上うえまで来る。

　土の匂においは花や農園の野菜のものと合わさり、

　……二年の時の課か外がい授業みたい。

　芋いも掘ほりしたっけ。オリオトライ先生が「酒の摘つまみにチップス作ろうかあ」とか無む茶ちや言うからジャガイモ掘り。皆がスコップで必死に抜いていくのに、何な故ぜかハッサン君だけ無む造ぞう作さに引っこ抜きが出来て「カレーの神に必要なものは抵抗無なく収しゆう穫かく出来ますネー」とか、神様はどうして私し利り私し欲よくにひたむきなんだろう。

　ただ、段々と馴なれてきた。それに、ここがこうなっている理由も、何となく解わかってきた。

　人がいるのだ。たとえば向こう、木々の下で寝ている人達がいる。

　疲労による眠りだというのは、寝ね息いきで解った。そして、

　……そうだよね。

　ここは、武蔵むさしとは違う。武蔵のように、都市が八つもある場所ではない。以前、英国イギリスで泊とまったオクスフォード教きよう導どう院いんのように、開けた形の場所でもない。

　仙せん台だい城じようだ。

　極ごつ寒かんの地で生きる技術と、政治と、戦せん闘とう関係が詰まった基地なのだ。

　今も、耳と身を澄すませば、仙台城の中にある離り陸りく場じようから何かが空に飛び出し、また戻ってくる響ひびきが感じられる。

　そう言った、緊きん張ちようを常とする場所であるならば、休きゆう憩けいの時間は短く、だから、

　……密みつ度どの濃い、強い、こういう場所が要いるのかな。

　自分が、何気なく通って自然を感じる武蔵の自然区く画かくとは違い、疲れている人間に対し、感じずとも浸つかっていくような自然を提供する。その意味に鈴すずは思いを馳はせ、

「ん……」

　弾だん力りよくのある土の地面に足を乗せ、歩き出す。

　広い場所だ。四よん横よこ町ちよう、横並びにしたくらいはある。天井は武蔵の地下一階半くらい。地面を流れる小川が目立つのは、そこに熱が薄いからだろう。

　一周はしよう、とそんな事を思い、時計回りに、花の密みつ集しゆうの間にある道を歩いていく。

　正まさ純ずみからは、仙台城と伊だ達て家けについて、情報を得られるなら可能な限り得て欲しいと言われている。但ただし、彼女からは、

「強ごう引いんだったり、危険な手段は用いるな」

　とも言われている。

　ならば行ける範はん囲いで確かく認にん出来る事を、なるべくやっていこうと、鈴すずは思う。

　……ちゃんと御お仕事しないと。

　と、しばらく行き、小川を一つ渡ろうとした時だ。

　鈴は、脇の農園を世せ話わする人ひと影かげに顔を向けた。

　知っている人だ。伊だ達て家の人かと思えば違う。転校したのだろうか。

　気になったので、鈴は、背を向けた姿し勢せいで農園の手入れをしている相手に声を掛けた。

「あの、──猿さる飛とび、佐さ助すけ、さん」





●






　佐助は戦せん慄りつした。

　昨夜から仙せん台だい城じように潜せん入にゆうして、いずれ武蔵むさし側の連れん中ちゆうと呼こ応おうするなり、情報の確認などしようと思っていた矢や先さきだ。それが、

　……今の声、武蔵の前まえ髪がみ枠わくだよな……!?

　目が見えないが故ゆえに知覚が優れているのは解わかっている。だが、

　……骨こつ格かくから変へん装そうしてんだぞ!?

　現在の身分は山さん間かん部から来た予よ備び役えき学生で、名前も露西亜ロシア風ふうでモンキトビスト・サスキーなどと名乗っている。微び妙みように英語だ。まあいいか。

　ともかく、自分の今の見た目は、異い人じんに見える筈はずだ。

　肩の骨など、甘あま抜ぬきして体格を変えてる。顎あごとかも、だ。髪の色も何も、全部変へん更こうだ。無む論ろん、十じゆう勇ゆう士しの中では変装の一番手てでは無いにしろ、今までこの技で各地を通ってきたのだ。

　だから、これは何かの間違いだと思い、佐助は無む視しする事に決めた。近くにいる才さい蔵ぞうも、風として姿を消した状態だが、忍にん者じやにのみ通じる声で、

『あんた、どうなってんだいコレ』

『いや、俺も全く解わからん。マーキングされた憶おぼえも無い』

『あんた、いつの間にか歳としを食ったんじゃ……』

『お前も同い歳だろうがよ……!!』

『じゃあ、腕が落ちたんだねえ……。ああ、しょうがない、あたしが食っていかせなきゃいけないようになっちまったって事かい……』

『お前、何勝かつ手てに話進すすめてんだよ……！』

「あの」

　声が来た。

「佐助、さ、ん」

　無む視しした。だが、

「才さい蔵ぞうさんと、農園の、御お手て入れ？」
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　才蔵は戦せん慄りつした。

　……こっちは、姿消けしてんだよ!?

　ときたま、調査のために姿を作る時もあるが、その時は山さん間かん部ぶから来た露西亜ロシア側の新入生で、名前も露西亜風ふうでキーリカ・クレトシーゾンなどと名乗っている。新入生は無理があるとか佐さ助すけは言うが解わかってない発言なので気にしない。

　ともあれ、今の自分は姿を消している。単なる風だ。

　一応、自じ分ぶんの匂においを消すために毎日抹まつ茶ちやを飲み、香り消しの葉も嚙かんでいる。

　だから、これは何かの間違いだと思い、才蔵は無む視しする事に決めた。目の前にいる佐助も、山間部出身の姿の状態で、忍にん者じやにのみ通じる声で、

『おい、お前、どうなってんだコレ』

『いや、あたしも全く解わからないわよ。風ふう紋もんとられた憶おぼえも無いし』

『おまえ、いつの間にか歳としを食ったんじゃ……』

『あ、あんただって同い歳じゃない……!!』

『じゃあ、腕が落ちたんだなあ……。ああ、しょうがねえ、俺が食っていかせなきゃいけないようになっちまったって事か……』

『あー、あたしゃ別にそれでもいいけど。楽だし』

「あの」

　声が来た。

「御お仕事、中？　佐助さん」

『ねえ、あんた！　その通りだって言ってやんなよ!!』

『無む茶ちや言うなあ──!!』

「……そうなの？　才蔵さん」

『おい、お前！　その通りだって言ってやれよ!!』

『無茶言うんじゃないよ──!!』

　だが、武蔵の前まえ髪がみ枠わくは、首を傾かしげただけだ。

「姿、違うけど、でも、……同じだよ、ね？　動きの揺れ、……武蔵むさしのも入って、同、じ」
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　佐助は、改めて戦せん慄りつした。

　……身体からだの揺れか!!

　理解したのは、相手がこちらの正体を見切った原理だ。

　身体からだの揺れという、それは、骨こつ格かくや筋肉配はい分ぶんからくる身体バランスだけによるものではない。鼓こ動どうや血圧、身体の水分量りようや、日常生活で染しみついた足あし場ばからくるものでもある。

　鼓動は、簡単に変えられるものではない。

　血圧も、おいそれと変えられるものではない。

　身体の水分量も、忍にん者じやならば、定期的に水分補ほ給きゆうをし、安定するのは当然だ。そして、

　……揺れ、か。

　地ち表ひように住む人間は、いつも、足あし裏うらに確かな足場を持っている。地面から返る反はん力りよくは莫ばく大だいで、身体は自分のバランスだけを考えていればいい。

　だが、武蔵むさしでは違う。足場は常に緩く揺れており、傾いてもいる。加速によるズレもあれば、停止による反動もある。

　武蔵から下りて、三週間も経たてば、それらのクセは消えている筈はずだ。だが、

『訓練、していたもんねえ……』

　そうだ。武蔵に潜せん入にゆうする連れん中ちゆうとの付き合いで、武蔵上じようでの戦せん闘とうを想定した訓練を行った。吊つるした足場を組み、更さらにはその上で、

　……実際の武蔵の揺れを思い出しながら、訓練したんだよ。

　その動きが今も残って見えているのは、ここが岩がん盤ばんを抜いて作った場だからだろう。身体の揺れは、微び弱じやくであっても、この堅い場では明らかになりやすい。

　才さい蔵ぞうの風も同どう様ようだ。精せい霊れいとしての流体の鼓動や、身を保つ水分があり、やはり、武蔵の風に揺るがぬようにしていたのだ。だから、

　……危ない話だな。

　この前まえ髪がみ枠わくが、こちらに来ていて良かったと佐さ助すけは思った。もし武蔵に居い続つづけたならば、武蔵に潜入している連中が看かん破ぱされていたに違いない。ならば、

『勝しよう機きはこちらに有り、だな』

『……今度から、潜入時じは鼓動やら何やらに変へん調ちよう入れる訓練必ひつ要ようだねえ。流体の変へん動どう護ご符ふくらいじゃ済まなくなってきた気がするよ』

『戦せん国ごく時代も最さ中なかだ。どんな技能持もちが出てきたっておかしくない。ならば──』

　佐助は立ち上がる。後ろを向き、笑顔を作り、農園の説明をしているような手て振ぶりをしながらも、

「──久し振りだな、お嬢じようちゃん、何か用かい？」
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　鈴すずは、良かった、と思った。

　向こうに忘れられてなくて良かった。向こうも笑顔を向けてくれて良かった。邪じや魔まにならなくて良かった、と、そんな風ふうに言葉を重ねて鈴は思う。

　今、佐さ助すけも才さい蔵ぞうも、前と姿が違うが、そういう人なら武蔵むさしにも多くいるので気にしない。ネンジ君なんて瞬しゆん間かんごとに形が違って、初めて見た時は御お風ふ呂ろの水が生命を宿したアーティファクトか何かだと思ったくらいなのだから。

　鈴すずは、ほ、と一息をついて、

「佐助さん、も、才蔵さん、も、お、御お仕し、事ごと？」

　不ふ慣なれな土地で知り合いに会えると嬉うれしい。武蔵ではろくに話せなかったが、艦かん内ない清せい掃そうを手伝ってくれたり、仕事で給きゆう仕じなどやっているのは見ていたのだ。だから、

「また、御仕、事？」
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　佐助は、内心で頭を抱えた。

　……えーと、この場合の御仕事ってのは……。

「あのな、お嬢じようちゃん、一応、俺達は俺達の立場で仕事してんだ」

「破壊活動？」

　……意い外がいとこの娘こ、声が通るぞ……!!

『あんた！　あんた！　今、人じん生せい最大のピンチ迎えてる気がするよ！』

『表おもて向むき見えてないヤツは気き楽らくだなあ!!』

　だが、彼女は、両手を握って、

「頑がん張ばっ、……て」

　頷うなずいていいんだろうか。スポーツか何かと思われてないだろうか。というか、この子に破壊活動なんて単たん語ご教えたの誰だ一体。そいつが悪い気がする。
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　聞こえた小さなクシャミに、ソファに座るメアリは苦く笑しようで振り向いた。

「ホライゾン様？　どなたかが噂うわさをされてるのですよね？　極きよく東とうの慣かん用よう句くでは」

　上越露西亜スヴイエート・ルーシ側の外がい交こう艦かん内、上陸待まちの応接室で、メアリはホライゾンがこちらに制する手の平を向けるのを見た。待っていろ、という指示だ。

　その上でホライゾンは両手を耳のセンサーに寄せ、捻ひねる。すると、

「──ふう、引っ込みました」

「ええ!?　ホライゾン！　今の新しん機き能のう!?　すごくね!?」

「何を言っているのですか、鼻はな水みず引っ込ませ機能は自動人形の基本機能です。デフォルトですよトーリ様」

　向こう、俯うつむいて表情を隠かくしたミトツダイラが、手を小さく左右に振っているが、どういう意味だろうか。メアリは、横に座った点てん蔵ぞうがゆっくりと船を漕こぎ出しているのに肩を貸しながら、

「こちらもそろそろ上陸ですが、……他の皆さん、どこか、外がい交こうの先で、お互いの噂うわさ話ばなしをしているのかもしれませんね」
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　才さい蔵ぞうは、武蔵むさし艦かん長ちよう代だい理りの説明を聞いていた。

　大だい部分はこちらで得ている情報の裏うら打うちとなる程度の物だが、最上もがみや上越露西亜スヴイエート・ルーシ側との連れん動どうが見えてくると意味が大きい。更さらには、

『……十じゆ本ぽん槍やりが出てきた、ってね、あんた』

『羽は柴しばは今、K.P.A.Italiaでの地じ盤ばん固がために入っているが、麾き下かの連れん中ちゆうや、江え戸どと里さと見みを押さえてるP.A.Odaは関かん東とうでの陽よう動どうをやってるって訳だろう』

　北ほう条じよう側への監かん視しとして、滝たき川がわ・一かず益ますが来たとも聞く。だが、問題なのは、羽柴がK.P.A.Italiaに赴おもむいた後、関東派は遣けん団だんの指し揮きを丹に羽わが執とっているという事だ。

『六ろく天てん魔ま軍ぐんのナンバー２だなんて、マズいね……』

『だが、滝川を麾下に出来る人物なんて、なかなかいないだろうしな……』

　武蔵にとって、もはや安全な場は何ど処こにも無いという事だろう。

　無む論ろん、それはこちらも同じだろうね、と、そんなことを思うこちらの眼がん前ぜん。佐さ助すけが武蔵艦長代理に問いかけていた。

「とりあえずお嬢じようちゃん、取引と行こう。──俺達の事を黙だまっていて貰もらう代わりに、何かして欲しい事があったら言ってみな。手て配はいしよう」

『あんた……！』

『いいんだ才蔵。こういう手合いは、約束を絶対に守る。取引をすれば俺達の活動が守られるなら、少女一人の要求を聞いても悪くない』

『……あんた、あたしにゃそんな事言わないくせに』

『お前は約束守るけど、守り過ぎるところがあって駄だ目めだ』

『何だいそれ』

『ほら、忘れてるから怖こわいんだよ。お前の場合』

　言われてる意味が解らないが、昔、こっちが約束と思っていなくて、佐助の方ではそうでは無い事があるのだろう。意味が解らないのは残念な部分もあるが、

『それ、悪い事？』

『いや』

　精せい霊れいとして悪あく運うんを導いていないならいいや、と才蔵は納なつ得とくする。迷めい惑わくはお互い様だし。

　そして、武蔵艦長代理が、口を開いた。

「じゃ、じゃあ、御お願ねがい、いい？」

「ああ、何だ、一体」

　才さい蔵ぞうは、佐さ助すけと共に、相手の願いを聞いた。それは、

「トーリ君を、守って」
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　佐助は、即そく答とう出来ない自分を悟さとった。

　相手の意い図とが解わからない事もだが、自分のこれからも、見通しが立っていないからだ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつでは、天てん下か分け目の決戦となる関せきヶ原はらの戦いにおいて、自分達の所しよ属ぞくする真さな田だ教きよう導どう院いんは東西の二に派はに分かれる事になる。自分達のいる派、真田・信のぶ繁しげ派は、西の羽は柴しば側につき、東の松まつ平だいらを敵に回す事になるのだが、

　……実際、どうなるかは解らん。

　羽柴が強大勢せい力りよくとなっている今、歴史再さい現げんの前まえ倒だおしや解かい釈しやくという手は好きに使える。

　自分達など、それらの力の前にはただ流される物でしかない。

　しかし、自分の事が解らなくても、理解出来る事が一つある。それは、

「お嬢じようちゃんは、何な故ぜ、あの少年を俺達に守って欲しいんだい？」

「だって」

　少女は言った。わずかに眉まゆを下げたような顔で、

「トーリ君は、皆を守ってるから。でもトーリ君、自分を守らないから」

　だから、

「多くの人に、ま、守ってほし、い……、の」

　だったら尚なお更さらだ、と佐助は思った。尚更、自分は彼を守る事は出来ない。何しろ将来の敵であり、その重要性が解っている相手ならば、忍にん者じやが逃す事は出来ない。しかし、

「その願いなら、あたしが聞いておくよ」

　横から、風が応じた。才蔵だ。彼女は姿を見せず、声を武蔵むさし艦かん長ちよう代だい理りに飛ばす。

「そっちの総そう長ちようを、手が届く範はん囲いで、守ればいいんだね？」

「う、ん……、御お願ねがい」

『……そういう事だね。じゃあ、仕し留とめる時が来たら、あんた、一人でやるんだよ？』

『ありがとよ』

　彼はそう言って、武蔵艦長代理に視線を向け直した。

「ま、そういう感じだ。俺の方については、安心しな」

　佐助は、武蔵艦長代理の表情から、わずかな堅さが消えたのを悟る。ふと、問うてみたくなったのは、

「御嬢ちゃんにとって、武蔵の総長ってのはそんなに大事なのかい？」

「ん」

　即そく答とうされた。後ろで才蔵が、両腕振ふってる口く調ちようで、

『いいねえ！　初うい々ういしいねえ！』

『……お前、自分が年寄りだって言ってるぞ』

『ちょっとでも年下見ると年上風かぜビュンビュン吹かせたくなるもんなんだよ！』

　そーかい、と一息入いれた時だ。目の前の少女が呟つぶやいた。

「でもまだ、私、ちょ、と、解わかってない、の」

「……何がだい？」

「ホ、ホライゾン、……好きな人、だったり、ミトツダイラさん、……騎き士し、だったり、き、喜き美みちゃん、お姉ねえさん、だったり、正まさ純ずみさん、せ、政治家、だったり、浅あさ間まさん……」

　最後の名前に対し、少し首を傾かしげ、しかし彼女は言葉を続けた。

「皆、トーリ君にとって、何か、一番、なの」

「人の縁えんってやつの、区分だな。俺にもそういうのはある」

　今の時代、ある程度の事を為なす人物には、それを果たすための人材や、グループがつくのだ。それは総そう長ちよう連れん合ごうであったり、生徒会であったり、委員会であったりもするが、

　……結局は、個人の縁、人間関係ってやつだ。

　恋愛関係や、家族関係ですら、そういった縁の一つでしかない。

　そんな人間関係区く分ぶんの中で、最大の信しんを得た者が、その区分の中での〝一番〟となる。

　たとえばこの時代、色いろ恋こい沙ざ汰たは、その経過として〝家族を得る〟事もあり、大事なものだ。が、国を保つという意味では〝後こう継けいを得る〟という関係として、側そく室しつも存在するし、主しゆ従じゆうの信しん頼らい関係の確かく認にん方法として、身体からだを重ねる事もある。

　……面めん倒どうな時代だ。

　目的と手段が何よりも優先とされる。そんな風ふうには見えるが、

「だからこそ、信頼されて、何かの〝一番〟になる事が大事なんだよな」

　人間を人間として扱わない事すらある時代。裏切りや、諦あきらめ、他人どころか自分すらも見み限かぎる事も多い時代。

　だが、そんな時代に、己おのれと誰かが目的を同じとして、その誰かが、自分が出来る手段に対し、信頼を寄せてくれるとしたら、どうだろう。

　その誰かが、国と等しい指導者であり、歴史を動かしていくならば、どうだろう。

　自分はそこで、己の最善を尽くす人として生き、何かを遺のこして行けるのではないか。

　ならば──。

『……参った』

『何だい、あんた』

『昔の事、思い出しちまった。……〝要いらず〟となって、どうしたもんかな、って思った時の事だ』

『らしくないよ。大だい丈じよう夫ぶ。だって今は、今の居い場所で〝一番〟じゃないのさ』

　そうだな、と佐さ助すけは頷うなずいた。

　目の前にいる少女は、昔の自分達と同じ事を思っているのだろうか。

　……否、そうじゃねえな。

　この子は気付いているのだ。自分の周りの者達が、今、己おのれが抱いている悩みを経たり、経つつあって、大きな縁えんを構こう築ちくしつつある事を。だから、

「焦あせるな、御お嬢じようちゃん」

　今、一つ言えるのは、

「とりあえずまあ、アンタの王様は支えてくれる〝一番〟が多いみたいだ。そして憶おぼえておけよ。──〝一番〟を持つ人間の数が多いヤツが、本当の王様になれるんだ」

『あんたどうなんだい』

『一人で二つも三つも持って行ってるのが後ろにいるからなあ』

『メシ・風ふ呂ろ・寝る、じゃないだろうね』

『俺おれ信用度ど低いな!!』

　一息を入れ、佐助は言う。

「いろいろ頑がん張ばって行くといい。思わぬ〝一番〟もあるし、そうじゃない二番手て以降だって、得るものや理解出来るものが多いんだ」

「佐助さん、達も、そ、なの？」

　苦く笑しようが、後ろから響ひびいた。

「今も、実際は中ちゆう途と半はん端ぱにそんな感じかねえ」

　だろうな、と笑って、しかし佐助は、農園の紹介をする手て振ぶりを外さない。

「じゃあ、ちとサービスだ。御嬢ちゃんの約束は、ちょっと難しいところでもあるからな。だから一つ、サービスしてやろう」

「……何を？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と佐助は、引き抜いていた大だい根こんを掲げてこう言った。

「この伊だ達て家けが抱えている問題に、直接触ふれられるように、今夜しといてやる。……俺達は最も上がみ、上越露西亜スヴイエート・ルーシも回るつもりだから、これが餞せん別べつだ」

「い、いいの？」

「そっちが悪くならんようにはしとく。〝要いらず〟を増やすのは趣しゆ味みじゃない。それに、ここであんたが引っかき回してくれれば、こっちも得だ」

　だから、

「夜、……そうだな、十一時になったら、ここに来るといい」

「十一時？」

「ああ、留る守すの監かん視しも上う手まく外してどうにか来られるようにしといてやる。そうすれば──」

　ああ、と佐助は笑みでこう言った。

「面白いものが見られるだろうよ。外がい交こう官かんとして最高のネタが、な」
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　音が鳴り終えていた。

　楽がつ器きの響ひびきだ。夜の空を上に置いた水の際、涼しい風に対し、音を鳴らしていたのは、

「──と、こんなところで、御お粗そ末まつ様でした」

　軽けい式しき琵び琶わを己おのれの横に立て、座った身の力を抜いたのは浅あさ間まだ。彼女は、横で舞いを止めて息を入れ直している喜き美みを見上げ、

「ミトがいないと、ちょっと弾ひき語りっぽくなりますね」

「フフ、流しの琵琶法ほう師しみたいねえ。でも最近は連れん歌がブームとかで夜の公園に行くと〝びわほうし　が　４にん　あらわれた！〟って感じで囲まれて強きよう制せい的てきに聴きかされるらしいわね。

　あれ、アンタの所で取り締まれないの？　愚ぐ弟ていがいろいろ企たくらんでるっぽいけど」

「どっちかっていうと御お寺てら関係なので、献けん堂どうの管かん轄かつですね。トーリ君については琵琶型がたの浣かん腸ちよう構えて〝琵琶奉ほう仕しだよ！　奉仕！〟って追い回していたのが目もく撃げきされてるので既き犯はんです」

　ともあれ、と、一息を入れた浅間は、ナイトとナルゼの、

「曲のリクエスト出来る？」

「いいですよ。カラオケなら、適当に謳うたって貰もらえればコード合わせますので」
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　有能さねえ、と笑う直なお政まさは、軽く酒が入っているようだ。そして彼女達から身み一つ分離れて、表示枠サインフレームの群を相手にしているのは、

「正まさ純ずみ、夕食はちゃんと食べました？」

「え？　ああ、まさか空からカレーやバーベキューセットが降ってくるとは思わなかった」

　という彼女の視線の先にあるのは、水みず際ぎわに突き立つ野の太ぶとい竹だ。太さ三十センチほどの硬こう化か加工された竹は、その房ふさが全て格かく納のうケースになっており、先端も斜めに切ってあるが、

「極きよく東とうで戦せん時じ中に用いられる竹たけ槍やり型の補ほ給きゆう投とう下か竿ざおですね。落下時じのブレが無いのを武蔵むさしIZUMOで研究しているので、その試験として、今回はハッサン君のカレーや御お広ひろ敷しき君の野や外がい向け料理セットを送ってもらいましたが」

「ステルス防ぼう護ごを通過しても目もく標ひよう地ち点てんに届くよう、マーク認にん識しき式しきだっけか」

　ええ、と頷うなずく地面には、ナルゼが描いたマークとして、御広敷の顔が六つほど。全て、竹槍が眉み間けんのど真ん中を貫いているが、

「……これだけ正確だと、武ぶ装そう転てん用ようした方がいいんじゃあ」

「いや、これ、正確じゃないだろ。絵の面積としては鼻のあたりが中央なのに、どうして全部眉間狙ねらいなんだよ」

「──ねえ浅あさ間ま！　アイアン触しよく手しゆフロム温泉とか、そんなメタルな感じでどうかしら!?　始めのイントロがビロロロニョロレーで、ダダタ、ババニョレリーって続くの」

「喜き美み、タイトルがソッコ矛む盾じゆんしてるんですけど。あと、変な歌か詞しつけてボーカルこっちやミトに回したら〝きみとあさまで〟解かい散さんして別バンド作りますからね」

「……つーかアンタら今みたいなのでいつも作曲始はじめるわけ？」

「ナルゼとナイトの〝愛あい繕ぜん〟は、魔女テクノヘクセンの夢ゆめ見みでコード導くんでしたっけか……」

　と、そんな言葉を交わしつつ、浅間は、ふと気になって正まさ純ずみを見る。

　……あ、すごく〝訳わけ解わからん〟って顔してる……。

　フォローしないと駄だ目めですよね、と薄く思った浅間だが、

「……？」

　不ふ意いに、妙みような感覚が足下から来た。

　……あれ？

「何です？　この感じ……、以前にもあったような」

　だが、自分が感じたものは、すぐに形となってやってくる。それは、

「霧きり……」

　空気が冷えた、と最初は感じる。だが、この霧は、皆も体感した事があるのだ。足下から浸ひたすように来る冷たさと白い霧は、

「奥おう州しゆう、隠かくれ里ざとのステルスさね……」

　ステルス技術としては旧きゆう式しきの浸しん透とう型がただ。結けつ界かいが甘いために、現代的な防ぼう護ご結界とならず、霧きりのような緩い形になってしまう。ゆえに、淡い部分は無む駄だとなるが、

　……結けつ界かい保ほ持じの出力がいらないから、効こう率りつは結けつ構こういいんですよね。

　と、そんな事を思っていると、北側となっている左さ舷げん側に、人ひと影かげが下りた。

　背の高い女性。清しん武たけ田だの制服にサイドスカートをつけたのは、長い耳をした、

「奥おう州しゆう隠かくれ里ざとの長ちよう老ろう……」

　武蔵むさしが関かん東とうに来た時、自分達を迎え、匿かくまった存在。それは、

「Ｔｅｓテスタメント．、……奥州藤ふじ原わらの最後の頭とう領りよう、藤原・泰やす衡ひらですなあ」

　大人おとな、と、こちらが見ても思える彼女は、目を弓にして右手を挙げた。

　そして彼女は、ゆっくりと言う。

「三さん国ごく同どう時じ会議、その前に、臨りん時じ生徒総そう会かい、だけど、その前に、更さらにちょっと奥州の話も聞いて貰もらいましょうかな。──私どもとしても、武蔵を救たすけたスポンサーとして、理解しておいて欲しい事などありますし」

　え？　と浅あさ間まは、泰衡の言葉に焦あせりを感じた。額ひたいを合わせてエロ談だん義ぎを始めていた数名と、眉み間けん貫つらぬく竹たけ槍やりなどを見渡し、

「か、片づけ！　精神的にも物理的にも片づけてからにしましょう！　ですよね!?」







[image: 第四十七章『畔の勝負師』]
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　六畳じよう間まの、窓の無い部屋があった。部屋の壁に設置された二段ベッドと、二人用の机があり、しかし、今、人ひと影かげがあるのは部屋の中央の通路だった。

　通路を占せん領りようするように、車くるま椅い子すがある。リクライニング機き能のうを全ぜん開かい近くに行い、そこに寝ている少女は、首元から毛布に埋まっていた。彼女は、やや力のない視線を前に向け、

「御ご免めんね東、こんな夜にいきなり悪化するなんて。ちょっと今月は酷ひどくて……」

「うん、まあ、仕方ないよミリアム、気にせず休んでて。昼は良かった分の反はん動どうが出てるんだと思うし」

　というのは、出入口である遣やり戸どの前に立つ東あずまだ。彼は半はん透とう明めいな少女の手を摑つかみ、

「明日は午前自じ習しゆうになったっていうしね。──図書室と食堂が改かい修しゆう資料検けん索さくや福ふく祉しの関係で二十四時間営えい業ぎようになってるから、二人で食堂や図書室に行ってくる」

「ままだいじょうぶー？」

　問いかけに、ミリアムが顔を上げ、笑みを作った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちょっと内ない臓ぞうの下の方がグアっと捻ひねり上がった感じになってお腹なかすんごい凹へこんだような錯さつ覚かくあって頭の血管ギチギチ言ってそれに伴う嘔おう吐と感かんや寒さむ気けが頻ひん繁ぱんにかなり激しい波で来るだけだからああああきたきたきたわ」

「ぱぱいまのどういういみー？」

「人類は言葉を得た事によりいろいろな表現を獲かく得とくしたという事だよー。あ、でもさ」

「あえ？　何？」

　うん、と頷うなずいて東は言った。

「さっき、下の外がい交こう艦かんにいる人達に訊きいてみたんだけど、そういう生せい理りの苦しみを逃れる方法があるんだって」

「え？　どういうの？　薬？」

「ううん。余よとミリアムが二人でするらしいんだけど、解わかる？」

「こんな時にそういうネタ来たか──」

「あれ？　変な事言った？」

「後で超ちよう[image: ]しかるわ──。今いま元気ないから予告──」

「うーん、よく解らないけど駄だ目めなの？」

「い、いや、駄目じゃないけど……」

「どういう事？」

　んー、とミリアムが考え込んだ。だが、彼女はすぐに毛布を額ひたいまで持ち上げて、

「駄目──。今、すごく弱気だから流される──」

「じゃあ、今はやめておこうか」

　東あずまは苦く笑しよう顔でミリアムに告げる。

「ミリアムは知ってるみたいだから、よかったら言ってね」

「出てけ──!!」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、と東が少女の手を引いて出ていこうとする。と、そこに、

「東」

「え？　何？　何か買ってこようか？　こういう時は御お赤せき飯はんだよね」

「先月も先せん々せん月げつもそのネタやったわよ。というか、あのね」

　？　と東が首を傾かしげるが、毛布をかぶったミリアムには見えていない。だが、彼女は、

「下、水み戸との町に降りたかった？　今日とか、そういう機会あったんでしょ？」

「いや、余よはぶっちゃけ近きん畿きの出身だから、納なつ豆とうと肉が主食の水戸では生活しづらいよ」

「貴方あなた、水戸の住人に土ど下げ座ざしなさい……」

「？　よく解わからないけど、要よう人じんは有あり明あけに出入り禁止になってるから、行ってたら帰れなかったかも。……でもまあ、本ほん多だ君達、そんな状態でも今、下の方で会議してるみたいだけどね」

「？　……会議って？」

「うん、さっき通つう神しんで報告あったけど、奥おう州しゆうの古い人と会議みたい」

　東は、首を傾げながら、その内容を告げた。

「……本多君が言うには、ひょっとすると、歴史の問題になるかも知れないって。

　お父とうさんが、奥州の歴史云うん々ぬんって言っていたらしいんだよね。……政治の話なのに歴史になるかも知れないって、ネシンバラ君みたいで不ふ思し議ぎな話だけど」
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・十ＺＯ：『──で、そちらは片づけてから奥州代表と会議で御ご座ざるか』

　外がい交こう艦かんから上陸した上越露西亜スヴイエート・ルーシの宮きゆう殿でん〝春日山城カスガガーラクレムリン〟。雪せつ中ちゆうにある城じよう塞さいの端はし、来らい賓ひん居きよ室しつの中で、点てん蔵ぞうはドアのチェックをしながら表示枠サインフレームの応おう答とうを行っていた。

　……三さん国ごく会議が、実際には四よん国こく会議のようなものとなった訳で御座るな。

・十ＺＯ：『正まさ純ずみ殿としては、狙ねらったもので御座るか？　三国会議を行えば、時代の流れに押しつぶされまいと諸しよ勢せい力りよくが介かい入にゆうしてくるというのは』

・副会長：『Ｊｕｄ．、三国がまとまれば諸勢力は三国の下に入らざるを得なくなるからな。その前に、〝力無ない武蔵を援助する〟と恩おんを売るならば、三国会議が始まる今しかない。

　外交鑑上で隔かく離り状態された私達と、有明にいる大おお久く保ぼ達、どちらを選択するかという部分において、私達が優ゆう遇ぐうされた意味は一いつ考こうしなければならんだろうがな』

・●　画：『そんな相手に最後を戦争でまとめたら拍はく手しゆしてあげるわ』

・副会長：『くっそ、絶対平和に済ませてやる！　今回は見てろよ!?』

・十ＺＯ：『……よく解らん流れで御座るが、相手の事はよく解っているので御座るか？』

・副会長：『え!?　あ、ああ、藤ふじ原わら・泰やす衡ひら……、滅めつ亡ぼうした奥おう州しゆう藤原家けを、隠かくれ里ざととして存そん続ぞくさせる長ちよう老ろう。そんな人物との会議だ』

・銀　狼：『水み戸と領地で、昔に噂うわさは聞いた事がありますけど、実際にその人を見たのは私も今回の有あり明あけとの合流時が初めてですの。こちらに対しての警けい戒かいがあるのかと思いますわ。

　ただ、……泰衡公こうは、あの、義よし経つね公の……』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点てん蔵ぞうは頷うなずいた。この宮きゆう殿でん、奥に広間が無で御ご座ざるぞ、と空調や天井の作りを見て推すい測そくしながら、

・十ＺＯ：『Ｊｕｄ．、鎌かま倉くら時代の始まりの頃、……政せい権けんを握った頼より朝とも公こうが、政せい敵てきとなった義経公を匿かくまう奥州藤原を滅ぼそうとした際、泰衡公は義経公を暗あん殺さつし、頼朝公の赦ゆるしを得ようとしたので御座るな』

　だが、頼朝はそれを赦さなかった。

・十ＺＯ：『頼朝公は奥州藤原を滅ぼし、泰衡公も死亡した……、というのが聖せい譜ふ記き述じゆつに御座る。今、泰衡公が生きているのは何らかの解かい釈しやくに御座ろうが、為なしている事とすれば、松まつ永なが公こうのような梟きよう雄ゆうの先せん輩ぱい格かくとも言える人で御座るな』

・副会長：『ネシンバラの代わりに補ほ足そくすまんな。とりあえず、こっちはそのような事を前ぜん提ていで、油ゆ断だんはせずにやっていこうと思う』

　でも、と言葉を挟んできたのはナイトだ。

・金マル：『平ひら泉いずみって、小しよう勢せい力りよくだよね？　ここでしっかり会議する意味ってどのくらいあるの？　逆に奥州三さん国ごくから睨にらまれたりしない？　先に平泉とイチャついたな？　って』

・副会長：『それは安心していい。──平泉は純じゆん血けつの長ちよう寿じゆ族ぞくばかりの国。奥州では最も古い勢力だ。三国とて、自分達の歴史の基礎に関かん与よする平泉を疎おろそかには出来ない。それに──』

　と彼女は一息の間を入れた。その後に置く言葉を選ぶようにして、続くメッセージは、

・副会長：『……平泉は、各国に散らばった長寿族の長おさたる集しゆう落らくでもある。平泉と国こつ交こうを確かに持つと言う事は、各国の長寿族勢力と話がしやすくなるという訳だ』

　長寿族勢力というのも、難しいもので御座るなあ、と点蔵は内心で頷いた。何しろ、長寿族の多くは、各国で貴き族ぞく的な扱いだが、それは、下へ手たな対応が出来ないと言う事だからだ。

・十ＺＯ：『歴史を抱える種しゆ族ぞくの力が得られれば、有り難いので御座るがなあ……』

　成なる程ほどー、とナイトが頷く応答を寄よ越こす。同じように点蔵も首を下に振り、

・十ＺＯ：『難事と思うので御座るが、正純殿どのならこなせるで御座ろう。アドリブが得意──、ギャグではないで御座るよ？　で、まあ、先ほどの話からの推測で御座るが、最後は戦争になっても通常運うん行こうなので、気にせず行くのが良かろうと』

・副会長：『武蔵を出たら元気になったヤツらが多いな昨さつ今こんは!!』

・金マル：『Ｊｕｄ．、で、テンゾーの方こそ、どーなの？　メーやんは？　ベッドの中？』

　言われ、点蔵は、背後に振り向いた。

　今、自分達は上越露西亜スヴイエート・ルーシの宮きゆう殿でん〝春日山城カスガガーラクレムリン〟端はしにある来らい賓ひん居きよ室しつにいる。壁まで覆おおう絨じゆう毯たんが掛かった部屋の中、置いてあるベッドは天てん蓋がいつきのツインだ。

　寝る時は、二人一いつ緒しよという部屋作りである。

　そして今、ベッドの上では、金きん髪ぱつの裸ら身しんが寝そべり、笑みでゆっくりと手招きしている。

　メアリではない。女じよ装そうで全裸だ。だから、

・十ＺＯ：『ナイト殿どの、ここ、男おとこ部屋で御ご座ざるよ？』

・●　画：『はあ!?　このヘタレ……[image: ]』

・十ＺＯ：『い、いきなり来たで御座るな!!』

・●　画：『馬鹿ね！　忍にん者じや部屋と総そう長ちよう部屋なら、後者にミトツダイラも入れて結けつ論ろんだけ言うと二冊で家が一軒建たつのよ！　解わかってるの!?　聖しよう徳とく太たい子しだって涙流して〝次！　次！　はあエッチエッチ十七回〟ってページめくる出来よ！　それが何？　衆しゆ道どう部屋なんて！』

・十ＺＯ：『面めん倒どうだからラストだけツッコむと衆道部屋なんて言ってないで御座るよ!!』

・●　画：『あ、御ご免めん。うちの部のそっち専門の連れん中ちゆうにそう教えちゃった。来月御期待』

・十ＺＯ：『や、やってくれた！　やってくれたで御座るな！』

・金マル：『でもテンゾー、ぶっちゃけ、メーやんそっちいなくて残念？』

　そうで御座るなあ、と点蔵は腕を組む。その状況をやや考えて、

　……うーむ……。

・十ＺＯ：『実際、メアリ殿とはいつも同じ部屋で御座るが、自分が上側のベッドで御座るし、流石さすがに同じベッドとなる事を考えると、想像だけで緊きん張ちようするもので御座るな。

　何しろメアリ殿、寝る時は服を脱ぐで御座るし。だからベッドの向こう側、カーテンの陰で服を隠かくしながらメアリ殿が脱ぎ落としていって、こちらに気付いて『恥はずかしいです……』と頰ほおを赤らめるのもよし。または脱いでそそくさと毛布をかぶってしまうのも可愛かわいくて良し。

　その上で自分がベッドの縁ふちに立って『いいで御座るか？』『（コクリ……）』と、こう、毛布で半はん顔がん隠かくして頷うなずくのがいいので御座るな。

　それで自分が布ふ団とんに入ると、メアリ殿が『以前にミトツダイラ様から教わったのですが、ベッドの中で繫つながると子供を授さずかるそうです』『ええっ（[image: ]自分）』『で、ですから、こうして……』と、手を繫つないでくる！　そう、メアリ殿、合がつ体たい方法など知らぬので御座る！　ここが大事！　だから手を繫いで寝るわけで御座るが、メアリ殿、抱き癖ぐせがあるので腕にしがみついてきてしまい、自分、ああ、袖そでをまくっておけば──、く……！　神よ……。

　でまあ、翌よく朝ちよう、繫がったままではなかった事を残念に思ってうなだれるメアリ殿に、自分が優しく抱きしめてフォローをするので御座る『また、武蔵むさしに戻ってからでもいいでは御座らぬか。自分はそう抱きしめて貰もらうのも好きで御座るよ』『点蔵様……！』ここでキッス、キッスをこう……！　これ椅い子すで御座るな！　ニス味……！

　──ともあれそんな感じで御座ろうか』

・金マル：『あー、御ご免めん、これナイちゃんが悪かった。あー、御免、いやホント御免』

・●　画：『正しよう気き度どもりもり下がるから飛ばし読みがいいわよマルゴット。有ゆう害がいだわコレ』

・十ＺＯ：『ふ、振っておいてそれで御ご座ざるか外げ道どう共ども……！』

　と、表示枠サインフレームに、参加の表ひよう記きが来た。そして実況通神チヤツトに入ってきたのは、

・傷有り：『？　……何だか楽しそうですが、何ですか点てん蔵ぞう様？』

・金マル：『あー、どうしよっかなログ。──上越露西亜スヴイエート・ルーシの名めい産さんって何？』

・十ＺＯ：『く……！　越こしの梅うめジャムとか雪ゆき餅もちを買って帰るで御座るよ？』

・傷有り：『ふふ、御お土産みやげ談だん義ぎですね。それで、あの、点蔵様。……眠るまで、いつものように今日の事や明日の事、お話し出来ますか？』

・あさま：『……慈じ悲ひで、二人だけの限げん定てい状態にしといておきますね？』

・十ＺＯ：『有り難い……、って、片づけは!?　今まで聞いて御座ったな!?』

・銀　狼：『というか第一特とく務む？　先ほどの不ふ規き則そく発言、途と中ちゆうで私が引き合いに出されましたけど、今度ちょっと話がありますからね？』

　前ぜん途と多た難なんで御座るな、と思いつつ、点蔵は今日の祭で撮さつ影えいしていたメアリの画が像ぞうをリスト出ししておく。いつもと違い、実況通神チヤツト越ごしなので、こういうものを見せるとどんな顔をする……、否、部屋が違うからこちらの想像だけだが、それもまた良し。ただ、

・十ＺＯ：『武蔵むさし組の会議は、準備が出来たので御座るか？』
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　クロスユナイトの問いに対し、用意された縁えん台だいに腰を落とした正まさ純ずみは答えた。

・副会長：『──準備はとりあえず出来た。そっちはそっちで頼む』

　告げて見る周囲は夜ではあるが、大型の日ひ傘がさや、衝つい立たてで場を囲んである。テラス下の倉庫から出してきたものだ。

　……外がい交こう用の場だけあって、こういう調ちよう度ど品ひんは大体揃そろっているんだなあ。

　浅あさ間まが持ってきた茶に口を付けながら、正純は正面の縁台に座る影を見た。

　奥おう州しゆう長ちよう寿じゆ族ぞくの長おさであり、有あり明あけを匿かくまってくれた人物がそこにいる。だが、

　……この人も、また、源げん平ぺいの乱らん世せいを浴びた荒あら者ものだ。

　油ゆ断だんはすまいと正純は心に誓ちかう。実際、彼らとは、有明と武蔵が合流して以降、貿易として物ぶつ資しを持ってくる他、交流を設けていないのだ。

　それが今、三さん国ごく会議や臨りん時じ生徒総そう会かいを前にやってくるのには、意味があるだろう。

　その事を理解した上で正純は、目の前の縁台に座る泰やす衡ひらにこう問い掛かけた。

「さて、奥州入口、白しら河かわの代表とすべきか。藤ふじ原わら・泰衡公こう……、このたびは一体、どのような用件で私達の前に姿を見せた？」

　と、そう問うた正純は、対する泰衡の反応を聞いた。それは、

「────」

　軽い吐息だ。

　こちらの耳に届いたのは、笑みとも、失しつ望ぼうともとれるものだったが、正まさ純ずみは気にしない。開始当とう初しよの印いん象しようがどうであろうとも、改善していけばいいだけだ。だから、

「大体、何が聞きたいのかは解わかっている」

「ほほう、それは一体？」

　試しだな、と思いつつ、正純は答えた。

「三さん国ごく会議の後の未来図ずもだが、お互いのコンセンサスが取りたいのだろう？」

　相手が望むもの、それは、

「奥おう州しゆう藤ふじ原わら、平ひら泉いずみの隠かくれ里ざとの安定と存そん続ぞく。……それが目的か、泰やす衡ひら公こう」

「どうでしょうなあ。だって……」

　と、泰衡が言った。

「武蔵むさしが掲げるのは世界征せい服ふく。それは、我ら平泉の隠れ里をも含むものでしょう。

　──私達は嚙かみ合わない。だからこそ、話をしたいものですな」

　その内容とは、

「我々をどうするのか。それ次し第だいで、奥州勢ぜいや長ちよう寿じゆ族ぞく勢せい力りよくは武蔵を計る事になりますぞ？　そのあたり、よく考えましょう。我々を存続させて世界征服を妥だ協きようするのか否かを、ね」
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　……随ずい分ぶんと強気の売り込みで来たな。奥州と長寿族を背負う自じ負ふがある、か……。

　と、そんな事を思いながら、正純は、己おのれの正面に座る長寿族の女性を見ていた。

　だが、彼女、泰衡は、態度としての動きを見せなかった。

　頷うなずきも、否定の首くび振ふりも、落らく胆たんも驚きも無い。

　だから、次の言葉は、不意に来た。

「──さて、世界征服云うん々ぬんと言っても、大事がありましょう。明日の臨りん時じ生徒総そう会かいを乗り切り、三国会議を通し切る自信がおありですかな？」

　予備動どう作さ無しの問いかけは、答えどころか態度の準備も出来なくてやりにくい。いきなり、通りすがりから刃やいばを突きつけられるような感覚がある。しかしこれは、

　……義よし経つねとは逆か。

　義経は、人の在り方などを見過ぎて麻ま痺ひする一方で、我を保ち、我が儘ままな在り方で国を動かしていた。自分を常に表おもてに出すタイプだろう。

　この泰衡は逆ぎやく面めんだ、と正純は感じた。

　長寿族として、人の在り方などを見過ぎて、麻痺していない。それ故ゆえに、彼女は義経とは逆で、我を隠かくして国を動かすタイプだ。そして、このやり方こそが、

　……奥おう州しゆう隠かくれ里ざとという、隠れる者達の存そん続ぞくを行うやり方か。

　ならば、と正まさ純ずみは姿勢を前に軽く倒す。相手が態度を見せずに言葉を刺してこようとするならば、こちらは敢あえて前に出よう、と。
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　泰やす衡ひらは、武蔵むさし副会長の態度を見た。

　……ほほう。

　相手は、退しりぞかずに前に来た。それもこちらを下から、しかし上うわ目め遣づかいでは無く、ただただ視線を見上げた形で、だ。彼女の今の姿勢は、こちらの態度の変化を見逃さぬようでいて、

　……違いますなあ。

　武蔵副会長は、こう言っているのだ。態度を隠しているのは解わかっているぞ、と。

　攻め気だ。

　義よし経つね公こうと相あい対たいしたのは知っているが、そこで、何かを得たのだろうか。

　それとも、彼女自身のセンスなのだろうか。今、武蔵の副会長は、至し近きんにこちらを置き、まるで試すような視線を送ってくる。これは、

「────」

　面白い、と泰衡は思った。最初からこれは、面白い。何な故ぜなら、

　……まるで、演えん劇げきのようですな。

　この相手は、こちらの反応があれば見切ろうと、そんな甘い考えをしていない。こちらは無む反応が当然なのだから、それが最後まで出来るかどうかを見てやろうというのだ。

　無反応を通す事が出来れば、向こうはこちらを賞しよう賛さんするだろう。

　無反応を失敗したならば、向こうは〝いいものが見られた〟と喜ぶだろう。

　見せ物にする気か、という憤いきどおりがある一方で、そのような揺さぶりに負けぬ己おのれを通す事が、長ちよう寿じゆ族ぞくとしてのプライドではないかとも思う。

　面白い。

　向こうは、こちらを理解した上で、プライドを足先で転がしに来たのだ。

　そんな意味合いの前のめりと態度で、彼女はこちらとやり合うつもりなのだろう。だから、

　……そうですね。

　お互いの殴なぐり合う戦せん術じゆつとポジションを確認した上で、改めてこう問うた。

「──明日あした以降の勝しよう算さんは、お有りで？」





●






「勝算はあるとも」

　と正純は答えた。すると、

「しかし、貴き校こうの眼鏡めがね委員長は、それとは別の考えのようで？」

　速い。

　話題の転てん換かんも、本ほん論ろんへの飛び込みも速い。飛ひ躍やくぎりぎりの論ろん述じゆつ展開だ。

　根回しなど何も無し。自分の持つ情報を武器に、切れ味重じゆう視しの交こう渉しようを仕掛けてくる。その切れ味に狼狽うろたえれば、一気に畳たたみ込まれ、速い展開の論述についていけなくなるだろう。

　ただ、それを抑える手はある。

　緩かん急きゆうだ、と正まさ純ずみは思う。

　父との会話がそうだ。よく政治関係の意見交こう換かんをするが、父の速度に合わせようとして窘たしなめられる事がある。〝相手と同じように知っていないのだから、落ち着け〟と。

　賢かしこく見せようとしたところで、意味はないし、ミスを誘ゆう発はつするだけだ。

　だから正純は、相手の顔を見て、観察した。そして、態度の変化が何ど処こにもないと探り、

「……大おお久く保ぼの持じ論ろんについて、彼女はこちらとは別の考えを持っている、と言ったな？」

「いえ、別の考えのようだ、と推測を述べただけです」

　引っかけは通じない。速いが、正確だ。なかなか厄やつ介かいな相手だな、と思いつつ、しかし正純は自分のペースを守る事に専せん念ねんする。一息を入れ、

「ならば言おう。別の考えも何も、大久保は私達の後こう輩はいで、武蔵むさし住人であり、極きよく東とうの未来を考える者だ。最終目もく標ひようが同じであるならば、私も彼女も最終的には同じ所を向くと考えている」

「では聞きましょう。──貴女あなたの最終目標とは？」

　どういう速さだ、と正純は改めて思った。

　明日あした以降の事と、大久保の事という、たった二つの受け答えで、次はいきなり最終目標だ。数すう度ど言葉を交わしただけで最終的な事こと柄がらに到達するなど、あり得ない速さだ。

　……それに、これ、危険だな。

　正純は、泰やす衡ひらの攻め手を内心でそう評した。何な故ぜなら、自分達の最終目標など、幾いく度ども、何ど処こででも述べてきた事だからだ。

　……大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうと、それによる末まつ世せの解決。

　これを自分達は、ずっと掲げてきたのだ。泰衡ほどの位置にいる者が、知らないはずがない。

　だが、泰衡は、敢あえて、最終目標を問うてきた。ならば、これは、今まで通りの答えを求めていないと言う事だ。

　相手の言葉は、単なる抜き身の刃やいばでは無い。

　慌あわてて、いつもの切り返しをすれば、確実に泰衡の刃が突き刺さってくる。

「成なる程ほど」

　泰衡の交こう渉しよう方法は、たった一つだ。

　……自分達に関係する事を、相手の準備より速く問いかけるのか。

　こちらの準備が出来なければ、そのまま攻め込み、自分達に有利な進め方をする。

　根ね回まわし無しの、こういう会議でこそ生きる論ろん述じゆつだ。

　凄すごい人がいるのだな、と、正まさ純ずみはそう思う。そして一息を改めて入れて、こう言った。

「最終目もく標ひようならば明確だ」

「それは？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、正純は言葉を重ねた。

「貴女あなたも先ほど言った通りだ。──この世界を征せい服ふくするのだ」
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　世界を征服するという、その言葉を、泰やす衡ひらは真っ正面から受け止めた。

　武蔵むさし副会長が言った内容は、つまり、奥おう州しゆうの隠かくれ里ざとも制せい圧あつすると言う事だ。だから、

　……こちらが何か、反応を見せるかと、そう思っておられますな。

　どこかに、こちらを揺らす隙すきはないかと、探っているのだ。そこを突けば、こちらが動くというウィークポイントを、だ。

　だが、正純の言葉に対し、泰衡は、態度において何の変化も作らなかった。ただ平然と、

「──そのプランは明確に出来ますかな？」

　泰衡は問いかけ、武蔵副会長の次の返答を待った。が、対する相手が首を横に振った。

「言う事は出来ない」

「何な故ぜですかな？」

「Ｊｕｄ．、私達は、聖せい譜ふ記き述じゆつに基づき、松まつ平だいら家けの治ち世せいをこの極きよく東とうに作り上げる。これは歴史再さい現げんに準じるから、各国の支持も得られ、出来る事だが……」

　しかし、と武蔵副会長が続けた。

「奥州の隠れ里について、歴史再現の違い反はんだと聖せい連れん諸しよ国こくから言われれば、守る事はほぼ不可能だろう。──場合によっては敵にせざるをえない勢力を相手に、どうしてプランをひけらかす意味がある？」

「脅きよう迫はくですかな？」

　こちらの問いかけは、相手の良心を突くものだ。

　普通の相手なら、即そく座ざに否定する。だが、武蔵副会長は間を空けた。そして、ゆっくりと、

「事実を言っているだけだ」

　否定をしない。更さらには、自分の言った内容が事実であると前置きし、同意を迫ってきた。

　その上で、彼女はこう言った。

「私としては、平ひら泉いずみと戦争する気はない」

「ほう、──それは何故ですかな？」

「理由が解わからないからだ」

　武蔵副会長が、やはり、ゆっくりと言葉を作る。いいか？　と前に告げて、

「平ひら泉いずみが、何な故ぜ、未だに隠かくれ里ざとという姿を続けているのか。そして、世界が平和になろうとしているのに、やはりその姿を保とうとするのか、私には理由が解わからない。

　ならば私は、理由の解らぬ相手を、そのままに潰つぶそうとは思わない。だから、理由を話してくれ、泰やす衡ひら公こう。──平泉が、何故、未だに隠れ里なのか。そうやって極きよく東とうから距離を取りながら、何故、今、私達の事を気に掛けてきたのか。聞かせてくれ」

　一息を入れ、武蔵むさし副会長が真まっ直すぐにこちらを見た。そして、彼女は口を開き、

「平和な世になって尚なお、隠れ里であろうとする。──貴女あなた達が何故、そこまで、極東と距離を取ろうとするのか、理由を教えてくれ、泰衡公」
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　正まさ純ずみは、自分の踏み込みを思った。それは、

　……平泉は、間違いなく、極東勢ぜいと距離を取っている。

　彼女は、隠れ里という形をただ守っているのではない。極東から距離を取るために、隠れ里という形を取っているのだと、正純はそう思った。何故かと言えば、

　……抵抗の土地、だ。

　父が言った言葉だ。そして、歴史の授業でも習う事でもある。

　奥おう州しゆうでは、かつて、聖せい譜ふ以前の黎れい明めいの時代に戦せん乱らんがあったのだ、と。

　領りよう土ど問題から始まった、極東勢ぜいと各かつ国こく勢の争い。奥州はその激げき戦せん区くだった。

　抵抗の意志が残っているとなれば、それは極東勢への恨うらみと言えるものだろう。長ちよう寿じゆ族ぞくは、その歴史を人間よりも遙かに正確に伝えている筈はずだ。そして彼らでなくても、奥州には、未だにそれが気き風ふうとして残っている。だから父達は、ここを〝抵抗の土地〟と言ったのだ。

　抵抗。

　何かに逆らうという、その言葉について、正純は思った。これは、泰衡と平泉のキーワードになるのだろうか、と。

　今、泰衡は、隠れ里を守ろうとしている。それはどういう事かと言えば、

「……奥州は、未だ、極東を赦ゆるしていないのか」

　過去の戦乱が、どういうものであったのか、正純には解らない。だが、だからこそ、

「その全てを明かす事で、君達のわだかまりを消す事は可能か？　泰衡公」

「お待ちを」

　と泰衡が平へい然ぜんと言った。

「少し、飛ひ躍やくしておられる御ご様よう子す。──こちらとしては、平泉の存そん続ぞくと不ふ可か侵しんが約束されればそれでいいと、そんな風ふうに思ってもいるのですよ」

「それは無む駄だな望みだ」

　正純は、やはり、ゆっくりと告げた。

「時代はもはや、そのような事を許さない。──確かに、常に隠かくれ、外に害を及ぼさず、貿易などを行って奥おう州しゆうと関かん東とうのパイプラインとなる平ひら泉いずみを、今いま更さら潰つぶしてどうなるかと、そんな事をしたら世界各国に散らばっている長ちよう寿じゆ族ぞくの末まつ裔えい達が怖こわいだろうと、恐らく今までの権けん力りよく者しや達は、そのような前ぜん提ていで平泉と付き合って来たのだろう」

　だが、と正まさ純ずみは言った。馬鹿が、ついでというように掲げた言葉を、正純は改めて告げた。

「世界征せい服ふくだ。泰やす衡ひら公こう。──これは、今までの権力者が掲げられなかった事だ。

　私達の為なすべき事、大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうと末まつ世せの解決には、他国の協きよう働どうを得るために羽は柴しばを倒し、P.A.Odaの脅きよう威いを取り除く必要がある。それは、松まつ平だいらの天下を作るという事だ」

　だから、と、押すつもりで、正純は言った。

「──私達は、世界を征服する事で、全ての解決の手段とする。これは決定事じ項こうだ。

　平泉の長ちよう、藤ふじ原わら・泰衡。話を聞かせてくれ。君達が極きよく東とうと距離を取る理由。

　そのわだかまりを排はい除じよして、君達が隠れずに済む世界を作る。そういう世界になっていく。それが私の考える世界征服だ」
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　浅あさ間まは、空気が変わったのを感じた。

　……え？

　泰衡だ。彼女が、表情を変えず、動きもせず、しかし、何も言っていない。

　今までは即そく座ざの返答が来ていたのに、正純の世界征服宣せん言げんという、

・あさま：『あんな頭おかしい宣言で、泰衡さんが態度変かえるなんて……』

・副会長：『言っておくけど世界征服言いい出したのは私じゃなくて葵あおいだぞ！』

　じゃあ仕方ないですね、と思う自分の周囲。皆も、纏まとう空気が変わっている。ナイトとナルゼは肩を寄り添わせているようで、お互いがすぐに動けるようにしているし、喜き美みも、

「ウズィ、リボン結び直してあげるわ」

　走狗マウスのウズィを出すのは、術じゆつ式しきを出す意味もある。直なお政まさも、近くの椅い子すに腰こし掛かけながら、組んでいた脚あしを下ろしている。

　……わ、私も何かした方がいいんでしょうか。

　確認だ。弓、ある。矢、ある。即そく射うち、いけますいけます。

　……なあんだ、準備せずとも大だい丈じよう夫ぶですよ。良かった良かった。ええ。

・賢姉様：『浅間、アンタ、ズドンじゃなくて術式の用意は出来てるの？』

・あさま：『……え？　術……？　って、な、何言ってるんですか！　で、出来てますよう。余よ裕ゆうですよーう。射しや撃げき補ほ助じよは一いつ式しきありますもん。追つい尾び術式も速そく射しや術式も行けますよ！』

・煙草女：『それ術式と言うより射撃の一いつ貫かんさね』

　そうとも言いますね、と内心で俯うつむいた浅間だが、気付く事がある。

　……正まさ純ずみが、更さらに身を前に乗り出してますね。

　攻め気だ。

　相手が態度を変えたというのに、尚なお、攻め気で、武蔵むさしの副会長が告げた。

・副会長：『浅あさ間ま、頼みたい事がある』

・あさま：『え？　い、今からだと撃うつ理由が無いですよ？』

・約全員：『あったら撃つのかよ!!』

・副会長：『……えーと、何だ、浅間、少々、奥おう州しゆうの古い歴史について確認を取ってくれ』

　言われた内容に、浅間は、成なる程ほど、と思い当たる事があった。

・あさま：『奥州の、〝抵抗〟についてですね？』

　それは、以前に正純の父が言っていた言葉だ。そして、

・副会長：『やはり、武蔵の神しん道とう代表だと、そのあたりが察せられるか』

・あさま：『……はい。でもまあ、お気き遣づかい無く、──場合によっては、こちらに振って頂かないといけない内容かも知れませんので、その時は御お願ねがいします」

・副会長：『武蔵の神道代表、という立場だな。──場合によっては頼む』

　正純は、背中を向けたまま頷うなずき、泰やす衡ひらに顔を向け直した。

　彼女は、静かに言葉を重ねた。

「歴史再さい現げんとして、また、自分達の課題の解かい決けつ手段として、私達は世界を征せい服ふくする。

　それに対し、平ひら泉いずみはどうする？　──藤ふじ原わら・泰衡」

　問いかけに対し、反応はあった。隠かくれ里ざとの長ちようは、こう言ったのだ。

「抵抗するしか、ありませんなあ」
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　やはり抵抗か、と正純は言った。

　ならば、とも正純は思った。

　視し界かいの隅すみ。浅間が表示枠サインフレームで情報の検けん索さくを開始する。神通代表としての話をする準備に入ったのだ。ゆえに、正純は、心に安あん堵どを置き、泰衡に視線を向け直して口を開く。

「改めて、重ねて言おう」

　相手に言葉を生まさせぬように、まず正純は、右の手を挙げた。

「平泉と戦争をする気はない」

・○べ屋：『何で？　おかしくない？』

・副会長：『くっそお、絶対に戦争してやんないかんな!!』

　段だん々だん、意い地じになって来ている気もするが、気分で政治はしていない、と思う。

　今は、為なすべき事と、確かめる事があり、言っておくべき事があるだけだ。

　だから、幾いく度どとなる言葉を、こちらは言う。

「私達の目標は世界征せい服ふくだ。その上で、改めて聞いておこう」

　正まさ純ずみは、更さらに身を前に倒し、こう問うた。

「歴史再さい現げんでは、既すでに平ひら泉いずみは平定されている。──何なに故ゆえ、未だに存続を願う？」

「滅びたくない、というのは、何物においても共通の意識では？」

「それは、いつからだ？」

「平泉が出来てより、と言う他に、私にはありませんが？」

　やはり、と正純は思った。

　……〝私には〟と、そういう事か。

　幾いくつかの言葉のパーツを繫つなげて、悟さとった事がある。泰やす衡ひらを揺らすための言葉を、だ。

〝平泉の存続と、それを妨さまたげる者への抵抗〟これが泰衡の言葉を引き出す鍵かぎとなるものだったが、これは答えそのものという訳ではないのだ。

　もっと、根本に、彼女達が存続を願い、抵抗を行う理由がある。それは、

「──やはり、奥おう州しゆうの歴史だな」

　父が言っていた事だ。そして、歴史でも習う事だ。

「奥州の気き風ふうを生んだ抵抗の歴史自体が、今ここで要いるのだな？」







[image: 第四十八章『歴史の勝者』]
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「奥おう州しゆうはかつて、黎れい明めいの時代に、極きよく東とう勢と各国勢が争った激げき戦せん地。その抵抗の歴史が、今、ここでのコンセンサスに必要になっていると、そういう事だな？」

　正まさ純ずみの視線の先、泰やす衡ひらは何も言わない。

　だが、その無言は、充分な回答だ。

　……成なる程ほど。

　こちらは、世界征せい服ふくという自分達の目的と手段をコンセンサスとして示した。それに対し、泰衡は抵抗の意志を示してきたが、

　……この抵抗こそが、向こうのコンセンサスの入口だ。

　一いつ貫かんして続いてきた、身を隠かくす事による〝抵抗〟の意志。隠れ里ざとという平和な場所に、そんな抗あらがいの意志を作ったのは、隠れ里以前に、何があったかが理由となる。

　それは、遙かな昔の事だろう。何な故ぜなら彼女は、抵抗の意志の理由について、〝私には〟という言い方をした。指導者である彼女以外に、意志決定を下せる者はいないのに、だ。

　ならば、〝私以外〟とは、彼女の前の指導者達であり、

「奥州の歴史、抵抗の意志を作った歴史が、貴女あなた達の提示するコンセンサスか」

　彼女はこちらの踏み込みを待っていると、そう確信し、正純は、己おのれの言葉を肺から前に押し出した。

「──かつての時代、聖せい譜ふ以前の時代。人は天から下りて、しかしこの極東以外の土地が過か酷こく環境である事を知ると、極東上で領土争いを発生させたという」

　その中で幾いくつもの動きが生じたが、

「最終的な平定は、奥州にて行われたとされているな」

　この事を、朝ちよう廷ていが行おこなった東とう征せいの歴史再さい現げんに前倒しで採用したため、奥州では、本来あるべき朝廷の平定や、それに対する抵抗が無く、長ちよう寿じゆ族ぞくを中心とした異い族ぞくが力を持った。

　……無む論ろん、それは源げん平ぺい争そう乱らんで疲ひ弊へいし、多くの勢力が失われる訳だが……。

　これが、奥州が、未だに不明な部分が多く、隠れ里など許される原因となっている理由だ。

　そして、

「藤ふじ原わら・泰衡。──長寿族の貴女は、黎明の時代に抵抗を行った勢力の末まつ裔えいだろう。言い換えるならば、貴女達は、かつての時代に潰つぶされ、生き残った者達の末裔だ。

　その生き残りが、平泉を作り、今度こそ潰されぬようにしていると、そういう訳だな？」

　だから、

「今までとは違う。本当の世界征服が生じるかもしれない今の時代、私達の〝勝算〟を聞きに貴女はここにきたのだ。黎明の時代、世界を今の形にしたような〝平定〟が、私達によってまた行われるのではないか、と。──違うか？」

「ほほう」

　泰やす衡ひらが、表情を変えた。口を小さく、弓にしたのだ。だが、

「──足りませんなあ」
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　この程度ですかな、と泰衡は思った。

　……なかなか、良いところまでは来ていますな。

　武蔵むさし副会長の言う通り、奥おう州しゆうには歴史がある。そして、その歴史を支えてきたのは自分達、純血の長ちよう寿じゆ族ぞくだ。

　今や、黎れい明めいの時代を知るものは一族の中にもいない。数代の前の事だ。だが、それだからこそ先祖は伝え語るものとなり、守らねばならないものとなる。

　黎明の時代に潰つぶされ、生き残った者達が紆う余よ曲きよく折せつの末に得たのが平ひら泉いずみの土地だ。

　平泉が自分の代で潰されるのは聖せい譜ふ記き述じゆつで解わかっていたので、あらゆる手を尽くして存続を果たし、それを保ってきた。しかし、

「足りませんなあ」

「違いはしていないのだな？」

「足りぬと言っているのです」

　泰衡は、ゆっくりと言った。

「その程度の、勝者の歴史の観点からの言葉。私達への共通理解の入口としては足りませんな。……隠かくれた里さとに踏み込むには、上辺だけでは済まぬのですぞ？」

「何が足りない？」

　そうですな、と泰衡は、今は亡き祖そ父ふから聞いた事を思い出す。

　祖父が、またその祖父から、と、延々と続き語られてきた事。それは、

「私どもが、平泉を何なに故ゆえ存続するのか解りますかな？」

　問いかけの答えは、普通に考えるならば一つだ。

　……純血長寿族の国を遺のこす事。

　今、世界中の教きよう導どう院いんで、平泉について問うたならば、国としての意義をそう答えるだろう。だが、それでは足りない。

　平泉とは、そういうものではない。自分達の先祖が望んだものは、そうではないのだ。

　そして、武蔵副会長が、頷うなずいた。

　答えが来る。その瞬しゆん間かんに、泰衡は思った。もし、ここで武蔵副会長が、平泉の意義を〝純血長寿族の国家〟としたならば、武蔵への協力を敢あえて了りよう承しようしよう、と。

　武蔵副会長は、平泉の存続に対しての理解があるのだ。協力し、今まで通りの流れを保つのに異議はない。だから、武蔵副会長の言葉を泰衡は聞いた。それは、

「泰やす衡ひら公こう、貴女あなた達が平ひら泉いずみの存続を望むのには、理由があるな？」

　その理由とは、

　……純血長ちよう寿じゆ族ぞくの国を遺のこす事……。

　違った。武蔵むさし副会長は、こう言ったのだ。

「かつて、……聖せい譜ふ以前に生じた、黎れい明めいの時代の領土争いが、後の、帝みかどの軍ぐん勢ぜいによる奥おう州しゆう平定の前倒し再現として採用された」

　それは、

「二つの事件には随ずい分ぶんと間が空く。帝の軍勢による奥州平定は７８７年の事だからな。

　それだけの年代を離して、尚なお、黎明の時代の争そう乱らんを採用出来たのは何な故ぜか、私は知らない。だが、その時代の平定が無ければ、奥州がどうなったかは推測出来る」

「────」

　まさか、と泰衡は思った。

　そして、武蔵の副会長が告げた。

「奥州は、平和に、大きく発展した筈はずだ。……源げん平ぺい争乱にて、荒れるまで、だが」
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　正まさ純ずみは告げた。焦あせらず、確かに、己おのれの思う事を口から紡つむいでいく。

「──私は奥州の歴史を知らない。だが、源平争乱にて奥州の長寿族達が、貴女達のような人型も、鬼おに型がたも、また争い、その絶対数を少なくしたのは理解している。

　更さらには、これは推測だが、私はこうも思うのだ」

　それは、

「源平争乱前。平和な奥州には、異い族ぞく達が多く住んでいた筈だ。そこに生まれるのは当然、巨大な共きよう同どう体たいだろう。そして──」

　そして、

「そこに住む純血長寿族は、共同体のリーダーだった筈だ」

「ならば──」

　泰衡の促うながしに、正純は首を下に振る事で応じた。

「平泉が望んだものは、長寿族の国家ではないな。異族も含めた、あらゆる種族の大だい共同国家だ。……つまり、長寿族の望む国家像ぞうは、長寿族だけのものではないのだろう？」

「何故、そんな事を大おお仰ぎように言えるのですかな？」

　解わかり切った事だ。前例があるのだ。それは、

「義よし経つねだ」

　彼女を思えば解る。

「義経は、自分の国家に、あらゆる者を受け入れた。あれは、彼女の性格の部分もあるが、それこそが純血長ちよう寿じゆ族ぞくの望みだったと私は今いま思う。──生き続けるが故ゆえに、寄る辺のない身に、しかしずっと存続し続ける国家というもの。長寿者達にとって、永遠に共に居続けられるものは、国家という人格に他ならないのだから」

　しかし、敗者となれば、そういう寄る辺も、理想も、全て消える。

　だからだろうか、と正まさ純ずみは思った。その時だ。

　不意に、泰やす衡ひらがこう言った。

「……足りませんなあ」
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「────」

　正純は、空気が更さらに変わった事を悟さとる。

　……冷たいな。

　わずかに、こちらが息を詰めるほど、冷えた空気が、泰衡の方から来る。

　感情などを全て潰つぶし、動きを完全に消した気配が、人としての熱をこちらに届けないのだ。

　自分の視線の先、表情を笑みのまま堅めた泰衡がいる。そして彼女は、緩やかに言葉を這はわせて来た。

「……平ひら泉いずみの意味、確かにそれはありますぞ。しかし──」

「違わないのだな？」

「足りぬと言っているのです」

　ええ、

「足りませんなあ。何な故ぜなら──」

　と、彼女の言葉を、継いだ者がいた。

　浅あさ間まだ。巫み女この、凜りんとした声が、小さくもしかし、周囲の空気を祓はらうように走った。

「有史の過去の奥おう州しゆうを語って足りないならば、後は一つしか有りません」

　不足の一つ。その正体は、

「黎れい明めいの時代ですね」
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　正純の振り向いた視界の中、夏服姿の浅間が、ゆっくりと会え釈しやくをくれる。

　神しん道とうを修める同級生。巫女の中でも上位ランクの存在だ。そして、神道は、この極きよく東とうの神々を扱うもの故ゆえ、極東の発はつ祥しようや歴史にも密接な関係がある。

　歴史について、授業などで習い憶おぼえているが、聖せい譜ふ以前の黎明の時代となると、不ふ明めい瞭りような事も多い。その時代はもはや神道の神話の扱いなのだ。だから、

　……ここは、浅間の専門か。

　視線を向けると、浅あさ間まは眉まゆ尻じりを下げた笑みを向けてくれた。大だい丈じよう夫ぶと、そう言っているように見え、だからこちらも頷うなずいた。

　……頼む。

　思いは通じたのか、横で葵あおい姉あねが苦く笑しようするのが聞こえるが、いい息抜きだ。

「ちょっと時間を下さい。いろいろと情報を整理しますので。そうすれば、黎れい明めいの時代の奥おう州しゆう、聖せい譜ふすら生まれていない時代、そこで生じた領土争いがどのようなものであったか──」

　彼女はそこで、泰やす衡ひらに視線を向けた。真まっ直すぐに、見通すように、

「少し、神しん道とうの禁きん忌きに触れるつもりで、話が出来ると思います」





●






　……さて、情報整理もですが、気分の整理もしないと……。

　話をすると、そこまでを言いつつ、しかし浅間は、僅わずかな迷いを得ていた。

　何しろ武蔵むさしの運命が掛かっているのだ。

　自分達の歴史とは敵対的な立場を根本に持つ平ひら泉いずみ。その協きよう働どうを得るための、コンセンサスを作れるかどうか。答え次第では全てが失われかねない。

　ネシンバラ君がいれば任せられたのになあ、と、そんな事を考えもする。

　……それに。

　浅間は、正まさ純ずみや、表示枠サインフレームの向こうのトーリ達を思う。

　自分は役やく職しよく者しやではないが、同級生で、武蔵の神道をまとめる浅間神社の巫み女こだ。

　巫女とは、古来においては占せん術じゆつによって人々を導く指導者であり、現代においては、破は魔まの矢やをもって人々の障しよう害がいをぶちぬ……、違う、ぶちぬき駄だ目め、絶対。何でしたっけ、巫女とは、ええと、触しよく手しゆはエロゲ内の事なので除じよ外がいです、厳げん密みつに言って巫女とは関係ありません。大体、生物的に見て、触手は人を平等に襲おそいます。触手みな平等。だとすると巫女は──。

・あさま：『巫女って、神しん職しよくとして人々を導き、助けるのが役目なんですよね』

・●　画：『噓うそ』

　何ですかその即答！

・賢姉様：『フフ、ナルゼ、一応は浅間の中ではそうなっているんだから、他人の認にん識しきに口を出したら駄目よ？』

・あさま：『何だか語ご弊へいがあるようですが、そーいう感じです』

　矢を射ったり、射しや撃げきしたり、砲ほう撃げきしたりするのも、基本は、人々の助けだ。応用的にはストレス解消や、それこそが目的というものもあるかもしれないが、基本は人の助けだ。

　助けるのが、巫女の仕事だ。

　だから、ちょっと、引いてしまう時もある。

・あさま：『……自分が、もし、助けられなかったら、って考えると、難しいですね』

　今、正まさ純ずみやトーリ達を、自分は助けられるかもしれない。

　だけど、

「……うん」

　ふと、浅あさ間まは、過去を思い出す。ずっと昔、ある姉弟の、弟がいなくなってしまって、自分には何も出来なかった時の事を、だ。
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　嫌な過去です、と、浅間は思う。

　十年前の事。

　ただただ待つだけで、居残りの姉を慰なぐさめるだけで、そして、彼が帰ってきてからも何も出来なくて、そんな自分が嫌で、裏返しに距離まで取ってしまって。

　助けられなかった過去がある。

　そのような昔を思い出したのは、今け朝さの事があったせいだろう。十年前と同じように、彼と彼女の家に泊とまり、彼がいない事を錯さつ覚かくした、今朝のせいだ。

　今、また、彼はいない。上越露西亜スヴイエート・ルーシにいるからだ。

　自分が待つ身なのは変わりない。

　……だけど。

・あさま：『喜き美み』

・賢姉様：『フフ、何よ一体。──愚ぐ弟ていの事？』

　この人はたまに鋭いから困る。苦く笑しようと吐息が口から漏もれるが、まあそれはそれとして、

・あさま：『私の助けで、戻ってくる意味が増えますか？　……皆の』

　喜美が小さく笑ったのは、最後の一言をとってつけたからだろう。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　喜美は、こちらに視線を向け、言葉を送ってくる。

「大丈夫よ浅間！　間違ったって〝ごっめえ──ん。撃うつから許☆し☆て〟とか言えば赦ゆるされるわ！　さあ、パーっと行きましょうパーっと！　武蔵の未来もパーっと行けば大丈夫よ！　あ、でも、撃ちたいからってわざと間違ったら駄だ目めよ!?」

「……細かい事言いたくないですが、〝射つ〟を〝撃つ〟とか書かないで下さい。あと、いろいろ私の中の何かがダイナシズム炸さく裂れつになったんですが、どうすれば」

　半はん目めで思わず言ってしまうが、思うところはある。

　……そうですね。

　今、自分の周囲には必ず誰かがいる。成功しようが失敗しようが、近くに誰かが、いてくれるのではなくて、ただ、いる。

　昔とは違うと、そう思い、

「────」

　答えよう、と浅あさ間まは思った。視線を上げ、泰やす衡ひらを見る。と、不意に横から言葉が来た。

・俺　　：『おい、浅間』

　トーリだ。不意の呼び掛けに、え？　と鼓こ動どうを一つ跳ね上げてしまったこちらに、しかし構わず彼は文字を連ねてくる。

・俺　　：『何かオメエ、難しい事任されてる気もするけど、──セージュン、シンコーってのの問いかけ、オメエは答えられねえのか？』

・副会長：『ヤスヒラだ馬鹿。あと、浅間、……不安があるなら、直接答えず、こっちに思案だけ伝えて振ってくれればいい。元々は私の仕事だ』

・あさま：『え？　あ、い、いえ、いいですよ、こっちで……』

　迷ったが、言った。

・あさま：『これは、こっち、神しん道とうの代表として、言っておきたい事なので』

　そっか、とトーリが文字で呟つぶやいた。

・俺　　：『浅間、オメエ、ケッコー自分以外のことを抱え込みやすいから、別にここに限らず、何かしくじったとか、不安とかあったら、俺に全部預けろよ』

　いきなりの彼の申し出に、慌あわての鼓動を浅間は得た。

　それは、巫み女こという、助けを義務とする自分に対しての助けであり、

　……全部預けろって……。

　不安やら何やらは今の武蔵むさしにおいて、常にあるものだが、過去の事や、他、いろいろを、全部預けていいのだろうか。

　その戸と惑まどいが、間を生みそうになって、だから浅間は、急いで言葉を作った。しかしそれは、ただ作っただけの、意味がない問い直しで、

・あさま：『え？　な、何がです、か？』

　同じような事ばかり言ってどうしたいんですか私、と、浅間はそんな事を思う。

　だが、こちらの拙つたない疑問に対して、彼からの答えは確実に来た。それは、

・俺　　：『だって、そのための力を俺に契約してくれたのは、オメエなんだから。だから、オメエは、最優先権利あんじゃねえの？』

　え？　と浅間は、言葉を失った。ややあってから、首から頰ほおのあたりに熱を感じ、

　……あ──！

　あ、ああ、そういう事、術じゆつ式しきの事ですね！　と浅間は自分を納なつ得とくさせた。

　……悩みとか不安とか人生とか、そういうものじゃなくて、術式的な事！

　そう、多分そう、そういう事にしておこう。深く考えない方がいい。これは深く考えると、彼が言う通り、抱え込む事になる気がするから。だから、

「全く」

　頰ほおに熱を感じるが、表おもてに出ていなければいい。横、喜き美みが苦く笑しようしているのはどういう意味かも考えない事にして、ただ泰やす衡ひらを視界の中央に入れた。

　まず、言うべき台詞せりふは、

「じゃあ、準備も出来たので答えます」

　そのために、場の整備として、前置きの地じ均ならしを打つ。

「──過去の黎れい明めいの時代、奥おう州しゆう勢が未だに囲う因いん縁ねんを得たのは何な故ぜか。それについて、話をしましょう」

　つまりは、

「この極きよく東とう上で生じた、領土争いの事です」
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　浅あさ間まは、自分の中にある事実の記録を、ただただ真まっ直すぐ告げるに心掛けた。

　いいですか、と前置の一言を置き、

「黎明の時代の領土争い。初期には全勢力がばらばらでした。が、後期には、当然といえば当然ですが、極東対たい他国連合、という流れになりました。何しろ、極東の地の奪い合いですからね。……だから、数で劣った極東勢は劣れつ勢せいとなり、近きん畿き地方に追い込まれますが──」

　しかし、

「極東は、帝みかどという存在を作り出し、環かん境きよう神しん群ぐんとの間接的なアクセスを得、その力で他国連合と対等の状態にまで持ち込みました。環境神群とアクセス出来ると言う事は、気候操そう作さなどが可能という事ですからね。だから、まず、欧おう州しゆう勢が極東側と休戦を行いました。

　逆に、完全な抵抗を行い、制圧戦にまで至ったのが……、ええ、近畿南部から、三み河かわ、そして関かん東とうから奥州へと至る東とう国ごく勢でした。

　この事が、後の朝ちよう廷ていによる奥州平定の再現に採用された、と今には伝えられています」

　これは記録から見て、事実だ。だが、

「何故ですかな？」

　泰衡が問うてくる意味は解わかる。

「何故、そのような制圧戦を行うほどの抵抗を、彼らは？」

　そう。よく考えれば解る。

　……何故、奥州勢力は、服ふく従じゆうせず、完全な抵抗を続けたのかが、確かに謎なぞですよね。

　この謎に答えねばならない。

・副会長：『行けるか？』

　はい、と浅間は応じた。通つう神しん管理の設定表示枠サインフレームでは、皆が自分の発言を黙だまって見ているのが解る。浅間は、恥はずかしいなあ、と思いながら、

　……まあ、怖こわがってはいないなら、大だい丈じよう夫ぶですか。

　内心で安あん堵どを作り、浅あさ間まは口を開いた。

「ここから先は、私の予測も含みます」

「どうぞ」

　泰やす衡ひらに促うながされるに頷うなずき、浅間は告げた。

「黎れい明めいの時代。人々が領土争いをしましたが、これを今の時代から考えると、一つ、失しつ念ねんしている事があると私は考えています。……人々は、各国勢力に分かれて争い、やがて、極きよく東とう対世界各国になったと、そう言われているのですが──」

　浅間は、己おのれの中にある思考を、正面に落とすように告げた。

「それは実際、こういう構図だった筈はずです。極東対たい世界各国ではなく、──極東、対、世界各国と、それに協きよう働どうした極東各かく地ち勢力だったろう、と」

　何な故ぜなら、

「極東住人は極東全域に住んでいた筈はずですし、……有史における奥おう州しゆうの平定とは、泰衡さんも述べられた通り〝共同国家であった奥州〟の平定となるんです。だから、歴史再さい現げんの素材としては──」

　背後に、こちらを護まもるように立っていたナルゼが、言葉を継いだ。

「──黎明の時代の奥州戦線では、少なくとも、有史以後の奥州と同様に、共同国家のような状態で、極東勢と各国勢が生活していたというの？」

　彼女の問いかけに、浅間は少々迷った。だが、

「はい。──私はそう思います。平和な、静かな共同国家があったろう、と」

　無む論ろん、それは、欧おう州しゆうだけではないだろう。他、各地で、そのような流れがあった筈だ。

　だが、

「極東勢にとっては、各国側に与くみした〝裏切り者〟を平定する。……そんな争いでもあったのが、黎明の時代の領土争いだと、私はそう考えています」
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　今、自分が告げた事は、神しん道とう関係者の中では、禁きん忌きであり、しかし、

　……誰もが、そう分ぶん析せきしている事ですね。

　だから〝誰かがそう言っていた〟とでもまとめれば良いのだが、噓うそは巫み女ことしてのペナルティだ。噓をついて、心を穢けがした上でペナルティを受けるなら、真実とされる事を述べてペナルティを受けた方がいいと、浅間はそんな事を思いもする。

・あさま：『……逆に言えば、今の私、怖こわいもん無しですけどね』

・俺　　：『おい、浅間』

・あさま：『え？　な、何です？』

　また、この人は、いきなりが好きだ、と浅間は思う。だが、巫女として、神話の時代の禁忌に触れ、自己否定をしているような感がある。今ここで、誰かに何か言って貰もらえればと、そんな甘えた思いも微かすかにあったのだ。

　だからというように、彼が言う。あー、と考え事の前置き付きで、

・俺　　：『さっきも言ったけどよ。オメエ、何かマズい事言って、オメエの親父おやじさんに謝る必要があるなら、俺のせいにしとけよ？　俺が煽あおった分あるしな？　その場合は、上越露西亜スヴイエート・ルーシの菓か子し詰めテンゾーに買わせて謝り行くから』

・十ＺＯ：『な、何だか看かん過か出来ぬ発言が御ご座ざったな！　あ、でも、神しん道とう関係者には土地の酒だと氏うじ子こ干かん渉しようするかもしれないので、確かに菓子がいいで御座るなあ』

・副会長：『……よく解わからんが、浅あさ間まに発言を求めている現場責任は私にある。何かあったら生徒会宛あてか、暫ざん定てい市庁舎に連絡してくれるよう、言っておいてくれ』

　皆……、と、苦く笑しようしか出ないような事を、彼らが言ってくる。そして、

・●　画：『仕方ないわね。私も新刊を上じよう納のうして勘かん気きの鎮しずめを仰ぐとするわ』

・ウキー：『そうだな、拙せつ僧そうも、毒味の方に回ってきている巫み女こ姉ものを浅間の側にトレードするとしようか……』

・83　　：『説得にはカレーですネー』

　この人達は……、と俯うつむくような事を言ってくる連れん中ちゆうはとりあえず無視しておく。

　だが、浅間は改めて思った。自分は一人ではない、と。

　だから息を吸い、視線を上げ、浅間は泰やす衡ひらに告げた。

「歴史再さい現げんの解かい釈しやくによって、有史以前の制圧の多くは、朝ちよう廷ていの東とう征せいという解釈になりました。極きよく東とうは、これ以上、身内の争いをすべきではないという選択です」

　だから、

「朝廷が極東を平定する以前、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、神道とは違う土ど着ちやくの神々が極東には存在したとされています。しかし朝廷が極東の統一のため、恭きよう順じゆんするものは神道の国くに津つ神かみや補助役に組み込み、逆らうものは平定の後に、名前を残さぬ〝奉まつろわぬ神〟とし、上に神社を置いてその魂たましいを鎮めたのです」

　どこまで、それが重なっているか、勝者である神道側の記録では解らない。〝事実〟が真実を塗り潰つぶし、そして事実を必要としないだけの歴史と世界が動いてしまっているからだ。

　だが、今、こう、思える事がある。

「──泰衡さん。貴女あなた達は、有史以前、神々がこの星に下りた黎れい明めいの時代に、極東の敵に回った極東人の末まつ裔えいなのではありませんか？」

　そして、

「私のような神職としてみれば、……貴女達は、私達の信じる神々が消し滅ぼした、奉ろわぬ神々の眷けん属ぞくなのではありませんか？」
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　正まさ純ずみは、浅あさ間まの言葉を聞きながら、心にその内容を流し込んでいた。

「聖せい譜ふ勢力に恭きよう順じゆんせず、しかし、それを利用する人々。……奥おう州しゆう藤ふじ原わらを始めとする彼らは、極きよく東とう勢力でありながら、極東に抵抗し、しかし他国勢にはなり得なかった人達です」

　居場所無き者達と、そう言うべきだろうか。

　それとも、自分達の居場所を確定出来ない者達と、そう言うべきだろうか。

　極東人であったのは確かだろう。だが、戦いの中でも血は混じり、その上で、歴史再さい現げんによって、

　……滅ぼされた事になった、というわけだ。

「神しん道とう的に言えば、一度〝滅ぼす〟解かい釈しやくを与えた事で、禊祓みそぎとしたわけです。しかし、それによって、彼らには何も無くなってしまった。何な故ぜなら、彼らは神道を主としていなかったからです。奉まつろわぬ、……別の信しん仰こうを持っていたわけですから」

　解わかった、とは言うまい。何故なら、

「──極東に背いてまで戦った自分達奥州勢ぜいを裏切り、極東側に恭きよう順じゆんした他国勢。そんな人達が作った聖譜など、奥州の人々は欲しません。そして自分達と敵対した〝極東勢〟に対しては、裏切ったがゆえ、元の仲になる事は出来ないと判断しました。しかし──」

　浅間が、感情のこもりそうになった声と、口く調ちようを、そこで止めた。息を吸い、

「裏切り者であり、しかしその事実すらも消されても、……自分達は極東の住人であると思っていたし、そして、一時なりとも親しくあった他国勢が重じゆう奏そう世界で苦労するのを見過ごす事は出来なかった。だから……」

　その言葉の先は解る。

　正純は浅間に視線を向け、了りよう解かいの会え釈しやくを見ると、泰やす衡ひらに視線を向けた。

　ただ、じっとして、こちらの言葉が染しみるのを待っているような彼女に対し、

「──開かい拓たくのため、好むと好まざるに関わらず、奥州勢は、神道や聖譜の歴史再現による利点を使わざるを得なかった。だから貴女あなた達は、今でも、聖譜勢力や極東の権力に距離を取りながら、しかしそれを利用しているのだな」

　つまり、

「奥州や関かん東とうの基礎にあるのは、自己欲よりも、他者を思って行う、……裏切られても構わぬと言う信頼と、共同国家としての抵抗。だから、黎れい明めいの時代が忘れられても、相互扶ふ助じよの精神のように、それは根付き、残っているという事なのか」
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　難しいな、と正純は、目の前にいる泰衡を見た。

　……彼らは、単純な敗者でも、哀あわれまれる者でもない。

　味方であったものを裏切り、しかし、その先で裏切られた。更さらにはそう言った過去すら消されてしまい、その上で、敵であったものの力で生きざるを得なくなっている。

　どことなく、義よし経つねを裏切り、頼より朝ともに顧かえりみられなかった泰やす衡ひらの歴史再さい現げんそのものの気がする。

　そんな彼らに、しかし、自分達は同情する事も、親身になる事も出来ない。

　自分達は、勝者の側であり、短命の者だ。そして何より、泰衡達が聖せい譜ふに未だ靡なびかないのは、……滅ぼされた事にされながら、尚なお、かつての自分達の選択が間違いでは無かったという、そんな誇りをもっているのだな。

　成なる程ほど、と正まさ純ずみは思った。この相手は、味方になるかも知れないし、仲間になるかも知れないが、同じ極きよく東とう人として相あい対たいするには、強固な壁があるのだ、と。その事を知らずに相対すれば、単に物知らずの勝者が擦すり寄って行くだけに過ぎなくなる。

　気を付けねばと、そんな事を心に刻んだ時だ。

・俺　　：『おい、タイコウに、ちょっときいてやってくんね？』

・副会長：『ヤスヒラだ馬鹿、名前くらいちゃんと読め。それに、何の用だ？』

・俺　　：『ああ、ちと話が通ってきてんならさ、タイコウに聞いてやってくれよ』

　何がだ？　と思ったこちらの視線の前。表示枠サインフレームの中で、馬鹿はこう言った。

・俺　　：『浅あさ間まの言った事、どうだったんだよ、ってさ』
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「……え？」

　浅間は、ここまでの言葉の連ねで、少し震えてしまった心を落ち着かせようとしていた。

　先にも思った通り、泰衡に告げた事は、神しん道とうにおいては禁きん忌きに近い事だ。

　事実として伝わっていて、交流役となりやすい神道の神職は、それを本業とするならば、どこかの段階で、こういった話を聞くし、その奥にある事実を察する。

　神道においても、距離を必要とする相手がおり、その距離には理由があるのだと。

　無む論ろん、それは、神道側の視点で語られるものだ。だが、実際はどのような経けい緯いがあったのか、調べる事は出来るし、教えてくれる者もいる。

　そして咎とがめの心が生まれてくる。何しろ、人を救たすけ、また、助ける事が出来、禊祓みそぎの術で整調を為なす神道が、その広まりにおいて、それ以前の勢力を潰つぶした上で成り立っているのだと、そんな事実を知る事になるからだ。

　この咎めを思うのは、いつ振りだろうか。そして、心が震えるのも、だ。

　……駄だ目めですね、私、未み熟じゆくで。

　かつて、自分が、その事実を悟さとったのは、小しよう等とう部ぶに入ってからだった。

　……あれは──。

　思う心を差し止めるように、言葉が来た。それは、喜き美みの表示枠サインフレームから音声化されて流れてくる、彼の声。かつての時と同様の、

『……アンタにとって、浅あさ間まの答えがどうだったのか、それを、教えてくれよ』
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　浅間は、震える思いを止めた。

　頼むぜ、と、馬鹿が言う声が聞こえてくる。

『──浅間は、俺達を支えてくれてんだからよ。それが、アンタから助けを引き出すために、自分トコを悪役にするような事言ったんだ。過去に何があったとか、そういうのは別に、浅間がやった訳じゃねえし、今、俺達は浅間に世話になってんだけど、──浅間、真ま面じ目めだから、自分でやっといて、ちと、そういうの考えちまうんだよ。だから、こっちの都つ合ごうに付き合わせちまってすまねえけどさ、ここは一つ──』

「あ、あの、トーリ君！」

　浅間は、慌あわてて喜美の表示枠に振り向いた。

　喜美はこちらを見ない。ただ、目を半なかば伏せた表情で、指先に表示枠を支えている。この人はいつもこうだ、と、浅間は、目の前の姉と弟の二人について思いながら、

「いいから！　私の感情は気にしなくていいから！　だって、これ、私の役目で……」

『俺はオメエの感情を気にするよ。だって、そういうのを預けられていい力を、オメエと契約したんだから。でも──』

　でも、

『オメエがそれを俺に預けてくんねえなら。俺が、その、何だ？　どうやったらいいか解わからねえし、出来ねえ率ケッコあんけど、……祓はらうしかねえだろ？』

「────」

　なあ、と、彼が泰やす衡ひらに声を掛ける。

『俺は、いい方法ってのが解らねえんだけど、だからアンタに聞くよ。……浅間が言った事、アンタには効いたのかどうか、教えてくれねえかな』

「それは……」

　泰衡が、首を傾かしげた。

「私が、武蔵むさし側との協きよう働どうを考えるかどうか、それを答えろ、と？」

「泰衡公こう」

　と、今度は正まさ純ずみが言葉を放った。

「そこの馬鹿は、感情についての事を言っている。浅間の答えの内容が正しかったかどうかではない。だから、こういうのはどうだろうか？」

　正純が、泰衡に対し、促うながしの平手を差し出した。

「浅あさ間まの言葉を聞き、もし感情が動いていたならば、それを教えて欲しい」

「え、い、いや、私は別に、その」

　どうしよう、と浅間は思った。交こう渉しようの場で、まるで、泣く子供のような扱いを受けてしまっていて、恥はずかしくもあり、足手まといになっているような気もして、でも、

　……気を遣つかわれてる。

　嬉うれしさを感じるのは、浅せん慮りよだろうか。素直だろうか。解わからないが、しかし、泰やす衡ひらはこちらに対し、わずかに眉まゆを立てて見せた。

　そして、彼女はこう告げた。

「そちら、メゲているという事は、先ほど告げた諸しよ処しよの内容において、自分達が悪であると感じながらも、それが本意では無いという事ですぞ。──反省の意がありませんな」

　場が凍った。
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　浅間は、今感じたばかりの感情を止めた。言葉も失い、

「────」

　いけない、と思った。自分の未み熟じゆくで、皆の足を引っ張ってしまった、と。

　だが、一呼吸を入れるよりも先に、言葉が来た。

　泰衡だ。彼女は、今まで通りの即断の呼吸で、次の言葉をこちらに寄よ越こす。

「それでも……、ですな」

　それでも、

「武蔵むさしという極きよく東とう勢の代表が、過去を知り、その上で私達との関係を作ろうとしているのは確かでしょうな。反省の意が無いとしても、それはそれで、短命の種族ならば過去への理解は想像でしかなく、また、それゆえに、──前向きで、強いのですから」

　更さらには、

「神しん道とう勢力の方から言葉を聞けて、正直、肩の荷が下りたのも確かです」

　泰衡が、一息をつくように、身を前に倒した。

　頭を下げたように、そう見えた。

　泰衡は何も言わない。言げん質ちもとらせない。だが、確かに、こちらに対して彼女は身を倒し、

「────」

　平然と頭が上がる。その単純な行為に浅間は安あん堵どし、

　……良かった。

　肩の荷が下りたと、言ってくれた。長ちよう寿じゆ族ぞくの長年において、それがどれほどのものか、自分には解らないのだが、

「有り難う御ご座ざいます」

　自分からも、自然と、そう言った。向こうとこちらは、お互いにとってネガな部分をもった関係だ。だが、両方がそれを知ったならば、何か変化が作れるかもしれない。

『浅あさ間ま』

　彼が、こちらに声を掛けてきた。そして、窺うかがうように、

『俺、見えてねえんだけど、何かいい感じ？　今の、いい？　いいの？』

「な、何言ってるんですか。礼の強要して。後でホライゾンに[image: ]しかられて下さい」

　でも、と浅間は思った。彼が救たすけてくれたのは確かな事だ、と。だから浅間は重ねてこう思う。先ほど感じた言葉や何もかもは、自分の中でこれからも生き続けさせよう、と。

　巫み女ことは、他人を助ける職業ではあるが、

　……私にも、気を遣つかって、救けをくれる人がいるんですね。

　彼の担当じゃなかったら、こんな事に気付かなかったかもしれない。だから、浅間は、彼の言動を映す表示枠サインフレームに視線を向け、有り難う、と、そう言いかけ、

「────」

　やめた。喜き美みが小さく笑う声が聞こえるが、それでいいと思う。今いま更さら、礼を言い合う仲では無いのだから。

　ゆえに浅間は、泰やす衡ひらに視線を向けた。何度目かとなる改めの息を吸い、

「──黎れい明めいの当時、領土争いにおいて極きよく東とう勢力を支え、聖せい譜ふ以後、帝みかどの軍ぐん勢ぜいを支えた神しん道とうは、何も忘れてはいないんですよ」

「ならば……」

　泰衡の言葉を、浅間が会え釈しやくで受け取った。

「ええ、──知識として私がいて、思案として正まさ純ずみがいて、皆がいる限り、トーリ君とホライゾンが率いる武蔵むさしは、貴女あなた達の過去に対して理解の意志を傾ける事が出来ます。

　だから、話をしませんか？　黎明の時代と、そこから生じる聖譜の時代。その中で、奥おう州しゆう勢は一体どのような事を考え、行動していたのかを」

　そうだな、と言葉を継いだのは、正純だ。彼女は、再び身を前に乗り出し、

「……どうだろうか、藤ふじ原わら・泰衡。先に求めた通り、聞かせてくれないか？　──奥州の人々が、どういった存在であるのか。その話を」
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　正純は、泰衡を視界の中央に捉とらえた。

　見み据すえる先にあるのは、平然の表情と、無言だ。

　何も言わぬ彼女を見て、しかし、正純は、彼女の願いを改めて理解した。

　……権力者に抵抗した理想国家の末まつ裔えいが、今の権力者候こう補ほに対し、まず何を案ずるのか。

　先さき程ほどからずっと、〝足りない〟と、不足の訴えを重ねていたのは、

　……自分達が、権力に抵抗する歴史を持っていた事を、露あわわにしていくか、隠かくしていくべきかを計っていたのか。

　こちらが知らぬなら、その程度の付き合いで。

　しかし、知っているのならば、根本まで晒さらす。

　ならば、今、手探りのような遣やり取とりの後に、ようやく、向こうが自分達を見せる心構えを作ったという事だ。つまり、

「……貴女あなた達が、勝者の末まつ裔えいである私達にとってどのような抵抗勢力であり、都つ合ごうが悪い存在なのか、それらも含めて聞かせて欲しい。そうでなければ、世界征せい服ふくは少々危険だ」

　言うと、不意に泰やす衡ひらが動いた。

　視線だ。それだけでこちらに注視をさせる動きをもって、彼女は言う。

「潰つぶされるならばそれもまた良しと、そのくらいには思っておりますがなあ」

「残念だが、黎れい明めいの時代の権力者も、貴女達の先祖を打ちはしたものの、潰しはしなかった。だからこそ、貴女達がいるのだからな」

「潰しておけば、極きよく東とう勢にとっては楽だったでしょうに」

「楽ではないだろう。だって、貴女達や義よし経つねの代わりを為なす人を捜すなど、至し難なんだ」

「義経公こうを巻き込まれては、否定出来ませんな」

　そして泰衡は、椅い子すに座り直す。

　さて、とわずかに迷ったようだったが、彼女はすぐに口を開く。

「では、……武蔵むさしの今後の動向の参考になるやもと思いつつ、平ひら泉いずみや奥州について、その過去の深くをお話ししましょうか」

　ええ、

「──お互いの協きよう働どうのための、コンセンサスとして、そして奥州の基礎として、遙か昔の話を、たぐって行きましょうか」
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　泰衡は、こう思った。

　……身軽になれと、そういう事ですかな。

　それは、義経が、長なが篠しのの戦いの始まりに告げた事だ。

　身軽になりに行く。自分の場合においては、

　……過去は捨てない。己おのれも捨てない。ただ──。

「抱え込んでいても、仕方ないものですしなあ」

　過去を認め、踏み込み、共有しようと言う者達が、極東の指導者候こう補ほとしてやってきたのだ。長年を生きていて、今後、このような機会は無いだろう。だから、

「話を、しましょうかな」
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　話をする。その意味を正まさ純ずみは思った。

　……こちらとのコンセンサスを、深く、取りに来ると言う事か。

　横で、浅あさ間まが安あん堵どの肩を小さく落とした。それに気付いてか、泰やす衡ひらが、

「────」

　微かすかに笑った。そんな気がした。

　いいのか、とは泰衡に問わない。今、言うべきは、

「頼む。初夏の夜だ。昔話には丁ちよう度どいい」

　ええ、と泰衡は頷うなずいた。そして、

「これは、勝者の歴史には触れられていない事。奥おう州しゆうの民たみの多くも忘れてしまった事、しかして、各所には生き、心こころ根ねと続いている、──今や奉まつろわれぬ者達の話です」

　その入口。過去を遡さかのぼる手始めとして、

「この世界が、今のルールを得た始まり。聖せい譜ふの時代の始まり、〝非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進行〟というものを。どの程度、知っていますかな？」







[image: 第四十九章『黎明の住人』]
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　東あずまは、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの後側校舎一階にある図書室にいた。

　まずは決まり事として、入口の大きな神かみ棚だなに一礼してから中に入る。と、手を繫つないで連れてきた半透とう明めいの少女が、カウンターについている図書委員を見て首を傾かしげ、

「いつものお姉ねえちゃんと違うー」

「ああ、喜き美み君は今日バイトじゃないから」

　図書委員の女子が、カウンターからこちらに乗り出して、

「御お菓か子しいるー？」

「ありがとー」

　少女がこちらの手を自ら離してそちらに向かう。が、彼女は途と中ちゆうで振り返り、

「いい？」

「いいよ」

　うんと少女が躊躇ためらい無く頷うなずき、カウンターに向かう。図書委員の女子は、このところの武蔵むさし改修のために一人番で、しかしカウンター下から飴あめやビスコッティを出しつつ、

「東とう宮ぐう様も、完全にお父とうさんですねえ」

　どう応えていいか解わからないので、苦く笑しようで奥に行くことにする。行く先は歴史のコーナー。何か適当に借りて帰るつもりだったが、ふと、気になる事が出来たのだ。

　……奥おう州しゆうについて、か。

　下の外がい交こう艦かんにて、そのことについての会議が行われている筈はずだ。

　近きん畿き地方を中心に生活していた自分にとって、奥州は不明の場所だ。帝みかどの軍ぐん勢ぜいが乱暴者達を平定した制圧地である、というのが御ご所しよなどで教えられてきた事だが、実際はそんな単純なものではないという事は自分にもよく解る。

　御所では、立場上、そんな事を教える事が出来ないだけだ。

　無む論ろん、その方針は、極きよく東とう全域にある。何な故ぜなら、極東の全土は帝の地ち脈みやく制せい御ぎよで安定した生活を出来ている。勝者である帝側の視点が流る布ふしていて当然だ。が、しかし、

「資料を自分で探るなら、いろいろ見えても来るよなあ」

　……勿もち論ろん、こんなところにある資料なんてネシンバラ君が全部読んでいるんだろうけどね。

　ネシンバラは現在、重傷らしい。どういう事かとアデーレに聞いたら、「いやあ、それがまた見事な壁へき画がでアイロンプリントなんですよ。あ、でも、壁になって守った訳じゃないですよ!?　あれは壁になってやられたというか、ええ。自分みたいに壁で壁になるというか何ですかねこの自じ虐ぎやくネタは……！」と理解不能な事を言われたが、うちの周辺が理解不能なのはいつもの事なのでつまり問題は無いのだろう。

　と、奥のコーナーに向かう途中、東は一つの光景を見た。

「……？」

　本や資料を借りに来ているまばらな人ひと影かげの向こう。一つの姿がある。

　……確か、二年の代表委員長。

　大おお久く保ぼと言ったか。春に還げん俗ぞくして戻ってきた時、新役員として資料に載っていた。武蔵むさし上の人間としては珍めずらしい二重襲しゆう名めいで、今は次期副会長を期待されていると聞いた事がある。

　彼女は、武蔵の公的資料の棚たなの前にいた。幾いくつかの資料集を引き抜いては中身を確かめ、必要ならば表示枠サインフレームにメモをとっている。

　……真ま面じ目めだ……。

　真面目っぽい、ではない。真面目だ。空気が違う。うちの人達との比較で申し訳ないけど。

　だが、大きめの資料も左腕一本で引き抜くのを見ていると、やはり二に刀とうを差している事もあり、鍛きたえているのだろうなあ、と思わされる。と、

「────」

　こちらの視線に気付いたのか、大久保が振り向いた。

　そして彼女はこちらを見て、眉まゆを上げた。慌あわてた動きで頭を下げられる。

「……！」

　図書室故ゆえ、無言の一礼。そんな彼女に対し、東あずまも急いで礼を返す。まずいなあ、と、何がまずいのか上う手まく言葉に出来ないまま、東は奥へと急いだ。

　歴史のコーナー。そこにて調べるものを手につけようと思えば、

「あれ？　三さん要よう先生」

　言葉通りの人がそこにいる。足場台を使って彼女がとっているのは、

「極きよく東とう書しよ紀き・原初編……。あの、全滅から始まるシーンが完全改かい訂ていされたやつでしたっけ」

「え？　ああ、東君？　うん、これ、そこらへんを盛り上がり重視じゃなくて史実に合わせて変わったんですよね。今は、イザナギとイザナミの結婚シーンになってて、二人が幸せに過ごし、いて、いてててて……、な、何だか心に痛みが……、来週の見合いが……、いてて」

「さ、三要先生！　保ほ身しんのために言うけど余よは何も踏み込んでないよ！」

　大声だったので、本を探している皆に睨にらまれた。二人で頭を下げた後、東は改めて、

「三要先生は、何な故ぜ、そんな本を？」

「多分、東君と同じだと思いますよ？　真ま喜き子こ先せん輩ぱいから聞きました。下で、奥おう州しゆうの代表と会議しているそうですね」

　と、三要が口を横に開いた笑みを作る。

「元皇こう族ぞくが奥州の過去を調べに来るなんて、歴史的快かい挙きよかもしれませんね」

「うーん……、そうなんでしょうか」

　実感がない。だが、同じ調べものをしている教員がいるのは心強い。

「三要先生は、奥州の歴史に詳しいですか？」

「下調べしているくらいのレベルですよ」

　苦く笑しようされるが、意味が解わからない。

「下調べって……？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──ここにあるレベルの知識が、どんなものかを調べていたんですよ。だって、皆に教えたりする時、どのくらいの事を皆が知ってるのか解わかっておかないと駄だ目めですからね。たとえば──」

　たとえば、

「原初の時代、世界を現実側と重じゆう奏そう側に分け、聖せい譜ふをも生み出した〝非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進行計画〟について、とかね」
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「〝非衰退調律進行〟……、って、歴史で習うアレよね？　うちの眼鏡めがねも言ってたヤツ。聖譜などの作成を決め、今の面めん倒どうないろいろを作った基礎の運動っていう話だけど……」

　喜き美みが、疑問の半はん目めでこちらを見てくるのを、浅あさ間まはどうしたものかと眺ながめた。

　場所は外がい交こう艦かんの中庭。椅い子すも、自分達を隠かくすようにした衝つい立たての配置も、先ほどまでの通りで、ただ、題材となる言葉が違う。

　非衰退調律進行計画。

　正確には、〝非衰退のための世界調律化の進行と計画〟だ。

　遙かな昔、この世界の在り方を決めた計画だとされている。

　大体、このあたりは、小しよう等とう部ぶでは神話として、中ちゆう等とう部ぶでは知識として、高こう等とう部ぶでは一年あたりで歴史として習う。それまでの国語や現げん国こくでも、物語として習うものだが、

　……いろいろな事があり過ぎて、包ほう括かつ的な〝計画〟より、個々の部分が目立ってしまっているんですよね。

　幾いくつもの事が連動しているため、一つを成立させようとすると他の事も説明していかねばならず、数珠じゆず繫つなぎに全部説明しなければならなくなっていく。そしてそれを終える頃には元々の事を忘れてしまっている、というのが常だ。世界全体に関わる事だから、仕方ないと言えば仕方ないのだが。しかし、

「ええとですね。喜美に解りやすく言うと──」

「フフフ、五文字よ！　五文字以内!!」

「ごめん無理」

　くー、と馬鹿姉あねは笑みで仰のけ反ぞり、

「流石さすがね浅間！　諦あきらめマッハだけど素す敵てきよ！　やれば出来るじゃない!!」

　何だか凄すごく負けた気がします。

　ただ、一つ確かな事がある。

「……今の世界のスタートは、非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進行にて生じたものなんですよね」

　浅あさ間まは知っている。神社に本職として勤める者ならば、誰でも習う事だ。天にて神々が争っていた神かみ代よが終わり、そしてこの星に下りてきて人の現げん世せが始まろうとしていた、そんな時代に、この世界の取り決めがあった事を。

　それは、と思った時だ。泰やす衡ひらが、ふと、前を、こちらを見た。

　……え？

　皆が気付き、しかし、自分達が見られているのではないと悟さとった。彼女の視線はこちらの背後に向いている。そこにあるのは、

「衝つい立たて……」

　この会議を、なるべく外から見えないようにと並べ囲んだ衝立だ。その表おもてには、昨今の流行として絵が描かれているのだが、描写の内容は、

「黎れい明めいの時代。今では神話で伝えられる物事……」

　その内容が、衝立ごとに、やはり物語風ふうに描かれていた。

　メジャーな内容ゆえ、教科書や絵本でも見る事が出来るものだ。衝立の一枚一枚に描かれているのも、そのレベルのシンボル的なものでしかない。だが、

「奥おう州しゆうや関かん東とうでは、このネタ、三み河かわや関かん西さいよりもメジャーでしてな。どこででも見かける事が出来るネタなのですな」

　泰衡が、ゆっくりと言葉を続けた。

「何な故ぜなら、──過去にあった事を機き軸じくに、しかし聖せい連れんという存在が大きくなっていった関西や近きん畿き近辺とは違い、関東や奥州は、聖連の影えい響きようも薄く、……過去の黎明にあった事が未だに強く残っているわけですなあ」

　さて、と彼女がこちらを見た。

「久し振りに、過去の物語を聞いてみたいものですぞ。……その理解度と試し如何いかんで、こちらの教える内容も変わりましょうからな」
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「成なる程ほどねえ……」

　とナルゼは、マルゴットと共に、場の流れを見ながら、衝立を寄せて並べ直しに掛かる。

　……過去の、黎明の時代、か。

　人が天から下りてきて以降、聖譜以前まで、とされる時代の事だ。

　昔話や物語として、今でも小説草ぞう紙しや漫画、ゲームの題材にもなるものだが、その実際を見ていた者など、もはや何ど処こにもいない。

　だが、奥州の入口、平ひら泉いずみの住人達は長ちよう寿じゆ族ぞくが基本であり、

「未だ、その時代に起きた事を語り継ぎ、自分達の信条としている訳ね」

「そういう事ですな。……正しくは、奥おう州しゆうの根本に、それがあるのです」

　随ずい分ぶんと自信過か剰じような物言いだわ、と衝つい立たてを動かしながらナルゼは思う。そして、鋭く目を細めた上で、問うてみる。

「伊だ達てや最上もがみは、アンタ達の過去なんて忘れてるんでしょ？　だとしたら、アンタ達の先せん輩ぱい風かぜなんて、単なるストーカーでしかないわよ？」

「忘れられていても構いませんな。ただ、……伊達にしろ、最上にしろ、そして一部の上越露西亜スヴイエート・ルーシや関かん東とう諸勢力には、一つの意思が伝わり、生きているのは確かです」

「意思？」

「──抵抗の意思です」

　即答に、無感情と平然をナルゼは感じた。

　絵として表現するならば、目の前に壁が落ちてきて、遮しや断だんされた感覚だ。

　……へえ。

　絶対の自じ負ふ、というものだろう。

「ガっちゃん」

　向かい側、衝立を支えていたマルゴットがこちらに声を飛ばしてくる。何事かと見れば、自分達の運ぶ衝立が今までの並びからズレている。

「これ、これ、踏み込みすぎ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、引き戻さないとね」

　頷うなずき、足を戻しながら、ナルゼは正まさ純ずみと浅あさ間まに視線を振った。

　あのさ、と前置きして、

「一応、再々確認くらいで聞いておくけど、何な故ぜ、ここまで奥州に気を遣つかうの？」

「あの、ナルゼ？　解わかった上で聞いていると思いますけど、──私達と泰やす平ひらさんは、同じ立場にいないんですよ」

　いいですか、と浅間が、先さき程ほどまでとは違い、気を緩くした顔で言う。彼女は、ハナミに表示枠サインフレームを出させ、歴史年ねん表ぴようを表ひよう示じさせると、一気に先せん史し時代まで表を回した。

　最後に表ひよう示じされるのは、紀き元げん前一万年前後。しかし、

「歴史再さい現げんで、この時代については圧あつ縮しゆく状態で行っています。ただ、こう言った圧縮部分の歴史再現も含め、私達の社会は、聖せい譜ふの歴史の上に成り立っています。が、それゆえ、私達が住む社会は、聖譜に記しるされた勝者の側の歴史と解かい釈しやくで出来る、そんな社会でもあるんです」

　しかし、

「泰衡さんは、聖譜以前の抵抗者の血ち筋すじ。つまり、──聖譜が生じていく流れにおいて、権力に逆らった敗者の側の人なんです」

「勝ったら勝ったで、体てい裁さいや過去に気を遣つかわないといけない訳ね」

　苦く笑しようすると、浅間も苦笑した。そして、彼女はややあってから、

「言っておきますけど、──神しん道とうにおいては、恥はじるものは何も無いです」

「でしょうね」

　ナルゼは頷うなずいた。

　勝者はそれでいいと、そう思う。だから、恐れずにナルゼは言った。

「魔女テクノヘクセンの私も、そう思うわ」

　言って、笑みを送ると、浅あさ間まも、微笑を改めて頷きを返してきた。

　……いい顔だわ。

　今の表情、どういうシーンで描いてやろうかと思いつつ、ナルゼは衝つい立たての背の方を確認する。遮さえぎった向こう、艦かん尾び側は、薄うす霧ぎりで見えなくなっている。向かいのマルゴットも、安全を確認した上でこちらに笑みの手を挙げた。

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　返答して、ナルゼは視線を衝立の表おもてに戻す。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちょっとこれ、八枚。並べ直したの、見てくれる？」





●






　ナルゼが、ナイトと共に衝立を置いたのは艦尾側。自分達と泰やす衡ひらの横に、全てが見えるように並べた形だ。

　……懐なつかしい物語だわ。

　列を作る衝立の数は八枚。描かれた絵は、左から右に、


　一、……空から落ちる流れ星の雨と、それを見上げる人々。

　二、……巨大な森の中に暴れる竜りゆうや大たい獣じゆう達と、抗あらがう人々。

　三、……戦い合い、滅ぼし合う人々。

　四、……話し合い、妥だ協きようし合う人々。

　五、……地下へと向かう人々。

　六、……位相の地へ作られていくもう一つの神しん州しゆうとそれを見る人々。

　七、……別れ、立ち去る人々。

　八、……天から彼らを常に支える、──聖せい譜ふ。



　典型的な黎れい明めいの物語だわね、とナルゼは思う。歴史再さい現げんにおける、あらゆる神話の再現よりも前にある、再現以前、聖譜以前の黎明の物語。

　ナルゼも、武蔵むさしに来る前、家族から昔話として聞かされてきた記き憶おくがある。

　魔女の技術は、この時代に大いに発展し、各国に形を変えて受け継がれていったのだと。

　……歴史再現よりも前の時代、か。

　思いつつ、衝立の傍そばに立ったナルゼは浅間を見た。

　黎明の時代。そこに触れる事の出来る神職の声が、一枚目の流れ星の絵に向く。

「──まず、神々が人としてこの星に下りてきた時、ですね」

　ナルゼは聞いた。かつて、自分が両親から聞いたのと、同様の物語を。
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　浅あさ間まは、衝つい立たての一枚目の絵を見ながら、その内容を告げる。

　……空から落ちる流れ星の雨と、それを見上げる人々。

「かつての、黎れい明めいの時代」

　一息を入れ、

「地上に降りた神々は、何らかの理由でほとんどの力を失っていました。当時はそこそこの術じゆつ式しきしか使えないか、……神々の時代の遺い産さんは、劣化か崩ほう壊かいか、使用回数が制限されたような、そんな状態だったと言われています」

　ふむ、と泰やす衡ひらが頷うなずいた。

「だが、人々は困ったことに気付いたわけですなあ」

「ええ、……かつて人々がこの星から離れたのは、この星の環かん境きようが悪化したからですが、その修復を行う環境神しん群ぐんが、本ほん拠きよとしていたここ極きよく東とう以外を、二度と壊こわれないようにと過か剰じよう修復していたからです」

　こちらが送った会え釈しやくに応じて、ナルゼが二枚目の衝立を術式で照らした。

　巨大な森の中に暴れる竜りゆうや大たい獣じゆう達に対し、抗あらがう人々がそこにいる。だが、

　……敵かなわなかったんですよね。

　力を失った人々は、無き力を補ほ塡てんする技も術式も未発達で、抗う事が出来なかった。

　自分達に置き換えて言えば、戦せん闘とう能力の無い状態で各国に立ち向かうようなものだ。

　……今だったら、どうか、という意見もありますけど。

　当時、神しん州しゆう極東から外へと出て行った人類は、悉ことごとく壊かい滅めつしたのだ。
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　三さん要ようは、図書室の奥にあるテーブルを一つ借り切る形で、東あずまや、興味深げに寄ってきた生徒達に講義を開始していた。

　題材にしているのは、歴史再さい現げん以前の時代、黎明の時代の事だ。

　神職が担当するのが基礎の、物語と言える過去の話ではあるが、

「神職の他、これを語る事の出来る職業が一つだけ存在します。──教員ですね」

　笑みで皆に言い、三要は手元にある絵本をめくった。

　黎明の時代を描いた、子供向けの絵本だ。だが、左横、椅い子すに座っている半はん透とう明めいの少女が、

「こわーい」

　という意味もよく解わかる。そこに描いてあるのは、簡かん略りやくの絵ではあるが、確かに、巨大な森林や、豪ごう雪せつ地帯で竜りゆうや大たい獣じゆう達との戦せん闘とうを行い、しかし劣勢となっている人々の姿だったからだ。

　三さん要ようは、その絵を見て、笑みが苦く笑しように変わったのを自覚する。

　……仕方ないですよね。簡かん略りやくの絵でも、何が起きるかは想像出来ますから。

「勿もち論ろん、これは生せい還かんした人達の話を元に……、更さらには伝でん承しようを基礎として描かれた想像図です。今は開かい拓たく技術の進歩によって立場も変わってきてますよ。

　実際、三征西班牙トレス・エスパニアや葡萄牙ポルトガルは、重じゆう奏そう領りよう域いきの開拓研究を殆ほとんど終えて、英国イギリスや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズともども、……ええ、失敗を繰り返しながらも開拓団を実際の新大陸に〝門〟を通じて送り出しています」

　だが、実際、未だに現状は、〝緩かん和わ〟したが、大おお枠わくは変わっていないとも聞く。

　原因は簡単だ。

「外の過か酷こく環かん境きようが、想像以上のものだからですね」

　一息をいれ、ただただ、三要は事実を告げる。

「砂漠は灼しやく熱ねつに、雪山は極ごつ寒かんに、森は背せ丈たけ百メートルを超える大密みつ林りんになり、風は全てを吹き飛ばして巻き上げる大風になり、竜や大獣が闊かつ歩ぽする。……言い換えると、いろいろなスケールが神々仕様の世界になっていたとも言えるわけです」

　そして、と三要は言葉を繫つなげた。

「人々は開拓団を幾いく度ども出しましたが、失敗しました。ろくな航こう空くう船も飛ばせなくなっていた事もありましたが、過酷環境下に行く事は出来ても、神々の時代のジオフォーム技術の大半が失われた以上、定住と発展が出来なかったからです」
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　その通り、と泰やす衡ひらが言うのを、浅あさ間まは聞いた。

「そうですなあ。……行っても住まねばならぬ。住んでも産まねばならぬ。産んでも育てねばならず、そして、育てても受け継がせ、繰り返さねばならぬのですなあ。──そして、これだけのサイクルを安定して行い、一度も寸断させてはならない。

　……黎れい明めいの時代の過酷環境化では、よくても〝産む〟ところまでだったと聞きますぞ」

「フフ、エロい事やったまでは到達したのね……」

・あさま：『ちょ、ちょっと、会議中！　会議中！　こっちで話して下さい！』

・俺　　：『え？　こっち!?　今、こっちでエロい話が進んでんの!?』

・副会長：『してないよ！　来んなよ！　何いきなり飛び込んで来てんだよ！』

・俺　　：『オ、オメエは……、俺は一応生徒会長であってだなあ……、え？　何ホライゾン、こっち来い？　さっきの浅間の分も含めて歯を食いしばれ？　一いつ瞬しゆん？　何それ美う味まいの？』


《俺様の通つう神しんが寸断されました。衝しよう撃げきの可能性が七割五分あります。承しよう認にんしますか》



　皆が無言で承認を押した。

・あさま：『あー、すいません。一応、回線自体は開いているので、朝の会議に出た人達は、こっちが送った通神文メールに書いた設定を打ち込んでれば参加出来ます』

　心強くなるといいんですが、と思いながら、浅あさ間まは幾いく人にんかが入ってきたのを確認。彼らにこれまでのログと、その圧あつ縮しゆく版をハナミに作らせて送る。

・ハナミ：『平ひら泉いずみの泰やす衡ひらさんが黎れい明めいの時代の恨うらみがあるから明日以降協力するかどうかツンデレで、実はまだ正まさ純ずみさんが戦争撤てつ回かいしてないけど黎明の時代の解説入っちゃったの──』

・いんび：『これはまた解わかりやすいね!!』

・労働者：『待て、何だ戦争とは』

・○べ屋：『解りやすいよね!!』

・副会長：『悪かったな！　ああ、悪かったさあ！』

・ウキー：『というか、先ほどの黎明の話の全滅シナリオ、いつ聞いてもダウナー系ではあるな。エロゲだったら、子供が産まれてハッピーエンドの後、スタッフロールの終わりに〝後に彼らの●●村は村民全員が武ぶ将しようだったので悶もん死しで全滅した〟とか書かれるパターンでトラウマだろう。追加シナリオの黒くろ盤ばん買わせるいい商売だな』

・金マル：『武将って凄すごいねえ』

・ウキー：『ちなみに今のは三さん国ごくものの〝ごかんしよ？〟のネタバレなんだがな。点てん蔵ぞうが協力せんので、先ほどようやくクリア出来たばかりだ』

　すいません、私、それのアペンドを毒どく味み中なんですが、流れは踏とう襲しゆうするんですかやはり。

「ええと」

　浅間は一つ、咳せき払ばらいする。泰衡を見て、

「話進めていいですか？」

「どうぞ」

　怒ってる気がするのは気のせいだろうか。ともあれ、

「そんなわけで、人々は極きよく東とうに閉じ込められたわけですが、問題が発生しました。

　開かい拓たく団を出す時に、血ち筋すじを分ぶん析せきし、自分達がどの領土の出身者を祖先としていたかを割り出したのですが、……外に出る事が出来なくなった極東上においては、人口が過か密みつになりつつあり、各国がそれぞれの勢力に分かれて領土戦争を始めたんです」

　三つ目の衝つい立たてだ。

　……戦い合い、滅ぼし合う人々。

　その結果は、皆も聞いた事があるだろう。

「当時の術じゆつ式しきと、幾いくつかの技術が使用された結果、二週間で人口は半減。

　更さらには、その戦争でまた多くの技術が失われ、大だい規模な術式も失われ、……極東上での生活すら厳きびしい時代になってしまったんです」
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「そこで人々は、流石さすがにこりゃマズいと気付きまして、集まり、話し合った訳です。この話し合いが何の始まりか、東あずま君、知ってますよね？」

〝会議中〟の札を貼はった図書室奥。勉強用のテーブルを一つ占せん領りようして、東は三さん要ようの講義を受けていた。

　聞かされている内容は、還げん俗ぞくの際に御ご所しよで教育された事と同じだ。よく考えたらあれも教員連れん盟めいから派は遣けんされた先生の講義だったと、そんな事を思いながら東は答える。

「……その黎れい明めいの話し合いが、後の聖せい連れんの始まりだと言われてます」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。さすが、知ってますねえ」

　三要は笑みで頷うなずき、しかし、笑みの形をやや横に広げる。

　に、という小さな息を発し、彼女は言う。

「勿もち論ろん、実際はどうか解わかりませんがね」

「えっ」

「だって、当時の在ぞん命めい者はいませんから。無む論ろん、そうであった確度は高いし、そうであって問題はないんですが、……歴史としては、そういう〝物語〟を扱っている事を注意して下さいね？　ファンタジーと歴史の区別が付きにくくても、時代区分としては、もはやこの時代は前者の時代です」

　でも、と彼女は周囲の皆を見渡す。

「……その時の話し合いで、幾いくつかの事が決まりました。

　第一は、絶対に人類を滅ぼさず、保護し、存続させる力を得る事。

　──これは、聖連や、聖せい譜ふなど始めとする装備の事であり、全体のモットーですね。

　第二は、環かん境きよう神しん群ぐんとの対話を通じ、世界の激化を止める事。

　──これは、地下深くにいる環境神群に〝七百人隊〟という探たん検けん隊たいが派は遣けんされ、多大な犠ぎ牲せいとともに果たされました。

　第三は、外界の激化環境への対応と克こく服ふく、人口増加への対応として、この極きよく東とうをコピーした重じゆう奏そう神しん州しゆうを位い相そう空くう間かんに作る事。

　──これは、第二にて対話した環境神群の手伝いもあり、地ち脈みやくで作られた位相空間……、つまり格かく納のう空間に、世界各地と地脈で結ばれた重奏神州が作られました。重奏神州は極東と同じ形をしていますが、神州世界対応の例の通りに各地の環境を再現。極東以外の人々は、位相世界の重奏神州に移住しつつ、自分達が将来開かい拓たくして住むべき激化環境の克服技術を培つちかっていったわけです。

　そして第四が……」

　東は知っている。

　三さん要ようもその事を理解しているのだろう。こちらに会え釈しやくの促うながしを送ってきた。

　だから東あずまは、背せ筋すじを伸ばして答えた。

「第四は、争いによって滅びる事を理解した人々が、再び安全に、滅びる事なく発展するための共通マニュアルを求めた事です。つまり、──それが聖せい譜ふです」

　そうですね、と三要が笑みを作った。

「人々がかつて神として天に昇った歴史。それを繰り返すならば、滅びる事なく、安全に発展が出来る。……戦争の歴史も、談だん合ごうや解かい釈しやくで上う手まく乗り切っていけばいい。天上で戦争し、地上でも戦争し、幾いく度どと滅び掛けた人々は、疲れていたのかも知れません。だから、重じゆう奏そう神しん州しゆうでの開かい拓たくペースの基準にもなるため、聖譜を作り出し、それを全ての勢力の〝平へい穏おんと発展の基本ルール〟としました」

　この四つを、何と言うか。

「──非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進行」

　その意味は、明確だ。

「第一から第四までを総合し、当時は〝運命を補強し、滅びぬ運命を手にしていく事〟を最大目的としていたそうです。

　乱れ、どう鳴らしても途と中ちゆうで滅び消えてしまいそうな人類の運命を、重奏世界や、聖譜という古きよき歴史の譜ふ面めんに従って調律し直す。その譜面の進行を、そう呼び、今に続いているわけです。

　だから私達は〝奏そう者しや〟であり、襲しゆう名めい者を機き軸じくに歴史を再現していくのです」





●






　さて、と泰やす衡ひらが前置きをした。

「非衰退調律進行が始まり、世界各国は重奏世界にて自分達の領土を生み、住まう歴史を再現し始めたわけですな。しかし現げん世せ側の極きよく東とうでは、重奏世界を支える技術を確立するため、先に歴史再さい現げんを進めて、それらの技術を解かい釈しやくで確保する必要がありました。

　理由があるとはいえ、強ごう引いんとも言える先行でしたが、それを可能としたのは……」

　横、喜き美みがボタンのエア早押しをするのに合わせ、浅あさ間まは応じた。

「帝みかどがいたからこそ、ですね」

　浅間は、喜美が両の親指を上げて見せるのを無視して、襟えりを正しながら答える。

「──極東側では、既すでに非衰退調律進行のために専用組織などを作っていましたし、環かん境きよう神しん群ぐんとの交流を持つため、神格化した不老者である帝が存在したと言われています。

　だから、極東側の帝陣じんには奈な良ら時代前後からの記き述じゆつから始まる聖譜の抄しよう本ほんが預けられ、歴史再現は諸しよ処しよの技術が確立出来た奈良時代近辺から、となり、他国の再現が追いつくまで待ったわけです」

　京きようの都みやこの中央。御ご所しよと呼ばれる要よう塞さいの奥に、帝みかどはいると言う。現あら人ひと神がみである不老者の帝は、環かん境きよう神しん群ぐん経けい由ゆで地ち脈みやくを操そう作さする事を役目としており、また、極きよく東とうの神社組織の長ちようでもある。

　各国が、極東の完全支配に二の足を踏むのも、それでいて極東を警けい戒かいするのも、帝の存在による部分が大きい。だから、極東の通つう神しんや運輸などのインフラに関わり、各国との窓口になりやすい神しん道とう関係者は、帝を中心とした神社勢力や、その歴史について学ぶわけだが、

「泰やす衡ひらさんの御先祖は、その時代に、重じゆう奏そう世界に渡った訳ですね？」

「そのようですな。我らの先せん達だつは、北方に渡る人々の支援のために、彼らと共にやはり重奏世界の北方に渡ったのですな」

　成なる程ほど、と浅あさ間まが頷うなずいた時だ。

「ちょっと待つさね。疑問したい事があるさ」

　直なお政まさが義ぎ腕わんの右腕を上げた。彼女は、少々酒が残っているのか、色の着いた頰ほおのままで、しかし確かにこう言った。

「平ひら泉いずみ代表、アンタ、今、北方に渡る人々の支援と言ったさね？　だけど聞いてみたいさ、当時、黎れい明めいの時代に、アンタ達が出来た〝支援〟って何さ？　外界では各国の連れん中ちゆうだってろくに開かい拓たく地での生活が出来なかったのに、その再現である重奏領りよう域いきの北方行きを〝支援〟出来るってのは、どういう事さね？　……一体、どんな手段でそれを行ったんさね」

　直政は、首を傾かしげる。

「共に行った、ってだけなら、共倒れもあり得るさ。しかしアンタ達は、種族として存続している。全く、……一体どういう仕掛けをしたんさね？」
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　いい質問ですな、と泰衡は内心で感かん嘆たんした。

　問うてきたのは武蔵むさしの第六特とく務む。人種的には関かん東とう、清しん武たけ田だの出身だろう。肌はだの色から言って南部方面の人間だと思われるが、南であっても山側の重奏領域は冬場に豪ごう雪せつ地帯となる。

　だが、と泰衡は思った。

「それについては逆に問いかけましょう。貴女あなた達は既すでに答えを知っているのですから」

　え？　という顔を、武蔵の代表達がする。しかし構う事はない。泰衡は内心で試しの笑みを得ながら、問いかけた。

「私達は、一体、何をもって重奏領域の〝北方〟を支援したんでしょうなあ」
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・ホラ子：『さあ、誰か、白はく状じようしましょう。素直に言えばホライゾンは怒りません』

・俺　　：『よし！　この前、青雷亭ブルーサンダーでスプーン落としたのはワザとなんだなコレが』


《俺様の通つう神しんが寸断されました。衝しよう撃げきの可能性が八割七分あります。承しよう認にんしますか》



・ホラ子：『──面めん倒どうなので、どなたかアタリを引ける方、いらっしゃいますか』

・金マル：『バラやんがいれば喜き々きとして答えてたんじゃないかなコレ』

・十ＺＯ：『関かん東とう、奥おう州しゆう系の御ご仁じんなら、知っておられるのでは？　もしくは、我知らずとその知識を持っているとか』

・義　　：『すまんが聞いた事も無い。里さと見みにも長ちよう寿じゆ族ぞくは多いが、奥州を出て行った派だからなあ……。黎れい明めいの時代についての知識は貴き様さまらとさほど変わらん』

・労働者：『こちらも残念ながら思い当たるものが無い』

・銀　狼：『私の方も、現当主達の事を学んではいますが、過去の事となると……。でも、IZUMOで義よし経つね公こうと話した時、そういう情報は得ていませんの？』

・俺　　：『ここは、──ちょんまげしかねえな』

・ホラ子：『奇き遇ぐうですねトーリ様。ホライゾンも同じ事を考えていました。ちょんまげ、それは乗せるだけで相手がデレる不ふ思し議ぎな行い……』

・賢姉様：『……ええ、二人とも、私も今、それを思ったわ。恐らく黎明の時代、極ごつ寒かんの地で、人々は寒さを凌しのぐためにお互いにちょんまげして暖めあったのよ。ほら、関かん東とうには道どう祖そ神じんの変形として御お地じ蔵ぞう様多いけど、あれはきっとシングルでもマゲれるように定置したのよ！』

・あさま：『凍とう傷しようになりますし、全ての地蔵尊そんに土ど下げ座ざしなさい喜き美み。──というか正まさ純ずみ、正純も結けつ構こう義経公と話した機会を得てましたけど、何か思い当たる事はありますか？』

・副会長：『ああ、うん、天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんだろ、多分』

・約全員：『あっさり出るならすぐ答えろよ!!』
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　タイミングってものがあるんだよー、と正純は一息を付いた。

　ただ、思い当たるものとしては、それ位しかない。

　だから正純は、泰やす衡ひらと視線を合わせて言う。

「天津乞神霊教導院。義経が教えてくれた、最古の教導院だ」

　その名称は、公こう主しゆ隠かくしの手がかりとして、聞いたもの。

「黎明の時代が終わった時、恐らく激げき戦せん地だった奥州には、安定のため、帝みかどの勢力からなる組織が常じよう駐ちゆうする事になった筈はずだ。それはきっと、重じゆう奏そう神しん州しゆうの開かい拓たくに力を貸すものでもあったのではないか？　推測だが、違うだろうか？」
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　ナルゼは、声を聞いた。

　笑い声だ。それも、泰衡の、空を見て発される三日月みかづきの口の哄こう笑しようだ。

　……どういう事？

　何な故ぜ、今の話で笑いが？　という疑問に、横のマルゴットが頷うなずいた。彼女は頭のあたりに指先をもってきて円を重ねて描いて見せ、確かに自分もそんな気がするのだが、

「何が可笑おかしいの？」

「いや、……久しぶりに聞きましたものでな。その名前を」

「……つまり、その教きよう導どう院いんは、実在したのだな？」

　正まさ純ずみの問いかけに、さあて、と泰やす衡ひらは身を一つ翻ひるがえした。

「なかなか面白いところまで踏み込んで来られる。そして──」

　そして、

「奥おう州しゆうを知るコンセンサスとしては、そのあたりが貴女あなた達の知識の限界と、そう捉とらえても良いのでしょうな。無む論ろん、私達とて、先せん達だつからの口く伝でんばかりの領りよう域いきとなりますが」

「どうする？」

　と問うたのは、正純だ。

「奥州と武蔵むさしの話し合いの前ぜん哨しようとして、こちら側が奥州に対して知る限りの事、推測出来る限りの事は述べたと思う。ここから先、今の私達だけではどうにもならん。だから──」

「これ以上、奥州について貴女達武蔵勢が知りたいというならば、私から話をしなければなりませんな」

「話せるか？」

　問いかけに対し、泰衡が平然の動きを取った。腰を上げたのだ。

　立ち去るという、そんな動きだった。だが、

「今、話すのはやめましょう。ここから先の話は、黎れい明めいの時代を過ぎたものとなりますからな。……今日は、黎明の時代、奥州が極きよく東とうを敵とした話にとどめておいた方がいいかと」
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「Ｊｕｄジヤツジ．、了りよう解かいだ」

　正純は、泰衡に頷きを送った。そして、確かめておくべき事を、問うた。

「奥州の〝抵抗〟の歴史について、私達はコンセンサスをとれたか？」

「同じ知識を得た、とは思います。それも、私の口からではなく、そちら、……神しん道とう勢力の代表が、勝者からの視点を理解の上で述べる、という形で」

　ええ、と泰衡が言った。口くちの端はに小さな笑みを作って、

「正直、恨うらみ辛つらみなど、先達への感情移入も含めて、我が事のように言い募つのり掛けもします」

　ただ、と彼女は言葉を続けた。

「私達は、先達では無い。そして、私はこうも思っていますよ。──先達は、私達を敗者の子にせぬために、重じゆう奏そう神しん州しゆうへの支援に乗り込んだのではないか、と」

「……確かに。重奏神州の過か酷こく環かん境きよう下かを勝ち抜き、奥州を支えてきた貴女の一族は、勝者だ」

「そう。……そして黎れい明めいの勝者」

　泰やす衡ひらが、浅あさ間まに視線を向けた。対する浅間が、膝ひざを揃そろえて、

「……何でしょう？」

「ええ、黎明の勝者。先ほど、自分達の歴史が勝者のものであるという気き遣づかいの上で、いろいろと述べられましたな？　しかし、──今後はもう、その気遣いをお止めなさい」

「────」

「貴女あなた達は勝者。しかし、それが私達に気を遣うなら、私達は敗者となる。……私達の先せん達だつは、黎明の時代に敗れましたが、その後まで敗者では無かったのですから。だから──」

　はい、と浅間が頷うなずいた。彼女は肩から力を抜き、

「──いろいろありますけど、これからは、共に勝者になれるといいと、そう思います。

　奥おう州しゆう平ひら泉いずみは、どうですか？」

「元より。──勝てるならば、文句はないですな。だから──」

　泰衡がこちらを見た。

「明日の臨りん時じ生徒総そう会かい。勝ちなさいな、武蔵むさし副会長。……奥州はもはや負けるつもりはありません。貴女達が勝つというなら、それに乗じて行きましょうか。これが私達の提示するコンセンサスです。──奥州と、極きよく東とうが、共に勝つ事。それだけですな」

「……武蔵で、いいのか？」

　一応、問うてみる。すると、泰衡が平然の表情を作った。薄く開く口から聞こえるのは、

「……目的は大罪武装ロイズモイ・オプロの回収と末まつ世せの解決。手段は世界征せい服ふく。しかし、手段においては、我ら奥州や平泉の過去を理解し、考こう慮りよもすると、政治のみならず、神しん道とう勢力からも話を聞く事が出来ました」

　それは、

「〝運命を補強し、滅びぬ運命を手にしていく事〟。非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進行の目的と、ズレるものでは無いでしょう。私達が否定する意味もありませんな。それに、いずれにしろ、最後に私達は勝っている。それが長ちよう寿じゆ族ぞくのあり方だと、先達は私達の今で示しているのですな」

　言って、彼女は表情を変えた。

「明日の臨時生徒総会。その勝算は──」

「言った通りだ。私達も大おお久く保ぼ一派も、目的は同じだ。最短の手段も理解していると信じている。勝った負けた、ではなく、全ては元の流れに戻るだけだ」

「では、──信じましょうか」

　重い言葉だと、正まさ純ずみはそう感じた。かつての時代、裏切られても信じて殉じゆんじた者達の末まつ裔えいが、それをこちらに向けようとしているのだ。だから、

「明日、全てを元の流れに戻していく。そうしたら──」

「ええ、黎明以後の話。私達の先達が敗者ではなく、勝者となって行く過程の話をしましょう。過去のコンセンサスではなく、過去から今に繫つながる奥おう州しゆうのコンセンサスとして……」

　ええ。

「天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんについて、知る限りの事を伝えましょう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。周囲に、霧きりが満ちてきているのに気付きつつ、

「……元の流れに全てを戻す意味が、出てきたという事だな」

「お互いの楽しみを共有出来るというのも、また一いつ興きよう。……義よし経つね公こうには、至らぬ世話を掛けっぱなしですな」

　言う泰やす衡ひらの影が、霧に消えた。
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　音もなく、いきなりの消え方。彼女らしい、そんな風ふうに思わせる立ち去りだった。

　ひとまずの交こう渉しようが終わったのだと、そのことに気付き、皆が一息を大きくつく。が、

「……？」

　正純は、通つう神しん用の術じゆつ式しき陣じんが新たに展開しているのを見た。送り元は武蔵むさしから。有あり明あけ内部で何かがあったのかと思えば、浅あさ間まが慌あわてた動きで顔を上げる。

「あの、行方ゆくえ知れずになっていた二ふた代よが見つかりました！　それも、……青せい雷らい亭てい！　BLUETHUNDERの方です！」







[image: 第五十章『狭所の休憩者』]
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　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの図書室は、夜だというのに声で溢あふれていた。

　既すでに皆、奥のテーブルにいる三さん要ようと東あずまを囲むようにして、奥おう州しゆうの歴史や地理を中心とした雑学話に興きようじている。

　生徒達の中には、元々が奥州や関かん東とう、上越露西亜スヴイエート・ルーシから流れてきた者もおり、かつての地元話題が出る事も有れば、友人や隣りん人じんのいきさつを初めて聞く者も出る。

　そんな光景を、やや離れたところから見るのは、深夜の暇ひま潰つぶしに本を借りに来た者達や、

「…………」

　大おお久く保ぼも、その一人だった。

　本ほん棚だな二つ離れた位置で、彼女は加か納のうからの通つう神しん報告を得ながら、三要達の話を聞いている。

　顔横の表示枠サインフレームから届く加納の声は、

『御お嬢じよう様、副長の位置を捉とらえました。地形送ります』

『……青雷亭ブルーサンダー？　多た摩まの方、となると、総そう長ちようの家人のパン屋やな』

『Ｊｕｄジヤツジ．、現場に近い者がおりますので、急ぎ、向かわせます』

『Ｊｕｄ．、的確に頼むで。前回みたいな事は許されんのや。しっかりしてな？』

　小さな声で告げて、大久保は、表示枠を消した。

　一息を入れ、彼女は、目の前の本に手を掛ける。

〝太たい鼓こ記き〟。商人上がりの鼓つづみドラマーHIDE吉よしが下げ克こく上じようで成り上がって行くフィクションだ。連続刊かん行こう中だが、大好きな先せん輩ぱいNOB長ながのステージ雪駄せつたをクンクンなめなめしているのを咎とがめられ、懐ふところに入れて温めていたと獄ごく門もんされながら言い張り通す三巻目が借りられたままだ。

　……同様タイトルも多いから、借りられっぱなしでも気付かれんのやろな。

　と、向こうで笑いが起き、ふと、大久保は、手を掛けた本を抜き、

「────」

　戻した方がいいだろうか。どうだろうか。

　何しろ、資料はもう充分調べた。だから今、手にしているこの本を借りる気は無いのだ。ただ、こうしていると、ここにいても違い和わ感が無いと、そんなつもりで本を手に掛けている。

　何な故ぜここにいるのかと言えば、今はただ、耳に聞こえる皆の議論や雑学話題が、

　……ええなあ。

　このところ、行動を起こす事が自分の中で先行していて、落ち着いた時間をとれなかった。各委員会関係の役やく職しよく者しやと会う事ばかりで、そこには駆かけ引ひきや、気き遣づかいなどがあり続け、

「だからさ、こう、雪が三十メートルくらい余よ裕ゆうで積もって、教導院が埋まるんだよ」

「それで潰つぶれないの？　屋上とか、どんな構造になってるの？」

「上越露西亜の、露西亜ロシア側に主を置く校舎はタマネギみてえな塔とうとドーム屋根だから関係ねえんだ。俺達の方が、屋上は平たいからさ、雪が降ってくると選抜された連れん中ちゆうが屋上に熱源術じゆつ式しき置いて雪溶かして、ってのを定期的に続ける訳だ。急ぎだとスコップ部隊の出しゆつ陣じんな」

　こんな雑談は、しばらく聞いた憶おぼえがない。

　時とき折おり聞こえる笑い話に、ふと、一いつ緒しよになっている錯さつ覚かくを得て、笑みを作りそうになる。

　……せやけど、無理やなあ。

　今、誰にも気付かれていないか、気にされていない自分が、あの輪の中に入って、浮いてしまうと考えるのは、自意識過か剰じようだろうか。

　どうなのだろう。

　ただ思うのは、あの輪を作っている皆は、自分よりも、先せん輩ぱい達の方を知っているのだ。同じクラスの人であっても、言葉少ない自分よりも、登下校で全ぜん裸らだったり女じよ装そうだったり両方だったりする総そう長ちようや、男だん装そうの副会長を──。

　……な、何でうちの上役は、衣い装しようネタ多いん？

　新発見だ。明日、糾きゆう弾だんするネタに使えるなら使おう。

「でも、今は、……そろそろ帰ろかな」

　資料は得るだけ得た。後は明日の臨りん時じ生徒総そう会かいに備えて、身体からだを休ませておくのが吉きちだろう。副長の方に向かった自分達の手の者も、気になるところだ。だから、

　……帰ろ。

　そう思って、本を戻した時だ。

「──大おお久く保ぼさん。貴女あなたが最後の一人！　どうですか!?」

　いきなり、三さん要ようが声を掛けてきた。
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　東あずまは、三要の呼びかけの向こうを見た。

　本ほん棚だなの陰から身を出しているのは、眼鏡めがねの、赤いストール姿。左腕を長なが袖そでにした彼女は、こちらからの声に対し、通路側に出る一歩を軽く踏み外すように作った。

　……戸と惑まどっているのかな？

　本を借りようか迷っているように見えた。そして、借りるのをやめて帰るように見えた。ひょっとしたら自分達が騒がしかったのかもしれない。が、三要は、

「今だったらベットはこの状態ですよ！」

　テーブルの上、彼女の前に詰まれたのは、菓か子しや、握り飯めしなどの軽けい食しよくだ。歴史談義の後、去りがたい皆が雑談と御ご当とう地ちクイズをやっていて、自然発生的に出来た景品だった。

　一応、勝者は山の中から一つだけを手に取れる。しかし、山の中には、三要がオリオトライから貰もらってきた〝ＰＧきりたんぽ〟というのが包ほう装そう状態であり、包装の中で何がパーフェクトグレードなのか、一字間違いなのではないか、重量がリアルすぎないかと先さき程ほど皆で議論して、結論としてはつまり罰ばつゲームだ。

　そして三さん要ようが声を飛ばした先、大おお久く保ぼは、足を止めて振り向く。

「あの、自分は──」

「明日の事なら別べつ腹ばらですよ」

　三要が言って、皆が顔を見合わせた。既すでに彼女のことに気付いていた者もいれば、ああ、と思い至る者もいる。または何の事か知らず、横の者から初めて聞いて、感心か驚きか解わからぬ頷うなずきを作る者もいる。

　ただ、彼女の戸と惑まどいが本当だとして、その理由を思った時。東あずまは、

「──頼むから、余よ達を助けてくれないかな？」

　三要に続くように、声を掛けていた。すると、大久保は一度肩をすくめ、しかし、

「……先生と、東様の呼びかけとあっては」

　彼女は頷き、背を立ててこちらに来る。

　物もの怖おじはない。こちらの輪の中には三年生も多いが、彼女は会え釈しやくだけで距離を縮め、

「騒がせますので」

　と言って、入口の方を向いた。手を合わせ、軽く一礼する。

　その言葉に、皆も続いた。三要もだ。だから東も続く。

　学校内の各部屋の入口には管理用の神かみ棚だながあり、それは入った者に加か護ごを与える。

　図書室のそれは音の抑制を作るもので、定期的に拝れい礼はいによるリセットを掛けると効率がいいと聞くが、

「東君、梅うめ組ぐみの人なので知ってるかと思いますが、この学校の図書室にも幽ゆう霊れいが出るっていう噂うわさが、まあ、定型的な七不ふ思し議ぎとしてあるんですよね」

　三要が、ふと呟つぶやく。その内容がこちらに振られたのは、春に行った幽霊探しの一件だろう。その折に、今、彼女が抱いている少女が出てきたわけだが、

　……その幽霊って、この子なのかなあ。

　同じ事を考えているのか、少女の方を見る大久保が、声を作った。

「酒さか井い学長から聞いた事があります。武蔵むさしは、十年前の大改かい修しゆうの他、三十年ほど前にも改修を行っていますが、その古い改修の時から幽霊が出て、十年前の改修でいなくなった、と」

「古い改修って……、どんなだったの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大久保が頷いた。彼女は淡たん々たんとした口く調ちようで、

「百六十年前に基礎艦かん隊たいを作られた武蔵は、当初、左右の二艦と、中央二艦の四艦態勢でした。ただ、貿易などを行い、人員が増えていき、まず左右外がい交こう艦となる二艦が随ずい伴はん、それに追加として、三十年前、左右一番艦を随伴し、更さらには──」

　更には、

「ここにあった古い校舎を、今の武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの基礎にして、改築したのです」

　そうですね、と頷うなずくのは、三さん要ようだ。

「酒さか井い学長が赴ふ任にんした十年前の大改かい修しゆう時じまで、航こう路ろなども生徒会が管理していたため、ここがメインブリッジでした。図書室はOS管理室としても使われ、艦かん内ないの流りゆう体たい経路の中心となっていたと、記録にあります。……十年前の大改修で、武蔵むさしさん達が揃そろい、随ずい伴はん艦扱いだった四艦も正式艦となって、今の態勢になるわけですね」

「じゃあ、幽ゆう霊れいって言うのは……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、流体の残ざん滓しで、本を借りに来た人達の残ざん像ぞうが見えていたのでは、と言われてます。

　ただ、本物かもしれませんし、船に住み着く幽霊は船ふな魂だまの意味もありますからね。だから、〝いないけど、いる〟という扱いで、図書室や武蔵の各所では、その霊がいる事として、過ごしているんです」

　だから、と三さん要ようは図書室の入口に手を合わせ、

「ちょっとここは、性質が違うんですね。──でも、気になるなら、どこの入口をくぐるときも、頭を下げて行けばいいですよ。実際、各入口の神かみ棚だなには、神様が意識を出張させて来ている訳ですから」

　成なる程ほど、と頷うなずいたこちらの正面に、三要が菓か子しの山を押し出してくる。

「理解した分、東あずま君、一つどうぞ」

「う、うん」

　罰ばつゲームに手を出す気が起きないのは、冒ぼう険けん心の無さだろうか。ミリアムに笑われるかもなあ、と思いつつ、東は大おお久く保ぼの声を聞く。

「三要先生、議題は何でしたんやろ？」

　彼女は、首を傾かしげて、皆に言う。

「とりあえず、他から連絡が来る筈はずですので、それまではお付き合いをします」
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　灯とう火か術じゆつ式しきの灯あかりが、幾いくつかの光で照らす部屋がある。

　合がつ掌しよう造づくりの部屋だ。天井間ま際ぎわに樽たるや薪まき、食料などが詰まれている場所だった。

　青雷亭ブルーサンダーだという、その事実を、力無く見上げる視線がある。

　二ふた代よだ。彼女は、椅い子すの上で首を仰ぎ、天井を見上げたまま二、三度まばたきをし、

「……ぬ？」

　おかしい、と二代は思った。

　周囲の風景も、己おのれの姿勢も、予測していたものと違う。

　自分は、水み戸とでの戦せん闘とうの後、どうにか有あり明あけ行いきの艦に乗り込み、そこで気を失った筈はずだ。負ふ傷しようしていたがゆえ、医務室か施せ療りよう院いんか、どちらかに運ばれていると、そう思ったのだが、

　……これは──。

「あ、起きた？　二ふた代よちゃん」

「え？」

　声のした右手側に振り向くと、店主がいた。やはり、喜き美み殿どのに似ていて御ご座ざるなあ。女じよ装そうは知らぬ。が、しかし、

　……ぬ？

　やはりおかしい。何なに故ゆえ、青雷亭ブルーサンダーにいるのか。自分は確かに、水み戸とでの戦せん闘とうを行った筈はずだ。福ふく島しま・正まさ則のりと戦い、そして、

「蜻蛉とんぼスペアが発動せず、負ふ傷しようを……」

　身体からだに触れてみるが、しかし、傷を上から押さえた時に特有の染しみるような痛みは無い。

　傷を、得ていない。

　完かん治ちしている、と考えるのは、やはり、昼の記き憶おくが明確だからだ。あの戦闘は、正まさ純ずみ達もいて、自分だけの戦いでは無かった。だから一つ言える。あの戦いは本物だったと。

　あれからどれくらいの時間が過ぎたのか。

　壁の時計に振り向けば、十一時だ。窓の外は明るいが、消しよう灯とう検査の時間帯では無いだけだろう。今は夜の十一時。客の影は奥に白はく衣い姿が、入口側にフード姿が、計二つある。

　時計の針が動くのを見て、二代は思った。時間は確かに経過していて、しかし、己おのれ周辺の流れが妙みようになっている、と。

　……どういう事で御ご座ざろうか。

　店主に尋ねよう、と視線を上げた時だ。テーブルの縁ふちに、尻しりが乗った。店主だ。彼女はこちらの眼前に竹ボトルとパンの紙包みを置き、更さらには、

「さっき、うちの旦だん那なから情報封ふう書しよ届いたんだよ、見る？」
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「え？」

　……亭てい主しゆ殿？

　唐とう突とつの事に二代が言葉を失っていると、店主は神肖筐体モニタの乗った台を足先で引っかけて寄せる。そして彼女は、エプロンのポケットから封筒を取り出すと、中から符ふを引き抜いた。

　映えい像ぞうや音声情報を封じた専用の符だ。

　封じ込まれた祝詞のりとや情報密度が高いのは、表面のほとんどが圧あつ縮しゆく文字で黒く潰つぶされている事からも解わかる。それを店主は、筐きよう体たいの上に貼はり付け、手元に出した表示枠サインフレームで、

「よっし、スタート。今頃何ど処こにいるんだろうね」

　よくは解らないが、二代は首を傾かしげ、画面を見た。幾いくつかの確認文が流れ、

「お」

　店主が前のめりになる先。画面の中に、青空と白、そして黒が映った。

　地面は広大な穴。そして漂う霧きりと青空の下を、一本の白い架かけ橋が渡っている。

　……これは──。

「あの馬鹿、スガかナベに先に行って映させて、自分は後からだね？」

　架け橋の上に、ピンク色の矢や印じるしと〝ココ〟という文字が表ひよう示じされている。そこに動く黒い点が、店主の夫と、そういう事だろう。

　風の音がするが、重ねるように、声が聞こえた。それは、男の呼び掛けの声で、

『やあ、久し振りだ。どうだ、トーリ、喜き美み、この風景は』

　店主が映えい像ぞうを切った。ブラックアウトする筐きよう体たいの表示枠サインフレームを店主は半はん目めで見み据すえ、

「最初は嫁よめだろうが、嫁。こっち宛あてなんだから」

　言うなり、店のドアが開いた。入ってくるのは輸ゆ送そう関係のバッグを下げた学生で、

「すいません！　さっきの情報封ふう書しよですが、後からこっちが届いてました！〝撮とり直し〟だそうで！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だったら赦ゆるす。──と、サインは表示枠経けい由ゆでいいね？　あと、ドア、開けて置いてくれる？　風通しいいし、外から、まだやってるって解わかるから」

　Ｊｕｄ．、と下がった輸送担当の学生が、カウンターに封書を置いていく。

　そして店主は、筐体の上に貼はった先の符ふを剝はがしながら、その背で言った。

「ちょっと二ふた代よちゃん、カウンターの、取って来てくれる？　すまないけど」

「え？　ああ、構わぬで御ご座ざる」

「Ｊｕｄ．、ホント、ちょっとすまないね」

　そう恐きよう縮しゆくせずとも、と二代は思い、カウンターに足を向けた。

　正直、現状が何な故ぜこんな事になっているのか、よく解らない。それに、

　……先ほどの映像。

　あれだけ雪があるのは、やはり上越露西亜スヴイエート・ルーシか。だが、地面にある広大な影は、穴の筈はずだ。そんなものがあるのは、何ど処こだろうか。更さらには──。

「……？」

　ふと、先ほどの映像に見覚えがある気がした。風景ではない。自分は三み河かわから外には、武蔵むさし関係でしか出た事が無いのだ。見覚えがあるとしたら、構図だ。

　吊つり橋と、闇やみの底。それは何の構図かと二代は考え、

　……あ。

　思い出した。先夜だ。前の夜に、ここを出て、そして、

　……武蔵むさし野の側に行こうとして、まだ組み上がってない吹き抜けの上を太ふと縄なわ通路で渡った。

　否、正確には違う。太縄通路を渡ろうとして、襲しゆう撃げきを受けたのだ。

「……っ！」

　あの時も、負ふ傷しようし、通路から落ちた筈だ。しかし目覚めた時には負傷は消えた状態で、ここに来ており、眠っていて、

「店主殿どの……？」

　どういう事で御ご座ざるか、と振り向き、言おうとした瞬しゆん間かんだ。

「忘れ物」

　投じられたのは、蜻蛉とんぼスペアだった。

　同時に、動きが来た。まずは二つだ。

　一つは、入口側にいたフード姿の客が、立ち上がりながら両腰の二に刀とうを抜き放つ動き。そしてもう一つは、開いたドアから飛び込んで来る小こ柄がらな影の、

「副長……！」

　見知らぬ影かげ形かたちと声だ。が、こちらに向かう風の勢いは鋭い。

　その強さを感じる間に、続く三つ目の動きが来た。

　窓だ。青雷亭ブルーサンダーの片側を占める大窓をぶち破って、三つの影が飛び込んできたのだ。

　更さらには、

「……!?」

　闇やみが落ちた。消しよう灯とう検査の時間ではない。何者かが、多た摩ま管区の照明を落としたのだ。

　そして、闇の中で、多重の戦せん闘とうが発生する。







[image: 第五十一章『屈み所の屈折娘』]
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　青雷亭ブルーサンダーの中は、狭いと言うには広く、広いと言うには狭い。

　立ち回るにはテーブルやカウンターがあり、隠かくれ逃げるには通路が明確だ。明かりも失い、周囲が闇やみに落ちた中で、二ふた代よはしかし、戦せん闘とうの始まりを悟さとった。

　……どうする!?

　動かねばならない。

　ただでさえ、乱戦は不ふ慮りよの事が多発するのだ。

　それに、自分は、このように混雑した状況で実戦を迎えた事は無い。

　ここまで不安材料が多い状況は、経験として初めてだ。

　何しろ、手元には、未だ発動を許さぬ蜻蛉とんぼスペアがあり、更さらには、ここは自分が仕える姫の働き場所であり、店主の事も気に掛かるし、そして何よりも、

「……？」

　二代は、ふと、思い出した。昼の、水み戸との戦闘において、自分が得たのは敗北だろう、と。

　副長の自分が、敗北したのだ。ならば、

　……ここで再び、敗北するような事があれば……。

　と、そこまでを思った時だ。

「────」

　しまった、と二代は思った。

　また、悪い思いに囚とらわれている、と。
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『動いたか』

　という表示枠サインフレームから聞こえる少女の声に、影の中にいる侍じ女じよ姿が頷うなずいた。

　加か納のうだ。彼女は、多た摩ま表ひよう層そう部ぶの、組み上げられたばかりの商店街に立っていた。水場を設けられた店の間と間、一息を入れているような状況を作った上で、彼女は天井や周囲の表示枠が照明効果を消しているのを確認。口を開いて無表情に言うのは、

「何とか間に合いました、御お嬢じよう様。ただ──」

『ただ？』

　加納は、首を傾かしげた。表示枠を開きながら、

「副長の動きが、統計データなどで得ているものと大きく違います。それも、この有あり明あけに到着して以来、です」

『……大体、何でそうなったのか、予測はつくけんどな』

「それは？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と表示枠サインフレームの向こうで、大おお久く保ぼが答えた。

『育ちが良過すぎるのと……』

　わずかな間が空いた。そして、吐と息いきを経てやってくる答えは、

『まあええわ。こっちはこっちで他心配してる余よ裕ゆうあらへんもんな。ただ──』

　ただ、

『副長、自分で自分を殺して、ここでリタイアかもしれへんな』
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　二ふた代よは、一いつ瞬しゆんの中で、内心の冷えを感じていた。

　……しまった。

　思うのは、このところ何度も感じた失敗の自覚だ。

　また、やってしまった。

　戦せん闘とうや、それに近い状況だというのに、身体からだの動きよりも先に、思考が速く動き出す。それも、戦闘の事を考えるのではなく、ただただ、己おのれを思案する、暗い思考だ。

　今、そうなった理由は解わかる。

　ここで負けるような事があれば、昼の失しつ態たいに続き、二度の失態になるという、そんなプレッシャーだ。その重圧が、自分を追い込むような思考を生み始めている。

　止めねばならない。己を堅くするような思考は、してはならないのだ。

　だが、今思った事、己に後がないと言う事は、

　……事実に御ご座ざる。

　事実を確認してはならないというのは、現実を見ていないという事ではないか。

　それに、昼の戦いの中、福ふく島しま・正まさ則のりに、自分はこう言われたのだ。

　腑ふ抜ぬけている、と。

　今はどうなのだろうか。この、戦せん場じようを前にしながら、迷い、考える事が多くあり、

　……く！

　光が見えた。カウンターを背に振り向いた正面。入口側の席に座っていた影が抜いた双そうの白はく刃じんが、逆ぎやつ光こうに光を帯びているのだ。立ち向かうべきだと思うが、左手側にある入口からも、小こ柄がらな影が飛び込んできている。

　そして、右手側、奥の方には、正面の窓から飛び込んできた三つの影が、硝子ガラスの破は片へんを纏まといつつも一度テーブルに着ちやく地ちしようとしている。

　見えてはいる。どうすべきかの判断も、幾いくつも浮かぶ。だが、

「────」

　何な故ぜか、このところいろいろ思い、一つ迷う自分がいる。
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　おかしい、と二ふた代よは思った。マクデブルクの掠りやく奪だつと三み方かたヶ原はらの戦いを経て、そこで幾いくつもの意志の示し方や、力を見て、武器を失い、

　……拙せつ者しやは──。

　おかしくなってしまったと、今、動けぬ己おのれに、二代はそう思った。

　戦いに向かう意志が足りない。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを支えたアンヌや、信のぶ長ながに反して散った松まつ永なが、そして関かん東とう以東を守ろうとした義よし経つねや、武蔵むさしを救った里さと見み・義よし頼よりにも、最近では、福ふく島しまや加か藤とうにだって、意志があった。

　今いま思えば、宗むね茂しげも、誾ぎんも、勝かつ家いえも、隆たか包かね達もそうだろう。

　彼らだけではなく、役やく職しよく者しやや、襲しゆう名めい者の全てには、命を懸かけてでも結果を取りに行く意志があると思う。

　そんな、意志のある彼らに対し、自分は、どうだったろうか。

　力は有り、技は有り、武器もあったかもしれない。しかし、

　……命を懸けて、結果を取りにいく意志が、あったで御ご座ざるか？

　無い。

　そう言える理由は、明確だ。自分が、未み熟じゆくだからだ。

　だから、勝つ意志をもって戦うよりも、凌しのぐ事が前提となり──、

「……っ！」

　二代は理解した。何なに故ゆえ、自分が、このような腑ふ抜ぬけになったかを。

　マクデブルクの掠奪と、三方ヶ原の戦いだ。

　あの戦いの結果として、自分は一つの諫かん言げんを得た。

　蜻蛉とんぼ切きりの破壊だ。

　大罪武装ロイズモイ・オプロのアーバレストによる一いち撃げきを、自分は回かい避ひ出来なかった。

　当然と言えば当然だ。単純な作業として、勝家の攻撃を受け凌ぐ戦術を自分はとっていたのだ。そんな、こちらの武器を狙ねらい撃うつ事は、容易だったろう。

　ちゃんと立ち回り、戦せん闘とうを行っていたならば、あのような狙そ撃げきは受けなかったに違いない。

　ならば、と二代は思う。ならばあの時、自分は勝家を相手に戦えたのかと。

　無理だ、というのは解わかっている。まともに戦えないから、あの戦せん術じゆつになったのだ。

　だが、とも二代は思う。

　命を懸けてでも、結果を取りに行く必要が、あったのではなかったか、と。

　命を懸けて勝ちを狙ねらいに行っていたら、あのような狙撃を受ける事は無かったのではないだろうか。

　過ぎた事だ。後こう悔かいだ。だが、ああしておけばよかったと、そういう思いは、今の自分にしがみついてくる。そして、重ねて諫かん言げんをするように、各地の指導者達は結果を取りに行って自分達を守り通した。

　自分は、どうだったのか。自分は、何なに故ゆえ、彼らのように出来なかったのか。

　父から受け継いだ神しん格かく武ぶ装そうだというのに、未み熟じゆくな使い方をした。だから今、同じ思考回路を持つ蜻蛉とんぼスペアは、自分に力を許さないのだろう。

　……拙せつ者しやは──。

　力もあり、技もあるが、戦せん場じようにいるための条件として、最も大事なものを持っていないのではないだろうか。

　先日、壁昇りの訓練を行った時。どうだったろうか。こちらの失速に気付いた宗むね茂しげが手を伸ばした時。自分は、その手を取ろうとしただろうか。

　意志有る彼の手を取る資格はないと、拒否しなかっただろうか。

　ならば、今も、この場において、自分は、どの相手よりも、戦場に相応ふさわしくないのではないだろうか。だから、

「────」

　ああ、と二ふた代よは思った。

　どうすればいいのか、ではないのだ。

　ここにいていいのだろうか、だ。

　ここにいていいかどうか解わからないから、どうすればいいかが解らなかっただけだ。何をするかよりも、もっと根元的な、自分に対する許可のようなもの。

　……覚かく悟ごの無い事を、不覚と言うので御ご座ざる。

　そう思う身が、不覚に動かない。

　動かないのではない。

　動けないのだ。不覚な自分の行いが、この戦場を穢けがしてしまいそうで。

　だから、と、全ての流れを見届け、受け入れそうになった時だ。

「──敵順[image: ]」

　鋭い声が、多種の音が響ひびく店内を貫いた。
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　二代は、聞こえた声に背を震わせた。

　叫びではなく、大声でもない。ただ、目的を届かせ、伝える指示の声だ。

　……敵順。

　それは、こちらに攻撃を掛けてくる敵の順番を確認する事だ。

　何なに故ゆえ、と二代は思う。自分はここに相応しくない存在だろうに。しかし、

「────」

　身体からだが反応した。





●






　二ふた代よの、目ではなく、視界が、敵の位置と動きを、追うではなく、悟さとっていた。まず、自分が一番に相手とすべきは誰だろうか、と。

　窓から飛び込んできた三人は、違う。三つの影は一度テーブルに着ちやく地ちするからだ。

　では、最も近い、ドアから飛び込んできた小さな影はどうだろうか。速度もあるし、方向的にもこちらを向いている。

　だが、これも違うと、二代はそう判断した。

　ここは建物の中、暗がりの中だ。そこに飛び込んできた相手が、こちらを正確に捉とらえている筈はずもない。

　ならば、と、二代の視覚は、敵を見み据すえた。入口側の椅い子すから立ち上がり、双そうの白はく刃じんを抜いた影を、だ。

　そして気付いた。この敵は、太ふと縄なわ通路で自分を襲おそった相手だ、と。

　ならば向こうは、確実にこちらを狙ねらっている。

　その証しよう拠こに、敵は逆ぎやつ光こうを浴びていた。

　窓の向こう、隣りん接せつする店があるが、その陰より入る光があるのだ。多た摩ま以外の区画が、ブロックごとの出力管理であるために、暗くなっていない証あかしだ。

　双の白刃の持ち主から見て、こちらは淡い光に照らされている状態だろう。こうなる事も、相手には解わかっていた筈だ。だからこそ、

　……フードは、暗がりに移行する際に視覚を慣れさせるために御ご座ざるか！

　単独ではない複数人による計画的犯行。そう思った瞬しゆん間かん。次の声が来た。

「確認[image: ]」

　同時に、全ての動きが次の段階に移った。

　正面にいた双の白刃が、溜ための無い初動で飛び込んできた。

　左手側、入口から飛び込んできた影が、横から来る双の白刃に気付き、身を翻ひるがえした。

　窓から飛び込んできた三人が、テーブルの上に着地した。

　しかし、自分が見るべきは正面だ。

　見る。すると、

「──!?」

　双の白刃が、こちらの左から飛び込んできた小こ柄がらな影に対し、かすかな乱れを生んでいた。

　右手で持つ刃やいばが、小柄な影を避けるように浮いたのだ。

　見えている。だからだろうか、

「機き先せんから回かい避ひ[image: ]」
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　二ふた代よの動きと判断は、力無く行われた。

　戸と惑まどうように、確かめるように、しかし彼女は、

「く」

　槍やりを手に、前に出た。足音を消しもせずに、ベタ踏みの足だ。だが、やるべき事は解わかっている。今はただ真まっ直すぐに行き、双そうの刃やいばの左下に飛び込んで回かい避ひとすべきなのだ。

　だから二代は行く。歩を進め、僅わずかに浮いた相手の右刃をくぐりに行く。

　目標位置は、二代から見て左。入口側の壁かべ際ぎわだ。

　そこに行く。だが、同時に敵が動いていた。

　正面から来ていた双の白はく刃じん。その二本の刃が振られていたのだ。

　当たるタイミングではない。しかし、

「……!?」

　危険と、そう言えるものを感じた。

　だから、二代は、前に行く腰を跳ね上げた。クラウチングスタートのような姿勢を取って、一歩を強く蹴ける。前に、強ごう引いんに跳ぶ。その姿勢はバランスを崩したものとなり、

「……っ」

　転んだ。右肩を着いた。しかしそこを支点に身を回し、身を縮めた側転をコンパクトに入れる。そして、白刃を振るう相手の右に、その横を抜けた瞬しゆん間かんだ。

　二代が先ほどまでいた背後の床が、断列した。

　切れ味の悪い刃で、強引に裂いたように、しかも、二条に並んで、だ。
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　二代は、何が起きたのかを理解していたが、どうしてかを理解出来なかった。

　……敵の振った刃が、内側に追ってきた!?

　武器を持つ相手に対しては、懐ふところに飛び込むのが常じよう道どうの一つだ。だが、この相手の剣術は違う。今のがどういうものかは解らないが、この相手には懐という死角は無いのだ。

　こちらは、気付いて避けた訳ではない。ただ、気配のような、冷たい空気の動きが背後にあると感じたため、それから逃れようとしただけだ。

　そうしていなければ、断たれていた。

　そして二代は見た。相手が、

「…………」

　フードの向こうに見えたのは、こちらを見み据すえる鋭い視線だ。

　相手は、動いた。こちらを見据えたまま、軽く、テーブル上へと跳ちよう躍やくしたのだ。

　意味は解わかる。入口から飛び込んできていた小こ柄がらな影が、武器を振り上げ突っ込んでくる。

　打だ撃げき武器。ハンマーだった。

　そして二ふた代よは思い出す。先夜、自分を太ふと縄なわ通路で襲おそったのも、この者達だった、と。先にこちらに襲い掛かってきたのは、高速の双そう刃じんを振るう者。それを抜けた後に来たのは、

「回かい避ひ[image: ]」

　過去にとらわれるより、二代は動きを選択した。

　行くのはテーブルの下。それも、

　……伸しん縮しゆく機き構こう！

　入口横の壁を石いし突づきで穿うがち、仰あお向むけ姿勢の二代は店奥へと床すれすれを水平に跳んだ。

　まずは、入口側のテーブルの下を、椅い子すの間を抜け、

「────」

　一いつ瞬しゆんの間。通過するテーブルの天てん板いたが二条に裂かれた。

　上にいるのだ。先ほどの双刃の持ち主が。

　更さらには、行き先にも別の動きがある。通過しつつある入口側のテーブルと、奥のテーブルの間に、三つの影が降ってくるのだ。

　窓から飛び込んできた三人だった。黒い衣い装しように身を包んだ三者が、一いつ刀とうを立てて落下し、こちらの軌き道どう上に突き込んで来る。

　……これは……。

　どうする、と思った時だった。

　凜りんとした声が、己おのれの全てを貫いた。

「──対応[image: ]」
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　全ての動きは、全て、結果を得ていた。

　テーブル間に飛び込んだ三者は確かに刃やいばに手応えを得たし、テーブル上のフード姿は、確かに獲え物ものを断ち割っていた。

　だが、彼らの攻撃を受けたものは、どれも人ではなかった。

　テーブル間に降った三人が、その一刀で貫いたのは、

「……！」

　椅子だった。

　テーブルの下から弾はじかれた椅子は、三人の落下のタイミングと位置に合わせたものとなっていた。三人は、全身をぶつけるような一いち撃げきを落としていただけに、回かい避ひも、はじき返す事も出来なかった。だから、椅子である事が確認出来ても、下へ手たに避けて姿勢が崩れる事を警けい戒かいした三人は、一刀を椅子に半なかばまで突き刺した。

　同じタイミングで、テーブル上のフード姿も動いていた。振り抜く二に刀とうが、

「──と」

　断ち切ったのは、テーブルの天面そのものだった。

　二条の断裂は、下の二ふた代よに届いていない。何な故ぜならば、フード姿が空中で足を縮めるほどに、テーブルが浮き上がっているからだ。

　二代が、テーブルを床から蹴けり上げた証しよう拠こだ。

　武蔵むさしの副長は、床を背に、直ちよく蹴げり姿勢でテーブルを真上に吹っ飛ばしていた。そうする事で己おのれの水平移動を止め、腕で弾はじいた椅子を釣つり餌えとし、

「──二発目[image: ]」

　響ひびいた声に、二代が反応した。

　彼女は、伸びかけて停とまった蜻蛉とんぼスペアに、入口側へと再度の伸張を発はつ射しやさせたのだ。

　二代が、高速で奥側のテーブルをくぐり、奥壁間ま際ぎわの通路へと身を飛び込ませる。

　だが、一つの音が彼女の行く手で発生した。

　奥壁に、蜻蛉スペアの穂ほ先さきが突き刺さったのだ。それは吹っ飛びの移動を行った二代の身を反動で壁側に一回転させ、

「……ふ」

　息を入れながら、縮めた身、中腰姿勢で二代が入口側を向いて着ちやく地ちする。位置は奥壁のカウンター席の下。右手は、床間ま際ぎわで壁に突き刺さった蜻蛉スペアに掛かっている。

　同時のタイミングで、テーブルをフードの姿が渡ってきた。軽い、浮くようなステップで、しかし二刀を振るう全身は、ウエストを前に深く倒し、

「────」

　高速の二に撃げきが、二代の頭上の壁を裂き、一気に下る。
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　二代は、荒れた息を感じた。目め尻じりに浮かぶ淡い涙も感じた。

　……何……。

　よく解わからない。

　戦せん闘とうが開始されてから、幾いく度どと無く死にかける状況が生じている。

　今もそうだ。それは今もずっと、続いている。

　そして、自分は、戦せん場じようという場所に、いる資格が無いのではないかと、そうも思っている。

　だが、何なに故ゆえ、今、自分は、

　……生きてるので御ご座ざるか？

　よく解らない。死んでも仕方ないという思いが、身体からだを止め、重くはするのだが、

「──対応[image: ]」

　沈む身体からだを引き剝はがすように、息が入り、身が動く。

　二ふた代よは、壁に刺さった蜻蛉とんぼスペアを、収しゆう縮しゆくさせた。

　そして、刺さった位置を支点に傾け持ち上げ、

　……そこ！

　こちらに二に刀とうを振るうフード姿と、テーブル間からこちらに振り向こうとする三者の右端はし、そして入口側の壁かべ際ぎわにいる小こ柄がらなハンマー持ち、その三人を通る軌き道どうで、

　……伸しん縮しゆく機き構こう！

　石いし突づきが低い軌道で発はつ射しやされた。

　フード姿は回かい避ひした。振り下ろす二刀の動作を、まるで空中に手を着くように扱い、高い位置への空中前転を入れたのだ。

　双そう刃じんの向こう側、ハンマー持ちの影も、

「あぶねえ……！」

　入口側へと重さのないバックダッシュを入れる。が、

「……！」

　二人の間にいた、三者の右端、その一人が石突きに穿うがたれた。

　砕くだく。

　文字通りに、石突きが、右端の一人を破は砕さいした。聞こえる音は金属と木材で、散る破は片へんは、

　……自動人形!?

　違う。自動人形であるならば、自律し、生活するための機能として、人に近いパーツ構成をしている筈はずだ。だが、今砕けたものは、駆く動どう系とフレームだけのものに、衣服を纏まとわせただけの操あやつり人形だ。

　操そう者しやが、いるのだ。

　しかし、その事実に感情を動かしている余よ裕ゆうはない。眼前で、フード姿の二刀が、動きを見せたからだ。

　空中での一回転を入れ、二刀ごと身を回した相手が、その二回転目で身を開く。こちらに、改めて覆おおい被かぶさるように二刀を振る動きは、その左脇わきに蜻蛉スペアを挟み捉とらえていた。

　蜻蛉スペアを抑え込まれた。伸縮機構を縮めようものなら、二刀が近づくだけだ。

　武器を失った。その事実に、二代は心に迷いを得た。だが、

「────」

　迷いの質が、今までとは違った。

　ここにいていいだろうかと、そうは思う。だが、己おのれの不覚を思う一方で、

　……何なに故ゆえ。

　何故に、自分の身は、この場を生き延びようとするのか。今も、

「──補充[image: ]」

　声とともに、左手側から、影が飛んで来た。武器だ。

　この場を切り抜けろと言う、指示よりも明確な対応の武装。グリップは大きめだが、

「え？」

　二ふた代よは、手にしたものの感かん触しよくから、手元を確認した。

　バゲットタイプの、長いパンだった。一メートル近いが、どう見てもパンであり、槍やりでも剣でも無い。そして二代は悟さとった。今までこちらを動かす凜りんの声を放っていたのは、

「──店主殿どの!!」
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「ん？　何？」

　二代の視し界かいの端はし、テーブルからやや離れた位置、カウンターとキッチン間のスペースに彼女はいた。エプロン姿の笑みが、両手にバゲットを持って立っているのだ。

　そして二代は、店主がこちらを見たのを確認。彼女は、眉まゆ尻じりを下げた笑みのままで、

「──対応[image: ]」

　鋭い声に、意識が戦せん場じようへと戻るのを二代は感じた。バゲットは武器として使えないと、そう思うが、

「！」

　二に刀とうが振り切られる直前、二代はテーブルの椅い子すを引き、バゲットを椅子の座面に立てかけた。二刀を振る相手の胸下につかえるよう、その先端が当たる向きで、だ。

　対する相手は、安全な方法を選んだ。

　腰を引き、バゲットの先端を右肩上に通したのだ。

　動きを変えさせた。しかし、敵は、崩れていない。引かせはしたが、二刀の射しや程てい範囲だ。

　だが、二代も動いていた。左だ。店主のいる側に身を振った。

　すると、二刀の軌き道どうが変わった。こちらに近い右手の一いつ刀とうが、空中で手首を返し、更さらには、

　……手放す!?

　否、正確には、掌てのひらの中で、柄つかを逆さか手てに握り直したのだ。

「……!?」

　振り下ろされる軌き道どうが、斜めに引き切るものとなった。逆さか手て打ちの右一刀。それが、こちらの背後からその先端を振り抜いてくる。

　死角からの攻撃に対しては、

「──回かい避ひ[image: ]」

　全力で左に振った身体からだ。右肩に、後ろから前へと、冷たいものが通る。

　切られると、そう思った瞬しゆん間かん、二代は反はん射しや的な動作を取っていた。

　身体を回し、後ろから来る剣の軌道に、肩の丸みを沿わせたのだ。

　切られる。が、最小限にそれをとどめ、

「──っ！」

　身体からだの動きはぎこちない。自分の理想とは遠く、加速術じゆつ式しきの〝翔しよう翼よく〟を入れる余よ裕ゆうもない。

　だが、身は左に跳んだ。足音を滑らせ、姿勢を低く着ちやく地ちしたのは店主の右足下。入口側と奥側にあるテーブルの間が、目の前に見える位置と姿勢だ。

　窓から飛び込んできた三人。否、人形の内、まだ動く二体がテーブルの間でこちらに振り向き、腰後ろの短たん刀とうを引き抜いている。

　二体は前後に列して、身を低く突っ込んでくる。しかし、

「そうね、二ふた代よちゃん、こっちに来たのは良い判断」

　店主が、バゲット二本を腰の高さに構えた。

「目の前、テーブルの間に二人いるけど、手前の一人が壁になって後ろの一人は意味がない。そして、向こうの二に刀とうのお姉ねえちゃんも、同じように手前の一人が邪じや魔まになって、ベストな攻撃を放てない」

　しかし、と二代は思った。武器はどうするのか、と。バゲットは確かに硬いが、それで打ったり突いたところで、軽い打だ撃げきにしかならないのだ。

「いい？」

　凜りんとした声が聞こえた。

　直後に、店主が動いた。低く突っ込んでくる人形の前に、バゲットを一本軽く放って、

　……浮かせた？

「〝張り〟の応用」

　言うなり、軽い音が響ひびいた。

　店主の、手首を使用した高速の右スナップヒットが、バゲットの尻しりを捉とらえたのだ。鞭むちのようにしなった右腕と手はバゲットに強い初速を与え、

　……あ。

　割れ砕くだける音と共に、バゲットが砲ほう弾だんのような勢いで人形の顔面に炸さく裂れつした。

　打撃する。
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　パンの一いち撃げきだというのに、人形の姿勢が崩れていた。

　バゲットは堅焼きのパンだが、本来ならばそこまでの打撃力は持てない筈はずだ。しかし、それを可能とした理屈は、

　……初速に御ご座ざるか！

　手に持って振るのではない。浮かせ、加速した手を引っかけて発はつ射しやしたのだ。

　何も持っていない手が作る高速のスナップが、そのまま、バゲットへと乗り、

「潰つぶれたのはクルトンにしないとねえ」

　後は狙ねらいと軌き道どうが乱れていなければ、ダメージが通る。

　結果として、バゲットは半なかばまで潰れ、砕くだけたが、相手の姿勢も崩れていた。

　そして、全てはそこで終わらない。

　左の二発目が飛んだのだ。店主の左手から平手打ちの音が鳴り、

「〝切きり落おとし〟の応用」

　姿勢を乱した相手の右腕。短たん刀とうを構えていた右手首を外から内に向けて打った。

　相手が短刀を手放す。次の瞬しゆん間かんだった。

　店主の身が一歩を前に出ていた。

　いつの間にか、という動きだ。確かに、こちらの目には、前に踏み出す彼女の足の動きが見えていたのだが、それはあまりにも〝動作〟ではなく、単なる〝位置の変へん更こう〟であり、

　……高度な足あし捌さばきによる、体たい軸じくの移動に御ご座ざるか！

　歩くのではない。身体からだを傾けるのと同じようなレベルで行われる一歩分の移動だ。

　そして、相手の懐ふところ近くに入って行われるのは、

「〝拂ふつ捨しや刀とう〟の応用」

　人形の腕を一度肘ひじで押さえた後、宙に浮いた短刀を、やはり空中で拾い、更さらには、

「──補充[image: ]」

[image: ]

　後ろ手に、彼女はその短たん刀とうを投じてきた。

　顔面狙ねらいで飛んで来た柄つか頭がしらを二ふた代よは払うように受け取り、両手を添え、

「──迎げい撃げき[image: ]」

　二代はカウンターアタックで前に出た。右足から低く踏み込み、左膝ひざと尻しりで身体からだを右前に起こしながら、逆ぎやく袈け裟さの一発を放つ。

　行った。

　身を左に避けた店主の右横。そこを抜けてくる人形一体の左腹から右肩までを斬ざん撃げきした。

　響ひびくのは金属の断音や木の削さく音おん。手応えにくるのは断裂と砕くだきの震動だ。

　抜けるような単音がして、背骨を断った事が理解出来た。

　破壊したのだ、と思った瞬しゆん間かん。

「──対応二回[image: ]」

　二代は理解していた。逆袈裟で右上に振り抜いた刃やいばを、そのまま、

　……右!!

　そこにこちらの首狙いで、フード姿の放つ右一いつ刀とうが飛び込んできていた。テーブル上からの攻撃は、ぬめるような、空気を切る抵抗も無いほどの緩いもの。しかし確かな力を持った一いち撃げきは、こちらが両手で右に突き出した短刀と激げき突とつし、

「……っ」

　火花と、鉄のぶつかる音がした。

　一いつ瞬しゆんの光で見えたのは、フードの奥にある顔だ。

　女だった。それも、自分より年下の。

　だが、見えた事実に構っている余よ裕ゆうは、やはり無い。右から受けた反動を用い、今はただ、左に向かって、振り下ろしの円えん弧こを描くように、

「そこ！」

　正面。突き込まれてくる、生き残りの人形の刃がある。両腕を用いて迎撃していては間に合わない。だから、二代は、己おのれの刃を持つ手を左手一本にし、斜め上から激突させた。

　快音が鳴る。砕さい音おんが重なる。刃を持つ人形の腕が飛んだ。足音が乱れる。

　こちらの刃は、先の一刀から連続するダメージで折れた。

　しかし、人形は動きを乱し、こちらの左を跳ちよう躍やくでカウンター側へ抜けていく。その動作に、上う手まい、と二代は思った。跳ばず、走っていくなら、足の引っかけようもあったものを、と。

　しかし二代は、武器持つ腕を失った人形を追わない。今なすべきは、

　……武器……！

　半はん身みで避ける店主の前を抜け、手を伸ばして摑つかむのは、テーブル上に横たわる蜻蛉とんぼスペアの柄だ。伸び切ったそれを握り、店奥に距離を取った二刀の少女を確認。既すでに彼女が奥側のカウンター席に跳躍し、こちらに身を向けようとしているのを見ると、

「……！」

　二ふた代よは、蜻蛉とんぼスペアを最短にまで縮めた。壁に刺さった穂ほ先さきを勢いだけで引き抜いた。

　そして二代は気付く。ドアから飛び込んできたハンマー使いの姿が消えている事に、だ。

「だろうねえ。あたしが出で張ばってくると、流石さすがにあの子も顔を合わせられないだろう」

　店主が言う意味は解わからない。だが、動きは生じた。それも二つ、だ。

　一つは、カウンター際に跳ちよう躍やくした人形が、ドアの方へと身を跳ばした事。

　もう一つは、奥側の壁を蹴けった二に刀とうの少女が、やはり、窓から外に跳んだ事だ。

　逃走する。だから追おうとして、しかし二代は、

「……店主殿どの！」

　呼びかけ、床にあったものを蹴り上げた。

　刀の刺さった椅い子すだ。数は二に脚きやく。それはこちらと、窓の間に浮き上がる。

　しかし、いきなりに、宙を舞った椅子二つが散り割れた。

　射しや撃げきだ。

　……やはり！

　先夜もそうだったのだ。この相手に襲おそわれた時、狙そ撃げきを受けた。

　だから今回、それが来ていない事を悟さとり、タイミングはいつかと思えば、

「……っ[image: ]」

　連れん射しやが来た。数にして二十一。窓から店内を左右に往復する穿うがちの連続は、パンや、向かいの窓や、神肖筐体モニタに破壊の被害を与える。

　無む論ろん、こちらは店主共々、反はん射しや的に姿勢を低くしている。

　狙撃ではない。敵の逃走を助けるための援えん護ご射撃だ。

　しかしその往復射撃は、一度で終わり、硝子ガラスの破は片へんが床に落ち、ただ、残るものは、

「──終わったかねえ」

　吐息つきで店主が言って、二代も頷うなずくと同時に、床に座り込んだ。望んだ動きではない。ただ、膝ひざや背に力がろくに入らず、汗が一気に噴ふき出てきて、しかし、

「──店主殿」

　荒れた息の奥から、疑問が出た。

「何者なので御ご座ざるか？　貴き殿でんは……」
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　二代は、汗に湿り出した前まえ髪がみの向こうに、立ち上がる影を見た。

　青雷亭ブルーサンダーの店主。彼女は、調理用のミトンを外すと、その手をこちらに差し出す。

「あたしは、まあ、昔に襲しゆう名めい者だった事もあってね。一時期は、ホライゾンの母親の警けい護ご役とか、そういうのをやっていたもんさ」

　その名は、

「松まつ平だいらが天下を取った後、初代剣術指し南なん役となる小お野の・忠ただ明あき。それがうちの旦だん那なでね。あたしゃ、師し匠しようの一いつ刀とう斉さいの後こう継けい争いで死亡する善ぜん鬼きってのを襲しゆう名めいしてたのよ。それで聖せい譜ふ記き述じゆつ通りに旦那に負けて、善鬼って名前もそろそろどーかと思ってたし、ホライゾンの母かあちゃんの護衛役から〝葵あおい〟の名みよう字じを貰もらってもいたんだけどさ」

　だけど、と彼女は笑った。

「葵・善鬼。ヨシキって呼ばれてる。──まだまだ動けるもんだねえ」







[image: 第五十二章『窓外の友人』]
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　木材や硝子ガラスの破は片へん。そして散ったパンの匂においが漂う青雷亭ブルーサンダーで、店主が言う。

「今回はこんなとこかねえ。──現げん役えきバリバリの二ふた代よちゃんから見て、どう見える？」

　その問いかけに、二代は息を吸った。

　……何とまあ。

　ここまで身近に、達人がいたのかと、そう思う。

　だから、ただ、思いつきとも、勢いとも取られようが、二代は動いた。暗くら闇やみの中、戦せん場じようの跡地の真ん中において、二代は目の前に槍やりを置き、店主に平伏した。

「……御願い申す」

　深く、頭を下げ、床に額ひたいを着け、

「拙せつ者しやに、師し事じをして頂けぬで御ご座ざろうか……!!」

　その言葉に、頭上から返答が来たのは、数すう拍はくの間をおいてからだった。

「……あたしは、人に教えるの苦にが手てでね」

「駄だ目めで御座るか……？」

　否、という色を含んだ苦く笑しようが聞こえた。

「──旦だん那なが戻ってきたら頼みたいところだね」

「それは──」

　顔を上げると、店主が、早さつ速そく、椅い子すに刺さった剣を抜こうと、足を掛けている。その手伝いとして椅子の足を摑つかみ支えると、彼女が苦笑を深くした。

「でも、旦那がそうそう都つ合ごう良く帰る筈はずもないし、だから、手頃なところで頼んでみるけどね。とりあえず今は──」

　ああ、と彼女は言った。

「──とりあえず、片づけ手伝ってくれる？」

「それだけじゃ駄目だ。配はい膳ぜん頼むよ」

　と、店の奥から少女の声がした。奥のカウンター席から、立ち上がる影があったのだ。
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　二代は、改めて見る人ひと影かげの存在に、息を詰めていた。

　……何い時つの間に!?

　戦せん闘とう前に、確かにカウンター席には白はく衣いの人ひと影かげがあった。しかし、戦闘中、それは一切、感じられなかったのだ。

　店主も同じらしい。軽い口くち笛ぶえつきで椅子から一いつ刀とうを抜いた彼女は、

「変わったステルスだね。極きよく東とうじゃないようだけど」

「英国イギリス式、創作術じゆつ式しきだよ。……有あり明あけのイベント受付に出で張ばるついでに、雑用とやらで来てみたら、古本がたくさん出てるじゃないか。それで、読むところはないかと、ここに来て御茶を貰もらっていたんだけど」

「トーストがまだだったっけ？」

「スクランブルエッグも追加で欲しい、これから今日初めての食事なんだ。雑用のためにね」

　雑用で御ご座ざるか？　と二ふた代よは相手に問うていた。すると相手は、こちらに視線を向けもせず、ただ眼鏡めがねを鼻の上に押し上げ、

「馬鹿な作家志望者が、自分を壁面プリントでグッズ化したっていうじゃないか。不ふ相そう応おうな事を、と、先せん輩ぱい作家がそれを解除してあげようというんだよ」

　言った上で、彼女はようやくこちらを見た。薄くした目で、

「武蔵むさし副長、生徒会関係の事だけど、後で案内してくれる？　──英国オクスフォード教きよう導どう院いん所属〝女王の盾符トランプ〟の６、トマス・シェイクスピアが招しよう聘へいに応じた、ってね」

　なあに。

「あと十一冊ほど、食事しながらで読み終わるから、その後で、ね」
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「向こう、青雷亭ブルーサンダーの方は落ち着いたようですね」

　と、薄暗い道上で、槍やりを持つ姿は呟つぶやいた。

　男子夏服をノースリーブ型で着込んでいるのは、立たち花ばな・宗むね茂しげだ。

　彼は酒さか井いから預かった〝瓶かめ貫ぬき〟を軽く回し、左さ舷げん側に並ぶ建物の上を見る。

　そこに立つのは誾ぎんだ。彼女は右の義ぎ腕わんを前に伸ばし、更さらに十字砲火アルカブス・クルスを一本、展開している。

　誾は、十字砲火上に出現させた照しよう準じゆん用表示枠サインフレームで艦かん尾び側を見渡すが、

「……動どう態たい捕ほ捉そく、途と中ちゆうで途と切ぎれますね。逃走ルートに隠おん形ぎよう術じゆつ式しきが掛けられているようです。恐らくは準備ある者達の反はん抗こうかと。そして──、それとは別で気になることが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、射しや撃げきの動線が複数ありましたね」

　流石さすがですね、と誾が周囲を見渡し、微笑で頷うなずいた。

「十字砲火の多重射撃を見切られた時を、思い出しましたか？」

「Ｔｅｓテスタメント．と答えたくなって困ります」

　宗茂が苦く笑しようした。が、彼は首を傾かしげ、

「青雷亭の中にいる副長達は、内部で陰に隠かくれたのに、幾いくつかの方向から狙そ撃げきを続けられました。一カ所に狙撃手がいたならば、高速で移動しない限り不可能な事です。

　狙撃手が複数いたと考えるのが適当ですが──」

「追い切れず申し訳御座いません。宗茂様」

「いえ、別に構いませんよ、誾さん」

「──いえ、この御お詫わびは明日の朝食で」

「……魚が良いですね」

「見越して上じよう物ものの鰹かつおを用意してあります。存分に参りましょう」

「Ｔｅｓテスタメント．、生しよう姜がを農のう園えん区画から頂いてこないといけませんね。──しかし、今回のところ、こちらの役目としては、これで充分でしょう」

　と、宗むね茂しげは足下に視線を向ける。整地ブロックが置かれていない石作りの基礎パレット。その上にあるものを屋根上の誾ぎんが告げた。

「……青雷亭ブルーサンダーから逃走しようとした人形ですね。複数狙そ撃げきも、それが仕掛けでしょうか」

「いえ、違うと思います。誾さんが複数の逃走する動線を見逃す筈はずがありませんし、何か特とく殊しゆな術じゆつ式しきではないかと、私はそう思います」

　言われ、誾は口くち端はを締めた。目を伏せ、

「私とて見落としや間違いをしますよ、宗茂様。完かん璧ぺきな女ではありませんので、万まんが一いちという事があります。そのあたりの御ご考こう慮りよを」

　と、誾が改めて宗茂の足下にある人形を見た。

　人形は、宗茂の槍やりによって、背骨を一発で貫かれていた。幾いく度どか基礎パレット上を喘あえぎ、前に進もうと引っ搔かいた後があるが、今はもう動いていない。

　誾は、しかし、敵に対して何も問わなかった。代わりというように問うのは、

「〝瓶かめ貫ぬき〟は如何いかがですか？」

　問われ、宗茂は答えた。ただ率そつ直ちよくに、

「それが、よく解わかりません」

「宗茂様ほどの人でも、不明ですか」

　誾が首を傾かしげる。

「大罪武装ロイズモイ・オプロ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を預けられた時、誰も使い方は解らないし説明書も保証書も無いというのに〝こうですかねえ〟と笑顔で副校舎削けずりましたよね。あの時、この方は何と屈くつ託たく無い益荒男ますらおかと思いましたが」

「いやあ、まさか私と相あい性しようがいいとは。隆たか包かね副長と同じ操そう作さしただけなんですけどね」

「Ｔｅテ……、Ｊｕｄジヤツジ．、その責任と始し末まつを逃れるのに、西の海の〝門〟を使用して新大陸で一働きをさせられましたが。向こうの会計、ラス・カサス様には随ずい分ぶんと御世話になりました」

「有あり明あけから大きく北上すれば、一応、新大陸の蝦え夷ぞなんですよね。……カサスさん、未だに塔とうの守備とかやってるんでしょうか」

　どうでしょう、と誾が言い、しかし、小さく笑った。

　宗茂は、彼女が口元を手で隠かくす仕し草ぐさを見上げ、

「……どうしました？　誾さん」

「Ｊｕｄ．、──たった二月ほどの事だというのに、既すでに懐なつかしきの向こうなのですね。

　もはや、三征西班牙トレス・エスパニアは、新大陸の蝦え夷ぞから〝門〟経けい由ゆで行った方が近いのですから」

　大体、と彼女は言葉を続けた。

「今、私達が語る副長達は、今の副長達ではなく、昔の姿でしかないと、そんな事を思います。今後、皆に会ったとしても、私達が話す事は、──今、ここで起き、得てきた事でしかないと、そんな事も」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……土産みやげ話となるでしょうか。それとも、──自じ慢まん話でしょうか」

　どうでしょうね、と言葉を作った後に、誾ぎんが宗むね茂しげに問うた。十字砲火アルカブス・クルスを空間に収める動きで、胸に手を当て、

「……私に、極きよく東とうの夏服は似に合あうと思いますか」

「Ｊｕｄ．、一度見たいと思っていました」

「一度では駄だ目めです。毎日着るものですから」

「じゃあ、クリーニングに出す時に、替えましょう。十字砲火や義ぎ腕わんの色も揃そろえますか？」

「宗茂様、お金が……」

「はは、そのくらいは私の手持ちからでも出せますから安心して下さい。必要なら用意します。誾さんのいろいろな装いは、私も見てみたい事なので」

　ややあってから、誾は小さく頷うなずいた。宗茂から視線を外し、

「……冬服の時には、お返ししますので」

「私の冬服、誾さんが作ってくれるんですか？　素晴らしい。肩かた周まわりを楽に御お願ねがいします」

「い、いえ、御お代だいを──」

　言いかけ、誾は、不意にまた、小さく笑った。

「……裁さい縫ほうの出来ない女と思って頂けないのでは、楽が出来ませんね」

「ここに来ての、楽しみが増えました」

　宗茂は、〝瓶かめ貫ぬき〟をまた手の中で回し、

「……この、〝貫きやすい〟という感覚しか与えてくれない神しん格かく武ぶ装そうが、本当にその程度なのかどうか。そしてまた、この、妙みような襲しゆう撃げきの相手ですが──」

「Ｊｕｄ．、逃走者は四名と換かん算さんしています。一人にはその人形、二人は、二に刀とうと、恐らくは狙そ撃げきの使い手、私が追跡したのはそちらです。が、もう一人、ハンマーの使い手は……」

「逆方向へと逃走したようですね。こちらを眩くらますためか。……ただ、書しよ記きを襲おそったのも、組み合わせは同様です。二刀の使い手と、ハンマーの使い手ですからね……」

　しかし、と宗茂は、首を傾かしげた。

「何だか、嚙かみ合っていない部分がありますね。先ほどの狙撃といい、クセの強い相手であるのは確かなようです。一回目の時も、今回も。……後で副長に話を聞いてみたいものです。二刀の使い手が使う、妙な剣術についても」

「妙な剣術？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……正せい対たいしながら、後ろから切られているんです」

　宗むね茂しげは、表示枠サインフレームを開き、そこに表ひよう示じされる書しよ記き襲しゆう撃げき時じの警けい備び員いんの負ふ傷しよう状況を見ながら、首を傾かしげる。

「皆、正面から影が来たと思ったら、背後から脇わき腹ばらや背を断たれているんですよ」

「……私のような、手首の可変や、手て捌さばきの得手では？」

「それも用いているのは確かです。しかし……」

　宗茂は、槍やりの穂ほ先さきで空中を奥から手前に搔かいた。そして、

「あり得ない軌き道どうからの一いち撃げきがあると、そう言ったら、誾ぎんさんはどう思いますか？」
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「……え？」

　誾の疑問詞しと振り向きに、宗茂は前を見た。敵の逃走方向に視線を合わせつつ、彼は、槍の柄えを背に当てた。

「いいでしょうか、誾さん」

「Ｊｕｄ．、御お願ねがいします」

「──まず、前から敵の脇に飛び込み、抱くように背に手を回します」

「──Ｊｕｄ．」

　そして、と、彼は、己おのれの背に当てた槍の柄を、前に引いて、

「その状態から、自分側に向けた刃やいばを敵の背に当て、こう、引き切ります」

「ヴィオラなどの、弓を引くような動きですね」

「そうですね。──この場合、刃は、脇腹から当たります」

「抱いて引けば、そうなりますね」

　しかし、と宗茂は後ろに手を伸ばし、穂先の根本を、肩の後ろあたりに当てた。

「傷の深さを見ると、背部の上側、肩けん胛こう骨こつあたりから袈け裟さ切りを食らったというような、そんな斬ざん撃げきがあるそうです」

「それは──」

「食らった人達は一いち様ように言います。敵の攻撃が懐ふところに飛び込んでくるのは解わかったから、前や横に出て回かい避ひした、と。警備の人達も手て練だれですからね。そのくらいは見越します。

　しかし妙みような事に……」

　宗茂の疑問を、誾が代弁した。

「脇腹切りの一撃をかわした筈はずが、背後からの袈裟懸がけになって追いついてきた、と？」

「Ｊｕｄ．、そして、不ふ思し議ぎな事があるんです」

　それは、

「不ふ可か避ひの、追跡の一撃の方が、切れ味が鋭利なんです。……どういう事なんでしょうね」

　首を傾かしげる宗むね茂しげの、陰いん影えいが明らかになった。

　多た摩まの照明が、元に戻ったのだ。宗茂は誾ぎんと視線を合わせ、足下の人形を見ると、

「番ばん屋やの回収が来る筈はずなので、それを終えたら会計に報告して帰りましょうか」

「そうですね。……明日の臨りん時じ生徒総そう会かいもありますが、浅あさ間ま様経けい由ゆで回ってくる、三さん国ごく方面の外がい交こうに出ている人達の話も、また興味があります」

　さて、と彼女は言った。身を軽く、屋根から地面へと飛び降り、

「どうせ、賑にぎやかに引っかき回しているのでしょう、あの人達は」
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「何!?　テンゾー！　貴き様さま、この姉キャラは金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうだぞ!?　折せつ角かく貴様に先を譲ゆずってやったのに攻こう略りやく出来ていないだと!?　拙せつ僧そうに譲るというのか!?
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　ウルキアガ君は時間ごとに盛り上がっていくなあ、と鈴すずは思った。

　今は佐さ助すけの言った時刻。夜十一時。廊下は淡い熱を帯びているだけで、奥にある主しゆ庭にわも、どちらかというと湿った冷たさを大気からこちらに送ってくる。

　……け、警けい備びの人は──。

　いない。管理の表示枠サインフレームも、留る守すという人を写していた筈はずだが、この、いない状態が普通なのか、それとも佐助の手が関わっているのか、鈴には解わからない。

　ただ、いないなら、いないで、その事が解っていない訳だし、

　……ちょ、ちょっと、ずるい、かな？　大分、かな？

　思いつつ、主庭に行く。

　夜の主庭には、純粋な興味もあるのだ。昼間、あれほどの濃さを見せた主庭は、夜の中では一体どうなっているだろう、と。

　小しよう等とう部ぶや中ちゆう等とう部ぶの時、課外教室として、武蔵むさし地下の農のう園えん区画でキャンプをやった。あの時も、夜には空気が変わり、人工の配置ではあるが、自然の音を聴きいた記き憶おくがある。

　今回はどうだろうか。

　主庭は、武蔵の農園区画よりも密度の濃い草木の場所だ。

　期待に歩を進め、なるべく足音を立てないように、壁かべ際ぎわを一歩一歩進んで行ったが、

「……ぅわ」

　すぐに気付いた。これはきっと、凄すごい、と。

　主しゆ庭にわから廊下に漂ってくる知覚情報を、鈴すずはこう思った。冷たく弾はじけてる、と。まるで、洗ったばかりの小さい果くだ物ものが、幾いくつも幾つも、水を滴したたらせながら宙に浮いているみたい。

　口が笑みに変わる自覚を得ながら、鈴は行く。足を速め、

「ん」

　主庭に入った。







[image: 第五十三章『記憶域の欠落者』]
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　鈴すずは、主しゆ庭にわを改めて理解した。

　約百メートル四し方ほうの場所は、今、遠くにある向かいの壁まで知覚出来る。が、昼に比べて情報量が少なくなった訳ではない。

　密度が、澄すんだ状態になっているのだ。昼は地面から熱や匂においや湿しつ気けやら何もかもが立ち上ってせめぎ合い、揺らいでいたが、今は違う。今は全て、下から上に真まっ直すぐ上がり、触れ合っては融合し、整っている。

　昼が荒れた波間なら、今はただ、天地を逆に幾いく本ほんもの細い滝たきがあるような形だ。

　逆さの滝は、地面に植えられた植生の範囲ごとに昇っている。手を翳かざすと、匂いとも、蒸じよう散さんとも解わからない、冷たいくすぐったさを感じる程だ。

　……凄すご、い。

　手を左右に広げるだけで、この場所にある花や草木、地面や水の流れを捉とらえる事が出来る。外がい交こう用に着ている上越露西亜スヴイエート・ルーシの夏用インナースーツの襟えり元もとや袖そで口ぐちからは、空気や湿度が肌はだに沿ってきて、自分がこの場所に漂っているような感覚をくれる。

　そして鈴は思った。この、幾つもの滝の違いが、花や草木の違いだとするならば、

「……色、なの？」

　鈴には、明確に解らない事がある。

　色というものだ。

　気温と湿度、風は解る、感かん触しよくや、熱や音の反はん射しや率も解るので、空や雲、水や土、衣服や紙なども、大体の区分けは出来ている。しかし、

　……〝青〟い空、と、〝青〟い服、は、違うの。

　空と染料では、知覚で得るものに差が強い。だから、鈴はこう思う。

　……空や空気や雨、土に親しくて、染料や絵の具の素材になるものって、何だ、ろ。

　花や、草木だ。

　だから鈴は思う。それらの知覚を〝色〟の基礎とすれば、他の人と話したり、自分の中での捉え方もスムーズになるのではないか、と。ゆえに時とき折おり、地下の農のう園えん区画で喜き美みが持っている花か壇だんなどを訪れ、言葉を交わし、色の判断材料を多くしているが、

「喜美ちゃん、変わった事、知ってる、よ、ね……」

　作曲中の雅が楽がくを弾ひいてくれたり、制作中の踊りを見せてくれたりもするし、

　……隠かくれて作ってる果か実じつ酒の味見もたまに、……うん。

　そんな彼女は、自分が色の基礎としようとしている花の花言葉を、よく知っている。

　たとえば〝赤〟を決めようとしていた時は、

「──その花を〝赤〟とすると、鈴の赤は〝内気な恥はずかしさ〟かしら、それとも別に言われる〝私はあなたに相応ふさわしい〟かしら」

　流石さすがに後者は行き過ぎだと思うので、別のを選んだが、「それでいいの？」と、結けつ構こう心配気味に言ってくれた。そうやって、自分の色を作っている鈴すずだが、

　……ここには、どんな色、あるのかな。

　知っている色の花は、ちらほらある。それらの間を歩いていく感覚としては、幾いくつもの小さな滝たきの間、足首まである冷たい流れの中を行くものに近い。だから鈴は両の手を左右に広げ、小さな花の匂においや熱まで感じるように、主しゆ庭にわを歩き出す。

　人の気配はない。やはり佐さ助すけさん達の計らいなのかな、と鈴は思う。だとすれば、ここで一体、何に会うというのだろう。

　そして鈴は、両の花か壇だんと畑と、幾つもの滝の間を抜けるように行き、小川を渡る。橋の上で、軽く身を回すと、全周の姿が知覚出来て、

　……あ。

　蛍ほたるだ。光る虫。熱を持たないので、自分には〝光〟が解わからないが、それがいる位置に〝綺き麗れい〟を当てはめると、

「ぅわ……」

　周囲には、〝綺麗〟の立ち上り舞う、滝の遡さかのぼりが幾つもある。

　凄すごい、と思い、これを皆が見てないのは勿もつ体たいないと思う。向こう、ウルキアガ君を呼んで来ようかな、でも、

「おい！　テンゾー！　貴き様さまの言う通りにしたら別ルートに入ったぞ！　しかも人ひと妻づまだと!?　旧派カトリツクの拙せつ僧そうに戒かい律りつを破れと言うのか貴様！　ああ？　この人妻も姉だ！　悪いか!?　そうだ、謝ればいいのだ……。今の謝罪で罪を免めん除じよして、貴様の攻こう略りやくキャラのネタバレをトーリと一いつ緒しよに通神帯ネツトに書き込む程度で赦ゆるしてやろう……」

　ウルキアガ君、盛り上がってるようなので邪じや魔ましない方がいいかも、と鈴は思った。

　そして鈴は、主庭の中央にある広場に辿たどり着く。中央に大きな木があり、その下にも〝綺麗〟が舞っている。木の下には、こちらの胸下の高さくらいの、

　……石？

　疑問したのは、それに、蛇へびがまとわりついているからだ。

　しかし、蛇？　とも思ったのは、まとわりつく蛇には、角つのがあったからだ。そして、角が、片方の一本だけだったからだ。だから、鈴はこう思った。これは石でも蛇でもない、と。

　何かと思えば、口に出して呼びかけるのは、

「……政まさ宗むね、さん？」
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　政宗は、突然の呼びかけに身を震わせた。

　……え？

　戸と惑まどいを得た理由は、声を掛けられた事に対する驚きだけではない。精神集中を行う事で、己おのれを周囲と同化させ、鎮しずめる。そんな修練を行っていたため、自分の姿は知覚出来なくなっていた筈はずだった。だが、それを、

「どうして……？」

　己が未み熟じゆくだったから、としか言いようがないが、疑問は疑問だ。

　座した姿勢で前を見れば、

「貴女あなたは──」
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　鈴すずは、正面にて政まさ宗むねが形を確かにするのを知ち覚かくした。

　彼女は立ち上がり、こちらに顔を向ける。

　だから鈴は一礼してこう言おうとした。お久し振りです、と。

　だが、向こうが先にこう言った。

　それは、

「初めまして。恐らく──、武蔵むさしの外がい交こう官かん殿どのだな？　話には聞いている。私が伊だ達て・政宗だ」
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　……え？

　鈴は、初めましてと言う、政宗の言葉の意味を理解出来なかった。

　何しろ彼女とは、昼に会っているのだ。あの砲ほう撃げきと、青い竜りゆうのような武ぶ神しんの騒そう動どうの中、彼女は気を失ってしまったが、それまでに、確かに挨あい拶さつをし、言葉を交わした。

　……どういう、事？

　何か理由があって、こちらを忘れた振りをしているのだろうか。だが、

「──？」

　先ほどから知覚出来ていた、妙みような角つのの生はえた蛇へびが、いつの間にか姿を消している。それがどういう事か、鈴には解わからない。ただ、政宗が、こちらに顔を向け、問うてくる。

「ええと、いいのかな？　武蔵の外交官殿で、貴女は」

　やはり、こちらを憶おぼえていないと、鈴はそう思った。だから、意味は解らないが、

「う、うん、Ｊｕｄジヤツジ．、……向むか井い・す、鈴、です」

「向井殿どのか」

　言って、政宗が笑みを零こぼした。ほ、という安あん堵どの息が聞こえたのは、彼女もまた、今の状況をどうしていいか解らなかったという事だろう。

　ただ、政まさ宗むねは、何な故ぜかこちらを憶おぼえていない。どういう事かと思うが、問うて解決になるものでも無いと鈴すずは思う。演技であろうと本当であろうと、お互いは今、挨あい拶さつをしたのだ。

　知り合った、という事を信じて、鈴は問うてみた。自分の肩のあたりを手で示し、

「……蛇へび、いな、かっ、た？」

「蛇？」

　政宗が、立ち上がりながら肩に顔を向けるが、やはりそんなものはいない。ただ、彼女は、ああ、と声を作った。

「それはきっと、私の加か護ごだろう。……私は、小こ次じ郎ろうともども、竜りゆう神じんが母に宿って生まれた子だから。でも、それが見えるという事は、向むかい殿どのには霊れい視しが？」

「うう、ん。風、熱とか、そんなの」

　鈴は首を横に振った。ただ、素直に、思った事を言う。

「驚いた」

　驚いたか、と政宗が言った。口く調ちようからして、面白がっているようだ。そして、

「──向井殿、私がここを案内しようか」

「え？　い、いい、の？」

「不ふ手て際ぎわで、担当の者が不在のようだからな。もう一人の半はん竜りゆうも──」

　鈴は、居きよ室しつのある廊下の方にちらりと顔を向けた。ウルキアガが充実しているのが聞いてとれたので、ゆっくりと政宗に顔を向け、前まえ髪がみを左右に揺らす。

「だ、だめ、本気、っぽい、から」

「……よく解わからないが、ならば、外がい交こう官かん殿を」

　言われ、不意に手を取られた。

　それは、よくある行為だが、鈴にとっては、

「ん……、っ」

　いけないと思いつつ、鈴は、いつも、皆がしている作さ法ほうとは違うことに、自分の身を震わせてしまう。

　それも、拒否の震えを、だ。
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　政宗は、自分の行いが拙せつ速そくだと悟さとった。

　取った外交官の手に、堅い力が走ったからだ。

　……しまった。

　と、そう思った。相手は高い知覚能力を持っているが、それゆえに、不意に触れては恐きよう怖ふ感を与えるだけなのだ、と。だから、

「すまん」

　急ぎ、手を離そうとした。だが、

「────」

　彼女が、こちらの手を強く握り返してきた。それも、急いだ力で、だ。

　自分が拒否の反応を示した事を、悪いと思ったのか。彼女は慌あわてて首を横に振り、

「だ」

　大だい丈じよう夫ぶ、と言おうとしてくれているのだろうか。しかし言葉は続かず、首を横に振るだけで、荒れた息が言葉を飲んでしまった。

　彼女の、震えというより、それが固まって生まれた緊きん張ちようは、どうすればいいのか。手は離して貰もらえず、ただ、

　……どうしたら……。

　思った時だった。不意に、武蔵むさしの外がい交こう官かんが、顔を上げた。何かに気付いた。その動きに合わせ、自分も頭上を見み仰あおぐ。すると、

「おお」

　自分達の頭上を渡る木枝が、光っていた。

　蛍ほたるだ。

　小川で育ち、飛び立った蛍が、この頭上の木枝に大量に集まり、

「まるで、咲き誇るようだな」

「──色」

　外交官が、荒れた息を収めながら、上を向いて問いかけた。

「何色？」

　問われ見れば、白ではない。黄き色いろでもなく、どちらかというと、

「薄うす緑みどりの、淡い光だ」

「蛍の、色？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と答えると、彼女は頷うなずいた。

　震えが無い。恐れも感じない。まるで、目の前に出た玩具おもちやに反応をひっくり返した子供のような、しかし、

　……私は、どうなんだろう。

　そんなことを思いつつ、政宗は、言葉を作った。

「外交官」

「……な、何？」

「ここを案内したいが、いいだろうか」

　ん、と向こうは頷いた。上を向き、そして、周囲を、何も無いのに、陰や間を窺うかがうように顔を傾けたりして、

「色……」

　笑みで、御お願ねがいされた。

「色、……教え、て？」
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　夜の空がある。

　高い空だ。晴れていて、二つの月があり、月光が雪の大地の白を青く染めている。

　そんな大地を水平とするような高さに、しかし、周囲の地平とは離れた床がある。地上に開いた巨大な竪たて穴あなの中、掘り込み式の陸りく港みなとには、巨大な戦せん闘とう艦かんが収まっていた。

　鉄艦の側面にあるのは〝山やま形がた城じよう〟の白文字だ。

　最上もがみ家の旗き艦かんであり、教きよう導どう院いんでもある戦闘艦は、三さん胴どうのそれぞれを大地に沈めている。が、陸港の各フロアや、地上側からも掛かる橋は、天てん守しゆ閣かく兼艦かん橋きようでもある教導院校舎に届いており、多くの人ひと影かげや武ぶ神しんが補給や輸ゆ送そうを急いでいた。

　特に、装そう甲こう板ばんの補修や交換、弾だん薬やくや対艦戦闘術じゆつ式しき符ふ、食料や燃料の交換や備蓄は優先とされているが、

「明かりはつけず、月光頼りに補給と整備か、異い族ぞくの多い奥おう州しゆうならではだな、義よし光あき」

　山形城の屋上。谷底に見える陸港と艦の間を見下ろすのは、義よし康やすだ。彼女は、屋上とほぼ水平となっている白の大地を見て、

　……ここまで艦を沈めると、出しにくいように見え、しかし、遠方からの砲ほう撃げきなどに狙ねらわれる事がほぼ無くなる、か。爆ばく撃げきも、ピンポイントでなければならんしな。

　地上側からの侵しん攻こうには不利だが、広大な雪せつ原げんをここまで来られる地上戦力などがあるとは思いにくい。

「そして……」

　義康は視線を動かした。北西側、極きよく東とう西の海の側に、陰いん影えいがある。

　広い雪原のようだが、よく見れば丘の裾すそを抉えぐって、百数十メートルの上下段差のついた長いラインが交こう互ごに何本も海側へと生はえて並んでいる。その規模は数キロ四し方ほうに渡ろうか。更さらに目を凝こらして見れば、そんな段差の範囲が、地平の至る所に、距離を離して幾いくつもある。

　義康は、後ろの義光へと首を傾け、

「あの、櫛くしのような陰いん影えいが、地表側の街か？」

「そうぞえ？　丘の斜面を抉って重じゆう層そうの街を作ったのよ。街は区画整理され、重層の居きよ住じゆう区く画かくと、雪を積む谷の区画に分けておる。雪は風よけにもなるし、溶けた水は動力となりもするし、居住区画にある田でん園えん部に潤うるおいを与えもする。雪との共きよう存ぞんが最上の特長だぞえ」

　答える義光は、薄うす黄き色いろの狩かり衣ぎぬ型に改造した露西亜ロシア型制服を着込み、屋上に敷かれた畳たたみの上で寝そべって団だん子ごをつまんでいる。時とき折おり、手て酌じやくで瓶びん徳とつ利くりの酒を飲んでいるが、

『義光様！　今日はペース早すぎてシャケは心配ですモン!!』

　鮭さけの形をした走狗マウスが、空中を左右に身を振ってさっきからうるさい。義よし光あきの寝そべる足下側、武蔵むさしの従じゆう士しが、やはり団だん子ごをつまんでいるが、

「あの、その走狗の方は……」

「ああ、これでもうちの会計兼けん書しよ記きの鮭しやけ延のべ・秀ひで綱つなだぞえ？　ほら、こっち来」

『義光様！　何で御ご座ざいますかモン！』

　やってきた鮭を、義光は笑顔で摑つかんで、前後に伸ばした。走狗であるためか、単純画にされていたそれは、二十センチほどの大きさから、三倍ほどの長さに伸ばされ、

「ほうれ従士殿どの、里さと見みの。──鮭延」

『ああん義光様！　強ごう引いんな紹介にこの鮭延・秀綱は絶句ですモン！』

「ほほほ、鮭延は虐いじめると喜ぶから不ふ思し議ぎな生き物じゃのう」

　酔よってるだろうお前、という言葉を言いかけて飲み込んだこちらの視線の先、義光は、鮭延を手放して身を緩やかに起こす。

「さて、──うちの概がい要ようも大体解わかってきたところであろう？」

「会議とするなら、明日の午後と決めた筈はずだが？」

「武蔵むさしの臨りん時じ生徒総そう会かいの後かえ？　まあ、それもよかろうが、こちらの会議の前に、お互い、知っておいた方がいい事があると、そう思わぬかえ？」

　義よし康やすは、内心で相手の評価を改めた。ここに呼ばれたのは〝部屋の用意と、下の邪じや魔まにならぬよう〟と言われていたが、

　……やはり、明日の三さん国ごく会議を重用視している、か。

　下の補給なども、義光が屋上に上がってきてから手配した素そ振ぶりはない。ここに来るまでに全て終えていたか、訓練によって各部の判断が最適に為なされていたという事だ。

　そうなると、今、彼女が手にしている団子と酒は、

　……本気で飲み食いしたかっただけか！

　従士が出されるものを流れるように食っていたのは正解だった。自分の方は、何かあるかと思って警けい戒かいすらしていたのだが。

　そして今、従士は、鮭延が頭に表示枠サインフレームの盆ぼんを作って載せてきた湯ゆ飲のみを受け取る。

『上越露西亜スヴイエート・ルーシ経けい由ゆで来た京きようの茶ですモン！』

「あ、戦せん闘とうしながら、貿易は未だに生きてるんですねー」

『鮭延まさか機き密みつ漏もらしたモン!?　でも負けないですモン！　サーモン力は朝の食事の活力ですモン！　納なつ豆とう!?　聞こえねえですモン！　卵欲しかったらイクラ食えですモン！』

「あー、よく考えたらサーモンだからモン語ご尾びですか。でも英語弁べんじゃないですかそれ」

『でもロシア語だとスョームガでムガ語尾は可愛かわいく無いですモン！』

「……口を挟みたくはなかったが、これ、ひょっとして野生化走狗か？」

『野生じゃないですモン！　ワイルドですモン！　IZUMOで生まれて、本物らしい箔はくつけるためにカンバックサーモン作戦させられたんですが、海泳いでいる途と中ちゆうで世の中が嫌になって自然回帰したですモン！』

「何で世の中が嫌になったんですか？」

『え、えっとお……、な、何ていうか、大人おとな？　その、大人のぉ、おしつけというかあ……』

「そういう風ふうに意味もなく格かつ好こつけたがる時期が誰にでもあるものぞえ？」

『イヤーン義よし光あき様ハッキリ言い過ぎですモン！　意味の無い反はん抗こう心しんはヤングの象しよう徴ちよう！』

・俺　　：『ああ、朝とか、意味無くヤングが反抗心してる時あるよな、テンゾー。あれ、抑えようとしても難しいよなあテンゾー。そう思わないかテンゾー』

・十ＺＯ：『な、何でこちらに三度も振るで御ご座ざるか!?　自分の場合はメアリ殿どのもいるので意味ありで御座るよ！』

・あさま：『ええと、つまり、……意味有りで壁の方向いて出してたんです、か……？』

・●　画：『サイテーね……』

・十ＺＯ：『あれあれ？　な、出すとか何とか、変な方に逸それて御座るよ？』

・傷有り：『あの、点てん蔵ぞう様？　今度、今け朝さのようにされる時は、私に甘えて下さいね？』

・約全員：『出して甘える……』

・十ＺＯ：『その〝……〟やめ！　やめるで御座るよ！　何か悪い予感するで御座るよ！』

　コイツら聞き耳立てた上で自分の土ど俵ひように持ち込むよなあ、と思いつつ、義よし康やすは再び義光に視線を向けた。

「聞きたい事がある。駒こま姫ひめの事だ」

　告げた人名に、義光が反応を作った。

　彼女は口元に小さな笑みを残したままで、しかし、目を伏せたのだ。

「やはり、そうであろうのう……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……何しろ、駒姫も、小こ次じ郎ろうについても、知らぬ訳ではない。二人とも私と同じ学年で、それゆえ、奥おう州しゆうの祭などでは、顔も会わせた事もある」

　それは事実だ。

　房ぼう総そうを治める里さと見みは、関かん東とうの東とう端たんの国だが、それゆえに奥州東側の勢力が関東以南に出る際の海上交通を押さえている。そして、奥州西側にとっては、里見は、奥州東側の諸国を牽けん制せい出来るいい位置にいるのだ。

　伊だ達てと最上もがみとの付き合いや、牽制など、無かった訳ではない。しかし、

「義光、お前が駒姫の事を可愛かわいがっていたのも知っている。……だから教えて欲しい。

　駒姫が歴史再さい現げんとして、聖せい譜ふ記き述じゆつに有る通り、羽は柴しば・秀ひで次つぐの側そく室しつとなるのは解わかるが──」

　義康は問うた。

「何な故ぜ、駒姫が、霊れい属ぞくになっている？　そして、何故、羽柴・秀次に、小次郎が？」

　という疑問に、問い返しが来た。従じゆう士しだ。彼女は首を傾かしげ、

「小こ次じ郎ろうって、……あの、小次郎さんですか？　伊だ達ての……」

「ああ、伊達・小次郎ぞえ？」

　義よし光あきが、ふ、と小さく笑って言った。

「伊達家、……政まさ宗むねの実じつ弟ていぞ。それが今、羽は柴しば・秀ひで次つぐになっておるのよ」
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　どういう事だ？　と正まさ純ずみは中庭に用意された自分専用の天てん幕まくの中で首を傾かしげた。

　顔横、ツキノワが頰ほおの擦すり寄せかと勘かん違ちがいして身を添わせてくる。正純は、その感かん触しよくに応じながら、

「ネシンバラ、伊達・小次郎の経けい歴れきと──」

　ネシンバラはいないと、呼びかけてから気付く。シェイクスピアが壁プリントの解除に入ったと、先ほどハイディから連絡があったが、

「こういう時、自分で調べるのは大変だよなあ」

『ま──？』

　ツキノワの学習と考えればいいのか、と正純は前向きに吐息する。

　……調べるのは、伊達・小次郎の経歴と、現在における処しよ遇ぐうだ。

　伊達家の長おさの弟。それが何な故ぜ、羽柴側につき、その甥おいである羽柴・秀次となっているのか。そしてまた、何故、霊れい体たいになっているのか。

　恐らくは極ごく秘ひの事だった筈はずだ。自分の父達が、個人的に知らされていても公表出来ないようなレベルでの極秘事項だろう。それが今、不意に表おもてに出されたというわけだ。

　餌えさだよなあ、と、最上もがみ・義光の仕掛けてきた駆かけ引ひきを正純は思い、苦く笑しようする。

「──急ぎ調べるぞツキノワ。手順は順番じゃなく、最適で憶おぼえてくれ」

　そして、

・副会長：『里さと見み生徒会長、そちら、最上・義光から情報を聞き出す事は可能か？』

・義　　：『思い当たるキーワードがある。それを軸じくに問うてみよう』

　頼むぞ、と、正純が言おうと思った時だ。

・義　　：『……既すでにそちらは一つ成果を上げた。だから私も、応えよう』

　届いた言葉に、正純は、ふと、動きを止めた。

　……そうか。

　先ほどの泰やす衡ひらとの会談。自分達、武蔵むさしにとっての意味が強いものかと思っていたが、

「少しはそちらのやる気に、力を与えたか、里見生徒会長」

　口で問う言葉は、通つう神しんを通していないので、応答はない。ただ、周囲の皆は、それぞれ顔を見合わせ、頷うなずきや、笑みなどの表情を作った。だから正純も小さく笑い、こう告げた。頼むぞ、ではなく。

・副会長：『──任せた』
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　武蔵むさし副会長からの言葉を見て、義よし康やすはこう思った。気楽に任せるなよ、と。

　だが、そう思いながらも、義康は改めて義よし光あきに問うた。

「……聞かせてくれるか？　伊だ達て家の当主の弟が、何な故ぜ、羽は柴しば・秀ひで次つぐとなっているのを。それに、彼も何故か、霊れい属ぞくになっている。更さらには──」

「疑問が多い子は疎うとましがられるぞえ？」

「聞かせてくれぬ大人おとなは厄やつ介かい払いをされるぞ？」

　言って、義康は新たな疑問を作った。それは、出てくる人名をまとめるような、

「……今日の戦せん闘とう中に聞いた言葉がある」

　それは、恐らく、彼らに纏まつわる事。たった一言で全てを縛しばってしまう、

「〝約束〟とは、何だ？　駒こま姫ひめや小こ次じ郎ろう、そして恐らく政まさ宗むねや、本ほん庄じよう・繁しげ長ながを含みで掛けられる〝約束〟とは、……一体何の事なんだ？」







[image: 第五十四章『夜更かし時間の外交人』]
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「〝約束〟について問うてくるとは、……里さと見みも踏み込んだものであるな」

　ミトツダイラは、赤い絨じゆう毯たんの廊下にて、本ほん庄じよう・繁しげ長ながと向き合っていた。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの夏服をラフにまとった繁長は、腕や首に回復用の符ふを織り込んだ包ほう帯たいを巻いている。壁に背を付け、腕を組んでいる彼女を見るミトツダイラは、

　……非公式の話をしたいと言われましたけれども……。

　それゆえの、廊下というシチュエーションだろう。〝擦すれ違った〟という、そんな解かい釈しやくで〝たまたま独り言を聞いた〟とするやり方だ。だからミトツダイラは、繁長から視線を逸そらし、

「不ふ思し議ぎですわね。……義よし康やすが最上もがみ家に問いかけた〝約束〟という言葉。それがまた、こちら、上越露西亜でも、意味を持っているなんて」

　独り言のつもりだが、我がが出過ぎている気もする。ただ、メアリでは不ふ慣なれと判断されたし、ホライゾンを表おもてに出すのは危ない。全ぜん裸らを表に出すのも危険だ。女じよ装そうもだ。だから今は、

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、問題無いで御ご座ざるよミトツダイラ殿どの、そのまま流れで進行に御座る』

　第一特とく務むをアシストにするこちらの正面で、繁長が呟つぶやいた。

「〝約束〟。──それは、我が国や奥おう州しゆうを平和に保つための、小さな誓ちかいだったのだ」

　前提を確認しよう、と繁長は小さな声を虚こ空くうに捨てた。

「古来から、平ひら泉いずみの長ちよう寿じゆ族ぞくを中心に、奥州や上越露西亜、関かん東とうでは、聖せい譜ふ勢力に従うのを極力避けるため、歴史再さい現げんについては多くを談だん合ごうで済ませてきたのである。これは重じゆう奏そう神しん州しゆうの側でも変化なく、両者が合一した後は、混乱を避けるために談合制を強化したというが……」

「奥州では、談合と言っても、最上のように戦せん闘とうを仕掛ける国もありますのね」

　ツッコミ過ぎかと思ったが、繁長は窓の外を見る事で不ふ問もんとした。彼女は、窓に映る顔で目を細め、

「無む論ろん、……各国の中での勢力争いや、人口増加による土地問題、開かい拓たくによって必要となった水源地や資源地の確保など、そういう部分での争いは生じていたな。最近では最上が、そのあたりを利用して小こ競ぜり合いを起こしているが、その訳も解わかりはする」

　何な故ぜなら、

「最上は、現総そう長ちようである最上・義よし光あきの後、急速に衰すい退たいし、松まつ平だいらが天下を取った後には改かい易えき寸前の有様となるのだから」
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　つまり、と、外がい交こう艦かんの中庭に建てられた天てん幕まくの中、正まさ純ずみは検けん索さくの手を止めた。

　曲がり掛けていた背を伸ばし、羽は柴しば・秀ひで次つぐの項目を指でマーク。そして、ミトツダイラの言動が表ひよう示じされた表示枠サインフレームを手で寄せる。そして口を開き、告げる内容は、

「……最上もがみがこちら側につく理由としては、衰すい退たいの前に、こちらと与くみしておき、なるべく多くのものを得ておきたいという事でもあるのか」

・環境音：『今、〝約束〟は不確かになっている。だから、義よし光あきはこう考えたのだ』

　ミトツダイラの表示枠サインフレームが、繁しげ長ながの言葉を〝環かん境きよう音〟として拾ってくる。

・環境音：『……いずれ松まつ平だいらの天下の際、最上が衰退を命じられるのであるならば、松平に早く与し、最大の領土を得ておき、その土地を松平や諸しよ国こくへの交こう渉しよう材料に用いよう、と。

　──これは内部勢力の視線を外に向ける意味もあり、攻撃的選せん択たく肢しとして、荒っぽい最上勢には受けいられたのであろうな、しかし、その支えとなるものは、やはり談だん合ごう制で……』

「ああ、そうか」

・ホラ子：『何でしょう、正まさ純ずみ様』

　うん。

「さっきアデーレが言っていたが、最上・義光が団だん子ごを食っていたのは、談合ということを示し唆さしていたのか」
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・ウキー：『また罪を犯した者がいたようだな……。いや、重犯か、これは……』

・あさま：『あああすいません、正純は仕事中、制せい御ぎよが利かなくなるんですよね』

・金マル：『制御利いてた人って今までいたかな？』

・副会長：『つーか今のはノーカンだろ!?　ツキノワが拾っちゃったけど、私自身のネタじゃないぞ！　私はこの冤えん罪ざいに対して断固遺い憾かんに思う所しよ存ぞんである！』

・俺　　：『オメエ言ってる事難しいけどひょっとして弱くねソレ？』
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　義よし康やすが、半はん目めで幾いくつもの表示枠を消すのを、義光は見ていた。

　武蔵むさしは賑にぎやかなのであろうのう、と思いつつ、最上も同様であろうと思い直す。そして義光は、団子を消費し尽くさんとする従じゆう士しに、

「これをやろうぞえ」

　と、袂たもとから出した紙袋を渡す。受け取った従士が、耳元で振ってみて、

「音で解わかりますけど花か林りん糖とうですね！　高級甘かん味み！　まさか、これもお米で？」

「そうぞえ？　うちの名物の一つよの」

　かなり甘いものなので、流石さすがに食べるペースが落ちるだろう、と義光は見越す。

　ペースが上がった。

「うわあ舌した溶どけが小こ麦むぎ主体のとは違いますね！　胡ご麻まも入っていてこれ停とまりませんよ！　おおっ、たまに当たりみたいな塊かたまりがあるのがいいですね！」

『イヤーン！　義よし光あき様、この欠けつ食しよく従じゆう士し、何から何まで語りながら貪むさぼるつもりですモン！』

「里さと見みの……。この子、武蔵むさしでどのような生活をしておるのかえ……？」

「私は知らんが、野の良ら犬いぬ達と戯たわむれているのは解わかっている」

「不ふ憫びんな……。空腹をペット愛あい玩がんで誤ご魔ま化かしておるのかえ」

　義光は、従士の肩に手を乗せ、

「最上もがみにいる間は、たぁんと御お食たべ？」

「……何だかよく解りませんがどうも有り難う御ご座ざいます」

　うんうん、と頷うなずいた上で、しかし義光は一息を入れる。

「──駒こま姫ひめはそうでは無かったが、繁しげ長ながなどはよく食ったものだぞえ」

「？　……本ほん庄じよう・繁長と、付き合いがあるのか？」

「談だん合ごうと、言ったであろうが」

　ココ、と喉のどから笑いが零こぼれるのは、過去の懐なつかしい時を思い出したからだ。それも、ほんの数年前の事だが、

「伊だ達て、最上、そして上越露西亜スヴイエート・ルーシはな？　来るべき奥おう州しゆうと上越露西亜の、最後の争いの時代に向け、談合を重ねておったのよ」

　そのために、

「一体、どのような準備をしていたか、解るかえ？」
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「おそらく」

　と、ミトツダイラは、廊下の壁に左肩をつき、呟つぶやいた。

「三さん国ごくは、最後の争いの時代を過ごす世代を、子供時代から親しく付き合わせていたのでしょうね。　私の推測ですが、……伊達からは、政まさ宗むねと、その弟の小こ次じ郎ろう。最上からは駒姫、そして上越露西亜スヴイエート・ルーシからは、本庄・繁長、といったところでしょうか」

　幼年時代からの多国間交流。

　自分も、似たような扱いを得た身だ。子供ながらに、国の運命を一部なりとも背負うような扱いで武蔵に派は遣けんされたのだから。

　そして、ふと、ミトツダイラはある事を思い出した。今日の午後、マルファとの戦せん闘とうでも、……〝約束〟という言葉が、出ましたのよね。

　ならば、とミトツダイラは思考を展開した。

「マルファや、上うえ杉すぎ・景かげ勝かつも、その交流の中に、いたのでしょうね。おそらくは先せん輩ぱいとして」

・●　画：『そうね。……先輩ネタ、三年になる前にもっと描いておくべきだったわ』

・煙草女：『アンタ存分に描いて恐れられてなかったかね。解げ脱だつジャンルとか』

・●　画：『〝私そんな昇天しないわよ！〟って言われたから、ゼロから開発して最終解脱にアルカイックドライブするの描いてやったら〝おかげさまで毎日が涅ね槃はん充実です！〟って通神文メールきたのよね。全く、──現実とフィクションの区別がついてない連れん中ちゆうだわ』

・あさま：『えーと、現実とフィクションのどっちが価か値ち高いんでしょうか』

　観念的な疑問ですのね、と思うこちらの眼前。繁しげ長ながが、ふと、振り向いた。

　彼女は、眉まゆ尻じりをやや上げた笑みを作り、

「こんな所で会うとは奇き遇ぐうだな」

　偶ぐう然ぜんの擦すれ違い。だから、お互いの言葉を偶然耳にしている。そういう情報交換の場だ。だから、ミトツダイラは会え釈しやくし、笑みで問うた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、奇遇ですわね。──そちらはどちらに？」

「見回りだ。……今、午後の一件もあって、厳げん戒かい態勢であってな」

「解わかりますわ。P.A.Odaも、マルファも、厄やつ介かいですものね。……で、一体？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──何ど処こへいくつもりだ？」

　……は？　何処って……。

　向こうは見回りだ。こちらは、繁長が来ていると知り、廊下に出たところで〝擦れ違い〟に気付いたから、目的地など無い訳だが。

・副会長：『ここから先は、深い話に入るという事だろうな。一度、こちらの言い訳を聞いておかねば、例えばここで誰かに咎とがめられた時の説明も出来ぬという事だ』

・銀　狼：『ええと、あの？　もし？　私、何で廊下に出てるんですの？』

・賢姉様：『……クク、マーキングね!?　言ってやりなさい！　全国何処でも縄なわ張ばり化！　何い時つでも何処でも縄張り化！　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだと、この時代はまだトイレとか宮きゆう殿でんに無くてマーキングし放題なんでしょ!?　歴史再さい現げんでハニープレイよ！　ハチミトとか言って！』

・銀　狼：『しませんし言いませんわよそんな事!!』

・現役娘：『まあ、ネイトったら、お母かあさんとお父とうさんの努力を忘れましたの!?　お父さんの恥ち辱じよくにまみれた顔は堪たまりませんので結論としては録画しながら見る事にしますわ！』

・銀　狼：『……御母様、私、どっちかっていうと努力の経過じゃなくて結果ですので、忘れるどころか知りませんの。あと、今いま更さらですが、うちは御父様に人権ありますの？』

・現役娘：『誤ご解かいがあるようですけど、お父さんの人権はたっぷり有りますのよ？　私の保護下で。勿もち論ろん、私もお父さんの保護下ですけどもね？』

・金マル：『他家の事情だけどこれは激熱かなー！』

・あさま：『え、ええ、まさかこんな遠距離熱ねつ射しやが厳げん寒かんの国から来るとは思いもしませんでした！　やっぱりメアリさん見てても思いますが、精せい霊れい系の人達は心の体温熱めですよね！』

　下へ手たに触れると伝う染つる気がしたし、よく考えると今は夜なので、ミトツダイラは一部を放置する事にして、自分の課題を考えた。

　……何処に行く、と言われましても。

　数メートル横のドアが開き、ホライゾンが丼どんぶりの器と箸はしを持って顔を出した。

「さあ、ミトツダイラ様、これを持って、英語で言うと、BenjoにInされてGutsされてTreasureをPutされてPoseしましょう」

「最後にポーズをキメますの？」

「拳こぶし握って……、Get！　くらいは言いませんか？　たまに隣となりの個室から拍はく手しゆがしますが」

・貧従士：『あー、それ自分です。でも、他人の成功を喜ぶ人は自分も成功しますよね』

　気付けば、繁しげ長ながが引いていた。

「……む、武蔵むさしでは、そのために器と箸を持っていくのであるか……？」

「ち、違いますのよ!?　何を〝こいつら怖こええ〟って顔してるんですの!?」

・煙草女：『アンタいつの間にかトイレ行く事になってないさね？』

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　御お風ふ呂ろや飲み物などの選択肢しはありませんの!?」

「それがうちの風呂は極きよく東とう式のものだともう閉まっているし、飲み物はウオツカばかりであるぞ。それでいいのであるか」

・●　画：『一いつ択たくじゃないの。──大変ねえ。後で聞かせなさいよ』

・銀　狼：『ネタにしますのね!?　構えてますのね!?』


《傷有り様が再接続されました》



・傷有り：『あ、すいません、点てん蔵ぞう様とお話ししていたらいろいろ安心して眠ってしまってました。ええと、今は……』

・金マル：『Ｊｕｄジヤツジ．、今、ミトっつあんがトイレ行くの嫌だってネバってんのね。納なつ豆とうだから』

・傷有り：『え？　……よく解わかりませんが、怖こわいなら私が一いつ緒しよに行きましょうか？』

・銀　狼：『いつの間にか子供みたいな扱いになってますのよ──!?　あと、今、しれっと変な事言われましたわ！』

　と、通神帯ネツトで叫んだ時だ。横のドアが開き、女じよ装そうが顔を出した。

「あ、ネイトネイト、頼みがあんだよ」

「え？　な、何ですの？」

　助け船が来た！　と思うこちらの視界の端はし。繁長が女装を見ている。その、微び妙みような眉まゆの歪ゆがみなどに気付いたミトツダイラは、

「あの、……当方の総そう長ちように、何か変な事が？」

「え？　……変じゃないの、である、か」

　よく考えたら女装ですの。しまった、慣れてきてしまってますの。

　横の方からホライゾンも、

「もはやネタではなくて、フツーですねフツー。──フ、これで芸人とは……」

「く、くそ！　オメエは俺の芸人魂だましいを挑ちよう発はつする気か!?」

「それより総長、一体何ですの？　頼み、って」

　うん、と女じよ装そうは頷うなずいた。

「今、ホラーもののエロゲやっててさ。堀ほり端ばたで〝おいてけ〟って、コカーン重力攻撃仕掛けられて俺の股こ間かんがマッハで沼地で黒マナ出ちゃうのほほおなんだけどさ。

　怖こわくて動けねえから代わりにトイレ行って……、何を拳こぶし振ふり上げてんだよ。そうじゃなくてさ。あれ？　ホライゾンも何で丼どんぶりと箸はし持ってくんの？　そうじゃなくてさ」

　えーと。

「ちと、俺がホラー抜けるまで、怖こええし、そこ守っててくんね？」

「──Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　頼まあ、という声で女装がホライゾンから器と箸を預かって部屋に戻ると、ミトツダイラはドアの脇に立つ。その上で腕を組み、繁しげ長ながを見て、

「私どもの勝ちですわね……！」

「う、うん……」

　俯うつむいた繁長が心配だが、ミトツダイラは一息をつく。

「さて、……少し、考え事をまとめましょうか。ええ、独り言を言うクセがあるので、少し表おもてに漏もれても仕方有りませんけどね」

　今、考えるべきは、解わかっている。ここまであった疑問だ。それは、

「何な故ぜ、伊だ達て・小こ次じ郎ろうが、羽は柴しば・秀ひで次つぐとなり、駒こま姫ひめ共とも々ども、霊れい体たいに？　そしてまた、彼らの〝約束〟とは、何ですの？」

・副会長：『待った!!』

　……え？

・銀　狼：『何ですの正まさ純ずみ、また、寒いネタを？　ひょっとして私の発言がトリガーに？』

・副会長：『最近皆厳きびしいな!!　──それよりミトツダイラ、里さと見み生徒会長、いいか？　本ほん庄じようと最上もがみに聞いてくれ』

・義　　：『何をだ？』

　ああ、というような間が空いた。その後、すぐに正純からの言葉が来る。

　文字によって告げられた問いかけを、ミトツダイラは、己おのれの唇くちびるで確認した。それは、

「霊体になった伊達・小次郎と、駒姫が、……いつまで在ぞん命めいだった、か？」

　疑問は、問い主である正純に訊きくような口く調ちようとなった。だが、ミトツダイラは見た。壁に背を付け、腕組みして立つ繁長の表情が変わったのを、だ。

　彼女の顔は、一度目を見開き、やがて力を緩め、眉まゆを立てた笑みとなり、

　……え？

　ミトツダイラは、繁長の、はは、という声までを聞いた。それは半顔を手で押さえたもので、彼女はただ肩を揺らし、

「大体は見えてきた者がいるようであるな。──この奥おう州しゆうと上越露西亜スヴイエート・ルーシで何が起き、今の状況があるのか。ようやく見えてきたか、空から手て形がたの覇は者しや達よ」

　繁しげ長ながが顔を上げる。腕を組み直す。そして立てた眉まゆで告げられるのは、

「まず伊だ達て・小こ次じ郎ろうだが、彼が死亡したのは二週間前だ。それも──」

　それも、

「実の姉、政まさ宗むねの手に掛かって、殺されたのだよ」
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「実の姉……？」

　アデーレは、そこそこに歴史を知っている。授業で習う事もあれば、神啓レデイオや神肖テレビで知る事もある。伊達家についての知識は、神肖の前情報番組によるものだったが、

　……それによれば、伊達家は、歴史再さい現げんとして、長女に政宗を、次男に小次郎を襲しゆう名めいさせてたんでしたっけか……。

　有あり明あけ到着以降、伊達家や最上もがみ、上越露西亜スヴイエート・ルーシの情報番組は増えたものだ。午後のゴシップ番組〝惨さん事じの貴き殿でん〟では、確かに、

「未確認情報ですが、伊達家について〝元不良の長男が働かない次男を成せい敗ばい・次男溺でき愛あいの母の屈くつ折せつ〟とかありましたが、あれ、本当だったんですか？」

　問いかけた先、義よし光あきは、やや考えてから首を縦に振った。

「まあ、漏もれたか、偶ぐう然ぜんかは解わからぬのう。ただ……、それが起きた事は事実ぞえ。

　何しろ、伊達家における政宗の小次郎殺しは、聖せい譜ふ記き述じゆつにもあるからのう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……神肖で見ました」

　聖譜記述では、奥おう州しゆう覇は者しやとなる伊達・政宗には、一人の弟がいたとされている。

　政宗に懐なつき、お互いはいい兄弟であったが、しかし、母は弟を溺愛した。

　……政宗公は、その果断な性格や、病によって隻せき眼がんとなった事から母との仲が冷えていたんですが、その母が次男を当主にしようと画かく策さくしたのが、小次郎殺しの原因でしたっけ。

　母子の諍いさかいは、ある戦争が、決定打となったとされている。その戦いくさで父を人ひと質じちに取られた政宗は、伊達家を守る意味を重視し、父を見殺しにしたのだ。

　歴史再現では、政宗誕たん生じよう以前からこのあたりをどうしようかという事が議論されたが、まずは政宗の母が〝独どく眼がん竜りゆう〟と呼ばれるようになる政宗を産まねばならない、とされた。

　……そして政宗公こうの母、義よし姫ひめさんは、いい結婚が出来るように願がん掛かけに行く訳ですが。

　焦って夜に行ったため、縁えん結むすびではなく竜りゆう神じんの戦勝祈き願がんの社やしろに行ってしまった。義姫は翌日に慌あわてて〝キャンセル！　神様、昨夜のキャンセル!!〟と祈願したが、精せい霊れいと相あい性しようが良かったのか竜神と縁結びになってしまい、

「……父てて無なし子みたいな感じですが、とりあえず、父殺しは竜神の祠ほこらを移し替えて封じるという〝解かい釈しやく〟で抜けたんでしたっけ」

「そうぞえ。あれはなかなか慌あわただしかったがのう……。義よし姫ひめは昔からの友人で妹分であったが、うっかりが全く収まらぬ」

　くく、と義よし光あきは小さく笑った。だが、彼女は、不意に表情を沈めた。眉まゆ尻じりも、目め尻じりも下げ、口だけはやや笑みにして、

「……あの頃は、楽しかったものよのう。それが、今になり、うちの駒こま姫ひめが──」

「言うな」

　と告げたのは、里さと見み生徒会長だ。

　つとアデーレが見上げた彼女は、月を背景に立っていた。二つの月、近づいていて、くっつく事のない双そうの光を頭上に置いて、義よし康やすが言う。

「言って、何を責める気だ。義光」

「ならば、代わりに言ってくれるのかえ？　里見の」

　里見生徒会長が、口を歪ゆがめた。奥歯を嚙かむ音が聞こえたように感じ、

　……ああ。

　アデーレは、ふと、ある事実に気付いた。二人が気き遣づかい合う事実を、だ。

　アデーレは、どうしようかと思いながら、花か林りん糖とうを囓かじった。甘かった。だから、アデーレは、二人よりも先に、心に浮かんだ事実を口にした。

「駒姫さんも、……同じ頃に亡くなったんですね？」

　義光と、里見生徒会長が、はっとした顔をこちらに向ける。だが、アデーレは苦く笑しようする己おのれを自覚の上で、軽く頭を下げる。

「すいません。でも、これ、……純粋に、武蔵むさし側の問題でもありますよね。だって……」

　だって、と言う顔の横に、浅あさ間ま経けい由ゆで表示枠サインフレームが来た。それは、正純が情報帯ネツトからまとめ、ツキノワが必死にスクラップした資料のパッチワークだ。

　大きさも不ふ揃ぞろいに、しかし見えやすさ重視で敷かれた資料を見て、アデーレは自分の気付いた事実が真実である事を悟さとる。

　口を開き、アデーレは義光に視線を向けた。言うべきは、

「……武蔵が関係してるんですよね？　小こ次じ郎ろうさんや、駒姫さんが、亡くなったのは。

　だって、二週間前だとするならば、それは──」

　それは、

「敗戦した武蔵を有あり明あけに置き、……羽は柴しば側が要よう請せいしたんですよね？　自分達に従う意志があるかどうかを確かめるため〝歴史再さい現げんを確認する〟って」
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「────」

　正まさ純ずみは、肩のツキノワに手を添え、後ろに倒れ込んだ。

　天てん幕まくの中で良かった。こういう風ふうに、抱え込みにくいものをどうしようもなく、ただ態度に出して解消したくなる時もあるのだから。だが、こちらの視線に位置を設定していた表示枠サインフレームはー、身体からだの傾きについてくる。

　見える言葉は、

・●　画：『何よそれ。……うちの方針に真まっ向こう勝負じゃない。歴史のために死ね、って』

「──ガっちゃん」

　後ろの方の天幕から声が聞こえた。ややあってから、

「うん」

　ナルゼが、言葉ではなく、声で頷うなずいた。

「……解わかっているけど、憤いきどおるのよ。羽は柴しばの歴史再さい現げんの方法に」

　ああ、と正まさ純ずみは寝たままで首を下に振った。ツキノワを、頭と言うよりも額ひたいに乗せ、声を拾うように自分の喉のどに指を当てる。

　政治系の自分には、解っている事があるのだ。羽柴の要よう請せいが、有る意味、優しくもあり、有る意味、残ざん酷こくでもある事が、だ。

　……羽柴は、どのような感情を持っているのだろうな。

　結論を越えた疑問を、先に思う。そうしなければ、結論を忘れそうだから。

　だから、忘れるまいと、意志に言葉を刻んで、正純は言った。

・副会長：『あぃばぁあおうせいしあぉあ、やーり、いえとぅぐ──ぽいぽいぽいぽいツキノワあんだこらー』

・賢姉様：『また馬鹿の子になったのね!?　定期的に切り替わるなんてよく解らないけどそれはそれで素す敵てき！　おかしいんじゃない!?』

・あさま：『あー、走狗マウスが慣れてないから、変な姿勢で声せい帯たい読ませるとそうなりやすいんですよね。ちょっと設定をこっちで変へん更こうしておきます』


《祝詞変更：走狗・ツキノワ・設定：読みとり柔じゆう軟なん性せい[image: ]高：確認》



・副会長：『大だい丈じよう夫ぶかな』

　大丈夫そうだ。だから正純は、ツキノワを撫なでながら言う。

・副会長：『羽柴が伊だ達てと最上もがみに、服従を示し唆さする要請をしたのは解る。だがその時に、伊達と最上それぞれに、こう要請した筈はずだ』

　まず、第一に、

・副会長：『最上には、歴史再現として、羽柴・秀ひで次つぐの側そく室しつに駒こま姫ひめの輿こし入いれを』

　続く第二には、

・副会長：『伊達には、──歴史再現による、政まさ宗むねの当主確定を。ただ…、羽柴からは、こう要請があった筈だ。──伊達・小こ次じ郎ろうが、歴史再現によって死亡したならば、その存在を羽柴・秀次として預かりたい、と』

・ホラ子：『霊れい体たいとして、生きながらえさせようと？』

・十ＺＯ：『いや、そう単純ではないで御ご座ざろう。何しろ……』

　クロスユナイトが、こちらをフォローするように、言葉を続けた。

・十ＺＯ：『……羽は柴しば・秀ひで次つぐ殿どのも、駒こま姫ひめ殿も、秀次殿と不ふ仲なかになった羽柴の命令で、自じ害がいさせられるので御座る』

・傷有り：『点てん蔵ぞう様、それは──』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とクロスユナイトは頷うなずきの言葉を書いたが、続きは作らなかった。

　生まれる文字の無言は、政治系である自分の言うべき番だと、そういう意味の沈ちん黙もくだ。ゆえにこちらは身を起こし、息を吸う。そして、

・副会長：『いずれ来たる死の歴史再さい現げんを前提とするため、秀次については、伊だ達て家の中で死亡の運命が確定している小こ次じ郎ろうを推すい薦せんした、というところだろう。

　羽柴なりに、死亡者の数を少なくする、そんな意図かもしれん」

　駒姫の死亡は、後の死亡を前提とした要よう請せいに対し、先んじての自害があったという事だろうか。このあたりは詳しく調べ、考えねばならないな、と、そう思った時だ。

「……？」

　不意に、正まさ純ずみは、音を聞いた。

　水の飛沫しぶきが上がるような音。そして、低い震動の音が来て、

・煙草女：『船が動くさね!?』
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　直なお政まさの言葉通りの事が、正純の周囲で起きた。天てん幕まくの中、天井に吊つられた灯とう火か術じゆつ式しきの短たん冊ざくが揺れ、尻しりの下が全て回るように、

「うわ！」

　右方向への旋せん回かいだ。恐らくは北へと艦かん首しゆを向ける動き。そして身が入口側に転がると同時。

「──来なさい政治家。面白い物が見えるわよ」

　葵あおい姉あねだ。今も床は回り、高速の振り回しを行っているというのに、入口を開けて手を伸ばしてきた彼女は、平然とウエストでリズムを取ってこちらの手を摑つかんだ。

　不ふ思し議ぎだと、そう思ったのは、自分がただ手を引かれ、立ち上がる動きをしただけなのに、

　……何、だ？　このステップ。

　まるで踊るような動きで、こちらの身は、葵姉に導かれて外に出る。そして見回す周囲、旋回中の艦は各所を灯火で照らし、学生達を中心とした姿が急いだ動きで行き来をする。

　そして正純は聞いた。轟ごう音おんが、空を南から北へと抜けていくのを、だ。

　音の源みなもとは見えない。だが、その存在を示すものがある。

　雷らい光こうだ。空に、一定間かん隔かくで左右二本の稲いな妻ずまが立ち、それの行く手を道空けている。

「あれは……」

「ああ、昼に見た武ぶ神しん、恐らくは四し聖せいの〝青せい竜りゆう〟さね」

　後ろの天てん幕まくからやってきた寝ね間ま着き姿の直なお政まさが言うなり、艦かんが停止運動に入った。わ、と天幕から出ようとした浅あさ間まが倒れ、天幕ごと春はる巻まきになるが、

　……久し振りに見たなあ、春巻ネタ。

「ちょ、ちょっと、完全に包まれちゃって！　救たすけて下さあい」

「フフフ、後よ後！　この月の女め神がみ、ディアーネ・葵あおいの巨きよ乳にゆうの巣を潰つぶした罪は巨乳二つ分重いわ！　えーと、つまり直径×[image: ]パイが二つで──」

「何がしたいのか解わからないが微び妙みように計算間違えてる気がするぞ葵姉あね」

　ともあれ、艦の揺れも、彼女がこちらの手を取って軽く引くだけで、通じてこない。

　踊り子の術じゆつ式しきというものだろうか。だが、揺れを得ぬ目は、確かに夜の中で、その光景を見た。北の方、伊だ達て側の空に、一ひと際きわ大きな雷らい光こうが生じたのを、だ。

　……あれは……。

　こちらの疑問を、直政が舌した打うちで告げた。

「有あり明あけに来て、しばらくの後から、伊達家の方の空が荒れていると、そんな話があったさね。初夏の雷らい雲うんか、夜に雷かみなりが落ちる時がある、と、さ」

　しかし、

「何さねあれは。あれは雷雲でも何でも無いさ！　四聖の武神〝青竜〟！　……どうしてそれが、秀ひで次つぐである小こ次じ郎ろうと、政まさ宗むねの背後に現れるのさ!?　そして今──」

　遠くの空に、色が散った。光こう爆ばくだ。数は三つ。

　……伊達家の、航こう空くう団か！

　戦せん闘とうが行われている。その事実を前に、天幕から出ていたナルゼが呟つぶやく。

「術じゆつ式しきによる反応装そう甲こうの爆発だわ。初しよ撃げきに接近戦を仕掛け、力尽くで止めてから長距離戦に移行するつもりでしょう。そうしないと敵の速度に対応出来ず、片づけられるものね」

　だけど、

「どういう事？　秀次と、政宗の背後に現れた青竜が、どうして、暴走しているような状態で、伊達家との戦闘を行っているの？」
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　伊達・成なる実みは、事態が悪化のレベルを超えた事を悟さとった。

　……青竜が、動きを強化してきている、ですって……？

　報告があったのは、寝しん所じよでもある居きよ室しつで、明日の会議前に行われる舞ぶ踏とう会かいの服をどうしようか、途と方ほうに暮れていた時だ。部屋一いつ杯ぱいに並べた服の中、膝ひざと手を床に着いて何を呪のろうべきか脳内アンケートで考えていたのだが、今も響ひびく警報音が全ての悩みを吹き飛ばした。

「伊だ達て領南方面へ、水み戸と西側から高速の飛ひ翔しよう体たいが接近、ね」

　鬼おに庭にわ達の航こう空くう武ぶ神しん団が、軽量と重じゆう装そうを兼ねるための術じゆつ式しき反応装そう甲こうをまとった武神達を出しゆつ撃げきさせていくが、見送る暇ひまもない。こちらは着替えをするのも面めん倒どうゆえ、インナースーツのシャツ一枚で警報の廊下に身を跳ばす。

　行くべき場所は明確だ。

　……主しゆ庭にわ。

　走る身に、警報が鳴り、放送が聞こえる。

『鬼庭大隊先さき手て衆しゆう、二─一、三─二、三─三、中ちゆう破はにより行動不能！　回収団への三隊要よう請せいが累るい積せき！　目標飛翔体、前回より出力比三割七分、推すい力りよく比は二割一分を上昇!!　中ちゆう陣じん防ぼう御ぎよ隊たいは対たい空くう砲ほうを術式狙そ撃げきで雷らい相そう還かん元げん弾だんを用意、総員努力Ａクラスで御お願ねがい致します！』

「鬼庭さんの判断じゃ、過大に見える反応も大おお袈げ裟さじゃ無いって事ね……」

　しかし、出力比と推力比の推測上昇率が酷ひどい。以前の激げき突とつで見た情報を基礎とするならば、均きん衡こうしていた鬼庭の機体を大きく越えて行った事になる。

　……今日の昼の発現で、また支配権を強くしたの？

　どうなのか解わからない。ただ、

「留る守すさん、いるんでしょう？」

『Ｔｅｓテスタメント．、何でしょうか』

「青せい竜りゆうの出現状況は？」

　問いかけに、表示枠サインフレームが応じた。が、こちらの走る勢いに位置補正を掛けていなかったらしい。一いつ瞬しゆんで五メートルほど遅れた表示枠は一度消え、また近くに現れる。今度は追つい随ずいする枠わく内ないに映るのは、白はく髪はつの初しよ老ろうの姿で、

『青竜の出現場所は水戸西部上空。位置は──、そうですね、解りやすく言うならば、両者の間です。ただ……』

「〝向こう〟寄りになってると、そういう事？」

『Ｔｅｓ．、支配権が傾きつつあります。だから──』

「言わなくていいわ、そっちに向かっているから」

　成なる実みは、走りながら前を向き、両の腕を軽く横に開いた。

「〝不ふ転てん百足むかで〟──、四し肢し強化のみで頂ちよう戴だい」


《展開：四肢強化：──確認》



　背後の宙が蓋ふたを開けるように割れて風を起こした。出現するのは黒こく緑りよくと朱しゆ色いろをした不転百足の、脚きやく部ぶと腕部だ。

「結合」

　合がつ致ちを入れれば、身長は天井すれすれだ。一歩のストライドも自然と大きくなるが、

「総務委員会、──急ぎで主庭に行くから、最短ルートを」

『三、四歩半の真下です！　そこだと床下の伝導系を抜かずに済みます！』

「Ｔｅｓテスタメント．、感謝するわ」

　言うなり、成なる実みは一歩を踏んだ。背後の虚こ空くうに手を伸ばす。

　二歩を踏み、宙から百足むかでの牙きば剣けんを引き抜いた。

　三歩目で身を捻ひねり、四歩目を大きく踏んで床を鳴らし、半歩分を追加。後ろ脚あしの膝ひざを落とすような姿勢と動きで、牙剣を、床に立てて深く突き込み、

「さて」

　一いつ瞬しゆんで、手首共とも々ども三十数度の再展開を行使。突き刺した刃やいばを鋸のこのように震動させて己おのれの周囲をぐるりと回す。すると快音と火花の連続が弾はじけ、高震動の刃が床に円えん弧こを描いた。

　直後。円形に抜けた床の石材と共に、成実は階下へと落下した。

　しかし、成実は、落ちる瞬しゆん間かんに階下から一つの色を確認した。

　……これは──。

　青の光。流体光だ。それも、稲いな光びかりの連打ともいえるものが、

「主しゆ庭にわ!!」

　落ちる廊下の先、本来ならば闇やみに満ちている筈はずの空間を、連続して薙なぎ払っている。







[image: 第五十五章『青き場の制止者』]
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　鈴すずは、力の真正面にいた。

　……え!?

　全てが始まったのは、いきなりだった。

　それまでは、政まさ宗むねが主しゆ庭にわを案内してくれていたのだ。彼女はこちらの手を引き、淡い緊きん張ちようを伴った力を届けながら、花の色や、ここに木が植えられたいきさつなどを教えてくれた。

　この主庭は、彼女の母が作ったものなのだと。そして、母の故こ郷きようである最上もがみの夏を再現したものなのだと、ゆっくりゆっくりと、思い出すように教えてくれた。

「最上と書くから、もの凄すごく偉そうに感じるな」

　と、政宗が、まんざらでもない口く調ちようで言った。きっとお母かあさんの事が好きなんだ、と鈴は思ったが、しかし、

「昔はここで、弟や、友人達と遊んだものだ」

　そう言った彼女の口調には、ただただ残念の色があった。だから、

「成なる実み、さん……、や、他のひ、と、は？」

　問いかけると、政宗は、こちらの手を握る力を、少し強めた。

「──成実には、迷めい惑わくを掛けている」

「めいわ、く？」

「聖せい譜ふ記き述じゆつでは、……成実は、長期間、この伊だ達て家を出ていくんだ」

「出ていく？」

　尋ねてばかりで駄だ目めだな、と思ったけど、知らない事は照れずに問うのが大事だと、外がい交こうの前に正まさ純ずみから聞いている。ウルキアガ君が攻こう略りやく法を大きな声で照れずに点てん蔵ぞう君達に問うているのもつまり外交なんだろう。どうなんだろう。さっき脅きよう迫はくみたいな事言ってたけど。

　ただ、政宗は、こちらの手を引きながら、

「聖譜記述には、傍ぼう論ろん含みで理由はいろいろあるんだが、成実としては、後の伊達家の覇は道どうの確立のための根回しとかで、……やはり、外の世界を見たいようなんだ」

「そう、なん、だ」

「Ｔｅｓテスタメント．、昔から、そういう役を襲しゆう名めいするとして鍛きたえられ、だから尚なお更さらに、奥おう州しゆうより外の世界に出る事をせず、全てを修しゆ行ぎように費やしたのが彼女だ。そしてもう三年。今後もシビル側の存在として学生を続けていく事は可能だが、伊達・成実という極きよく東とうの武ぶ将しようとして行動するなら、やはり今年に伊達家を出ていくのがいい筈はずだ」

　見ただろう？

「服とか、いずれ来る長期外出のためにK.P.A.Italiaから取り寄せたり、または、皆が贈ったりしていたんだ」

「あれ、そうなん、だ」

　スカートの押さえ方を解わかっていなかったが、着慣れていないのは、そういう事か。

　だけど、鈴すずは嬉うれしさを感じた。戦せん闘とう系としての実力者である伊だ達て家の副長が、

　……私と、同じ。

　自分だって、外がい交こう官かんの役を貰もらった時、戸と惑まどったけど、楽しみの面もあったのだ。そして外交用の衣い装しようを纏まとって、トーリや喜き美み、浅あさ間ま達に見せて反応を得た時には、それだけで役を受けて良かったとも思った。

　伊達家の副長も、そういう、〝それだけで良かったと思う〟事を、望んでいるのだろう。

「そうだ、ね……」

　政まさ宗むねも、きっと解っているのだ。成なる実みが外に出られない事で、じっと彼女が我が慢まんしてきた事が、叶かなえられないと言う事を。ただ、

「成実さん、……来た、よ、ね？　前の、よ、夜。──有あり明あけ、に」

　言うと、政宗が、目を軽く開けた。そして上を見て、

「そんな事があったのか。……まあ、極ごく秘ひ任務だったんだろうな」

　憶おぼえていない。それとも知らないのだろうか。鈴には解らないが、政宗は口を笑みにした。

「でも、外に出したのは、留る守すさんや片かた倉くらなりの計らいなんだろう。いい事だ」

　手から少し力が抜けて、鈴は安あん堵どする。逆にこちらから手を握り返すと、力が返ってきた。

　大だい丈じよう夫ぶだと、そういう風ふうに。だけど、

　……どうして、なの？　政宗さんの記き憶おくが無くなってる事もだけど……。

　成実が外へ出る事が出来ないのは何な故ぜか。それは、

　……やっぱり、昼の……。

　武ぶ神しんだ。竜りゆうのような、爆発するような力を持った武神が、

「……？」

　今、不意に、何かがおかしい、と鈴は思った。何かが、今、いきなりおかしくなった、と。

　何故なら、政宗の手から力が消えていて、

「……まさ、む、ね、さん!!」

　握り返そうと、そう思った瞬しゆん間かん。

　いきなり、全てを吹き飛ばすような力が、膝ひざをつく政宗の背後に出現したのだ。
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　成実は、主しゆ庭にわにて、いきなりの圧に押された。

　爆発した圧の正体は、風であり、音でもあった。そして流体の撓たわむような力と、光と、

　……熱!?

　熱いのではない。涼やかですらある。しかし、こちらの機械の鉄てつ肌はだを拭ぬぐうように波打ち来る熱の低波は、そのたびに、

「押し返すと言うの……!?」

　成なる実みは廊下から主しゆ庭にわに飛び込んだ。だが、そこでいきなり、流体の爆ばく圧あつが来たのだ。

　力は強く、急いで体勢を立て直しても、先がなかなか踏み込めない。ゆっくりと、確かに距離を詰め、入口と主庭中央の間にまでは進んだものの、

　……進めない!?

　見えてはいる。主庭中央。流れる小川を渡る橋の上に、膝ひざをついた姿勢の政まさ宗むねがいるのだ。俯うつむき、手を横に下げ、その背中のあたりからは、

「青せい竜りゆうの門……!!」

　青白い気流の漏もれる断だん裂れつがある。そこからは時とき折おり、鼓こ動どうのように、打だ撃げきのように、向こうから何かが出ようとして、圧を生む気流を強く噴ふき出しては間かん欠けつさせている。

　成実は知っている。あの門の向こうに、青竜がいるのだと。

　政宗に与えられた二に律りつ空間。その中に封じられた武ぶ神しんが、青竜だ。

　それが今、暴ぼう走そう状態で外に出現し、鬼おに庭にわ達と戦せん闘とうを行っている。その一方で、出現するための門が、勝かつ手てに展開しようとしている。

　暴走した青竜の出現プロセスは未だによく解わかっていないが、言える事は一つある。

　外に現出した青竜を撃げき退たいして鎮しずめ、二律空間に撤てつ退たいを促うながすのと同時に、政宗の背後に出る青竜の門を、封じ、閉じなければならないのだ。

　もし、どちらも出来なければ、青竜は暴走状態で政宗の背後に出現する。

　今日の昼、政宗の背後にいきなり青竜が出たのが、それだ。

　それは、避けねばならない。今、そんな状況が生じたら、

　……暴走状態の青竜が、仙せん台だい城じよう内部に飛び出す……！

　仙台城の内部からの崩ほう壊かいというだけではない。武蔵むさし外がい交こう官かんの身や、内部にいる人員の命を危険にさらす事になる。しかし、

「──!!」

　音が響ひびく。青の圧流の噴き出す時に聞こえるのは、咆ほう哮こうだ。

　強い風と叫びに身を震わせながら、成実は前に出た。不ふ転てん百足むかでの脚きやく部ぶを連続で高速再出現させ、一歩を確かに踏んでいく。

　向こう。本部側の通路から、総そう長ちよう連れん合ごうの団員が中に飛び込んで来ようとするのが見える。

「副長ー！　御無事ですかあ──！」

「来ない方がいいと思うわ！　吹っ飛ばされるわよ!?」

　風に踊る髪かみを払いのける余よ裕ゆうもない。顎あご刀とうを前に掲げ、圧を切り裂いていくので精せい一いつ杯ぱいというのが現状なのだ。しかし皆は、

「何のこれしき！　これでも奥おう州しゆうの戦せん士し団だんたるものがぐわあ──！」

「ああっ、大だい丈じよう夫ぶか！　よし、こうなったら私が仇かたきをぐわあ──！」

「何やってんのよアンタ達、折せつ角かく、副長が裸はだかシャツできゃあ──！」

　学習能力無いのかしら、と身内に厳しい評価を下してしまう流れの中で、成なる実みは見た。橋の上で膝ひざを着く政まさ宗むねの背後、小川の中に、尻しり餅もちをついている人ひと影かげがあるのを、だ。

　武蔵むさしの外がい交こう官かんだ。

　どうして彼女がそんなところにいるのかは解わからない。だが、彼女のいる位置は、政宗の背後に現出した気流の門の真下。そこは危ないと、成実がそう思った瞬しゆん間かん。

　青せい竜りゆうの門。その中央が割れ、圧が一気に上がった。
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「……これ以上に出力が上がるの!?」

　成実は、足下がぬめるように下がるのを感じた。

〝不ふ転てん百足むかで〟による強化を得た脚きやく部ぶは、圧に屈してはいない。足は前に出る。が、風圧が、こちらの身を後ろへと滑らせ始めたのだ。

　……しまった……！

　暴風というよりも、流圧だ。

　莫ばく大だいな水が一気に押し寄せてきたかのように、分ぶ厚あつい風がこちらの身を後ろへと押す。遠く、門の向こうから聞こえる竜の咆ほう哮こうは高く強く鳴り響ひびき、

　……いけない！

　小川の中で尻餅をついていた武蔵の外交官は、我に返ったらしい。首を左右に振り、浅い小川に落ちた自分を知覚する。だが、彼女の頭上にある気流の門が、形を変えつつあった。

　門がほどけ、圧流が大きく零こぼれ広がり出していく。

　その事実に、彼女が気付いた。己おのれの頭上で蓄ちく積せきされ、押し潰つぶして来ている筈はずの圧力に対し、顔を上げ、しかし、

「──！」

　叫びを聞いた。そんな気がした。そして、聞こえた叫びは、

　……政宗、さん？

　呼んだ。呼んだのだ。そういう風ふうに、自分は聞いたのだ。

　武蔵の外交官が、今の状況で、己の身よりも、伊だ達て家当主の身を案じて叫んだ。ならば、副長である自分は、

「……行くしかなくなったわね」

　政宗は、自分の妹分のようなものだ。立場的な違いで、彼女が総そう長ちようで自分が副長だが、昔からいろいろな相談を受け、鍛たん錬れんの管理も行っている。だから捨て置けない。ゆえに、

「……前！」

　成なる実みは、顎あご剣けんを正面に突き込んだ。

　圧力を抜き、政まさ宗むねに、武蔵むさし外がい交こう官かんに、急ぎ己おのれの身を届かせようとする。

　しかし、竜りゆうはこちらの思おも惑わくを容易たやすく越えた。もはや叫びでもない、音の無限とも言える響ひびき続けが発され、

　……溶ける？

　足下を作る土が、水飛沫しぶきのように跳ね上がった。足下がぬるりと沈み、下の砂じや利りの地ち核かく部にまで達する。が、その地核部の砂利までもが震え、流動し、

「く……！」

　不ふ転てん百足むかでの、足首までが地面に沈んだ。

　周囲の花か壇だんや水場も、全てが跳ね上がり、その飛び散りを流体の波が洗って吹き飛ばす。

　霧きりが生じたのは、小川の水が震動で散ったからだろう。そして、こちらの身が、ゆっくりと背後へと押され出した。

　足下の地面が震動と揺れで流動化し、踏みこたえられなくなったのだ。もし強く踏めば、沈み込む。そんな状況の中で、成実は、前に出ようとして、

「!?　まだ来るの!?」

　新たな圧が来た。それも光の大波となって、一気に、だ。

　気流の門が、引き裂かれるようにして展開しようとしているのだ。

　対し、急ぎ構えた顎剣ごと、成実は、背後へと持って行かれた。

　今、外で青せい竜りゆうと戦っている鬼おに庭にわは、どうなっているだろうかと、そう思いながら。
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　夜空に、光による幾いくつもの葉よう脈みやくが走る。

　雷らい光こうだ。

　月のある夜空は、月光に満たされていたが、その中を、青白い稲いな光びかりがあらゆる方向へと落ちていく。光の照しよう射しやは一点から始まるものではなく、広大な空間を上下と左右に走るもので、空のある一帯は、常の激げつ光こうに寄せ続けられていた。

　数キロ範囲の落らく雷らい空域。その中にいるのは、竜に似た、しかし直立の武ぶ神しん、青竜と、

『おお……！』

　鬼庭の武神、左さ月げつだ。

　更さらには、二体を遠回りに囲み、伊達の武神七機が長ちよう銃じゆうを持ち、

『掛かれ！』

　長距離射しや程ていを基礎とする七機の長銃が、落雷空域の内部で射しや撃げきを敢かん行こうする。どれも、青竜狙ねらいの、四し方ほう八はつ方ぽう、有効射程ぎりぎりの位置からの射ち込みだ。

　落雷を予測する表示枠サインフレームが幾つも空中に出現して並び、雷らい撃げきの軌き道どうを先に描く。間かん髪はつ入れずに、青の稲いな妻ずまが表示枠サインフレームを砕くだいていくが、七機は回かい避ひを完かん遂すいした。時とき折おり、幾いくつかの機体が雷らい撃げきに対する消しよう磁じ術じゆつ式しきを掛け、全身から流体光を弾はじけ飛ばす。

　そして雷撃を避けながら行われる攻撃は、連れん射しやの一いつ択たくだ。

　まずは三機が、自動先込め機構の付いた術式火ひ縄なわ銃じゆうを追つい尾び加か護ごつきで連続撃うちする。そうやって、一機ずつ、三十発込めの弾だん倉そうを使い切れば、筒つつ底ぞこに溜たまった術式火か薬やくと過か熱ねつで銃じゆう身しんはすぐに使用出来なくなる。

　だから廃はい棄きする。

　そして銃身を装そう塡てんし直している間に、別の四機が射しや撃げきを行う。

　雷かみなりの音に逆らい、重なり続けるのは射撃の破は裂れつ音。

　連射の追尾弾だんは、数キロを飛ひ翔しようしている内は霧きりの尾を引いているものの、青せい竜りゆうに距離一キロを切った瞬しゆん間かんから追尾加護を発はつ揮きする。そして、数百を優に超える弾だん丸がんが、青竜への全方位から花吹雪ふぶきのように咲き散り、その姿を追った。

　軌き道どうは緩やかなものも有れば、振られる身に対して金かな釘くぎのように動くものもあり、また、浅い弧こを描いて鋭く突っ込んでいくものもある。

　青竜は、高速で移動し、振り切る事を基礎とした。

　己おのれを中心とした落らく雷らいの空域を振り回すように、竜は大きく悠ゆう然ぜんと動き、追いすがる追尾の光群を振り切っていく。その動き、翼の展開は余よ裕ゆうを持ったもので、追尾の光は青竜の髪かみの毛のようにたなびいた。

　届かない。

　幾いくつかの弾丸が回避軌き道どうに振り回されてぶつかり、誘ゆう爆ばくする。その爆発は周囲に追いすがっていた追尾の集団を穿うがち、更さらにはそこに振り抜きの雷撃が撃ち込まれ、

『────』

　空に花吹雪の火か炎えんが膨ぼう張ちようした。

　連続する爆発音が重なり、一つの籠こもった音となり、衝しよう撃げき波はが空を歪ゆがめる。

　追尾の大量は一いつ瞬しゆんで失われ、だが、その瞬間に、

『おお……!!』

　青竜に、激げき突とつする巨きよ軀くがあった。

　左さ月げつだ。伊だ達て家の第二特とく務むが、巨大な一いつ刀とうを持って青竜と交こう叉さしたのだ。
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　鬼おに庭にわは、青竜との激突を望んだ。

　父から受け継いだ武ぶ神しん、左月は、既すでに両の腕の付け根から過熱の陽かげ炎ろうを止めず、背の翼も同じように大気の揺らぎを生み始めている。

　しかし、重なるぶつかり合いを止める訳にはいかない。何な故ぜなら、夜天に雷撃を伴い飛翔する青せい竜りゆうは、確実に仙せん台だい城じようへと近づいているのだ。

　……この武ぶ神しんに仙台の空を与える訳にはいかん！

　重じゆう奏そう領りよう域いきによって中央地帯を覆おおわれている仙台シビルは、今、短い夏の期間に入ろうとしている。雪が溶け、仙台城の城じよう下か町まちや、各所の街や集落では、夜でも川の芳ほう醇じゆんな流れが聞こえる季節だ。この時期、人々は夜になっても、雪に閉じ込められた冬の時とは違い、明日の外を望んで眠りにつく。

　第二特とく務む。風ふう紀き委員の仕事として、各所の奉ぶ行ぎよう役や、政治指し南なんに回る事がある鬼おに庭にわは、この時期の人々と、彼らの生活をよく知っている。

　そのような、夏を期待する人々の眠りを、狂った竜の咆ほう哮こうで破ってはならない。

「……鎮しずめねばならん！」

　来る射しや撃げきを援えん護ごに、鬼庭は休息の無い連れん撃げきを叩たたき込む。竜の咆哮に対し叫ぶのは、

「貴き様さまは、鎮めねばならん……!!」

　豪ごう刀とうを打ち込み、正面からの打だ撃げきを恐れず、鬼は身を左右に振って力を回して穿うがっていく。

　……鎮める!!

　この青竜は、自分達の長ちようである政まさ宗むねを〝食っている〟と、そう鬼庭は感じている。

　実際に、青竜が出現して以来、政宗は日に日に眠りに就つく時間が増え、力を無くしている。体重も失い、このところは自室と主しゆ庭にわの往復しか出来ないような状態だ。

　今日、外がい交こうの空くう母ぼに乗って、表おもてに出たのが負ふ担たんだったのだろう。契けい機きとなる事案もあり、あの時、青竜側に主導権をかなり奪われた筈はずだ。

　留る守すの見立てでは、政宗に青竜が〝憑ついている〟のだそうだ。青竜は、本来ならば己おのれで賄まかなうべき二に律りつ空間での存在力を、自ら制せい御ぎよ出来なくなっており、政宗に負ふ担たんさせているのだ、と。

「本来は、政宗の所有物であろうが……!!」

　急がねばならない。急ぎ、この青竜を鎮め、政宗を取り戻さねば、

　……今の世の動きに対して、伊だ達ての地が危険だ。

「おお……！」

　重ねるこちらの攻撃は、向こうに届いていない。

　流体だ。雷らい撃げきにも転化する流体が青竜の全身にまとわりつき、その身を激流に変えている。

　こちらから放つ攻撃は、その流れに巻き込まれ、下へ手たをすれば奪い取られそうになる。

　四し聖せいの武神が持つ能力、山さん川せん道どう澤たくの一つ、〝川〟の力だ。

　激流を扱い、水源に水を落とす雷らい雲うんの力。

　竜の御み技わざだ。

　それが、鬼である自分と、武神の力も技も寄せ付けず、

『────』

　右の打だ撃げき一発で、弾はじかれた。

　散る光は焼けた鉄片か、それとも雷らい片へんか。金属の軋きしみが耳どころではなく全身に届き、反はん力りよくがフレームをバウンドさせた。

　武ぶ神しんを構築する全ての部品が波打ち、跳ね上がるかのような震動をもって、鉄の全身が下方へと沈むように叩たたき落とされていく。

　真下へ、大地へと、左さ月げつは吹き飛ばされた。

　そして光り走る流体と、雷かみなりの光の中、鬼おに庭にわは空に視界を向け、青せい竜りゆうを捉とらえ、

　……来た！

〝川〟だ。落らく雷らい空域の中に、暗雲と、その下を流れる激流の光景が流体光で再現されていく。三征西班牙トレス・エスパニアの道みち征ゆき白びやつ虎こが宙に足場となる大道を作り、武蔵むさしの地じ摺ずり朱雀すざくが加速空間としての無限湖こ沼しようを展開するように、青竜も落雷の水流を己おのれの周囲に現出させる。

　その力は、明確だ。空間内に、もはや雨ではなく、

　……雷らい撃げきを豪ごう雨うする！

　空に、光点が幾いくつも見えた。以前、青竜が伊だ達て領南部の山さん渓けいで見せたものに似ているが、量があの比ではない。数キロ四し方ほうの空が、ほぼ完全に光の点で埋まり、

『来るか』

　空の光が滲にじんだと、そう思った瞬しゆん間かんだ。

　垂すい直ちよく落下の雷撃が、土ど砂しや降りの雨となって全域を落らく撃げきした。
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「やりおったわえ」

　遠く東の空に生じた発光現象は、山やま形がた城じようの屋上からも視認出来た。

　義よし康やすは、義よし光あきが目を鋭くさせてそちらを見るのを、己おのれの視線で追い、

「……あれが、青竜の力か」

「暴ぼう走そう状態ゆえ、過か剰じようではあろうがのう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と従じゆう士しが花か林りん糖とうの袋を折り畳たたみながら呟つぶやいた。

「RPGだと、仲間になると弱体化してますよね、ああいう技わざ使うキャラって」

「まあ、先さき程ほど義光から聞いた話では、政まさ宗むねの命を削けずっているのだろうからなあ……」

　ココ、と義光が笑った。

「無む論ろん、大おお技わざではあっても雷撃という性質を持った技ぞえ？　先に経験した鬼庭が、それの対策も講じぬ訳はなかろうし、伊だ達ての片かた倉くらも、戦せん闘とうの補佐としては充分にやるものぞ」

　ゆえに、

「結果はどうあれ、〝やりおった〟のは今のところ鬼庭よのう。──見るがいい」

「解わかるとも」

　義康は、遠くの空に目を細め、発光現象の続きを見た。

　雷らい光こうの色に染まるかに見えた空域が、別の色に染まり、破は裂れつしたのを、だ。

「強ごう引いんな解決。鬼おにの見上げる月は捻ひねくれの左構えか。無む論ろん、それはまだ、解決の手段の一手に過ぎないと、そう言っているようだな。何な故ぜなら──」

　赤の色。爆ばく炎えんの色が遠くの空に見え、

「──何故なら、激げき突とつの音がまだ消えぬ」
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　雷らい撃げきの雨が始まる瞬しゆん間かんだった。

　大の字になって落下する鬼おに庭にわは、回かい避ひ運動を行わなかった。

　ただ、彼は、天上から来る雷光の接近を見み据すえながら、後部視覚素そ子しで地上側を確認し、

『いい狙ねらいだ！』

　伊だ達て領中央側、既すでに仙せん台だいの光は北に見えている。が、広大な重じゆう奏そう領りよう域いきの大気境きよう界かいの間ま際ぎわ。そこにある対たい空くう砲ほう列れつからこちらへと、光の線が七本確かに伸びていた。

　対空砲による術じゆつ式しき狙そ撃げき。但ただし、芯しん弾だん入りだ。その七発はこちらの真下に届くと弾だん筒とうを中から砕くだき、仕込まれていた符ふ弾だんから、本命の術式を垂直にぶち込んで来た。

　流体の激流を下から破るように飛び込んできたのは、七発の術式表示枠サインフレームだった。

　その効果は、


《展開：流りゆう体たい強制転化：高圧型：爆ばく砕さい：──確認》



　青せい竜りゆうが〝川〟を展開した瞬間。その空間を構成する流体に高圧干かん渉しようを掛け、雷撃になるはずの流体を別のものへと転化させる。

　今はただ、青の流体と、青白い雷光に対たい抗こうするような、

『爆砕だ……!!』

　直後。鬼庭の左さ月げつと、七機の武ぶ神しんが、全身の周囲に術式による対爆防ぼう護ご障しよう壁へきを展開した。そして空から雷光の雨が届いた瞬間。

〝川〟の空間が、その中に七つの爆発を膨ぼう張ちよう。刹せつ那なの勢いで赤の炎ほのおが流体を走り、

『──喰らえ!!』

　数キロ単位の爆発と、雷撃が、空を彩いろどった。
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　破壊しかないような空間だった。

　焼けた大気は何もかもを引いん火かさせ、燃ねん焼しようで真空となった空白はあらゆるものを斬きりつけ、そして間を縫ぬうように走る雷光は、雨ならずとも、激げき怒どの表現のように大気を縦じゆう横おうに爪つま立だてて削けずり続けた。

　音は幾いく重えにも焼け吹いて鳴り、そのたびに世界が方向を入れ替えたかのような風や圧力のぶつかり合いが生じていく。

　しかし、鬼おに庭にわ達は、その空域から離脱していなかった。視覚素そ子しの焼けを防ぐ遮しや光こう術じゆつ式しきの展開も一いつ瞬しゆんで、見み据すえる先にいるのは、

『青せい竜りゆう……！』

　青竜の全身が、揺らいでいる。爆ばく砕さいで、激流として纏まとっていた流体光が乱れているのだ。

　討うつには、今しかない。

　離脱せず、自爆覚かく悟ごの一いち撃げきを見舞ったが故ゆえの機会到来だ。

『──行くぞ!!』

　爆砕の風を抜き、青竜の真下から上昇を掛けた鬼庭を合図に、七機の武ぶ神しんが先の突とつ撃げきを掛けた。皆、先ほどの破壊に対する防ぼう御ぎよで長ちよう銃じゆうは捨てている。持つ武器は対武神用の大たい剣けんのみだ。

　しかし、行く彼らに、青竜が強ごう引いんなカウンターを放った。爆砕の衝しよう撃げきに身を震わせながら、振り抜く腕より雷らい撃げきを放ったのだ。それも、柱ちゆう状じように立ちながら、敵へと向かう七発を、だ。

　次の瞬しゆん間かん、大気と夜を引き裂きながら走った七発は、一瞬で数十の雷らい柱ちゆうに分化し、蛇だ行こうや直線の軌き道どうを描いて七機へと襲おそいかかる。対する七機は飛ひ翔しようしながら手元から術式を展開。雷撃の予測位置を見切るための表示枠サインフレームを宙に放つが、しかし、それでは間に合わなかった。

　表示枠が、雷柱の突っ走りに追い越されたのだ。

　高速に行き、また生まれては駆かけ出す雷撃は、術式による予測を越え、惑まどわせもした。表示枠はどの雷撃を予測に当てたものかを迷い、回転し、その直後に後続の稲いな妻ずまに砕くだかれて散る。

　後はただ、飛翔する七機へと、雷らい群ぐんが突っ込むだけだ。

　直ちよく撃げきの軌道でもない。ただ物量と速度が、全方位から行く七機にカウンターで襲いかかる。

　瞬間だった。青竜の真下から上昇を掛ける鬼庭が、全ぜん翼よくの力を高めながら叫んだ。

『片かた倉くらぁ──!!』

　直後。七機の後頭部付近に、ノイズ混じりの、しかし確かに表示枠が出現した。そこに映るのは、やはり掠かすれて歪ゆがんだ、

『ああ、空域乱してくれて礼を言おうか面めん倒どうだと言おうか迷うね全く！　副会長、片倉・景かげ綱つな君！　テンション高めで全員僕の支配下入って喜んでくれると有り難くて涙出る！　女の子いるかい!?　いない!?　じゃあ駄だ目めだな！　後あと腐くされ無く行くから全員ついてこい！』

　片倉が放つ指示。それは、

『テンション任せの弾だん幕まく避けだ!!』
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　仙せん台だい城じようは、激震していた。

　主しゆ庭にわで起きている政まさ宗むねと青竜の支配権争いが原因だ。だが、中央部にある航こう空くう管かん制せい室では、広い階段式の管制室を用い、片倉が全身を振り回していた。

　管かん制せい室の至る所に、重ね合わせで無む頓とん着ちやくに展開した表示枠サインフレームの群がある。それはもはや管制室の壁も天井も、床すらも隠かくし、全方位から、片かた倉くらを照らしていた。

　光の中心にいる彼は、両腕を振り、新しい表示枠サインフレームを展開させ、

・景綱君：『──一─一！』

　文字が、一いつ瞬しゆんで怒ど濤とうのように流れ出す。頭部周辺に展開した鳥とり居い型の術じゆつ式しき表示枠が示すのは、彼の思考を直接読みとる〝悟さとり〟の術式。極きよく東とうの神々としては、奥おう州しゆうに住まうとされた名前無き神々の技だ。今は代役としてスクナ系アビコの名を冠かんしているが、術式の効果は表示枠から飛び出す文字列となって存分に管制室を走り抜ける。

・景綱君：『よし一─一！　生きてるか!?　生きてるな？』

　続く言葉は、高速という勢いを遙かに越えた、思考直結の文字列だった。

・景綱君：『よーし生きてる！　よくやった！　お前は本当によくやった！　だけどハイ死んだ！　今その軌き道どうだとすぐ死んだ！　だからとりあえず諦あきらめて気持ち切り替えてハイ死んだ！　死ぬ前にちょっとでいいから右みぎ脇わき上げろ！　美び腋わきだ美腋！　美腋で──足りねえよヘタクソ！　もっと思い切り上げろ！　ハイ美腋一名様入りましたあとは真まっ直すぐ行けば抜けられますので要努力で括かつ約やく引き締めて我慢だ我慢！　多段ヒット一回入るが泣かなきゃ大だい丈じよう夫ぶだから前進[image: ]防ぼう御ぎよ[image: ]ピルピル唄うたって二秒過ごせ！　あ!?　お前女!?　──結婚申し込んでいいですかお嬢じようさん。ああ!?　後ろつかえてる!?　うるせえよ後こう続ぞくすぐに対応策言うから少し蜂はち蜜みつ股こ間かんに塗って熊くまのようにそこで待ってろ！　それで回かい避ひ出来んだよお前の位置！　二回〝うはっ〟って言ったら前出ろそれでお前終了つまりヒーロ──！』

　叫び、済んだ二名の情報を示す表示枠を叩たたき割り、片倉は即そく座ざに言葉で叫んだ。

・景綱君：『三、四、五、まとめていくぞ！　メモとる用意したか!?　したな!?　ハイしたヤツ死んだ！　すぐ死んだ！　そんなんしなくていいから僕のいう事をよく聞いて、ぐるんって回れ！　ぐるんだよ！　こうだこう！　文字で書くと[image: ]！　誰だ全然ぐるんじゃねえとか言うの！　今僕もそう思ったからお前は僕が最近いいなあと思ってる三世西班牙トレス・エスパニア女子の夏服を義よし姫ひめ様よんじゅうにさいに勧めて伊だ達て家に巨額の利益をもたらさざるを得ないから今回れ！　すぐ回れ！　あ？　何すか義姫学長！　じゅうにさい？　流石さすが！　ハイそうしたらお前はすぐ前に出てアハーン！　それで回避だ！』

　よし、と片倉は頷うなずき、

・景綱君：『──面めん倒どうだから全員一気に行くぞ!!』
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　武ぶ神しん七機は、雷らい撃げきを抜けて空中を突っ走った。

　片倉の指示と、それを支える伝達の整理は、

・留守居：『私の方で行いますので、皆様は全力を……！』

　Ｔｅｓテスタメント．！　と誰かが叫び、全員が続いた。

　行く。

　雷らい撃げきの疾しつ走そうを翻ひるがえすように、七機は、回かい避ひと言うよりも前に出るために身を振った。

　風を裂き、突き出した腕を支点に全身を跳ねさせ、行くのは、

『青せい竜りゆう……！』

　距離は、五百を切った時点で、一気に詰まった。青竜の稲いな妻ずまが、その莫ばく大だいな力故ゆえ、干かん渉しようを避けるために発はつ射しや範囲を限られるからだ。

　連れん射しやは効く。しかし発射方向が青竜の周囲から八方向ほどに限定された。単純に言って、手て数かずが減った事になり、

『──!!』

　飛ひ翔しようする七機の内、三機が前に出た。吹っ飛んできた雷らい柱ちゆうをくぐるように抜け、上半身を前にぶち込んで一気に加速する。

　風を破る音だけが響ひびいて、三機が距離という障しよう害がいを抜き切っていく。だが、

・景綱君：『馬鹿野や郎ろう……！』

　表示枠サインフレームが叫んだ瞬しゆん間かんだ。

　突っ込んだ三機が、その全身を焼かれ、数百メートルを飛ばされていた。

　雷らい光こうの打だ撃げきが、三機を襲おそったのだ。それまで片かた倉くらの指示で回避出来ていたものが、

・景綱君：『軌き道どうを変えやがったか!!』

　八方向の放出は変わっていない。変化があったのは、それが直線に放たれるものではなく、弧こを描き、青竜の周囲を回るように発射され始めたと言う事だ。

　風と激流は、即そく座ざの動きで雷らい雨うを越え、雷かみなりの嵐あらしとなる。そして山風の荒れ吹きは、飛ひ翔しようする残り四機を、

『……っ』

　絡め取り、叩たたき潰つぶそうとした。

　食らう。

　その時だ。青竜を、真下から貫くものがあった。

　鬼おに庭にわだ。彼の武神、左さ月げつが大だい刀とうを構え、

『貰もらおうか……！』

　一直線に、鬼が竜を撃げき墜ついに入る。
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　全力を持って攻撃を見舞おうとした鬼庭は、己おのれの要求が叶かなえられた事を悟さとった。

　直上の空。青の雷光を纏まとった青竜が、こちらの望みに答えたのだ。

　貰おうと、そう進言したもの。それは、青竜の命でも一いち撃げきの権利でもない。あるのはただ、

『鬼おにとて雷かみなりは好むものだ……！』

　僚りよう機きを狙ねらった雷らい撃げき八発。逆さか落おとしの全てが、こちらに放たれた。

　青せい竜りゆうの、即そく座ざの判断だった。先を考えぬ、獣けものとしての反はん射しや的な動きだが、

『それで良い!!』

　鬼おに庭にわは、雷撃八発を、己おのれの身体からだで受け止めた。

　雷を貰もらい食らう。対雷術じゆつ式しきは全開となるが、激音が裂け、光が白となり、左さ月げつの装そう甲こうが吹き飛んだ。しかし、ここは全て食わねばならない。全力の突とつ撃げきを敢あえて見せ、こちらで八発の竜りゆう撃げきを捉とらえねばならない。何な故ぜならば、

『行け……！』

　応じるのは、生き残った四機だ。もはや障しよう害がい無く、高速で、四つの一直線が己の刃やいばを先端として青の竜に行った。その攻撃は、一つ一つにおいては力足りないものだが、

・景綱君：『四つ合わせて一人前御ご招しよう待たいだ！　どいつもこいつも死角突いたり急所狙ねらったりで格かつ好こ悪いですねウププだけど勝てばいいんだから僕に感謝してくれると嬉うれしいです！　かわされても激げき突とつしない軌き道どうに誘導してやっから全員ケツ引き締めて頭突っ込め！　途と中ちゆうで貰もらうヤツは記録とって通神帯ネツトに流して仏ぶつるから納なつ得とくの解決な！』

　四機が、行く。そして青竜が身構えるが、遅い。全身には流体の激流が無く、雷撃も足りていない。だから、鬼庭は叫んだ。

『行け！』

　言葉よりも先に当たる。

　だが、不意に、鬼庭は、ある光景を見た。それは、

　……政まさ宗むね!?
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　鬼庭には、青竜が、政宗に見えた。

　おかしい、と鬼庭は思う。青竜に政宗が搭とう乗じようしている筈はずも無いのだから。だが、

・留守居：『副会長！』

　高速の文字列が、意識を刻むように飛び込んできた。

・景綱君：『──間に合え!!』

　何がだ、と思う意味は無かった。裁さい判ばんを担になう第二特とく務むとして、物事を俯ふ瞰かんし、判断した結果は一つ。

　……青竜が、政宗の動きを憶おぼえているのだ！

　以前より、伊だ達て家当主として、そして最近は衰すい弱じやくする身体を保つ以上に、皆への強がりとして、彼女は主しゆ庭にわで身を鍛きたえている。

　その動きだ。青竜が、両の腰に手を寄せ、自分達がいつも見ている動きで、

『抜くのか!!』

　空中、虚こ空くう、何も無い場所から、流体の水飛沫しぶきが上がった。

　そこから一息に引き抜かれるのは三日月みかづきにはやや甘い光の刀だった。

　雷かみなりを纏まとい、抜ばつ刀とうの動作で打たれる二に撃げきが、迫る四つの力に激げき突とつするのを鬼おに庭にわは見た。

　……見事だ！

　政まさ宗むねに剣術を教えているのは、自分と成なる実みだ。自分達よりも体が小さく、肉付きも薄い政宗に対しては、力よりも瞬しゆん発ぱつ力と乱れ無い事を重視で教えている。

　その通りの動きを、青せい竜りゆうが放っていた。それは、青竜が、攻撃や防ぼう御ぎよとして最適の動作を判断出来、遂すい行こう出来るという証しよう拠こであり、政宗側からのフィードバックを得ているという事であり、だからこそ、

『おお……！』

　光こう刀とう二本が、二つの弧こを描いて、四の接近を爆ばく撃げきした。
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　空に破壊の打ち鳴らしが四つ響ひびき、そして幾いくつもの形に破は砕さいした。

　青竜に突とつ撃げきした四機が、雷らい光こうを纏まとった二刀によって撃げき墜ついされたのだ。

　だが、生じた砕くだきは、完全なものではなかった。

・景綱君：『間に合った、か……』

　軌き道どうの補正。片かた倉くらは主しゆ庭にわで過ごす事が多いため、政宗の剣跡を知っている。それゆえの判断だ。留る守すの力添えもあり、砕かれた四機は、どれも致ち命めい傷しようだけは免まぬがれているだろう。

　そして今、青竜は両の腕に雷光の刀を持ち、振り抜いた姿勢だ。だから、

・留守居：『鬼庭様！　あと一息ですぞ！』

・牙　　：『鬼の息は長く続くと考こう慮りよの上か!?』

　青竜の正面に身を振った左さ月げつは、そのまま激突した。

　火花が散り、金属のぶつかり合いが重なり合う。

　だが、左月は既すでに主装そう甲こう板ばんどころか、副装甲板も砕かれ、全身に陽かげ炎ろうを纏まとっていた。背の四枚翼よくも二つが起き動どうせず、単なるバラスト役という状態だ。

　速度が足りない。激突の重量も足りない。ただでさえ墜つい落らく間ま際ぎわから復帰したのだ。

　対する青竜は、左右に刀を振り、胸を張ったような姿勢で鬼を受け止める。六枚翼の推すい力りよく任せに堪たえ、全身を振るって鬼を祓はらおうとする。

　だが、鬼庭は、離れなかった。両の腕を曲げ、雷撃の際にも放さなかった大だい刀とうを、もはや振るうのではなく、相手の背に回す。その直後に剣先と柄つかを握れば、鬼の身は、もはや両腕を砕かれない限りは離れなくなる。そして左月は、

『押すぞ……!!』

　抗あらがうように青せい竜りゆうが吠ほえる。

　半はん壊かいの四枚翼よくと、全開の六枚翼が唸うなりを上げ、当然のように数の多い方が勝った。それも一いつ瞬しゆんで、だ。しかし、左さ月げつは、押されるままに、

『おお……[image: ]』

　鬼おに庭にわは、空中に左ひだり脚あしを立て、身を後ろに反そらせた。その動きは、

『背面浴びせ式のフロントスープレックス……!!』
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　鬼庭の勝機は、ある一点に賭かけたものだった。

　もし、この青竜が政まさ宗むねの動きを憶おぼえたものであるならば、

　……その近接攻撃は、己おのれよりも大きな相手を想定している筈はず！

　攻撃は、腰を落としての安定を基礎とはするものの、基本、大きく前に伸び、リーチなどを稼かせぐものとなっているはずだ。

　その通りだった。青竜は、こちらに覆おおい被かぶさるような、身体からだを伸ばした押し潰つぶしを掛けてきたのだ。

　だから、鬼庭は、自分が政宗に教えたように、身を反らせた。本来ならばここから回かい避ひし、相手の背後を取るものだが、今は違う。身を一段と低くし、青竜の背部に回した剣と腕のロックを確保すると、

『落ちろ!!』

　背面へと、青竜の推すい力りよくを利用して一回転した。

　回った。

　相手の肩と胸をこちらに引くようにして、一瞬で自分が上に、相手を下にする。

　空中に地面は無い。だが、鬼庭は、背の翼の力を止めなかった。下へ、大地へと青竜を押しつける。強ごう引いんに、力を失った翼で、しかし、確実に落下は進んだ。すると、

『────』

　青竜が咆ほう哮こうした。地面に叩たたきつけられるのを回避するように翼を上げ、

『させぬぞ……！』

　鬼庭が、ロックしていた右みぎ肘ひじ、その内側をかち上げた。小さい身が、大きい身を相手にした時に用いる技だ。抱きかかえた状態から、相手の動きを読んで、その腰や背の筋肉を押さえる事で初動を止めるのだ。そして鬼庭は、一度押さえた部分を起点に、青竜の動きを次から次へと重ね押さえた。下へ、地面へと翼を加速させながら、青竜の腰や背だけではなく、脇や腿ももまでを圧迫し、動かないように高速で固めていく。

　……政宗にも、教えた技だ。

　だが、小さきをもって大きを制す技であるため、政宗にこの固め技の回避方法は教えていない。だから、当然のように青せい竜りゆうも反応出来ず、

『──!!』

　竜が咆ほう哮こうするが、無む駄だだ。ロックされた背の翼の力は、行き先をねじ曲げていく。推すい力りよくが幾いくつもの方向に散り、真下へと加速を続ける鬼おに庭にわは、青竜ごと空中をバウンドした。

　だが、鬼庭は離さなかった。ただひたむきに竜と落ちていく。

　離してはならない。そして、鎮しずめなければならない。

　そのためには、

『撃うて……！』

　叫びに応じるように、打だ撃げきが来た。

　仙せん台だいの重じゆう奏そう領りよう域いき間ま際ぎわからの対たい空くう砲ほう火かだ。

　対たい艦かんクラスの連れん撃げきが、青竜共とも々ども、鬼庭を打撃した。
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　破壊が楽器となって、拍はく手しゆのような衝しよう撃げきと、軋きしんだ音おん律りつを作り上げる。

　響ひびく飛び散りの中で、鬼庭は自らも打撃を受けながら、こう思った。

　……鎮めねばならん！

　何な故ぜならば、

　……聖せい譜ふ記き述じゆつが、呼んでいるのだ……！

　鬼庭は、襲しゆう名めい以前から、己おのれに関するある聖譜記述を知っている。自分は、羽は柴しばが朝ちよう鮮せん出兵を行う頃、伊だ達て家からの協力者として羽柴側に派は遣けんされるのだ、と。

　今、既すでに羽柴は出兵を行っている。何い時つ、自分が羽柴側に招しよう聘へいされてもおかしくない。

　だから鬼庭は思う。青竜を鎮めねばならないと。この暴ぼう竜りゆうを鎮め、政まさ宗むねを伊達の長ちようとして異の無いものとしてから、羽柴の側に行くようにしなければならない、と。

　成なる実みも同じだろう。

　いずれ、羽柴は、自分と成実を伊達から排はい除じよし、戦せん闘とう力の多くを奪うのだから。

・景綱君：『すまんね、鬼庭さん、さっきの……』

　打撃と破壊の中で、文字が見えた。テンション低めの片かた倉くらによる、

・景綱君：『あの四機、相打ち狙ねらいでいくべきだったろうか』

　構わん、と鬼庭は内心で首を横に振った。自分達がいなくなった後、伊達の守りを引き受ける者達だ。自分と同じ扱いになってしまっては、困るとしか言いようがない。

　言い換えるなら、羽柴に行く事となる自分は、今、どれだけ負ふ傷しようしても構わない。

　ああ、そうか、と鬼庭は内心で苦く笑しようした。今、自分は、生きながらえて羽柴に迷めい惑わくを掛ける途と中ちゆうにいるのだろうな、と。

　だから、鬼庭は、武ぶ神しんの身で、有り得ぬ笑みを口元に感じた。今、青竜は、必死に抵抗をしようとしながらも、出来ずにいる。眼下、竜りゆうの背後側からは、被ひ弾だんの衝しよう撃げきと、散る流体光が見えているし、浴びてもいる。

　眼下から連れん射しやされる鉄の火花は、実じつ弾だん射しや撃げきの砲ほう弾だん破は片へんのみだ。しかし、これだけの数の攻撃を受けて尚なお、青せい竜りゆうは破壊されていない。

　強固な竜だ。なればこそ、鎮しずめなければならない。鎮めて、政まさ宗むねのものとしなければならない。そうする事で、伊だ達て家にこの竜を納め、自分達の別れとしなければならない。だから、

『……成なる実み!!』

　仲間への呼び掛けを咎とがめるように、青竜が動く。こちらの腕を捉とらえ、一いつ瞬しゆんで折った。だが、鬼おに庭にわは笑った。そして己おのれの胸を竜に押しつけて固め、敵の鼓こ動どうを聞くようにして、

『頼むぞ!!』

　一直線に、大地へと落下していった。
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　主しゆ庭にわは、その暴風と雷らい撃げきの圧を一気に上げていた。

　外の戦せん闘とうが激化しているのだろう。青竜が身の危険を感じるごとに、それが巻き起こす暴圧も上がるのは解わかっている事だ。だが、

「く……！」

　吹き飛ばされ掛けた身を、成実は顎あご剣けんを地面に突き刺す事で堪こらえた。幾いく度ども剣と腕をアジャストし、姿勢を強ごう引いんに前へと持っていく。しかし、その全てを無視するように、竜の咆ほう声せいが響ひびき渡った。主庭の花が吹き飛び、土つち塊くれまでが踊り出すほどの声量だ。

　小川の水が更さらに濃い霧きりとなり、こちらの身が、

　……負ける!?

　足下が揺れた。もはや地ち殻かく部分だけではなく、底にあるパレット部までが震動で分解を始めているのだ。このままだと主庭の底が抜け、全てが階下に落下する事になる。

　無む論ろん、そうなれば政宗も落ちるだろうが、門の展開は空間的なものであり、主導権は〝青竜〟が持っている。床が抜けたところで、この咆ほう哮こうはやまず、政宗すら飲み込んだ破壊は、主庭から糸を伝うように各フロアのフレームに向かうはずだ。

　最悪の場合、仙せん台だい城じようの崩ほう壊かいになる。

　だから、成実は前に出た。下げられた分だけ、前に出た。腿ももを上げ、行く方法は一つだけだ。己の四し肢しを高速に再展開し、剣を杖つえに行くだけ。それだけだ。

　しかし、咆哮は続き、更さらに、

『──!!』

　周囲の風景が歪ゆがむほどの爆ばく圧あつが、叫びとなってきた。

　追い込んでいる。それは解る。青竜も危機を得ているのだ。しかし、

　……崩れる!?

　足下が、不意に、何も力を返さなくなった。主しゆ庭にわを支えている底部のパレットがズレたか、フレーム部分が脱落したのだろう。地面が、傾くと言うよりも、波打ち、

　……しまった……！

　思い、それでも成なる実みは前に出ようとした。目を鋭く細め、目標を見失わぬようにして、

「全く……！」

　らしくない、と思う己おのれに、二発目が来た。

　先ほどと同様の爆ばく圧あつ咆ほう哮こうだ。

　髪かみが先に震え、微かすかに帯たい電でんした。直後に来る衝しよう撃げき波はに対し、成実は剣を前に掲げ、崩れる足下を無視した。このままだと崩ほう落らくに巻き込まれるのは解わかっている。だが、

「諦あきらめられる訳、ないでしょう？」

　問うた声に、応じるような、しかし違う叫びがあった。

　背後だ。外がい交こう官かん用の居きよ室しつがある廊下の方から、音が聞こえた。それは、まず、ドアを蹴けり破る破は砕さいから始まり、

「やかましい……!!　今、告白シーンだというのに何を騒いでおるか!!」

　大声と共に飛び込んできた者がいる。

　武蔵むさしの半はん竜りゆうだった。







[image: 第五十六章『風の突撃士』]
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　成なる実みは、おかしなものを見た。

　現在、ここは爆ばく圧あつと雷らい撃げきと、そして流体の波が押し寄せている空間だ。

　しかし、飛び込んできた半はん竜りゆうは、風も何も突き抜けた。

　元々は、神々の時代より先、この星の上で何い時つしか発生していたとされる種族。天上にてその姿を種族レベルで改造し、幾いくつもの形質を得たという、希き少しよう種族だ。

　……それが──。

　彼らは風を読み、暴ぼう風ふうの空であっても自分達の空と認め、ただ突き抜けていくと言うが、確かにそうだ。

　全身の加速器官を展開し、半竜は暴風を呼吸していた。そしてこちらに辿たどりつくと、

「やかましいのはそこか!!」

　眼前に迫る爆圧を半竜は真っ正面から前翼で貫いて叩たたき割った。更さらには崩れる足場に、

「鎮しずまれ!!」

　旧派カトリツク結けつ界かい術。それも審しん問もん官かんクラスが用いる、処しよ刑けい場じよう確保のための整調術じゆつ式しきだ。一いつ瞬しゆんで自分達の周囲数メートルの足場が固まり、向かいの通路側にいた皆が驚きの声をあげる。

「何あれ……!?　チート!?」

「あれよ！　変な半竜よ！　凄すごい変なの！」

「姉好きの変な叫びの元よね！　攻こう略りやく法担当が使えないのよ!?」

　大体否定出来ないわ……、と成実は思いながら、眼前に立った半竜を見上げる。

「有り難う。助かったわ」

「頼れる半竜だ、当然の事で──」

　半竜は、こちらに振り向き、しかし、ふむ、と鼻を鳴らす。

「貴き様さまのような姉でもない女に頼られてもな」

「人に物言う時は状況を鑑かんがみた方がいいと思うわ。──ほら」

　成実は、半竜と共に、主しゆ庭にわ中央側に攻撃をぶち込んだ。こちらは剣、向こうは前翼の先端だ。そうやって重ねた攻撃は、圧として飛んで来た流体の波を砕くだき、

「──貴方あなた、思ったより出来るのね」

「ほほう、〝その程度か〟と今の貴様を見て拙せつ僧そうは思ったぞ」

「Ｔｅｓテスタメント．、──〝小技が〟と先につけ忘れてしまったわ」

「……貴様は何なに故ゆえ、そう拙僧に喧けん嘩かを売る。拙僧、怒ると怖こわいぞ？　リアルモンクだからな」

　心底から勘かん弁べんして欲しいと成実は思った。だから、

「行くわよ。一仕事して、あとで御酒でも飲みたい気分だし」

　圧が、少し緩んでいる。こちらの破壊が戸と惑まどいを生んだのか、それとも鬼おに庭にわが成果を出したのかは解わからない。ただ、小川に沈むように隠かくれていた武蔵むさし外がい交こう官かんが顔を上げ、

「──！」

　風や暴圧で声は解らない。だが、半はん竜りゆうが頷うなずいた。

「おねえさん、か、流石さすがだ鈴すずよ……」

「不ふ思し議ぎね……。こんなにコメント面めん倒どうな存在がいるなんて……」

　言うと、半はん竜りゆうがこちらにあるものを差し出した。何？　と思いつつ、風に飛ばされないように受け取ると、幾いくつかのパーツに分かれた布だった。それは、

「紐ひもパンだ。先ほどから風でチラつかれて、婦女として如何いかがなものかと思うぞ」

「……何ど処こまで突き抜けてるの貴方あなた」

「解らないか？　今プレイしているエロゲの特典だ。ああ、気にするな、トーリのものだから、拙せつ僧そうに金を払う事はない。神に感謝し、黙だまって穿はいておくといい……」

　いろいろ考えたが、防ぼう御ぎよ力の足しになるかもしれないと言う判断で身につける事にした。

　……え？　何で生き地じがいいの……？

　うちのブランドも結構な筈はずなのだけど、相あい性しようというものだろうか。

　ともあれ、半竜が身を揺らし、前に出て言う。

「行くぞ」

「待って。……確認したい事があるの」
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「何だ？　拙せつ僧そうの誕生日は九月七日、好きな食べ物はラム肉のトマト煮であるぞ」

「聞きたく無い事を聞いたわ。──今の足場術じゆつ式しき、処しよ刑けい用なのよね？」

　ならば、

「……戒かい律りつに従い、神の名の下に処刑を行わねば、天てん罰ばつが貴方あなたに下る筈はず」

「気にするな。処刑は完かん遂すいする。何な故ぜならば、拙僧は審しん問もん官かん志望だからな。それに、足場については、ただ、拙僧の着ちやく地ち場所が欲しかっただけ。それだけだ」

　だったら、と成なる実みは己おのれの剣を半はん竜りゆうに突き出した。

「急いで聖せい別べつして頂ちよう戴だい。旧派カトリツクの処刑に相応ふさわしい剣にして。──そして手伝うわ審問官。そして手伝って貰もらうわ武蔵むさしの第二特とく務む。私達の総そう長ちよう兼生徒会長を取り戻すのを、ね」

「難しいの苦にが手てなんで十文字くらいで頼む」

「言った通りにして頂戴」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と言うなり、半竜がこちらの剣を左の手で張った。確かな震動と共に符ふが貼はられ、剣が青白い光を帯びる。

　そして半竜が前に出た。自分も続く。応じるように、

「────」

　主しゆ庭にわの中央で、光が膨ぼう張ちようした。

　流体光の〝門〟が、明らかに開きつつある。その虚こ空くうの向こう。内側から来るのは、

「青せい竜りゆう……！」
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　武ぶ神しんの影が、上半身が、主庭の中に突き出してきた。

　鈴すずは、小川の縁ふちを傘かさにして身をすくめつつ、その姿を知覚した。

　熱を帯び、震えた武神。金属の身は幾いくつもの鉄がぶつかり合う音をたて、楽器のようだ。しかし、そこに鈴は、妙みようなものを感じた。

　……どうし、て？

　憤いきどおりや、怒りのようなものを、その武神からは感じた。叫びは震え、熱は、外からよりも、中から発されていると理解したからだ。それでいて、

　……抑えたら、駄だ目め、なの？

　答えは力の叫びだった。

　自分には力しか無いというように、止めれば死ぬとでもいうように、青竜は、

『……!!』

　吠ほえた。己の持つ力に耐えられず、震え、悲鳴にも似た叫びだ。しかし、それは自分の持つ力の行き所が解わからなくても、力に突き動かされざるを得ないように聞こえて。そう思えるのは、

　……どうし、て？

　鈴すずには解わからない。だが、苦痛を叫びながら、しかしそれを続ける青せい竜りゆうの咆ほう哮こうには、憤いきどおりと怒りの他、別の色が感じられた。それは、

　……どうして、謝ってる、の……？

　そして鈴は思った。この武ぶ神しんは、哀かなしいんだ、と。

　きっと、哀しい事があって、どうにかしたくて、そしてどうすればいいか解らなくて、ただ、自分には力があるから、それを使えばどうにかなるんじゃないかと、そう思っている。

　鈴は知っている。

　ずっと昔、哀しい事があって、どうにかしたくて、そしてどうすればいいか解らなくて、しかし、自分には力も無いから、自分を無くしてしまおうとした人がいた。

　あの時、自分も、どうしたらいいか解らなくて、何も出来なかったが、やがてその人は泣く事が出来て、何かが変わり、何かが戻ったのだと、そう思っている。

　同じだ。きっと同じ。この竜りゆうも、同じだ。

　何か哀しい事があったんだ。

　ただ、力があるから、自分を無くすのと同じくらいに、それを信じて、しがみついている。

　そして、鈴は思った。この竜の叫びは、まだ、泣き声じゃないんだ、と。ならば、

　……救たすけない、と。

　鈴は思い、動いた。青竜が身を乗り出してくる圧力に倒され、小川の水が底にあるものまで弾はじけ飛ぶのを全身で浴びながら、鈴は動いた。人工の川底を這はい、竜の担にない手である、

「まさむね、さん……！」

　声をあげた直後だった。頭上の青竜が、一気に身を乗り出してきた。

　雷かみなりの熱が鈴の知覚を走り、身を反そらしての吠はい声せいが今まで以上に大気を吹き飛ばし、

「……！」

　鈴は、小川を渡る小さな橋の下に吹き飛ばされた。上に座り、うなだれて動かない政まさ宗むねを置き、鈴は橋の向こう側にまで転がった。そして、鈴は知覚した。

　……あれは──。

　爆ばく圧あつを突き抜け、こちらに来る姿がある。高速で、力任まかせに来る二つの影。

　ウルキアガと、伊だ達て・成なる実みだ。
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　成実は、危険と解決の天てん秤びんを計りながら、走っていた。

　行くのは、もはや崩れた土の上ではない。そこに浮くような形となった庭石や倒木など、脚あしの引っかかりになるものだ。

　本来ならば踏んだ足ごと緩くなった地面に沈むようなものだが、不ふ転てん百足むかでの連続展開による高速アジャストが力を制せい御ぎよし、半はん竜りゆうの後ろに己おのれの身を続かせる。そして思うのは、

　……まさか、青せい竜りゆうが出てくるとはね……。

　今までは門だけだったので、それを破壊すれば済んだ。

　今回、青竜が出てきたという事は、青竜がそれだけ力を得ていると言う事だろう。だから、こちらは、ここで、青竜を門の向こうに押し戻さねばならない。

　至し難なんの技と、そう思えるが、しかし、勝機はある。

　鬼おに庭にわは随ずい分ぶんと青竜を凌しのいだのだろう。青竜の纏まとう流体の激流がほぼ消えた状態となっているのだ。ゆえに青竜は、この主しゆ庭にわに奔ほん流りゆうしていた流体を自らの元へと引き込み、回復を狙ねらいつつある。上半身を剝むき出しにし、しかし回復のために大きく動けないならば、

「何ど処こを狙ねらう!?」

　半はん竜りゆうの疑問は鋭い。否、竜ならば当然なのだろう。成なる実みは、彼に見えぬ事に構わず、己おのれの首に空いた手を寄せ、こう言った。

「──首の上側。顎あごと首の境きよう界かいに、逆げき鱗りんが存在するわ。駆く動どう部のクリアランスで取らざるを得なかった空白を、フレーム歪ゆがめて埋めた装そう甲こうよ」

　機き密みつ事項だが、状況が状況だ。元より、武ぶ神しんや砲ほう撃げきで狙えるサイズのものでもない。

「大きさは五センチ四し方ほう。──自信はあるかしら？」

「超ちよう余よ裕ゆうだが貴き様さまに任す。だから──」

　不意に、半竜の身が速度を落とした。何事、と思う意味もない。加速力を得るために、全身の呼吸器を開き、大気を己の身体からだに取り込んだのだ。

「いい空気だ。高空と違い、純粋ではないが、流体がよく溶けている」

　言うなり、半竜は軽く一歩を踏んだ。崩れた地面、緩く溶けた土の上につく一歩は、あり得ない踏み込みだ。だが、半竜は歩を踏み、前に進みながら、

「──共に来れるな？」

「ついていけないと思ってるの？」

　そうか、と頷うなずいた半竜が、ある事をした。

　右の半はん身みになると、こちらの空いた手を、左の前翼にある三本指の手で握ったのだ。

「──え？」

　疑問詞しを上げた瞬しゆん間かんだった。

　半竜が、こちらの手を握った半身の状態で、全身を強く前にぶち込んだ。

　全ての翼と加速器を使った、迷いの一切無い大加速だった。
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　吹っ飛んだ、と成実は思った。

　今、自分は風にたなびいている。手を繫つないだ先、半竜が右の前翼を前に突き出し、膝ひざ蹴げりを打つような姿勢で加速中だ。

　正面には青せい竜りゆうがいる。小川があり、架かかる橋の上には政まさ宗むねが膝ひざを着いている。

　青竜が、距離二十メートルでこちらに気付いた。顔を向け、

『……!!』

　咆ほう哮こう一いつ閃せん。声を透とう明めいな形にした圧力が、大気の歪ゆがみとなって飛んでくる。

　半はん竜りゆうは構わなかった。右腕を軽く引くと、

「おお……!!」

　右みぎ肘ひじにある加速器を全開にする。加圧光が半竜の打だ撃げきと身と、こちらの身体からだを加速し、

　……抜くの……!?

　力任まかせに、圧力を砕くだき切った。

　音が割れ、真空の線が幾いく条じようも突っ走り、こちらと半竜の肌はだを浅く刻む。

　だが、半竜の加速は止まらない。

　充分な重みを宿した安定の加速感が、そろそろバランスを取り慣れてきた自分を引く。

　一方的に、ただ背を見せ、前にある障しよう害がいを抜いて、眼前の半竜は加速する。

　そして、激げき突とつの軌き道どう。正面一直線のラインがとれた時だ。急行の風の中で、半竜がこちらに問うてきた。

「一つ聞く！　……あの武ぶ神しんは、政宗のものなのか!?」

「Ｔｅｓテスタメント．!!」

　こちらの返答に、半竜が何と応えたかは解わからない。ただ彼は、少しの間を持って、

「あの武神の身を前に伸ばさせる。下に回り込んで逆げき鱗りんを穿うがて」

　言うと同時に、半竜がこちらの手を離した。

　行くのだ。何かを疑問に思うまでもない。勝算があり、こちらに任せる意志をもって、半竜が先へと、上半身を倒し込む。そして半竜は、ようやく両の前翼を前に突き出し、

「拙せつ・僧そう・発・進……!!」

　残り十メートル弱の距離を、これまでの最高速で突っ走った。





●






　片かた倉くらは、管かん制せい室に流れてくる映像と音を見ていた。それはノイズ混じりのものだが、

　……そういう手順か！

　半竜は、狙ねらいを政宗に絞しぼったのだ。

　確かに青竜は、暴ぼう走そう状態だが、政宗と連動をしている。影えい響きようを受けているし、力を政宗から得ている以上、政宗の身を、守るのではなく、〝得よう〟とする動きがある。

　竜にとっては、命の源みなもとですら餌えさでしかないのか。それは片倉にも解らない。ただ、突っ込んでいく半竜が狙うのは、青竜が意識せざるを得ない、政宗そのものだ。

「だから、政宗をかっさらい、青竜を動かそうというんだ」

　青せい竜りゆうに理解が出来ているかは解わからないが、政まさ宗むねは主あるじだ。青竜への流体の供給も、彼女の持つものを主として行われている。

　政宗が遠ざかれば、青竜は、ついていこうとするだろう。それは、上半身のみを門から出している青竜にとっては、身を前に深く乗り出す動きになる。

　半はん竜りゆうが狙ねらっているのは、それだ。

　政宗を動かし、半竜を動かし、動いた隙すき間まに成なる実みを飛び込まさせる。

　今、成実も加速の疾しつ走そうを行っていた。小川の縁ふち、定間隔に打たれた杭くいを踏み、剣を左下段に構え、青竜に対し右から突っ込んでいく。

　そして半竜が行った。政宗へと正面から加速し、

『姉キャラ貰もらったり……！』

　小川の橋。掛かる欄らん干かんを砕くだき、膝ひざを着く政宗に半竜は両の腕を伸ばした。

　狙いは明確で、予測通りだった。だから、片かた倉くらは叫んだ。

「うわ、馬鹿!!」

　青竜が、半竜の動きを完全に読んだ動作で、無む造ぞう作さに裏うら拳けんを叩たたき込んだ。
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　……馬鹿あ──!!

　成実は、杭の上を疾走しながら、転びそうになった。

　耳に入るのは金属物が激げき突とつしたような打だ撃げき音で、視界に入るのは半竜が大の字になって宙を五回転ほどする光景だ。

　失敗した。

　青竜は上半身を全く動かしていない。右の腕を外に振り、ただそれだけだ。

　成実は思った。こうなったら、もはや自分だけで行くしかないと。そして、

『────』

　青竜が、突っ込んでいくこちらに顔を向けた。

　身をわずかに引くのは、咆ほう哮こうの準備だ。次の瞬しゆん間かんに、爆ばく圧あつ咆哮が放ほう射しやされるだろう。

　顎あご刀とうの突とつ撃げきで、爆圧を抜く事は出来る。後は、そこから逆げき鱗りんを狙えるか、だ。

　……出来るの？

　自問に応えるのは、しかし、己おのれではなかった。

　半竜だ。宙に吹っ飛ばされ、しかし強ごう引いんに身を捻ひねり、身体からだを起こした半竜が、

「──向むか井い!!」
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　鈴すずは動いた。圧によって吹っ飛ばされ、転がった橋の下から、身を起こす。

　……ウルキアガ君、やって、くれ、たの……！

　橋の欄らん干かんは、ウルキアガの突とつ撃げきで壊こわれている。後はただ、手を伸ばせば、

「まさ、むね、さ、ん……！」

　手を取った。だから引っ張った。腕で引くのではない。背中を引いて、全身で強ごう引いんに、

「んん……！」

　抜けた。政まさ宗むねの身から、不意に重量が感じられなくなって、しかし力無い身が橋からこちらへと落ちてきた。大成功。でも抱きしめようとして上う手まく出来ず、下敷きになって、それでも自分は年上だから、覆おおい被かぶさって守ろうとした時だ。

　直上から、圧力が来た。

　竜りゆうの武ぶ神しんだ。それが身を大きく乗り出し、政宗を追ってくる。だが、鈴すずは息を吸った。竜が放とうとする咆ほう哮こうが、もはやこちらを向いたのにも構わず、

「成なる実み、さ、ぁん……！」

　応じる動きは確かに来た。

　横から、飛び込んでくる姿があった。巨大な大たい剣けんを下から上にスイングさせながら、自分の身も旋せん回かいさせ、勢いを強度に付けてくるのは、

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　伊だ達て・成実だ。

　彼女の一いち撃げきが、宙を滑り、その軌き道どうで竜の喉のど上うえを打だ撃げきした。
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　次の瞬しゆん間かん。片かた倉くらは見た。ノイズだらけの表示枠サインフレームの中、強く仰のけ反ぞった青せい竜りゆうが、

『……!!』

　大咆哮で天井を破壊しながら、しかし、門の底へと落ちていったのを、だ。

　光が爆発し、表示枠が砕くだけた。そして片倉は一度だけ右の拳こぶしを強く握るが、

「……テンション低めだったっけ」

　全く、と彼は、管かん制せい室の中で上がった皆の歓声を聞きつつ呟つぶやく。

「倒してはないんだぜ？　……次、どうするんだよ？」

　しかし、吐息を床に落とすと、彼は出口へと向かった。男おとこ衆しゆうにハイタッチで返しながら、

「総務委員会は運営委員会の建築部を招集して内部補修を急いでくれ！　あと、武ぶ神しん団は鬼おに庭にわさん達を回収する班はんにもこの一報を！　──明日から忙しくなるぞ！」

　こちらの言葉に、皆が頷うなずく。だが、

「明日から？　今から、だねえ」

　と、不意の声が、片倉を正面から射い抜ぬいた。

　管制室の皆だけではない、廊下にいる者達も動きを止める存在。それは、

「義よし姫ひめ学長！」

　片かた倉くらの視界の中、薄暗い廊下の中でＴｅｓテスタメント．、と頷うなずくのは、赤の露西亜ロシア式夏服に身を包んだ、片かた鬼おに角づのの女性だった。

　伊だ達て・義姫。政まさ宗むねの母でもある彼女は、こちらに対して、顎あごで〝来い〟と招く。だから片かた倉くらは、眼鏡めがねを上げ直し、

「何でしょう。──義姫様じゅうにさいさん」

「憶おぼえているなら良し。主しゆ庭にわに行くよ。政宗を拾いに。そして、──武蔵むさしの連れん中ちゆうに、多くの事を話しておこうじゃないか」

「……いいんですか？」

　周囲が沈ちん黙もくした理由を代表するつもりで、片倉は言った。

「政宗や、小こ次じ郎ろう君……、最上もがみの駒こま姫ひめや上越露西亜スヴイエート・ルーシの本ほん庄じよう達の事まで、大きく語る事になりますよ？」

「いいじゃないか。隠かくしていたところで、どうしようもない。……先ほど、平ひら泉いずみの年寄り女からも催さい促そくが来たのさ」

　それは、

「武蔵は、恐らく、信じられないほどのお人好しだから世話してやってくれ、と」







[image: 第五十七章『過去下の語り人』]
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「……終わったか」

　義よし康やすは、東の空に光が消えたのを確認すると、一息をついた。

　気付けば、空気が変わっている。

　気温が下がり始めたのだ。初夏の夜が更ふける際、夏になり切れずに冷えていく時間だ。

　だが、振り向いた先、空を見上げたままの最上もがみ・義よし光あきは、動こうとしない。彼女はただ、手元に酒の徳とつく利りピッチャーを置き、

「飲むかえ？」

「……私は、いい」

　弱い自覚はある。IZUMOでも散々な目にあった。北ほう条じように対する屈くつ辱じよくはいずれ返す。そう、自分も大きくなるのだと、内心で拳こぶしを握る眼がん前ぜんで、従じゆう士しが鼻を動かした。

「甘あま酒ざけですか？　頂きます！　ノンアルコールですよね！」

　失敗した！　と思う眼前、従士が両手で差し出す湯ゆ飲のみとこちらに対し、義光が苦く笑しようした。彼女は従士の手から湯飲みを取ると、控えに置いていた椀わんを与え、

「最上の酒さか米まいは寒さに強いぞえ」

「おおお酒さけ粕かす満タン……！　贅ぜい沢たくですねえ、高級ですねえ、本物ですねえ」

「……義光、先さき程ほどの話だが……」

「ああ、少しばかり、緩く酔ようてきたものだし。少しはいいであろうよ」

　彼女は、新しく注ついだ甘酒の器を、従士と軽くぶつけて口に付ける。

　ややあってから、不ふ意いに作られる言葉は、

「〝約束〟であろう？　私も付き合わされたものぞえ」

　それは、

「……奥おう州しゆうから上越露西亜スヴイエート・ルーシに至る大だい共きよう同どう体たいの夢ゆめ見みよ。子供達が、そうとは気付かず、家族としてあり続ける事で、望んだもの。──子供達ならではの、夢よのう」
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　ホライゾンは、女子用の居きよ室しつに用意されたテーブルについていた。

　寝ね間ま着き姿のメアリが、眠ねむ気け覚ましにと淹いれた茶をサーブしてくれるのに会え釈しやくで返し、

・ホラ子：『……大共同体、ですか』

　ふと、ホライゾンは思う。それが、楽に作れそうに感じるのは、自分がまだ世界の事を解わかっていないからでしょう、と。だから、

・ホラ子：『正まさ純ずみ様、どう思われますか？』

・副会長：『共同体の捉とらえ方がどこまでのレベルかによる。単に相互扶ふ助じよの約束なのか、それとも同どう盟めいとしてなのか、または、貨か幣へい、法律までも等しくするものなのかどうか、だ』

　無む論ろん、と彼女は言葉を間に挟んだ。

・副会長：『後に行くほど、構築は至し難なんだ。〝等しくする〟というのは〝古いものをやめる〟〝新しいものを準備する〟という事だから、費用も掛かるし、人材も刷さつ新しんだからな』

　と、自分の表示枠サインフレームを見ていたメアリが、別の湯ゆ飲のみ二つに茶を淹いれながら呟つぶやく。

「共きよう同どう体たい構こう想そうさえ持たなければ、それは、行わなくても構わない事でもありますからね。英国イギリスも、イングランドと他三さん邦ぽうの共同を望み、妹が努力しています」

「苦労している、では？」

　ホライゾンは、訂てい正せいの余よ地ちを問うてみる。するとメアリは笑みを口元に得て、

「そんな事言ったら、妹はムキになって乗り出して行きますよ」

・金マル：『妖よう精せい女じよ王おう、メーやんに苦労してたよねー……』

・●　画：『こりゃあ忍にん者じやが殺される訳だわ……』

・十ＺＯ：『殺されて御ご座ざらん！　御座らんよ!!』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、……一いつ緒しよに生きていきますものね』

・女　衆：『うぉわあ……』

　よくは解わからないが、強烈なパワーを感じるのは確かですね、とホライゾンは思った。

・ホラ子：『トーリ様、ついでに聞きますが、共同体についてどう思いますか？』

　メアリが頷うなずき、湯飲み二つを廊下に持っていくのを見つつ、ホライゾンは問う。

・ホラ子：『義よし光あき様が仰おつしやった、〝夢〟という言葉に、何を思います？』

・俺　　：『ヨシヒカリのそりゃあ夢じゃねえ』

・ホラ子：『前半面白いと本心でお思いですか？　後半については、──は？　何なに故ゆえに？』

　この女……、と言いつつも、向こうが言葉を送ってくる。

・俺　　：『あのな？　いいか？　共同体とか何とか、エロゲで言ったら、まずは意識共きよう有ゆうネタから始まって……、あ！　何で全員、俺の閲えつ覧らんを解かい除じよしていくんだよ!?』

・ホラ子：『大だい丈じよう夫ぶ、ホライゾンは世界の最後まで見ています。５、４、３、２──』

・俺　　：『オ、オメエのカウントダウンは世界そのものか！』

　無視して飲む茶はハーブティー。お茶請うけには、後ろの空間から取り出したビスコッティなどがなかなか。バリエーションでピー煎せん味あじにして正解でした。

　ともあれ、馬鹿の言いたい事は大体解る。

・ホラ子：『その〝夢〟は、つまり、──大人おとながそう呼んだだけのものですね』

・俺　　：『まあな。……共同体とか何とか、そんな言い方を喜ぶのは大人の連れん中ちゆうか、ネシンバラみたいな連中だぜ。だから、ちっちぇえ政まさ宗むね達は、違った筈はずだ』

　それはどういう事か、とホライゾンが問おうとした時だ。

　不ふ意いに、ドアの前から、声がした。それはメアリの、

「Save　you　from　anything」

　視線を動かして追えば、彼女は、湯ゆ飲のみを載せた盆ぼんを右手に、左手をドアに掛け、笑みの顔でこう言った。

「そんな言葉では無かったと思いますが、……同じような事を言ったのでしょうね。たとえば、ええ、──ずっと友達でいようとか、そういう約束を」

「〝約束〟ですか……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが笑みで頷うなずいた。ドアを開ける。

「──子供の時の約束とは、守られるものです。私は、そう、信じていますよ」
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　ミトツダイラは、廊下に出てきたメアリから繁しげ長なが共々湯飲みを受け取る。繁長が俯うつむきで、

「一応これは非公式の筈はずなのであるが……」

「英国イギリス王おう女じよの薦すすめを受け取らないのは外がい交こうとして問題がありますわよ？」

　無む論ろん、外交だからこそ受け取らないと言う選択もあるが、今はそこまでの状況ではない。盆を両手に持ったメアリは、一礼すると、ふと、こちらの左手側にある男部屋の方を窺うかがい見た。

　どういう意図かとミトツダイラは思い、

　……あ。

　気付いた。だから急ぎ、中にいる第一特とく務むを呼ぼうとする。が、

「おあ!!」

　ドアが蹴けり飛ばされるような勢いで開き、その人が転び出てきた。開いたドアの向こう、何かボタンを連打する音と共に、総そう長ちようの声が聞こえる。

「おい、メアリ、テンゾーが〝自分も、茶、欲しいで御ご座ざるけどなあ……〟とか甘えたこと言ってっから、淹いれてやってくんね？」

　問いかけの行く先と、その反応は、振り向かずとも解わかる。メアリの、

「Ｊｕｄジヤツジ．！　あの、そちらは──」

・ホラ子：『仕方ありませんね。ホライゾンが武蔵むさしから持ち込んだ私物で対応しましょう。おっと、珈琲コーヒー豆はありますが、挽ミ機ルが無いですね。──まあ何事も経験が大事です」

・俺　　：『おいおいおいおいコラコラコラコラ、オメエは何をする気ですか一体』

　しばらくすると、御茶の湯飲みと、器に入った珈琲豆にネギ醬しよう油ゆを掛けたものがメアリによって運ばれていく。往復は笑みで過ぎ、ややあってから、正面の繁長が、

「美う味まいのであるか？」

「片方は美お味いしいでしょう。片方は恐らく珈琲豆とネギ醬油の味がしますわ」

　さて、とミトツダイラは言葉を向ける。問いかけの内容は、

「そういった〝約束〟を、行ったのは解りますわ。……大人おとな達が奥おう州しゆうと上越露西亜スヴイエート・ルーシの未来を案じて、今代の指導者や、戦争の主しゆ軸じくとなる者達を幼い内から交流させ、そして、確かに、友人としての付き合いも生じたと、そういう事なのですのね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、……伊だ達ての政まさ宗むねと、小こ次じ郎ろう。最上もがみの駒こま姫ひめ。そして上越露西亜スヴイエート・ルーシでは〝伊達や最上との最後の闘とう争そうを行う〟とされた私であるな。上越露西亜の意向としては、出来れば清しん武たけ田だと北ほう条じようを巻き込みたかったようだが、清武田は義よし経つねが長おさであり、北条も内部の跡あと目め争いの暗あん闘とうから、大きな関係は築けなかったのである」

　彼女は一息を入れ、

「後こう見けん人にんとして、伊達は政宗姉弟の母である義よし姫ひめが。最上は義よし光あきが。上越露西亜は、謙けん信しん公こうを襲しゆう名めいしていた景かげ勝かつと、マルファがついた。……私達は、それぞれの母や、先せん輩ぱい格の者達から、いろいろと習い、また、修練もしたのである……」

・副会長：『一つ、いいだろうか？』

　何ですの？　と疑問する心の先で、正まさ純ずみが問い掛けを作った。

・副会長：『伊達や最上との最終抗こう争そうを行う繁長が、その中にいるのは解わかる。政宗も、だ。しかし、……何な故ぜ、小次郎と駒姫がいる？』

　その問いかけを、ミトツダイラは表示枠サインフレームごと繁長に見せた。すると繁長は、湯ゆ飲のみを一度口に当て、息を己おのれに入れる。彼女は、そうであるな、と思考の前置きをし、

「聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、小次郎は、母である義姫が嫡ちやく男なんとして担かつごうとした事が発覚し、政宗によって殺される。……駒姫も、羽は柴しば・秀ひで次つぐの側そく室しつとして半なかば強ごう引いんに羽柴が奪った後、羽柴の怒りに触れた秀次共々、自じ害がいをする事になる」

　その二人は、死が約束された二人だ。

「いずれいなくなる二人は、しかし、私達の〝家族〟である。だから私達は約束したとも。──二人を守ると。そして死の歴史再さい現げんを解かい釈しやくで乗り越え、以後は、二人を自由にしよう、と。そう〝約束〟したのだ」
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　正純は、北を向いたままの外がい交こう艦かんの中庭で、ふ、と重い息を吐いた。

　繁長の言った、家族という言葉と、それをどう為なすかという意味を、正純は思う。

　……泰やす衡ひらの言っていた、これが奥おう州しゆうの気質か。

　強固な、国や家庭を越えた同どう胞ほう意識と、抵抗の意志。

「ある意味、……欠けていく二人を失わないように守る、という意識が、皆の結束を強くしたと、そういう事も言えるのかもな」

　否、それは、損失の意味を知っている年ねん齢れいの考え方か、と正純は思い直す。子供達ならば、意味もなく、ただ、いなくなるのが嫌だから、というところだろう。

　正純が講師のバイトをしている小しよ等とう部ぶでも、武蔵むさし内の別の学校へと親の仕事の関係で転校する者がいるが、会おうと思えば会えるのでありながら、別れの時に泣く子がいる。

　……何な故ぜだろうな。

　哀かなしいという事は、〝今と変わってしまう〟という事を、〝失う〟と、そう捉とらえる事から来る感情なのかもしれない。

　だが、と正まさ純ずみは思った。

「その〝約束〟は、果たされなかったのか……」

　そうね、と告げたのは、既すでにこちらの手を離し、池の畔ほとりの石の上で軽く身を回している葵あおい姉あねだ。彼女は髪かみを風に流しながら、笑みに振る手で、こちらを一いつ瞬しゆん指さした。

「果たされなかった理由、解わかってるわね？」

「充分過ぎるほどに解っている」

　小こ次じ郎ろう殺害も、駒こま姫ひめの自じ害がいも、解かい釈しやくが無ければ切り抜けられない。特に、駒姫の解釈は、羽は柴しばが関するものだ。

　羽柴が関する歴史再さい現げんを、奥おう州しゆう側が切り抜けられるとした場合、最大の前提となるのは何か。答えは明確だ。

「──松まつ平だいらが、羽柴以上の存在となっている事。それが必要なのに、敗戦したからな」

「甘えた話ね。……奥州が我がを張れば良かったんじゃないの？」

　ナルゼの言葉に、険は無い。仕方ないと解っている上での、言い方だ。だから正純も、池の畔に足を運びながら応える。

「……清しん武たけ田だが一気に衰すい退たいし、奥州の南に位置する里さと見みと江え戸ども攻こう略りやくされた。

　武蔵むさしは改修中で、羽柴側は竜りゆう脈みやく炉ろも持っている。そうなれば、奥州は従うしかない」

　と、言葉を作りながら、しかし、正純は思った。

　……本当にそうなのか？

　疑問がある。最上もがみについて、だ。

　最上の駒姫は、指導者ではない。ならば、最上における歴史再現は、

　……指導者である最上・義よし光あきが主導となって行っていた筈はずで……。

　おかしな部分がある、と正純は思った。

「何故、二週間前に、駒姫が霊れい体たいとなった？」

　疑念だ。

「最上・義光。奥州の気質を持ち、家族の意味を知り、最上の政治判断を下せる指導者が、何も抗こうせず、彼女の死を認めたのか？　そして、そんなことをしておきながら、今いま更さら、今日のいきなりの砲ほう撃げきをもって、反はん抗こう心を現したというのか？」
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「鋭いのう」

　義よし光あきが二つの月に向かって呟つぶやくのを、アデーレは聞いた。

　彼女は、こちらの視線に気付くと、眉まゆ尻じりを下げた笑みで、顔を逸そらす。そして改めて、狐きつねは、髪かみの動きで月を見上げ、

「駒こま姫ひめは、賢い、いい子よ。……私がこの土地に住まい、精せい霊れいとして、地ち脈みやくから、この土地の力を得て生んだ、本当の、私と、奥おう州しゆうの子」

　だから、

「羽は柴しばの申し出に対し、抵抗を示す私を、救たすけようとしたのであろうなあ」

「それは、まさか……」

「そうとも。……私の見ぬところで、自じ害がいをしたのよ」

　ココ、と義光が声を絞しぼった。

「あれは、効いたぞえ……。護まもる事が出来ぬと、信用されておらぬようでのう」

　そして、彼女は肩を落とした。ほ、と息を床に広げ、

「無む論ろん、伊だ達ても、同じであろうが、な」
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　崩れ、一部の崩ほう落らくが生じた仙せん台だい城じよう内主しゆ庭にわでは、補修と、そのための計測作業などが行われる一方で、一つの話し合いの場が持たれていた。

　中央にある大木。青せい竜りゆうの圧で葉を落とし、枝も折れたその下で、

「……そう、小こ次じ郎ろうも同じでね」

　言うのは、義よし姫ひめだ。彼女は土の地面に座り込み、その膝ひざに政まさ宗むねの頭を乗せている。目を伏せ、静かに眠っている政宗の額ひたいに当てた手には、治ち療りよう用の符ふが重ねられており、

「政宗と小次郎は双ふた子ごでね。産む時には苦労したもんだ」

　義姫は苦く笑しようする。周囲に座る、肩から毛布を被かぶった武蔵むさしの外がい交こう官かんや、大きく胡座あぐらをかいた半はん竜りゆうが引き気味になるのに向かって、彼女は言う。

「だってこの子達、その時からちょっと角つのあってね。出す時超ちよう激痛で、出してみたら〝痛いんだなコレが！〟って感じで。そしたら産さん婆ばの手伝いで来ていた義姫姉あねが、〝あ、もう一人いるぞえ〟って。一日待って貰もらえないか頼んだけど無理だったねえ」

・貧従士：『何でこの世界の母親は大たい概がいマッシブなんですか』

「よく調べて掛かれば双子だって解わかったんだろうけど、私も義姫姉もそうだけど、男知らずだかんねえ。あまり外見せたくなくてさ。だから、妊にん娠しん中は、一いつ杯ぱい動いてるの上から触って〝うわあ、手足凄すごいあるのが出そう。趣味変えないとなあ〟とかねえ」

「それでも、よ、かっ、た？」

　武蔵外交官の問いかけに、義姫は頷うなずいた。

「どんな形でも、私の子だよ。私の一部、受け継ぎなんだ。少なくとも、一人前になるまでは否定する気は無いね。大体、竜りゆう神じん様の子だよ。異い族ぞくの多いこの土地ならば、受け入れられる。だから、どんな子になるか見てみたいじゃないか」

「竜、神？」

「さっき、見たろう？　いや、あれはまあ、後から与えた形のようなものかな」

　首を傾かしげる武蔵むさし外がい交こう官かんに、義よし姫ひめは言った。周囲、守るようにも、監かん視しするようにも立っている副長や副会長、表示枠サインフレーム内の留る守すを見て、

「──竜神、無む論ろんそれは、神しん道とうのものじゃない。奥おう州しゆうの、この土地に住む大精せい霊れいさ。しかし、力は強大でね。……私でも、耐えられるものじゃなかったのさ。

　だから、子を宿したと解わかった時、出力不足で使えないまま放ほう棄きされていた青せい竜りゆうを、最大負ふ担たんでこの子の守しゆ護ごに送ったのさ。青竜ならば、竜神の力を消化するほどの力を持つからね。

　ゆえに、二週間目には、もう、青竜は二に律りつ空間に封じられ、この子の加か護ご役となった。大きくなった時、この子の搭とう乗じよう機きとなって守るようにと」

　だけど、と半はん竜りゆうが言葉を挿さした。

「青竜が守るべき子は、双ふた子ごであったというわけだな？」
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　ウルキアガは、幾いくつかの事を理解した。

　……竜神という存在が人に宿り、産まれる事で現げん世せに出ようとしたならば……。

「無論、完全な形を欲する。……異い教きようの神には男女の形があり、印度インドに限らず、両性を持つ神も多い。奥おう州しゆうの竜神も同じか。──男女、それぞれの形を作り、二人で一つとなるように、そう、己おのれを作ったのだな？」

　政まさ宗むねの角つのが一本なのも、そういう事だろう。もう半分が、小こ次じ郎ろうだった筈はずだ。だが、

「小次郎は、自じ害がいをした。……そうなのだな？」

「それがまた、そうでもないのさ」

　否定の言葉に対し、片かた倉くらが成なる実みの方に視線を向ける気配がある。だからと言うように、成実が、やはり首を横に小さく振った。彼女は、こちらに視線を向け、

「……竜神の力を持つ身が、そうそう自害を許す筈も無いでしょう？」

「ならば──」

　Ｔｅｓテスタメント．、と成実が肯定の言葉を作った。

「居きよ室しつを血で染めた中、まだ息があった小次郎様の願いで、──政宗は、その命を奪ったの」

　そして、

「羽は柴しばは、駒こま姫ひめ共々、武蔵を追って関かん東とうまで来た前まえ田だの術じゆつ式しきで二人を呼び出し、固定したわ。駒姫の方は、何か残念があるのか、意志が強くあるようだけど、小次郎様の方は、どちらかというと人形のような状態になっているようね」

「面めん倒どうだねえ」

　義よし姫ひめが、政まさ宗むねの前まえ髪がみを搔かき上げて言う。

「本当なら、繁しげ長ながとの戦せん闘とうで初めて出すつもりで……、否、それが無ければ、出さなくていいと思っていた青せい竜りゆうが、小こ次じ郎ろうがああなって、不安定になったから暴ぼう走そう状態で出てきてしまう。

　今の青竜は、霊れい体たいになった小次郎の影えい響きようを受け、半実体と実体に分かれた狂きよう竜りゆうだ。

　自分が、小次郎と政宗の、どちらにつけばいいのか、なにをすればいいのか、解わかりもしていないだろう。だって……」

　だって、

「青竜と共に生きていき、青竜が守るべき政宗は、……自分と共に生き、守るべきだった小次郎を、殺してしまったんだから。皮肉な話よ。青竜は今まで、ろくに表おもてに出てきた事が無かったのに、小次郎が死んでからは、毎晩のように姿を現すんだから」
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　厄やつ介かいだ、と正まさ純ずみは思った。

　……これが、三さん国ごくの事情か。

　共きよう同どう体たいを目指し、その夢が破れて、しかし共同体を夢見た気質が、それぞれの身を案じ、絡み合っている。更さらには、

「どうなってんのさ」

　直なお政まさが額ひたいに手を当て、しかし、つまらなさそうに吐息した。彼女の眼前には、伊だ達ての副会長から送られてきた幾いくつかの資料がある。それによれば、青竜の存在は、

「……三十年ほど前、極ごく秘ひとして伊達に送られたものだと？」

　将来、来る政宗の出しゆつ生しようのため、祝いとも、武装とも解らぬ形で送られたもの。

　その送り主は、

「──松まつ平だいら・元もと信のぶか！」

・ホラ子：『うちの父ちちが、まさか産まれてもいない少女にプレゼントとは……』

・礼賛者：『くんくんくん！　仲間の匂においがしますよ！　しますよーい!!』

・労働者：『多分違うから言わなくていい』

　フォローが入るのは人じん徳とくという事だろうか。計り知れないという事だろうか。ただ、正純は、四し聖せいについて、ふと思う。

　……ライト草ぞう紙しなんかでは、四聖は、西が白びやつ虎こ、東が青竜、南が朱雀すざくで、北が玄げん武ぶか。

　極きよく東とうと四聖の位置関係を見た場合、西と東は対応が出来ている気がする。南の朱雀も関かん東とう南部で発見されたと考えると、南の配置だ。北はまだ解らないが、

　……もし、元信公が仕組んだ事ならば、極東四し方ほうの守りに置いたという事か？

　三十年前に前倒しされた島しま原ばらの乱らん。その乱を起こした旧派カトリツク勢力の中で開発され、戦後には白びやつ虎こ以外が行方ゆくえ不明になっていたもの。

　本来、莫ばく大だい量の燃料を必要とするものならば、その土地の地ち脈みやくに頼るしかない。それは、武ぶ神しんの身として、土地の精せい霊れい達に親しくなると言う事で、

「……正まさしく、四し聖せいだ」

　何なに故ゆえ、元もと信のぶ公こうが、そんな事をしたのか解わかる筈はずも無いが、朱雀すざくの持ち主である直なお政まさにとっては、思うべき事が増えたのは確かだろう。そして自分も、

「……どうしたものかな」

　明日の臨りん時じ生徒総そう会かいもだが、それを切り抜けたとして、続く三さん国ごく会議も、

　……どう、まとめるべきか。

　既すでに、共きよう同どう体たいの夢破れた三国と、その原因となった自分達武蔵むさし勢を、どう繫つなげるか。羽は柴しば達への敵対を、どう促うながすか。方法は無いかと、そう思う。だから、思いつくことをやっておこうと考え、正まさ純ずみは言葉を飛ばす。

・副会長：『御お広ひろ敷しき、ちょっと懸け念ねんがあるので、食しよく糧りよう関係の情報をくれ。聖せい譜ふ記き述じゆつにある人口増加の推すい移いなど、だ』

・礼讃者：『ほう、構いませんが、いいんですか？　今、この会話も代表委員長側に検けん閲えつされている可能性がありますが』

・副会長：『別に構わない。手の内を晒さらすのを恐れていては政治家にはなれないだろう』

　告げた言葉に、ややあってから返答が来た。

・礼讃者：『──貧ひん多だ君』

・副会長：『何だその矛む盾じゆんした呼び方』

　だが、見れば、今の彼の呼びかけには、圧あつ縮しゆく掛錠パスコードした情報がついていた。それも、自分の音声認識が無ければ解かい錠じよう出来ない設定の情報だ。

・礼讃者：『小しよう生せいは、己おのれの作った情報を見知らぬ他人に見せたいと思うほどお人好しではありませんよ貧多君。──君は少々真ま面じ目め過ぎると思うのであります。否、どちらかというと負いたがると、そう言うべきでしょうか』

　珍めずらしいヤツに説せつ教きようされるなあ、とは思う。だが、

・副会長：『政治家とは、そう言うものだろ』

　と言って、正純は気付いた。

・副会長：『──すまん』

　……政治家とはそう言うものだから、御広敷は気き遣づかった訳だな。

　解っていないのは、こちらの方だ。しかし表示枠サインフレームは、

・礼讃者：『いえいえ、もしお役に立てたら、ええ、小しよう等とう部ぶの子供達に小生の礼らい讃さんを！』

　相変わらずで有り難い。と、小さく、力が無いと自覚出来る程度の笑いが漏もれた。

　考え直そう、と正純は思った。多くの事を、恐らく、自分は抱え込み、難しくし過ぎている気がする。

　いろいろな情報を得たのは確かだ。だが、それをそのままに受け止めるのではなく、飲み込み、一度洗い直すと、どうなるだろうか。

・俺　　：『なあ』

「何だ？」

・俺　　：『ニヤニヤ出来るように、早くなるといいな』

　……馬鹿。

　こんな時にそんな心配するな。全く、

「少し、頭を冷やすよ」

　言って、畔ほとりの石に立ち、葵あおい姉あねにツキノワを放る。あら、と走狗マウスを受け止めた彼女の横。浅あさ間ま達が、あ、という声を作るのを無視して、

「あー、くそ」

　一番面めん倒どうなのは、自分かもしれないな、と、そう思いながら、正まさ純ずみは夜の水に倒れ込んだ。

　水飛沫しぶきと、張るような感覚が背に来て、冷たさが髪かみの間や服に染しみてきて、後から音がついてきた。

　空には二つの月がある。あれが沈み、日が昇れば、まずは臨りん時じ生徒総そう会かいだ。

　明日は、忙しいのだ。
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「御お嬢じよう様、また、随ずい分ぶんと御お土産みやげを」

　人工の照明が作る足場や橋きよう架かの淡い影の下、作りかけの居きよ住じゆう区くを、行く影が二つある。

　大おお久く保ぼと加か納のうだ。加納は無む手てで、しかし大久保は菓か子しなどが詰まった紙袋を抱いての歩きだ。

　大久保の抱えた紙袋に、加納は顔を向けて、

「随分と、よい時間をお過ごしになられましたね」

「──そやな」

　なあ、と、言ってから、大久保は、辺りを見回し、

「今日で、一気に居住区を入れ始めたんやな」

　視線の先、有あり明あけの床の各部には、組み上げた居住区の横よこ町ちようが積まれている。後はそれをガイドに従って、他ブロックとともに武蔵むさしの基本構造体に入れていくだけだ。

　加納は、一度表示枠サインフレームを出してそれらを確認し、

「昼の一件がありましたので、危険時の即そく座ざ出しゆつ航こうを考え、装そう甲こう類よりもこちらを優先としたようです。夜通しで各横町を作りながら、明日の朝から組み込み始め、二十四時間後には八割方の搭とう載さいがなっているようにしようと」

「いつもより、武ぶ神しん達が多く動いとるな。……第六特とく務むは戻した方がよかったやろか」

「夜通し働く事になりますから、現場としては良いかと思いますが、長期的に見れば損失の可能性が大きいかと判断出来ます」

　そうか、と大おお久く保ぼは頷うなずいた。そして、なあ、と前置きし、足を止めた。位置は横よこ町ちようの終わり、隣りん接せつする縦たて町まちの入口でもある番ばん屋やの門の前。そこに並ぶ自じ販はん機きの前だ。

「御お嬢じよう様、何か飲みたいのですか？　……御お代だいは私が」

「ええよ。たまには私に払わせ。──加か納のう君、珈琲コーヒー飲めたか？」

「御嬢様、苺いちご牛乳で御お願ねがい致します」

「加納君、いつも自分が買いに行くわけやわ……」

　小さく笑って、大久保が硬こう貨かを入れる。そして、なあ、と言い、彼女が続けて口を開こうとした時だ。加納が、言葉を作った。

「先ほど〝なあ〟、と、言った後、本当に言いたい事は何ですか？　大久保様」

「……加納君はそういうところ、ええな」

　ボタンを押す。受け口に紙ボトルが落ち、飲み物が注がれる。取り出して蓋ふたをつけ、二人分、同じようにしてから、

「ほい。私のも同じのにしてみたわ」

「御嬢様」

　解わかってる、と大久保は言った。そして、

「私が、武蔵むさしの戦せん闘とう行為を止めたとして、……今後、世界は変わるやろか」

「変わると言えば、現在のロードマップからは変わりましょう。しかし、私達の描くロードマップを基礎とするならば、変わりはしません。むしろ、元の軌き道どうに戻ると、そのように言う事も出来ます」

「父の言った事、憶おぼえとるか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と加納は言う。

「反対意見が必要だから、という理由で作られた反対意見や、他者から借りた反対意見は、反対意見ではない。

　何な故ぜならば、そこには、本ほん心しんからの抵抗の意志が存在しないからである。──ですね」

「私は、──抵抗しとるか？」

「それは明日──」

　いえ、と加納は首を横に振った。同時に、有あり明あけ内部に響ひびいたのは、時報だ。

「もはや、今日ですね」

　夜の十二時を告げる、静かな鐘かねの音ね。非発光式の表示枠サインフレームが各所や空に出て、新しい一日が始まった事と、丑うし三みつ時どきに行われる流体供きよう給きゆう不安定試験の告知を行う。

　そして加納は、手にしていた紙コップを両手で口に添え、

「──御嬢様、ミルク多めがベストです」

「加か納のう君、結けつ構こう厳きびしいな」

「こだわりましょう、御お嬢じよう様。それが出来るなら、私達は抵抗をしている事になります。

　それは、相手に対する反はん抗こう心ではなく、己おのれに対する誇りから来るのですから」

　加納は、大おお久く保ぼの抱える紙袋に、手を添えた。

「話に伺うかがいました、──罰ばつゲームの一品以外は全部取ってきたそうで」

「手ー抜かない方がええかな、思うたんや」

「支持を得たいならサービスすべし、……という方針では？」

「私がやりたい自分と、皆が私に望むイメージが同じやと、そう思うたんや。ただ単に、そう思いたいだけやったかもしれんがな」

　では、と加納が会え釈しやくをして、遠くを、奥おく多た摩まの後部にある教きよう導どう院いんの姿を見た。

「──息抜きは、終了ですね、御嬢様」

「寝て起きるまで、息抜きにしてくれへんか」

　大久保が、自分の紙コップを掲げる。

「ミルク多めや」

「既すでにやる気十分ではありませんか、御嬢様。──それは私の勝負ドリンクですので」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と加納は頭を下げ、こう言った。

「明日は、息抜かず、あらゆる手を使い、一気に参りましょう、御嬢様」
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　武蔵むさしの朝は早いと、早朝の光を浴びる教きよう導どう院いん前の橋はし下したで、伊い佐さはそう思う。

「完全に二十四時間態たい勢せいだよねえ。昨夜からここで仕事してるけどさ」

「そうですねえ、伊佐君。──朝六時だというのに居きよ住じゆう区く横よこ町ちようの組み立てと積み上げと組み込みまで始まっていて、私達、どこかに隠かくれて会議するのが難しくなってますね」

「穴あな山やまも流石さすがに嫌いや味み言う状態かー」

「昨夜はどうでした？」

「んー……。急きゆう場ばの人形としては、あんなもんじゃないかなあ。有あり明あけ内の流体伝でん導どうに干かん渉しようしないようにすると、フィードバック部分が弱くなって駄だ目めになりやすいから」

「成なる程ほど。どちらかというと補助でいい筈はずなので、そのように御お願ねがいしますね？　ルートに関しては先さき程ほど送った内容の五枚目と十二枚目を重ねて、七枚目を上から逆に重ねて下さい」

「うっわもう訳解わからない。穴山行けよー」

「私はどっちかっていうと陽よう動どうか逃とう走そう補助か、ですからね、と」

　穴山の気配が、辺りを見回した。

　それに応じるように、伊佐も周囲に視線を向ける。

　ここは、奥おく多た摩まの艦かん尾び、武蔵アリアダスト教導院の前だ。艦かん首しゆ側に自然区く画かくをおき、左右舷げんに渡る通りがある。そして今、通りには、

「……臨りん時じ生徒総そう会かい用ようの設せつ営えいですか」

「いやあ、まさか有明に潜せん入にゆうして、屋や台たい作ったり天てん幕まく立てたりになると思わなかったわあ。どう考えても祭や縁えん日にち準備に駆かり出されるのと同じだよねえ、これ」

「しかし面めん倒どうですね」

　声の主ぬしは見えない。だが、穴山の言葉は確かに生まれた。

「この正面の階段。……そして上の教導院前の陸りつ橋きよう。臨時生徒総会を上の陸橋でやるとしたら、暗あん殺さつは容易ではありません」

「既すでにルートも決めた上でそれ言ってるんだから穴山は盛り上げ上じよう手ず」

「そうですね」

　でも、と穴山が言った。気配で周囲の屋台が開店の準備を始めたのを見渡し、

「しばらく、この空気を楽しんだら、動きましょうか。──二泊はく三日かみたいな状態で即そく座ざに行動となるとは思いませんでしたがね。三さん国ごくやP.A.Odaの動きが急きゆう過すぎますよ」

「小しよう国こくは大たい国こくの都つ合ごうに振り回されるってねえ」

　でもさ、と伊佐は言った。左舷側がわ、輸送区く画かくから屋台の資し材ざいを軽けい武ぶ神しんが運んで来るのに手を振って返しながら、

「──少しは名前が売れるといいよねえ。私達」

「そうありたいものです」

　穴あな山やまの声が一歩離はなれる。と、空に動きが出た。密みつ閉ぺい状態の有あり明あけではあるが、ドームの高い位置で空気が動いたのだ。これは、

「ステルス解かい除じよしたね。臨りん時じ生徒総そう会かいを、外にも流すってだろうけど。だから──」

　各所に大型のワイド式表示枠サインフレームが出始めた。それは外の風景を映しているが、右う舷げん側、西の方から有明上じよう空くうへと近づいてくる影がある。

「外がい交こう艦かん。武蔵むさし副会長が乗っているやつだねえ。あれが下りてきてさ、陸りつ橋きようの上に副会長がやって来たら、諸しよ処しよ確認の上で開始かなあ。一応、十三時って言ってるけど」

「ズレがあったら調整して、私達の方も、開始ですね」

　穴山の声が、こう言った。朝の空を下りてくる外交艦に向けて、

「武蔵要よう人じんの暗あん殺さつ。──この時期に、センセーショナルでいい話ですよ」
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　晴れた空がある。何も無い空ではない。

　巨大な影、椀わん状じようの基き底てい部ぶをもって宙に浮いた都市、ノヴゴロドがそこにある。太陽の側に術じゆつ式しきによる遮しや光こう壁をたてた死人の街は、ゆっくりと自じ転てんしつつも、空の一点を動かない。

　その大だい浮ふ上じよう都市の周囲、東を、ゆっくりと回る影があった。ノヴゴロドの浮ふ上じよう力りよくを稼かせぐため、上うわ縁べりには人工の水が囲んでいるが、その厚さ三十メートルほどの水の回かい廊ろうを、船が行くのだ。

　都市の自転方向に逆さからうため、緩やかではあるが、船幽ゆう霊れいがオールで漕こぐ遊ゆう覧らん船せんだ。

　後部のテラスには、二つの人ひと影かげがあった。長なが椅い子すに座って東の空を見る女おんな市長のマルファと、その執しつ事じだ。黒の露西亜ロシア型がた制服に身を包んだ女性、白の長ちよう髪はつは執事に振り向くこと無く、

「トビー。──どう思う？」

　名を呼ばれた執事。初しよ老ろうの男は、小さく頷うなずいた。彼は、極きよく東とう式しきの表示枠サンクト・アクノーを展開し、そこに極東の概がい要よう図ずと、武蔵副会長、代表委員長の画が像ぞうを映し、

「副会長が合流されたようで。一いち度ど顔合わせの後、準備をしてから相あい対たいでしょう」

「貴き様さまも昔は、極東側の学生であった訳だが、懐なつかしさを感じるか？」

「ここにて現げん役えき続行となれば、懐なつかしさも何も。──現在進行形で心躍おどりますもので」

　と、トビーは眼がん下かに視線を動かした。

　遠く、南の方に、幾いくつもの影がある。黒のガレー数すう艦かんを中ちゆう核かくとした、

「柴しば田た・勝かつ家いえの手て勢ぜい。……昨夜から、あの位置にまで来てますぞ」

「うちが何かしないかと、そう思っているのだろう。なかなかいい勝負勘かんだ。柴田に、前まえ田だと不ふ破わの助じよ言げんつきともなれば、先を読んだ上で実じつ利りの最大を取りに来る。

　牽けん制せいであり、挑ちよう発はつであるのがなかなか面白い。……後ろの補ほ給きゆう線せんを確保しているのは、柴田勢ぜいから〝離り脱だつ〟した羽は柴しばの手であろうしな。勝ちに来るつもりだぞ」

　マルファは、トビーの顔を横よこ目めで見た。

「無表情なのがつまらんな」

「マルファ様とて、崖がけ上うえにいるような状況で、その表情ですので」

　はは、とマルファは表情を変え、漏もらすように笑った。そして、

「──このくらいは変えるべきか。しかし、なあ、ここが七なな尾お城じようとなった場合、ちゃんと、景かげ勝かつは来るのだろうか」

「マルファ様は厄やつ介かいな患わずらいを治そうともしません……」

「いいではないか。あの男は、罪を被かぶりたがるからな。私の事も、自分のせいではあるまいに。女の私としては、過去など、着なくなった服でしかないのにな」

　しかし、とトビーが言う。

「マルファ様、僭せん越えつなれど、自分達が傷つく事を誘いにするのは、いい趣しゆ味みではありませんぞ」

「悪い趣味でもない。大体、記き憶おくは、喜んだ事と、痛かった事でしか作られぬよ。

　私は喜ぶのも、喜ばすのも下へ手ただ。市長の仕事は質しつ素そ倹けん約やく。喜びより痛みが多い仕事だ。死した身では、暖かさも味も、匂においもよく解わからないから好こう都つ合ごうだがな。

　部ぶ下か達、市民達も同じだとするならば、ノヴゴロドはまさに過去の都市。──貴き様さまとて、そうだろう？　痛みゆえ、ここに来たのだろう？」

「私がそうなった訳ではありませんので。……ただ、教え子達が無む念ねんを」

「貴様の読みは当たった。──少しは果たせると、いいな」

　頷うなずくトビーから、マルファは視線を外す。見るのは、艦かん首しゆ側のテラスだ。そこには、二つの人ひと影かげがテーブルについている。

　一つは、極きよく東とう式しきの衣服を纏まとった、中年の剣けん士しだ。背をこちらに向け、相手に対して頭を下げたかと思えば、身み振ぶり手て振ぶりでいろいろと話をする。時とき折おり、横の紙袋から本や、何か箱、石などを取り出し、相手に渡しもしていた。

　そんな彼の向かいにいるのは、三征西班牙トレス・エスパニア式の、しかし、黒に染めた制服の中年だ。彼は相手の話を受けては笑い、時に表情を消して深く頷うなずきもする。

　マルファは、二人に向けた視線を細め、

「極東の剣けん豪ごうと、欧おう州しゆうの発はつ火か点てんともなる政治家、……その接せつ点てんをここで見る事になるとは」

「喜びがありますか？　マルファ様」

「残念だが、痛みの倍ばい返がえしだ。P.A.Odaに何を言われるか、予測はつくからな。──剣豪の方は、受け取るものを受け取ったら供ともと別に行くのだろう？　そろそろ用意をしてやれ」

　後は、とマルファは、向こうの席にいる黒の三征西班牙制服に視線を向けた。

「こちらも準備だ。上越露西亜スヴイエート・ルーシの広こう報ほう委員に連絡をつけておけ。そちらの通神帯ネツトを乗っ取る形で武蔵むさしと通つう神しんを行う、と」

「Ｔｅｓテスタメント．、──一つ、騒ぎになりましょう」

「世界全体の騒ぎになると、それはそれでいいのだがな。……おお、喜んでいるぞ、私は」

　彼女は、ゆっくりと視線を動かした。

　見る先は、ノヴゴロドだ。市の中央、市役所の方を見て、

「さあて、ここにあるもの全て、売りに出す事になるのだろうな。流石さすがは露西亜ロシア最さい古この都市であり、最大の貿ぼう易えき都市、我がノヴゴロド」

　マルファは、口の端はを上にした。

「お前くらいは、私を愛してくれ」
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　昼前の空の下。白い雪せつ原げんの上。

　空に浮かぶ巨大な椀わんを、遠くに見上げる視線があった。

　広い重じゆう奏そう領りよう域いきが作る白はく原げんに立つのは、三つの影。前まえ田だ・利とし家いえと、佐々さつさ・成なり政まさ、そして不ふ破わ・光みつ治はるの三人だ。

　まず、利家が望遠術じゆつ式しきで空に浮かぶ巨大建けん造ぞう物ぶつを見上げ、

「ノヴゴロドが、妙みような動きをしてるって？　確かに、以前より南東寄よりになったね」

「それだけじゃなくて、広こう報ほう委員らしい連れん中ちゆうが外がい縁えん、東側に出てるって」

「武蔵むさしの臨りん時じ生徒総そう会かいが気になるんじゃねえのか？」

　だろうね、と利家が顎あごに手を当て頷うなずいた。

「ノヴゴロドは物理外がい壁へきを以前の粛しゆく清せいで解かい除じよされた。その分、術式による防ぼう御ぎよを掛けているから、外部からの受じゆ神しんには気を遣つかう。だけど……」

　利家は、望遠術式で見ている光景を、表示枠レルネンフイグーアの拡大で二人にも示す。不破と成政が覗のぞき込むようにして確認するのは、

「ノヴゴロド西にし縁ふち？　陰になってよく見えねえぞ？」

「見るのはノヴゴロドじゃないよ、ナっちゃん」

「──ノヴゴロドから出ていく艦かん船せんだよね？」

　はあ？　と眉まゆを歪ゆがめる成政に、不破が軽く横よこ肘ひじを入れる。不破は目を細め、自分も表示枠インシヤ・コトブを出して北ほく陸りくから欧おう州しゆうまでの概がい要よう図ずを映す。そこに示されるのは、

「ノヴゴロドはハンザ同どう盟めいの東とう端たんとも言える貿易都市。欧州との交流は、北においてはバルト海沿えん岸がんから西班牙スペインまで。南においては河川を利用して黒こつ海かい、地ち中ちゆう海かいにまで出てたのよ。

　歴史再さい現げんでもそれは重要視されていて、欧州側が、関かん東とう、奥おう州しゆう、上じよう越えつ方面の世界各国と貿易する際、大おお手て窓まど口ぐちになってる訳なのよね」

「そう。だからイヴァン四世はノヴゴロドを粛清してまで欲したし、ノヴゴロドは独立をしようとした訳だね」

「つまり、あの船どもは、欧州の船って訳か」

「お、よく解わかったねナっちゃん。去年あたりは思し考こう拒否してたのが、マクデブルクで輸ゆ送そう艦かん直ちよく撃げきの社会科見けん学がくやって人間変わった？　何ならもう一いつ丁ちよう行く？　奢おごるよ？」

「うるせえ馬鹿。──それで何だ？　あの欧おう州しゆうの船に何の意味がある？」

「Ｔｅｓテスタメント．、今、ノヴゴロドは前ぜん線せんに出てるんだ。中ちゆう立りつ状態と言っても、危険な事に変わりはないし、武蔵むさし側の外がい交こうも始まったから、ノヴゴロドで商売をしている連れん中ちゆうは一時的な退たい避ひ勧かん告こくも受け、ああやって外に出ているようだね」

　だけど、

「出ていかない船せん団だんが二国分ぶんある。それどころか、このところでやってきた船でね」

　示された望遠術じゆつ式しきの表示枠レルネンフイグーアに映るのは、白と紺こんを基き調ちようとした艦かん群ぐんと、黒と金を基調とした艦群だ。どちらも欧州式の丸まる底ぞこだが、

「その内うち一つ、黒の方は、佐さ久く間まさん達がM. H. R. R.神聖ローマ帝国北部を通行するのを阻そ止ししようとして、巴ともえ御ご前ぜんに介かい入にゆうされた艦群ってやつだろうね。追つい跡せき消しよう失しつして行方ゆくえ不明になっていたけど、ここに用があったとするなら、別の船団共とも々ども、厄やつ介かいだ」

「何ど処このだ？」

「前にも話に出たろ？　ヴェストファーレン会議で戦せん勝しよう国こくとなる国だよ、どちらもね」

　でも、と利とし家いえは言った。

「大体の意い図とは予測出来るけど、どちらかというと、黒の方は、ヴェストファーレン抜きで厄介な事になるんじゃないかな。以前に、羽は柴しばが言っていた事が確かなら……」

　一息を入れ、彼は言った。

「武蔵は、創そう世せい計画について、遠とお回まわりながらも近づいて行くことになる。

　──ほら、見て御ご覧らん、ノヴゴロドの広こう報ほう委員が動き始めたよ」
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　正まさ純ずみは、臨りん時じ生徒総そう会かいの現場である武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんに来ていた。

　外がい交こう艦が有あり明あけに到着してからは、風ふう紀き委員の護ご衛えい付きで、そのまま学院内の控え室に案内だ。ナイトやナルゼ、直なお政まさと言った総そう長ちよう連れん合ごうの面めん々めんはおろか、浅あさ間まや葵あおい姉あね達とも離れての行動だ。

　……浅間と葵姉は、何やら別で用があるとの事だったが……。

　葵家けの母、青雷亭ブルーサンダーの店主が、有明の屋上で呼んでいるのだそうだ。どういう事かは解らないが、急ぎの用件との事だ。浅間の手配で、通神帯ネツトや実況通神チヤツトは今まで通りに使えるため、問題は無いと言えば無いが──、

「いかんな」

　気が散っていると、そう思いながら、正純は辺りを見回した。

　天の底が低い。

　有明の天井が、遠くにおいては水平に見える遠えん近きんの場は、教導院前の陸りつ橋きようだ。高い位置、かつてもここで相あい対たいを行ったのだ。あの時は最初から最後まで酷ひどい目に遭あった気もするが、今回はどうだろうか。

「あら正まさ純ずみ、おはよー」

　昇しよう降こう口脇わきの階段から上がってくるのは、オリオトライだった。教員室が一階なので、校舎内の階段を回ってくるより一階昇降口からのルートを選択したらしい。

　一日ぶりという程度なのに、随ずい分ぶんと久し振りな気もする。オリオトライの方もだろうか、彼女は、こちらに近づいてくると、頭の先から足の先まで視線を流し、

「怪け我がはしてないようね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、昨日はいろいろありましたが、周りが優秀なので」

「いや、ナルゼから通神文メールあったのよ。〝夜中にいきなり何か我が慢まん出来なくなって外がい交こう艦かんの池にダイブしたから注意しといて〟とか言うから」

　あはは、とオリオトライが、笑みでこちらの頭に手を乗せる。

「そういうの先生は好きよー。結けつ構こう真ま面じ目めに」

「……先生も、そういうの、あったんですか？」

　あるような気も、無いような気もする。そんな担任だ。何か吹っ切っている、というのが正純の彼女に対する初しよ見けんからの感想なのだが、

「んー、先生も、あったわよ？　ただ、先生のいたとこ、そういう池とか無かったし、集団生活の色が強かったから、人の迷めい惑わくになるものね。だから、こういう場で生活して、そういう事こと出来る正純達が、羨うらやましいわねー」

　羨ましいと、言われるほどのものだろうか。だがまあ、

　……三み河かわからこちらに来て、私の周囲環かん境きようが激げき変へんしたのは確かだ。

　その差を〝羨ましい〟とするならば、オリオトライも同様のものを感じ、こちらに見ているのだろう。しかし、

「先生」

「ん？　何？」

「──先生は、生徒全員が、羨ましいですか？」

「年ねん齢れいの事？」

　昇降口を開けて出てこようとしていた三さん要ようが、笑みを消すとバックダッシュで戻った。

「あ！　光みつ紀き！　過か剰じよう反応よ！　まだ結婚適てき齢れい期きとか言ってないわ！」

「Ｊｕｄ．、私の振りでそんな話題になる筈はずも無いですしね」

「あら？　正純だったら、選びたい放ほう題だいだと思うけど？　男女区く別べつ無く」

「またまた、結婚だなんて、その可能性自じ体たいが私の生活に入り込めないですよ、大体」

　それに、

「父が失しつ笑しようすると思いますよ。生活も満足に出来ぬ青あお二に才さいが、とか言って」





●






・ノブ誕：『コ、コニタン！　コニタン！　今、頑がん張ばって盗とう聴ちようしてたら、うちの正まさ純ずみが結婚だとか、そんな事を言ってるようだぞ!?　どどどどどうする貴き様さま！　今日、いきなり相手連れてきたら新しん番ばん動画の〝列島造ぞう成せいイザナギ〟みたいに相手のケツへ矛ほこ突っ込んで混ぜていいかな!?　も、もう私、シメられる鶏にわとりのように胸が苦しくキュ、キュー、キュ──って』

・コニ誕：『誰だれか！　誰か本ほん多ださんの御お宅たくに鶏とり鍋なべのセットとポン酢ず醬しよう油ゆを！』
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「まあ、正純のお父とうさん、お堅かたいものねえ」

　苦く笑しようされると、頷うなずくくらいには否定しがたくなってしまう。だから、正純は少しでも父のイメージを変えようとして、

「いや、父もその辺りは気き遣づかいしてるみたいで。この前も『最近流行らしいが〝太陽の子・アレキTHUNDER-Rx〟ヒーローショーを多た摩まに見に行くか？』って誘われました。

　流石さすがにもうそういう年じゃないし、それは男子用だと思う、って断りましたが。……こっちとの距離が上う手まくとれて無いんだと思うんですけどね」

「ああ、あれだったら先生見みに行くかも。原作だと最後は蜂はち蜜みつ漬づけにされて強制送そう還かんの鬱うつエンドなのよねー」

「券けんはいつでも手に入るような事こと言ってたので、必要なら貰もらってきますよ」

　おおう、と笑みで仰のけ反ぞるオリオトライに、ふと正純は思う。

　……随ずい分ぶんと、気を抜いて貰ってる。

　と、そう思った時だ。不ふ意いに、空に色が生まれた。表示枠サインフレームだ。それも大型、全ぜん域いき通つう神しん用ようだった。映るのは〝有あり明あけ〟で、彼女は薄く開いた目をいつも通りに、

『こんにちは皆様。〝有明〟から外部通神の御ご案内です。〝有明〟向けの通神が来たのですが、内容的に〝有明〟内部の方達と共有すべきと判断しました。皆様、揃そろって御判断を宜よろしく御お願ねがい致します。では──』

　……共有すべき内容？

　それは何だ、と視線を送った先。有明が一礼し、言葉を作る。

『では、どうぞ。上越露西亜スヴイエート・ルーシ所しよ属ぞく、露西亜ロシア最さい古この都市、浮ふ上じよう都市として有名な──』

　ええ。

『──ノヴゴロドからの通神です。以上──』





●






　それは、映像としては、ノイズにまみれたものだった。

　正まさ純ずみが見る画が像ぞう。撮さつ影えい場所は日の当たるテラス。どこかの船の艦かん首しゆ側にあるものだ。背景の左側にある町の影を考えるに、ノヴゴロド外がい縁えんにある水の上を行く遊ゆう覧らん船せんだろう。

　陰いん影えいが、ノイズで強くなっている。色は全体的に薄く、光は白く強くなっている。

　テラスには、一人、立っている男がいた。

　顔も、手て先さきも満足に見えないほどに、影で霞かすんでいた。光の当たる面は白く、背景となる床面と重なってしまっている。

　黒の制服姿すがただというのは解わかる。三征西班牙トレス・エスパニアのものだろうか。上着の裾すそを長くしているため、牧ぼく師し風ふうに見えるが、

　……三征西班牙は旧派カトリツクだよな……。

　だとすれば、と正純が思った時だった。

　ノイズ混じりの男の声が、ゆっくりと聞こえてきた。

『Ｔｅｓテスタメント．、……武蔵むさしの生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうに初めての挨あい拶さつを送る』

　続く挨拶は、右手を挙げた。そして彼は、左手にしたカンニングペーパーを見ながら、

『コーニチーワキョクトノミナサァ──ン』

・賢姉様：『貧ひん乳にゆう政治家！　この程度で面白いとか思っちゃ駄だ目めよ!?　ここから三歩は進まないと駄目なのを理解しておく事よ!?　いい!?』

　駄目なのか！　と衝しよう撃げきを内心で受けた正純は、続く言葉を聞く。

『──ォゲンキディスカァ』

・あさま：『あ、す、すいません喜き美み、ちょっと笑っちゃいました』

・貧従士：『というか無理に極きよく東とう弁べんで喋しやべらずに翻ほん訳やく術じゆつ式しき加か護ごに任せた方がいいのでは』

　だが、相手は咳せき払ばらいし、一息を入れてから、こう言った。

『私は、……独どく立りつ阿蘭陀オランダ教きよう導どう院いん、総長兼けん生徒会長の、オラニエという者だ』
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　浅あさ間まを通じ、武蔵側からの経けい由ゆで有あり明あけの内部情報を聞いていたミトツダイラは、夕刻からの会議のために集めていた資料を読むのをやめ、周囲を見た。

　自分が今いるのは与えられた居きよ室しつだ。昨夜と同じ控えの間。外に出ても良いが、外は雪だ。調ちよう理り場ばを借りに行ったメアリとホライゾンはいない。だから、話す相手もいないままに、ミトツダイラは内心で叫んだ。

　……阿蘭陀!?

「ヴェストファーレン会議の主役国こくの一つですのよ!?」

　三十年戦争の決着をつけるヴェストファーレン会議は、世界初の国際会議と言われるもので、そこでは幾いくつもの問題の解決が図られた。

　阿蘭陀の独立も、その案あん件けんの一つだ。

　阿蘭陀オランダは、M. H. R. R. と三征西班牙トレス・エスパニアの王となったカルロス五世大だい総そう長ちようの時代、三征西班牙の飛び領りよう地ちとなっていた国だったが、宗しゆう教きよう改革の影えい響きようもあり、改派プロテスタントの国として西班牙スペインと戦争を始め、旧派カトリツクの白耳義ベルギーと分かれながらも独立を果たしていく事になり、

「ヴェストファーレン会議にて、遂ついに独立を認められるのですわ……」

　阿蘭陀を味方につける事は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国への牽けん制せいになると同時に、ヴェストファーレンの勝利国側がわに武蔵むさしを近づける事になる。

　……ですけど、何な故ぜ、阿蘭陀が、いきなり武蔵に近づいてきたんですの!?
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　正まさ純ずみは、息を殺し、空から聞こえる言葉に集中していた。

　ノイズに歪ゆがむ影だけの存在となった阿蘭陀の代表、オラニエは、

『武蔵の臨りん時じ生徒総そう会かいの勝者よ。後の三さん国ごく会議如何いかんではあると思うが、可能ならばここにまで来て欲しい。君達に伝えなければならない事がある』

　それは、

『末まつ世せを解決する方法の一つ。──創そう世せい計画がどういうものか。相応ふさわしい場所で、君達は知るべきだ。あれは──』

　と、そこまでオラニエが言った時だった。

　映像が、ノイズを乗せて強く歪ゆがんだ。横に波打ち、

『死を──』

　消えた。

　空に表示枠サインフレームの画が像ぞう部が砕くだけ、光が散る。すぐに〝通つう神しん遮しや断だん〟と書かれた画像部が復ふつ帰きするが、その後に映るのは、オラニエの映像ではなく、別のものだった。

　次に見えたのは、やはりノイズが混じってはいるが、明るい映像の、

『……こんにちは武蔵の諸しよ君くん。P.A.Oda書しよ記き、五ご大だい頂ちようの二、六ろく天てん魔ま軍ぐんの二軍を預かる丹に羽わ・長なが秀ひでだ』

　白のP.A.Oda女子制服を改かい造ぞうして着込んだ女が、薄い笑みで画像を埋めた。
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　丹羽は、空にいた。

　戦せん闘とう外がい交こう艦かん・聚じゆ楽らく第だい。その前部甲かん板ぱん上にて、彼女は二人の霊れい体たいを左右の背後に置いている。

　伊だ達て・小こ次じ郎ろうであった羽は柴しば・秀ひで次つぐと、最上もがみの駒こま姫ひめの二人を、だ。

　そして丹羽は、腕を組み、撮さつ影えい隊に向けて手を翳かざす。

「ノヴゴロドには柴しば田たが警けい告こくの砲ほう撃げきを入れた。今後は大人おとなしくなるだろう。阿蘭陀からの呼び掛けは夢と知れ、武蔵。今は昼、敗はい戦せん国家は目が醒さめていていい時間だろう。

　それがもしも、身の程ほど知らずに武蔵むさしがノヴゴロドとの関かん与よを得るようであるならば──」

　その場合は、

「聖せい連れんはノヴゴロドに〝七なな尾お城じようの戦い〟の歴史再さい現げんを申しつけ、そして我らP.A.Odaは続く〝手て取どり川がわの戦い〟も含め、ノヴゴロドを戦せん場じようとするだろう」

　いいか？　と丹に羽わは言った。

「得ようと思うな、現在の敗はい戦せん国家。──それを行えば、失われずに済むものが失われると気付くがいい」

　言って、撮さつ影えい隊たいの隊長が頭上に両腕で○を作る。と、丹羽は笑みになり、

「ハ──イ、皆、良りよう好こうー！　いい感じでえす。お疲れねえー！」
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『朝あさ御ご飯はんまだの子は言いなさーい！　うちの仕出しで手配するから甲かん板ぱんで一いつ緒しよに、ねー』

　……通つう神しん切れてないぞ……！

　正まさ純ずみは、和わ気き藹あい々あいと、運ばれてきた弁べん当とうを甲板で囲み始める丹羽とP.A.Oda戦せん士し団だんを見つつ、一息を入れた。オリオトライも画面の方を見て、

「ああ、艦かん上じよう撮影の事考えて、燃料槽バツテリー式しきにしてたのを失しつ念ねんしてるんじゃないかな。揺れとかで主しゆ入力落おちても、バッテリーで続けちゃうのよね」

『ほうら秀ひで次つぐ様も、ボーっとしてないで、ってそれはしょうがないか。残念甘あまいぽいですものねー。だったら、ほら、駒こま姫ひめ様！　そんな無ぶ愛あい想そな顔してないで、ほらー』

『い、要いりません！　霊れいはお腹なか減りませんから！』

　聞こえる声に、ふと、正純は思った。

　……駒姫は意思を持っているが、秀次は違うのか。

　画が像ぞうには、P.A.Odaと露西亜ロシアの女子夏なつ服ふくを合成して着込んだ少女がいる。政まさ宗むねに似た、しかし立ったまま動かない少年を気にする彼女は、意志ある動きをしており、

　……残念が、強かった、という事なのかな。

　解わからない。が、ややあってから、画像の視界が動いていく。片づけとして、別の所へと運ばれて行くのだ。そして表示枠サインフレームが一いつ瞬しゆんブラックアウトしてから、〝有あり明あけ〟が映った。

『皆様、お楽しみ頂けましたでしょうか。では、そのままで……』

　彼女は一礼し、こう言った。

『これより、──臨りん時じ生徒総そう会かいの開かい催さい契約を始めたいと思います。以上──』

　言葉に応じるように、正純は正面を見た。

　眼がん下かに続く長い階段の下。左右の第二、第三校庭や広場も、今は屋や台たいや群ぐん衆しゆうで埋まっている。が、その中央にある階段を、二つの影が上がってくる。

　赤のストールを肩に掛けた少女、大おお久く保ぼと、夏服姿すがたの加か納のうだ。

　相手が、来たのだ。
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　正まさ純ずみの視界の中、向き合う二人は、既すでにこちらを見上げていた。

　そして、加か納のうが一礼し、

「護ご衛えいとして、下に控えております、御お嬢じよう様」

「頼むで」

　去る加納を見送らず、大おお久く保ぼが来た。

　だから正純も視線を返し、

「さて、先生……」

　腹に力を入れ直して、こう言った。

「始めましょうか。──ヴェストファーレンに再び向かうための道をつけに」

「では──」

　オリオトライの声が聞こえる。彼女は右手を挙げ、

「相あい対たい、……始めて頂ちよう戴だい！」







[image: 第五十九章『天辺の双者』]
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　晴れた空の下。緑の丘の上。木で出来たテーブルセットに天てん幕まくが張られている。

　天幕の影の下、椅い子すに座り、湯ゆ飲のみを口元に傾けているのは二人の女性だった。

　夏服仕し様ようの二人は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ生徒会長、毛もう利り・輝てる元もとと、副長の人狼女王レーネ・デ・ガルウテュレンヌだ。

　彼女達は、侍じ女じよ式しき自動人形が出す菓か子しや果くだ物もののサービスを受けながら、手元に開いた表示枠シーニヤカドルを眺ながめている。

　輝元は肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえとなる肘ひじをつき、

「なあ、人狼女王、……武蔵むさしの副会長と代表委員長、どっちが勝つと思う？」

「どっちが勝っても、六護式仏蘭西としては変わりありませんわ。──アンヌがまとめた通り、武蔵は六護式仏蘭西の王との友好を持つ。それは国としての決定ですものね。代表が変わったからと言って、簡単に反ほ古ごとすれば、国としての信用を失いますもの」

「だったらよ、──と、Mouri-01、麦むぎ茶ちやで頼む。冷えたやつ」

「Ｔｅｓテスタメント．、冷や麦ですね？」

「それは微び妙みように違うが、まあ理解してるなら大だい丈じよう夫ぶか。──で、人狼女王」

　輝元は、一息を入れて言った。

「そういう言い方するって事は、副会長が負けるって事か？」

「普通に考えたらＴｅｓ．ですわね。だって、武蔵副会長は、娘の通つう神しん覗のぞき見ていて発覚した事実ですが、──何とまあ、何でも戦争にして収めますのよ？」

「……何でそんな国と仲良くしようと思ったんだアンヌは」

　いえ、と人狼女王は、やや眉まゆを立てて首を横に振る。

「これは昨さつ今こん解わかった事実ですもの。アンヌとて神ではありませんので、致いたし方かたなかったと思いますわ……！　でも、よくよく考えてみたら、副会長の貧ひん乳にゆう化かも弓ゆみ矢やなど撃うちやすくするためのアマゾネス原理かもしれませんわね……」

「武蔵の主しゆ砲ほうは巨きよ乳にゆうだし、弦つるも大体は術じゆつ式しき弦だから関係ねえんじゃねえの？」

　そうかもしれませんわねえ、と人狼女王は軽く下がる。そして椅子の上で脚あしを組み、

「でも、敗戦したばかりの武蔵で、副会長は防ぼう戦せん一方になりますわね。基本、論ろん述じゆつの相あい対たいは相手の言い負かしにて勝負がつきますもの。──お解り？」

「副会長は敗戦した事や、その関係事ごと全てという過去にツッコミを食らうが、代表委員長はそういうツッコミを食らう事がねえ。未来の事しか言わねえからな。

　未来の事に対してツッコミ食らっても、〝それはどうにかします。出来ます〟で済ませる事だって出来る。──と、来たか」

　輝元が首で振り向く先、Mouri-03が頭に湯飲みを載せて走ってきた。彼女は勢いを消すために軽く身を回してステップ。手を広げて止まると、人狼女王が笑みで拍はく手しゆした。

「お上じよう手ず。重力制せい御ぎよ無しですのね」

「おおお凄すごい、一発見み切きりだ。流石さすがは人狼女王レーネ・デ・ガルウってところだよね。あ、輝てる元もと、ハイ冷や麦」

　おう、と頷うなずいた輝元が、表示枠シーニヤカドルに流れる武蔵むさしの現状報告を見つつ、受け取った湯ゆ飲のみを口元に持っていく。

　即そく座ざに吹いた。彼女は、手に掛かったものを叩たたいて飛ばしながら、

「ば、馬鹿野や郎ろう、これ冷や麦のつゆじゃねえか!?」

「え？　大おお姉ねえちゃんに言われたのってこれじゃないの？　──あれ？　アンリにアルマン、警けい備び外はずしてどうしたの？　あれあれアンリ、私を抱えて何ど処こ行く気？　ねえ？　ねえー？」

　連れて行かれるMouri-03を余よ所そに、Mouri-02が正解を運んできた。

　夏服の半はん袖そで、彼女の袖そで口ぐちにある腕わん章しように書かれた文字は〝書しよ記き〟の二字だ。

「副会長にMouri-01を昇しよう格かく申しん請せい……、後は、会計をどうするか、だな」

　と、背後の方、食器の崩れる音がした。二人が振り向けば、やや離れた位置、食器や菓か子し類るいを積んだ長なが机づくえの前で、Mouri-01が笑みを作っている。その背後では、眼鏡めがねを掛けた侍じ女じよ式しき自動人形が、他の皆の手助けを受けつつ、落としてしまった皿などを拾っていた。すいませんすいませんと連れん呼こする声を聞きながら、ふと、人狼女王が、

「面白い子がおりますのね？」

「何がだ？」

　問い掛けに、人狼女王は答えない。ただ笑みを強くして、東の方向を見た。

「今は羽は柴しば達も、その動きをK.P.A.Italiaの内部構こう築ちくに費やしていて、……当面の問題は、羽柴の毛もう利り攻こう略りやくが、水みず攻ぜめの無む血けつ開かい城じようを狙ねらうかどうかになりそうですわね」

「その間に武蔵でイベント、だ。どう思う？」

「武蔵においては、個人的には副会長側がわに勝って、もっと世界に介かい入にゆうしてきて欲しいですわ」

「娘がいるからか？」

「うちの娘は王に仕える騎き士しですのよ？　世界と話せる身み分ぶんの姫ではありませんわ」

「ハ、娘に世界に出て欲しいから、武蔵の王が世界に介入出来るようになればいい、か。親バカも過ぎるぜ。──解わからねえでもねえけどな」

　と、笑う輝元に、人狼女王は目を細めた。

「……武蔵の王も、それはそれで面白い子ですのよ？　随ずい分ぶんと、おっとりしてて、王になると言って、優秀な周囲が盛り上げてくれて、しかし──」

　しかし、

「王に〝してもらう〟のではなくて、王に〝なる〟事とはどういう事かを思い始めた、というところでしょうね、あれは。……つまり、彼を王に〝したい〟と思う者達に囲まれて、尚なお、自分でもそれに〝なろう〟とする。そのために、彼は一体、どんな方法をとるのでしょう」

「随分と買ってるな」

「だって、このところでいろいろと苦労しましたもの」

　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、胸の間から、一枚の封ふう書しよを取り出した。掲げて見せるその内容は、

「ルドルフ二世から娘が受け取ったカルロス五世のメモ。暗号文ぶんでしたけどね？　……昨日、巴ともえ御ご前ぜんと情報交換する代わりに、ちょっと解かい読どくの駄だ目め押おしをして頂きましたの」

　ふふ、と彼女は笑みを作り、頰ほおに片手を当てる。そして見る表示枠シーニヤカドルには、武蔵むさしの副会長と、代表委員長の画が像ぞうが、紹しよう介かい文と並んで映っていた。そこに書かれる紹介文は、


『武蔵副会長　　：本ほん多だ・正まさ純ずみ　：貧乳枠わく

　：大罪武装ロイズモイ・オプロの回収と末まつ世せ解決を目的とした世界征せい服ふくと、平和を目標とする』

『武蔵代表委員長：大おお久く保ぼ・忠ただ隣ちか：並乳枠

　：羽は柴しば勢力の歴史再さい現げんを非ひ戦せんで見届け、聖せい譜ふ記き述じゆつに基づく平和な極きよく東とう支配を目標とする』



「……何だかいろいろと悪あく意いがある気もするが、副会長側は大変そうだな」

　そうですわね、と人狼女王は笑みを濃くした。彼女は、手にしているメモを軽く揺らして己おのれを扇あおぎながら、

「でも、これ、私の娘がとってきたものですもの。娘の王と、その仲間に、私としてはこれを伝えたいものですわね。だから──」

　だから、

「派は手でな方に転ぶと、嬉うれしいですの」
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　英国イギリスでは、

「さて」

　と言って、広間の玉ぎよく座ざに座る女じよ王おう、エリザベスが表示枠サインフレームを手元に表ひよう示じした。

　三征西班牙トレス・エスパニアでは、

「どうなるかなあ」

　と言って、生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうの居きよ室しつとなっている部屋の中、セグンドが表示枠コルテチエフイルマを掲げた。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国北部では、

「どちらが勝つか」

　と言って、森の空に浮かぶ航こう空くう艦かん上で、巴御前が表示枠レルネンフイグーアを前に腕を組む。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでは、

「どちらが負けるか、かもな」

　と言って、丘きゆう上じようの天てん幕まく下かで、輝てる元もとが表示枠シーニヤカドルを前に頰ほお杖づえをついた。

　K.P.A.Italiaでは、玩具おもちやの並んだベッドの上で現げん教きよう皇こうのオリンピアが。

　M. H. R. R.では、小さな都市で艦かん群ぐんに補ほ給きゆうを受けている羽は柴しばとマティアスが。

　伊だ達ても、最上もがみも、上越露西亜スヴイエート・ルーシも。他、多くの国々で、代表者や、麾き下かの者達や、人々が、

「……どうなる？」

　表示枠に映るのは、二人の少女。武蔵むさし副会長の本ほん多だ・正まさ純ずみと、代表委員長の大おお久く保ぼ・忠ただ隣ちかだ。映る二人の下には、武蔵広こう報ほう委員によるテロップで、

『この後、衝しよう撃げきの展開が……!!』

　あるの？　と誰もがそう思った時だ。

　武蔵副会長が右みぎ肘ひじから上を挙げ、こう言った。

『──先に言うが、今回、絶対戦争しないからな？　私、平和主義だし』
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・●　画：『汚いわね。流石さすが政治担たん当とう者しやは汚いわ。先に予防線を張るなんて』

・あさま：『自分に対して張るのは予防線って言うんでしょうか……？』

・煙草女：『今、機き関かん部ぶなんだけどさあ。皆、〝えっ〟って顔してんだけどさあ』

・副会長：『う、うるさいな！　仕方ないだろ！　このくらいしておかないとまた流れでそっちに行くかもしれないじゃないか！　最初から負けてるとか言うなよ？　──これは土ど下げ座ざと同じで負けて勝つ戦せん術じゆつなんだ！』

・○べ屋：『プロの前で素しろ人うとが土下座語がたりするなんて。痛々しくて聞いてらんなあい』

・礼賛者：『あの、小しよう生せい思いますに、会議の最初から外げ道どうな展開になっている気が……』
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「ちょ、待てや」

　と、教きよう導どう院いん前の橋の上で、いきなりの反応が生まれた。

　大久保だ。彼女は一度咳せき払ばらいし、右腕を肘から上げて、眉まゆをフラットにした顔で、

「総そう長ちよう連れん合ごうと生徒会は、末まつ世せの解決と大罪武装ロイズモイ・オプロの回収において、世界征せい服ふくをその手段として挙げています。その方針と、今の〝平和主義〟というのはいきなり矛む盾じゆんしませんか」

「先に言っておこう。──矛盾しない、と」

　正純は、自分の肺に一息を入れた。

「線引きをしよう、大久保」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私からいいですか？」

　Ｊｕｄ．、と正純は頷うなずく。そして二人は、橋の艦かん首しゆ側がわへと一歩を出た。

　二人は眼がん下かを見渡す。

　そこにあるのは、屋や台たいや馬車が並ぶ街道や公園と、道や広場を埋める人々の群だ。遠く、奥おく多た摩まだけではなく、有あり明あけの床ゆか部分や、高たか尾お、青梅おうめ、武蔵むさし野のの艦かん尾び側にも、屋台が作る調理の煙や、太たい鼓この音などが生まれている。

　それら全てを見て、正純は息を吐き、大久保は息を吸った。そして、大久保が、

「宣せん言げんする！　臨りん時じ生徒総そう会かいを主しゆ催さい、大おお久く保ぼ・忠ただ隣ちかが、己おのれの目的をここで宣言する……！」

　声を挙げ、彼女は告げた。

「私達の目的は武蔵むさしと極きよく東とうの平へい穏おん化や。目標としては三み河かわ動どう乱らん以前の状況にまで極東を戻し、歴史再さい現げんを各国に任せる事で極東を平和にする！

　そのための方法は三つ。

　一つは、羽は柴しば勢ぜい、P.A.Odaとの同どう盟めいを経た上で、聖せい連れん指示による歴史再現を推すい進しんする事。

　一つは、武蔵を有あり明あけに格かく納のうし、それ自体を極東の抑よく止し力りよくとする事。

　もう一つは──」

　大久保は一歩を前に出て、こう言った。

「あらゆる戦せん闘とうを拒否し、ヴェストファーレン会議にて、大罪武装ロイズモイ・オプロの回収も何もかも、議ぎ論ろんによって決けつ着ちやくを望む事や！」
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　大久保は、反応を見た。

　眼がん下かの人々は、こちらを見ている。ただ、無む言ごんや、おお、という言葉による頷うなずきが圧倒的で、場が温まっているとは言い難い。

　……理解の速度やな。

　自分が言った内容は、一つ一つ文字として読めば解わかるかもしれないが、口では理解が追いつかない。もっと省しよう略りやくや置き換えをして簡単に言う事は可能だが、今回は正確な内容をもって討論する事が目的だ。下へ手たな簡かん略りやく化かは説明責任を放ほう棄きした事になりかねない。だから、

「先生」

「いいわよー」

　振り向かぬ背後で、オリオトライが表示枠サインフレームの鍵けん盤ばんを叩たたく音がする。すると、人々の眼がん前ぜんに、広こう報ほう委員からのインフォメーションが現れた。その内容は、


●大久保「非ひ戦せん派は」

・目的：戦わず、三河動乱以前の状況に極東を戻し、平和を再さい獲かく得とくする。

１：羽柴勢、P.A.Odaとの同盟を経た上で、聖連指示による歴史再現を推進する。

２：武蔵を有明に格納し、それ自体を極東の抑止力とする。

３：あらゆる戦闘を拒否、ヴェストファーレン会議にて、全て議論によって決着を望む。



「皆が見直したり、確認するための記録はこれでいいわね？　──あと、正純」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょう、先生」

　横の副会長が振り向くと、オリオトライの声がした。

「貴女あなたの反論とかあったら、これの横に追つい記きするから。──逆も同じね」

　Ｊｕｄ．、と大久保は頷いた。

「つまり、……それぞれの挙げた目的に対し、反論を並べ、その反論を解かい除じよ出来るかどうかで勝敗を決めようと言うのですね」

「そういう事。反論の内容によっては、目的の解かい釈しやくを変えれば済むものもあるだろうから、それは許可するわ」

　有り難い、と大おお久く保ぼは思った。だから、Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、副会長を見た。

「とりあえず試しで、何かありますか？　副会長」
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　そうだな、と、正まさ純ずみは息を吐いた。

　吸うと身に力が入る気がする。

　ここは前ぜん線せんだ。議ぎ論ろんの最さい前線だ。そして自分がどちらかというと防ぼう御ぎよ主体になるのも解わかっているならば、身は軽くしておきたい。

　だから正純は息を吐く。肩の力を抜く。ツキノワも同じ事をする。よしよし可愛かわいいな。頰ほおずり三回。ここまでがワンセットだ。そして、

「──羨うらやましいか、大久保」

「いえ、別に」

　とりつく島もない。だが、正純は身の力を抜いて、こう言った。

「まず、代表委員長の提示した意見に何か述べるより、先に、私達の方針などを述べたい」

　いいか？　と、正純は、階段から見下ろせる人々に身体からだを向けた。

「私達のプランを言おう。

　目的は、大罪武装ロイズモイ・オプロの回収と、末まつ世せの解決だ」

　そのために、と正純は、指を三つ立てた。

「第一に、──その経過として各国の協力を得る意味もあり、私達は各国を相手に戦せん役えきを繰り広げているP.A.Odaと羽は柴しばを抑よく制せいに入る。

　第二に──。私達の為なすべきは、歴史再さい現げんの世界的な遵じゆん守しゆを進めつつ、無む駄だな戦せん闘とうを抑制する事だ。そのためには武蔵の戦闘力を向上し、各国に協力する必要がある。そして──」

　そして、

「第三に、──ヴェストファーレン会議にて、極きよく東とうへの暫ざん定てい支配の解かい除じよを要よう請せい。それを経た上で、松まつ平だいらの治ち世せいを作り、この世界を存そん続ぞく、拡大していく。……それが私達のプランだ」
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　成なる程ほどねー、とオリオトライが表示枠サインフレームを叩たたく音を正純は聞いた。

　そして、広こう報ほう委員からやってきたインフォメーションの一行目が、


●副会長「好こう戦せん派は」



「せ、先生！　意い図としていない誤ご解かいがあります！」

「あー、〝主しゆ戦せん派は〟の方が合ってるって事？」

　横の大おお久く保ぼが引いてる気がするが、正まさ純ずみはとりあえずどうしようか考えた。そして、

　……ああ、そうか。

　思いついた言葉があるので、それを述べる事にした。

「抵抗派、で」

「何に対する抵抗？　って聞かれると面めん倒どうだけど、ま、そっちの方がいっか」


●副会長「抵抗派」

・目的：大罪武装ロイブモイ・オプロの回収と末まつ世せの解決によって極きよく東とうの地位を戻し、平和を獲かく得とくする。

１：羽は柴しばの抑よく制せいを行う事。

２：武蔵むさしの戦せん闘とう力を確保し、その力で各国に協力していく事。

３：ヴェストファーレン会議で、暫ざん定てい支配の解かい除じよと、世界の拡大を要よう請せいする事。



　表ひよう記きされた内容を見て、正純はこう思った。

　……随ずい分ぶんと吹いたなあ。……特に３番。

　暫定支配の解除というのは、英国イギリスでも述べた事だが、こうして表記されると意味の大きさを痛つう感かんする。しかし、各国が極東から外へと出る事を武蔵が支援する事と、暫定支配の解除は矛む盾じゆんしない。だから、正純は、オリオトライの表記した内容に同意した。

「──充分です、先生。進めて下さい」
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「大きく出ましたわねえ。──世界征せい服ふくの先、この世界をどうするか、まで行きましたわ」

　丘の上の天てん幕まくの下。人狼女王レーネ・デ・ガルウが、Mouri-01の手によってカフェオレが作られていくのを眺ながめながら、そう呟つぶやいた。

　彼女のつくテーブルの向かい側、そこにいる輝てる元もとが、

「大きく出で過すぎじゃねえか？　世界の拡大って、要するに極東外がいの過か酷こく地ち帯たいに開かい拓たくへ行けって事だろ？　どれだけ他の国が乗るか、ってのもあるだろうによ」

「うちはやる気でしょう？　それに──、両者の差が出てきましたわね。

　武蔵の代表委員長は、争いを徹てつ底てい的に避け、聖せい譜ふ記き述じゆつとしての〝松まつ平だいらの天てん下か〟を得られればいいと思ってますわ。つまり、三み河かわの動どう乱らん以前の極東にしようという話ですの。

　対し武蔵の副会長は、争いを恐れずに行き、現実としての〝松平の天下〟を獲得しにいくべきだと思ってますわ。言い換えるなら、三河の動乱を使用した極東再さい編へんを望む話ですの」

　人狼女王は、カフェオレのカップをサーブしてきたMouri-01を笑みで見た。有り難う、とカップを受け取り、

「自動人形の判断として、勝敗を予測するなら、どちらですの？」

「副会長側がわが圧あつ倒とう的に不利だと判断出来ますね。

　彼女の言っている事は、極きよく東とうの権利を重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らん以前にまで戻し、極東を独立させるという事です。但ただし、そのためには問題が多くあります。現実的な問題が」

　見て下さい、とMouri-01が表示枠シーニヤカドルの中を手で示した。

「三み河かわ以前の現状維い持じを望む現実派が、それを攻撃に行きますよ」

　Mouri-01が示した先に映るのは、一歩を前に出る武蔵むさしの代表委員長だ。

　彼女は眼鏡めがねを挙げ直し、己おのれの表示枠サインフレームを開いた。そこに、副会長の方針の列れつ記きを映し、

『じゃ、始めてええねんな？　基本方針として、極東を三河争動どう以らん前に戻し、全てを従来通りにしよう言う私から、──新しいもの欲する副会長への苦く言げん』

　それは、

『副会長が挙げた三つの方針、順に苦言で否定していって、最後に、目的の否定と行くわ。

　──一気に行くで』







[image: 第六十章『刻限の進軍者』]
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「じゃあ行こうか」

　大おお久く保ぼは、前に出て、皆に告げた。緩まず行こうと、そう思いつつ、

「どうやろか皆。今、副会長が挙げた目的や、三つの案あん件けん、──問題ないと思うか？」

　答えはない。皆は首を傾かしげるだけだ。だから大久保は、副会長に対して振り向き、

「ええですか？　末まつ世せ解決。暫ざん定てい支配からの解放。各国への開かい拓たく要よう請せい。どれも理想的な未来や。せやけどな？　疑問が幾いくつもあるで？　──暫定支配からの解放や開拓要請など、各国が飲むと思うてんのんか？　飲むという算さん段だん無しに話を打ち上げとんのやったら、詐さ欺ぎやで？」

　だから、と大久保は前置きした。

「──無理やわな」

「何な故ぜ、そう言える？」

「だって、第一に〝羽は柴しばの抑よく制せいを行う〟言うて、負けとるやないか」

　せやから、と、大久保は、副会長が表示枠サインフレームで提示した方針に、苦く言げんを書き込んだ。


１：羽柴の抑制を行う事。

　×：羽柴に敗戦しているではないか。



　と、書き込んだ表示枠を軽く叩たたき、大久保は言う。

「現実みて方針決きめようやないですか。──既すでに負けた武蔵むさしが、どうやって羽柴を抑制出来ると、そないな事が言えるんですか？　確かく証しよう無ないやろ？」

　ええか？　と大久保は言う。

「確証無い方針は危険や。──だから、副会長の言う第二の方針にも苦言行いこうやないか。これもまた確証無しやからな。見てみい。〝武蔵の戦せん闘とう力りよくを確保し、その力で各国に協力していく事〟とあるけどな？　これ、無理があるで？」

　だって、

「副会長らは、まだ、この極きよく東とうの全部を回っとらへんもん」

　副会長の眉まゆが、わずかに上がるのを大久保は見逃さなかった。驚きか何か、不ふ意いを討うったのは確かな事だ。だから、こちらは、この線で追及を行う。

「この世界を回らず、途と中ちゆう段階やのに、各国がどう反応するかなんて言える訳あらへんわな。

　せやからここで〝各国に協力〟言うても、各国が本当に協力させてくれるのかどうか、そして協力させてくれても、それが政治に結びつくのかどうか、──確証出来んやろ？

　現実的やない。……故ゆえに、この時点で副会長の理想は終了や。理想としてはええねんけど、現実としては〝失敗するかも知れない〟や。そんなもんに、国の今後を賭かけてええのんか？」

　ええか？　と大久保はまた言った。皆の方に腕を回し、

「武蔵や、この極東は、もう後が無いんやで？　三み河かわとアルマダ抜けて、各国に期待させて、いろいろ上う手まい事言うてきたやろ？　せやけど何や、羽は柴しばにええようにされて。そして敗戦して。──そんな期待外れの武蔵むさしに、どれだけの価か値ちが残っとんねん」

　大おお久く保ぼは、有あり明あけの全体を、両手を振って示す。そこにあるのは武蔵の八艦かんだが、

「改かい修しゆうして武ぶ装そう着けて、何なに考えとんねん。予算も大きく使うたやろ？　それは、もう、次は無いいうことやで？　失敗したら終わり。奪われるだけ奪われ、大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうや末まつ世せ解決どころやないで？　──そんな賭かけ事に、武蔵と極きよく東とうを付き合わせるんか？　どないや？」

　つまり、と、大久保は、表示枠サインフレームで副会長の持じ論ろんに苦く言げんの言葉を付け加えた。

「見てみい」


２：武蔵の戦せん闘とう力を確保し、その力で各国に協力していく事。

　×：各国の協力の確かく証しようが無い。

　×：武蔵自体に後が無いのに、賭けのような事をするのか。



「そゆ事やな。現実的やないで。せやから……」

　大久保は、吐息と共に告げた。

「現実みようや。──極東を、三み河かわ以前に戻して、な」
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　面めん倒どうなやり方を持ち出してきたな、と正まさ純ずみは思った。

　大久保の論には、恐らくは意図的な勘かん違ちがいがあるのだ。

　……もし、理想というものが政治に許されないならば、〝目標〟や〝方針〟というものすら持てなくなるじゃないか……。

　目標とは、未み達成だから目標なのだ。そして、未達成の目標を叶かなえるために方針を打ち出すのだ。政治でもこれは同じだ。国をどのようにしていこうという目標があり、それを叶えるために方針を打ち出して、実行する。

　この〝目標〟の設定と〝方針〟の決定こそが、政治担たん当とう者しやの役目だ。

・あずま：『あのさ、ふと思ったんだけど、──大久保さんの言うように、絶対に叶えられる事だけをやっていく事は、出来ないの？』

・●　画：『甘いわね。正純の深しん遠えんな考えに気付きなさいよ。──確実な事ばかりって、そんな事したら戦争出来ないでしょ？　正純は戦争したくて政治担当者やってるんだから、そこら辺を理解しておくべきね。極東の政治は地じ獄ごくを呼ぶのよ……！』

・あずま：『あ、そうか！　御ご免めん、余よは本ほん多だ君の事を誤ご解かいしてたよ！』

・副会長：『く、くそ！　怒らない、怒らないぞ……！』
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「なあ、ちょっといいか？」

　女じよ装そうの声が、女部屋の中で生まれた。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの控えの間。女性用の部屋の中だ。外からは雪の反はん射しや光こうが入り、部屋の中は白く明るい。その中、御茶のテーブルを囲んでいるのは、ホライゾンにミトツダイラ、そしてメアリと女装だ。ドアの方、戸を半なかば開けて点てん蔵ぞうが顔を入れているが、

「あの、トーリ殿どの、ここは女性用の部屋に御ご座ざるので……」

「はあ？　今の俺は女だよ！　外がい交こう役やくだから外がい子こって呼ぶのが決まりな!?　ハイ決まり！　オメエも中に入りたかったら女になって来いよ。その場合テンゾーだからンゾ子な！」

「な、何なに故ゆえに悪の幹かん部ぶみたいな名前に御座るか!?」

「ふふ、テン子だと可愛かわいいですね」

　頰ほおに手を当てて言うメアリの横、茶を一息に飲んだホライゾンが、メアリにおかわりの両手差し出しをする。そして彼女は馬鹿を横目で見て、

「ミトツダイラ様、銀ぎん鎖さの用意を。──さあ、言いたい事を言いなさい」

「オ、オメエはまた予防線のデカいの張って促うながしやがって……」

　だが、女装は頭を搔かきながら、んー、と思し案あんした上で、こう言った。

「さっきテンゾーがモゴモゴ俯うつむきながら言ってたんだけど、〝確実な事しか出来にゅとにゃったら困るでごじゃるにゃあ〟って何？」

「言ってない！　言ってないで御座るよ！」

「ふふ、点蔵様のそういうの、たまにあるのが可愛いですよね」

「言ってた！　言ってたで御座るよ！」

　大だい丈じよう夫ぶですの？　と場の流れに引き気味になるミトツダイラの横で、女装が言う。

「セージュン、ミスってんの？」

「何な故ぜ、そんな事を？」

　ああ、と女装は頷うなずき、首を傾かしげた。

「セージュン、テンション上がってねえみてえだし、俺、生徒会長だからよ。だけど、よく解わからねえ部分大きいし」

　うん。

「もうちょっと解ると、何か言ってやったり、茶ちや化かしたり出来るんだろうけどな」
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　あら、とミトツダイラは思った。

　……我が王が、我が王らしく……。

　正純に任せてる事に変わりはない。しかし、王として、助けになる事が出来るのかどうか、気になっているのだろう。無む論ろん、王からの最大の援助とは、支し持じであるのは確かだが、

「王という身分の個人として、気に掛かるのですわね？」

「んー、そういう事なのかな」

　あ、と女じよ装そうは言った。

「ネイトのことも、ホライゾンの事も、他、姉ねえちゃんや浅あさ間まや、──ああ、テンゾー、オメエもいたな、うん、皆、気には掛かってるよ」

「な、何かとってつけたようなのが含まれてたで御ご座ざるよ！」

　まあまあ、とミトツダイラはメアリと共に忍にん者じやを制す。そして思うのは、

　……どういった心しん境きようの変化でしょうね。

　否、解わかり切った事だ。あの敗戦だけではない。それ以前に、彼は自分の母とも王という事について話をしていた筈はずだ。そして、英国イギリスでも、ホライゾンと今後の方針などについて話し合っていたのだし、

「我が王」

　いろいろ思う事はあるが、何となく、今は大だい丈じよう夫ぶと、そんな風ふうに感じた。だから、己おのれの主あるじを安心させるために、ミトツダイラは言う。

「正まさ純ずみはミスをした訳ではありませんわ。ただ、代表委員長が優秀だっただけですの」

「どーいう事よ？　スペック的に、そりゃ眼鏡めがね代表委員長って優秀だけど」

　ホライゾンが指を鳴らしたので銀ぎん鎖さを引き寄せた。その上でミトツダイラは笑みを作り、

「いいですわね？」

「お!?　お!?　やんのか!?　言っておくけど俺は下にノンサポのノーパンだぞ!?　よく聞け銀鎖！　俺に近づくとノンサポ巻くぞ!?　それでもいいのか!?」

「さ、最悪ですわ──!!」

　銀鎖が、嫌そうに鎌かま首くびを挙げてタイトアームでこちらを見た。それを撫なでてなだめていると、ホライゾンが半はん目めの横目で女装を大人おとなしくさせる。

「さあ、ミトツダイラ様、どうぞ。いざとなったら首だけ巻けばいいのですし」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──いいですの？　代表委員長は、こちらが目的達成のために掲げている〝目標〟や〝指針〟というものを〝上う手まく行くかは解らない〟という、ネガティブなものに置き換えて行っているんですの」

「でも、上手く行くか解らねえこた、しねえ方がいいんじゃねえの？」

　と、女装の問いに、ドアの際に立つ第一特とく務むが手を挙げた。

「トーリ殿どの、いいで御座るか？　こう考えて下され。──新商品を一切作らないパン屋は、発展していくで御座るかな？」

「それ、リメイクばっかのエロゲメーカーは発展するかどうかって事？」

　問われた第一特務は、一度答えようとしたものの、それをやめた。彼は、ゆっくりとメアリを見る。そして、メアリが、馬鹿の質問の意味が解らず、首を傾かしげているのを確認すると、

「ふむ、……何の事か解らぬで御座るなあ、トーリ殿」

「……すげえいろいろ言いたい事あんだけど、オメエは確かにリメイクもだけど、ジャンル全く広げないまま嫁ヨメついたしなあ……。後で、放置とかハチミツ系とか風ふ呂ろ場とか姉妹一いつ緒しよとかプレイジャンルのバリエーション無くて困るんじゃねえぞ？」

「？　遊びの話ですか？　点てん蔵ぞう様」

「え!?　……あ、ああ、遊び！　遊びの一種で御ご座ざるな！　楽しいことに御座るよ！」

「まあ、では点蔵様、よく解わかりませんが、点蔵様が研究される時はお手伝いしますから、宜よろしく御お願ねがいしますね？　夫の助けをするのが妻の努めですし」

　第一特とく務むが、何も言わず、馬鹿に向かって右の親指を力に震えさせながら上げて見せた。

　うんうん、と頷うなずくのはホライゾンで、彼女はこちらに目を向ける。

「確かに、国として考えた場合、今まで通りの事だけをやっていては発展がありませんね」

「そうなの？　一応聞いておくけどさ、パン屋にだって定てい番ばんとか、あんじゃん」

「言っておきますが、青雷亭ブルーサンダーでは軽けい食しよくも出しますし、漬つけ物ものや駄だ菓が子しなども出しますよ？」

　本当にパン屋兼けん軽食屋なのか怪しい気もするが、ホライゾンにも薄うす々うす解っているのだろう。

「──いいですの？　総そう長ちよう。……常に同じパンを作っていくと、安定しているように感じるかもしれませんわね。定期収入など、確実に入ってくる訳ですもの」

　ハイディ辺りに説明して貰もらった方が楽だとは思うが、自分も香水のブランドを展開している。だから、その辺りを踏まえて、

「でも、総長？　……自分が変わらなくても、自分達たち以外は変化して行きますのよ？　他を組み込まずにいる者は、他と嚙かみ合わなくなって行き、時代後おくれになって行きますの」

「それでもいいんじゃねえの？」

「他が時代に合わせたパンを作っていくのに、時代後れのパン屋が作るものが、売れると思いますの？　……仕方なく、値ね段だんを落としていったりする事で客を寄せようとしても、収入自体は減っていき、最悪の場合、他の店の出しゆつ店てんに抵抗出来ないでしょうね」

　あ、そっか、と女じよ装そうが言った。そしてホライゾンも、

「実際、青雷亭や、トーリ様の本ほん舗ぽの方でも、ずっと同じ作りでは無い筈はずです。何な故ぜなら、小こ麦むぎ粉こなどは、卸おろし業者の方でも安く美お味いしいものを探しておりますし、必要ならば窯かまも新型にしたり、改造しますし、製法も変えます。同じように見えて、常に変化があるのですよ」

「じゃあ、さ。──何であの眼鏡めがね代表委員長の言ってる事が、通じる訳？　アイツの言っている方針って、発展が無くて駄だ目めなんだろ？　それなのに、何でアイツはそれを言う訳？」

「トーリ様」

　ホライゾンが、湯ゆ飲のみを口元に当て、吸って、戻した。そして、

「すいません。ちょっと熱々だったもので。フ、点蔵様とメアリ様の温度ですな」

「く、くそ！　やられた！　何かやられた俺!!」

　ホライゾンが勝ち誇りの右親指挙あげをしているが、それはそれとして、

「代表委員長の言げんですが、……発展のない物もの言いいが通じる、というのは確かにありますわね。そうでしょう？　ホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．。簡単な話です。先さき程ほどトーリ様は、何な故ぜ、古いものでは駄だ目めなのか疑問に思いましたね？　それと同じです。──つまり、ほとんどの人々は、古い、安定したものを好むのです。

　新しいものの方がいいとしても、〝何故変えるのか。哀かなしいじゃないか〟と言うのですよ」

　無む論ろん、とミトツダイラはホライゾンの台詞せりふに言葉を繫つなげた。

「政治の場合、単に懐かい古こでは成り立ちませんの。代表委員長は、懐古を餌えさにしつつも、それなりに〝時代に合わせた昔のやり方〟をやっていくつもりなのでしょう。パン屋で言うと、最新の窯かまを使いながらの〝昔ながらの製法〟という事だと思いますわ」
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　成なる程ほどな、と正まさ純ずみは思った。

　この討論の勝敗は、基本的に、相手の論を潰つぶして自分の論を生かせるか、でつくものだ。

　だが、大おお久く保ぼの考え方は、一つ上を見ている。

　……世せ論ろんを考えているのか。

〝極きよく東とうを、三み河かわ以前の昔に戻す〟

　それは、自分達が聖せい連れんによって完全に支配されていた時代に戻ると言う事だ。自分達が今まで行ってきた戦いや議論を無む効こう化かし、大人おとなしく聖連の完全支配下かに戻ると言う事だ。

　だが、と正純は思う。実際において、極東は未だに暫ざん定てい支配下にあるのだ、と。

　これは確かな事だ。今の武蔵むさしは、暫定支配の解かい除じよの道みち程のりにいるのであり、各国はその支配力を弱めていない。三河にて、各居きよ留りゆう地ちへの攻撃が行われないように予防線を張ったが、そうしなければ危険と言えるのが現状だ。

　それなのに、大久保の言い方はどうだ。

　……三河以前、という言い方は、まるで、支配からの解放を得た今があるようだ。

　無論、自分とて〝暫定支配の解除を要よう請せいする〟と言っている。しかし、

・副会長：『先行きの解わからない未来の提示よりも、過去の情じよう景けいの記き憶おくの方が、鮮せん明めいに想像出来るという事かもしれんな』

　だよねえ、と言ったのはナイトだ。彼女は、

・金マル：『でも、何で向こうは自分に不利な言い方をするの？　──こっちに、支配から解放されているようなイメージ与える物言いして、さて自分の方では支配の時代に戻りますよって言ったら、自分が不利じゃないの？』

・副会長：『面めん倒どうな事に、その物言いが物もの凄すごく働く論ろん戦せん術じゆつがある』

　それは、と言うまでもない。大久保が、こちらを左の手で指さして、口を開いたのだ。

「追加で言わせて貰もらおか。私達の目的、三河動どう乱らん以前の状況に極東を戻すという意味を」

　……来たな。

　言いたい事は解わかっている。が、正まさ純ずみは、敢あえて言わせる事にした。

　ここで相手を封じるより、全てを出させた方が良いと、そう思う。

　だから、正純は大おお久く保ぼの台詞せりふを聞いた。彼女は皆に振り返り、右手を前に伸ばし、

「──三み河かわ動どう乱らん以前に戻れば、極きよく東とうは暫ざん定てい支配下に逆ぎやく戻もどり。そういう気もするわな。

　せやけど、皆、一つ考えてくれんか？　三河からこっち、〝支配を脱した〟事があったか？　この三ヶ月ほど、ずっと〝劇的に環境が良くなった〟か？

　……違うやろ!?　戦せん闘とうと、それが何い時つ来るかという緊きん張ちようと、実際の疲ひ弊へいと、損害と、そして敗戦や！　支配を脱する言うといて、脱するに近づくような成果は何も出とらん！

　三ヶ月も頑がん張ばって何も得られず敗戦なら、そして後が無いなら、ここらでキリよく諦あきらめた方がええのと違うか!?　武蔵むさしがあるなら、まだ昔の流れに戻れるんや。せやから……」

　大久保が両腕を外に広げ、眼がん下かに叫んだ。

「三河からこっち、疲弊と損そん失しつ以外で得たものがあるなら、話も聞こうや。

　しかしそれが無い今、そして今こそ、昔の平和な時代に戻る機会やろ。

　私は言うで。支配されてはいたが、平へい穏おんだったあの時代に戻ろう、てな。三河以前の、今は失われた、窮きゆう屈くつで、でも平和な武蔵と極東に戻ろうと、そう言うがな」

　だから、と彼女は、こちらの方針の第三を表ひよう示じした。

「〝ヴェストファーレン会議で暫定支配の解かい除じよと、世界の拡大を要よう請せいする事〟……。随ずい分ぶん大きな望みやな？　しかし、先さき程ほども言うた通り、各国の協力が確かく証しよう出来ない以上、これは空くう論ろんでしかない。更さらに──」

　更に、

「今いま言うた通り、ここ三ヶ月、支配解除の気配は一向に無い！　それなのに、他国の協力も定かでは無いのに、本当に支配解除なんて出来んのか!?」

　と、彼女は、今の苦く言げんをこちらの方針の横に示した。


３：ヴェストファーレン会議で暫定支配の解除と、世界の拡大を要請する事。

　×：２同様、やはり協力の確証が無い。

　×：支配解除の気配が一向に無いのに、本当にそれが出来るのか。



　どうや、と大久保が言う。

「現実、どこにあるんや？　副会長の方針……！」
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「手て厳きびしい後こう輩はいがいたものよのう」

　雪の壁の間を歩きながら言う義よし光あきの言葉に、アデーレは、隣となりの義よし康やすを見た。

　義康は、アデーレの笑みの視線を受けてから、一つ首を捻ひねる。

「別に私は厳きびしくないぞ。このくらいは生徒会長として普通だろう」

　手厳しい……、とアデーレは内心で呟つぶやいた。

　今、自分達が歩いているのは最上もがみの山やま形がた城じよう下かだ。山形城は航こう空くう艦かんとして陸りく港みなとに入っているが、周囲の城下町も、地面に掘り込まれた形で作られている。

　深さ約百メートル。幅十五メートルの掘り込みが、吹き抜けとしてどこまでも真まっ直すぐ伸びている。そして、櫛くしの歯のように横に幾いくつも並ぶその内面の断だん崖がいは、積せき層そうの町そのものだ。

　町は、地下三十メートルの辺りから、重じゆう層そう化かされた木造の横よこ町ちよう区画が並び積まれ、

「各町は、大体十五から二十階建てぞえ。一部は区画を抜いて農園としているあたり、武蔵むさしにもよく似ておろう。ただ──」

　アデーレが義よし光あきと共に歩くのは、地下五層の辺りだ。

　庇ひさしの深い通路があり、向かいの竪たて町まちとは縄なわ橋ばしで結ばれている。

　眼がん下か、竪たて穴あなの底には、雪の壁が立っていた。冬の間に積もり、蓄ちく積せきされたものだ。その雪の底からは、莫ばく大だいな水の流れる音が響ひびいており、

「あの水力を利用して動どう力りよく転てん換かんによる流体燃料蓄ちく積せきを行っておるのよ。まあ、半分近くは、各町に仕込まれた水すい田でん区画の保ほ持じに費やされてしまうがのう」

　言われてみれば、町の半分以上の区画に、水田が見えている。天井から下がる、術じゆつ式しきで再現された陽光の下、伸びる稲いねは緑色の分ぶ厚あついものだ。そして地下の区画を見れば、

「これ、ひょっとして、下のは密みつ閉ぺいされてる部分が全部水田ですか」

「雪の降り方に合わせて開放していくと、収しゆう穫かく時期も変えられて都つ合ごうがよくてのう」

　道行く人々が、義光の横を気負わず通り過ぎ、挨あい拶さつをしていく。そんな流れを見つつ義康に視線を向ければ、彼女はじっと重層の家並みを見渡していた。

　そして、己おのれの街を見ている義康に、義光が声を掛けた。

「どうぞえ？　最上は」

「良い町だ。地ち熱ねつ利用も効果的なようだし、流通もある一方で、役に立つ不ふ便べんもある。冬ふゆ場ばには積もった雪をくりぬいて、向かいとの通路にするのだろう？」

「Ｔｅｓテスタメント．、溶けていくと段々と雪の通路が下がって行ってしまってのう。だが、それをまた、春が近づいてきたと、皆で祝うのよ。しかし──」

　先を行く義光が、ふと、問うた。

「武蔵は、そういう不便を、祝って禊み祓そぐ事が出来るのかえ？」

「……え？　祝って、禊祓ぐ？」

「Ｔｅｓ．、神しん道とうでは、自然が与えてくる不便というものを、季節の区切りや節ふし目めとして祝い、そうする事で不便ではなく、〝報しらせ〟として受け止め、清めておるのよ。不便として受け止めたら、消さねばならんが、それはまた難しいからのう」

　だから、

「今、武蔵むさしが受けておるのは、どうぞえ？　祝いに出来る不ふ便べんかや？　それとも、障しよう害がいとしての不便かや？」

　問われ、アデーレは手元に表示枠サインフレームを出してみた。そこに映るのは、浅あさ間まを経けい由ゆして伝わってくる正まさ純ずみの討とう論ろん状況だ。現在、自分達の状況を見ると、





●副会長「抵抗派」

・目的：大罪武装ロイズモイ・オプロの回収と末まつ世せの解決によって極きよく東とうの地位を戻し、平和を獲かく得とくする。

１：羽は柴しばの抑よく制せいを行う事。

　×：羽は柴しばに敗戦しているではないか。

２：武蔵の戦せん闘とう力を確かく保ほし、その力で各国に協力していく事。

　×：各国の協力の確かく証しようが無い。

　×：武蔵自体に後が無いのに、賭かけのような事をするのか。

３：ヴェストファーレン会議で、暫ざん定てい支配の解かい除じよと、世界の拡大を要よう請せいする事。

　×：２同様、やはり協力の確証が無い。

　×：支配解除の気配が一向に無いのに、本当にそれが出来るのか。






　うわあ、とアデーレは思った。言われたい放ほう題だいですね、と。

・●　画：『なかなか難しいわね。こういうのって、言われなければ皆みな実感なく過ごしてしまうものだけど、言葉にされると意識するようになって、〝直さねばいけない〟とか言い出すようになるのよ。別に、どうだって良い事や、政治担たん当とう者しやに任せておけばいい事なのにね』

・貧従士：『やっぱり、厄やつ介かいですか？』

　そうねえ、とナルゼが言葉を送ってきた。そして、

・●　画：『多くの人は、今回の討論の内容を信じるしか出来ないわ。それぞれの主張をリスト化されても、〝これを詳しく考えるより、間違ってるかを説明して貰もらい、それを確かめればいい〟という程度に思ってるの。だったら代表委員長側がわとしては──』

・義　　：『相手の主張に×をつけられるだけつけた方がいい、そういう事か。内容を教えて欲しい一般人は、〝×がついていれば間違ってる〟と思うのだから』

「義よし康やす」

　と、前を行く義よし光あきが、足を止めた。

　彼女は、ふと、竪たて穴あな縁ふちの手て摺すりに手を着き、横顔の笑みを見せ、

「いきなり問うが、完かん璧ぺきな人間はいると、そう思うかえ？」

「それを望む人間が、声を大きく叫ぶのは解わかっている。──一月前の私だからな」

「今は、どうだえ？」

「解らない」

　義よし康やすが、手て摺すりに手を着く。だからアデーレも、それに続いた。

　……おお。

　木の手て摺すりから見る下は、武蔵むさしの吹き抜け公園よりも深い。このところの改かい修しゆうで、基本構こう造ぞう体たいから全ての区画を抜いた光景が、これに似ているだろうか。上下に、向かいに、並ぶ家々や各かく機き能のう区画は、それぞれの生活と可か動どうを行い、人々が通路や縄なわ橋ばしを行き来する。よく見れば皆、子供達が高所を気にせず遊び、そして皆が、義よし光あきに気付いて手を振ったり、頭を下げる。

　すると義光も目を細め、手を振る。が、彼女の横に立つ義よし康やすは俯うつむき、こう言った。

「義光、──どうすれば、こうなれる？」

「クク、……貴き様さまには、武蔵があるであろう？　どう見えておるのよ？」

「武蔵も、やはり、こうだと、私にはそう見える」

　だが、と義康は言った。

「私に、これや、武蔵が、作れるとは思えない」

「だから貴様は、馬鹿と言われるのよ。──先代も、先せん々せん代だいも甘やかし過ぎじゃのう」

「な……！」

　義康が、勢いよく顔を上げた。抗議の動きだ、とアデーレは思う。

　……やっぱり義康さんは、お兄にいちゃんお姉ねえちゃん好き好きキャラなんですね！

　よっし！　と内心で拳こぶしを握ったアデーレは、しかし、義康の額ひたいに、一つの直線が当てられているのを見た。

　義光の扇せん子すだ。閉じた状態のそれが、一本、軽く摘つまんで突き出され、義康の額から先の動きを止め切っていた。

　初しよ動どうの押さえだ。踏み込もうと力を入れる直前を、わずかな力で止める。

「義康」

　義光が、笑みで言った。

「先代も、先々代も、甘やかしながら、間違いは伝えておらなかったようだのう。ゆえに義康、貴様は、──半はん分ぶん合っていて、半分間違っておるぞえ？」

「半分……？」

「そうよの。……国とは、何で出来、何で動くのか、貴様は政治担たん当とう者しやとして、真ま面じ目めに考え過ぎておろうよ。そんな事では、武蔵の副会長や代表委員長にも敵かなわぬぞえ？」

　見ておけ、と義光が、吹き抜けが見せるもの全てを示すように、扇子を振って広げた。

「武蔵で起きている討論、貴様にとっては大きく有ゆう益えきであろうよ」
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　大おお久く保ぼは、橋はし上うえで腕を振った。身も軽く、半分ほど回し、赤のストールを翻ひるがえさせる。

　既すでに、下側、道路や広場に集まった誰も彼もが、多くの言葉を発しなくなっている。それもそうだ。討論の内容として列れつ記きした表ひよう列れつ。副会長派はのそれには、自分が否を唱となえた分だけの×が並んでいる。

　×の列れつ挙きよと、こちらを交こう互ごに見る人々の動きは、上からだとよく解わかる。こちらの提示した×の多さから、副会長が〝間違っている〟と、そう思い、戸と惑まどう動きだ。

　……成なる程ほど。

　大おお久く保ぼは思った。これが、政治担たん当とう者しやの視点なのだな、と。

　今は、臨りん時じ生徒総そう会かいだ。学生だけではなく、一般人も聞く意味のある、国としての武蔵むさしの行く末を直接論ろんじ合うための場だ。

　三ヶ月ほど前、三み河かわでは、これを下から見ていたのだ。

　だが、上に来てみると、解る事がある。

　ここにいると、人々の存在を感じる。街の中で水平に歩き、地ち平へいまで重なっている人ひと影かげではなく、上から見る事で誰もが個別であると理解する感覚。一人一人が水平方向に歩いているのではなく、それぞれの目的地に移動したり、思いによって言げん動どうしている有あり様さま。それが、自分の視界という狭い範囲ではあるが、だからこそ手を広げて摑つかみ取れそうに、ある。

　応えたくなる。

　だが、大久保は自じ制せいする。今は、ここに来て得た感覚に応じようとするのではなく、自分の為なすべきをまずは為すべきだと。

「ええか」

　振った手を、眼がん下かの人々に開いて向けて、大久保は口を開く。

「第一の、〝羽は柴しばの抑よく制せい〟に苦く言げん追加や。──二つ、×を揃そろえて行きたいしな」

　手を抜かぬ。そのつもりで、大久保は言った。
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　あのな？　と、大久保は、橋はし上うえを左右に歩き、手を刻むように振る。

「ええか？　羽柴を抑制言うて、君ら大事な事忘わすれとらんか？　羽柴が極きよく東とうの支配者に一時なりともなるのは、聖せい譜ふ記き述じゆつによって確定事じ項こうという事をな。

　それなのに羽柴を抑制するって、副会長が言うてる事は、〝羽柴の天下を認めず、聖譜に逆らう事〟やで？　それでええのんか？　つまり単純な話やねんけど──」

　大久保は、副会長が挙げた１の項目に×を一つ追加した。


１：羽柴の抑制を行う事。

　×：羽柴に敗戦しているではないか。

　×：羽柴の天下を認めないのは聖譜に対する反はん抗こうではないか。



「こういう事やな」

　これで、１～３まで、二つずつの×を付けた事になる。しかし、

　……まだまだやな。

　手を抜かない。まだ攻めが甘いのだ。たとえば、２と３には、どちらも同じ〝各国の協力の確かく証しようが無い〟が入っている。これでは、各国の協力を得られる事が解わかったら、一気に二つの×が無くなる事になってしまう。

　だから大おお久く保ぼは考えた。


２：武蔵むさしの戦せん闘とう力を確保し、その力で各国に協力していく事。

３：ヴェストファーレン会議で、暫ざん定てい支配の解かい除じよと、世界の拡大を要よう請せいする事。



　この二つの内、どちらに対する〝×：各国の協力の確証が無い〟を、別のもので補強した方が良いだろうか。

　……２やな。

　２は、武蔵が各国に力を与えていくという事だ。

　３は、武蔵が各国の力を求めていくという事だ。

　武蔵が積極的に各国に干かん渉しようし、各国の事案を解決する事を〝協力〟と解かい釈しやくされたら、

　……２においては、武蔵側からの動きだけで〝協力〟が成り立ってしまう。

　副会長は、確実にここを突いてくると、大久保はそう判断した。だから、

「先生、２と３の〝各国の協力の確証がない〟ですが、見る限り、同じ事を言って──」

「待った」

　副会長が、声を掛けてきた。彼女は、右の手で肩のアリクイを撫なでながら、

「こちらへの否ひ定てい意見を取り下げ、上げ直すのが、お前の討論か？」

　左の手を、彼女は自分の胸に当てる。こちらを見み据すえて言う事は、

「取り下げるような内容の否定意見を先につけてネガティブイメージを与え、後から本当の否定意見を持ち出す事で、こちらのネガなイメージを更さらに強くする。違うか？」

「せやったら、それを今、こうして副会長が言う事で、私へのダメージだがな」

　大久保は首を傾かしげて見せる。言うべきは、苦く笑しようを含みで、

「私は、ちゃんとした否定を並べたいだけや。だから……」

　言う。副会長の２〝武蔵の戦闘力を確保し、その力で各国に協力していく事〟に対し、改めて否定の×をつけるならば、

「──P.A.Odaや羽は柴しば麾き下かに入った国は、武蔵の敵や。協力は得られんで？　つまり現状、既すでにM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、K.P.A.Italia、北ほう条じよう、清しん武たけ田だの西部など、全てが武蔵の敵や。

　せやから言うておく。〝武蔵は大国との戦闘回かい避ひが不可能ではないか〟と」

　それだけではない。

　小さな項目を否定した。が、もっと根本を否定すべきだ。相手の根こん幹かんにあるもの。目的としてあげられているもの。それに対する否定が、今、必要だ。

　ここから先の展開のために、現状、最も使える否定は、これだ。

「ええか？」

　問い掛ける。

「大罪武装ロイズモイ・オプロの回収と末まつ世せの解決と言っても、それがどのようなものであるかは解わからんのやろ？　謎なぞ解ときの先行き不明な旅たび道どう中ちゆうなら、私達を巻き込まんで、生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうの趣しゆ味み人だけで行ってくれません？　大体、それで極きよく東とうの地位が戻り、平和になる確かく証しようも無いんや。

　それは、三み河かわ動どう乱らんを切り抜ける言い訳として使用出来、今まで武蔵むさしを存そん続ぞくさせる意味はあったかもしれんわ。せやけど、副ふく王おうホライゾンも奪だつ還かんした今、彼女は生きてるのやし、こっちがカリカリするのはやめて、他の大罪武装保ほ有ゆう国こくに任せたらどうや？

　だから、

「現状、損ばかりの目的で、成功の確証も何も無い。副王ホライゾンの奪還のために言い出した〝大罪武装の回収と末世の解決〟って、その大たい義ぎ名めい分ぶんは三河で大だい体たい役目終わってんで？

　──少なくとも、敗戦した武蔵の手に負えるものでは無いわな」
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　大おお久く保ぼは、一息を入れて手を外に振った。おお、と人々が声を挙げる手元、表示枠サインフレームには、書き換えられた否定の列が出る。





●副会長「抵抗派」

・目的：大罪武装の回収と末世の解決によって極東の地位を戻し、平和を獲かく得とくする。

　×：この大義名分は副王ホライゾン奪還のためのものではなかったのか。

　×：武蔵の手に負えるものではない。

１：羽は柴しばの抑よく制せいを行う事。

　×：羽柴に敗戦しているではないか。

　×：羽柴の天下を認めないのは聖せい譜ふに対する反はん抗こうではないか。

２：武蔵の戦せん闘とう力を確保し、その力で各国に協力していく事。

　×：羽柴の勢せい力りよく下かにある無数の大国との戦せん闘とうが不ふ可か避ひである。

　×：武蔵自体に後が無いのに、賭かけのような事をするのか。

３：ヴェストファーレン会議で、暫ざん定てい支配の解かい除じよと、世界の拡大を要よう請せいする事。

　×：各国の協力の確証が無い。

　×：支配解除の気配が一向に無いのに、本当にそれが出来るのか。






　大久保は、副会長に強い視線を向けて言う。

「まずは現状、こんなとこやな。話題の展開もあるやろし、固定は避けたいわ」

　副会長は、だが、応えない。だからと言うように、大久保はオリオトライに視線を向けた。

「先生、私の方は現状出だすべき手て札ふだを出した状態です。副会長側がわのターンをどうぞ」

　促うながしの言葉に、しかし、オリオトライは応じなかった。ただ、あら？　という顔でこちらの横を見ただけだ。そんな彼女の表情に引かれ、大久保も隣となりを見る。

　すると副会長が、軽く、右の手を挙げていた。

「──すまん大おお久く保ぼ、こちらから、お前の挙げた目標や、その達たつ成せい項こう目もくについて、言うべき事がある。現げん生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうの代表として私はここにいるが、その私から見て、代表委員長の挙げた目標と、達成項目については一つ言っておきたい事があるんだ。それは──」

　来るか、と大久保は息を吸い、軽く内心で身構えた。だが、

「──否定はない」

　……え？

　すぐに反論が来ると、大久保は思っていた。何しろ、こちらはそのようにして、副会長側がわの目標や達成項目に反を唱となえたのだから。

　だが、今ここでこちらの意見について来たのは、

「私達は、代表委員長側の提示する未来について、否定を行う意味を持たない。その未来については価か値ちがあると認めよう。──そういう事だ」

　こちらに対する攻撃の放ほう棄きを、副会長が述べた。







[image: 第六十一章『比較台の比較者』]











●






　正まさ純ずみは、息をゆっくりと吐いた。

　力を抜き、口を開く。

　有り難いと思うのは、大おお久く保ぼがその弁べん術じゆつで人々を注目させ、静かにさせた事だ。

　だから、今なら届く。力を入れずに言う、短い言葉が、

　……誰にでも届く筈はずだ。

　そう思い、正純は言った。

「改めて、ここで言っておく」

　それは、

「現げん生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうは、──代表委員長の提案を否定しない事をここに誓ちかおう」
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「フ、基本原げん理りだね。別段驚おどろく事ではないよ」

　丘に立つ天てん幕まくの下、緩い風を浴びながら、グラス片手にやってきた太陽全ぜん裸らがそう言った。

「政治担たん当とう者しやは、ありとあらゆる人々の意見を聞く。絶対王おう政せいでもそれは当然だ。──何な故ぜなら、民衆の生せい殺さつ与よ奪だつ権けんを王は持っているのだから。有用な意見を採り入れるだけではなく、その権利を行使するためにも、聞く必要はある」

　横の輝てる元もとが、カ、と小さく笑って表示枠シーニヤカドルを眺ながめる。その顔は、眉まゆを立てた薄い笑みだ。

「武蔵むさしの副会長は、今、こう言ったんだ。つまり──」

　つまり、

「武蔵の政治を動かしているのは自分だ、憶おぼえておけ、ってな」

　なあ、と輝元は、正面に座る人狼女王レーネ・デ・ガルウを見た。

「アンタ、この副会長とは面めん識しきねえよな。──専門外がいだろうけど、どう思う？」

「決まってますわ。うちの子が認めた王様についている宰さい相しよう、──うちの子の厄やつ介かいさと、同等以上の存在でしょう。だって、うちの子よりも役が上ですしね」

　ただ、と人狼女王は笑みを作った。

　彼女は、カップを手に取り、カフェオレの上に張り出した乳にゆう脂し肪ぼう分ぶんの膜まくを唇くちびるで寄せて[image: ]ついばむ。そして、唇くちびるについた分は舌でたぐって、

「……そんな子達がいる武蔵の中に、あの代表委員長だっていたんですわ。

　生徒会選挙や、以前の臨りん時じ生徒総そう会かい、そしてここまでの会議の議事録ろくなども見ている筈。

　身み内うちが一番厄介なのは、何処いずこも変わりませんでしょうね」

　そう言って、彼女はテーブルに胸を預けるようにして、自分の表示枠を見る。

「さあ、──ここからが打だ撃げき戦ですのよ？」
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　大おお久く保ぼは、息を吸った。

　一いつ瞬しゆんでも熱や震えを持ちかけた身を、冷えた空気を入れる事でアジャストする。

　有あり明あけ内。始めの頃は、朝起きるたびに油や鉄、焼けた金属の匂においを苦にがいと思っていたものだが、今はもう、違い和わすら感じない。

　現場もよく訪ね、工事や建けん造ぞう、街としての福ふく祉しや流通の動きなどもよく確認した。

　時間帯ごとに街の匂いが違う事も、現在では充分に理解している。

　自分は、この、有明と一体化した武蔵むさしを、身に憶おぼえているのだ。だから、

　……そやな。

　今いま聞いた、〝こちらに対して副会長からの否定無し〟という物もの言いい。

　それは、こちらへの服ふく従じゆうでも屈くつ服ぷくでもない。武蔵の政治担当者として、受け入れるべきを受け入れ、採用出来るところはすると、線引きをされた訳だ。

　しかし、と大久保は思う。

　……そこで、単純に終わりにはさせへんで。

　大久保は、眼鏡めがねを挙げ直す。そして副会長をレンズ越しに見み据すえた。

「私の言う事が、単に市民の意見をまとめただけやないと、理解出来てますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、当然だ。だから、ここにお前がいる事を認めている」

　副会長は、静かにこう言った。

「代表委員長であるお前には、政治を動かす権利と義務がある。

　そして、同じ政治担当者である私に対して、お前が〝間違っている〟と言うならば、私達はその言げんを思し案あんしよう。政治担当者としての知識もあり、責任も掛かっての発言なのだろうからな。──そうでなければ、どんなに口が上う手まくても、どんなに高圧的でも、単に内ない情じようも実際も見えていない一いち市民の要望でしかないが、……そのつもりで来たのか？」

「いえ、違います。政治担当者としての、討論として来ました」

　言葉を正す。冷静に、いつもの口く調ちようではなく、正式な相あい対たいのための言葉で言う。

「相対を望みます」

「覚かく悟ごはあるのだな？」

　言っている意味は、よく解わかる。

　ここから先は、自分達の立場を懸かけろと、そういう事だ。

　成なる程ほど、と思うこちらの眼がん前ぜんで、副会長が小さく笑った。

「大体、ここから、どのような話し合いになるか、解るか？」

「同じ事を考えているなら、問うまでもないでしょう」

　大久保は、そう言って、しかし、手を外に振った。

　眼がん下かにいる人々を示し、

「勝利の意味は、解わかっていますか？」

「解っているとも」

　副会長は言った。

「お前に勝ったとて、──誰もついてこないのでは、負けだ。そういう事だろう？」
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　……ああ、これだ。

　義よし康やすは、手て摺すりから、最上もがみの重じゆう層そう街がいと表示枠サインフレームを交こう互ごに見つつ、そう思った。

「世せ論ろんか」

「それだけではないぞえ」

　解っている。否、解ってきたと、そういうべきか。

　今、眼下では、義よし光あきの隣となりにいるこちらに向かっても頭を下げて挨あい拶さつする人々がいる。が、

「あの人々は、私に挨拶しているのではないな」

「ヒネた見方だが、そういった前ぜん提ていも必要かえ。……そう、確かに、あの人々は、貴き様さまにではなく、貴様を通して、私に挨拶しておるのよ。私が連れておるのだから、よく解らないが、挨拶をしておけば、私の面めん子つも立つからのう」

　と、こちらの隣に来た従じゆう士しが、首を傾かしげた。こちらと、義光を交互に見て、

「どういう事なんです？　世論とか、……って、聞いていいですか？」

　いいぞえと、義光が従士とこちらに個包ほう装そうの菓か子しをくれる。里さと見みでも売っていた〝驚嘆ビツクリ饅まん頭じゆうチョコ〟だ。擬ぎ人じん化ならぬ擬ぎ饅頭化された戦国武ぶ将しよう達たちが判はん読どく不能な極きよく東とう語ごの解説つきで護ご符ふになっている。隣の従士が、

「あ！　激レア護符の長なが野の・業なり正まさがこんなところで出るなんて！　帰ったらペルソナ君や総そう長ちように自慢出来ますよコレ！」

「クク、カートンの中の箱はこ位置と、箱の中の置き順じゆん情報は必ひつ須すぞえ」

　私のは土つち屋や・昌まさ恒つねなんだが、これがノーマルっぽいのはどういう基準だろうか。

　しかし、と義康は、内心呟つぶやきを作りもする。歯で嚙かむ菓子の味は香ばしさが触しよつ感かんとして折れ砕くだけるもので、塩のある甘あま味みを頰ほおに押し込むようにすれば、

「要するに、私は私であれと、それを信じていろと、そういう事だ」

「そうとも」

　と、義光は、重層の街を見渡した。

「この街の構造。基礎的なものは地方独特のものとして、しかし、このような規模や、農園などの区く画かく設定、そして降こう雪せつの再さい利用も何もかもは、私の代で作ったものぞえ」

「世論として、反対意見も多かったろう」

「無む論ろん」

　義よし光あきは扇せん子すで口元を隠かくして笑った。

「何しろ当時は最上もがみ領りよう内ない反対勢力を潰つぶしていくのと並行だえ？　地下水すい田でんを先に作るようにしていなければ、こちらが滅ぼされていたであろうよなあ」

「食料ですか？」

「いや、……米を売るのよ。地下水田の施設を作れば、夏期を頼りにせずとも長期の稲いな作さくが可能だえ。最上は水が良く、澄すんだいい米が作れるので、それを贈ぞう答とう用や、加工品ひんとして他国へと売りに出す。上越露西亜スヴイエート・ルーシや伊だ達て、海かい路ろでバルト海沿えん岸がんに売れば外がい貨かが得られる。そして最上内で抵抗勢力の土地に売れば、領りよう民みんはこちらに靡なびく。

　人口増加の促うながしにもなるし、二十年ほどで現状と同等になったものぞえ？」

「二十年か」

　クク、と義光が笑う。

「そう、二十年。早いと思うか遅いと思うかどちらだえ？　──その二十年、最上をこの形にしていくのに、反対意見を言う者達がおり、助言をする者達もいた。

　そして今、この最上は、私が望んだ形に近く、ついてきた者達の望んだ形に近いのよのう」

「──普通の街を作れ、領内で協調しろ、身み勝がつ手てな王たるな、と、思いつくだけでも三さん重じゆう苦くの苦く言げんが出るな」

「しかし、現実を動かすのは苦言の主ぬしではなかったのだえ？　私であるからのう」

　いいかえ？　と義光がこちらに視線を向けた。

「動かぬ国は滅びる。何な故ぜなら、他の国もあるからよのう。──ならば、抑よく制せいを告げる苦言に従えば、国の中は平へい穏おんでも、他国の隆りゆう盛せいによって国は滅びる。

　大体、定型通りの事だけをしている国など、実じつ質しつ、官かん僚りよう任せの腐ふ敗はい政治の国と何も変わりはないのだえ。腐敗が知られているかどうかの違いだけに過ぎぬだろうよの。

　そして、他国の事や、自国の事を最も知っているのは誰ぞえ？」

「……王様、ですね。総そう長ちようや生徒会長という事になります。──普通は」

　従じゆう士しの言葉、最後の一言がつくのが武蔵むさし住人らしい。だが、意味を理解しているのだろう。義光は従士に対して頷うなずいた。

「国の内と外を理解しているのならば、後は勝てるように振る舞えばいい。動く世界の中で、な。苦言を述べる者は、残念ながら、こちらとは勝ち方が違うものを望んでおるのよ。

　私の時に多くあった苦言は、実は義よし康やす、貴き様さまが言った三重苦とは違うぞえ。あれは──」

　義光は、口元を扇せん子すで覆おおって言った。

「──卑ひ怯きような真ま似ねはやめろ、ぞえ？　クク、領内の抵抗勢力など、騙だまし討うちや寝返りの促うながしなど、楽しくてしょうがなかったわ。それをやめろなど、……狐きつねに無理を言うものぞえ」

「敵に寝返った者も多かったろう」

「ついてきた者達が多かったから今があるのだえ？　──卑ひ怯きよう者が勝つ事を、死の瞬しゆん間かんまで信じられなかった連れん中ちゆうもいたが、自分の理想が終ついぞ現実と重ならなかったのは、さぞかし不ふ可か解かいであったろうよのう」

　解わかるかえ？

「現実とは、理想ではない。ゆえに現実ぞ。

　そして現実とは、どのような形であれ、存そん続ぞくしていく者の手にあるのだえ。卑ひ怯きようだろうと不可解だろうと汚きたなかろうと、存続のために動く者にこそ現実は継けい続ぞくの恩おん恵けいを与えるのよ。

　だから、王たるは、勝つ事を目的として動き続けるのだえ。苦く言げんも進言も、勝つためになるならば認めて己おのれを補強するものであり、停てい滞たいや負けに繫つながるならば、正せい論ろんに見えても正論ではないぞえ？　その逆もまた真なり。何な故ぜなら──」

　義よし光あきは、手て摺すりから乗り出し、重じゆう層そうの街を見た。

「この街は、正論から見たら、有り得ぬものぞえ？」

「この極ごつ寒かんの地域のみで成立する異い形ぎようの街だな」

　そう、と義光が目を細めた。

「異形たれ、里さと見みの。──ああ、貧ひん乳にゆうでいいとか、そういう事ではないぞえ」

「い、異形じゃないですよ！　シンプルなだけです！　ねえ!?　義よし康やすさん！」

　同意を求められてもな……、と視線を余よ所そにしてしまうが、義光の言いたい意味は理解出来ているつもりだ。つまり、

「勝つための形を明確に持っていけば、人はついてくる、か？」

「誰もが勝ちたいものよの？　……あとは、勝ちの形が性しように合うかだけぞえ？　これは、こうも言えるだろうよ。王たる者の数だけ、勝ちの形はある筈はずだ、とのう。

　ただ、──貴き様さまは、進言と苦言のレベルで止まっているのであろうの。上が優秀で、彼らから進言と苦言を得ていたというのもあろう。

　しかし里見の、貴様はもはや、上にならねばならん位置におるぞえ？　この世界で、誰かに沿った進言や、停滞の苦言を安心して言う身分ではなく、動き続けるための、大きな異形を作って行かねばならんのだえ？」

　そして、と義光は、表示枠サインフレームを改めて展開して、大型化した。そこに映るのは、武蔵むさしの副会長と代表委員長だ。

「この代表委員長も、貴様と同じであろうかのう。そして副会長も、異形を作るために苦言と進言を使いこなせるかどうか、まだまだ未み知ち数すうであろうよのう」

　言って、義光が表示枠を指で弾はじいて割った。

　こちらに背を向け、歩き出す。行く先は、

「見せたいものがあるぞえ？　来う。つくまでに、答えは出ておろうよ。

　──武蔵が異形になれるか、停滞に沈むか、討論の答えは、の」
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　正まさ純ずみは、息を一つ吐いた。

　肩の、裏側から力を抜く。そして思う事は、

　……まだまだだ。

　まだ、大おお久く保ぼは、本気になっていないと、そう思う。

　この後こう輩はいは、襲しゆう名めい者しやだ。それも二重襲名だ。三み河かわ動どう乱らん以前の時期に、大久保・忠ただ隣ちかと長なが安やすの二重襲名を聖せい連れん認可で通してきている。親も襲名者で、大久保家けを任じていたが、自分の父が三河から武蔵むさしに来た時に、暫ざん定てい議員の身分を退しりぞき、別べつ職しよくに就ついている。

　対し、自分は、親子ともに非ひ襲名者しやだ。襲名に失敗した身でもある。だから、この討論は、

　……私の方が、胸を借りるというのが正解だろう。

　大久保は、そこそこある。何がだ。だが以前、ミトツダイラは胸を貸して失敗したと聞く。つまり、襲名者でも胸を貸すのには油ゆ断だんと危険が伴うという事だろう。二重襲名の大久保は、こちらに胸を貸す今回、対策を練っているに違いない筈はずだ。変な事言ってるか私。

「……副会長、さっきから私の胸が、何か……？」

「気にするな。前例と共に思し案あんすべき事があっただけだ」

『ま──』

　よしよしツキノワも意味が解わかってないだろうけど同意とは素晴らしい。だが、

　……停てい滞たいの壁を、壊こわしていかねばな。

　どうにかして、上う手まく、停滞を行動に置き換えなければならない。

　そして、大久保の真意を知ろうと、正純はそう思う。

　政治家としての二重襲名を得た大久保が、停滞だけの政治をやろうとしている筈がない。こちらの反はん撃げきを見越し、議題の理解速度なども考こう慮りよして、真意を後ろに置いている筈だ。

　この停滞の苦言から繫つながる、行動の未来を、彼女はまだ控えている。だから、

「…………」

　さて、と正純は思った。

　私は、三河以い後ご、どれだけ自分を取り戻しているのだろうか、と。

　ここから先は、それが試される事になる。自分の中だけではなく、外においても、自分がどれだけ、武蔵と同じように改かい修しゆうしてきたのか。そのために何を思い、考えてきたのか。全てを問うていく事になる。

　だから正純は、まず、一言を告げた。

「いいだろうか」

　誰にとでもなく、言う。そして、

「──代表委員長から述べられた、こちらの政策への苦く言げん。それらが、何な故ぜ、そうなっているのかをこれより述べ、全て解かい除じよしていく」
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　空の下にある白の平面の上には、表示枠サインフレームによる有あり明あけ内部の映えい像ぞうが幾いく箇所かで映っていた。

　有明右う舷げん後部。白の断だん崖がいにも見える外壁の上にも、それはある。二十メートルほどの大きさに展開した鳥とり居い型がた表示枠の中、映されるのは、武蔵むさし副会長の本ほん多だ・正まさ純ずみと、代表委員長の大おお久く保ぼだ。

　二人の相あい対たいを見上げる視線の幾つかの内、空に立つ者が、こう言った。

「まだまだ笑えてないわね、貧ひん乳にゆう政治家。大だい丈じよう夫ぶかしら」

　喜き美みだ。彼女は夏服姿すがたで、右舷外壁の外、空中に立っていた。

　作業用の足場だ。それも、明確な足場としての板ではなく、それを支える柱の上に彼女は立っている。

　昨日、三さん国ごくによる砲ほう撃げきを受けた右舷後部側は、直接の被ひ弾だんは無かった。が、爆ばく圧あつや衝しよう撃げき波は、風などは確かに外壁を強く叩たたいていた。一部の装そう甲こうは歪ゆがみもしたし、ズレもある。

　その点てん検けんや張り替え用として、硬こう化か竹だけの足場が立ち、空に筒つつ状じようの先端を提供しているのだ。

　だが、まだ足場の上には、渡り床が張られていない。ただ垂直に組み重ねられた、目の粗あらい格こう子し状の竹が、宙に広く張り出しているだけだ。

「竹の太さはどれも三十センチといったところ。宙に張り出した、範はん囲いにして約百メートル四し方ほうの空くう中ちゆう足場。これからもっと床が入って、装甲板ばんを運ぶ輸ゆ送そう艦かんも接せつ舷げん出来るようにするみたいだけど、今は居きよ住じゆう区くの組み込みに全力入はいってるから空いてるのよね」

　喜美は、既すでに外壁から十数メートル離れた竹の上で、身を回す。

　そうしながら見る眼下は、雲が薄く流れ、やや青く濁にごった地上が見えている。

「高さは三キロを超える。……文字通りの晴れ舞台ね」
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　喜美は、空中に軽くステップ。足首の動きだけで、三メートルほど外向こうの一本に跳ちよう躍やくした。距離は僅わずかに足りないが、足先を竹たけ足場の先端に掛け、身を引き寄せるように乗る。

　そして振り向く先は、有明の外壁だ。

　そこに、三つの影がある。こちらに対し、半はん目めの浅あさ間まと、腰に手を当てて歯を見せている母親と、

「──女侍ざむらい。気分の整理がついたら来なさい」

　呼びかける先にいるのは、本多・二ふた代よだ。

　……全く、何をする事になるかと思えば……。

　母親が言うには、彼女の修しゆ行ぎようの相手をしろとの事だ。

　喜き美みが見る限り、このところの二ふた代よは、確かに考え事の時間が多かった。訓練中に壁から落ちてみたり、戦果を上げるべき所で、失敗もした。

　しかし、母親の見立てでは、スランプではないらしい。

「母かあさん、──私は受け続けていればいいわけね？　フフ、総そうウケなんて愚ぐ弟ていみたい」

「喜美、遊ぶんじゃないよ？」

　解わかってるわよ、と喜美は笑みに眉まゆが立つのを自覚する。軽く右のサイドスカートを摘つまむと、右の爪つま先さきを足場の上で後ろに下げた。

　そして喜美は、右の爪先だけで竹の端はしに立つ。足の掛かっている部分が二センチほどしか無いような状態を作り、しかし喜美は二代の方に目を向けた。

「今、空いているこのくらいは、アンタに足場を提供してあげるわ。恩に着なさい」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　応答が来た。そして、

「店主殿どの、どうやったら、この訓練は終了になるので御ご座ざるか？」

「喜美に……、そうだね、喜美──！　どのくらいブッ刺したらいいかねえ!?」

「フフ、母さん？　そんなの簡単よ。イージーモード。漢字で言ったら意い地じ毛もう度ど──、って何これ!?　簡単だった筈はずがいつの間にか驚きの剛ごう毛もう度ど数すう風ふう味みに……！　ねえ浅あさ間ま、ここからどうしたらいいと思うの!?」

「あの、トーリ君と喜美のお母さん、──喜美、学校でもいつもああなんですけど、どうにかなりませんか？」

「んー、トーリも含めて智ともちゃんに任せてるから、仲間達と好きにしていいよ」

　無理、と言いたげに肩を落とした浅間に、喜美は苦く笑しようする。

　いいのよ別に、と喜美は思う。苦く言げんがあるなら言えばいい、と。それを飲むかどうかはこちらの判断だが、

　……学校で言う、なんて、いずれ出来なくなる事だもの。

　卒業もあれば、末まつ世せもある。どうなるかは解らないが、なればこそ、

「思い切り、今の自分で楽しむのが一番よ」

　喜美は、己おのれの夏服の胸元に、右の手を当てた。

「女おんな侍ざむらい、──ここに、以前より深く刺してみなさい」

　以前、という意味が解らないでもないだろう。三み河かわで相あい対たいした時。二代はこちらに刃やいばを完全に届かせる事が出来なかった。

「あれを、今度はやってみなさい」

「Ｊｕｄ．、──忝かたじけのう御座る」

　と、二代が一礼し、軽く跳んだ。

　来る。

　一息に十数メートルを越え、こちらの正面にある足場に、二ふた代よは着ちやく地ちした。
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　二代は、自分の跳ちよう躍やくと同時に、有あり明あけ上の表示枠サインフレームに動きがあったのを見た。

　正まさ純ずみと大おお久く保ぼが、向かい合っている。

　……正純。

　彼女は、戦っている。武蔵むさしを背負う副会長として、武蔵の知の代表として、自分達の為なすべきを守ろうとしている。

　同じ三み河かわ出身者。こちらは父が襲しゆう名めい者だが、自分達は、今は共に非ひ襲名者だ。しかし、

　……どうで御ご座ざろうか。

　自分と彼女の間には、距離が空いてしまっていると、二代は思った。武蔵を守ろうとしている正純と、自分を取り戻せてもいない己おのれでは、格が違う、と。だが、

『では』

　と、正純が言った。

『改めて、相あい対たいとさせて貰もらおう』

　ああ、と二代は足場に着地し、前を見た。

　喜き美みがいる。そして正純が言った。

『いいだろうか』

　ああ、と二代は再び心に頷うなずきを作り、前に身を倒していった。初しよ速そくを入れるための初しよ動どうだ。

　そして二代は、自分の中に速度を想像していきながら、こう言った。

「いいで御座るよ」

　正純も、他の皆も、自分も、

「悪かった事など、一度も無い筈はずに御座る」

　告げて、二代は、正純達の言葉を背に、身を加速した。

　前に出た。







あとがき




　さて、そんな感じで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾン』第四巻の中巻をお届け致します。

　４中というのは自分のキャリア的にも初というか何というか。こういう事がやっていけるのも皆様もおかげです。どうも有り難う御ご座ざいます。

　さて今回の舞台は奥おう州しゆう、上じよう越えつとなっていく訳ですが、日本史側がわから見た場合、この地域の大だい名みよう達は、こちらが想そう像ぞうするような一いち枚まい岩いわではなかったりします。

　ゲームなどで用いられる〟一いつ国こく一いち大名と、その部ぶ下か〟という解わかりやすいイメージもありますが、実際は、〝周辺諸しよ家かの連れん合ごうと、その代表としての主しゆ家か〟みたいな感じで。部下と言うより〟協きよう力りよく関係〟という関係が強かったりします。

　だから、中央から離れるに従って、勢せい力りよく内の有力氏し族ぞくや家か系けいとの内ない戦せんが生じるようになっているというか。繁しげ長ながなんかもそういう氏族派はなんですが、上うえ杉すぎ家けにことあるたびに逆らって、しかし外がい敵てきが来ると迎げい撃げきに出るというツンデレだったり。こういった元気な連れん中ちゆうをまとめるために、主家は関かん東とう管かん領れいなどの役やく職しよく名めいにこだわる感が強いように感じていたりします。

　最上もがみ・義よし光あきのような謀ぼう略りやく家かも、鬼おに切きりの由ゆ来らいを疎おろそかにしませんでしたし、羽う州しゆう探たん題だいという室むろ町まち幕ばく府ふからの役職世せ襲しゆうを大事にしました。名めい分ぶんというのは武ぶ器きなのだよなあ、と。

　と、恒こう例れいチャット。

「学生時代の変な思い出の続きを行くといいよ？」

『そういやあ、同じクラスに渾あだ名なが〟シャブ〟っていうのがいてなあ。由ゆ来らいがもう、シャブやってそうだから、って理由で。道で「おお、シャブ！　やってっか！」みたいな挨あい拶さつすると通り過ぎるオバさん達が振り向く』

「直接的過すぎて容よう赦しや無ないだろ。でも結けつ構こうそういう渾名の方が後あと腐くされ無かったりだよなー」

『ああ、俺とか〝NYO〟とか呼ばれていてな』

「それはどういう由来？」

『ああ、健康診しん断だんの結果から渾名が「ニョータンパク」になって、俺も俺でウケてたんだが、女子からHRであまりにもそれは解りやす過ぎてどうにかしろという意見が出てな。当時の音楽シーンに合わせてNYOになった。学園祭さいとかでステージ出るとNYOコール。羨うらやましいか』

「こういうの黒くろ歴史って言わずに何て言うんだろうー……」

　ともあれそんな感じで、BGMはELLEGARDENで「SALAMANDER」。空くう戦せんなどのイメージのハードロックというか。歌か詞しも格かつ好こういいのです。しかし、

「一体誰だれが一番約やく束そくを憶おぼえているのか」

　というところで一つ。では、続きは一月開きですが、少々お待ちを。


平へい成せい二十三年　八月　いきなり冷えた朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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